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芭 蒸が 自作 を 示して 門 入の 所懷を 叩き、 或は 門下の 

句に ついて 批判 を與 へ、 時に さびし をり を 說 き 不 易 流 

行 を 論 ず、 語 簡に意 長 く、 片 言 隻語と いへ ども 皆應 機の 

說法 にして 誘導 啓 發の妙 を 極め、 之 を 仰げば 彌.^ 高く、 

之を鑽 しば 彌. - 堅し の槪 なくば あらず。 師 翁と 及 P 

子弟との 風貌 情味 を 窺 ふべき もの 此 書に 過ぐ る はな 

し。 去 來抄は それ 蕉 門の 論語 か。 之 を 讀 むこと 愈 
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昭 

禾ロ 

十 

年 

月 

藤 

井 
紫 
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久しう して 但 意 味 深長なる を覺 ゆ。 

• 零 雨 子の 新講は 博く 巽 木を搜 りて 字句 を 校合し、 類 

書に 依り て 文 意 を發 明す る 所 多し。 俳諧の 談理を 好 

む 者 も 之に よりて 得る 所 あるべ く、 俳 諧の 制作 を樂し 

む 者 も 之に よりて S  口る 所 あるべ し。 


C  "  y 


時 

代 

—、し 

HIIJ 
の 

に 
遡 
ク 
て 

元 
祿 
の 

ハ、、 

門 
俳 
諧 
の 

究 
に 
よ 


嘗 て、 或 る 人 が、 芭 蕉 歿後の 元祿俳 壇 と、 子 親 歿後の 明 

治 俳壇と は、 おもへば、 期せず して 同じ や う に， 「努 力して 

月並 へ」 の 過程 を 踏んだ ので ある、 と い ふ 意味 の こ と を 

いうた ことがある。 さう いふ 廣汎な 問題 を、 今 こ 、で 

論議しょう とする ので はない が、 た ぐ 卒直に いふと、 爾 

來、 吾々 は、 現實の 問題と しても、 明 治. 天 明の 卵諧 より は、 


多く の 關心を 持たねば ならぬ やうな 情勢に. s 激 され 

て、 今日に 及んで ゐ るので ある、 というても 差 支 へ ない 

とお も ふ。 

これまで にも、 先覺の 種々 有益なる 研究が 相亞 いで 

發 表せられ、 また 繞 多の 貴重なる 發 見と 相 競うて 俳壇 

を 稗 盆した こ と は、 *! に 敬 慶に堪 へ ぬ 次第 で あり、 また 

さう して、 次第々 々 に それ 等の 惠澤に 浴し つ V 吾々 は 

蕉 門の 俳諧 理論と その 指導原理の 如何なる もので あ 

るか を、 懇切に 誨 へられて 來っ 、あるの で あ る。 


然しながら、 色々 と 古 俳諧に 關 する 硏究が 盛んにな 

つて 来たと はいへ、 それが 單 に、 感 想と か 興味 觀 《：M の も 

の だけで は、 未だ 必ずしも 満足 を與へ る ものと はい へ 

ない とお も ふ。 どうしても、 國文學 上からの、 多少 窮屈 

でも 確 つ かりと. した、 學問 的に 系統 立 つ た 新 研究 が、 し 

きりに 蜀 望され てゐ たので あ る。 そ れ が、 殊 に、 燕 門 の 

俳諧 原理と いふ 問題に なると、 一 層、 その 感を懷 かしめ 

て 止まぬ ものが あつたの である。 

向井 去来と いふ 人 の、 實 直 律義な 武士 氣質 が、 師 翁 一 巴 


蕉 の 遺訓 を 守り 通させた こと は、 苟 くも 蕉門 俳諧の た 

めに は、 まことに 大 いなる 功績 を 遺して 吳れ たものと 

云 ひ 得よう。 今日より 見れ ば、 そ の 言 說に は、 かなり 固 

陋 矛盾の 點が ある けれども、 蕉 門に 去来の 如き 堅固な 

人が ゐた お蔭 で、 後 来の 吾々 が、 どの 位、 啓 蒙 される か は 

測り 知れない ので ある。 徒らに 功 を 急いで、 新ら しが 

つ たりす る こ と は、 永い 間に は、 結局、 雲散霧消に 終る も 

ので ある ことが、 こ  にも 好い 例と されて ゐる ともい 

へ るので あ る。 


「去 來抄 新講」 は. 上中下の 三 

る が、 各 卷は いづれ も、 俳 諧 の 

して、 看過したくない ことで 

諧 原理 を、 繰 り 返して これよ 

ばねば ならぬ こと 、 を、 銘 記 

幸 ひ に、 俳 諧文學 専攻の 立 

せられて、 本 書 の 完成に、 獻身 

下 さ れ、 遠く は 京 都： 長 崎の 地 

M せられ た、 零 雨 宇田， 久 先生， 


卷を 以て 完了す るの で あ 

過去の み を 物語る ものと 一 

ある。 今日 及び 明 H の 俳 

り學び 得る こ と \ また 學ー 

したいと おも ふ。 

場 か ら、 吾 々 の 意 圖に赞 M 

の 努力 を 惜しまず 盡し て 一 

にまで 出向い て 史料 を考： 

の 御精勵 に、 衷 心から 謝 一 


を捧 ぐる ものである。 


昭和 十 年 二月 


愛呤會 にて 

上 川 井 梨 葉 


一 （ 8  > 


^  言 


一本 書 は 曉臺梓 行 本の 『去 來. 抄』 を 底本と して、 これに 準據 し、 その 複刻 • 

校異. 講述等 を收錄 せる ものである。 而 して、 底本が 上 (先師 評 了 中 (同門 

評). 下 (修業 敎) の 三 冊より 成る に 因み、 本書 も 亦 以上の 三 冊に 分ち、 こ 

こに その 上 (先 師 評) を 最初に 梓 行す る 次第で ある。 

一 想へば 昭和 七 年の 春、 俳句 雜誌 『愛吟』 誌上に 連載すべく、 愛吟 會 より 

「去 來抄 新講」 の 執筆 を委囑 せられた。 予 は淺學 未熟の 故 を 以て、 之 を 謝 

絕 したので あつたが、 同年 冬に 到り 再三の 懇望 默止 難く、 遂に 杜撰 を 

も 顧みす 決然 起稿し、 同 八 年 一月 號 『愛吟』 誌上より 連载 する や、 先輩 

諸雅の 好評 を 博し 得た のこと は 望外の 幸であった。 かくて、 上， 先 師 評) 
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一 「參 考」 に は、 各 章の 句の 出典. 考證、 又 他 書との 異同. 比較、 及び 積翠 園の 

評語 等 を收輯 した。 而 して、 及ぶ 限り 自己の 論 斷を控 へて、 何等かの 

關聯を 持つ 他 書 を 援引し、 特に 蕉 門の 俳 論 を 集成 せんと 務めた ので あ 

る。 なほ 引用 書 は、 句讀點 及び 濁點. 半 濁 點を附 し、 それ 以外 は 原本 を 

濫りに 改めぬ を 原則と したが、 明かに 誤字と 思 はれ、 且つ 訓讀に 支障 

ある もの は 正し、 又は 振 假名 を 施した 場合 も ある。 

一 本書に は 上 (先師 評) 附錄 として、 「去來 評 傳」、 及び 「新 編 去 來發句 集」 を 添 へ 

た。 前者 は 改造 社發 行の 『續 俳句 講座』 第一 卷 「俳人 評 傳篇」 中 に予が 執筆 

せし もの を 聊か 增訂 した ものであるが、 なほ 自ら 不滿 とする 點 多く、 

更に 研究の 上、 且つ は 筆蹟 等 も 多く 拾集し 得て、 後日 再び 發 表する 機 

を 得たい と 望んで ゐる。 後者 は 安井 小洒 氏の 快諾 を 得て、 同氏 編 r 蕉 

門 名家 句集』 第 六 輯去來 の 部 を 改編 增 補した もので、 去 來の發 句集と 

して は、 現在に 於いて、 や 自信 を 持ち 得る ものであるが、 今後な ほ 


の 

謹 

さ 

秀 

の 

の 

或 

本 

の 

更 

添 

本 

逸 

近 

ん 

れ 

顯 

御 

最 

は 

書 

時 

に 

へ 

窖 

句 

藤 

で 

て 

原 

厚 

ち 

常 

に 

曰 

本 

る 

に 

の 

白 

厚 

返 

情 

光 

に 

は 

を 

豫 

は 

探 

今 

ぐ 

且 

藏 

に 

榮 

予 

藤 

與 

の 

定 

下 

索 

氏 

つ 

咼 

負 

と 

を 

井 

へ 

不 

で 

修 

に 

を 

謝 

親 

木 

ふ 

す 

激 

乙 

ら 

備 

あ 

業 

務 

煩 

す 

し 

蒼 

所 

る 

勵 

男 

れ 

を 

る 

敎 

め 

は 

る 

梧 

頗 

所 

鞭 

博 

ん 

補 

□ 

に 

て 

し 

次 

指 

安 

る 

で 

撻 

士 

こ 

ひ 

今 

於 

更 

た 

第 

導 

井 

多 

せ 

上 

と 

得 

後 

い 

に 

こ 

で 

を 

小 

< 

滿 

ら 

川 

を 

る 

て 

兀 

と 

あ 

賜 

洒 

腔 

れ 

井 

願 

れ 

數 

璧 

が 

る 

鈴 

就 

の 

梨 

ふ 

と 

等 

種 

を 

多 

た 

木 

中 

謝 

更 

葉 

ち 

尠 

ち 

の 

期 

< 

更 

重 

に 

先 

の 

< 

支 

索 

し 

に 

と 

雅 

伊 

を 

過 

生 

で 

な 

障 

引 

た 

校 

複 

は 

諸 

藤 

捧 

分 

力 > 

あ 

か 

な 

を 

い 

正 

先 

松 

げ 

な 

る 

ら 

附 

と 

そ 

そ 

宴 

生 

宇 

る 

る 

或 

Q 

作 

錄 

思 

の 

の 

に 

が 

籾 

0 

高 

は 

と 

成 

し 

ふ 

他 

他 

感 

山 

な 

序 

種 

信 

さ 

r) 

激 

秘 

梓 

ほ 

を 

な 

す、 

れ 

又 

就 

就 

襲 

月 

賜 

る 

引 

い 

い 

堪 

を 

贄 

本 

ラ 

敎 

0 

用 

て 

て 

へ 

開 

川 

窨 

た 

を 

そ 

首 

書 

は 

は 

ざ 

さ 

他 

は 

垂 

れ 

兀 

の 

る 

資 

石 

先 

と 

れ 

備 

略 

石 

愛 

所 

料 

士 
ぬ、 

輩 

は 

お 

で 

の 

解 

橋 

で 

を 

田 

諸 

ひ 

暫 

上 

を 

會 

義 

雅 

予 

< 

は 

も 

吉. 林 昇. 林 富 士 郞.久 保 田 幸 子 諸氏の 助力 を 受けた こと も少 くない。 共に 

記して 謝意 を 表する。 最後に 本書の 犧牲的 出版 を 快諾せられ たる 俳 « 

堂に も、 こ、 に 謝意の 一端 を 述べさせて 頂かう と 忍 ふ。 

本書に 由り、 『去來 抄』 を 通して、 蕉門 俳諧の 眞髓の 幾分 かにで も 觸れる 

こと を 得たならば、 もとより 予の 欣快 はこの 上 もない。 然し、 今や 

馬に 鞭う ちて 漸く 本書 を 成せ ども、 菲才 遂に 啓 沃の盛 意に 副 ひ ざり 

しか を、 私 かに 恐る のみで ある。 庶幾く は、 大方 博雅の 士の 寬容を 

仰ぎ、 批 正の 勞を賜 はらん こと を。 

昭和 十 年 紀元節の 日 

去來の 生地 長 崎よりの 歸路京 の旅舍 にて 

宇田  久識 
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一 蓬萊 にき か はや 伊勢の はつ 便  芭 蕉 ① 

深 川よりの 文に 此句 さま/ \ の 評 あり 汝 いか 、聞 侍る やとな り去來 ③ 

口 都 又は 古鄕の 便と も あらす 伊勢と 侍る は 元 H の 式の 今やう ならぬ ③ 

に 神代 をお も ひい て 、たより 聞 はやと 道祖神の はや 胸中 を さは かし ④ 

給 ふと こそ 承 侍れと 申 先師 返事に 汝か 聞く 處に たかはす 今日 神の か ⑤ 

うくし き あたり をお も ひ 出て 慈鎭和 尙の詞 にたより 初の 一 字を吟 ® 

し淸淨 のうる はしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と  ⑦ 

13 ① きか はや— 聞 はや。 伊勢— いせ。 はつ 便 I 初た より。 ②深 川よりの I 深 川 ふ 之。 さま. の. 评 あり I さまく の 評お U 


となり— と 也。 © 都 又は 古鄕 —都 古鄕。 伊勢— いせ。 今やう— <1「樣0 ④ おも ひいて、. I おも ひ 出て て。 たより I 便。 

© 給 ふと こそ I 奉る とこ そ。 承 侍れと 申 I 承り 侍る と 申。 先師 返事に— 先師 曰。 汝か 聞く HI 汝 聞處。 ® かう-/. \ しき— 

かう く 敷。 ⑦吟 し淸淨 の. r る はしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と —吟し 出し 侍る 斗な りと 也。 r 汝聞處 に たかはす 云々」 

以下 ノ 部分 二、 次 ノ如ク 傍註 ガ附 サレテ アル。 「返事に 曰い せに 知人 音信て 便り うれしき と 慈 鎭和尙 のよ み 侍る 便りの 一字の 出 

處 にて 聊哥 のこ. 1 ろに たよらす 汝か 聞く 淸淨 のうる わし 神祇の かう くしき あたり を 蓬 萊に對 して 結 ひたる を 也汝か 聞る 所 珍 

重ト 也。」 

IS ① きか はや— 聞 はや。 はつ 便 I 初 便" 啓蕉 1 はせ を。 ③ さま，/^ の 評 あり I さまく 評 あり。 となり I と 也。 ③都又 

は古鄕 I 都 古鄕。 今やう I 今樣。 ④ おも ひいて. II 思 ひ 出て。 たより— 便。 さは かし I はは かし。 ⑤給 ふと こそ —摩る 

とこ そ。 承 侍れと 申— 承り 侍る と 申。 先師 返事に I 先師 曰。 汝 か聞處 —汝聞 所。 ® か うくし き— かう く 敷。 おも ひ— 思 

ひ。 ⑦吟 し淸淨 のうる はしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と I 吟し 出し 侍る 也と 也。 r 汝聞 所に たかはす 云々」 iir 下ノ 部分 二、 

次 ノ如キ 傍註 ガ附 サレテ アル。 「返事に 伊勢に 知る 入 音信て 便 嬉しき と 慈 鎮和尙 のよ み 侍る 便の 一 字の 出 所に て聊 音の 心に たよ 

らす汝 か 聞淸淨 のうる はしく 神祇の かう くしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたるな り 汝か聞 所 珍重 也。」 

11 ① きか はや— 聞か はや。 はつ 便 —初 便り。 ③都 又は 古鄕 —都て 故鄕。 今やう I 今樣。 ④ おも ひいて 思 ひ 出して。 

たより I 便り。 聞 はや— 聞か はや。 はや 胸中 を —早 や 胸中 を。 さは かし j 騷 かし。 ® 給 ふと こそ I 奉る とこ そ。 承 侍れと 申 

—承り 侍れと 申す。 汝か 聞く 處に たかはす 今日 神の かう- (\ しき あたり をお も ひ 出て 慈鎮和 尙の詞 にたより 初の 一 字 や- 吟し淸 

f ゆのう る はしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と—^ 勢に 知る 人 音信て 便り 嬉しき と 慈 鎮和尙 の 詠み 給へ る 便の 一 字の 出 所に て 脚 

音の 心に たよらす 淸淨 のうる はしく 神祇の かう く 敷 あたり を 蓬 萊に對 して 結 ひたろ 迄な り汝か 聞け る處 珍重な り 今日 神の 神 


々しき あたり を 3 心 出て 慈鎮和 尙の詞 にたより 初の 一 字 を吟し 出し 侍る はかりな り。 - 

園3 きか はや— 聞 はや。 色 崔！| はせ を。 此ノ句 ノ頭ニ 「0 炭俵」 ト アル。 ②此句 —この 句。 さまく の 評 あり I さまく 『ぼ 

あり。 ③都 又は 古鄕 I 都 古鄕。 ④ おも ひいて. -1 思 ひ 出て。 たより I 便。 さは かし— さわ かし。 ® 給 ふと こそ— た 

まふと こそ。 承 侍れと 申— 承り 侍る と 申。 汝か聞く處にたかはす今日神のかぅくしきぁたりをぉもひ出て慈鍋和£^の^^にたょ 

り 初の 一 字を吟 し淸淨 のうる はしき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と— 伊勢の しる 人 音信て 便 うれしき と 慈 鎮和尙 のよ み る： り 

の 一 字の 出 所に て 脚 音の 心に たよらす 汝か 聞淸淨 のうる はしく 神祇の かう くしき あたり を 蓬 萊に對 して 結た るな り汝か IS 所 

珍重な り。 

圜① きか はや— 聞 はや。 はつ 便 I 初 便り" 芭蕉— はせ を。 此ノ句 ノ頭ニ 「CD 炭该」 ト アル。 ② さまく の 評 あり I さまく 

評 あり。 去來曰 I 去來 云。 ® 都 又は 古鄕 I 都 古鄕。 便 —便り。 ④ おも ひいて &| 思 ひ 出て。 たより I 便。 はや 胸中 を I 

胸中 を。 ® 給 ふと こそ— 玉 ふと 社。 承 侍れと 申— 承り 侍る と 申。 汝か 聞く 處に たかはす 今日 神の かう くしき あたり をお も 

ひ 出て 慈鎭和 尙の詞 にたより 初の 一 字を吟 し淸淨 のうる は しき を 蓬 萊に對 して 結 ひたる 也と I 伊勢の しる 人 音 て 便 嬉しき と 

慈鎭 和^の よみ 侍る 便の 一 字の 出 所に て 胸 音の 心に たよらす 汝か 聞淸淨 のうる はしき 神 紙の かう/ \ 敷 あたり を 蓬 萊に對 して 

結た るな り 汝か聞 所 珍重な り。 

gg ① はつ 便 I 初 便り。 ® 文に— ふみに。 此句— この 句。 ® 便 —たより。 ④ おも ひいて X— 思 ひいて、。 たより—： li 


： 一-^ 

蓬萊 にき かば や 伊勢の はつ 便り  芭  蕉  一 

ふかが は  ふみ  こ . く  ひやう  なん ぢ  き、 はべ  きょらいい  みやこ また ふるさ ミ たよ  一 

深 川よりの 文に、 此の 句 さま-^ の 評 あり。 汝 いか^ 聞 侍る やとな り。 去來曰 はく、 都 又は 故鄕の 便りと も あら 一 

いせ  はべ  ぐわん じつ しさい **  かみよ  き  だう そじん  きょうち ゆ -rv 

t  $i 勢と 侍る は、 元日の 式の 今やうなら ぬに、 祌代 をお も ひいでて、 たより 聞かば やと、 道祖神の はや 胸 中 一 

たま  うけた ま は  キフ  ぜんし へんじ  なん ぢ き  ミころ  こんにち かみ 

を さわがし 給 ふと こそ 承り 侍れと 申す。 先師 返事に、 汝が 聞く 處 にたが はす、 今日、 祌 のかう-^ しき あたり を- 

い  じちんく わしゃう こ £ ば  はつ いちじ  ぎん  しゃう じ 5- う  ほうらい たい  むす  なり 

おも ひ 出で て、 慈鎭和 尙の詞 にたより、 初の 一 字を吟 じ、 淸 淨 のうる はしき を、 蓬 萊に對 して 結びた る 也と。 

10 1— ft  L 

「蓬 萊に きかば や 伊勢の はつ 便り 芭蕉」 11 深 川の 笆蕉 庵からの お 手紙に、 この 句 はいろ/ \- の 評が あるが、 二 

お前 はどう 考へ るか、 とのこと で ございました。 わたくし は それにお 答へ して T 都の 初 便りと も、 古 鄕の初 便り 

ともなくて、 ^勢の 初 便りと あります の は、 元旦の 儀式の 今様で ないた めに、 從 つて 神代の ことな どが 思 ひ 出さ 一 

れ、 さて こそ、 とりわけて 伊勢の 初 便り を 聞きたい、 と 言 はれた ので ございませう。 そして、 伊勢 をお 思 ひやり. 

になる 心の底に は、 旅の あこがれの 烈し さが 感じられます。」 と、 申しました。 師 翁の 御 返事に は、 「お前の 考へー 

る 通りです。 今日、 元旦に 當 つて、 蓬萊 のほとりに 坐し、 勢の 神 垣の 祌々 しさ を 聯想して、 慈 鎭和尙 の 歌の 詞ー 

にす がり、 それに 初の 一 字 を吟じ 出して、 『$: 勢の 初 便り』 とし、 その 淸く けがれの ない 神々 しさ を、 蓬萊に 取合 

はせ て 一 句と したので す。」 とのこと で ございました 0 


s 菜 蓬 蘭。 新年の 飾 物。 三方の 毫に、 白米、 謹、 I、 昆布、 1. 覆な ど を 盛った 物。 if の 例が あるが、 

as など si も ある。 然し、 それ故に 伊勢の 初 便りと 言うた ので はない。 又、 顏に は、 略式の 掛囊 だの. 1 上 

家の 宴に 用 ひたとい ふ If ども あるが、 この場合 それらで もない。 な i 萊の I は、 神仙 甚に 基づく 支那の 

で、 方丈. 瀛 州と 合せて、 三 神 山と され、 この 三 神 山が 東海 中に あつて、 不老不死の 仙人が、 そこに 接んで ゐたき L.i 

① 伊勢 東海道の 一 國、 修 して 勢 州と いひ、 今の 髮縣の 主要部 分で ある。 I は 伊勢大廟の 所在地と して I 著 よれ rf。 

i が 伊 I 宮 した 時の 句に、 「何の 木の 花と はしらず 墓」 とい ふ 作が ある C  i 新年に なつてから 初めての おと 

つれ GI  I 上野の 藩士で ある。 i 氏、 霧は甚 七郞。 初め 舊 (寛 文 時代)、 江戶に 下って 響 (養 時に)、 き 

i  (元祿 時代) と號 した。 釣 月 軒 (貝お ほひ)、 桃 翁 (導 句合〕、 稍々 齋 (同)、 震 (ss 合)、 5 軒 (春 二 Kay な 1 

霸 i の 牛兩吟 iyi 洞 (みなし 栗) 、量 (同 )- 風羅坊 (卯 i 行)、 杖錢 子 (俳諧曾我) 素宣 ま聽 の I が あ 

る。 また 慕して、 翁と よぶ (武藏曲 序)。 初め 上野の 城代 囊 家に 仕へ、 主 S 吟に 導かれて、 季吟の 門に 人った" ?<p 

蟬吟 の讀、 世 を厭 ひ、 致仕して I を 出た。 江戸に 來て 江戶擅 林の 徒と 交り、 しばらく その 風姦 つたが、 ぽ ところが あつ 

て 新風 を 興し、 遂に 賣の謹 を 大成した。 佛羅 師に參 して. 禪に 心膽を 練り、 杜子 美の 沈、 西 行の 寂 を g、  s§ 

を觀 じた。 常に 旅 を 好んで 一 所に 讓 せず、 il^ 川の i 庵. S の 幻 住 庵に で 永く 杖 を 止めた に 過ぎない。 1^A±^ 

曰、 大阪 花屋の 響 g> 年罕 一 。 近 g 震 仲 寺に 靡る。 ®n  mamo  ^は、 gsMg 

蓮の 意。 卽ち、 そこに 住んで ゐる薩 からの 手紙。 I 來 肥 I 崎の 儒而 井元 升の 二 男で、 V, は 薄、 又は 養、 S 

稱は平 次郎 とい ふ。 普 町. 牡 年 (筆〉 千 子 (ちね) の 兄で、 卯 七 は その 甥で ある。 後、 次郞 太夫、 讓。 ？ .i せの ま 


ある。 叔父 久米 氏に 養 はれた が、 武を 以て 身 を 立つ る を 欲せず、 父に 従って 洛に 出で、 嗟 蛾の 小 倉 山の 麓に 別墅を 結んで 落 柿 

舍と號 した。 退隱 してから は 深く 色蕉を 信頼し、 篤實の 聞え が あり、 蕉門 十哲の 一人で、 又西國 三十 三 箇國の 俳諧 奉行と 稱さ 

れた。 後 落 柿 舍を毁 ち、 鴨 東 聖護院 村に 家を營 み、 爱に妾 (可 南) を 置いて 一 女 を 生む と傳 へて ゐる。 凡 兆と 共に 『猿簑 集』 を 

撰び、 又 芭蕉の 難 波の 病床で は、 群 弟子 を 統制して、 師翁を 安らかに 遷化 させた。 その後 は 「我家の 俳諧に 遊ぶべし。 世の 理 

窟を いふべ からず」 (落 柿舍 制札) といって、 師の 遣敎を 守って、 世に出なかった。 寶 永 元年 九月 十日 歿、 年 五十 四。 洛東、 鈴 

聲山眞 如 堂に 葬る。 著書に は、 『猿 簑』. 『去 來抄』 •『 渡り鳥』. 『湖東 問答』. 『篇突 集 返答. H 蓬萊 島』. 『旅寢 論』 • 『伊勢 紀行』 などが 

ある。 ②都 中央政府、 卽ち 皇居の 所在地の ことで、 當時は 京都 を さす。 ® 古 慰 鄕里、 鄕園。 こ k は 芭蕉に とっての 

ことで、 伊賀 を さす。 ® 今やう 當世 風。 ④ 道祖神の 云々 道祖神 は 道路 を 護り、 また 行旅の 道中 を 守る 神。 道端に、 

多く は 道の 岐れ 目と か、 曲り角な どに、 石 を 建て.^、 そのお もてに 道祖神と 刻んで あったり する。 クナド (勿 來處〕 の 神、 フナ S 

ト (勿 經處) の 神、 サ へ 又は サイ (塞) の 神、 峠 (手 向) の 神と も 呼び、 八衢 彥八衢 姬を祀 り、 俗に は 猿田彥 命を祀 つた ものと い 

ふ。 支那で は、 道 神と も 組 神と も 呼ぶ。 後世に は、 この サイ ( 塞 ：} の 神が サイ (幸) の 神、 卽ち 陰陽 神と 混同され て、 男女の 仲ら 

ひ を 護る 神と も附會 される やうに なった。 「はや 胸中 を さはが し」 と は、 その 神が 早く も芭 蒲の 胸を騷 がして ゐ ると いふ ことで 

『奥の 細道』 に 「道祖神の まねきに あ ひ」 と あるのと 同樣の 使用法に 據っ たもの。 旅に 出たくて たまらぬ とい ふ 位の 意。 ④ 

先師 亡き 師。 色蕉 のこと。 ® 慈鑌和 尙の詞 慈鎭は 天台の 座主、 初 名 道 快、 次に 慈 圓と曰 ふ。 關白 藤原忠 通の 子。 嘉碌元 

年 九月 二十四日 入寂。 著書に 『愚 管抄』 、及び 和歌 を收錄 した 『拾 王 集』 などが ある。 中世の 歌人と して、 その 名 は 普く、 『兼 載 

雜談』 に 慈鎭. 西 行 は 歌よ み、 その他の 人 は 歌つ くりで あると、 定 家が 批評した 由な ど傳 へられて ゐる。 和 尙の訓 方 は、 禪宗で 

はヲ シ ャゥ、 天台宗で はクヮ シャゥ であるが、 普通の 僧侶に 封して ならば、 芭蕉 自身 も禪宗 であるし する から、 ヲシャ ゥと訓 む 


べきで あるが、 こ 、は 特に クヮ シャゥ と訓ん でお く。 その 詞と は、 『拾 玉 集 J 中の 歌に 「この 春 は 伊勢に 知る 人お とづれ て 便う 

れ しき 花柑子 かな」 と あるの を 指す。 〇演淨 セイジ ャゥ、 又、 シャ ウジ ャゥ。 きょくて. けがれの ない こと。 又、 邪念 私 

心の ない こと。 

この 「蓬萊 に 聞ば や」 の 句の 出典 は 『炭 俊』、 なほ 『5: 達 衣』 『篇 突』 『皮 籠摺』 『：£ 船 1^』 『陸 奥衞』 『卯 花 山』 

『宇陀 法師』 『木 葉漬』 『伊勢 便』 『俳諧 寂 菜』 等に も CB- えて ゐる。 但し、 『木 葉漬』 に は 「元 綠七 甲戍春 歲旦」 と 前 

書が ある。 

この 句の 制作 年代に 關 して は、 『篇 突』 に は、 「いづれ の 春に や おぼえす」 と 前書が あるが、 『木 葉漬』 の 前？ S に徴 

し、 又 『ふたつの 文』 所載の 用 和 宛の 書翰な どから、 元綠七 年の 作と 考 へられる。 序でに、 その 書翰の 全文 を舉 

げれば 次の 如くで ある。 

口 上 

先刻 は爲， 一 御慶 1 御 出 早々 忝 候。 御 無事にて 御 越年 目出度 存候。 此方 も そく 才 にて、 乂此！ ^にもう つり 巾 

候。 さて は 歳旦 之 ほ 句、 あまりよ ろしく も 無レ之 候へ 共、 御尋に まかせ 申 人 候。 

蓬萊に 聞ば や 伊勢の 初 便 

右 之 句に て 御 ざ 候。 さてよ ろしく も 無レ之 候。 貴 丈 ほ 句 御 書 置 候、 歸り兑 巾 候。 おどろき. E. 候。 ：！： 事 も 


永日 以上。 

正 八日  ばせ を 

用 和 丈 

元綠七 年と いへば、 その 五月 十一 日に は、 江 戶に留 る こと 二 箇年餘 にして、 笆蕉は 最後の 行腳に 旅立ち、 同年 十 

月 十二 日、 浪花の 客舍 で^した ので あるから、 この 句 は、 芭蕉に とって、 歳旦の 吟詠と して は、 最後の 年の もの 

である。 

この 「蓬 萊に 聞ば や」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 まづ 『去來 文』 

に は、 

翁の 當 歳旦に 

蓬萊に 聞ば や 俘 勢の はつ 便 

慈 鎭和尙 の、 いせに しる 人お とづれ てうれ しきの 此 いせの 便りの 出 所、 蓬萊 にて 先、 初の 一字、 翁の 魂 

奇妙と 被， 存候。 

『十 論爲 辨杪』 に は，、 

初 便 は、 作者の 趣意 は、 はかりが たけれ ど、 ほのかに 名人の 句法 ありて、 蓬 萊の五 もじに は 人の 及ばぬ 

所 あり o( 略) 此句 は花柑 子の 歌に すがりて、 いせの 初 便と 結び たれば、 誰し も 元日に と 置べき を、 蓬萊 

の 其 あたりに 書 通の 姿 をよ せた らん。 例の 意 を 破れ ども 姿 を 破らす とい ふ 句法な り。 風雅に 姿の 大事 を 


しらねば、 意 を 破る 事 あた はす。 

『梟 日記』 に は、 

V 金く る& 小町が 手 よ り 花 の 春 

蓬萊 にき かば や 伊勢の はった より 

此 歳旦 ふたつ 出して、 句ぬ ししらぬ 先の 評 をき かむ とい ふ。 西華坊 曰、 花の i_ ^の 句 は、 二十^^ をり て 

俳諧 を まぎら かした る 句 也。 初 便の 句の 好惡 はいふべ からす。 蓬 萊の五 もじ、 よのつね ならす、 とい ふ 

に、 人々 なを あざむきて、 歳旦に 蓬萊 とい ふ 五 文字 何 かかた からん。 西華坊 曰、 人 は 元：！ I と をくべし。 

蓬萊 にあら ざれば、 この 句に 形容な しとお もへ る、 是 人の 及 まじき 工夫な り。 か &る風 M と 風姿 を しら 

んに、 俳諧に わたくし なき 事、 さる 事なる べし。 

『俳諧 或 問』 に は、 . 

蓬萊に 聞ば や 伊勢の 初た より 

此句は 誰し も 元日に と 置べき を、 蓬 萊の其 あたりに 書 通の 姿 を 寄せた るよ し。 按す るに、 一： 儿日 にと m むけ 

ば畫 をう つらす。 蓬萊 にと 有る より、 根 松藪柑 子の 姿まで も 明らかな らん。 され ど ii^i 翁の 曰、 so^ 

世間 容易に する、 以の 外の 事な り。 大事の 物な り。 連歌に、 景 曲の 句 初心 露 似よ き ゆ ゑ、 深く いましめ 

り。 俳諧 は 連歌 程 はいます。 您別景 氣の句 はル： E 古し。 一句の 曲に して 難 ある ゆ ゑ、 强て いましめ S きた 

るな り 「) 
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『俳諧 寂榮』 に は、 

去來 夜話 曰、 俳諧 は 物 を 憐む事 を 要領と す。 物を憐 むと は 草木の 霜に あ ひ、 鳥獸の 寒暑に 苦しむ 也。 さ 

れば 道に 臥した る乞兒 にむ かひて、 きたなし とお も ふ 念お こらば、 一 句に むすぶ 事 あた はじ。 不便と 思 

ふこ \ ろ は、 則ち 風雅の 一 句な り。 さり やとて 句 ごとに、 感情 をのみ 好む とに は あらす。 例の よく 萬 物 

に應 じて 哀樂 ともに 歎すべし。 詩に 咨嗟咏 歎 あり、 和歌に 餘情 あり、 俳諧 ゎづ かに 十七 言、 まして 歎す 

る 事 を 先にすべし。 且云ひ 忘る まじき は、 風姿 風情 也。 俗に くだらす、 雅俗に 遊ぶべし。 

蓬萊に 聞ば や 伊勢の はつ 便 

元日 や 何に たと へん 朝 ぼらけ  忠  知 

日の 春 を さすがに 鶴の 歩み 哉  其  角 

かくの 如く、 祝言の やうに ちから 人て 歎すべし. - 

と 見え、 また 『幻 住 庵 俳諧 有 也 無 也關』 に は、 

響 

蓬萊に 聞ば や 伊勢の 初 便り 

傳云、 年の 初めの めでたき に、 又 髭 長き 伊勢海老と 顯 はさんより は、 上に 蓬萊 と！ f5l き、 下に 伊勢の 初 便 

りと つぐり て、 海老の 姿、 玄妙に 分明 也。 是響 也。 

と ある. - 
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次に、 この 章で 問題に なって ゐ るの は • 古歌 を 踏襲す る ことの 可否、 及び その 方法論で ある。 それに 關しー 

て は、 なほ 古說が 頗る 多く、 例へば、 『花 貰 集』 に は、  ， 

一 

-其角 曰、 古事 • 古歌 を 取る に は 一段す り 上て 作すべし。 たと へば、 ^より は 石 花 を 費れ かし、 とい ふ 西： 

行の 歌 を 取て、  , 

石 花より は 海苔 をば 老- の寶り もせ で 

と 先師の 作 あり。 本哥は^^じ生物を寶るとも、 石 花 を寶、 石 花 は 看經の 二字に 叶 ふとい ふ を、 先師 は 生 

物を寶 らんより 海 を 寶れ、 海 吾 は 法に かな ふと， 一段す り 上て 作り 給 ふ 也。 老の 宇、 力 あり。 大概の- 

ごとし ◦ 

と說 き、 『篇 突』 に は、 

古事 • 古 歌のと りゃうの 事、 むかし • 中 ごろ ，當 世の か はりあるべし。 むかしの 古事 を 川 ひたる は、 

にして 作意な し。 中 比 は 無理 を 云て、 大に はたらき、 大きに 笑へ り。 今やう は 古事 • 古歌 を 其 ま. - たて 

s、 少 もから す、 巳が 作意 をなら ベて 盡す。 此さ かひ を しらぬ 人 は、 多く 中古の 作 si- に 落る。 よく 工夫： 

すべし。  - 

名將の 橋の そり 見る 扇 かな 

と 云 句せ し 人 あり。 此句、 其 名將の 作に して、 句 主の 手柄 は少 もな し。 

と 論ぜられ、 『宇陀 法師』 に は、 * 


古事 • 古 買* 古物 語 • 古歌 等の 詞を とりて 發句 する 事、 上手の みに かぎらす。 さまでな き 作者 もよ く 取 

廻して する 人 も ある 也。 又 上手に 不得手 も 多し。 一 様に 心得べ からす。 取 様 品々 有り。 

と 述べられ、 『旅寐 論』 に は、 

すべて 古事 • 古歌 を 取に は 朧に取 法 あり、 その ま \ 立 置ても とる 法 あり。 さま. とる 法 ありと いへ ど 

も、 皆 前 をす りあげて 作す。 

とあって、 前褐の 「名 將の」 の 句 等 を 出して ゐる。 更に、 この 問題 を 詳述した ものに は、 次の 『三 冊子』 の說が 

ある 0  . 

師 0 句 を あげて、 そのより 所 をい さ \ か顯 す。  ト 

何の 木の 花と はしらす 匂 ひかな  C 

此句は 本 歌 也。 西 行、 何事のお はします か はしらね ども かたじけな さの 淚 こぼる \、 と ある を俤 にして 

云 出せる.？ なるべし。 

有 明の 三十日に ちかし もちの 音 

此句は 兼 好、 有と だに 人に しられぬ 身の ほど やみ そかに ちかき 有 明の 月、 と ある 本 歌を餘 情に しての 作 

なるべし。 

明の 0: 高 水に 星 も 旅 寢ゃ岩 のう へ 

此句は 小町が、 石の 上に 旅寢を すれば いと さむし K 口の 衣 を 我に かさなん、 と 云 心 を ての 句なる べし。 


ほと .X ぎすな くや 五 尺 Q あやめぐ さ 

此句 は、 ほと、 ぎすな くや 五月の あやめ 草、 とい ふ 歌 (r め 【も 古し A い 和 ぬ歌/ を〕 すに にか l?lsr4:rjy/ 、、や あめる 革。 あ) の- 1 を 取て 

の 句なる べし。 

花のう へこぐ とよみ 給 ひける 古き さくら も、 いまだ 

蚍滿寺 のしり へに 殘 りて、 影浪を 浸せる 夕ば へ、 い 

と 涼しければ 

夕. ばれ やさ くらに 涼む 浪の華  . 

此句は 古歌 行) を 前書 にして、 其 心 を 見せる 作なる べし。 

本 歌 を 用る 事、 新式に 云、 新 古今 已來の 作者 を 用べ からすと 也。 八 代 集 は 古今、 後 撰、 き、 後 拾^、 

金 薬、 詞花、 千載、 新 古今、 是也。 後土御門 依 勒 新 勒 撰、 繽後撰 二 代 を 加へ て、 十代 维を本 歌に 取る。 

又、 堀川 兩 度の 作者 迄の 歌 は、 十代の 外の 集たり とも、 たと ひ 集に いらぬ 歌 也と も、 作者の 吟味 有 之 か 

と 云 也。 又、 新式に いはく、 人の あまねく しらざる 歌 をば、 付合に 是を 好む ベから す。 事に より^ 歌に 

は 引 川 ゆべ しと 也。 

本 歌と 證 歌と 差別 あり。 本 歌 取と いふ は、 古歌の 詞を 取合て 付る をい ふ。 設 歌と は 聊か 逮ひ おり。 或は 

一 句餘 情、 又、 名所 績合 たる 物 を 付る をい ふ 也。 證歌は いづれ の 集 にても 可^ 事 也。 

また、 その 方法論と して は、 『靑 根が 峯』 に、 


古歌の 詞を かりて 句に したる 事 あり。 しかれ ども かって 其 歌 をした ご、 ろに ふまへ て、 仕た るに は あら 

す。 自然に 此詞 ある ゆへ、 きり 入た る 斗な り。 下心 ありて とり 合た るな ど 聞かれん は、 めいわくなる 事 

成るべし。 予が 句に、  . 

初雪 ゃ拂 ひも あへ すかい つぶり 

b^>  ,£,r^.<?a,^^ ヽ 4ksf  ^.^,っ レ、 二、  7 つ 。〔も. 撰 和歌^】 に 「夜 を 寒み ね鱟 てきけ は をし， 3  ,w  二 ン』 よ ^ 

はら も あ 〈す 木 ゃ£谊 らん のこ- -ス \ 鳴 く拂も あへ や 霜 やおく らん 證《 ^しら や」" /.- ある。」 こし も あし 力-^ 

拂 ひも あへ すなり。 はつ 雪に^ 鳥、 よきと り 合 もの 也。 中の 七 文字、 明けて 置きが たし。 一句 成就の た 

め、 かりに いれた る詞 つ^きな り。 この 詞 なくて は、 もち ゆる 事な し。 

と ある。 而 して、 この 論 は 更に 押 進めて ゆけば、 發句は 取合せ て 作る もので あるか 否かと いふ 點 まで、 論及 

せらるべき であらう。 また 『去 來杪』 中に も、 

先師 曰、 發句は 物 をと り 合すれば 出 來る物 也。 夫 をよ く 取合す る を 上手と いひ、 あしき を 下手と いふな 

り。 

許 六 曰、 發句は 取合て 作す る 時 は、 句 多く 出来る ものな り。 初 學の輩 これ をお も ふべ し。 功 者に 及で は 

取合せ 不 取合せ の 論に は あらす。 

とい ふ 一章が 「修行 敎」 の 中に 見えて ゐ るが、 その 時に なほ 詳述す る ことと して、 こ \ に は、 その他の 代表 

的な 說 二三 を、 次に 紹介して 置く に 止める。 まづ 『旅寐 論 J に は、 

先師の 曰、 發句は 取合す る 物 也。 二つと り 合て、 能 取合す る を 上手と いへ りと、 許 六の 說に みえたり。 
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しからば 蕉 門の 敎、 一物の 上に て發句 はなき ものに 侍る や. -  二 

答 曰、 これ 又 先師 一 かたの 敎也。 膳 所の 俳諧、 初め 此旨を 聞て、 爱 にな づむ もの 多し、) 我洒 堂と 常に & 

ふ. - その後、 洒堂、 武府に まかりけ るに、 先師 吿て 曰、 汝が發 句み な 物 二つ 三つ をと り 紐ての み：？ をな 

す。 發句は 唯、 金 をう ち 延べた る やうに 作すべし と敎 玉へ り。 歸 京の 後、 我に 語りて 前非 を悔 む。 すべ j 

て 先師の 門人に 示し 給 ふ を 一 方に 聞く ベから す。 人々 の吟情 •  口 質に よりて さま，， ^おり。  一 

と 見え、 『宇陀 法師』 に は、  一 

師說 云、 惣別發 句 は 取合 物と 知るべし、" 題の 中より 出る 事 は、 よき 事 はた ま にて、 ふるしと 巾 さ 一 

れ ける。 此胸 よく 請繼 て、 江 東の 俳諧 は 常に 取合 第一 とす。 同 e: の 中に も、 ，y 東 は迅具 過ぎたり と難チ 

る 人 も 有る よし。 先師の 句、 十に 七 八 は必す 取合に て 道具 也。 難す る 人 取合 様 を Si にしらざる 故に 此雞 

有り。 道具です る 事 得物なら ば、 幾度 も 道具で よき 句 せらるべし。 不得手の 格に て. C ふしき 句して 何の ハ：^ 一 

か あらん。 たと へば 徒鐽づ かひに、 十文字 を 得つ か はぬ と 難 じたる と 似たり。  一 

と あり、 又 『靑 根が 峯』 に は、 「自得 發 明辨」 の條 下に、  一 

師の 云、 發句は 畢竟、 取合せ 物と 思 ひ 侍るべし。 二つ 取合て よし。 とりあ はす を 上手と- /み 也と い へり。 

難有敎 也。 これ 程よ き敎 あるに、 とり 合する 人 稀 也。 師は 上手に て、， 其 儘と り はやし！^ ふ。 予 はとり は 

やす 詞は よくしり たり。 案じ 侍る 時 は、 如何にも よくと り はやし 侍る 也。 是、 取 はやす，： f をし りたる 故 一 

也。 平句猶 しか 也。 炭俵 • 別 座敷の 俳諧、 專ら 新しみ とい ふ は、 此取 はやす， 淵の 事 也。 此. 詞を 知らぬ 人 一 
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は- 遺經の 俳諧に て 通じが たからん。 予此頃 梅が 香の 取合に、 淺黄 椀と り 合 もの 也と 案じ 出して、 中の 

七 文字 色々 に 置 どもす はらす。 . 

梅 が 香 や 精進 なます にあ さぎわん 是 にても なし 

梅が 香 やすへ 並べた る 淺黄捥 是 にても なし 

梅が 香 や 何 所 ともなし に 淺黄捥 これにても なし 

など 色々 において 見れ ども、 道具、 取合 物よ くて、 發句 にならざる は、 是 中へ 入べき 言 薬、 糙に 天地の 

間にある 故 也。 かれこれと 尋る 中に、 

梅が 香 や 客の 鼻に は 淺黄椀 

とす ゑて、 此 春の 梅の 句と なせり。 發句は 取合 ものと いひけ る は、 たと へば 日月の 光りに、 水晶 を もつ 

て 影 を 移す 時 は、 天火 天水 を 得る ごとし。 發句 せんと 思 ふと も、 案じす して は出づ ベから す。 日月 斗 を 

- 案じた ると も、 天火 天水 を 得る 事 有る ベから す。 外より 水晶 を 求めて、 よくと り はやす 故に、 天水 を 得 

たるが 如し。 水晶 ありと も、 よくと り はやす 事 を しらすば、 發 句に 成就し がた し。 

木が くれて 茶摘み も 聞 や ほと \ ぎす  - 

是 時鳥に 茶つ み、 季と季 とのと り 合と いへ ども、 木が くれてと、 とり はやし 給 ふ 故に 名句と なれ. 《s。 

と 述べられて ある。 

又 「蓬萊 に 聞ば や」 の 句 は 言 ふ 迄 もな く、 一 歳旦の 句で あるが、 『篇 突』 に はこの 句 等 を揭げ て、 歲日 一の 句 Q 
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作法 を 次の 如く 說 いて ゐる。 

當時、 歳旦 格式 しれる 人 稀 也。 次第に 師說 もうと く 成 行 社、 いと 口惜し けれ。 只、 初春の 季を 人る まで 

にて、 せて 歳旦に ならぬ 句の み 多し。 歳旦の 字 意 をよ く 工夫し 侍らば、 仕拟じ は；？ る まじ， - 歲 =; の 句 二 

つ 三つし るし 出す やから も 有り。 又、 歳旦 帳に、 子の 日 •  二日 • 三日な ど 題して 出す 人 も あり。 師說、 

如何き &置 侍る ゃ覺 束な し。 遠^の 歲 H 一な ど まぜて 出す も、 遠慮 あり 度き 事 か。  . 

なほ r 理屈」 とい ふこと に 就いて、 『續五 論』 に は、 次の 如き 記述が ある。 

いにし へ の 俳諧 は 風 ありて 風姿な し。 それ も 風情の みならば 慈 鎮 • 西 行の 歌の まことに も かな ひ 侍ら 

んに、 風情 ゎづ かに 動き ぬれば 现 となり、 その 理き はまりて 後 を 屈と いふ。 

さて、 慈 銀 の 歌 は 『拾 玉 和歌 禁』 所收 の、.  ， 

このたび は 伊勢に 知る 人 音 づれて 便り うれしき 花柑子 か な 

の 詠 を さす こと は 前述した 如くで ある。 『句 選 年考』 や 『七 部集大 鏡』 に はこの 形で 傳 へられて ゐ るが T 桃^ 翁 句 

ま』 等に は 「このほど は 云々」 「たより 色 ある 云々」 とも 誤って ある。 又、 慈鎭 のこの 歌に すがった 附介 として、 

良 德の 『牛 飼』 に、 

花 批子を ぞ宫笥 に は と る 

しる 人が い つし か 伊勢へ 參られ て 

と あるの が 知られて ゐる。 


最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 蓬萊に 云々。 

拾 玉 和歌 集に、 此度は 勢の 知る 人お とづれ て 便り うれしき 花柑子 かな、 慈 鎭和尙 の 詠 也。 支考 曰、 蓬 

萊に對 して 狀 通の 姿 を 寄せたり。 按す るに、 蓬萊の 傍に、 狀 通の 有りと 見る 事覺 つかな し。 聞ば やとね 

が ひたる のみなる べし 0 

と 見えて ゐ る。 

一一 からさき の 松 は 花より 朧 にて  芭  蕉  ① 

或 人に て留 りの 難 あらん やと 云 其 角 答 曰に て は 哉に かよ ふゆ ゑ哉留 ② 

の發 句に にて 留の 第三 を 嫌 ふ 哉と い へ は 句切 迫れ はに てと は 侍る と © 

なり 呂丸 曰に て 留の事 は 其 角 か 解 あり 又是は 第三 の 句な りい かに 發 ④ 

句と はなした まふ や 去 來曰是 は 卽興感 偶に. て發 句なる 事 疑な し 第三 ⑤ 

は 句 案に 渡る もし 句 案に わたら は 第三 等に くた らん 先師 重て 曰 其 角 © 
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去 來か辨 皆 理^な り 我 はた、 花より 松の 朧 にて 面^ かりし のみな り ⑦ 

と  © 

SG からさき— 辛 崎。 ②或 人— 伏 見の 作者。 にて 留り —にて 留。 難 あらん やと 一： ム. I 雑 有。 其 角 答 ml 其 ffl: 口。 にては^^?に| 

にて は 哉に。 かよ ふゆ ゑ —かよ ふこの 故。 哉 留の發 句 —哉と めの ほ 句。 ® に て留. —にて 留。 哉 I 哉。 句切：？」 れは —句 s:?;! な 

れは。 にて と は I にて と は。 侍る となり I 侍る と 也。 ④ にて 留 —にて 留。 解 あり— 解 有。 是は— 此は。 句な り I 句 也。 いか 

に I いかて。 發 句と は I ほ 句と は。 ® たま ふや— 玉 ふや。 發 句なる 事 I ほ 句た る 事。 疑な し —うたか ひなし。 © わたら 

は.. 渡ら は。 第三 等 —第二 等。 其 角 去来— 去來。 ⑦ 理窟な り— 理屈な り。 面白 かりし I おもしろ かりし。 のみな りと— のみ 

ト也。 

E1 ① からさき I 辛 崎。 矓 I お ほろ。 芭蕉— はせ を。 ②或人 I 伏 見の 作者。 にて 留り —にて 留。 難 あらん やと 云 —難 あり。 其 

角 答 曰 I 其 角 曰。 にて は 哉に I にて は 哉に。 かよ ふゆ ゑ— かよ ふ此 故に。 ® にて 留— にて 留。 哉 —哉。 句^:;; I れは —句 3:F」 

く なれ は。 にて と は —にて と は。 侍る となり— 侍る CJ 也。 ④ にて 留— にて 留。 是は— 此は。 句な り I 句 也。 いかに I いか 

て。 發 句と は I ほくと は。 ® たま ふや— 玉 ふや。 發 句なる 事 I 發句 たる 事。 疑な し— 疑 ひなし。 ® もし— 若。 わたら は 

I 渡ら は。 第三 等 —第二 等。 くた らん —くた 覽。 先師 重て 曰— 先師 重ねて 曰。 ⑦皆 —みな。 理？ IS なり— 理屈 也。 面，：： かりし 

I おもしろ かりし。 のみな りと I のみと なり。 

ise からさき— 唐 崎。 ②或人 —伏 見の 作者。 にて 留り— にて 留。 難 あらん やと 云— 難 あり。 其 角 答 曰 —其 角 曰。 にて は战に 


lii^ は 哉に。 かよ ふゆ ゑ— 逋ふ是 故に。 ③ にて 留 I にて 留。 哉 —哉。 句切 迫れ は —句切 過れ は。 にて と は —にて と は。 侍 

ると なり一侍る ことなり。 ④ にて 留. I にて 留。 いかに I いかて。 ® たま ふや— 給 ふや。 發 句なる 事 I 發 句た？ こと。 疑 

なし— 疑 ひなし。 ® 渡る— わたる。 もし— 若し。 わたら は— 至ら は。 くた らん— 下らん。 先師 重て 曰— 先師 曰。 其 角去來 I 

其來。 ⑦ 理窟な り —理屈な り。 た. -I 只。 のみな りと— のみと なり。 

圖 ① からさき I から 崎。 花 —はな。 朧 I お ほろ。 芭蕉— はせ を。 此ノ句 ノ頭ー 1 「<D 雜談 集」 ト アル。 ②或人 —伏 見の 作者。 

にて 留り —にて 留。 難 あらん やと 云 —難 あり。 其 角 答 曰— 其 角 曰。 にて は 哉に I にて はかなに。 かよ ふゆ ゑ I かよ ふこの 故に。 

③ にて 留— にて 留。 哉— 哉。 句切 迫れ は I 句 迫し く なれ は。 にて と は I にて と は。 侍る となり I 侍るな り。 ④ にて 留— にて 

留。 解 あり— 解 有。 ® たま ふや I 給 ふや。 發 句なる 事 I 發句 たる 事。 疑な し— うたか ひなし。 ® 渡る— わたる。 もし— 

若。 第三 等 —第二 等。 其 角去來 I 其 去。 ⑦皆 —みな。 理窟な り —理屈 也。 面白 かりし I おもしろ かりし。 のみな りと— のみ 

と 也。 

圏① からさき I 辛 崎。 隴 I お ほろ。 芭蕉— はせ を。 此ノ 句ノ頭 一一 「© 雜談 集」 ト アル。 ® 或 入— 伏 見の 作者。 にて 留り —にて 

留。 難 あらん やと 云— 難 あり。 其 角 答 曰 —其 角 曰。 にて は 哉に— にて は 哉に。 かよ ふゆ ゑ —かよ ふ 此 故に。 ③^ 句に —發 

句。 にて 留 —にて 留。 哉 1 哉。 句切 迫れ は— 句 返し なれ は。 にて と は I にて と は。 侍る となり— 侍る 也。 ④ にて 留| にて 留" 

解 あり— 解 有。 ® たま ふや— 給 ふや。 發 句なる 事— 發句 たる 事。 ④ もし— 若。 わたら は I 渡ら は。 第三 等— 第二 等。 其 

角 去来— 其 去。 ⑦ 理窟な り —理屈な り。 面白 かりし— おもしろ かりし。 のみな りと— のみと 也 此說再 吟スル 二 初テ發 句ト第 

三トノ 境ヲ思 ヒア タリ ケリ。 

罔③ 侍る となり I 侍る と 也。 ④句 なり— 句 也。 ® たま ふや I 給 ふや。 ⑦ 理窟な り— 理屈 也。 のみな りと— のみ 也と。 


Ei-,B_  liej 

t つ  おぼろ  tf  *J 

からさき0^松は花ょり朧にて  芭  蕉 

あるひ ミ 、 , どま  なん  い  き かく こた  い  、、かな  かな どめ ほっく  , 、 どめ だいさん 

或 人、 にて 留 りの 難 あらん やと 云 ふ。 其 角 答へ て 曰 はく、 にて は 哉に かよ ふゆ ゑ、 哉 留の發 句に、 にて <5H の^ 三 

きら  かな  く ぎりせ ま  、 、  はべ  ろぐ わんい  , 、 どめ こミ き かく かい  t たこ. 5^  だいさん 

を 嫌 ふ。 哉と いへば 句切 迫れば、 にて と は 侍る となり。 呂丸曰 はく、 にて 留の事 は 其 角が 解 あり. - 又 =3 は^ 三の 

句な り。 いかに 發 句と はなした まふ や。 去來曰 はく、 是は 卽興感 偶にて、 發 句なる 事 疑 ひなし." t ル三は 句^に I 

く  t  だいさん ミぅ  せんし かさ  い  きかく きょらい べん みたり くつ  われ  はな 

る。 もし 句 案に わたらば、 第三 等に くだらん。 先師 重ねて 曰 はく、 其 角 • 去來が 辯、 ^现 |g なり。 我 はたぐ、 花 

まつ おぼろ おもしろ 

より 松の 朧 にて 面白 かりし のみな りと。 


「からさき の 松 は 花より 朧 にて 芭蕉」 —— - 「この 句 は 『朧 にて』 と、 所謂 『にて 留め』 となって ゐる のが、 瑕 

なので はありますまい か。」 と、 或る人が 云 ひました。 其 角 は それに 答へ て 「『にて』 は 『かな』 に 通じる ため、 速 

句で は 『かな 留め』 の發 句に 『にて 留め』 の 第三 を附 ける こと を 嫌 ひます。 然し、 この 句の 場合 は 『應 かな』 と 

したので は、 句切が 迫る ので、 詠嘆の 心 持 を ふつく りと 殘 すため に 『朧 にて』 と © かれた のです o」 と、 巾し ま 

した。 ほ 丸が 之 を 聞いて 「『にて 留め』 の 事 は、 なるほど 其 角が 解かれた 通りです。 然し それならば、 この 句 は述 

，川の^ 三の 形と いふ ことにな り ませう。 そ. si を 何故 發句 となされ たので せう か。」 と、 尊ね ました。 わたくし は そ 
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れに 答へ て、 「この 句 は 卽景の 感舆を 詠 はれた もので、 疑 ひもな く發 句であります。 連句の 第三なら ば、 もっと 作 

意が 殘 つて ゐる 害です。 單に 『にて 留め』 だからと 云うて、 連句の 第三と 定める こと は 出来ますまい。 もし 內容 

から 見て、 それらし い 作意が 窺 はれる 時に、 始めて 連句の 第三と すべきで ございませう。」 と、 申しました。 かう 

した 議論 をお 聞きに なつてから、 更に 師 翁の 仰せに は、 「其 角 や 去 來の辨 明 は、 いづれ も 理窟です。 わたくし は、 

そんな 理窟で はなしに、 た 花よりも 松が 朧 にて 面白かった ばかりです。」 とのこと で ございました。 

① からさき 唐 崎、 又、 韓崎. 辛 崎 等と.^ 書く。 近 江 大津の 北、 坂 本 村の 大字。 琵琶湖に 臨み、 「唐 i の 松」 と 呼ばれろ 老松 は" 

つ 

近 江 八景の 一 に數 へられた が、 近年 舊樹 は祜れ てし まった。 尙 「唐 崎の 松」 に 就いては、 馬 琴の 『覉旅 漫筆』 に 次の 如く 見えて S 

ゐる。 「から 崎の 松 は、 北より 南に さす 枝 凡 三十 間ば かり。 東より 西に いたり 二十 間餘。 みき は 三 か. - へに あまり、 木の 丈け 高 

からず。 まん 丸に 茂 生す。 是亦 天下の 名木。 實に ー奇觀 とい ふべ し。 傳に 云、 から 崎の 松 かれたり し を、 明智 光秀 植 かへ たり 

し 時、 わが 外に たれ かう へ けん一 つ 松 こ、 ろして ふけ 志賀 のうら 風。 その後 これ も 括れし かば、 嘯 子 またう へらる。 これ も 又 

かれて、 今の 松 は大坂 加番の 諸侯の 某氏う へられし 所な りと いふ。 松の めぐりの 岸に 石垣 をして いと 嚴 重なり。 近年 松 枝し だ 

いに 垂； 茂す る を 13- て 石垣 をつ き 出す こと 度々 なりと いふ。 是 みな 公 一!l 御 入用に て 修理し 給 ふ。 松の 前 西に 辛 崎 明 神の 社 あり、 小 

社な り。 或 人の 云、 前の 說 こと，.^  く 非な り。 から 崎の 松 は已に 四百 年に およぶ か、 そのこと 額 山の 記錄 にあり とい ふ。 いか 

さま 木 だち のさ ま 百年 來の ものに は あらず。 傳 記な を考ふ べし。」 ①朧 春の 夜の ほのかな 薄曇り。 ③難 批難すべき 

所。 瑕。 其 角 寬文 元年、 江戶 堀江 町に 生る C 父 は 竹 下 氏 * 母の 姓 を H して 複本 氏と 呼ぶ。 通 稱は源 助、 源藏、 八十 八、 


又は 平 助と いふ。 草 刈 三越に 醫を學 び、 順 哲と稱 す。 服 部宽. I？ に 儒學を 受け、 佐々木玄龍に|5;3を學び、英ー蝶に^^^を問ひ、錄 

倉圓覺 寺の 大顚 和^に 禪を修 した。 俳諧 は、 『五 元 集』 に 「延寶 の はじめ 桃靑 門に 入し より」 と あろが、 十四： 太 哉の ころ の 

許に 入門した らしい。 初號を 螺子と 呼び、 螺舍、 文 合 庵、 雷 柱 子、 狂 雷 堂、 狂 ..g 堂、 六藏 庵. 善哉：^ などと も號 した。 $^nvwv に 

r 晋 n 其 角-」 と あるのに 由つ て、 晋子其 角と 名吿 り、 姓 を n: 井と 稱し、 米 元 章の 硕を て、 i:: 晋. li と號 した。 蕉 門隨： の 高！ 55 と 

して、 聲 jSP は 俳 門 を 颳 し、 專ら 俳諧 を 以て 生業と した。 西 鶴で さへ、 『大 矢數』 の 俳諧の 後 li^ を 乞うた 程で、 な 門 植林の 俳人に 

まで 畏敬され た。 師の 歿後 は 自ら 一 派 をな し、 江戸 座と 唱 へた。 『鳥 山彥』 に 「元祿 の 末に、 晋子其 M、  お^? ゆと いふ 付 八：： の 

ー體を 起す」 と あるの が これで ある。 寶永四 年 二月 三十日 歿、 年 四十 七。 芝 二 本 複上行 寺に 葬る。 著 寒に は 『虚 栗』 •『 檢虚栗 j> 

『田舍 句 合』 - 『蠹 集』 • 『新 山家 』•『 花 摘 』•『 い つ を 昔』. 『雜談 集』. 『萩の 露. H 枯 3@ 花』 •『 句 兄弟』. 『若 f  rM 裏 若 i 繊縦』 • 『三 

上吟』 - 『焦 尾き • 『誰が 家』. 『新 二百 韻』. 『類柑 子』. 『新 三百 韻』. 『五 元 集』 などが ある。 © 第一 一一 迹 句の W. お。 發：？ から： 二 句：：： 

の附句 をい ふ。 卽ち、 發句 (一 句 目  >  脇 (二 句 目」 • 第三 (三 句 目) となる。 © 句切 一 句の 切！；：；。  6 呂丸 出 羽 羽 5^ の 

鄉士 である。 阖師氏 (又は 阖司 氏)、 佐 吉と稱 し、 I に 露 丸、 凋 柏 堂の 號が ある。 I 巴：. 5^ 一の 『奥の 細道 J の； t 脚の 時に、 花 一門 に 人 

つた。 後江 戶に 師を訪 ひ、 『三日月 日記』 を與 へられ、 喜んで 上洛した が、 病 を？ おて 元 祿 六 年 二月 三日 に^した。 『炭 ili^p 人^！^；-の 

句に 「かなし さの 胸に 折れ こむ 枯^ 哉」 と 見えて ゐる。 ④解 解釋。 jf^ 明。 6 即興 折に ふれ 物に 感じて、. § 時に 中， ず 

るお もしろ み。 ⑤感 偶 ふと 思 ひ 浮んだ 感想。 偶感。 @ 句 案 句， V 考 へる こと。 句 にわた ると は 卽吟 ではなくて、 

いろくと 作意 を 加へ たこと をい ふ。 ⑦辨 わき まへ る こと。 辩明。 ® 理窟 理 はこと わり。 すぢ みち。 窟は いはや。 

あなぐら。 理窟 は理の 集る 所の 義。 又こぢ つけの 理. ra とい ふ 意。 『俳諧 寂 菜』 に は 「理屈の 事」 の條 下に、 「ふかぬ 日 は L 郯 帆の！^ 

き 柳 かな」 「柴 ならば 腰 を 懸けん に 格う り」 の 二 句 を ST けて、 「是も 清より 發句を 案ずる 故な り。 なぜと 言 雜 のか、 る は ifzl-s な 


り c  St 屈 を はなれて 萬 象 をお も ひ、 無レ 邪の 良友と すべし」 と設 いて ある。 

1 1 1  , 

この 句の 出典 は 『隙 野』、 外に 『陸 奥衞』 『泊 船 集』 『甲子 吟行』 『明 和 版 野 晒 紀行』 『孤松』 『曉山 集』 『雜談 集』 

等に も 見えて ゐる。 但し、 『甲子 吟行』 に は 「湖水の 眺望」 と 前書が あり、 『明 和 版 野 晒 紀行』 『雑談 集』 に は 「大 

津 尙白亭 にて」 と 前書が ある。 更に 『孤松』 『曉山 集』 に は、 

唐 崎の 松 は 花より 朧 かな 

と 見えて ゐる。 

この 句の 制作 年代に 闘して は、 大 尙白亭 に 色蕉が 逗留した 時と も考 へられ、 又尙 白が 『孤松』 を 貞享四 年に 

梓 行して、 彼 自身 同書の 序 中に、 「いで や 同志の 見る に 便 せんとお も ふに、 ひとり 唐 崎の 松の 幽 にして、 しかも 明 

なる 所、 物の 標題 ともならん かし 云々」 と 記して ゐ るに 從 へば、 『孤松』 は 芭蕉が 尙白亭 に 杖 を 留めた 記念の 集で 

あると も考 へられる ので ある。 少く ともこの 句の 下 五の r 朧 かな」 が 初 案の 形で あらう かと も 思 はれる ので ある。 

然るに、 又 一 方から T 尙白亭 にて」 說の 反證と 見なされる もの もないで はない。 大體、 『甲子 吟行』 によれば、 

これ は 貞享ニ 年の 春、 伏 見 西岸 寺に 任 口上 人 を 尋ね、 それから 大津に 出る 山路で 、「やま ぢ きて 何やら ゆかしす み 

れ草」 と吟 じ、 次に 「湖水の 眺望」 卽ち唐 崎 を 遠望して、 この 句 を 作った とい ふ 事に なって ゐて、 特に 「尙 白亭 

にて」 と は 見えて ゐな いので あるが、 『芙蓉 文集』 所牧の 芭蕉の 書翰に、 


> 


貴 墨 辱 拜兌、 御 無事 之 由 珍重 奉 候。 其 元 滞-切の 內， は，； 閑 語， 攸而珍 希 巾 候。 

一 、 愚 句 其 元に 而之 句、 

, 辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

と 御 覺可レ 被， 下 候。 

山路 來て 何やら ゆかしす みれ 草 

其 外 五三 句 も 候へ ども、 重而 書付 可レ申 候。 (略) 以上。 

五月 十一 一日  一 巴 蕪 桃 S3： 

千那 貴僧 

と兒 えて ゐる. - 千那 宛の 書翰に 「其 元にての 句」 と あるから に は、 この 句 は^ 蕉が大 i^J:: から 堅 W に 行き、 本： i 寺 

に 千 那を訪 うての 作と しなければ ならぬ。 且つ、 千 梅の 『鎌 倉 海道』 に は、 この 句に 對 して 千那の 脇、 

山 はさ くら を 絞る 春 雨 

を 掲げて、 これが 千那亭 での 作で ある こと をカ說 して ゐる。 

所で 『去來 文』 によれば、 その 一 節に、 

右 之 御 句 どもの 內に、 切 字な き 句 多く 見え 申 候。 先 切 字を發 句に いれ 候 子細 を 得心 仕 候而、 其 上に て 切 

字なくても くるし からざる 句 を、 一 々存 候へば よろしく 候。 おなじくば、 切 字 いれ へば、 ほ.？ たしか 

になり 申 候。 切 字 いれ 候て 一 句の すがた 下品に なり 候 句な^ば、 切 字 をぬ き 巾 候 事 御座 候。 二つ どり に 
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は、 いれた るが 能 候。 たと へば、  ； 

辛 崎の 松 は 花より おぼろに て 

此句、 切 字な き 事 を くるしみ 候て、 他 書の 集に 一 一 一書て、 

辛 崎の 松 は 花より 朧 かな 

とっか まつり 候。 此 かなの 字に て 一 品の 姿 下り 申 候。 ばせ を 此哉を 存られ す 事 は 候 はね ども、 朧に てと 

申た る 句の 融 遠なる こと を 愛せられ、 如 レ此に 候。 切 字なくて 不レ叶 ほ 句に は 、是非く 切 字 を 加へ 申べ く 

候へ ども、 切 字なくて くるし からす 句 勢 ゆ ゑ 如 レ此に 候。 

とあって、 簡單に r 朧 かな」 は 「切 字な き 事 を くるしみ 候て J 撰者が 加筆した 偽作と 決定して ゐる。 然し、 かう 

した 見方 は、 『孤松』 の刊 年が 貞享四 年 (句の 作られた の は 良享ニ 年) であると いふ 點 から 云へば、 幾分 は 顧慮す 

べき 說 かも 知れない が、 それが 蕉！： の 先達た る尙 白に 對 しての 言葉と して は、 その ま. T 受 入れる こと は 出来ない 

やうに 思 はれる。 

私自身 は、 ；^^かに 『孤松』 の 句が 初 案で あらう と考 へて ゐる。 卽ち、 當時、 尙白は 大津に 住み、 千 那は堅 田に 

住んで ゐ たので あるが、 『甲子 吟行』 に 於け る 道程の 順路 を 見る と、 貞享ニ 年の 春、 芭蕉 は 伏 見を經 て、 大津、 次 

に 堅 田と 歩いて ゐる。 換言すれば、 伏 見の 任 ロ亭、 大 津の尙 白亭、 堅 田の 千那亭 とい ふ 順序で 杖 を 休めた と考へ 

られ る. - そして、 尙白亭 にあって、 先づ 「朧 かな」 の 句を吟 じ、 次に 其 處を立 出で て、 千那 亭を訪 うて は、 「朧 

にて」 と 自ら 改めて 發 表し、 千那も それに 和して 脇 を 付けた ので あらう。 かく 考 へる 事が、 最も 安當な 解決で あ 


らうと 信する。 

なほ、 真享ニ 年と いへば、 芭蕉 は 四十 ニ歲 のこと である。 

乙の 「からさき の」 の 句 は、 笆蕉の 句の 中で も、 最も 人 n に 膾炙した ものの 一 で、 『はいかい 袋 J に は、 この：？ 

ばせ を 百 廻 法事、 四天王 寺の 坂 下 遊行 寺に て、 iMi 中 

庵 上 坂 あり、 不二 庵と もに 三ケ 日の はいかい 執行。 

寬政五 年 十月 十二 日。 

この 道の しぐれ この 地に ふる 世 哉  完  來 

なをみち かれす この 塚の 冬  大江丸 

あさ 嵐 馬上の 殘 夢う ち覺て  桃  居 

連 衆 三十 餘輩。 

江戶 くらまへ より、 ばせ を 翁の $n 像に 讚 を のぞみ 來 

りけ る。 隨齋成 美畫。 

祌依 人敬增 威。 人 依 神德添 運。 

と は、 かま くら 貞永之 式目 

十 二 日 こ の 祭祀 又 古人な し 


あは づ寺 にて 

から 崎の 松 は 花よりも け ふ はし ぐれに て 

等の 記載 も あり、 又、 蕪 村 は 、『橋 立の 秋』 に、 

辛 崎の 朧 いくつ ぞ與 謝の 海 

の 如き 作も殘 して ゐる。 但し、 一 方に 於て は、 この 句 を 單に渴 仰せす に、 例へば、 子規が 『芭蕉 雜談』 中に 述べ 

た 次の 如き 意見 も ある。 併せて、 味 ふべき であらう。 

芭蕉 は 法度の 外に 出で-^ 自在に 變 化する を 好みし かば、 此句も r 朧 にて」 と 口に 浮びし ま. -改 めざり し 

ものにして 深意 あるに 非す。 何故に 「にて」 と 浮びし やとい ふに、 句 解 大成に 「後鳥羽院の 御製に、 

から 崎の 松の み ど リも朧 にて 花より つ ^  く 春 の あけ ぼ の 

此 歌の俤 によれる にや」 云々 と あり。 此 歌の 句 調 は 芭蕉の 口に 馴れて、 覺 えす 斯くは 言 ひ 出 だせし もの 

ならん。 さすれば 此 句は此 歌を飜 案せ しもの なれ ども、 飜 案の 拙なる は 却て 剽竊 より しき 者 あり。 況 

して 古歌な しとす るも此 句の 拙 は 奈何と もし 難き を や。 此 等の 句 は 芭蕉の 爲に 抹殺し 去る を 可とす。 

さて、 この 句に 就いて 論及して ゐる書 は、 古來 頗る 多い が、 その 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 ま 

づ 『雜談 集』 に は、 

伏 見に て、 一夜 誹諧 もよ ほされけ るに、 かたはらより 芭蕉 翁の 名句、 いづれ にて や 侍る、 と尋 出られけ 

hvc 折 ふしの 機嫌に て は、 大津 尙白亭 にて、 


辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

と 申される こそ、 一句の 首尾、 言外の 意味、 あ ふみの 人 もい まだ 兑 のこした る 成べ し。 其け しき、 こ k 

にも きら/^ とうつ ろ ひ 侍る やと 巾 たれば、 又 かたはらより、 中古の 頌 作に ふけりて、 是非の 境に 本" お 

をお ほ はれし 人 さし 出て、 其 句、 誠に 誹諧の 骨髓得 たれ ども、 なる 切 字な し" すべて 名人の 格 的に は 

さやう の 姿 を も、 發 句と ゆるし 申に やと 不審し ける。 答へ に、 哉 どまり の發 句に、 にて どまり の 第三 を 

嫌へ るに よりて しるべき か。 おぼろ 哉と 申 句なる べき を、 句に 句な しとて、 かくは-: ム 下し 中され たる. ：5 

べし。 朧に てと 居られて、 哉よりも 猶 徹した る ひ？、 きの 侍る。 是、 句 中の 句、 他に 的當 なかる べしと。 

此論 を搏び 翁に 申述 侍れば、 一句の 問答に 於て は 然るべ し。 但し、 予が 方寸の 上に 分別な し。 いはぐ、 ： 

さ^ 波 やまの &人 江に 駒と めて ひらの 高 根の は なをみる 哉。 只、 眼前なる はと 申されけ り。  C 

Hs? の 松. ：5y に は、 

發句 はなる べきと、 なる まじき を兒る 事、 第一 の 工夫なる べし。 

辛 崎 の 松 は 花より おぼろに て 

此句、 錦 をき てよ る 行人の ごとし。 好惡は その 入ぞ しり 給 ふらめ。 たま- 起定轉 合の 叫 格 を しれる 人 

も、 第三のと まり は、 なに 故に 文字の さだまる とい ふ 事 を しらねば、 一生 を 返 魂の 炳の 中に かげら ふ。 

かなしむべき 風雅の 罪人なら む。 此句、 花の 字な からまし かばしら チ。 

『廿 五ケ 條解』 に は、 


辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

此發 句の 落着 を しれば、 發 句と、 第三と、 平 句との 差別 を 知るな り。 發句は 一句の 中に 曲節と いふ もの 

あり。 此 句に 花 は 曲に して、 松の 朧とは 節 也。 曲節の 二つ は、 よのつねの 誰 • 淨瑶璃 にも 知るべし。 

辛 崎の 松 は 春の 夜朧 に て 

是は 第三の さまな り。 此平 句より 重き 所 は、 松の 朧と いふ 節な り。 

辛 崎の 松 を 赛の夜 見渡して 

是 はた 春の けしきの み。 曲 もな く 亦 節 もな きものな り。 

此發句 を 世間に 止る とまらぬ と 云 ふ 沙汰 あれ ども、 夫 は 初心の 論な り。 され ど、 朧 かなと 有べき を、 0 

にて、 とい ふ 事 は、 かな は 決定の 辭 にて、 花より 松が 面白い と 決定 すれば、 傍題の 褒貶の がれが たし。 

歌に も 嫌 ふ 事な り。 さビ波 やまの & 入江に 駒と めて 比 良の 高 根の 花 を 見る かな、 と 詠た る、 其 花より 辛 

崎の 松の 朧 にて、 只お もしろ からん と、 不決定の 中の 決定な り。 或はに て 止り の 事 は， 

三日月 は 正月ば かり 誠にて 

此 にての こ.， t ろに 知るべし。 月 は 月々 の 三日月 あれ ども、 正月ば かり 誠に 三日月に てあらん と、 決定の 

情 をの こした るな り。 さるから、 にて 留の事 は、 哉 留の發 句の 第三 には子 細 ある 事 を も 知るべし。 ロ傳 

に、 其 角雜談 集の 事 あり。  . 

此發句 は 湖南の 春 望に して、 其 ころと まらぬ と 他 門に 論 ありし を、 其 角が 雑談 集に 云、 伏 見に て 一夜 は 
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いかい 催しけ るに、 傍より-い 巴 蒸 翁の 名句 あれに て や 侍る と尋 出で ける に、 折 ふしの 機嫌に て は、 大 fleH 

白亭 にて、 辛 崎の 11 と 申されけ る こそ、 一句の 首尾、 言外の 意味、 あ ふみの 人 も 未 はの 殘 したる 成べ 

し。 其氣 おこ & にも きら，/. \- とうちう つろ ひ 侍る にやと 申ければ、 又 かたはらより 屮 古の.！ S 作に ふけり 

て、 是非の 境に 本意 を 覆れし 人 さし 出て、 其 句 誠に 俳諧の 骨 髓は得 たれ ども、 たしかなる 切 字な し。 す 

ベて 名人の 格 的 は、 さやう のす がた をも發 句と 免し 申に やと、 不 (番 しける 答に、 や^りの 發句 にて、 f ル 

三に て をき らふる によりて しらるべき か。 おぼろ かなと 申べき 句なる を、 句に 句な しとて、 かく 云 下 

し.^ された る 成べ し。 おぼろに てと 居りて、 哉より なほ 徹した る ひ きの 侍る。 ni:^.? 中の 句、 他に 的 常 

なかる べしと。 此論を ー冉 び 翁に 申述 侍れば、 一句の 問答に おいてし かるべし" 但し 予が 方寸の 上に おい 

て、 分別な し。 いは^、 さ^なみ ゃ眞 野の 人 江に 駒と めて 平の 高 根の 花を兑 るかな、 只^ 前なる はと 屮 

されけ ると 云々。 これ 比 良の 高 根の 花 を 見し よりも、 辛 崎の 松 はお もしろ しと 興じて、 心 を 返して：？^ と 

は 決せす、 にて と少 疑へ り。 にて と は 未決の 決辭 なり。 哉と 落着して は、 花 をい ひお とし 偏亂の そしり 

ありと ぞ。 唯て に はのと まりと まらぬ 沙汰よりも、 曲節 ある もの は發 句な り。 此句中 曲節 を 知べ し。 花 

より は 曲に して、 朧の 松と は 節 也。 可レ 笑。 

第三の 節と は、 泰の 夜朧と 優長に いひて、 松のお ぼろと かぎりた るが 節な り。 平 句 はの び/ \« と； お流し 

たるの み、 無 曲 無 節な り。 され ど 此三法 は、 發.？ は 曲節の 二つ、 第三 は 一節 か 一曲 か、 平 句の 曲節 地 は 

又 地中より 出た る 曲節 地なる べし。 そも發 句の 曲節 は、 其 作者の 器量 ほどに 生じて 無 i 也。 脇 は 我 力 を 


出さす、 その 發 句の 曲節の 位 ほどに 定て仕 立るな. ON。 第三 一 曲 一 節も發 句の 聲調 をと して、 其 曲節より 

出す ものな り。 しかれば 第三の 曲節 地は發 句の 曲節の 聲 調より 作り、 平 句の 曲節 地 は、 此亦 一等 をと し 

ての 曲節 地なる べし。 や X も すれば 平 句に 發句 らしく、 第三ら しき も 有り。 おも ふべき 事と ぞ。 

『俳諧 古今 抄』 に は、 

辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

此句は 五 絶の 一章に して、 芭蕉 門の 秘授 なる が、 是は まさしく 哉の 治定を 恐れて、 にて と 心 を 返されけ 

む。 しからば 心 詞の殘 る 所 は、 下の 五 もじの 句絕 にして、 是を 下段の 切と やい はむ。 然れ ども これらの 

沙汰 は、 例の 故 翁の 遺訓 を 察して、 全く 滅 後の 再 撰 なれば、 まして 當 時の 衆評 を 窺 は ざらん や。 かなら 

す 口 斧 を をし むべ からす。 第二に 中の 切と いふ は、 春の 夜の 憐れ も 鳴き あかしぬ る 猫の 戀も、 やむ 時 は 

何々 として、 月 朦朧と 來鵬が 寒 食の 詩の 閑 情 を ふくみ、 いざ 宵の 月 はやす と 山の端 を 出 はなれて、 

そこにた なびきた る 雲に いざよ ふと は、 賈 島が 詩の 風姿 を寫 せり。 いづれ も 中間に 心詞 を！^ ふべき 也。 

第三に 挨 切と いふ は、 自問自答の 格ながら、 或は 世 を 旅に と は 一 句に ことわり、 或は 人に 我 はとは 1 1 

句の 間に ことわる 也。 或は 三 句の 錯綜 も あるべし。 句 情 は 別に 註す るに 及ばす。 但しい ふ 小 田の 代 かく 

と は、 苗代の 土 を や はら げんと て、 牛に 耰と いふ 物 を かけて、 行き もどりに 土を搔 きなら す 故にと ぞ。 

惣 じて 今い ふ 三 切 は、 心の 切の 別名と 知るべき なり。 

『俳諧 寂 菜』 に は、  > 


辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

去来 曰、 卽興感 偶にして 發句 たる 事 疑な し" 第三 は 句作に わたる、 若 句作に わたらば 第二： に^ 人べ し." 

其 角 曰、 近江國 にて 此句を 人の 論ぜし 時、 にて は 哉に 徹する の ひ^き ある 故に、 の 化， パ 句に. にて^ 

の 第三 を 嫌 ふと 是 にて 知るべし と 云ければ、 祖 翁の 曰、 一句の 論に おいて は 然るべ し.^ 我 方寸のう へに 

分別な し。 

さ^ 波 やまの、 入江に 駒と めて ひらの 髙 根に 花 をみ るかな 

此歌を 吟じ給 ひ、 眼前なる はと 中され たり。 

『俳諧 一 串杪』 に は、 

湖水 眺望 

辛 崎の 松 は 花より 朧 に て 

比！？ 殊に 人口に あり。 或は，^は^^に通ふなどぃ へ るも、 畢竟 切 字な きにな やめる 說 なり。 „ ^と W てよ 

き 句なら ば、 翁 何の 子細 ありて か 哉と 留 ざらん。 若 哉と せば、 只 松 一 方の 赏^ となる が 故な り。 まさに 

端 書 ありて、 湖水 您體へ か X る 句 なれば、 やはり，^ 留 にて、 ST^ はに しての 約 なれば、 辛 崎の 松は孔 

より 朧 てして とい ふ 句な り。 總て、 はし 書 ある 句 は、 はし 箐 を 俳諧に する 格な り。 句. おは、 此 水；^ の^ 

色、 遠近 かけて あかぬ 所な く うら- - かなり。 其 上 辛 崎の 松 は 花よりも 朧 にして、 とい ひ殘 し、 此 にして 

の しにて、 一人の 心 を 端 書の 湖水 上へ 引出した るな り。 花 は- 4^ 等 山に 名 ありて 此所 にあ づ からね ど、 


當季の 春に 取 人て 名 譽の松 一 株に 句 はせ • 松の ill に朧を もたせて、 水 波の 春 態 を 思 はせ たり，。 もっとも 


り. 


絶妙の 句な り。 此絕 妙み なにての 流しより 出た るな り。 

『俳諧 耳底 記』 に は， 

唐 崎の 松 は 花より 朧 にて。 此 にて は 哉に かよ ふと 其 角 は 申たり。 又大 廻し 成と いふ 說も 有。 皆 違へ 

野 坡或時 翁へ 此 句の 意 を 問ければ、 さに 波 やまの \ 入江に 駒と めて 比 良の 高 根に 雪 を 見る かな、 とい ふ 

歌の心な り。 眼前 廿餘 里の 湖水の 眺望、 十九て に はの 句な りと 申されし よし。 餘 意の 專其時 口授 ありて、 

野坡は 知れり。 庵主 は 定て此 句の 俳 祌を聞 置べ し。 重ねて 問て 知らるべし。 何も しらすして、 了 管に て 

翁の 句 を 說事有 まじと て、 去來は 決て 翁の 句を說 すと かや。 

『也 哉抄』 に は、 

大津 尙白亭 にて 

唐 崎の 松 は 花より 朧 にて  ばせ を 

是 誠に 幽艷 なる 句 也。 おなじ 浦邊の 眺望、 よき ほどに 隔たりて、 春の 日の 打 霞みた るに は、 面白く や 見 

えつらん。 此句を ほむる 人の 云 は、 是 なん へ朧 哉と 云べき を、 とい ひしが 最妙 也と いへ り。 此說 


は ^ と：^ は 意の かよ ふぞと ひ あやまれる なれば 論な し。 こは朧 にて あな 面白の 詞を あました る 上 

手の しわざ 也。 され ど 月 を 朧とは 常にい へば、 月より 何が 朧 也と 云べ し、 花 を 朧とは 常にい はねば、 松 

は 花より 朧 也と いはん 事、 耳 だ \ しくお ぼ ゆるま X に、 たま/ \蕉 門の 人に あへば、 此事を 問 もとむ る 


に、 しかる 故 ありと こた ふる 人な し。 因て おも ふに、 是は緩 古今 iir 後 ひ！；^ 院の 御製 歌に、 よしの 山樓 

にか- -る 夕が すみ 花 も 朧の色 はありけ り、 是楼に 夕 霞 を かけ たれば こそ、 花 も朧の i£j に 打！： ぶりた る はと 

ことわら せ^へば、 首 語 はと- -の ひませ る 也け り。 此句 をた すけてい はんに は、 此 御製に 打 まかせて か 

くい へる 也と ことわるべし。 

『俳諧 古今 杪』 の 「再 撰良享 式」 に は、 

辛 崎の 松 は 花より 朧 に て. 

大 廻し  C 

行 泰をぁ ふみの 人と をし みけ る 

されば 此 一章 は 例の 湖南の 遺稿に ありて、 辛 崎の 一章 は 我 門の 秘授 にった へて、 白- ill の卄五 條 にも.^ 節 

地の 三 段と なせり。 祕 する 所 は、 此發 句の 朧に てと いふ 詞を、 朧 かなと 決定 すれば 花に 褒貶 段の 難 ある 

故に、 花よりも 松は朧 にて、 面白から うと、 心 を 返さば、 下段の 切 は 勿論に て、 妥を大 ま はしと もい ふ 

べきに や。 返す/ \ も 推量の 沙汰な り。 次に 行 春の 一章 も、 かの 木 曾 寺の 偶作に て、 此句も 例の 心 を 返 

. すに、 をし みけり と 決定して は、 平 句の 難 も 遊れ がた ければ、 をし みける 故に 何々 としてと、 下 より 

心 をめ ぐらせば、 句 外の 意味 はしるべき 也。 こ \ に此 句の 稱 する 所 は、 行く を 逢 ふ 身と 鎖詞の 法ながら 

連歌の 艷詞 になら ひたる は、 かへ りて 俳諧の 曲節と いふべ し。 さりながら、 此格は 常 蛇の 法に も 心 かよ 

ひて、 普通の 人 はお そるべき 名人 業と もい ふべき にや。 さる は 白馬の 文 S 早訓 にも、 $s 蛇の 法 を 評する と 

て、 良 返 法師の 歌 を ひきて、 さびし さに 宿 をた ち 出で 詠 むれば いづこ もお なじ 秋の 夕暮、 と は 今い ふ 起 
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語と 結語と に、 常 山の 蛇の 働き ありて、 頭より 尾に 詞を はこび、 尾より 頭に 心 を 廻らす。 此法は 文章の 

みならす、 發句 もた^ ありに いひ 捨て、 和歌 は 三十 一字の 栗より、 俳諧 は 十七 字の 終りより、 あとへ 心 

をめ ぐらす 時 は、 和歌の 優 情に 劣るべき 事 か は。 され ど、 未練の 輩 は、 唯い ひすての まぎれ も あらんと 

ぞ。 まさにお そるべき は、 これらの 句法な らん。 さて 玄妙の 二字と いふ は、 言語 不 到の 名目ながら、 故 

翁の 一語の 捨てが たければ、 摸 象の 嘲り を かへ り 33- す、 これらの 證 句を擧 ぐべき にや。 

等、 殆んど 枚 擧の遑 もない が、 これ 等 をな ほ 曲 說附會 して、 殊更に 秘傳 とか ロ傳 とか 稱 した 說が 多く、 それ 等に 

對 して、 殊に、 『俳諧 不猫 蛇』 に、 越 人 は 支考を 難詰して、 

松 は 花より 朧 にての 句 を、 朧 の傳受 など 初心 を 迷 はする よし。 汝等 誰に 傳受 したる ぞ。 笆蕉 になき 事 は 

予が能 知る 所な り。 か \ る 事 どもに、 初心の 者 どもに 堅めと て 血 をし ぼらす るよ し。 去迎は 何共 言語 を 

絕 する 邪曲 者 共 也。 

とい ひ、 又 露 川 を 叱責して、  * 

聞けば、 翁の 花より 朧 にての 句 を 朧の大 秘事と ロ訣 し、 (略) あらぬ 事 ども 作り、 初心の 人々 に 血判して 

堅め 傳受 し、 利 貪る よし、 去 迚は淺 間 舗 事 也。 

と 述べて さ へゐ る。 

次に、 この 章で 問題に なって ゐ るの は * 發 句と 速 句の 第三との 差別と いふ ことで ある。 それに 關 して は、 ii 揭 

の諸說 でも 觸れて あるが、 なほ 次の 『俳諧 古今 杪』 の 「新 製 東 花 式」 中 「趣向 一 つに 句作 三つの 事」 の 項に、 最 


も 詳しく  .《1 及され て ある， - 

中古 は 連 排の發 句 も附句 も、 趣向と 句作との 差別なければ、 敎 ふる 人 も其埒 あきらか ならす。 學 ぶ^も 

： 其訶に まど ふ。 此 故に 我 e: に は、 趣向 を定 むる に 執 中の 法 ありて、， 趣向 を 先にして 其體 をお め， 打 逃よ 

り 二三 句の 變を見 あはせ、 句作 を 後に して 其 用 を 窺 ひ、 前 句の 姿 情 をと \な へむ とす. - 是 よし 闪と附 

句と にさし むか ふ 初 念の 挽な り。 さる は 白馬の 類說 にあり て、 曲 *節， 地の 三 様 也. - 

發句曲 辛 崎の 松 は 花より 朧 にて 

第三 節 辛 崎の 松 は 春の 夜朧 に て 

平 句 地 辛 崎の 松 を 春の 夜 見渡し て 

此發句 は 湖南の 春 望に して、 白馬に 一 條 の秘訓 也。 ある 時 木 曾 寺の 夜話に、 故 翁は晋 子が 雜談^ を 評し 

て、 彼が 辛 崎の 松の 論 談を見 たれば、 にて と 哉との 通用 を あげて、 留まる 留まらぬ の證 文と なせれ ど、 

さる は 訴狀の 返答 書に して、 理非 決斷の 公事に 似た らん。 是は、 さ^波に駒とめて比^2-の高ねの花を：：5- 

しよりも、 辛 崎の 松は朧 にて 面白 からん かと、 心 を 返して 哉と は 決せす * にて と 疑へ り。 たと へば これ 

ら の類說 に、 三日月 は 正月ば かり 誠にて と は、 未決の 中に 決辭 ならす や。 花よりも 松 をと 決する 時 は、 

和歌に も 偏 題と ていむ なるよし。 高ね の 花 はかの 畫圖 より 出で、 辛 崎の 松 は， その 和歌より^ たれば、 た 

とひ §^ らす 切れぬ とても、 曲節 ある 物は發 句と しるべし とて、 此のい ふ 三 様 は 口 評 ありし 也。 しかれば 

發句 はかくの ごとく、 附句 はまして、 萬 様なら めど、 趣向 は 例の 只 一 つに して、 句作 は 曲節 地の n; 様よ 
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り、 或 ひ は眞艸 行と いひ、 或 ひ は 不易 流行と いひ 名目 は 千 姿萬容 なるべし。 其 比 か ある 人の 刖墅 にあ そ 

びて、 へ淺 茅が 宿の 分 § に鎗 簾、 とい ふ 脇に、 第三 は但 とて 聞き くらべし に、 おの/ \綾 の 字の 働きな け 

れば、 例の 趣向 は穀 人に さだめ、 句作 は获の 模様 あらん かとて、 

曲 藪 入の 子に 大名の 萩^いて 

節 藪 人の子に 隣り から 萩^いて 

地 藪 人の 馳走に 門の 一秋^い て 

かく 三 様の 句 を 作りて、 一座の 衆評 をう か^ふに、 お ほく は 隣り の获 をと 稱し、 ひとり ふたり は * 大名 

の获 もとい へれ ど、 此日は 一 座の 俳諧 なれば、 奇言 新語 を 好むべき にあら すと て、 第三 は 門の 一秋に 定ま 

りぬ。 さて 其 食の 夜話に およびて、 我れ かく 萩の 三 様 を 案ぜし にペ藪 入の 馳走に 获も 起されて、 と 作ら 

ば、 前の 二 句に はま さりて 聞 ゆべ けれど、 起の 字の 働き は、 地と 曲と に まぎれて、 奇怪 を敎 ふるに 似た 

らん かと、 門の 一秋に て 聞 合せた るに、 例の 一 座に とる 人な し。 なぞ や 夜に 日に 耳目 を かざらむ とす。 附 

句 は 前 句の 姿 情 を 失 はす、 たと ひ 目に たち 耳に ひ^かす とも、 つねの 人に してつね の 言な らん は、 俗談 

平 話 をと &な ふとい へる、 白馬の 遺訓に も そむか ざらん。 まさに しるべし、 俳諧の 世 法なる、 人に は 褻 

晴の 用意 ありて、 褻に も 美服 を 着か ざれば、 晴には 心 を あた \ むる 節な し。 糯子 • 綸子 は 榧に たしな み 

て、 つね は 木綿の さびに あそぶ べしと いふに、 興す る 人 も感す るん も 侍りき。 

試みに 『俳諧 七 部 集』 中の 連句の 第三の 作例に 徵す るに、 所謂 「第三ぶ り」 の 「て 留め」 を 原則と し、 


有 明の 主人に 酒屋つ くらせ て  荷 兮 (『冬の 曰』 木枯 の^) 

山 霞む 月 一時に 館 立て 雨 桐 (『^の： n』$: 勢參 の卷) 

. のどけ しゃ 早き 泊に 荷 を 解て  门：！  碧 (『喷 野』：：： 外 f;SiS! の卷」 

旅人の 虱 かき 行 舂暮て  曲 水 (『ひさ ご J 花兑 の卷) 

股引の 朝から ぬる &川 こえて  凡  兆 (『塗お』 おの 羽の 卷) 

家 普譜を i& のて すきに とり 付て  野 坡 (『炭 依』 梅が 香の 卷) 

初荷と る馬士 もこの みの 羽織き て  馬  ^  (『^，お^,: 八 九 叫の 卷) 

以上の 如くで あるが、 その外に、 「に」 「にて」 「 らん」 「もな し」 「けり」 「なれ や」 など の^め 方 も ある or にて^ 」 

の 第三の 例 は、 『俳諧 七 部 集』 中には、 次の 一 例 (『赌 野』 所 收の荷 兮. 野 水の 兩吟 歌仙) が ある。 

ほと & ぎす 待ぬ 心の 折 も あり  荷  分 (，發 句) 

雨の わか にたてぬ 戶のロ 野 水 (脇) 

引捨し 車は琵 SI のかた ぎに て M  (第一 C 

また 「かな 留」 の發 句に 初 まる 述句 は、 『俳諧 七 部 集』， 中には、 「冬の 日」 卷； 如の 「狂句 こがらしの 身 は 竹^に 似 

たる^^」 を 立.？ とする 歌仙 を 初めと して、 介せ て 十二 卷 あるが、 その 第三 は * ぃづれも「にて留」を嫌って：^る。 

又 、『宇陀 法師』 に、 

哉留 り、 五つの 習 ひの 事。 一 には^ 着 哉、 二に は 願 哉、 三に は 浮た る tlT 四に は 沈む ST 五に は 現在： go. 


此 現在 哉、 上 五 七の 內、 現在の し 文字 ありて は留ら す。 

述山 遠し 花 ゆ へ 曇 る 霞 哉 

遠し のし 文字 現在に て、 二重 切と まらす。 

同 あかね さし 出ても 曇る 春 日 哉 

此し 文字 現在 なれ ど、 さし 出る とっ^く 故留る 也。 大 秘事 也。 猶 ロ傳。 

と 見え、 『去 來抄』 の 「同門 評」 中に も、 

牡 年 曰、 發 句と 附 句の 境 はいかに。 去來 曰、 七 情 萬 景こ& ろに 留まる 處に發 句 あり。 附句は 常な り、 た 

とへば 鶯の 梅に とまりて 啼 とい ふは發 句に ならす。 鶯の， 身 を 逆に 鳴く とい ふ は發句 也。 牡 年 曰、 心に 留 

むる 所 は、 皆發 句なる べき か。 去來 曰、 此 うち 發 句になる と 成らぬ と あり。 たと へば、 

つき 出す や 樋の つまりの ひきが へる  好  春 

此句 を、 先師の 古池の 蛙と 同じ やうに おもへ ると なん、 事め づ らしく 等 類な し、 さぞ 心に もと まり 輿 

も あらん。 され ど發 句に はなしが たし。 - • 

の 如き 記載が 見えて ゐる。 

結局、 去來が 「第三 は 句 案に わたる、 もし 句 案に わたらば 第三 等に くだらん。」 と呂 丸に 對 して 答へ たの は、 發 

句と 附 句との 區別 論であって、 輕卒に は 取扱へ ぬ こと は 云 ふまで もない が、 この 去 來の說 は、 換言すれば、 呂丸 

が單に 形式の みから、 發 句と 附 句と を 差別しょう としたのに 反對. して、 單に 形式 のみでな く、 內 容の點 から も 見 


なければ、 それ は 差別で きない 事で あると 明言した もので、 til 別 論の 根本的 規 なので ある。 

次に 「唐 崎の」 の 句の、 にて 留が 問題と されて ゐ るが、 發 句の 切-:: ナに關 して は、 ；史に 『三 冊子』 に、 

-切 字の 事、 師の いはく、 むかしより 用 ひ 来る 文字 ども 用 ふべ し." 速 俳の 書に 委く ある 事 也。 切ギ なくて 

は ほ 句の 姿に あらす、 付 句の 體也。 切 字 を 加 へても、 付 句の 姿 ある 句 あり。 誠に 切た る 句に あらす。 乂 

切 字なくても 切る 句 有。 其 分別 切 字の 第一 也。 その 位 は 自然と しら ざれば しりが たし。 摘、 ロ傳 あり。 

師 常に 道 を 大切に して 示されし 也。 あこく その 心 はしらす 梅の 花、 と 云 句 をして、 切 字 を 人る 事 を 案じ 

られし 傍に ありて、. 此句は 切 字なくて 切る やうに 侍る と 云ば、 切る 也、 され ども 切 字 はたし かに 入た る 

よし、 初心の 人の 道の まど ひに して あしし。 つねにつ & しむべし。 ましてさせる 事 もな き 句 は、 句 を 出 心 

ひやむ とも 常にた しなむべし、 と 示されし 也。  . 

手爾葉 留の發 句の 事、 けり、 や 等の 云 結た る は、 つねに もすべし。 覽、 て、 に、 その外い ひ殘 たる W り 

は、 一代 二三 句 は 過分の 事 成べ し。 けり 留りは 至て 詞强 し。 かりそめに いひ 出す にあら す。 ふりつみ し 

高 根の みゆきと けにけ り、 とい ふ も 至て つよく いひ はなして、 その 響に 應 じて、 淸瀧 川の 鳴り あがる 水 

のしら 浪と いひ かけて、 けしき を顯す 也。 覽と はねべき 所 を、 やとい ひ 捨るも あり。 也と いふべき を 

とい ひて、 は^を 取る 事な ども 古歌な どに 多し。 皆 句作の 所なる べしと 師の敎 也。 

と あり 、『宇陀 法師』 に は、 

切 字な しの 發 句の 習 ひ、 近年 傳授 請ぬ 人、 才覺 分別に て みだりに いひ ちらせる、 散々 の 事 也。 能傳 2?{仕 


たる 人に 急 度 習 ふて すべし。 

と 見えて ゐる。 

次に、 「唐 崎の」 の 如き 名所 を、 一句の 中に 詠 出す る ことに 關 して は、 『葛の 松原』 に、 

鎌 倉 を 生て 出け む 初 鰹 

五月雨 に かくれぬ 物 や 勢 多の はし 

梅 若菜 鞠 子の 宿 の と ろ \ 汁 

詩歌に 名所 を 用る 事た やすから じ。 かま くらの 初 鰹 は、 支考が 東より 歸 ける とき、 か、 る 事 ありと て 見 

せ 申されし を >  生て 出る とい ふに 鎌 倉の 五 文字、 又、 その外 あるべく とも 承 はらす と 申 たれば、 うれ 敷 

き \ 侍 ると て、 阿叟 もに くみ 申されし が、 みづ から も徼 幸に いひな し ぬらむ。 つら-^ おもべば、 生死 

のさ かひ を 以て 出 人せ むに、 かまく ら丄ハ 波羅の 外、 殊に 有べ からす。 しばらく 風雅に あそぶ 人 も、 い 

きて 鎌 くら を 出し 鰹の、 いま は武 江の 薄 じほと なりけ るよ と、 世の 觀 相に のみ 眼 をと むる 事、 此 句ば 

かりにも かぎる まじ。 五月雨の 增ぞ まさぬ ぞ といへ る處、 もろこしに は 五 湖 あり、 倭に は  一 二に も 過べ 

からす。 しからば、 勢 多と い へる もの は、 古今の 摸楷 ともなるべし。 むかしより 文章に は 結 前、 生後の 

詞 といへ る 事 は、 今の 若菜の はたらけ る 物なら むか。 天心 を こ \ にな やまさん とに は あらね ど、 句 をつ 

くるの 法、 お ほむね 角の ごとし。 さる を 未練の 人 は、 始 より 深から しめんと して、 某 は 一 應の理 もき こ 

えすな りぬ。 一生 を こ.. ^ にあ やまら ざれ や。 


と あり、 『花實 集』 に、 

其 角 曰、 凡、 讃， 名所の 發句 は、 その 所の 發 句と 兒 ゆる やうに 作すべし。 西 行の 讃を { ル^の にも 卞に 

明 石の ほ 句 を 松お に も^ひ 侍らん は 拙き 事なる べし。 

と兑 え、 『旅寐 論』 に は、 

讃類 • 名所 等の 句 は その 場 をう しな はざる を 肝要と す。 (略) 西 行の 赘を文 の^に 害、 明 石の 化， パ句を 松 

島に も 用 ひ 侍らん は淺 まし かるべし。 句の 善悪 は 第二の 事 也と なリ。 

との 記載が ある。  ， 

更に この 章の 中に 「卽 與感 偶」 とい ふ ことがあ るが、 これに 關 して は 『去 來抄』 の 門！^」 巾に、 

くるわ  くるわ 

許 六日、 發句は 題の 曲 輪 を 飛 出で \ 作るべし。 廓のう ちに はなき もの 也。 s 然曲 輪の 中に 在る は： 大然に 

して 稀 也。 去來 曰、 發.？ は 曲 輪の. r になき ものに あらす、 殊に 卽興感 偶す る 物 は 多く は， r にあり。 然ど 

も、 常に 案す るに、 內 はすくな く 多く は 古人の 糟賴 なり。 千里に かけ 出て 吟 する 時 は、 句お ほきの みな 

らす、 第一 等 類 をのが る。 初 舉の最 思べき 處也。 功なる に 及んで は、 又內 外の 論に あらす。 風 g が 俳^ 

句 毎 曲 輪の 內 なり。 予此事 を 示せば ペ 雷に 德利 さげて 通りけ り、 と 云 ふ を、 へ德利 さげて 行き か.^ り、 と 

直す。 へ 名月に 皆 さかやき を 剃りに けり、 とい ふ を、 へさか やき を $： そりたて.^ 駒迎、 と^しぬ。 

と あり、 乂 これ は 文字に 小異 同 は あるが、 『花 買 集』 にも 見えて ゐる. - 

最後に、 積翠 園の 『去 米抄 評』 ^は、 


〇 唐 崎の 云々。 

雜談 集、 葛の 松原に ゅづ りて しるさす。 

と あるの みで あるが、 『俳諧 或 問』 によれば、 

曉山 集に は、 蛙 飛込む の吟を 山吹と し、 唐 崎の 句を朧 かなと 出し 侍るな ど、 守武 流に て は 金玉と いふと 

も、 蕉 翁の 意に 叶 ふべき や 知らす。 

と 見えて ゐる。 

一一 一 行 春 を あ ふみの 人と をし みける  芭  蕉  ① 

先師 曰 尙白か 難に 近 江 は 丹 波に も 行 春 は 行年に もなる へしと い へり ② 

汝 いか、 聞 侍る や 去 來曰尙 白 か 難 あたらす 湖水 朦朧と して 春 を をし ® 

むに 便 有 へ し 殊に 今日のう へ に 侍る と 申き 先師 曰し かり 古人 も此國 ® 

に 春 を 愛する と をさ^- \ 都 にお とらす 去來此 一 言 こ 、ろに 徹す 行年 ® 

近 江に 居た ま は 、 いかて か此感 のまし まさん 行 春 丹 波に ゐ まさ はも ® 

とより 此靑 うか ふまし 風光の 人 を 感動せ しむる 事眞 なる かなと 申 先 © 


firn 汝 宁去來 ともに 風雅 を かたるへ きものな りと よろこ ひお へ りし ® 


all 

0 ①ぁ ふみ— 近 江。 をし みける I おしみけ り。 笆蕉 I はせ を。 ② 行年— 行 歳。 ® を しむ— おしむ d ④ うへ に— 上に。 

侍る と 申き— 侍る と 申。 ® 愛する と— 愛する 事。 を さく —おさ- -。 おとらす— おとら さる 物 有。 去來 I 去來 曰。 こ、 ろ 

に —心に。 行年— 行 歳。 © 居 たま は 、 1 ゐ玉は & ハ 。 此感 の— 此感。 もとより I 本ぶ。 ⑦眞 なる かな 成 哉 ® 

汝 ゃ去來 —汝 去來。 ともに I 共に。 ものな りと I もの 也と。 よろこ ひ 給へ りし 力— 殊更に 悅玉ひ おり 

EI ①ぁ ふみ— 近 江。 をし みける— おしみけ り。 芭蕉— はせ を。 ③丹波 —なに 波。 なる へし I ふるへ し。 ® 雑 あたら. 

難 あらす。 をし む— 惜む。 ④便有 へ し— たより ある へし。 うへ に I 上に。 侍る と 申き— 侍る と 申。 ® 愛する ^—愛する 

事。 を さく —多く。 おとらす I おとら さるもの を。 こ X ろに— 心に。 徹す-. 微す。 行年— 行年 を。 たま は 、—： ：^. 玉 は 

.,。 t 感の —比 式。 吁波— なに は。 ゐま さは— いま さは。 もとより I 本より。 ⑦ 感動 —感 働。 ©なるかな|，なる^* 

⑧汝 ゃ去來 —汝 は。 ともに— 俱に。 かたるへ き— 語る へき。 ものな りと— ものと。 よろこ ひ 給へ りし か— 更にお ひ 玉 ひけり 

IS ①ぁ ふみ— 近 江。 をし みける— 惜 みけり。 ③ なる へし I ふるへ し〕 いへ り— 云へ り。 ③ あたらす —常ら す。 をし む I 

惜む。 更有 へ し ー 便 ある へ し。 ④ぅ へ に— 上に。 侍る と 申き— 侍る と 申す。 しかり —然 り。 古人 も 此國に I 此國 に。 ④愛 

する、 と— 愛る こと。 おとらす I 劣ら さる 物 を。 こ 、ろに— 心に。 行年— 行 春。 たま は \| 居 給 はす は。 いかて か-. い 力 


て。 此感 の— 此感。 ゐま さは —ゐ給 は、。 もとより— いかて。 ⑦ うか ふまし！ - 浮 ふへ き。 せし むる 事— せし むる、 と。 と 申 1 

と 申す。 ⑧汝 ゃ去來 ともに I 汝は倶 に。 かたるへ き —語る へき。 ものな りと— 者な りと。 よろこ ひ 給へ りし か— 殊更に 歡ひ 

給 ひけり。 

B0 ①ぁ ふみ— 近 江。 をし みける I おしみけ る。 芭蕉— はせ を。 此 ノ句ノ 頭-一 r® 同 集」 ト アル。 ③丹 波— 難 波。 ③聞侍 

る —き k 侍る。 あたらす— 非な り。 春 を をし む —はるをお しむ。 ④便 有へ し I たより あるへ し。 うへ に —上に。 侍る と 申き 

—i^ ると 申。 古人 も此國 に— 古 入 もこの 國に。 ® 愛する CJI 愛する 事。 を さく I 多く。 都に —みやこに。 おとら- rl おと 

ら さるもの を。 こ 、ろに— 心に。 行年— ゆく としを。 ® 居 たま は \|. 居 給 は&。 此感の I 此感。 行 春 —ゆく 春。 丹 波 I 難 波。 

ゐま さは— 居 まさ は。 ⑦此情 —この 情。 ③汝 ゃ去來 —汝。 ともに— 俱に。 ものな りと I ものと。 よろこ ひ 給へ りし か— 

ことさらに 悅ひ たま ひけり。 

園①ぁ ふみ— 近 江。 をし みける— おしみけ り。 IB 蕉 I はせ を。 此ノ句 ノ頭ニ 「© 雜談 集」 ト アル。 ③丹 波— 難 波。 ® あ 

たらす I 非な り。 をし む— おしむ。 ④便 有へ し —たより あるへ し。 殊に I 殊更に。 うへ に —上に。 侍る と 申き— 侍る と 申。 

しかり —然 り。 ® 愛する CJI 愛する 事。 を さ -— お ほく。 おとらす— おとら さるもの を。 こ- 1 ろに— 心に。 行年 I ゆく と 

し を。 ® 居 たま は- -1111? 給 は \。 此感 の— 此感。 行 春 I ゆくはる。 丹 波 I 難 波。 ゐま さは— 居 まさ は。 ⑦此 情— この 

情。 うか ふまし I うか まし。 眞な るかな— 眞 なる 哉。 ③汝 ゃ去來 —汝 は。 ともに— 俱に。 ものな りと I 者 也と。 よろこ ひ 給 

へりし か —殊更に 悅ひ給 ひけり。 

國③ をし む I 惜む。 ④便 有へ し —便 あるへ し。 古人 も此國 に— せ 人 もこの 國に。 ® 愛する と —愛する 事。 ©此一 言 

.1 この 一言。 此感の —この 感の。 ゐま さは— ゐ給 は. 1。 ⑦此情 I この 情。 眞な るかな —眞 なる 哉。 ® ものな りと I もの 
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也と。 

行く 卷をぁ ふみの 人と をし みける  芭  蕉 

せんし い  しゃう はく なん  あ ふみ  たんば  ゆ  はる ゆ  ミし  なん * ち  き、 はべ  ，よら、， い 

先師 曰 はく、 尙 白が 難に、 近 江 は 丹 波に も、 行く春 は 行く 年に もなる べしと い へり。 汝 いかぐ 關 侍る や。 去 氷： n 

しやう はく なん  こ すももう ろう  はる  たよ あ  こミ こんにち  はべ  まう  せんし い 

はく、 尙 白が 難 あたらす。 湖水 潆朧 として 恭を をし むに 便り 有るべし。 殊に 今日のう へに 侍る と 申しき。 先 帥 口 

はく、 しかり、 古人 も 此の 國に泰 を 愛する こと、 を さ/ \都 にお とらす。 去來、 此の.！  {:：： こ、 ろに 徹す。 行く ギ 

あ ふみ  る  かんゆ  は. 0 たんば  こ  じ や- リ  ふ .ブ くわ. 7 

近 江に おたま はば、 いかで かこの 感 のまし まさん、 行く春 丹 波に ゐ まさば、 もとより 此の うかぶ まじ。 風光の 

ひ, 0 かんどう  こミ まこ ミ  13  ぜんし い  なん ぢ きょらい  ふラが 

人 を 感動せ しむる 事、 眞 なる かなと 申す。 先師 曰 はく、 汝ゃ 去來、 ともに 風雅 を かたるべ きものな りと、 よろこ 

び 給へ りし か。 

「行く^^をぁふみの人とをしみける -t 巴蕉」 11 師 翁の 仰せに は、 「尙 白が この 句 を 批難して T 近れ』 は r 丹 波』 

とも き換 へられ さう です し、 又 『行く春』 は 『行く 年』 にも 動き さう です と言うた が、 お前 はどう へます か o」 

との 事で ございま したので、 わたくし は それにお 答へ して、 「尙 白の 批難 は 11 違うて をり ます。 琵； ：；^ 湖の 水の、 あ 

はれ 深く 朧 ろな さま は、 まことに、 行く春 を惜 むに 適って をり ます。 殊に、 た^今の 旅人と しての 御 境： 兆に、 ぴ 


つたり とした 御作で ございます。」 と、 申しました。 すると、 師翁 は. 「さう です。 昔の 人 も、 花の 都の 京に も殆ん 

どお とらぬ 程、 この 近 江の 國の春 を 愛惜した ものです。」 と、 申されました。 わたくし は、 この 師 翁の 御言 葉が * 

胸に 泌 みて 感ぜられました。 それで、 「もし 同じ 近 江に しても、 年の 暮 においで に なられたら、 どうして かう した 

感慨が ぉ澳 きになり ませう。 又もし 同じ 行く春の 頃と しても、 丹 波に おいでになられた とすれば、 言 ふまで もな 

くこん な 情趣 はお 浮びになります まい。 風景が 人 を 感動させます 事に は、 偽り は ございません o」 と、 申し まし 

た。 師翁 は、 「去 來ょ、 お前 はよ く 風雅 を 解して ゐ る。」 と 仰せられて、 お喜びに なって 下さいました。 

①行春 春の 過 行く ことで、 暮春に いふ。 ①ぁ ふみ 灣 東 山道の 一圃で、 今の 滋賀 縣に當 る。 修 して 江 州と いひ、 古く は 淡 ^ 

ミ ほつ あはう み  ちかつ あはう み  パ > 

海と 書いた。 琵琶， 湖が あるからの 名で、 遠 江の 遠 淡 海に 對 して、 近 淡 海 とも 謦 いた。 近 江は蕉 門の 勢力の あった 國で、 粟津 

に 丈 草、 膳 所に 正秀.洒 堂. 曲翠. 昌 房. 游 刀. 野徑. 探 志. 里 東. 怒 誰. 及 肩. 裾 道 萬 里 女. 素顰 女、 堅 田に 千那. 角 上、 大 津に尙 

白-木 節. 智月 尼. 乙 州 • 錦 江 女、 彥根 及び その 附近に 許 六. 李 申 木 導. 纹村. 朱廸. 毛轨. 程已. 吾 仲 等の 名を數 へる ことが 出來 る。 

③尙白 伊勢 朝 熊の 人で ある。 江 左 氏、 名 は 三 益、 幼名 虎 助、 木 翁 *芳||. 老賛 子な どの 諸號が ある。 近 江 大津に 住んで、 名醫 

の 聞え 高く、 京 極 家の 扶持 を 受けた。 初め！ 室 ( 一 說 不 卜) に學ん だが、 一 度 蕉に 接してから は、 その 風格 を 慕って 蕉門 とな 

つた。 そして 許 六 その他 をす- - めて 蕉 門に 入らせ、 蕉 門の 故老 を 以て 許されて ゐた。 享保七 年 七月 十九 日歿、 年 七十 三。 同 妙 

光山 本 長 寺なる 先塋の 傍に 一 1^ る。 著書に は 『夏衣』. 『孤松』. 『忘 梅』 などが ある。 ③丹波 山陰 道の ー國、 古く は旦 波と 

書き、 今の 丹 後 を も 含めて ゐた。 今 は 京都府と 兵庫縣 とに またがって ゐる。 ② 行年 年の暮れ ゆく こと。 年の 暮。 ® 膝 


龌 おぼろな さま。 © 便 よるべ。 便 {or 都合の よい こと。 ©ラ へ 身の上 。境遇。！？ 涯) 今日のう へに. ^ ると ょヒ •」 

すみか 

今の 從 境涯、 卽ち、 その 當時、 旅を栖 とした 笆蕉 は. しばらく. 湖畔 (粟 律) に 滞在して ゐ たが、 二-こで 實 1^ に 近；.； i の.^ とお、 に 湖 

水 を 望んで 养 を 惜しまれた のであって. その 時の 境涯の 實感の 作で あると いふ 意。 さく お ほかた。 おんど。 ® 

徹す つきと ほす。 つらぬく。 ⑦ 風光 けしき。 風景。 ® 風雅 みやび。 風流。 ともに 風雅 を 云々 は、 一^に 風雅 を-:.: i 

す ことの 出来る 者で あるとの 意。 言換 へれば、 お前 も 亦よ く 風雅 を 理解して ゐる とい ふこと。 ④ しか 過去の 助 動；！！ 「き」 

の 第 三 變化 形。 

この」 「行卷 を」 の 句の 出典 は Rsse 、なほ 『篇 突』 『賭 奥衞』 『：^船^^』 『蝶£ 等に も 兌え てゐ る。 但し、 i 

S に は、 

望 二 湖水 1 惜レ春 

行 春 を 近、 江の 人と おしみけ る  芭 ， 

と あり、 『篇 突』 『陸 奥衞』 等 は これと同じく、 『泊 船 集』 に は、 この 前書がない。 また 『蝶 姿』 に は、 

行 春 を あ ふみの 人と おしみけ り  笆 ^ 

兑 えて ゐる。 

この 句の 制作 年代 は、 『猿 蓑』 を根據 として、 元 綠 四 年と 推定され る。 元 祿四年 は、 燕 四十 八 歳、 その -、 正 


秀 宛の 書翰 (『芙蓉 文集』 所収) の 一 節に、 

粟津 草庵 之 事、 先 は 御 深切の 至 忝 奉レ存 候。 鬼 角 拙者 浮 雲 無住の 境界 大望 故、 如レ此 漂泊いた し 候^、 其 

心に 叶 ひ 候 様に 御 取 持 奉レ賴 候。 

と ある 如く、 芭蕉 は 粟津の 無名 庵 等で、 悠々 たる 日 を 送って ゐ たので ある。 

この 「行舂 を」 の 句に 就いて、 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 『花實 集』 に は、 

去來 曰、 

行 春 を 近 江の 人と をし みける  _芭  蕉 

先師 此句を 語て 曰、 尙 白が 難に、 近 江 は 難 波に も、 行 春 は 行 歳に も ふるべし とい ヘリ。 汝 いか 聞 侍る 

や。 去來 曰、 尙 白が 難當ら す。 湖水 朦朧と して 春を惜 むにた よりあるべし。 さに 今日の 上に 侍る と 申。 

先師 曰、 しかり、 古人 も此國 に舂を 愛する 事、 お ほく 都に おとらざる もの を。 去 來此ー 言 心に 徹し、 行 

としを 近 江に 居 給はヾ いかで か此感 まし まさん、 行 春 難 波に ゐ まさば もとより 此情 うかぶ まじ。 風光の 

人 を 感動せ しむる 事眞 なる 哉と 申。 先師 曰、 汝は俱 に 風雅 を 語るべき ものと、 殊 さらに 悅び 給へ り。 

『蕉門 俳諧 語錄』 に は、  . 

行 春 を あ ふみの 人と をし みける 

此 句を尙 白が 難に、 あ ふみ は 難 波に も、 行赛は 行年に も 成べ しとい へり。 先師 曰、 汝ぃか^^-聞侍るゃ。 

予曰、 湖水 朦朧と して 春 を をし むにた より 有べ し。 殊に 今日の 上に 侍る とい ふ。 先師 曰、 しかり、 古人 
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も此 國 に を 愛する 事 多く 都に を とらざる もの を。 予曰、 此ー 言 心に 徹す。 行と し 近 江に お^は ビ、 い 

かで この 感 まし まさん。 行卷難 波に 居 まさば、 本より 此情 うかぶ まじ。 風光の 人 を 感動せ しむる 事 誠な 

る 哉と 申。 先師 臼、 汝は 風雅 を 語べき 者な りと、 殊： 史に悅 び 給 ひき。 

『梟 日記』 に は、 

去來 曰、 舂も なをむ かしなる が、 先師 湖南に おはして A 仃卷を 近 江の 人と おしみけ る、 とい ふ を、 大 

の 白が 評に、 行年 を あ ふみの 人と いはん も、 行 赛を丹 波の 人と いはむ も、 おなじ 事に 侍れば、 一.？ ふり 

たりと おぼえ 侍と 申き。 去來 曰、 汝 はいかに と 仰ら れし を、 曰、 尙 白が 一一 一一 c よから す。 近 江の 人と おしみ 

給 ふ は、 湖水 朦朧たる をり ふしの すみか なれば ならし。 暮卷 もし 丹 波に おは さば、 本より この 趣，； I うか 

ぶま じ。 歳暮 又 近 江に おは さば、 此感 なかるべし。 風流 は をの づ から その 場に ある もの をと 巾 たれば、 

去 來汝は 共に 風雅 を かたる もの 也と、 殊に 感賞 にあへ りけ るが、 その 場と いふ 事 をし るべき 事な り。 

と 見えて ゐる。 

次に、 この 章で 問題に なって ゐ るの は、 句作に は 物の 本 情を捉 へる 事が 必 鎖の 要件で あると いふ ことで あ 

るが、 これに 關 して は、 『去 來抄』 の 「修業 敎」 中に、 

去來 曰、 俳諧 は 新 意 を專ら にす とい へど も、 物の 本 情 を 違て いふ ものに あらす。 若其事^；^ぅち返してぃ 

ふに は、 品 あり。 たと へば 感レ 時花濺 レ淚、 惜レ別 鳥驚レ 心。 或は、 樱花 ちらば ちらなん 散らす とて ふるさ 

と 人の 来ても 兒 なくに、 といへ るた ぐ ひなり。 感レ 時、 惜レ 別、 大宮人の 見ざる、 等 一首の 眼な り。 
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と 記し、 また、 

松の 事 は 松に 習へ、 竹の 事 は 竹に 習へ と、 師の詞 の ありし も、 私意 を はなれよ とい ふ 事 也。 この 習へ と 

いふ 所 をお のが ま \ に とりて、 終に 習 はざる 也。 習へ と 云 は、 物に 人て その 微の顯 て 情感す る 也。 句と 

なる 所 也。 たと へ 物 あら はに 云 出ても、 そのものより 自然に 出る 情に あら ざれば、 物と 我 二つに なりて . 

其 情 誠にい たらす、 私意の なす 作意 也。 

とも 見えて ゐる。 た^、 春を惜 むと いふ 事と、 近 江と いふ 地名との 問に は、 暗々 裡に 一句の 句 情を釀 成して ゐる 

とい ふこと を 知れば よいで あらう。 なほ、 『蕪 村 句集』 の 中に、 

卷 惜しむ 宿 や あ ふみの 置火爐  蕪  村 

などの 作が 見出され るの も、 同じく 春を惜 むと いふ 事と、 近 江と いふ 地名と を 取材と して ゐる點 に 於て、 この 際 

一 應の關 心が 拂 はれても よろしから うと 思 ふ。 

次に、 この 「春の 暮」 とい ふ 事 は、 言 ふ 迄 もな く、 春の 末の ことで あるが、 これに 對 して、 「秋の 暮」 とい ふ 

の は、 秋の 末で はなく、 秋の 夕暮 のこと である。 『衆 草』 等に も、 

秋の 夕暮 とい ふべき を、 文字の 數も少 き 句 なれば、 略して 秋の 暮と いふ 也。 

- と 見えて ゐ るが、 この 事に 關 して、 『篇 突』 に は 「春の 暮秋の 暮の 辯」 中の 一 節に、 

行 春 を 近 江の 人と おしみけ る ♦  翁 

此道ゃ 行人な しに 秋の くれ  同 
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泰の くれに 封して、 秋の 暮を 暮秋と 心得た る 作者 多し。 秋の 暮は 古米 秋の 夕 間 暮と云 事に て、 中秋の 部 

に は 入たり。  ， 

と 規定して ある。 

次に 『七 部菜大 鏡』 に 於け る 「行く春 を」 の 句の 註釋を 次に 援引して 置く。 

先 註に 曰、 尙 白が 難に、 近 江 は 丹 波に も、 行 春 は 行年に もなる べしと いへ り。 汝 はいかぐ 問 侍る や。 去 

來曰、 尙 白が 雞 あたらす。 湖水 朦朧と して、 赛を惜 むに 便り あるべし。 先師 曰、 古人 も 此！： の赛を 愛す 

る 事、 おさ- 都に もお とらす。 愚考、 尙 .HI もさす がの 達人、 さやうな 愚痴 をい ふ ものに も あらす。 か 

やうなる 莠言を 誰かう け ひかむ や。 春に あ ふみと は 打 付 也。 夫 木 集に、 柬路 もく る &けふ をば をし むな 

り いづく へ かへ る 春に か あるら む。 此 ほか 春 行 歌に、 皆 東方 を さしてよ める は、 古今に すくなから す。 

秋 人 そむる 肥 後の 隈本、 能 登の 七 尾の 冬 は 住う き、 皆是 其方 角に たよる は、 小兒 もしれ る 事なる を、 n;:^ 

等 は 無用の 說と 謂つべし。 一書に、 澹齋 云、 けりけ るの 事、 先達の 說を 擧られ たれ ども、 和歌 にても 連 

歌 にても、 上に ぞと いふ 抱 字なくて は、 必 しも 置す。 此句 はき はめて けりなる べし。 ^と^たれ ばと 

て 上へ かへ り、 ^^と留たればとて返らぬとぃふ事は、 いまだ 兒る處 なし。 言 流しに て、 此句は 別て 面 

白く おも はるれ と 云々。 一書に、 上に ぞ とおさへ ねば， ^ とい はれす。 此句は 人と ぞを しみけ る のぞ を 

除た る 句な り。 愚考、 ぞ とおさへ て と留る は、 長./ \- しき 和歌の あっか ひなり。 俳諧 は 十七 文字 乂 

は 十四 文字な ど にても ^ と留 て、 ぞは殘 して 聞が、 手早き てに はの 法な り。 行 を 丹 波の 人 .i^ 狄の 
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人 ともをし ます、 幸なる かな、 東方に 緣 ある 近 江の 人と をし みける f と. 言外に 感歎の 意 I むは、： 

H. 先に もい ふ、 li 甚に とられけ る f 驚きた る、 手早き てにをはな"。 i 

そ 近世 I の 方より、 俳諧師 は 文盲な りと、 aff0i 三十 一 まま 七 文字と 

押なら ベ て S 情 全く 聞 ゆる は、 皆是餘 情と 言外 の 意味と を ふくむが ゆ へ なリ。 とおさへ すして： 

けれと 留、 ぞ まさへ すして ける と留、 T^n§. いちぐ 擧 ぐるに いとま あら 一 

す 禾 歌のう へに さへ、 言へ 抱へ なくして よめる も 粗 ある を、 まして 况ゃ僅 十七 文字の 一句に おいて 一 

をゃ。 又 云 人と ぞを しみけ り. と I 體意 がちが ふなり。 信 濃 守：^ ゆけ る、 かくい ふ 時 1 にて.， 意 一 

なり。 此句は 近 江の 人と 俱 きしむ 意 なれば、 まべ か 参。 夫 近年 とい ふべ 1,8^ 一 

とする は、 11 の 謹な り。 は、 萬に 一 つのて に はなり。 。との 字の 遣 ひかた 暴、 一 

I  が來て 娘の 世と は 成に けり 信 濃 守と ぞ まう しける 

r 近 江の 人と をし みける 

兼 作例な し 

i 不屈な 隣と 中の 惡 うな リ  一 

代 花と さした る 草の 一 貌  一 

0151 -01 f  1X1 亦。 Isf  I なれば、 明らけ しとの 

a かくの 如し。 西 上人の * 吉野 山 花の さかり 。になり にけ り やまのは ごとに か 人る 皇、 と 
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いふ を、 古歌 取に て、 狂歌 題 林に、 吉原も 花の さかりと なりに けりと よみし は、 f^ii しからす や. - 乂俳 

諧には 秋 もはや うら 菊 勝と なりに けり。 右の ふたつ、 いづれ もに 成に けりと いふ てにをは なり. - 此 外に 

も か&る あやまり 又 すくなから す。 に はもの X 變 する てに はなり。 と は 物の 終る てに はなり。 譬ば刚 卜 

郞が 景淸に 成た、 菊 之丞が 仙女と 名 を かへ た、 餘は 準ら へて しるべし。 

なほ 『芭焦 句 選 年 考』 に は、 この 「行 春 を」 の 句の 解に 諸 說を舉 げてゐ るが、 その 末！：^ の 一 節に は、 

說叢乂 曰く、 澹齋 云け る 留の事 先達の 說を擧 げられ たれ ども、 和歌 にても 述歌 にても、 れは 上に 

ぞ ■gxj^v^ れと云 抱 字なくて は必 しもお かす。 是は 極めて：^; なるべし。 それにて 隨分 よくと まり、 

殊に 句意 も 高く 聞 ゆべ し。 ^と 留め たれば とて 上へ 反り、 W と 留め たれば とて 反らぬ と 云 ふ 事、 未だ 兌 

る 所な し。 いひ 流しに て 此身は 別て 面白く 思 はるれ。 此句大 廻し の 體には 非す、 と 云 流しの 體 にて 

面白し と 云へ り。 予按 する に、 さも こそ あれ、 思 ふに 近 江の 人と l/J^ 惜 みける と 云 ふ 心に て、 77^ は 句 

中に こめて a- きたる かと 思 はれ 侍る。 左 聞けば 又，^ も可然 か。 最初 は， にて 後に 支 つな ど 評議して 

ける に 成りた る も 知る 可から す。 道ば たのむ くげと 云 ふ は 最初の 五 文字なる を、 支考 などが 造の ベと^ 

せし 類 あまた 有れば、 此 句の w^l も 其た ぐ ひに や も 知る 可から す。 大廻 しの 事、 げ にも 此句は 廻らぬ と 

予も思 ひぬ。 是 はた i -、 心 を ふくめて 心 切と もすべき 也。 先達の 意 推して 知り 難し。 

按す るに、 猿 蓑に をし みける と糙 かに 有り。 古今 抄、 又 泊 船 集、 むつ 千.：： r 篇突 等、 也、 去 米抄に 

と 有り、 然れ ども 去-米 杪は寫 本故糙 ならす。 まして il^i^ の 41 は 去 來抄に は 云 はす、 只 一字の 書 
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損に や も，^ らす。 されば たしかに 用 ふ 可き 集に ける と あれば、 ける と 定め 置く 可き にや。 澹齋が 言の 如 

く 抱 字の 論 は- t 巴 蒸の 句に は 勿論、 いか 程 も か. -へ字 有る 可き を、 抱 字なくて 作れる あまた 有り。 支考と 

澹齋 いづれ かま さる、 齋 に荷擔 しがた し。 又說 叢に， こ，^ と 入りて：^ と 聞く 可き 趣 を 云へ る、 と あ 

れば ^ と 云 ふ 事 重 子 も 知りた る 事 也。 說 叢書 損に やと 思へば、 二 所まで おと 出せり。 是は近 江の 人 

とぞ をし みける と ぞの字 を 入れて 聞く 可し と 書き も 侍る 可き か。 しかれ ども、 テ 一一 ハは 歌の 專 なれば、 

其 道 を 知らす、 其 家に あらす して 是を 論す る を、 よき 人聞き 侍らば 嘸 や 笑 はん。 

とあって、 この 箇所の 漣々 の 頭註に は、 

行 春の 注 てにをは、 けりけ るの 論甚 つたなし。 大 廻し 杯 笑 ふに たへ たり。 又 てにをは は 歌の 傳授 なれば 

其 道 を 知らす、 其 家に 非す して 是を 論す る を、 よき 人 聞 侍らば 嘸 や 笑 はんと は 論す るに 堪 たり。 卵諧に 

てにをは なくば、 歌に も てにをは は ある まじ。 

〇 近 江の 人と をし みける、 此 ける、 里諺ヲ シン ダコ トデ アルと 云 事な り。 

〇 けりと あらば 近 江の 人と を しんだ コ トヂャ とい ふ 事な.^。 是 ほどの 心 か はりあり。 各の； P カタ パ ライ 

タキ コト なり。 をの てにをは 〇 里讓ヂ ヤノ 11。 たと へば、 琴 は ひくべき 物に つくりた る 物 なれば、 琴 を 

ひくと はい へからす。 され ども 物 思 ひ にても ありて なぐさめん とて、 心の 外に ひくならば 琴 を ひくと 

つか ふ 所な りと 云々 T 行 春 を あ ふみの 人と をし みける」 此 結びに てよ ろし からん。 

と ある 0 


最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 I 

〇 行恭 を. - 

- 行 歳に は 湖水 氷て 比歡 おろし さへ 吹て 冷 じかるべし。 春 を 待の 心 ありと も、 歲を おしむ 感は 起る まじく 

や。 行 春の 難 波の 浦 は、 滿 干の 浪の 姿に 風の さそ ひ 侍らば、 夏に こそ 兑所 あるべ けれ、 湖水の 3 わたり 

たる 春 を 惜む事 切なるべし。 近 江 を 人の 逢 ふ 身と 秀句に のみ 心と まりて、 本 情 をう しな ふ に は、 共に 

風雅 を 語る ベから す。 

と 見えて ゐる。 

n 此木戶 や 鎖の さ、 れて 冬の 月  其  角 ① 

猿 蓑 撰の 時に 此句 書お くり 冬の 月 霜の 月 置 わ つら ひ 侍る よし？ S ゆ 衆 ③ 

議 冬の 月に よる 先師 曰 其 角 か 冬 霜に 煩 ふ へ き 句に も あらす とて 冬の ® 

月に 定め 入 集 させられ ける はしめ は 文字つ まりて 柴戶 とよめ たり 然 ④ 

るに 出 板の 後大津 より 先師の 文に 柴の戶 にあら す此 木戸な りか \ る ® 

秀逸 は 一 句 も 大切な りたと へ 出 板に およ ふと もい そき 改む へ しとな ® 


り 凡 兆曰柴 の戶此 木戸させる 勝 劣な し 去 來曰此 月 を 柴の戶 に 寄て 見 ⑦ 

れ は 尋常 の 氣色 なり 是を 城門に うつして 見れ は 其 風情 あ はれに 物凄 ⑧ 

き 事 はかりな し 實も其 角 か 冬 霜に わ つらへ る もさ はりな り  ® 

一校 g 

IS ①鎖 1^。 ②猿簑 撰の 時に I 猿み の 撰の 時に。 置 わ つら ひ I 置 煩 ひ。 聞 ゆ I きこ ゆ。 ③ 衆議 冬の 月に よる 先師 曰 其 角 

か 冬 霜に 煩 ふ へき 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 入 集 させられ ける はしめ は 文字つ まりて 柴戶 とよめ たり 然るに 出 板の 後 I 然 

るに 初 は 文字つ まりて 柴 戶と讀 たり 先師 曰 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬 月と 人 集せ り 其 後。 ® 大津 より— 大津ぶ 0 

柴の戶 I 柴戶。 此木戶 なり I 此木戶 也" ® 大切な り— 大切 なれ は。 およ ふ I 及 ふ。 となり I と 也。 ⑦ 柴の戶 此木戶 —柴 

戶此 木戶。 寄て 見れ は I 寄て 兑 侍れ は。 ③氣 色な り —氣色 也。 うつして 見れ は I うつして 見 侍れ は。 物凄き 事 はかりな し ー 

物す こくい ふ はかりな し。 ③實 も 其 角 か 冬 霜に— 其 角 か 冬 霜に。 わ つらへ る も I 煩 ひける も。 さはり なり— こと はり 也。 

GI ①此 木戶， 1 柴戶。 鎖— 錠。 ③猿簧 撰の 時に— 猿簑 撰の 時。 此句 書お くり ー 此句を 書 } ^迗り 下 を。 霜の 月 ー 霜の 月と。 置 わつ 

らひ I 置 煩 ひ。 ③ 衆議 冬の 月に よる 先師 曰 其 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 人 集 させられ ける はしめ は 

文字つ まりて 柴戶 とよめ たり 然るに 出 板の 後 —然るに 初 は 文字つ まりて 柴の 戶と讀 たり 先師 曰 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あら 

すと て 冬の 月に 定め 人 集せ り 其 後。 ⑤ 此木戶 なり— 此木戶 也」 ® 大切な り— 大切 なれ は。 たと へ I 譬へ。 およ ふ I 及 ふ。 

いそき I 急き。 となり I と也レ ® うつして 見れ は— うつして 見 侍れ は。 物凄き 事 はかりな し —物凄く いふ まかりな し。 


③實 も 其 か 冬 霜に I 角 冬 霜に。 わ つらへ る も— 煩 ひける も。 tj はりな り —こと はり 也。 

IS ③猿繞 撰の 時に— 猿 蓑の 時。 此句 書お くり —此 句を霄 贈り 下 を。 霜の 月 1 霜の 月と。 S わ つら ひ —置 煩ら ひ。 ® 衆 冬の 

月に よる 先師 曰 其 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 入 集 させられ ける はしめ は 文字つ まりて 柴户 とよめ たり 

然るに 出 板の 後— 然るに 初 は 文字つ まりて 柴の 戶と讀 みたり 先師 曰 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 巧に おめ 入 集せ 

り 其 後。 ⑤か^ る —斯 る。 ® 大切な り —大切 なれ は。 たと へ— たと ひ。 出 板 —出版。 およ ふ —及 ふ。 いそき 15^^ き。 

⑦ させる 勝 劣な し— 勝 劣な し。 寄て 見れ は I 寄せて 見れ は。 ③氣 色な り— 景色な り。 城門— 城の 門。 うつして！^ れは —移し 

て兑 侍れば。 其 風情 あはれ に I 其 風情 憐れに。 © 物凄き 事 はかりな し I 物凄く 云 ふ はかりな し。 赏も 其^ か 冬： 新に— 角 か 冬 

霜に。 わ つらへ る も— 煩 ひたる も。 と はりな り —理 りなり。 

圍 ①鎖— 绞。 此ノ句 ノ頭ニ 「® 猿 襲」 ト アル。 ②猿簑 撰の 時に 此句 書お くり 冬の 月 —此ノ 十五 字 ナシ。 1^ 相の 月— - やおの = ^と。 S 

置 わ つら ひ I 置 煩 ひ。 聞 ゆ —きこ ゆ。 ③ 衆議 冬の 月に よる 先師 曰 其 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 人 ffi- 

させられ ける はしめ は 文字つ まりて 柴戶 とよめ たり 然るに 出 板の 後 1 然るに 初 は 文字つ まりて 柴の 戶と讀 たり 先師 闩^ か 冬 • 溢 

に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 入 集せ り その後。 © 大津 より I 大津 よりの。 此木戶 なり— この 木戸 や 也。 ® 

大切な り —大切 なれ は。 たと へ —たと ひ。 およ ふ I 及 ふ。. いそき I 急き。 ⑦ 柴の戶 此木戶 I 此 木戶柴 の戶。 此月を —このお. 

を。 柴の戶 に 寄て II - はの 戶 によせ て。 ® うつして 見れ は —うつして 兌 侍れ は。 其 風情 あはれ に— その 風情 あはれ に。 物^ 

き 事 はかりな し I もの 凄く いふ はかりな し。 ④實も 其 角 か 冬 霜に— 角 か 冬 霜に。 わ つらへ る も— 短 ひける も。 はりな り I 

理 りなり。 

圜①鎖 —錶。 此 ノ句ノ 頭-一 「@ 猿 蓑」 ト アル。 ® 猿變 撰の 時に— 猿錢 撰のと き。 此句 書お くり— 此句を 書..^" れりド を。 t おの 月 


—霜の 月と。 置 わ つら ひ— 置 煩 ひ。 聞 ゆ —きこ ゆ。 ® 衆議 冬の 月に よる 先師 曰 其 角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 

月に 定め 入 築 させられ ける はしめ は 文字つ まりて 柴戶 とよめ たり 然るに 出 板の 後 —然るに 初 は 文字つ まりて 柴の 戶と讀 たり 先 

師曰角 か 冬 霜に 煩 ふへ き 句に も あらす とて 冬の 月に 定め 入 集せ り 其 後。 ® 此木戶 なり —この 木戶 やなり。 ® 大切な り I 

太 切なれ は。 たと へ —たと ひ。 およ ふ 1 及 ふ。 いそき I 急き。 改む へし I 改 へし。 となり I と 也。 ⑦柴 の戶， 1, ^木戸— 此木ー JT 

柴 の戶。 させる 勝 劣な し —させる 勝 劣な しとい ふ。 此月を —この 月 を。 寄て 見れ は —よせて 見れ は。 ③ うつして 見 ま， —う 

つして 見 侍れ は。 其 風情 あはれ に —其 風情の あはれ に。 ® 物凄き 事 はかりな し —物凄く いふ はかりな し。 實も其 角 か 冬 霜に 

—角 冬 霜に。 わ つらへ る も I 煩 ひける も。 CU はりな り— 理 りなり。 

is® 先師の 文 I 先師の ふみ。 ® 大切な り I 大切 也。 となり I と 也。 ⑦柴 の戶此 木戶— 柴戶此 木戸。 寄て 見れ よ —寄で J 

て 見れ は。 ③氣 色な り— 氣色 也。 ④實も 其 角 か 冬 霜に I 實 にも 其 角 か 冬 霜に。 わ つら へ る も —煩へ る も。 さはり なり— 理 

なり。 

一一- I 幽 

こ  きど  じ やう  "ゆ  ゥき  t 

ろ 此の 木戸 や 鎖の さ- れ ておの £^  Sj ハ  ^ 

猿 蓑 撰の 時に、 f の 句 書きお くり、 ハ 44 のお • まものお、 ゎづら ひ^るよ し i」 ゆ。 磨 I、  44 の m ピょ る。 ぼ 

b かく ふゆ しも ゎづら  く  ふゆつ ささ ご- -i5  ノ  4 

はく 其 角が 冬 • 霜に 煩 ふべき 句に も あらす とて、 冬の 月に 定め、 ん集 させられ ける。 はじめは 文字つ まりて、 歸ぉ 

の戶 とよめ たり。 然るに 出 板の 後、 おぎより" 1^ のおに、 I おの 戶 にあら す、 ぎの^； L なり。 か \ る は も 

大切な リ。 たと へ 出 板に およぶ とも， いそぎ I ハ^ベし とな リ。 ^一 i ぼ はく、 I おの r.i の l^i 、させる m ずれ k. -。 一 
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きょらいい  こ  つき しば 5  X  み  じんじゃう け しき  これ じ や 5 もん  A  そ  ふ ザい  ちの 

去來曰 はく、 此の 月 を 柴の戶 に 寄せて InJ- れば尋 常の 氣 なり、 是を 城門に うつして 兌れば、 其の 風 iiE あはれ に 物 

凄き 事 はかりな し。 實 にも、 其 角が 冬 • 霜 にわ づら へる もこと わりな り。 

一口 譯ー 

「此 木戸 や 鎖の さ \れ て 冬のお 其 角」 11 わたくしどもが 『猿 蓑』 を 編 暴し ました 時に、 其 が この 句 を 書い 

てよ こしまして、 「下の 五 文字に 『冬の： Jr』 と 『霜の 月』 と、 どちら を 置いたら よい かと、 m わ ひ 惱んで をり ます o」 と 

ありました。 衆議 は 、「冬の 月」 がよ いとの 意兒 でした。 師翁も 「この.？ ならば、 『冬の 月』 がよ いこと は 論の ない 

所です。 其 角 ほどの 者が、 『冬』 と 『霜』 と を、 置き ゎづ らふ やうな 句ではありません。」 と、 巾され まして、 「冬の ト 

3 

月」 と 定め、 集中に お 加へ になり ました。 はじめ 出 板され た 時、 見る と 「此」 の 字と 「木」 の 〔十と がつ まって、 C 

「此 木戸」 が 「柴 戶」 と讀 めました。 ところが、 大津 から 師 翁の 下された お 手紙に は、 「この 句 は 『柴 nj ではな 

く 『此 木戶』 です。 こんな 秀れた 句 は、 一句で も 大切な ことです。 たと へ 出 板の 後で あっても、  わいで 改めな さ 

い」 との 事で ございました。 凡 兆 は、 「この 句 は 『柴 の戶』 でも 『此 木戶』 でも、 さほどの 勝り 劣り はない やうに 

思 ひます。」 と、 巾し ました。 そこで、 わたくし は 答へ て 、「この 月 を 『柴 の戶』 とい ふ 小さな 1:^:^ の 上に 仰いだ ので 

は、 た^の 平凡な 景色に 過ぎません。 ところが、 これ を 『木 戶』 卽ち、 城 構への 木戶 とで も へられる やうな、 

大きな 景の 上に うつして 見た 時 は、 この 上 もな く あはれ に、 ものすごく なります。 全く 其 角が 『冬』 と r 謝』 と 

を 匿き ゎづ らうた 0 も、 そのもの すごさ を 出さう と 苦心した からで、 もっともな 事です。」 と、 中し ました。 
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(：* 錢 開閉の しまり をす る 金具 Mi^lf 俗字" ②接簑 京 寺 町 二 條上ル 丁、： It 筒屋庄 兵衛の 手に よって、 元祿 SI 年 七月に 出投 

された 蕉 門の 俳 書" 乾坤 ニ卷 から 成る-" 撰者 は 去来， 凡 兆の 兩人 であるが 芭蕉の 意見 も 加 はって ゐる C 內容は 發句約 四 & 二十 章 

連句 四 卷>  いづれ も 蕉門排 誇の 最高 峯を 示す ものである。 排誇七 都 集の  一 ②衆嚢 多くの 入の 意見 e こ  >1 では 猿 is 撰に 

たづ さはった 人々 の 意見： ④入集 集中に 入れる こと.』 ® 出 接 書物 を 印刷して 出す こと。 ⑤大津 近 江國、 琵琶湖 

の 南西 岸、 長 良 山の 麓に あり、 附近に は 三 井寺、 滋賀大 津宮址 等の 名所が ある-」 大津 にゐた 蕉門 俳人と して は、 ^白. 木 節 .智 

月. 乙 州. 錦 江 女 等が ある C  ©秀 達 すぐれて ゐる こと。 こ X では 名句と いふ 意。 ® 一句 十七 文字 全證を 指す のが 普通 

であるが、 また その 中の 五 文字 或は 七 文字 を 指す 場合 も ある。 こ、 では、 「此 木戸 や」 とい ふ 上の 五 文字の こと。 ⑦凡兆 加 

賀金澤 の 人で ある。 野澤氏 (J 〔は 宮城 氏. 宮部氏 y 初め 加 生と 號し、 別に 春 花園の 號が ある。 京に 出て 東 洞 院に寓 して 醫を 營ん 

でゐ た。 蕉門 屈指の 作者で、 『猿 蓑』 撰 集の 功の 一 半 は、 實に 彼に 歸 すべきで ある C 曰 人の 說に、 一 罪 ある 入に したしみ * 其の 連 

累を受 く」 とい ふ。 種 文の 『猿 舞師』 に ー讀人 しらず」 として 、「猪の 首の つよさよ 年の 暮」 の 句が あるが、 これ は 獄中の 作と 

傳 へられる。 年を越え て { 有されて 後 >妻 羽 紅と 共に 大阪に 住んだ が、 恥 ぢて世 を 避けた。 それからの 句に は. 先の 異彩 は 全く 見 

えない。 年 は 土芳の 『蓑. 虫 庵 集』 正 德四年 午の 秋の 條に 「はつ 秋の 比 難 波の 老 m お 紅に かへ して 申 侍る。 凡 兆 子の 事 さて— 

殘念無 申 斗 候。 事 過て 候へ ども、 承 候 ま >- なつかし さ 申入 候。 此秋ゃ 夢とう つ、 の ふたり 住」 と あり、 X 『野 坡吟 草』 に  一 兆 

阿 圭子を 悼、 行 春 や 知らば 斷 べき 琴の 糸」、 又 『風俗 文選 犬 註解』 に 「凡 兆 追善、 西 東 どの かげろ ふに 法の 糸 許 六」 等と あるに 

より、 正 德四年 春 頃と 推定され る。 ⑦ させる さほどの。 ⑦瞎劣 まさりお とり。 ⑤ 尋常 普： 平凡" S 


色 乂 色に 同じ。 ③ 風情 おもむき。 ぁぢは ひ。 ® はかリ なし 想^も 及ばない。 ®HJ は リ ことわり" f;asr も 

つと もな こと。 

0 考ー 

この 「此 木戶 や」 の 句の 出典 は r 猿 蓑』 である。 なほ 『五 元 集』 『俳諧 寂 菜』 等に も！ S えて ゐる。 ^し、 rtssy 

原本に はこの 上 五 は、 「この 木戸 や」 と 改められ、 原板 を埋 木して 訂正した 痕跡が 殘 つて ゐる。 

この 「此 木戸 や」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列舉 すれば、 まづ、 『蒸 門 俳諧 

語錄』 に は、 

此木戶 や 錠の さ X れて 冬の 月.  其  ^ 

猿簑 撰の 時、 此句を 贈り、 下 を 冬の 月 • 霜の 月と をき わ づらひ 侍る よし 聞 ゆ。 然るに 始は 文字つ まりて 

柴の 戶と讀 たり。 先師 曰、 角が 冬 • 霜に 煩 ふべき 句に も 非す とて、 冬の 月に 定め 入 $ ^せり。 其 後先 師大 

津 よりの 文に、 柴の戶 に 非す、 此木戶 なり、 か X る 秀逸 は 一句 も 大切 なれば、 たと ひ 出权に 及ぶ とも、 

急ぎ 改べ しとな り。 凡 兆 曰、 柴の戶 *此 木戸させる 勝 劣な し。 予曰、 この 月 を 柴の戶 に 寄て みれば 尊 常 

の 景色な り。 是を 城門に うつして 見 侍る 時 は、 其 風情 哀に 物凄く いふ 斗な き 有様な り。 角が 冬 • ^にわ 

づら ひける も理 りなり。 

r 誹諧 白 雄 夜話』 に は、 


其 角が 句 也。 集成ぬ の はじめ、 柴の戶 やと 書た る を、 蕉翁、 ふかくな げき 給 ひしょし。 すべて 上手の 句 

は、 たび/ \- うち 吟じ味 ひても、 猶餘 情の 淺深辨 へ がた し。 我より おとりた る 人の 句 は、 吟す るより はや 

く 聞 ゆると いへ ども、 短冊した \ めさし 出した る 時、 呤 する や いなよし よしな どい ふ は無禮 なるべし。 

兩三遍 も打吟 じ、 善惡 さたし 侍れば、 句ぬ しも 滿足 たるべし。 

と ある 0 

次に、 この 章の 中に 「大津 より 先師の 文に」 と あるが、 芭蕉 は元祿 三年 四月 幻 住 庵に 入り、 四 年の 春は義 

仲 寺で 迎へ、 同 四月 十八 日 落 怖舍に 人り、 五月 四日まで 滯 在して ゐる。 『猿 蓑』 は 略々 この 一年間の 苦心の 撰 

集で ある。 それから 芭蕉 は、 その 出 板 を 待た すに 落 柿舍を 出て、 大津 あたりの 門人の 許に 逗留して ゐた。 

ひら- (- と擧 ぐる 扇 や 雲の 峯  芭  蕉 

とい ふ 作 (『桃 舐』 所収) は、 この 年の 夏、 大 律の 丹埜亭 での 吟 であると いふ。 

なほ T 此木戶 や」 の 句意に 關 して は、 『七 部集大 鏡』 に、 

去 來抄に 曰、 冬の 月 • 霜の 月 置 煩 ひ 侍る よし、 先師 冬の 月に 定玉 ひしな り。 初 は柴戶 とよめ たり。 出 板 

の 後大津 より 先師の 文に、 柴の戶 にあら す、 此木戶 なり、 か. -る 秀逸 は 一 句 も 大切な り、 假令、 出 板に 

及ぶ とも 改 むべき よしなり。 護 物 曰、 平家物語に、 福 原の 都より 德大 寺左大 將貰定 卿、 舊 都の 月見む と 

て 上り 玉 ひて、 愁門 をた \か せら るれば、 內 より 女の 聲 にて、 誰 そや、 蓬生の 露 打 はら ふ 人 もな き 所に 


と 处：： ければ、 是は福 原より 大將 殿の 御の ぼり 候と 巾す。 左 候 は、 物 門 は^の さ」 れてさ ふら ふぞ、 ^3-の 

小 門より 入らせ 玉 へ とまう す。 

愚^!\く 秀逸 は 一 句 も 大切な りと、 よき 句 は 何に くらべても 都合せ るに や。 高 が 詩に、 篾 門 深 鎖 も 1 後 

月 漏驪 山宫樹 秋の 你 にも 叶へ り。 

と 見え、 『晋子 發句撮 解 J に は、 

平家物語 五、 月兑 に、 惣門 はぢゃう のさ. --れ て 候ぞ、 東の 小 門より 入らせた まへ と 申しければ と。 又 百 

萬が 道 港 山に てぺ此 道ゃ繩 のはられ て蟲 の聲、 晋子を 擬し來 る。 

と あり、 『俳 徵悔』 にも、 

キ 角が、 へ 此木戶 や 錠の さ \れ て 冬の 月、 平家 ものがたり のうちに、 此木戶 は 錠の さ」 れて 候ぞ、 こな 

た へ 、 下略。 

と あるが、 かく 『平家物語』 の 中の ri^E: は鑰 のさ.^ れて 候ぞ」 とい ふ 文句から、 其 tw: が この.？ を m 心ひ附 いたと 

考 へる こと は、 间 より 一案と して 尊重され てよ いと 思 ふ。 が、 「冬の 月、 霜の 月、 置き ゎづ らふ 云々」 とい ふ點を 

なほ 忖度す る ことが 許されるならば、 彼の 上 杉 謙 信が、 遊 佐 彈正を 七 尾 城に 園んだ 時の 作と して、 人：： に， M 炙し 

てゐる 「霜 は 軍 營に滿 ちて 秋氣淸 し。 數 行の 過 雁 月 三更」 とい ふ 詩句な どに、 何 か 通 ふ ものが ありさう にもお へ 

られ る. - 

それ は 兎も角と して、 この 章から 知り 得る こと は、 一 つ は、 豪放な 作者と して、 或は、 言 ひ： g ての.？ の 多 かつ 


たやう に傳 へられる 其 角が、 一句 を 作る に 際して、 細心の 注意 を拂 ひ、 幾度 も 推敲して ゐる 事で ある。 次に は、 

『猿 蓑』 の 撰に は、 芭蕉 も關與 し、 而も 大いに 之に カを盡 して ゐる ことで ある。 『花屋 日記』 によれば、 『猿 蓑』 の 

草稿が 完成した 時、 芭蕉 は 無名 庵に 於て、 始めて 此の 集 を 披講す る 際に は、 わざ- (-鳥 羽の 文臺 を、 江戶深 川の 一 

笆蕉 庵から 取 寄せた とい ふ。 この 文臺 は、 細 川 玄旨法 印から、 紹巴、 貞窒、 季 吟と傳 はり、 當時 芭蕉が 愛藏 して j 

ゐ たもので ある。 この 事 は、 『花屋 日記』 とい ふ 書が あまり 信 賴出來 ない 爲に、 その 眞僞の ほど は 判然と しないが、： 

齡く とも、 さう した 說ま でも ある ほど、 芭蕉 はこの 『猿 蓑』 に は 力を入れて ゐ たので ある。  ) 

なほ、 餘說に 直る が、 『はいかい 袋』 に は、  一 

雷 堂 云、 人に 句 を 聞す るに は、 かり 初に も 物に かきつけて 見す べしん 嵐 雪の 詞 なり。 さなくて は 大事の ： 

句の 眼 字、 自他 を もき、 ちが へられ、 集な どに、 あたら 句 を 誤る 也。 ばせ を 翁の キ 角が 柴の戶 • この 木 一 

戶 など 正し 申されし やうに、 俳 かいに 深切 は ある まじければ 也。  一 

一 

との 記載が ある。 また、 『正風 俳諧 直 旨傳』 に は、 「此 木戶」 を 「柴の戶」 と 誤って 出しながら、 次の 如く 論述して 

ある 0  - 

柴の戶 や 錠の さ. 4 れて 冬の 月 

鳶の羽 も かいつ くろ ひぬ 初 時雨  ： 

いさ- f かも 題に よせた る詞 はべらす。 此境上 もな き 大切の 場な り。 心に 力なくて は、 ぼと 仕が たき 所な 

り。 所以 ある 時の 發 句に 五 音連聲 とい ふ 事 ぁリ。 相 通 を もて 五 七 五の 句續 をく さるな り。 心詞 正しく 廻 一 
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りたら ば、 いかで 聯聲に 及ばん。 是 によりて、 强て詞 を まげ、 相 通 をな さんと せば、 句祌 をう しな ひ、 

牛の 角 をた めんと する に、 ひとし かるべし。 いかで 天地 鬼祌の 感應を 得ん。 又 其 相 通に てく さる 句 を、 

親 句と いふ ものと 心得た る も 有り。 誤な り。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 此木戶 や 云々。 

風雅 は 小 柴垣 片折戶 に 月見る とのみ おも ふ 輩 は、 干戈の 中には 心い そが はしくて、 赤 壁の 烏 II、 衣川の 

綻も、 吟 する 事 あた はじ. - 造次 願沛 にもよ くす とか や. - 近く は是を 心の^つ きとい ふ。 落つ く 時 は、 共 

業 を 成就す。 ばせ を は柴の 戶の隱 者たり、 其 角 はばせ をと 其 形 位た がふと い へど も、 共に 風雅の 祌を知 

れる^^：也。 さるに よって、 此 城門に 感を 起して、 ばせ を も是を 賞す。 其 角 冬 9i に：.！^ 烦 ひし は、 冬と いふ 

とき は 其 木戸の 只に きら したる 所に して、 霜 は 其 笠木關 J 只に.； Z く 置る 曉 方の 姿 あれば、 只に 冬と い 

はんより は、 今一 等 姿 を 見せん となるべし。 しかる を、 ばせ をの 冬と して 霜の 姿 を とらざる は、 門の 

月に て、 めづ らしく 見 付た る 姿 あり、 さる を： S とい ふ 時 は、 風 色の 一 っ增 して、 却而物 i^.^ き の 薄き 句 

に 成 侍る。 是 句に 曲節 を不 好して、 彼、 i ュ 鯛の 齒 ぐき も 塞し 梅の 花、 とも 作る は、 尋常の 人に して、 

の 棚と 云 流した る 所、 ばせ をの 心 見るべし。 

と兑 えて ゐる。 
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うらやましお も ひきる 時 猫の 戀  越  、  ① 

先師 伊賀より 此句を 書 贈て 曰 心に 俗情 ある もの 一 た ひ 口に 不出 とい ③ 

ふ 事な しかれ か 風雅 是に 至りて 本 情 を あら はせ りと なり 是 より 先に ® 

越 人名 四方に 高く 人の もてはやす 發句 多し し  カオと も爱に 至りて は  ④ 

しめて 本 性 を顯 すと なり  ® 


一校 異ー 

E ① おも ひきる 時 —おも 切 時。 ③ 伊賀より—^ 賀ぶ。 此句を 書 贈て 曰 I 此句を 書 贈りて 曰く。 俗情 ある もの I 風雅 有 もの ハ 

一 た ひ II 度。 不 出と いふ 專 なし— いてす と 云 事な し。 ③ 風雅— 風流。 是に 至りて —此 にいたり て。 太 情— 本性。 となり- 

と 也。  是 より 先に I 此 より 前。 ④發句 多し— ほ 句お ほし。 爰に 至りて I 此に 至りて。 はしめ て —初て。 ⑤顯 すと なり- 

顯 すと はの 給 ひけり。 

EI ① うらやまし ー 羡し。 おも ひきる 時 —思 ひきる 時。 ②此 句 を 書 贈て 曰 I 此句を 書 贈りて 曰。 俗情 ある もの I 風雅 有 もの n 

一 た ひ I 一  度。 不 出と いふ 事な し I 出す とい ふ さなし。 ③ かれ— 彼。 風雅— 風流。 是に 至りて —此 上に 至りて。 .14 情 —本性" 

あら はせ り —顯 せり。 となり I と 也 。是 より 先に— 是 より 前 は。 ④ はしめ て I 初て。 ©顯 すと なり —顯 すと は宣 ひけり。 

{^ ① うらやまし— 羨まし。 おも ひきる 時— 思 ひきる 時。 ②此句 を 書 贈て 曰 —書 を；^ りて 曰。 俗情 ある もの I 風 i ある もの。 


不 出と いふ 事な し —出す とい ふこと なし。 ③ かれ— 彼れ。 風雅— 風流。 是に 至りて —爱に 至りて。 あら はせ り —顯 はせ り。 

是 より 先に ー 是 より 前。 ④越 人名 I 越 人 か 名。 しかれと も —然れ とも。 爰に 至りて —爱に 至り。 はしめ て —初めて。 ⑤ 

本性— 本 情。 顯す となり— 露す とは宣 ひけり。 

S ① おも ひきる 時— 思 ひきる 時。 此 ノ句ノ 頭-一 r® 猿み の」 ト アル。 ③此句 を 書 贈て 曰 I 此句を 書. 送りて 曰。 俗情 ある もの I 

風雅 有 もの。 不 出と いふ 事な し —出す とい ふ 事な し。 ③ 風雅— 風流。 是に 至りて I こ. - にいたり て。 あら はせ り —顯 はせ り。 

是 より 先に —是 より 前 も。 ④ しかれと も I 然れ とも。 ©顯 すと なり— あら はすと はの 耠 ひけり。 

團① おも ひきる 時 I おも ひ 切 時。 此 ノ句ノ 頭- 1 「㊣猿 蓑」 ト アル。 ②此句 や. 書 贈て 曰— 此句を 書 ゆ】 りて 曰。 俗情 ある もの ー 

風雅 ある もの。 一 た ひ —一度。 不 出と いふ 專 なし— 出す とい ふ 事な し。 ③ 風雅 I 風流。 是に 至りて— 爱に 至りて。 あら はせ 

つ 

り— 顯は せり。 となり I と 也。 是 より 先に I 是 より 前 も。 ④越入 名. I 越 人 か 名。 しかれと も— 然共。 ③顯 すと なり— あ 

ら はすと はの 給 ひける。  . 

國 ① うらやまし— 羨まし。 ③ となり I と 也。 ® しかれと も— しかれ 共。 


ミき ねこ  こ ひ  ゑつ  じん 

うらやまし おも ひきる 時 猫の 戀  越  人 

せんし  いが  こく  かきおく  い  こ、 ろ ぞくじ やう  ひミ  くち い  こミ  ふうが  これ 

先師、 ^賀 より 此の 句 を 書 贈りて 曰 はく、 心に 俗情 ある もの、 一 たび 口に 出です とい ふ 事な し。 かれが 風雅、 是 

いた  ほんじ やう  これ  うき  ゑつ じん なよ も  たか  ひミ  ほっく お ほ 

に 至りて 本 情 を あら はせ りと なり。 是 より 先に、 越 人、 名 四方に 高く、 人の もてはやす 發句 多し。 しかれ ども、 

こ、 いた  ほ < しゃう あら は 

爱に 至りて、 はじめて 本性 を顏 すと なり。 


「うらやましお も ひきる 時 猫の 戀 ^入  し . 

て- それに 添へ て T ふに ま 力ら 下された SQS りに、 この 越 人の 句 を 塞きな され 

n  ^  oil. いくら 隱 して さも- 一度 はきつ と 口に 出して しま ふ もので はき . 

の 風雅 は-この 句に 至って-遂に 本心 を あ  if  I 人 

は- 越 人 は iff れた f 』 に- 始めて そ L 力 P ての^、 て；： p^nLf の意味 

の！ 人と セ !1, 人 に：： 

1 ひまに、 い" 作って、 心の底に は、 かう し ii てゐ l.i、  し" 

し 73。 ま した とい ふ 意な ので ございます。  ま. - ねして 


<B 猫の 戀 春の 季題で ある。 「猫の 妻 戀」. 「猫 交る」. 「戀 猫」. 「g- かれ 猫 

ともい ふ。 ①越人 |の 人で ある。 着 氏、 名 ri  いはれ"； 「妹； り！ 豪^^ 

び、 蒸 門に 歸 した。 謹灣||怒っ遍し、愿量て间門 ^來 

の 露』 に 「むか し詹蕭の美人 の情をほくにせし毒 りぬ。 1+ 有 r にて fur づ てる あ U ナゎ 
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に は あらね ども」 とい ふ戀 句の 詞 書が あり、 又享保 十五 年の 同人の 歳旦 帖に、 「爱に 無 賴の獨 夫 古稀 を 過ぎ 云 *-」 と ある 力ら 享 

保 十五 年頃 迄 は 生存して ゐ たこと が 推定され る。 奢 書に は 『鵲尾 冠』. 『不猫 蛇』 .i ま』 • 『猫 耳 集』. 『&辰 歳旦 帖』 などが ある。 

別に、 越 入 や 佐 分利 氏と し、 元祿 十五 年 狡と し、 下大 夫に 任ぜられて、 声 夕と 號 した 云， -の說 は、 熊 本の 田 川 鳳朗が 自己の 俳統 

を 高く せんがた めに 流布した 虚說 で、 信ぜられない 事で ある。 ② 伊賀 東海道の 西 端に ある 國で、 修 して 3^ 州又贺 州と も 

いひ、 今 は 三重 縣に屬 して ゐる 山國 である。 笆蕉 の生國 であり、 度々 芭蕉 も 訪れて ゐ るので 門弟 も 多く、 十- 芳を 始め、 猿雖. 苔 

蘇. 半殘. 車來. 卓 袋. 获 子等、 伊賀 蕉門 三十 一人 衆と 呼ばれた 人々 があった。 ④ 贈て 1_ 迗り與 へての 意。 ③俗惰 俗な こ& 

ろ。 野卑な ふぜい。 風雅の 反對。 ②不出 これ は 返り 點 を 間につ けて、 「不レ 出」 卽ち 「出で ず」 と訓 む。 ③ー たび 口に 出 

てず とい ふ 裏な し 一度 は 口に 出ない とい ふ 事 はない。 卽ち、 一度 は 口に 出る。 なほ 言換 へれば、 これ は、 言 ふまい と 思って い つ 

くら 注意して ゐて も、 一度 はきつ と 口に 出して しま ふとい ふ 意。 ® 本惰 本心。 ④ もてはやす 取り立て、 ほめる。 ほ 7 

め そやす。 賞讃 する。 ® 本性 本來の 性質。 心の底。 本性 を顯 すと は、 今まで 隱 して ゐた 心の底が 暴露して、 すっかり 本心 

を 入に みられて しま ふとい ふこと" 

この 「うらやまし」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』 である。 なほ 『去來 文』 『枇杷 園隨 筆』 等に も 見えて ゐる。 但し、 

『枇杷 園隨 筆』 に は、 

田 5 ひきる 時 うらやまし 猫の 戀 

と專 へ、 又、 洒竹 文庫 藏の 『去 來抄 評』 に は、 この 章の 欄外に、 「ある 書に うらやま じ、 と あると 問く」 と 見えて 


ゐる o  • 

この 「うらやまし」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 先づ 前述の 『去 

來文』 に は、 

又、 越 人 も定家 卿の 猪 の戀 のうた によりて、 

うらやまし おも ひ 切る 時 猫の 戀 

おも ひ 切 時 を うらやませる は、 越 人の 秀作と 被レ存 候。 只 ほ 句 も 色々 様々 の 姿 御座 候へ ども、 猿み の 集に 

翁の 句 御座 候。 可 レ被レ 遊-一 御覽ー 候。 夫 を 一 鉢に 心 をと り 候へば、 却て ほく 仕が たく 候。 只 跡 はかなく、 

さらり と 仕 候 を 第 一 と 可 レ被レ 遊 候。 句の 姿 はいか やうに なりと 被-仰 出 一可 レ被レ 成つ-御 覽ー候  ^ 

『枇杷 園隨 筆』 に は、  > 

成 一人よりも 狀 こし 候よ し、 一段の 御 事に 御座 候。 此方へ もと ビき 候。 發句 有レ之 候。 

思 ひきる 時 うら， やまし 猫の 精 

と 申 越しよ ろしく 候。、 

愚  句 

不性 さや 抱 起さる.^ 春の 雨 

又、 こ . ^もと 門人の 句に、  . 
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梅が 香 や 砂利 敷 流す 谷の 奥 

今お も ふ 所に 聊叶 候へば、 書付 進 候" 

S  焦 

二月 廿 二日  t  ^ 

珍タ樣 

とあって、 これに は 「右 眞蹟、 三 河 都 築和樂 にあり」 と 追 書が して ある。 そして 何れにしても 「^作と 被レ存 候」 

叉 は 「よろしく 候」 「 一 段の 御 事に 御座 候」 等の 評言が 見える のみで * 「かれが 風雅、 =H に 至りて 本侦を あら はせ 

り」 とい ふ 叱責の 口調 は 見えない。 この 越 人の 發 句と 同じく 「うらやまし」 とい ふ 五 文 宇 を 用 ひた 作に、 

うらやまし 浮世の 北の 山 ざ くら  m  ^ 

とい ふ發 句が あるが、 (『北の 山』 所収)、 この 二つ を 比較 すれば、 單に 「うらやまし」 とぃふ刖語法のみから^^- 

察しても、 越 人の 作 は 句 品の 點 では 劣って ゐる。 然し、 越 人の 句と 雖も、 凡庸な 作家に は 試みる ことの 中： 來ぬほ 

どの 手，. g を、 ^める こと は 出来ようと 思 ふ。 まして、 これ は 笆蕉が 眞劍な 態度で 編稱 に關與 した 『猿 _ お』 人 集の 

一句で ある。 『去 來抄』 に 記されて ゐる 本文 は、 寧ろ 酷評と 言 ふべき ではなから うか。 それに、 さほどの. 亞、) 句なら 

ば、 何故、 芭蕉 • 去来が これ を採錄 して 『猿 蓑』 の 中に 加へ たので あらう。 この 際 異本に、 「俗お」 を  一^^」 と 

專 へて あるの は、 最も 考慮すべき 點 であらう と 思 ふ。 

なほ 『誹諧 世說』 に は 、「越 人 舊懷の 句を吟 する 說」 と 題して、 

尾 張の 越 人 は、 蕉 翁の 下葉に ふるき 門人な りし。 ある 年、 翁の 行脚 を 供し 侍るべき など、 やくしけ る 事 


ありし に、 後に はいつ しか 初發 心の 志 もさめ、 わかき 女な ど 出 人る 富 も 侍りし を、 翁 は 其 終り あらざる 

事 を憐み 給へ るに や、 其 後の 行脚に は. 越人亭 にも 足 もと^め 給 はす。 それより して、 いっとな く、 む 

つび もうと くな り 給 ひし を、 越 人後に 悔いて、 

うら 山し 思 ひきる 時 猫の 戀  越  人 

かくは かこちけ ると ぞ。 翁 も 此慚愧 をよ みし 給 ひ、 後の 撰 集に、 此句を も 加 人 有しと ぞ。 實ゃ、 色 は 

さか づき 

子の 戒 むる 所 なれ ど、 又 玉の 巵 の そこなき 風情もう る さし。 此兩端 をた、 いて、 その ほどよき を 知る 

こそ、 誠に 風流の 人と はいふべ かめれ。 

と 見えて ゐ るが、 資料と して 信憑す る こと は 出来ない かも 知れない が、 興味の ある 記載で ある。 

次に 『七 部集大 鏡』 に は、 この 句に 就いて 次の 如く 說 いて ゐる。  . 

去來抄 曰、 翁の 曰、 心に 俗情 ある もの ひとたび 口に 出す とい ふ 事な し。 かれが 風雅 是に 至りて 本 情 を あ 

らは せり。 是 より 先に 越 人が 名 四方に 高く、 人の もてはやす 句 多し。 しかれ ども 爱に いたりて、 始めて、 

本 情 を あら はすと なり。 愚 評、 猿 蓑は祖 翁の 精 撰に して、 七 部の 內 にても 花實 全うして、 序文 さへ 自筆 

に 書 給 ひて、 吟味 を 盡し給 ひたる 集なる に、 か \ る惡 評の 句 を 入 給 ふべき 謂な し。 去 來抄の 論いか^、 

覺束 なし。 殊に 此句本 歌 は、 定家 卿の 「うらやまし 世 を も 忍 はす のら 猫の 妻 ご ひさ そふ 春の 夕暮」 祖翁 

越 人 を 嘲り 給 は i -、 則 定家卿 を あざけり 給 ふに あたるな リ。 いや 定家 卿の は 妻 ご ひなり と陳 する か。 是 

則 獏寫變 態の 句法に して、 始と 終と を變 じたる ばかりにて、 意味に ふたつの 譯 はなし。 見む 人 去 來抄の 
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莠 言に まよ ふ 事な かれ。 翁 曰 も あてに はなら す。 只 その 句 情の 本體 をよ く兑 ぬいて からの W 捨 なり. - 假 

令ば 他の 句を譽 るに も、 用心して ほめよ、 難す るに は尙々 のこと 也。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 うら 山し 云々。 

人 有て 此句を 見る 時 は、 越 人 は 女色の 凡惱 止ます と謖 るべ し。 其 讖る人 は、 け ふ 風雅 をい へど も、 心の 

凡 情 を あら はしい はす。 さとり 顔に て 生涯 を いつはる 輩 多し。 さる を 思 ひ きられぬ を、 ありの ま、 にい 

ひ 出 侍る は、 まことに 本 情 を あら はした る 所に して、 此 うら 山し とお も ひ、 我に 我が 恥た るお も ひ をの 

ベ 侍る は、 菩提せ うく わの 道 を 得る の 端た る 事 を 知るべし。 

と 見えて ゐる。 

六 こから しに 二日の 月の 吹ち るか  荷  兮  ① 

m の 地に も 落さぬ しくれ 哉  去 來 ② 

去來曰 二日の 月と いひ 吹ち ると 働た る あたり 予か 句に はるか 勝れた © 

りと 覺ゅ 先師 曰 荷 兮か句 は 二日の 月と いふ ものに て 作せ り 其 名：： ：！ を © 
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除け はさせる MU なし 汝か句 は 何 を もて 作したり とも 見えす 全 鉢の 好  © 

句な りた 、地 まてと かきり たる 迄の 字い やしと て 直し 給 ひぬ  © 

g 昼 

0 ① こから しに— 取に。 吹ち る I ふきち る。 ③ 落さぬ —おとさぬ。 ® 吹 ちる I と 吹ち るかと。 はるか I 遙か。 勝れたり 

I- 勝れり。 ④： €兮 —兮。 いふ もの— いふ 物。 ⑤ 除け は —の そけ は。 させる となし I させる 事な し" 何 を もて I 何 を て。 

作したり とも— 作した ると も。 全 鉢 I 全体。 © 好 句な り —好 句 也" 地 まて I 地 迄。 直し 給 ひぬ— 直した まひけ り 初 は 地 迄お 

とさぬ 也。 

HI ① こから しに— 取に。 ③ しくれ 哉 I 時 11 哉。 ③吹 ちる —吹敢 る。 慟 たる —働きた る- - はるか —遙。 勝れたり —勝れり。 

④荷兮 I 兮。 © させる CJ なし— させる 事な し。 何 を もて I 何 を 以て。 作したり とも— 作した ると も。 見え，！. 'I 見へ す。 

④好 句な り —好 句 也。 た \— 唯。 地 まて— 地 迄。 かきり たる— 限りた る。 直し 給 ひぬ— 直し 玉へ り 初 は 地 迄お とさぬ 也 J 

IS ① こから しに— 風に。 吹ち る —吹きち る。 ③ しくれ 哉一時雨 かな。 ③ とい ひ— と 云 ひ。 吹ち る— 吹 散る。 働た る— 働 

きたる。 はるか 1 遙 かに。 勝れたり I 勝れり。 ④荷兮 1 兮。 いふ もの— 云 ふ 物。 © 除け は— のけて は。 させる となし ー 

させる ことなし。 何 を もて— 何 を 2f て。 作したり とも I 作した ると も。 © 好 句な り —好き 句な り。 た  —只。 地 まて.— 地 ま 

て。 かきり たる— 限りた る。 いやしと て —賤 しとし。 直し 給 ひぬ— 直し 給へ り 初 は 取の 地. お落さぬ なり。 

EQS 此ノ句 ノ頭ニ 「©」 ト アル C ②讽の —木から しの。 しくれ 哉 —時雨 哉 C  ® はるか— 遙に。 勝れたり I 勝れり。 
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荷兮 1 兮。 © させる £J なし— させる ことなく。 何 を もて— なに を 以て。 見え.^ -1 見へ す。 ©た>,|.3.、0 地 まて I 也^。 

かきり たる I 限りた る。 迄の 字 —まての 字。 直し 耠 ひぬ— 直し 給へ り 初 は まて 落さぬな り。 

圏{^ こから しに— 不 からしに。 此 ノ句ノ 頭-一 r® 猿 蓑」 ト アル。 ®« の I 木から しの。 しくれ 哉 —時雨 i^。  € はるか j 

遙に。 勝れたり— 勝れり。 ④荷兮 —兮。 ⑤ させる CJ なし— させる ことなし。 何 を もて I 何 を 以て。 作したり とも— 乍り 

たると も。 見えす— 見へ す。 @た\| 只。 地 まて— 地 迄。 かきり たる— 限りた る。 迄の 字 I まての 字。 直し 給 ひぬ— 直し 給 

へ り 初 はは 地 ま て 落さぬな り。 

① こから しに— こから しの。 吹ち る I 吹きち る。 ③吹 ちる I 吹きち る。 働た る —働きた る。 ® させる CJ なし— させる 

ことなし。 © かきり たる I りきり たる。 

ふつ か 

こがらしに 二日 

こがらし  ち 

風の 地に も 

*； よら.) い  ふっか  つき  ふ  はたら  よ く  すぐ  お S  t, んし 、，  r  r  . 

去來曰 はく、  二日の 月と いひ、 吹きち ると 働きた る あたり、 予が 句に はるか 勝れたり と覺 ゆ。 先 帥 z: はく、  ^化 

く ふっか  つき  さく  そ  みやう もく のぞ  なんお く な- -  さく  .< 

か.：？ は 二日の 月と いふ ものに て 作せ り。 其の 名目 を 除けば、 させる ことなし。 汝が句 は 何 を もて 作したり とも：：^ 

ぜんたい かう く  ち  まて じ  たま 

えす， 全 體の好 句な り。 た^ 地までと かぎりた る 迄の 字い やしと て、 直し 給 ひぬ。 
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「こがらしに 二日の 月の 吹きち るか 荷兮」 「s 地に も 落さぬ しぐれ 哉 去來」 —この 二 句 を 較べて、 わた 

くし は 次の やうに 申しました。 「荷 兮の句 は、 淋しい 二 曰 月 を i つして、 それが i に 吹きち るか』 と 働かせた と 

ころな ど、 わたくしの、 『き 地。 ま。 i さぬ しぐれ 哉』 とい ふ 句よりも、 00i§lfis 

さう します と、 師 翁の 仰せに は、 「荷 兮の句 は、 二 曰 月と いふ もの を 主として 作った 句です。 それが 適切な 見附け 

どころ であった から、 i 成功した のです が、 その 二日 月と いふ もの を 取り のぞけば、 その他の ところ は、 さほ 

どの ，もして 居らす、 取りた で 賞め る ほどの 句ではありません。 お前の 句 は、 さう いふ 點 から 言へば、 何 を 

主と し I 作った とも 見えない、 た I 體 として 良く 出来た 句です。 けれども 中の 1 字に 『地まで 落さぬ』 と、 1 

特に 『まで』 と 限った の は 品が ありません。」 と 申されまして、 「地に も 落さぬ」 と 直して 下さいました。 g 


① こがら」 so 木枯。 淋しく 冬の 響 鳴らして 吹き 過ぎる 疾ぃ 風。 但し、 『三册 子』 に は 「初冬の 風 案 f いふ」 と 限定し 

て ある。 f いふ 字 は * 木と 風と を 合せて 作った 字。 ① f 尾 張菌の 藩士で ある。 山 本 氏、 武右衞 門と 稱し、 渠？ 

撫贅庵 と號 し、 「木枯 の 荷兮」 と稱 せられ、 又 「蓬 左の 荷兮」 とも 言 はれた。 享保 元年 狡、 享年 不詳。 著霍は 『冬の 日』 ま の 日』 • 

『曠野』. 『讓の 種』 .ii. 『靑 囊』 i おどし』 .『奥細道|』 などが ある。 許 六 は 後年の i 寸集』 で箧を 嘲った 爲に、 

I の 置 を 蒙った とモ たが、 越 人 は 『猪 早 太』 に その 虚妄な 事 を 辯 じて ゐる。 一 雪の 『晴 小袖 ま-尾 州 山 本 氏 I」 と ある 

の は 同人で あらう か。 又 竹 人の 『芭蕉 翁 全傳』 に は、 森 田 八 I 衛 門と あるが、 信じ 難く 思 ふ。 ® しぐ * 時雨。 且つ 降り 


且つ 晴る 基の 冷たい 小雨。 ④ 名目 物事の 稱。 名。 名稱。 こ、 では 「二日の 月」 を 指す。 ""除けば 取り のぞけば。 

省きす てれば。 ©好 句 佳句。 このましい 句。 ® いで 劣って ゐる 。品がない こと。 

fly 

荷兮の 「こがらしに」 の 句の 出典 は 『I』、 なほ 『いつを 昔』 『眞木 柱』 『花 最』 『ねなし 草』 『宰陀 稿本』 i 

故 集』 『桃の 實』 『俳 霞 S 等に も 見えて ゐる。 次に 去来の § の 句の 出典 は 『いつ I』、 なほ 『去 蜜 

句集』 『俳諧 錦繡 椴』 r 桃の 杖』 『靑 根が 峯』 等に も 見えて ゐる。 但し、 『いつを 昔』 『俳諧 錦. S 緞』 にお 

臨 川 寺 

风の地 迄 落さぬ しぐれ かな  去 來 

と ある 0 

この 荷兮の 句に 就いては、 『其 角 十七 條』 の 「不易 流行の 事」 の條 に、 、 

^に 二日の 月の 吹 散る 力 

萬 世 不易、 日々 の 流行 を 知るべし。 尤 表裏の 變 化と 新 古の 差別 あり。 

と兑 え、 义去來 の 句に 就いては、 『葛の 松原』 に、 

4^ 枯の 也まで 落さぬ 時雨 萄  去  來 

尾の 荷兮 が、 木が らしに 二日の 月の ふきち るか、 と 申 待る は、 今の 時雨に はつのり けむ 物 をと、 みづカ 


ら恥 申されし を、 阿叟 は、 さも おぼえす、 他 は 二日の 月に 心 をと め たれば、 時雨 は 古今に 變ぜ ざる 姿 

ならむ。 され ど、 迄と いへ る 文字 は 未練の 叮 1^ なれば、 唯、 地に も 落さぬ と 有べき よし、 いつやら 中 さ 

れ 侍りし とか や。 

•  これお もん みれば 

と 論 及され て ある。 なほこの 句 は 『風俗 文選』 の 「去来が 諌」 (これ は、 「維、 寶永元 甲 申のと し 秋 九月、 落 楝舍の 

去來 卒す。 嗚呼 悲しい かな」 とい ふに 始り 、「今 我辭を 作て 彼 を 痛む。 此次、 必我番 にあたら む も、 又哀 なるべし。 

あ. <悲 哉 や。」 とい ふに 終る 全文 切々 たる 哀傷の 辭を 以て 綴られた 去來 の評傳 である) の 中の 一節に、 

あら 野の 時、 正風 體 のまな こ を ひらきて、 

湖の 水 まさりけ り 五 月 雨 

とか や。 猿 蓑の 選 を 蒙りて、 不易 流行の 巷 を わかち、 後 猿の 新風に のぞみても、 終に 幽玄の 細み を わす 

れす。  、 

木が らし の 地 にも 落さぬ 時雨 かな 

ほと X ぎす 啼ゃ 雲雀の 十文字 

と は 申しけ り。 又 いづれ の 仲秋に や、 

岩 はなや こ X にも ひとり 月の 客 

と吟 じて、 先師の 耳 を 驚かし、 月 賞 の 第一 、 古今の 秀逸に はき はまりた リ。 すべて、 一代、 \ ^逸 は 一 

兩句 もてる 人 さへ 稀なる べし。 此ぉ のこ は、 已に數 句に 及べり。 


と あり T 靑 根が の 「同門 評判」 の 一節に は、 

水う み の 水增 りけ り 五月雨 

, 风の地にも_^^さぬ時雨かな 

杜宇 鳴 や 雲 後の 十 文 字 

など 言へ る 一代の 秀逸の.？ いくら も あり. - 師の 句たり ともな か./ \ 上に 立が たし。 一人 もうら やまぬ も 

の はなし。 

等と も 記されて ある。 

次に、 この 章で 問題に なって ゐ るの は、 句の 等 類に 關 してで ある。 但し、 これに 就いては、 M じく 『去 米抄』 

中な ほ r 淸瀧 や」 の 句 (八〕、 「面檝 や」 の 句 (ー〇 い、 「月 雪 や」 の 句 a 六) 等の 場合に も 觸れて 居り、 又 rMi: 

評」 の 部に も 次の 如く 兑 えて ゐる。 

桐の 木の 風に かま はぬ 落葉 哉  凡  兆 

其 角 ：11、 是 先師の 欞の 木の 等 類な り。 兆 s、 しからす、 詞っビ きの 似た るの みに て、 こ k ろ大 にか はれ 

り。 去來 曰、 等 類と はい ひ 難し、 同 $ 架の 句な り。 同巢を 以て 作せば、 予 が^の 地に も^さぬ 刚 かなと 

いふ を かりて、 瀧 川の 底へ ふりぬ く 霰 哉と {n 出て、 いさ \ か 手柄な し. - され ど 兄より 生れ 勝らん は、 

又 各 別な り。 

門口 や 牛 王め くれて 初し ぐれ  作者不知 


去來曰 此句彥 根より 見せられ たるに、 其 角が 弱 法師の 門札の 句と 等 類と 評す。 予、 甚誤 なり。 其 頃は少 

し 似た る 事 もけば くしく 嫌 ひ 除て、 一句の 惣體を しらす。 門と いひ 札と いふに て、 はや 等 類の 評 をな 

せり、 いと 淺 間し。 

牽牛 花の 裏 を 見せけ り 風の 秋  許  六 

ー說、 此句 先師の 葛の 葉の 面 見せけ りと 等 類な りと。 許 六 曰、 等 類に あらや、 見せけ りと は詞 のむ すび 

まで 也。 趣向 か はれり。 去来 曰、 等 類と はい ひがたし、 同巢の 句なる べし。 たと へば 和歌に は、 花 さか 

ぬ 常 盤の 山の 鶯は おのれ 啼てゃ 春 を 知らん、 と 云に、 紅葉せ ぬ 常 盤の 山の 小男 鹿 はお のれな きて や 秋 を 

しるら む、 とよみても 等 類に はなら すと よ？ 俳諧に は 遠慮 あるべき 事 也。 

而 して、 これ 等の 結論と も 言 ふべき ものが 『去 來抄』 の 「修行 敎」 の 中に、 

去来 曰、 蕉 門に 同巢同 竈と 云 ふ 事 ぁリ。 是は前 吟の禱 形に 入りて 作す る 句 也。 たと へば 竿が 長くて 物に 

つかへ ると いふ 句 を、 刀の 鎖が 障子に さはる、 或は 枝が みじかくて 地に と^かぬ と吟 じか ゆる 也。 同鼇 

の 句 は 手 がらな し。 され ど 兄より 生れました らん は 又 手柄な り。 

と 見えて ゐる。 

『去 來抄』 以外の 書に も、 等 類 を 論じた もの は 頗る 多い が、 その 中から 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 『三 冊 

子』 に は、  . 

等 類の 事 おろそかに すべから す。 師の いはく、 他の 句より 先、 我が 句に 我が 句、 等 類す る 事 を しらぬ も 


の 也 3 よく 田 S 別て 味 ふべ し J 若、 わが 句に f 他の 句 ある 時 は、 必 わが 句 を 引べ し。 趣向に 表羞と 

あり。 句に も よるべし と は 云ながら、 大様の がして 等 類に なさす 取べ し。 ふるき 述 歌に、 

& はぬ 方に ちらす 玉章 

と-；^前句に、 

風 や 枝な き 花 を 送る らん 

と 布。 この： T 山風の 枝な き 花 を 管 こそ、 全ち りたる 體、 前 句 同意の 讓と 沙汰し ける よし ィ 又レ 

都 をば 霞と ともに 出し かど 秋風 ぞ ふく 白 河の せき 

都 こはま だ靑 葉に て 見し かど ももみ ぢ ちりしく 白； の 

ヒ哥 s、 師の S く、 いにしへ より f わかちた る作寶 よりて 讓 Q がれた ると 業る 也。 さも あ 

^ し。 今 師の思 ふ 所、 後のう た、 卯月 比 都を 出て 十月に 及び 白 川に 至り、 In 

前の 能 因 法師の f 思 ひ 出し、 彌 々その哥の 妙所 を I したりと 云 心より 管 I るべ し。 霉 にて， 「 

類よ くの がる &と 云り。 

『篇 突』 に は、 

一 こ ゑの 江に 横た ふや ほと \ ぎす  ム象 

時鳥 聲 横た ふや 水の 上  ， 


右兩 句、 甲乙 自已 にも 分が たく や、 沾德が 判に て 水の 上に 極る と 一 K 事を廣 めり。 此事 子細 あるべし。 

に 江に 横た ふの 方 勝れ リ。 李 由 • 許 六が 方へ も、 其 をり 此事申 贈られたり。 其 返答に も、 ー聲の 方す ぐ 

れ たりと は 申 遣し 侍る。 案す るに 後代、 沾德が 判に て 極た ると 云 事 を、 殘し給 ふ 故 成べ し。 門人に 對し 

て.？ を 定めた まふ 事、 いくばく か あらむ、 終に 其 判者の 沙汰な し。 勿論 其 極まらぬ 句 を、 廣め 給へ る 事 

もな し。 古兩句 共に 並べ 給へ る は、 自已 にも 一 聲の方 勝れり とお もへ る 成べ し。 (略) 古哥 に、 

日 も 暮ぬ人 も かへ りぬ 山里 は峯の 嵐の 音 斗して  基 俊 朝臣 

日く るれば あ ふ 人 もな し 正木ち る 3 今の あらしの 音 斗して  俊賴 朝臣 

此兩苜 いくばくの 相違な し。 時の 人 俊 賴の哥 勝れり といへ 共、 定家 卿の 判に、 俊 賴の歌 は 正木ち ると 云 

處 いろえに て、 俗の このむ 所、 是新 古今 時代の 費 也と て、 基 俊の 哥 すぐれた るに は 極まれり。 兩 句の 上 

を 見る に、 水の 上と 云詞、 正木ち ると 云に かよ ひ 侍れば、 江に 横た ふの 方愤に 勝れり。 

許 六が 朝顔の 句 を、 ある 人に かたりければ、 亡師の 葛のお もてに 作例 たるべし といへ り。 "くぐ f 

ふに、 少しも くるしから じ。 されば 師の句 は、 葛の うらと 云 古歌 を 返して、 初て、 

葛の 葉のお もて 見せけ り 今朝の 霜 

と は 言 はれたり。 是 おの づ から 制 也。 葛の うらと 云 事、 古今、 制 はなし。 朝顔の 句 は、 葛の うらに 對し 

て、 新み をい ひたる 句 也。 古人、 葛より 外に うらと いへ る 事な し。 まぢかき 鼻の 先に 朝顔の 有事 を しら 

ぬと 嘲りた る 句な らん。 此句韻 塞に 加入せ しか 共、 此事 書む 爲 出し 侍る。 您 じて 等 類の がれの 事 は、 


都 をば 設 と共に 立し かど 秋風 ぞ吹 しら 川の 關 能 因 法師 

都 をば 靑葉 と共に 出し かど 紅 紫ち りしく. JZ 川の 關 源 顿政 

右 兩苜、 心 • 詞少も か はらす して、 等 類に あらす と は、 定家 卿の 判 也。 產み 所の 各 別 成 事 をき- - 分て、 

しかも 作者の 手柄 也と て、 褒美した まふと は 師說に 聞け り。 

『靑 根が 峯』 に は、 

等 類 をの がれる 事、 師說、 

都 をば 霞と ともに いでし かど 秋風 ぞ ふくしら 川の 關  能  因 

都 をば 靑葉 とともに 出し かど 紅葉 散りし くしら 川の 關  頼  政 

此ニ 首心詞 少しも か はらね ども、 定家 卿の 判に 云、 頼 政が 哥は、 能 因が 哥を本 歌と して、 心！！ 少しも か 

はらね ども、 是等 類に あらす。 頼 政が 哥は色 を 詠みた る哥 也。 これ 產 所の 各 別なる 事 を、 先達 能く 聞 分 

給 ひて、 其 わかち をた て 給 ふ は難レ 有き 判 也。 加 様の 先達 ありて こそ、 俳諧 も 面.；！ く 侍れ。 或と き、 予 

が 句に、 

朝顔の うら を 見せけ り 風の 秋 

とい ふ 句せ しが、 をり ふし 丈艸へ かたりければ、 此句 翁のお もて 見せけ り、 の 葛の 句の 作例 たるべし と 

いはれ けり。 予 つく-^ とお も ふに、 此句 少しも くるしから す。 翁の 句 は 葛の うらと 云 古 哥の詞 を かへ 

し、 初めて 葛のお もてと はい はれたり。 是 おの づ から 制 也。 葛の うらと- * み ふ 事、 終に^:^^ 制 はなし。 
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時鳥 こ ゑ 橫 

兩 句の 橫たふ も、 霊た きに 

いたる 事 をい はん 奪 也： m 

ばら 水 光 接， 天、 白露 二 
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- ： ：  一，. ^--i やし づ ふ 1 、一 0 方 に 口 一一  尸 一一 二-二-、 そ 0  ーー\  ：  0 文 遺 に 、 

ほ と i ぎ す 聲 核 た ふ 二  ..ー；  0 」 一 

一 聲 0  ,ニ に 核 た ふ や ほ と 1 r す 

右兩 句、 お 德 が¥」 に 寄て、 二つ K にき はえさ、 る- VI 言 ひて， らヨな K 一ら. にたり： 今に 予が 所持す る もの 

せ： 予 へそ oi 一一 一-に 二-  . -- 一  三 二  なし： ん VCY-V 覺 一え， なし： 予は只 江に 横た ふの 方 ま 

されり と 返 辜. やし. vr 案卞 るに、 水の 上 0JH--f2 モレ は K へ 侍れ- デ、 - -  一. 二 はいらぬ 請-なり： 聲 よこた 

ふや 水 Q ェ、 と 一言 も殘 さすい ひつめ て- し -ー\ も 水の 上と いろへ たる 事？ 一， 沾德 はよ-つ こべり： これ 俗 

Q よろこぶ 所たり- 江に 橫た ふや、 とい ふ處 に、 いろ <0 こ 1 ろ を ふくめた る 事 を しら. K- 中/. \ 俗 


»> ~ 


の 耳に は 落が たし.^ 師 名人た るに よって 一 人の 意に 決し 给 はす、 人に いはせ て 論 をき はめ 給 ふ 人 也 J 予 

などに も 言 はせ て、 極め 給 ふ、 毎々 これ 有。 其 外 諸 門人 いづれ も 右の 通 也。 他 門の 人に も 言 はせ て、 句 

をき はめ：^ ふ 事 度々 あり？ しかれ ども 外の 句 は 刹 者の 沙汰た し。 此 句に かぎりて • 沾德が 判 を 乞 ふと， 

旁々 ひろめ 給 ふ： 是 子細の たき 事に は ある まじ。 沾德が 判に 極めた ると いふ 事 を 後代まで いはむ tr と 

かくはし るし 給 ふと 見えたり. - 兩句、 甲乙 は いづれ とも わきがた かり けれども、 すき *不數 寄 を 論す る 

時 は、 予は 江に 横た ふの かた 勝れたり と覺ぇ 侍る。 いひつ めすして、 心の あら はれ 侍る 事 を こめる 故 

也-〕 此事 奥に く はしく 記す" 哥 にも、 

日 も 暮ぬ人 も 歸 りぬ 山 ざと は 峯 の あらしの 音ば かりして 基 饺 解  ： 

日暮 るれば あ ふ 人 もな し 正木 散る 峯の あらしの 音ば かりして 俊 額 卿  Y 

此兩首 はいくば くの 相逮 もな し。 まして 下句 は 同じ 詞也。 人々 俊 賴の哥 を まされり とい ふと も、 お 家 卿 

の 判に 云く、 俊 賴の哥 は、 正木 散る とい ふ 所、 いろへ にして 俗の よろこぶ 處也。 是 いらぬ：：^ 也" 新 古今 

時代の 費と宣 ひ、 某-俊の 哥 まされり とき はむ ると いへ り。 兩 句の 上を兑 るに、 水の 上と いへ る こと は、 

正木ち ると 一一 ni ふに かよ ひ 侍る とお もへば、 江に よこた ふの かた をす き 待る 也。 

又、 『俳諧 寂 菜』 に は、 

換 骨の 事" 

物 い へば 眷 寒し あきの 風 
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唇ゃ藝 喰し あとの 秋の 風  許  六 

師弟お しなら ベて、 唇の 秋風、 是 にて 換骨を 知るべし。  . 

朱 簾 暮 棬. 西 山 雨 

朱 籠 乍 棬西山  雨 

叉、 . 

鹽 鯛の 齒ぐ きも さむし 魚の 店 

聲 かれて 猿の 齒 白し 峰の 月  其  角 

其 角 曰、 此 後反轉 して 猫の 齒 白し とも、 海人の 齒 いやし ともあれ、 發 句の 一 體備 りたらん に は、 等 類の 

難 ゆめ/ \. 有べ からす。 一 句の 骨 を 得て あまき 味 ひ を 好べ からす。 

『玉 池雜 藻』 に は、 

頼 政 立春の 歌に、 珍ら しき 春に いつしか うちとけ てま づ ものい ふ は 雪の下 水。 又貞窒 が 句に、 戀の叶 は 

ざる 人に か はりて、 打 解ぬ 雪 や 深 谷の 底ご& ろ。 又 加 賀の希 因が 句に、 梅 さけば ゆきに も聲ゃ 谷の 水。 

愚 も 先年、 打と けよ 花なる 春に 去年の 雪。 此句 いづれ も 同根より 出れ ど、 等 類は遁 れつべ し。 

と 見えて ゐる。 

併し、 等 類と は 結局 は 一句の 着想 *內容 又は 叙 法が、 ある 程度まで 類似した もの を 言 ふので あるが、 その 程度 

は 所詮 各自 王 觀に委 ぬべき もので あらう。 嘗て 其 角 は 『句 兄弟』 を 著 はして、 


これ は，— とば かり 花 の 吉野山 

これ は ，/,\- とば かりちる も樱 かな 

又 こ れょ り 靑葉ー 兑 となりに けり 

乂 これより 木屋ー 兑 となりに けり 

鲷は花 は兑ぬ Ei も ありけ ふの 月 

鯛 は 花 は 江戸に 生れて け ふの 月 


ド风 

素 

晋 


子 

子 


等の 三十 九 番の句 合 をな し、 「聊かの^ 道 を 工夫して、 等 類の 難 をの がれぬべし」 と 記して ゐ るが、 等 類と いふ 兑 

地から 言へば 許し 難い もので あらう。 ^ しこの 書に 於け る 其 角の 意 11 は、 或は是 等が 等 類で ない とい ふこと を 主 

張した ので はなく、 蓋し 自己の 作品と 並べて 古人 先達の 句 を 赏揚 しつ X、 換骨奪胎の 技巧に 於け る已の 銳ぃ才 

を兒 せ、 旦っ當 時 等 類に 關 する 論爭の 囂しい のに 對 して、 婉曲ながら 撰者と しての 立場 を 辯 護した ものである。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 木が らしに 云々。 

月 細く 其 形 も 木の葉に 似て、 西に 兒ぇ 初て はやく も 落る を、 風に ちる のかとう たが ひ兑 たる 所、 比喻 

也。 去 來が句 は、 又、 雨の 地に 落ぬ とい ふ 事 はな けれど、 木枯しの 吹 日に はら. と 少しば かり 降 事 あ 

p、 地の 濡る にも あらす、 雨 を 横 ざまに 吹拂 ひたる 其 さま、 地に も 落さぬ と兒 るべき の 風 ならん。 是 

比瑜 ならざる を まされり とする 事 知るべし。 
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と 見えて ゐる。 

七 春風に こかすな 雛の 駕籠の 衆  荻 子 ① 

先師 此句を 評し て 曰伊贺 の 作者 あたなる 處を 作し て尤 なつかし とな ③ 

り 丈艸曰 伊賀の あたなる を 先師 はしらす 顏 なれと その あたなる は 先 ® 

師の あたなら す や  ④ 

一校 異ー  • 

E ① 駕籠— かこ。 荻 子— 此ノ 二字 ナシ。 ③ となり— と 也。 ③ 伊賀— いか。 しらす 顏 I しらす かほ。 その あたなる は —其 

あたなる は 。「しらす かほ なれと 云々」 ノ 部分 二、 次 ノ如ク 傍註 ガ附 サレテ アル。 「あたなら する ゆへ なり。」 ④ あたなら す や— 

あたなら する 也。 

Gi ① 駕籠 —駕。 荻 子— 此ノ 二字 ナシ。 ③ あたなる 處 I 化なる 所。 尤 なつかし I 本懐し。 となり I と 也。 ® しらす 顏— 知 

らす かほ。 その あたなる は— 其 化なる は。 ④ あたなら す や —あたなら す や。 

IS ① 駕籠— 轎。 荻 子 —此ノ  二字 ナシ C ② あたなる 處 I 仇なる 所。 尤 なつかし— 尤もな つかし。 ③ あたなる を —仇なる を。 

しらす 顏— 知らす 顏。 その あたなる は— 其の 仇なる は。 ④ あたなら す や l:g ならす るな り。 
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8 此 ノラ 頭-一 §ト アル。 © 先師 此句を 評して 曰-先師 曰 この 句 I し 一」。 あたな 1- 仇なる 所。 ？ 2^ なる 

を —仇なる を。 その あたなる は— その 仇な ろ は。 ©ぁ たなら す T あたなら するな り。 

誘此 ノラ 頭 二  § ト アル。 I 師此句 を 評して 曰-先師 曰 この 句 を 評して。 あたなる， 仇なる 所。 となり— と 也 

ill あたなる を-仇なる を。 ill その あたなる は-その 仇なる は。 ④ あたなら す や-あたなら 

するな り。 

g 先師 此句を 評して 曰-先師 此句を 評して いはく。 尤 なつかし 1 尤もな つかし。 となり-と 也。 

I- 颭に こかすな i の 駕籠の 衆  s.f い 子い . - 

0^p(  fB. あだなる is して、 f^ti  In はく、  e 贺の あん 

なる を、 せ I し師 はしらす 離 なれ ど、 その あだなる は、 先師の あだなら す や。 

IP  はな 

r 實に こかす な雛の疆 の 衆 获 子」— I は、 こ I 子の 句の 批評 をな さって、 「gs 人ま萍 やかな 句 

を 乍る ので、 わたくしに は、 とりわけな つかしく 思 はれます。」 と 仰せられました。 .-s 一晶 をう やって、 ^ 

草 は 次の やうに 中し ました。 「伊賀の 人達の 作風の 華やかき を、 師 S 今迄 は 御存知なくて、 SSIr 

きになられた やうに 仰せられ ますが、 そ § やかな 作風 は、 H 師翁の 作風の 感化で きざい ませ 


ん か。」 

i 釋ー 

① 春風 春 吹く 風。 『三册 子』 に 「東風、 春風 也。 東風 開い 凍と 書 文 有。 夏 は 南風、 秋 は！： 風、 冬 は 北風と 漢に 用る 也.^ 和に さの 

みその 沙汰な し。 され ども. この 心 遣 ひ は あるべき か。」 と ある。 ① こ かす 倒す の 倒語。 ころがす。 ①な 勿。 動詞の 

下に 附 いて、 その 動作 を 禁じ 止めろ に 用ゐる 語。 ①雛 ひひな。 ひいな。 雛祭に 飾る 人形。 又は、 雛の 節句 を もい ふ。 

① 雛の 駕籠 雛人形の 駕籠と 解し、 たと へば、 積翠 園の 『去 來抄 評』 中の 意見の やうに、 「雛人形の ちいさき 駕を かつぎた る を 

風 吹かば た をるべし。 夫 をた をれ ぬよう にと 棚に 置た らん 云々」 と 見る こと も出來 る。 併し 別に 雛の 駕籠 は 雛の 使と も 言って、 

元 祿の頃 二月 下旬から 節句 前日までの 吉日 を 撰び、 雛人形 を乘 物に 載せ、 白酒の 襟. 雛 道具な ど を 釣毫に 載せて、 親戚に 贈る 風 爿 

習が あった。 その 駕籠 は鎮 打で 蒔繪を ほどこし、 朱の 房 をつ けたり した。 此處 では 後の 意で あらう。 なほ 『枇杷 園 句集』 に士朗 

の 「ひなの 駕花 のかげ よりみえ そめぬ」 とい ふ 句が あるが、 これな ども 雛の 使の 一 情景と 見るべき であらう。 ①衆 一群の 

人々 を 指して いふ 語。 駕籠の 衆と は、 駕籠 を かついで ゐる 人々、 又は 駕籠に 添うて ゐる 人々 のこと。 ①荻子 伊賀上 野の 藩 

士。 蕉 門の 俳人。 辻 氏。 (但し、 芭蕉の 終焉 記で ある 『枯尾 華』 に 悼 句 を 寄せて ゐ るが、 それに は r 津子荻 子」 と 見えて ゐる) 

名は景 方、 又は 景督、 通稱を 五平 次 (又 甚六) といった。 享保 十四 年 十月 十日 歿。 享年 不詳。 伊賀上 野の 佛性山 超 誓 寺に 葬る。 

② あだ 假 初な こと。 はかない こと。 實 のない こと。 こ& では、 寧ろ 華やかな ことの 意。 ③丈草 尾 張 犬 山の 人で ある。 內 

藤氏。 幼名 を 林 之 助、 後 • 林右衞 門と いひ、 佛幻 庵. 瀨窩. 弘句 庵の 號が ある。 藩、 王成瀨 家に 仕へ て 代々 重臣であった。 W 享元 

年、 二十 五歳 の 時、 家 を 異母 弟に 讓り、 指頭 を斷 つて 世 を 遁れ、 熊 野 山の 玉 堂 和 尙に參 した。 後 *洛 の 史邦亭 で 一に 兑ぇ、 篤 


實を 以て 同門に 推され、 世に 十^の 一 人と 數 へられ、 蕉 門の 迦 葉と 稱 せられた。 師 歿して 後 は、 近 江 粟 ほの 龍 ヶ岡に if を iJT ひ、 

三年の 喪に 服して、 その 佛幻 庵裡に 一字 一石の 法 華經 に、 ひたすら 師 翁の 供養 を 行った。 g 永 元年 二月 二十四日^、 年 四十 三。 

龍 ヶ岡 東 林に 葬る。 著書に は 『丈 草 句集』. 『ねころび 草』 などが ある。 ©L らず顏 知らぬ顔。 又は 知らない 様子。 

この 「_ ^風に」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』 である。 但し 『蕉門 誹諧 語錄』 に は、 

赛風 にこ かする 雛の 駕の衆  半  殘 

ゆ 賀の連 衆 は、 かくの 如く あだなる 所 を 作りて なつかし。 

と あるが、 此處に 作者 名 を 半殘と あるの は 明かに 誤謬で ある。 

この 十で は 「伊賀の 連 衆の あだなる 所」 とい ふ 事が 問題に されて ゐ るが、 5- 賀は 芭蕉の 鄕！： であった 關 係から 

蕉 門の 人々 が 多く、 世に 伊賀 蕉門 三十 一 人 衆な どの 稱呼も ある。 但し この 稱呼は 其 角の 『枯尾 華』 に 迫 w-.? を 寄 

せて ゐる 「^ 賀連 衆」 の數 から 想到して、 後人が 勝手に 命名した ものである らしい。 而も、 杜撰な ことに は、 そ 

の 『枯尾 華』 所收の 伊賀 俳人の 數も實 際 は 三十 二人で ある。 た^、 さう した 稱呼も 不自然に は 聞えない ほど、 5- 

賀に は蕉門 俳人が 多かった とい ふ 事 は 言 ひ 得る。 では、 所謂 當 代の 「^賀 の 連 衆」 と は 如何なる 人々 であった か 

を 紹介す る爲、 『枯尾 華』 を 次に 引用して おかう。 (これ は斷 るまで もな く、 孰れ も 芭蕉の 追 句で ある) 

三七日 伊賀 連 衆 追悼 句 
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はらく と泪 かれ 野の 薄 かな  來川烏 栗 

この 外に 貿蕉 門と して は、 『三 冊子』 の 著者と して、 或は 伊賀 蕉鬥 の銃官 として 土芳が 居り、 また 藤 堂 家の 蟬 

吟* 探 丸の 父子 をも數 へなければ ならぬ。 更に、 杜若 • 良品 • 梢 風 女* 園 風 *卓袋* 一  桐 *澤 雉 • 買 山 • 利 雪 ，順緣*  一  f 

木 白 • 石 口 • 長 眉 • 石 椎*甫 文 • 蛙 弓 • 裾 道 等、 殆んど 枚 擧の遑 もない ほどで ある。 上 は 城主から 下 は賤山 かつに 至る 

まで、 一 國を 擧げて 芭蕉に 心醉 して ゐ たらしい から、 芭蕉が 「なつかしく」 思った こと も、 當然 であった らうと 

想像され る。 

許 六 は 『靑 根が 峯』 の 「同門 評判」 の 一 節に、 伊賀の 蕉門 作者 を 評して、 

伊賀の 連中 は、 師 の故鄕 ゆへ に、 手筋 はすい ぶんよし。 しかれ ども、 一 人 切て いで \ 上洛す る ほどの 大 

將の i ずる 人な し。 たと へば、 天 鼓が つ^みの ごとし。 近年、 諸 集に いづる 伊賀の 俳 かい を 見る に、 打 

つ 人に 應 じて g がごと し。 支考が 打つ とき は、 大方 王 伯が 打てる がごと し。 南都の 者の 打つ 時 は、 道場 

の 太鼓に はおとれ り。 翁 在世の 時 は、 天 鼓が いで & 直に 打つ が 如し。 

と 記して ゐる。 芭蕉に とって は、 伊賀の 俳人 は單に その 鄕國を 同じく して ゐ ると いふ 理由から だけで も、 「なつか 

しく」 思へ たに 相違ない。 まして、 伊賀の 俳人 達 は 所謂 「あだ」 とい ふ、 共通の 作風 を 有して ゐ たが、 これ は芭 

蕉に とって は 特に 感慨 深く 感じられ たので あらう。  ， 

「その あだなる は、 先師の あだなら す や」 は、 「伊賀の 俳人が 『あだ』 であるから、 同じ 伊賀の 出の 芭蕉 も 『あだ』 

である」 とい ふ 様に も 取， e さう であるが、 これ はや はり 「伊賀の 俳人の 『あだ』 は、 芭蕉の 『あだ』 が殘 つたの 
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である」 の 意に 解した 方が 穩當 であらう と 思 ふ。 閑寂な 作風 を 好んだ-" 巴裕 一に も 一 面に は、 

ひよ ろくと 猶 露け しゃ 女郎花  (顿  5 

. 眉 掃 を 面影に して 紅粉の 花  (^  so 

等の 所謂 「あだ」 とい ふ 作風 も殘 されて ゐ たので ある。 

こ \ に 「あだ」 とい ふこと を、 今 は 華やかな ことと 解した が、 これに は 更に r^^sy の 「あだに 懼 るべき 幻術 

なり」、 『雜談 集』 の 「其 昔風と い へる 時の、 正 章 • 重 頼 • 立 圃上示 因、 一 句 とても あだなる 句 はなし.；、 乂、 『！ S お "Pt 

底 記』 の 「東へ 鳴けば 東の 鳥、 西へ 飛べば 西の 鳥、 風雅 も あだにお かし けれども」 等の 場合 も ある。 その 八：： に 

從 つて、 解釋も 相違すべき こと は 言 ふ 迄 もない。 又 『旅寐 論』 に は、  つ 

9 

ロ惜 かな、 先師 世に いま さば 皆 必ー變 して 新風 流行 せん。 旣に }H 化 在て 六 年、 いまだ 新風 を 起し 來る人 C 

なし。 たま/ \變 風に 似た る もの あれば、 近代の 古人の 糟釉 也。 ひとり^ 賀の述 衆、 比 II あだなる 句の 

風 あり。 尤 なつかしき 姿 也。 おも ふに 是 先師の 敎 なるべし。 先師の 句に あだなる 姿 は 多く 待ら すと いへ 

ども、 先師 在世の 內 より 此姿 伊賀に あり。 迁 化のと し、 關 東より 道す じ 尾 張に 立 寄 給 ひける に、 門人 常 

時の 風 を 窺 ひければ、 た^子 共の する 事に 心 をつ けよ と宣 ひける と 聞り。 又 その 前、 先師 深 川 をいで 玉 

ふとき、 野坡 別に 望んで、 來る 春の 歳旦 はいかに 仕 侍らん と 尋ね 巾け るに、 摘 今の 風 然るべ し。 五六 年 

も經 なば 一 變 して、 いよ/. \ 風 鉢輕く 移り行ん と敎 へ 給 ひける となん。 

と 見えて ゐ るが、 これに^れば 「あだ」 は 「幼げ な こと 一 の 意に 解す る こと も出來 さう である。 所で、 『去 來抄』 


の 「同門 評」 中には、 - 

起き ざまに ま そっと 長し 鹿の 足  杜  若 

乾 鮭と 鳴く 行く や 油づ&  雪  也 

鶯の 鳴て 見 たれば なかれた か  作者 しらす 

去來 曰、 賀の連 衆に あだなる 風 あり、 是則 先師の 一 體也。 遷化の 後ます く 多し。 斯 くの ごとくの 類 

なり。 其 愚なる に は 及びが たし。 支考 曰、 伊賀の 句 はさせる ことなき も あれ ど、 いやみな し。 5： 賀の連 

衆 は 上手な り。 

と 見え、 『花實 集』 に は、 

其 角 曰、 

鶯の啼 て 見 たれば 啼れ た歟 

起 ざまに 眞 そっとな がし 鹿の 聲  杜  若 

如レ斯 伊賀の 連 衆に 仇なる 風 あり。 是 先師の 一 體 なり。 遷化の 後、 ます/、 多し。 右の 類 ひ 也。 その 無智 

なる に は 及びが たし。 支考 曰、 伊賀の 句、 或は さしても なき 句 は あれ ども、 いやみなる は 一 句 もな し。 

伊賀の 連 衆 は 上手 也。 

と あり、 『俳諧 一 葉 集』 の 「遣 語の 部」 中には、 

春風に こかすな 雛の 駕籠の 衆  伊賀 荻  子 
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翁、 此句を 評して 曰、 ^賀の 作者 あだなる 處を 作して、 力なつ かしと 也。 丈 AHlr 伊賀の あだなる を師 

はしらす が ほ なれ ども、 其 あだなる は、 師の あだなら す やとなん。 

起 ざまに 露 そっと 長し 鹿の 足  ぉ杜. i;^ 

黄 i:;! の 啼て見 たれば れ たか  同 作者 しらす 

.0 ぐ ひすの 舌に のせて や 花の 露  同 牛  0 

となって 傳 へられて ある 0  . 

辰 後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇i_ ^風に 云々。  ，  う 

0 

仇なる とはい かなる 所 を さしてい ふに や 知らす といへ ども、 をして いは t -、 花 £；；| 風 H に對 して、 其 風流  C 

をい ひ 出る は實 にして、 雛人形の ちいさき 駕 かつぎた る を、 風 吹かば た をるべし、 夫 をた をれ ぬよ ふに 

と 棚に 避た らん 時に、 此.？ を 口す さみた る は、 世に いふ 仇 口なる べし。 伊賀 はばせ をの ssei にして、 述 

中も^ 親しければ、 ばせ をの 變風を おくそこ なく をし ゆる ゆ へなる べし。 

と 見えて ゐる。 

暴 

< 淸瀧ゃ 波に 塵な き 夏の 月  芭  蕉  ① 
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先師 難 波の 病床^ 予を めして 曰 此頃藺 女 か 方に て へしら 菊の 目 こ 立 

て 見る 塵 もな しと 作す 句に 似た れは淸 瀧の 句 を 案し かへ たり はしめ 

の 草稿 野 明か 方に 有 へ し 取て 破る へ しとな り 然と もはや 集に もれ 出 

侍れ は捨 るに 及 はす 名人の 句に 心 を用ゐ たま ふ 事 しらる へし 


③ 

④ 

⑤， 


蒸-はせ を。 ② めして 曰-召て 曰。 此頃 I 頃 曰。 52 女。  <  , 此ノ 爪印 ナシ。 目に 立て— 目 こたて 

、 ③ 句に 似 たれ は —過し 比 Is 句に 似 たれ は。 案し かへ たり |¥ かえたり。 はしめ の I 初の。 h 

匿 かたに。 破る へしと なり I や ふるへ しと 也。 集 2 くに。 I るに I すつ るに。 ihy 

SI。  si 讓 の棄に—扁床 に。 めして 甲 I。  f 頃 曰。 0  i 

シ しら 甲 白菊。 ③ 句に 似 たれ は— 過し 頃の 句に 似れ は。 案し かへ たり I 案し 替 たり。 はしめ の —初の。 へ H 

1 ん。 破る へしと？ i るへ しと 也。？， 集く に。 I るに— 捨に。 用 善 ナ I ふ。 〇 有へ 1 

③ めして 曰— 召て 曰。 此 頃-頃日。 1,1 へ —此ノ 爪印 ナ シ。 しら！ 菊。 目に 立 下目に たで。 

§ に ^ れは I 過し 頃の 句に 似 たれ は。 はしめ の I 初の。 ④ 有へ し-. 有ん。 然と も- 然共。 は T 早 や。 集に-集々 こ。 

もれ I 漏れ。 I るに— 棄 るに。 用ゐ たま t 用 ひ 給 ふ 。しらる へし I 知る へし。  集.* 集 

11 II はせ を。 此 ノ句ノ 頭_ー  i ト アル。 ② めして 曰— 召て 曰。 f 頃 曰。 I. 方に 下 
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かたに て。 へ —此ノ 爪印 ナシ。 しら 菊— 白菊。 © 句に 似 たれ は —過し 頃の 句に 似 たれ は。 はしめ の —初。 S 野 明か 方に I 

野 明か 方に や。 有へ し— あらん。 破る へしと なり— や ふるへ し。 然と も —然れ とも。 集に I 集々 に。 ® 及 はす I 及す と 也" 

用ゐ たま ふ— 用 玉 ふ。 

隱① 波— 浪。 芭蕉— はせ を。 此ノ句 ノ頭ニ 「® 笈日 記」 ト アル。 ② めして 曰 I 召て rn。 此頃 —頃日。 蘭 女 —阅女 U へ I 此ノ 

爪印 ナシ。 しら 菊— 白菊。 ③ 句に 似 たれ は —過し ころの 句に 似 たれ は。 案し かへ たり— 案 思 ひかへ たり。 はしめ の —初の。 

④野 明か 方に— 野 明か 方に や。 有へ し— あらん。 破る へしと なり I や ふるへ しとな り。 然と も —しかれと も。 ^に 11;!--.,^ 

に。 ® 出 侍れ は I 出る は。 及 はす— 及す と 也。 句に I 句く。 用ゐ たま ふ —用 玉 ふ。 しらる へし— しるへ し。 

③ めして 曰 —めして いはく。 ④ となり I と 也。 然と も —然れ とも。 ⑤出 侍れ は —出て 侍れ は。 拾る に —抡 つるに。 £ 

ゐた まふ —用ゐ る。 


きょ  たき  な ふ  ちり  なつ  つき  ば  *3 

淸瀧ゃ 波に 塵な き 夏の 月  芭  蕉 

せんし  な 二よ  び a 'うし やう よ  いこ  ごろ その ぢ よ かた  しらぎく めた  み  ちり  さく  く 

先師、 熟 波の 病 床 に予 をめ して 曰 はく、 此の頃、 蘭 女が 方に て 「白菊の 目に 立てて 見る 醒も なし」 と 作す.？ に 

に  きょた き く  あん  さう かう や めい かた あ  €  やぶ  しか 

似 たれば、 淸 瀧の 句 を 案じ かへ たり。 はじめの 草稿、 野 明が 方に 有るべし。 取りて 破るべし となり。 然れ ども 

しふ  いで はべ  す  およ  めいじん く  こ * ろ もち  こミ 

はや 集に もれ 出 侍れば 捨 つるに 及ばす。 名人の 句に 心 を用ゐ たま ふ 事 しらるべし。 
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「淸瀧 や 波に 塵な き 夏の 月 芭蕉」 11 師 翁が 大阪で 御 病氣に なられてから 後の ことです。 その 病床に、 わたく 

し をお 呼びに なって、 仰せになります に は、 「この頃、 園 女の 家で 『白菊の 目に 立てて 見る 塵 もな し』 とい ふ 句 を 

作り ましたが、 曾て 作った 『淸瀧 や 波に 塵な き 夏の 巧』 とい ふ 句 は、 この 白菊の 句と、 想が 似通うて 居ります か 

ら、 淸 瀧の 句 を 作り かへ て、 『淸瀧 や 波に 散り 込む 靑 松葉』 と 改めました。 初めの 『波に 塵な き 夏の 月』 となって 

ゐる 草稿が、 たしか 野 明の 許に あった 害です から、 破り 捨てて 下さい。」 とのこと で ございました。 けれども、 こ 

の 句 は旣に 『其 便』 を 初めと して、 諸 書に 出て しまって 居ります から、 今更ら それ を 捨てよう にも、 間に合 ひま 

せぬ。 この 一 つの 事柄から も、 師翁 ほどの 名人で さへ、 どれほど 一 句に 苦心 をお 拂 ひになる かとい ふこと を、 ^ 

り 得る と 存じます。 

fly 

GI 京都の 北西に あ る淸 瀧 川の ことで、 保津 川の 一 小 支流で ある。 其の 峡谷に 高 尾 .ST. 等の 勝地が ある。 ②難 

波 今の 大阪 地方の 舊稱 で、 浪速 .讓と も 書く。 新羅 征伐 II 波に 輻湊 したので、 難 i、 又 難樊津 ともい ふ。 大阪に 

ゐた蕉 門 俳士に は. 舍羅 * 竹 *¥ 芙 雀- 一 有. 園 女 ニ戶角 (諸 撰 集に 或は 京、 或は 大 坂と 肩書して ある) 等が ある。 難 波の 病 ii^ 

と は、 元 祿七年 九月 晦日に、^ 蕉が 大阪で 急病に 權り、 南 久太郞 町の 花屋 仁左衛 門と いふ 者の 裏 座敷 を 借り受けて. 臥せって ゐ 

た 時の 專 を指 すので ある。 ③ I 伊勢松 坂の 入、 渡會 SS 師§ 女 『菊の 壟』 に 父 置の 句が 收 めら れて ある。) で、 

山 田の 斯波 一有の 妻と なる。 初め 杉 K 美津女 (5 門) に 師事し、 元祿 ニ年薦 一の 敎 示に 接した" 同 五 年、 一有と 共に 大阪こ a 
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て、 夫婦で 前 句 附の點 者な ど をして ゐ たが、 夫の 歿後よ く a 操 を 守り、 雍髮 して 智鏡 尼と 號 した〕 後年 江戶に 下り、 傑 川に 住，^ 

科 を 業と し、 俳諧 は 其； 5： に 師事した。 享保卞 一 年 四月 一 一十 H 歿、 年 六十 三。 深 川 靈岸寺 開 3 堂に 雜る。 撰 = ^に r 菊の^』 .『鶴 

の 杖』 等が ある。 ④ 草稿 原稿。 したがき。 ④野明 京都の 郊外， ^峨の 人で ある。 初めは 鳳 似と 號 して、 ^？牧の門に 

ひらお し 

P んでゐ たが、 後に 蕉 門に 歸 した。 I 巴藉に 「その 名の 似 を 厭 ふべ し」 と 注意され て、 野 明と 改めた と t 二。 『續 猿^.' に、 「平 折 

に 五反田く もる 時； 1 かな」 の 一 句が 收 めら れて ある。 姓、 歿年 不詳。 ④集 撰 集の 意。 俳句を^；^-めた書のこと。 © 心 を 

用ゐ たま ふ 事 御 苦心 をな さる こと。 

§ 考ー 

この 「淸瀧 や」 の 句の 出典 は 『其 便』 • 『陸 奥衞』 である。 低し、 『其 便』 に は、 

嵯峨に 籠りて 

淸瀧 ゃ浪に 塵な き 夏の 月  芭  袍 ^ 

と あり 、『陸 奥衞』 に は、 この 前書が 「峰 蛾に 籠りし 比」 と 2- え T 六月 や 峯に雲 澄 あらし 山」 の 句の 次に 並 記され 

て ある。， 又、 この 「淸瀧 や」 の 句と 關聯 した 句に、 『笈 日記』 に は、 

大 井川 浪に 塵な し 夏の 月  芭  蒸 

の 句、 及び、 

淸瀧ゃ 波に ちり 込む 靑 松葉  笆  0 
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が あるが、 これ は 『翁 草』 に は、 

淸瀧 眺望  一 

淸瀧ゃ 波に 散 込ム靑 松葉  芭  蕉  一 

と あり、 この 句 は 更に 『泊 船 集』 にも 見えて ゐる。 又、 『俳諧 棚 さがし』 に は 以上の 一 一句の 外に、  . 一 

一 

は g  i  i 

淸  清  ^ 

淸 瀧の 水 汲よ せて ところてん  一 

淸 瀧の 波に あら ふや 夏 の 月 

の 二 句が 見える が、 この 中 「心太」 の 句 は 『笈 日記』 に は、  一 

野 明 亭 

淸 瀧の 水 汲よ せて ところてん  笆  蕉  一 

と あり、 『泊 船 集』 に は、  へ 

淸 瀧の 水く ませて や ところてん  芭. 蕉  - 

淸 瀧の 水く ませて や ところてんと あ.^ し は、 野 明に 引 さき すてさせた まふ。 笈 日記に、 水く みよせ てと 一 

いふ は、 あやまり なるよし。 

と 見えて ゐる。 又 次の 「波に あら ふや」 の 句 は、 『俳諧 一 串杪』 『芭蕉 句 解 參考』 等に も 見えて ゐる。  ： 

次に 「白菊の」 の 句 は 『木が らし』 『芨 日記』 『菊の 塵』 『泊 船 集』 『後れ 馳』 『春と 秋』 『得々 庵 記』 等の 諸 書に 


兑ぇ、 殊に 『菊の 塵』 に は 此の 句 を 立 句と して、 園 女亭で 興行した 次の 如き 歌仙 一 卷が揭 げられ て ある- 


白菊の nil に 立て 見る 塵 もな し 

紅葉に 水 をな がす 朝 月 

冷く と 鯛の 片身 を 折 まげ て 

何にもせ すに 年は暮 行 

小 襖に 左右の 銘は 煤び たり 

みやこ をち つて 國 - の 旅 

あらたまる 秤に 銀 をた めて みる 

袖 ふ さぐより 親の 名代 

垣 越に ちょっと 盥の禮 いふて 

普請のう ち は 小屋で 火を燒 

よめ 

歸ら ぬ に き はまる 师 のさめ すまし 

酒 買ての む n 十稻 のす り 初 

はれ-^と月の出か-- る 杉の 森 

夜 詰 ひけたる 町 宿 の 秋 

とれた やら 濱 から 通る 看 籠 
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.ネ し なの ま 

恢 りく      也せ 風^ 樅 ミチ む 花 る 


ば 何諷洒 そば 何 惟 支そ洒 ミほ諷 何ば 洒 

せ  のせ  の  せ 

を 中 竹 堂 女 を 中 然ぉ女 堂 川 竹 中 を 堂 


— ClOO)  


女 

然 


老 0 ちからに 5:*、 ほ し が る  瀰 

餅ち ぎる 鍋の あかり Q 賑 かさ  支 

敷かぬ 疊の： S でかさ な る  そ の 

田の 水の 注 速に 流る i 花 <a 

の さし 木 みどりの び 行 

芭 i« 一の 發句は 人口に 險 炙され た 句で あれば ある ®r  害に よって その 傳へを 異にする のが 例で あるが， この 「淸 

？ゃ 一 の 句の 如き も その 一 例と いふべき であらう" 

この ー淸灑 や」 の 句に 就いて 論及して ゐ るお" の 中から、 代表的た もの をク、 に 列 If すれば T 旅寐^ J に は， 

淸黼ゃ 波に ち り た き 瓦の 月  先  0 

先師， 此句は 清 濺の初 0.^ 也： 師 ばし：^ n ふ， 我 を 呼て， 比日 その 女 かたに て， 

白菊の n に 立  一- U る k1」 v.. な し 

と 云 句 を 作 すれば， 淸灑の 句 を^ じ i へたり- >  わすれす 害と： め l^jli- が 方-,」.  ：：.： W り： i;-. へし 

とて， 

ゆ；？ 蘿ゃ波 こ ち りこむ 靑 松葉 

此句を かたり 給 ふ- ^ 是ら はタた 一つつ： おるべき ほどの 事に は 侍らね ども， 名人の 心 を W ひ 給 ふ 事、 るべ 

し" されば. にち り きの 句 は， つぬ を， IS の 句と い へば 鬥人 あらそ ひ 出し 
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て、 集，， （\ に 見へ 侍る。 誠に 師の 本意 を 破る も淺 間し。 

『靑 根が 峯』 に は、  ， 

淸瀧ゃ 波に 塵な き 夏の 月  翁 

白菊 や 目に たて \ 見る 塵 もな し  同 

右兩 句、 塵な きとい ふ 事、 後に むづ かしと て、 波に 散 込む 靑 松葉、 と は 案じ か へられた りと 聞 ゆ。 退て 

案じ 見る に、 此塵、 志の 趣け る 所 同じさ まなり。 故に あんじ か へられた ると は 見えたり。 西 行 上人 も、 

淸瀧 川の 水の しら 波、 と はつよ くよ みたま ふ 也。 波に 散 込む 靑 松葉と、 涼しく 師の言 ひ 給 ふつよ み、 西 

一 了 へ 註 。〔新 古今 和 欲 集〕 に 「ふり づ みし 高嶺の み * ンこ /2」|^ り」 -❖.Jal^^'o 

1.0 の 1¥ ぐ、」 けにけ りきよ き 川の 水の し VT 一 だ -、J ある。 」K まと ォ.^ 1^ 愛， づ 

然るに、 この 「淸瀧 や 波に 散り 込む 靑 松葉」 は 「大 井川 浪に塵 なし 夏の 月」 の改 案で あると いふ、 もう 一 つの 

說が 存在す る。 卽ち、 『三 冊子』 に、 

淸 瀧ゃ浪 にち り込靑 松葉 

此 はじめは、 大 井川 浪 にち りなし 夏の 月、 と 有。 その 女が 方に ての 白菊の ちりに まぎら はしと て、 なし 

か へられ 待る 也。 

と 土芳は 記し、 また 『笈 日記』 に、 

九日。 服用の 後、 支考 にむ きて、 此事 は去來 にも かたり をき ける が、 此 度嵯峨 にて し 侍る 大 井川の ほつ 

句お ぼえ 侍る 欺と 申されし を、 あと 答へ て、 


(lU: — 


大 井川 浪に塵 なし 夏の 月 

と吟じ 中ければ、 その 句、 園 女が. HI 菊の 塵に まぎら はし。 是も なき 跡の 妄執と おもへば、 なし かへ 侍る 

とて、 

淸瀧ゃ 波に ちり 込む 靑 松葉  翁 

と 支考は 述べて ゐる。 

たと へ 、「淸 瀧 や」 の 句で， はなくて、 「犬 井川」 の 句で あるに もせよ、 これらの 句と 「ね 菊の」 の 句と が 同^の は 

に、 前の 方 を 取消 さう と、 それ も旣に 危篤の 病床に ありながら、 弟子に 命じた 芭 蒸の 心 持 は、 私共が 大いに 味つ 

てみ るべき 點 であらう。 句の 表面から のみ 見れば、 この 兩 句の 類似 は、 單に 「塵な し」 とい ふ 語 だけで あるに も 

拘ら す、 笆蕉 にと つて は 死よりも 重大で あつたと いふ 事 は、 考 へても 尊い ことで ある。 

『芭蕉 翁 反古 文』 の 「九月 二十 六日」 の條に は、 

廿 六日。 園女亭 也。 山海の 珍味 を もて 饗應 す。 婦人ながら； f を た^し 敬 屈の 法 を 守る、 Js: 潔 閑雅の； g 人 

なり。 實は 伊勢松 坂の 人と ぞ。 風雅 は 何某に 學 びたり とい ふ 事 を しらす。 岡 西 惟中が 偷 前より 浪華に の 

ぼり し 時、 惟中が 妻と なる。 其 時より 風雅の 名ます/. H 咼し。 惟中が 死後、 江戸に くだりて、 北 ハ^が e: 

人と なる。 

白菊の. 目に たて.^ 見る 塵 もな し  翁 

紅葉に 水 を 流す 朝 月  園  女 
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歌仙 一 卷袖 草子に あり。 連 衆 九 人、 哥仙 あり。 別記。 惟然 記" 

と あり (slis き 漏- れ まるる 一。 5」)、 飛んで 「十月 六日」 の條に は、 

六日。 天氣 陰晴き はまらす。 朝の 食、 人 1； 三缓。 前夜 終宵 寐人 たま はす。 暫く 睡眠した まふ 御 目 ざめ よ 

り、 去來 をち かくめ して、 先の 顷、 野 明が 方に 殘し置 侍りし、 大 井川に 吟行 せし 句、 

大堰川 波に ちりな し 夏の 月  翁 

此句、 あまり 景色 過 たれ ど、 大 井川の 夏氣 しき、 いひ かなへ たりと おも ひゐ たりし が、 淸瀧 にて、 

淸瀧ゃ 波に ちり こむ 靑 松葉  翁 

と 作りし、 事柄 は變 りたれ ど、 同巢 なりと 人の いはん もい か^なれば、 大ゐ 川の 句は捨 はべらん と汝に 

申たり。 しかるに、 頃日 園 女に 招れ て、 

白菊の 目に たて \ 兒る塵 もな し  翁 

と吟 じた.^。 是又同 案に 似て 句の 道筋お なじ。 それ 故、 前の 二 句 を 一 向に 捨 はべりて、 白菊の 句 を殘し 

おき 侍らん とお も ふ 也。 汝が 意い かん。 去來泪 をう かべ、 名匠の かく 名を惜 み、 道 を 重 じた まふ 有が た 

さよ。 縫 句 一 章に、 さまで 千 辛 萬 苦した まふ 御 病腦の 中の 御 骨折、 風雅の 深 情 こそ 尊と けれ。 眼 ある も 

の、 何者か、 此句を 同 案 • 同巢と 見るべき。 恐ながら 此句を 同 案 • 同巢 など \ 申 もの は 無 眼 人と 申 もの 

なり。 其 ゆ ゑは此 句々、 景情 別々 備 りて、 句意 を 見る 時 は、 三 句と もに 別な り。 かるが ゆ ゑに、 我 は 句 

の 意 を 目に 見て、 H の 姿を兒 す。 靑苔日 厚 自無レ 塵。 これ はこれ、 隱 者の 高 儀 を ほめた る 語。 今 は 園 女が 


いまだ 若く して、 陌上 桑の 調 ある を ほめた まひた る吟 なり。 意 も 妙な り、 語 も 妙な り、 世上 此句を 兌る 

もの、 園が 淸節 をし らん。 波に 塵な しの 語 は、 左 太 仲が、 必非， ー絲 與,. 竹、 山水 有， ー淸 音， といへ る 絶^も 

おも はれ、 園が 二 夫に まみえざる 貞潔と、 大井 ，淸 瀧の 絕景 と、 二 句の 問 相たがって、 成^ じても あま リ 

ありと 申せし かば、 師も 機嫌よ くお はしけり。 去來 記. - 

と えて ゐる 0 

なほ 『はいかい 袋』 に は 次の 如き 記載が ある。 

古 翁、 むかし 終焉の ちかき 比なら む。 かの その 女が 家に あそびて、 しらぎくの 目に たて.^ 見る ちり もな 

し、 と 詠 じ 玉 ひし 其 墨痕 や、 なに はに 終の かたみと なりてけ る を、 さらに その.^ ちの 行衛を しらす。 さ 

れば、 心 有限 はした ひ、 ひそかに おしみ あへ りけ るに、 ちか 比 はからす 大江 老人の 手に入し こそ、 誠に 

風雅の あっきが いたす 所 か。 しかも 支考 のおく 書まで 添 ひて、 實も無 雙の珍 寶と稱 すべし。 こ& にお ゐ 

てもちぬ しの 叟、 ばせ を 翁の 百 廻 忌 を かねて、 其 しら 菊の 會を まう け、 この 圆成 精舍に 終日の 法^ を 催 

さると て、 各ち かうまい りて 拜覽 する に、 紙上うる はしくて、 すみいろ 猶か はかぬ 如し。 吾 問く、 公の 

殘 菊の 宴 も 故 有て、 このかんな 月に 行る、 例と かや 承る. - 今此會 のおの づ から 其 時に あへ りけ るよ と、 

人々 さ^めき あ ひぬ。 

しのぶる やい やしら ぎくの むかし 文  不二  桃  居 

支考 おく 書 
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此】 章 は 先師 浪花に おはして、 その 女が 招請に これ を 中され し 句 也。 さる は 甲 戌の 秋 I1K 月末の 

事なる べし。 これ を 生前の 筆の なごりと おもへば、 ことさらに なつかしく、 今 この 事 を こ X に 

かきつけ たるな り。 

元祿 ひのとう しの 年  東 1 ヒ 坊 

一 軸の うらに、 

早稻の 香の 高 詠 をの こし 玉 ふ 有 磯なる 右吉 亭に ひめ 置し 事、 とし l^o 誠に この 一 軸、 そ Q かみ 

の やの 推敲 ありし は、 その 女が 佳 會の後 成べ し。 

寬政 子晚春  閬  更 

寛 政 五 年 癸丑 十月せ 七日 興行 、 百 廻 忌後实 於大， 江 隣 江 戶衆 と 

六 呤哥仙 行 

しらきく の 後 しらぎく のちり もな 

仰げば いま も そらに あ さ 

たび 衣 露の 岡の べ杖曳 

外 に ひ V  くの はたが こだま ぞ 

まち かひ のうぐ ひす 聲 はやせな が 

冬 の ひ-な た の あ さか ナり 
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執 不午完 馬 哥大午 完馬哥 大午完 

江  江 
筆 二心 來肝白 丸 心 來肝白 丸 心 來 


湯豆腐の 湯に 腸 を そ . ^ぐらむ 

津で 目の さめし 太々 の ゆめ 

シ ャ タ ラ の 糸 の ほ つれの 物う さに 

筆う ち 震 ふ 丹精の 聲 

成 佛の召 や ふた \ び 泣ぬ 也 

夜の 眞 葛のう らし ろき つ ゆ 

風 さはぐ 心に 滿. る 月 もみつ 

身 は うつせみの 笠 島 の 神 

盜人 のかへ した 古き 片燈 

わらう っ槌も 重きし わ 腕 

さ い ば ら の に しの 御寺とう た ひつ.^ 

日 は 午に めぐる 七 曲 の 山 

しらぎく の め うかう 往む 花の 座よ 

も k とせ した ふ 蝶と りの あと 

右 

しら 菊の 一 軸 傳來の 由緒 
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一 軸 は 元 fi 七 年 九月 廿 七日、 倉の 一 順にて 杉 はら 紙の きれな り。 速 衆 は、 

色 蒸 支考 惟中 蘭 女 諷竹涉 川 何 中 惟然 舍羅 洒堂十 人。  . 

其 折の かたみ なれば と、 後に 支考 かたお く 書 を 望 遣しながら、 惟中 は 死し、 筒 女 も、 江戶へ 下りて 死した 

れば、 其 ま- -支考 が 手より 有 磯の 人に あたへ ぬと おも はるれ。 この 人と 鬧史と は 一門な りし ほどに、 

はこの 所へ 行て、 此ー軸 を もよ く兒ぉ ぼへ たりし が、 いかにして 越 前へ はった はり、 又： S 花へ もどり 玉 

ひしに やと、 半 化 も ふしぎに 中され ける。 これ もと 越 前より は、 澤 m むめ 三と いへ る 人の もとへ 來 たり 

しが、 浪花に 有べき ものと て、 むめみ つ、 もとめて さし をき しが、 此人 は狂哥 のす き 人、 我ら ははい か 

いの 好 もの なれば と、 夫/ \- の ものに かへ て 我らに つたへ 侍りし が、 むめみ つも i:^ 政 十と せの むなし 

くな り被レ 申、 ばせ を 堂の あるじ もお なじ 夏 身 まかり 申さる。 かさね-^ のかた みのし なに こそ あれと、 

こ \ に斷 しるしぬ。 

ある 人の 云、 去ぬ る 比 遊行 寺のう ちに うづ もれ 有し 位^ を も たづね し、 寸^の ぬしと 二人して、 

花やが うらの あと を も あら はし、 八十 年た えてな かりし 處 にて、 はいかいの 法.^: をつ とめ、 遊行 寺 

に 安置せ し 木像、 ひと 度 は 江戸に ありし を も 尊み 守りて、 上がた への ぼせ 巾され し 事 杯、 祌 翳もう 

れ しく ゃ覺 しけむ、 - この 一 軸の こなたへ 來 ませる ものなら むと 被レ 申け るに ぞ。 いか 様、 故 ある 事に 

もや あらん かしと、 かたへの 人 も 申されき。 

又 ある 人、 此 一 軸の 入し はこの ふたに、 
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たぐ ひ 有と たれ か ははい む 末 句 ふ あ きょりの ちの しらぎくの 花 

これ は是、 寬 文の 帝の. 御製に して、 細 川 家の 奇 楠の 御銘 なり。 次 手お もしろ ければ とて、 した \ め 申さ 

れし。 

其 外遊 行 寺 法要 之 式 百 員の はいかい、 叉 雪中 • 完來、 義仲 寺に ての 獨吟杯 は、 兩 庵の 一 集 あるべき 

けっかう なれば 略 レ爱〕 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 淸瀧ゃ 云々。 

笈 日記に、 ばせ をの 物語 をのせ て 曰、 此事 は去來 にも 語 置け るが、 此 度嵯峨 にて し 侍る 大 井川の 發句覺 

侍る かと 申されし を、 あ AI 答て、 大 井川 浪に塵 なし 夏の 月、 と呤じ 申ければ、 其 句 園 女が 白菊の 塵に ま 

ぎら はし、 是も なき 跡の 妄執と おもへば、 なし かへ 侍る とて、 淸 瀧ゃ浪 にち り込靑 松葉と 兒 へたり。 予 

按 する に大 井川の 句より あしか らんに は、 なし かへ たりと はい はじ。 まされる 所有れば なるべし。 され 

ば、 今 句 を 作らば、 此 所に 眼 を 付べき 手本 たるべし。 

と兒 えて ゐる。  . 

九 凉 しさの 野 山に みつる 念佛哉  去來① 
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是は善 光寺 如來 の 洛陽」 M 如 堂 に 遷座 在し 時 の吟也 はしめ の 冠 は ひい ③ 

やりと 、置たり 先師 曰か 、 る 句 は 全 鉢お となし く 仕 立る ものな り 五  @ 

文字し か へ てよ しとて 風 薫と 改め 給 ふ 後 猿 载の撰 場に は W 改て 今の ® 

冠に そせ させけ る  ® 

一校 異ー 

03 凉 しさの I す、 しさの。 ②是は I 此は。 在し 時| 有し 日。 吟也— 吟 にて。 はしめ— 初。 @ ひい やりと、 m ほたり I ひ 

いやり と 也) 全 鉢 —全 休。 ものな り I もの 也。 ④ しかへ てよ し —しかるへ からす。 風薰 —風 〔る。 改め^ ふ— 改め： 止 ふ C 後 

猿 簑の撰 場に は I 後 猿 撰の 時- 再改て 今の— 再 ひ 今の。 ® 冠に そせ させけ る —冠に 直して 入 句 ましく けり。 

IE ③如來 の— 如來。 遷座— 迁坐。 在し 時 —ありし 時。 吟也— 吟 にて。 はしめ I 初。 ® ひい やりと  > "置たり— ひい やりと 也" 

ものな り —もの 也。 ④ しかへ てよ し I 然 へからす。 風薰— 風薰 る。 改め 給 ふ— 改め。 後 猿 繞の撰 場に は— 後 猿，— 撰の 時。 0 

改て 今の— 再 ひ 今の。 ® 冠に そせ させけ る I 冠に 直して 入 句 ましく たり。 

ise みつる —滿 る。 へ ふ f. 哉— 念佛 かな。 ② 如来の I 如來。 遷座 I 遷坐。 在し 時— 有し 時。 吟也— 吟 にて。 はしめ I 初。 

© ひい やりと、 置たり I ひい やりと なり。 か、 る— 斯る。 仕 立る— 作す。 ④ しかへ てよ し— 然るへから す。 風； f^il 風；！ る。 

後 猿 襲の 撰 場に は I 後 猿 蓑 撰の 時。 再改て 今の— 再 ひ 今の。 ® 冠に そせ させけ る I 冠に 直して 入 句 ましく けり。 

E0 ①凉 しさの I す \ しく も。 念佛哉 I 今お 佛 かな。 此ノ句 ノ頭二 「® ソ クサ ル ミノ」 ト アル。 ②如來 の 1 如來。 遷： 挫 I. ば- 
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在し 時— 有し 時。 吟也 I 吟 なり。 はしめ I 初。 ® ひい やりと. 1 置たり I ひい やりと なり。 ものな り —もの 也。 ④ しかへ 

てよ しとて— 然るへ からすと て。 風薰— 風薰 る。 改め 給 ふ— 改め。 後 猿 養の 撰 場に は I 後猿簑 撰のと き。 再改て 今の I 再吟 

の。 ⑤ 冠に そせ させけ る II 冠に 直して 入 句 ましく たり。 

圏①凉 しさの —凉 しく も。 念 佛哉— 念佛 かな。 此 ノ句ノ 頭-一 r® 續猿」 ト アル。 ③如來 の— 如來。 遷座— 迁座。 在し 時 I あ 

りし 時。 吟也 I 吟 なり。 はしめ I 初。 ③ ひい やりと、 置たり— ひい やりと なり。 仕 立る— 仕置る。 ものな り —物 也。 ④ 

しかへ てよ し— しかるへ からす。 風薰 —風薰 る。 改め 給 ふ I 改め。 後 猿 簑の撰 場に は— 後 猿 蓑の 時。 再改て 今の— 再吟 の。 

⑤ 冠に そせ させけ る— 冠に 直して 入 句 ましく たり。 

园③ 遷座 I 迁座。 吟也 I 吟 なり。 © ひい やりと k 置たり I ひい やりと と 置たり。 ものな り— もの 也。 ④風薰 —風薰 る。 

再改て 今の I 再 改めて 今の。  . 

0 諠 

す *v  の fi  ね； it つかな  き， よ  も. 5- 

涼し さの 野 山に みつる 念佛哉  去  來 

これ ぜんく  b うじに よらい  らく  C- うしんに よ， たう  ぜんざ おは  ミき ぎんな り  かなり  お  せんし い 

是は善 光寺 如来の、 洛陽眞 如 堂に、 遷座 在し し 時の 吟也。 はじめの 冠 は、 ひい やりと と 置きたり。 先師 曰 はく、 

か \ る 句 は、 全體 おとなしく 仕 立つ る ものな り。 五 文字し かへ てよ しとて、 風薰 ると 改め 給 ふ C 後 猿 蓑の 撰 場に 

は、 再び 改めて、 今の 冠に ぞせ させけ る。 

P li 0 
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ぜんく わう じに よらい で かいち やう 

「涼し さの 野 山に みつる 念怫哉 去來 J  11 この 句 は 善 光寺 如来の 出 開：^ が、 京都の 3 肚如 堂で 行 はれました 時、 

わたくしの 作りました 句であります。 初めは、 上の 五 文字 を 「ひい やりと」 と歷 きました。 ところが、 この 「ひ 

いやり と 野 山に みつる 念怫 かな」 とい ふ 句 を、 師 翁が 御覽 になり まして 、「かやうな： は、 力 W を 街った； 一：：： ひ 方 をし 

ないで、 全 體を穩 かに 作らなければ いけません。 上の 五 文字の 『ひい やりと』 を、 もっと 0 かに 作り 變 へれば、 

よくな り ませう。」 と、 申されました。 そして、 それ を 「風薰 る，」 と、 改めて 下さいました。 後に、 n^f^s^J の 句 

をお びなさい ました 時には、 この 「風薰 る」 とい ふ 五 文字 を、 また 改めて、 「涼し さの」 と、 今の やうに ぃ肚 して 

下さいました。 

①念佛 ねんぶつ。 專心佛 を 念じて 名 號を唱 へる こと。 ③善 光寺 信 州 長^の 北 隅大峯 山の 麓に ある。 三 Mi^ 來の阿 侧陀怫 

を 安置す る 寺で、 天台. 淨土 兩宗 並立で ある。 太 绿は欽 明 天皇の 朝： 白濟 から 我 國に傳 はり、 蘇我稻 nll、 後" 3@ 與 等が これ を，： 1:5- 

寺に 安置した が、 疫癘 流： t のた め 物 部 氏に よつ て 難 波 堀江に 投棄され たの を、 推 古 天皇の 十 年、 ：：；2 濃の 人 本 多 善 光なる 者が、 こ 

れ を同國 伊奈 郡麻績 運に 安置し、 皇極 天皇 元年、 更に 今の 地に 移した ものであると 傳 へて ゐる。 ③洛陽 支那 河兩 宵の 都市 

で、 周が 此の 地に 都 を 定めて 以來屢 々京師と なり、 唐. 五代の 頃まで は 繁盛の 都 城であった。 この ことから 轉 じて、 といへ 

しんしゃう ごくらく じ 

ば 都の こと を 指す 樣 になった。 處 では 勿論 京都の ことで ある。 ③眞如 堂 京都市 上京 一 te: 淨土 町に ある 眞正 tol 樂 寺の 通稱で 

ある。 正曆 三年 圓融 天皇の 中宮 東 三 條院詮 子の 離宮 を 寺と した もので、 天台宗、 戒算の 草創で ある。 文明 九 年 京都 一條に 移り、 

同 十 年 足 利 義政舊 池に 堂宇 を營ん だ。 今の 堂宇 は w 永 二 年の 再建に 係る とい ふ。 ③ 遷座 座 を 他へ 遷し 奉る こと。 通 は、 
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この 言 紫 は、 神 または 天子に 對 して 用 ひるが、 こ \ では 佛に對 して 用 ひて ある。 こ、 に、 善 光寺 如來 が、 眞如 堂に 遷！ 11 したと い 一 

ふの は、 言 ふまで もな く 出 開帳の 場合で ある。 ②吟 吟詠。 發 句と 同じ。 ②冠 發 句の 場合 は、 上の 五 文字 を 指す。 

③仕 一！ 1 る 作り上げる。 こしら へる。 ④風薰 る 季 夏の 晴れた 日、 東南から 吹く 強くない 風で 、薫風と もい ふ。 ④後 遠ー 

簑 『續 猿簑』 のこと。 『俳 鐵悔』 に、 大江 丸が 山本羅 川の 七 周忌の 手 向の 句に 「はや 七， 1 のち 猿み のにし ぐれけ り」 との用例-.^=^ 

見えて ゐる。 『續 猿簑』 は 元祿十 一年、 卽ち 芭蕉 歿後 五 年を經 て、 京都の 井筒屋 庄兵衛 の 手に よって 梓 行され た蕉 門の 俳 書。 俳 

諧七部 集の 一 である。 半紙 本の 上下 ニ册 に、 發句約 五 百 二十 章、 連句 五 卷が收 めら れて ある。 本書の 撰者に ついては、 古來 とか 

くの 說が ある。 ④撰場 撰び 定める 時の 場所 をい ふ。 撰 句 をす る 所の 意。  . 

i  t  一 

この 「凉 しさの」 の 句の 出典 は 『續 猿箦』 、なほ 『去 來發 句集』 等に も 見えて ゐる。 但し、 『績 猿簑』 に は、 一 

洛 東の 露 如 堂に して、 善 光寺 如來 開帳の 時  一 

凉し くも 野 山に みつる 念怫哉  去  來 

と あり、 『去 來發句 雄』 に は、 この 前書が r 洛東眞 如 堂に て 善 光寺 如來 開帳の 時，」 となって ゐる。 なほ、 『俳諧 或 

問』 に は、  、  一 

凉し くも 野 山に みつる 念佛 かな  去  來  ： 

初の 冠 有、 ひい やりと なり。 先師 曰、 か.^ る 句 は 全 鉢 おとなしく 仕 立る 物な り。 五 文字 然るべ からすと 一 

て風薰 ると 改め、 後 猿み の \ 時 再吟の 冠に 直して 入 句 まし- たりと 見えたり。 後 猿み の は 則猿變 成べ 


し。 此！ |g 猿み のに 出たり。 去 來， 風 國* 許 六 • 支 考が說 を 以て、 是を とるべし。 後人の： お W ひがたし。 又 其 

績^^8-の內にても取捨_^-る事は、 績猿 みのに 不限、 世々 の壤に 取捨^る 事 勿論たり" 

と ある。 こふに 『後 猿 蓑』 を 明かに 『續猿 箦』 に 改めて ゐ るの は 正しい が、 例へば 『七 部维大 鏡』 の 如く、 

古書に 曰、 初の 冠 は ひい やりと \ 置け る を、 先師 曰、. か \ る 句 は、 全 休 おとなしく 仕 立る ものな りと お 

て、 風薰 ると 改め 玉 ふ。 後に 猿 蓑 撰 集の 時に、 又 あらためて、 凉 しさのと せ させ 玉 ふと 云々。 

と、 『後 猿 養』 を 「後に 猿蓑禁 云々」 と 改めて 記した の は 誤謬で ある。 

さて、 この 項の 記述に よって、 この 『後 猿 蓑』、 卽ち 『繽 猿簑』 の 撰に は、 『猿 蓑』 の 時と：^ じ^に、 -ぃ巴 燕 はよ ほ 

ど關 係して ゐる こと を 知り 得た ので あるが、 一 方に 於て、 『緩 猿簑』 は支考 が僞 IS したと いふ".^  GHDi^i が 手がけた 

書の やうに 装って、 實は支 考が編 撰した ものであると いふ 說) が 行 はれて ゐる。 Hi 猿费』 の 支お 偽 撰： を i? へ 初 

めた の は、 越 人の 『不猫 蛇』 に 於け る 所論な どが、 先縱 をな す ものら しいが、 それ 以來、 多くの 人々 によって、 

この 一 事 は支考 を攻擊 する 第一 の 服 目と された。 その 所論に 從 へば、 成る ほど 『繽猿 に は、 支 の 勢力が $if 

中に 目立ち 過ぎる。 例へば、 上 卷の卷 頭に は、 支考の 「今 { 付 賦」 と 題す る 文が 揭 げられ、 下^ 秋の 部の、 の 

名月の 句の 後に は、 「支考 評」 が牧 めら れてゐ たりす るの は、 茶 だしい 異例と 言 ふべき 點 に相逮 ない。 その他、 支 

者 偽 撰 說を唱 へる 人々 の論據 は、 非常に 多く、 こ、 に は その 一 々を 紹介して ゐる遑 はない から、 その 巾の 代 的 

な 議論と m 心 はれる 『芭蕉 葉ぶ ね』 の 所說を 次に 引いて 置かう。 

續猿 蓑禁を 贋作と いふ 事、 是 あながちに 蟹 書と いふに は あらす。 翁、 編央 にして 難 波へ 下り、 寂し 給 ふ 


ゆ ゑに 首尾 を も遂給 はす。 草稿 伊賀の 無名 庵に ありし を、 支考 行て 編鑌 したり。 尤已れ が 名の もれた る 

を悔 て、 哥 仙のう ち、 他の 名 をお のれが 名に もり かへ、 或は 名月 二 句の 評なら びに 今宵の 賦 など こしら 

へ 人た リ。 良夜に は 支考は 伊勢に ありて、 廿日の 日 賀へは 来れ リ。 翁 死後の 編繼 なれば、 良夜に も 居 

合た る やうに して、 巳が 勝手にし たる 也。 されば こそ、 猿 蓑に もれた る 霜の 松露 哉、 とい ふ 句の 卷は、 

繽猿簑 の 集 名に 於る 發句 故、 第 一番に 編 置 給 ひし を、 猥に繰 下げな どした る 故、 此句 何の 譯 やら しれぬ 

句と 成たり。 さりながら、 俳諧 は 翁の 俳諧に 相違な く、 こと. <\- く 斧正 ありて、 自筆の 中淸 書なら びに 

斧正の 草稿と もに 秘存 せり。 俳諧 を も 味 ひ 見よ。 支考が 手に 及ぶ 力に あらす。 付 肌 も かれが 筋なら す。 

將、 門人 達の 句 は、 翁 死後の 編繼 なれば、 滅 後の 句 も 何 ご \ ろな く 人足した りと 見 ゆ。 こ& に支考 ひと 

つ 不屈の はかりごと 有り。 此集 おのれが 名を顯 し、 翁の こ \ ろざし を 追な したりと せば、 論な かるべき 

を、 翁の 手に て させねば おのれ 威光な きに より、 唯 翁の 草稿の 儘 をう つした る 鉢に て、 本書 は 己 もら ひ 

とり、 うつし を 翁の 姉 it 山 岸半殘 にあた へ 置、 時 を經て 井筒屋 庄兵衛 へ 含めて、 何ぞ 翁の 遺書 はなき や 

と 賀を搜 させ、 くだんの 草稿に さがし 當ら せ、 注 兵 衞が奥 書 を 加えさせて 梓に のぼさせ、 おのれ は 飛 

退て、 しらぬ 貌 にて 居たり とぞ。 しかれ ども 其 事 誰かれ しリ たる 人 も 在ながら、 去來 など は篤實 にて 口 

を閉、 其 外の 輩 も ひそ/ \言 のみな りしが、 越 人 ひとり 犬にから かふたり と 聞 ゆ。 是、 越 人、 支考 不和 

の 一 つなり。 

然し、 この 鷥 笠の 說 にも、 なほ 不 霧が 隨 所に あるので、 決して これが 眞相 だと 言ふ譯 ではない。 た i -、 『續 猿簑 J 


に は、 たと へ 支考の 手が 如何に 入って ゐ ようと も、 t 巴蕉 自身が 全然 關 係がなかった もので はない 事 を、 知り 得る 

手がかりの 一 つと して、 この 『去 來抄』 の 記述な ども、 一顧に iii する ものと いふべき である。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 凉 しく も 云々。 

念佛 の聲閜 たる は、 心の すむ かたなるべし。 さる を、 ひぃゃりととが^1時は、 五 文字 輕々 しくて；：；： £ おこら 

す。 改 たる 事 知るべし。 辯 猿み の 集に は、 五 文字 凉し くもと 有..^。 爱に風 潔る とせる は、 傳おの あやま 

りか。 . 

と兑 えて ゐる。 

一 0 面檝ゃ あかしの とまり 郭公  荷  兮  ① 

猿簑 撰の 時 去 來曰此 句 は 先師の 野 を 横に 馬牽 むけよ と 同前な り 入 集 ③ 

す へ からす 先師 曰 明 石の 時鳥と い へ る もよ し 去 來曰明 石の ほと 、き ® 

す はしらす 一 句た.. 馬と 舟と か へ 侍る のみ 句 主の 手柄な し 先師 曰 句 ④ 

の 働に おいて は 一 步 もうこ かす 明 石 をと りえに いれ は 入なん となり © 
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終に いらす  ®  一 

一 

S ①而蹄 や— 面梶 よ。 あかしの とまり— 明 石のと まり。 郭公— 時鳥。 荷兮 I 野 水。 ②猿簑 I 猿み の。 横に— よこに。 牽 むげ i 

よ —引む けよ。 と 同前な り —と 同前 也。 ③去來 曰 明 石— 來曰明 石。 ほと、 きす— 時鳥。 ④ かへ 侍る— かえ 侍る。 ⑤ 

おいて— ぉゐ て。 うこ かす —動かす。 とりえに I とり 柄に。 いれ は 入なん となり I 入れ は 入なん 撰者の 心なる へしと 也。 ® 

終に いらす I 終に 是 をの そき 侍る。 

11 ①而檝 や— おも 揖ょ。 あかしの とまり I 明 石のと まり。 荷兮 I 野 水。 ②牽 むけよ.— 引む けよ。 ③先肺 曰 明 石— 先 肺の 一 

曰 明 石。 時鳥-郭公 U ほと 、きす— 時鳥。 ④ 一句た 、—一句 唯。 舟 —船。 かへ 侍る— 转 り 侍る。 ⑤ おいて— ぉゐ て。 う 

こか. ,1 働かす。 とりえに I 联 ものにして。 いれ は 入なん となり I 入 は 入れなん 撰者の 心なる へしと 也。 ® 終に いらす— 終 

に是も 除き 侍る。  一 

1^ ①而檝 や— 表揖 よ。 あかしの とまり— 明 石の 泊り。 荷兮 —野 水。 ②猿變 —猿 蓑。 牽 むけよ I 引 向けよ。 ③ぃ へる— 云 

へる。 去 來曰明 石— 來曰明 石。 ほと、 きす— 時鳥。 ④ しらす —知らす。 一 句た、— 一句 は 只。 ® おいて— 於て。 うこ か： 

す —動かす。 とりえに I とり 物にして。 いれ は 人なん となり— 入れ は 入れなん 撰者の 心なる へしと なり。 ® 終に いらす— 終 

に是を 除き 侍る。  > 

園 ①面檝 や— おも 揖ょ。 あかしの とまり I 明 石の 泊り。 郭公— ほと \ きす。 荷兮 —野 水。 此 ノ句ノ 頭-一 「©」 ト アル。 ③猿 ，義 

.1 猿み の 集。 此. ！？— この 句。 牽 むけよ I 引む けよ。 と 同前な り— 同前 也。 © 先師 曰 明 石— 先師 曰 あかし。 去来 曰 明 石— 去 米 
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$  , ザ ，。 ，—手から。 I- はたらき。 おいて は-おひて は。 、つ こか かす。 とりえ 

曰 あかし。 ④ かへ 侍る ー 转り t 手 *  C0  I こいら す-終に 是も 1、 侍る。 

、し."、 L ぶし 彊：^ の、 じなる へしと なり レ- sn つ 

に 去 ものにして。 いれ は 入なん となり-、 れは、 i ん V  。  I 

^Dl  、ミ梶 よ。 あかしのと まり-明 石の 泊り。 郭公 I ほと、 きす 荷 ^  .w>co 

福 ①面檄 や-おも 梶ょ さ 力  \  、つす I すへから すと。 先師 曰 明 石-先師 = ま 力し ^タ fH ォ 

簑 _ 襲の。 此 句.. この 句。 牽 むけよ— 引む けよ。 ③ すへ 力ら 。す J; へ cs。  ©ゃ よたらき。 おいて は-おひて 

101 ④ 一句た i 句 唯。 かへ 侍る- |る しとたり。 I 

は。 うこ かす-働かす。 とりえに ふ ものにして。 いれ は 人なん となり-入れ は 人た， I の V 

ら す-終に 是を f 侍る。. . っ动 1  0  、  i 入なん となり 終に いらす-いれ は 人なん。 

SI- この 句。 牽 むけよ 山む けよ ® 働 1 働き 、-? 入ク f 

おも は，. ジ、 しひと まり 享么  、  ぜんし い 

}a 戰ゃぁ 力- L グ  >  ど. ふん 、 に. リル. 7  一  <  i つお 0  fe.^wi 

11 1 はく、  f  :sf  、  f.^uM^^^ 

く-  f の i きいへ る もよ し M お はく、  s^nu^^^^. いれば だれなん となり。 

S のて 手 ぼな し。 お i ぼ はく、 き 働きに おいて は 一歩もう こ 力す ？ t 

終に いらす。 


一口 譯ー 

「面 檝ゃ あかしの とまり 郭公 荷兮」 —— 『猿 蓑』 の 撰 をいた しました 時に、 この 荷 兮の句 を 見まして、 わたくし 

はかう 申しました。 「この 句 は、 師 翁が 奥の 細道の 行脚の 折、 那須 野の 原での 御 句 『野 を橫 に馬牽 きむ けよ ほと- r 

ぎす』 と、 同類の 句です。 『猿 蓑』 の 中に 加へ る こと は 出来ません。」 すると、 師翁 は、 「わたくし は、 曾て 須 磨に 遊 

んだ 時に、 『須 磨の あまの 矢先に 鳴く かほと \ ぎす』 と、 『須 磨の 時鳥』 を 句と した ことがあり ますが、 この 荷兮の 

句 は 、『明 石の 時鳥』 を 詠んだ ものです。 『須 磨の 時鳥』 とい ふ 趣向 を 得た 時に も、 自分で は 喜び を 感じた もので 

すが、 その 意味で、 この 『明 石の 時鳥』 も、 た^これ だけで、 一 脈の 詩趣 を感 する ことが 出來 ませう。」 と、 仰せ 

になり ました。 けれども、 わたくし は 更に、 「お 話 をう か^ひまして、 『明 石の 時鳥』 も 結構に 思 はれて まゐり まし 

た。 けれども、 この 句 は、 師 翁の 『野 を 横に』 の 御 句と 同 案で、 た K 馬と 舟と を 取り かへ たに 過ぎません。 作者 

としての 手柄が 少しもない 句で ございます。」 と、 申しました。 師翁 は、 またお 答へ 下さいまして、 「いかにも、 

この 句 は、 作者の 手腕が、 句の 上に 一向 働いて をり ません。 た i -、 前に も 言 ひました やうに、 『明 石の 時鳥』 と 

ミ りえ 

いふ 趣き を 所得と して、 集中に 加へ るなら ば、 加 へても よろしいで せう。」 との 仰せで ございました。 かう して、 

せんぎ  に ふし ふ 

なほい ろ/ \- 詮議いた しました が、 たうとう、 この 句 は 『猿 蓑』 に は 入 集いた しません でした。 

PMMa 

おも か v  へ さき  ミ りか * ち 

①面橄 面舵。 船の 舳を 右へ 向けよう とする 時、 船 柄 を 左舷に 操る こと をい ふ。 反對に 左へ 向けよう とする 時 を 取 舵と いふ。 
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I  ^l  MH こ、 では- IIJ^rH^^ 

し- Itii 島 拳る。 ilii 浦で、 ？ d^^r^H 

t リ U  in  ①！  si 不如 ！と-書 く。  H のき 

け I 「一 omMr そ il こと。 li いて 舊 逢の 義、 いかに 

の ものと 同じの 意。 ④句テ ぐ. >  キヨ グ r  き-;」、 Ml や.. お，：^、 の.^ こ了问 鼬いて ゐ 

： 、 ま、 乍 者の 手 宛が 一向に 活躍して ゐ ない。 言ひ換 へれ は = ^決の 牛 腕力 の -1  一 r お、 

先 凍され てゐ るか と 點ては 仃 まの^ «^ 力  一 rl.roe  ^  -  ^  ^1 

辨斜  ミ りえ や . - ,,,VUT。  © いれ ま 入な，？ 入れるなら 人れ て もよ ろし 力ら う 

ぶノ とい ふ 意。 ⑤とリ え 取得。 とりと ころ 長^  ®tf  A/A  4. 

py  に，：、 に £ 『一ぎ 一、.^ 主- 『い 巴 M"i=  も えて ゐる。 低し、 『臃跹 後染』 に 

この 「面 檝ゃ」 の 句の 出典 は 『曠野 後 集』 なほ 『眞 木お』 『色 m "額』 ^に ん 

は、 C^  "  G も り 郭 公  荷  兮 

面 嚷 や あ 力し C  . 力  ブづ 

と あり、 『芭蕉 盥』 に は、  き 

面 櫂よ あかしの 泊り 郭公  荷 メ I  . 

と兑 えて ゐ る。 異本に、 作者 名 を野 水と したの は、 明かに i である。 C こ—？， ば、 i;l』 5. 

この 「面 職 や」 の 句に 就いて 論及して ゐる雷 中から、 代表的な もの を 次に. ケ きれ は H 

f  、、ノ  J まり ほと k ぎす  ^ 

面 楫ょぁ 力し の 、か 


先師の 馬 引む けよ 郭公、 と 等 類の よし、 先師と 凡 兆の 論 有り。 先師の 曰、 野 水が 句 は、 明 石の 時鳥 を吟 

す、 等 類を遁 るべ し。 去來 いか^ 思 ひ 侍る や。 答て 申け る は、 明 石の 郭公と 云る 分に て、 和哥に 詠す る 

所と ひとし。 俳諧に にらみた る 場 は、 面楫 よと とがめた る 船中の 眺望に あり。 是又師 の 引 向た る 馬に 蹴 

出されたり。 たと ひ 等 類 を遁れ 侍る とも 野 水が 手柄 ははべ る 間 敷か。 先師 曰、 勿論 也。 手柄に お ゐては 

聊 見え 侍らす。 

又、 これと 殆んど 同文で は あるが 、『青 根が 峯』 に は、 

面 楫ょ明 石のと まり ほととぎす  野  水 

此句を 先師の 馬 引む けよ 時鳥、 と 等 類の よし、 先師と 凡 兆と 論 有。 先師 云、 野 水が 句 は、 明 石の 時鳥 を 

吟す、 等 類の がるべし。 去來 如何 思 ひ 侍る や。 答て 申け る は、 明 石の 時鳥と いへ る 分に て、 和歌に 詠る 

所と ひとし。 是を 俳諧に 白眼た る 場 は、 面揖 よと 乞た る 船中の 眺望に あり。 是又、 師の 引む けたる 馬に 

け をされ たリ。 譬、 等 類を遁 侍る とも、 野 水が 手柄 侍る まじき か。 先師の 云、 勿論な り。 手柄に おいて 

は、 聊 見え 侍らす。 

と あり、 『蕉門 誹諧 語錄』 に は、 『去 來杪』 と これら 二 書と を 交ぜ合せた やうに なって、 次の 如く 記載され て ある。 

面 楫ょ明 石のと-まり 郭公  野  水 

此句 は、 師の 野を撗 に馬牽 向よ と 同じ。 先師 曰、 野 水が 句 は 明 石の 郭公 を吟 す。 等 類 週るべし。 答 曰、 

明 石の 子規と 云へ る 分に て は、 和歌に 詠す る 所と ひとし。 一句た ド 馬と 舟と か はり 侍る のみ。 是を 誹諧 
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. に にらみた る 場 は、 面椅 よと 乞た る 船中の 眺望に； 是 また 師の SfHi: たる Hii に^ 出されたり. - 句 主の 手 

抦 なし。 先師 曰、 句の はたらきに 於て は、 一歩 も はたらかす。 明 石 を 取 物にして、 入れば 人なん、 撰お 

のこ \ ろなる べしと なり。 終に 除き 侍る。 

さて、 芭蕉の 「野 を橫 に」 の 句の 出典 は、 『奥の 細道』 『猿 蓑』、 なほ 『篇 突』 『泊 船 集』 等に も 出で、 乂 『勸 巡^』 

に は 「奈 -Is の& はらに て」、 『陸 奥衞』 に は 「行旅」 と 前書して 收 めら れて ある T 奥の 細 近』 によれば、 これ は 殺 

生 石へ 行く 途中の 吟詠で、 この 句の 前に は、 

n:.^ より 殺生 石に 行。 館 代より 馬に て 送らる。 此ロ 付のお のこ、 短冊 得させよ と： >:P やさしき 事を^ 侍る 

もの かなと。 

くちつき 

とい ふ 文章が あって、 馬の 口 付の 男の 懇望に 應じ た卽吟 である。 

なほ、 ロ譯の 中に、 t い 巴 蒸の 言葉 を 聊か 敷衍して、 引用した 「须 磨の あま」 の 句の 出典 は 『笈の 小 文』 で、 元綠 

元た 牛のお の 制作で ある。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 おも かぢょ 云々。 

新 古今 集に、 ニ聲と 聞す ば 出し 時 i::! いくよ あかしの： S なれ ども、 と あり。 されば、 ばせ をのお を li にか 

へ、 一句のう へ は、 此歌を とれる、 已が はたらき は あらす。 

と 見えて ゐる。 因みに、 こ \ に 引用の 歌 は、 『新 古今 和歌 集』 に は、  • 


海邊 郭公と いふ 事 をよ み 侍りけ る  . 

ふた， とき かすば いで じ 郭公い くよ あかし の 泊な りと も  按察使 公通 

と 出て ゐる。 

二 君 か 春 蚊帳 は 萠黃に 極り ぬ 越 人 

先師 曰 發句は 落つ かされ は 眞の發 句に あらす 越 人 か 發句旣 落着たり 

と 見 ゆれ は 又お もみ 出来れ り 此句妓 帳 は 萠黃に 極た るに て たれり 月 

影朝朗 なと 置て 蚊帳の 發 句と なすべ し 其 上 か はらぬ 色 を 君 か 代に か 

けて 歳旦と なし 侍 故 心 重く 句 奇麗なら す 

一^ I M 

0 ① 蚊帳. I 蚊屋。 萠黄 —もよ き。 ③ 先師 曰— 先師 語 K 予曰。 發句は —ほ 句 は。 落つ かされ は— おちつかされ は。 眞の發 句 —眞 

の ほ 句。 越 入 か發句 —越 人 かほ 句。 旣 —巳に。 落着たり— 落 付たり。 ③出 來れり I 出來 たり。 蚊帳— 蚊屋。 萠黄— もよ き。 

④ なと 置て— なと. - 置て」 蚊帳の 發句— 蚊屋の ほ 句。 其 上— 其 上に。 君 か 代に かけて I 君 か 代に 引かけ て。 ® なし 侍 故 —な 

し 侍る ゆへ。 心 重く—、： 3 おもく。 奇麗 I きれい。 ならす I ならす 汝か句 も 巳に 落付處 にお ゐ てきつ か はす そこに 尻 をす ゆへ 力 


① 

② 

④ 

⑤ 
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ら すと 也。 

mo 蚊！^ tl 蚊屋。. ② 先師 曰一先師 予に 語て 曰。 落つ かされ は— おちつかされ は。 眞の 5^- 句 Is の 句。 越 人 か發句 —越 入 か 句。 

旣 I 巳に。 落着たり I 落 付たり。 ③ 出来れ り— 出き たれり。 此句 蚊；^ は萌 黄に 極た るに て たれり —此ノ 十六 ナ シ。 © 

蚊帳の 發句 —かやの 發 句し か はらぬ 色— 替らぬ 色。 君 か 代に かけて 1^ か 代に 引かけ て。 ©なし侍故|なし；^^るゅへ。 心 ffi 

く —心お もく。 奇麗— 寄麗。 ならす— ならす 汝か 句も已 におち 付 所に ぉゐて は氣遣 はず そこに 尻 をす ゆ へ からすと 也。 

IS ① 蚊帳 —攞。 極り ぬ I 極まりぬ。 ® 先師 曰— 先師 予に 語て 曰。 a の發 句— 眞の 句。 あらす I 非す。 越 人か發 化.— 越 人 か 句。 

旣. （巳に。 M 着たり I 落 付たり。 ③ おもみ— 軍み。 蚊帳— 橱。 極た る— 極まりた る。 たれり I 足れり。 ④朝朗 なと— 朝 

朗 なと、。 蚊帳- 蟵。 其 上 —其 上に。 か はらぬ 色 —變ら ぬ 色。 君 か 代に かけて I 君 か 代に 引かけ て。 @心« く I 心 5^ くて。 

ならす— ならす 汝か句 も 已に落 付 所に 於て 氣遣 はす そこに 尻を据 ゆへから すと なり。 

B0 ①蚊 帳— 蚊屋。 此ノ 句ノ頭 一一 r®」 ト アル。 ② 先師 曰 —先師 予に 語て 曰。 眞の發 句 I 眞の 句。 越 人 か發句 I 越 人 か 句。 旣 

1 巳に。 落着たり I 落 付たり。 ③ 蚊帳— 蟵。 極た る —極り たる。 ④朝朗 なと— 朗， な 上。 蚊帳 I 蚊： か はらぬ 色 —替 

らぬ色 U 君 か 代に かけて I 君 か 代に 引掛 て。 ⑤ なし 侍 故— なし 侍る 故。 心 重く  — 心お もく。  ^^1E魔I寄麗。 ならす I ならす 汝 

か 句 を 巳に 落 付 所に ぉゐ ては氣 遺す そこに 尻 を 居へから すと 也。 

鬮①蚊 ^—蚊屋。 此 ノ句ノ 頭-一 「②」 ト アル， - ② 先師 曰 —先師 予に 語て 曰。 眞の發 句， I 眞の句 U 越 入か發 句， I 越 人 か 句。 旣 

—巳に。 落着たり I 落 付たり。 @ 見 ゆれ は-— 見 ゆれと。 蚊帳— 橱。 極た る —極り たる。 ④ 蚊帳— 蚊；^。 其 上 —そのうへ。 

君 か 代に かけて I 君 か 代に 引掛 て。 ⑤ なし 侍 故. I なし 侍る 故。 心 軍； く  I 心お もく。 なら  > -— ならす 汝か句 も 已に洛 付 所に お 

ゐては ：1 遣す そこに 尻 を 居へから すと 也。 
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^② 越 人 か發句 —越 人の 發句。 旣— 旣に。 落着たり— 落着きたり。 

きみ  はる か や  もえ ぎ  き はま  ゑつ  じん 

君が 春 蚊帳 は萠 黄に 極り ぬ  越  人 

せんし い  ほっく  お  まこ ミ ほっく  ゑつ じん ほっく  すで おちつ  み  ま た  いで 

先師 曰 はく、 發句は 落ちつか ざれば、 眞の發 句に あらす。 越 人が 發句、 旣に 落着きた りと 見 ゆれば、 又お もみ 出 

きた  こ  く  かや  もえぎ  き はま  つきかげ あさ ぼらけ  お  かや  ほっく  そうへ 

來れ り。 此の 句、 蚊帳 は萌 黄に 極り たるに て たれり。 月影 • 朝 朗 など 置きて、 蚊帳の 發句 となすべし。 其の上、 

いろ きみ X  さいたん  はべ ゆる！ こ、 ろお も  く き れい 

か はらぬ 色 を ij;^ が 代に かけて、 歲旦 となし 侍る 故、 心 重く、 句 綺麗なら す。 

一 a 1 

「君が 舂 蚊帳 は 萌 黄に 極り ぬ 越 人」 ！ この 越 人の 句 を御覽 になり まして、 師翁は 次の やうに 申されました。 

「發句 は、 趣向 も 叙 法 も、 しっかりと 纏って、 動きの ない ものと ならなければ、 本 當の發 句と は 言へ ません、」 越 

人の この 發句を 見ます と、 さう した 點 では、 巧みに 出来て ゐて申 分ありません が、 また、 句が 硬く 重苦しく なつ 

てゐ るの は、 缺點と 言 はなければ なりません。 一 體 この 句 は、 『蚊帳 は萌 黄に 極り ぬ』 だけで 充分な のです。 上の 

五 文字に は、 『月 あかり』 とか 『朝 ぼらけ』 などの やうな 輕ぃ 意味の もの を 置いて、 蚊帳の 發句 にした 方が 好い と 

思 ひます。 それ を 『君が 春』 と 置いて、 君が代の 榮 えの 色 は、 蚊帳の 色が 萠 黄と 極って ゐる やうに、 變ら ない も 

ので あると いふ やうに、 意味 を 係け て、 新年の 句と した 爲 めに、 重苦しく なって、 句に 淸 新な 藝術 味が なくなつ 一 


てし まうた のです。」 

①君が 春 晝の 謹。 君が代と いふ ほどの 意。 ©I 夏の 夜讓に 釣って、 紋を ふせぐ 帳 二 M の 季題。 ①菊黄 1 

卽ち萠 え 出る 葱の 色 をい ふ。 綠色 のこと。 P  i は それよりも 薄い色 をい ふ。 ②落 つか ざれば 云々 i も ffi^ も、 

どっしりと 纏まって、 句に 深 I は函 とい ふ ものが 出來 て、 動きの ないやう に 作られた もので なければ、 本 常の S 、卽ち 仕 

*  く.. 0\ ねん -/} ら  . 

い 句と は 言へ ない、 とい ふ 意。 次に 「£^たりー5」 と あるの も I の 意。 ③ おもみ m  ^ に闪 はられて、 句が 硬く f 

しくなる こと。 次に 「心 重く」 と あるの も 同樣の 意。 ③ 月影 月光の こと。 月影と 訓ん でもよ いが、 それで は その ま、 上 五 

こま 使用で きないから、 「月影 や」 「月の 影」 などと しなければ なるまい。 それで は 原文が 不十分と なる から、 原文 を 活かして、 

ミ では 「月 あかり」 と訓 むこと にす る。 ④觀 夜明けの f 薄く 明るんだ こと。 ④か はらぬ 色 i々 軍で は 白 

地 や 籠樣の 蚊帳な どが ある けれども、 その 昔 は、 蚊帳と いへば 萠黄 色に 極って ゐ たもので ある。 そこで、 姣 帳の 色が 綠. ft つ 

てゐる やうに、 君が代の 榮 えの 色 も變ら ぬと、 兩方 とも 變ら ない ところに、 霞 を かけて とい ふ 意。 ④ かけて かけあ はせ 

て。 言ひ換 へれば、 かけ 言葉と して。 かけ 言葉 は兩 方の 意味 を 兼ねる 言葉の こと。 ⑤截且 元旦の 異名。 然し^^の 用語と 

して は、 歳旦 句と いふ 意に 用 ひる 場合 も ある。 歲旦 句と は、 た^ r 開 (正月 盲 を 撰んで、 俳諧の 師が、 門人 達から f の 句 を 

集めて. それ を 披罕る こと。 その 句 を 集めた ものが I 帖 である〕 の爲 めに、 特に 作った 句 をい ふ。 然し ミ では、 單に、 新 

11^の句とぃふ位に解してょろしぃ。 
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この 「君が 舂」 の 句の 出典 は、 『去 來杪』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 

この 「君が 春」 の 句に 就いて 論 及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に？： 擧 すれば、 『蕉門 誹諧 語錄』 に は、 

君が 春 蚊帳 は萌 黄に 極り ぬ  越  人 

越 人が 句、 已に落 付た ると 見 ゆれば、 また 重み 出来たり。 月影 • 朝朗 など \ 置て、 蚊帳の 發 句と なすべ 

し。 その上 か はらぬ 色 を 君が代に 引かけ て、 歳旦と なし 侍る 故、 心お もく、 句 奇麗なら す。 

懷紙發 句 はかろ きをよ しとす。 時に もよ るべき ながら、 其 角 曰、 趣向に か \ はる 人 はすべ て發句 成が た 

し。 風景 をし る 人 思 ひ 出 多し。 

去來 曰、 蕉 門の 發句 は、 一字 不通の 田夫、 十 歳 以下の 小兒 も、 時に よりて 好 句 有。 却て 他 門の 功 者と い 

へる 人 は、 覺束 なし。 他流 は 其 流の 功 者なら では、 其 流の 好 句 は 成が たし。 第一 案じ 處に違 ひ ありと み 

ゆ。 蕉 門は氣 情と もに 其 ある 處を吟 す。 他流 は 心中に 巧る \ 事 見え. たリ。 たと はヾ、 

蓬 萊に夜 は うすものき せつべし 

鸭 川 や 二度目の 網に 鮎 ひとつ 

みなこれ 細工 せらる \ なり。 

『蕉門 俳諧 直 指傳』 に は、 

又 曰、 發句は 落つ かざれば ホ句 にあら す。  ， 


君が 春 蚊屋 はも へ 黄に 極り ぬ 

越 人が 句す でに 落つ きたりと 見えし が、 又此重 み 出来たり。 月影 • 朝 ぼらけ など、 置て、 蚊：^ の.？ とす 

べし。 か はらぬ 色 を 君が代に かけて、 歳旦と なし 侍る ゆ ゑ、 心 望く 句 奇麗なら す。 

と ある. - 又、 『俳諧 一葉 集』 の 遣 語の 部に 引用して ある もの は、 前 报の久 原文 靡 本 以下の？ 5 異本と Mis に、 木 文の 

末尾 、「心 靈く句 奇麗なら す」 に績 いて、 次の 如く 見えて ゐる. - 

汝が句 も、 旣に、 落着 處 において は 氣 すか はす。 そこに 尻 を 居べ からすと 也。 

これ だけの 文句が あれば、 趣 は 更に 明瞭に なると 思 ふ。 

なほ 『芭蕉 葉ぶ ね』 に は、 次の 如き 記載が ある。 

女郎花の 文字に なづ みて 草枕に 一 夜 契た しとい ふ、 是重 みの 趣向な り。 更にい やみ 也。 猶、 越 人 が^や S 

の銜の 句、 翁の 論の ごとし" 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、  ， 

〇 君が 舂 云々。 

詩歌 共に 緣語掛 合 ぁリ。 されば 他 門の 句皆是 也。 さる を このまざる 可レ 察。 

と兒 えて ゐ る。  ， 
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振舞 や 下座に 直る， 去年の 雛 去 來 ① 

此 句は予 おも ふ處 あり て 作す 五 文字 古 烏帽子 紙 衣 等 は い ひ 過たり 景 ③ 

物 は 下心 徹せす あさまし や 口 をし や の 類 ひ はは かなしと 今の 冠 を 置 © 

て 窺 ひけれ は 先師 曰 五 文字に 心 を こめて おか は 信德か 人の 世 やなる ④ 

へ し 十分なら すと も 振舞に て 堪忍 有へ しと 也  ® 


④人 


一校 異 I 

E ① 直る I なをる。 ② ありて— 有て 。烏帽子— ゑ ほし。 紙 衣 I 紙き ぬ。 いひ 過たり— 謂 過たり。 ® 類 ひ I 類。 

の 世 やなる へし I 入の 世 や 成へ し。 

II ① 下座— 下^。 直る— なをる か。 ②予 おも ふ處— 予か思 ふ 所。 烏帽子 I ゑ ほし。 ③ 徹せす I 徵 せす。 あさまし や— 淺 

まし や。 口 をし や —口お しゃ。 類 ひ— 類。 ④窺 ひ— 伺 ひ。 人の 世 やなる へし— 入の 世 やに 成て C  ® 有 へし— あるへ し。 

11 ① 振舞— 振 11。 ②予 おも ふ處 I 予思 ふ處。 ありて I 有て。 五 文字— 五 もし。 烏帽子 I ゑ ほし。 いひ 過たり I 謂 たり。 

③ あさまし や —淺 まし や。 類 ひ —類。 はかなし I さかなし。 ④窺 ひけれ は —伺 ひけれ は。 心 を こめて おか は I 心 を 籠て 置か 

は。 ® 振舞— 振 廻。 と 也 I となり。 

園 ① 下座 I 下 坐。 直る I なをる。 此 ノ句ノ 頭-一 r®」 ト アル。 ②此 句— この 句。 予 おも ふ處— 予か思 ふ 所。 ありて— 有て。 

烏帽子 I ゑ ほし。 紙 衣 —紙子。 いひ 過たり I 云 過たり。 ® 口 をし や —口お しゃ。 類 ひ— 類。 今の— いまの。 ④窺 ひけれ 


よ I うか、 ひけれ は。 心 を こめて おか は— 心 を こめて おける。 ® 振舞— 振迥。 ^へし一ある へし。 と 也 —となり。 

國①此 ノ句ノ 頭 二 「②ー ト アル。 ②予 おも ふ 處-— 予か おも ふ 所。 ありて— 有て。 古 帕子— せ ゑ ほし。 いひ 過たり I 云 過た 

り。 ® 口 をし や —口お しゃ。 類 ひ-類。 今の 冠 1 いまの 一； 蛇 を。 6 窺 ひけれ は —伺 けれ は。 心 を こめて おか は— 心 を こめ 

ておける。 言德か I 信德 は。 へし I すへ し。 と 也 ー とな リ。 

g^® 古 烏帽子 ー 古 烏帽。 ® 景物 は— 景物。 類 ひ— 類" ⑤有 へ し I ある へ し。 

t き  しも ざ  なほ  ュ、 ぞ， ) ^  ^ 

振舞 や 下座に 直る 去年の 雛  去  來 

の } ^ま、 おも ふ 戯^ りて m す。 子、 お 烏 &子* 紙衣维 は、 いひ 過ぎたり。 景物 は.... 心 徹せす。 あさまし 

一.  、ま、： リぉ うかい  せんし い  ご もんじ こ * ろ  しん ミく 

や •  く 口" をし やの 親 はは かなしと、 ケの 〔气を 置きて 窺 ひければ、 先師 曰 はく、 五 文字に 心 を こめて おかば、 信 德 が 

2^:-の、^1ゃなるべし。 わ 分なら すと も、 振舞に て 堪忍 有るべし と 也。 

一口 譯ー 

「振舞 や 下座に 直る 去年の 雛 去來」 11 此の 句 は、 わたくしの 身に 引き くらべて、 感 すると ころが ありました 

ので 作った 句で ございます。 初めは 上の 五 文字 を、 どう 置いたら よろしから うと、 さま- ^におへ 迷うた ので ご 

ざいました 。「& 烏^子」 又は 「紙 衣」 などと 置いても 見ました が、 それらで は 一； n 過ぎて、 餘 情が 缺 けて しま ひま 


すし、 それに、 「古 烏帽子」 や 「紙 衣」 の やうな、 雛の 道具 を 持って まゐ りました ので は、 わたくしが 表現しょう 

と 思 ひました 眞意 を、 うまく 表 はすこと が出來 ません。 次に 「あさまし や」 又は 「口 をし や」 などと 置いても 見 

たのです が、 それらで は 却って 弱々 しく 響く ばかりで、 句に うまみが 無い やうに 存じます。 それで 結局、 今の 「振 

舞 や」 とい ふ 五 文字 を 冠せ る ことに 致しました。 そして、 師 翁の 御考へ をお 伺 ひいた しました ところ、 師 翁の 仰 

せに は T 上の 五 文字に、 お前の 考 へて ゐる やうな こと を、 强 ひて 表現しょう とすれば、 信德 ごのみ の 「人の 世 や」 

とい ふやうな 觀念 的な 詞を 冠せ なくて はなり ますまい。 けれど、 さう までして は 句が 重苦しく なって しま ふでせ 

う 。「振舞 や」 は、 これで 十分と は 申されません が、 まあ/ \- この 位なら 許せる ところで せう。」 と、 申されました。 

① 振舞 ふるま ふこと。 行狀。 動作。 別に 饗應 • 馳走と いふ やうな 意 も あるが、 この 句の 場合 は、 新ら しい 雛よりも 下座に 坐つ 

て ゐる古 雛の 身の 處し 方、 とい ふやうな 意に 解すべき であらう。 ① 下座 下位の 席。 雛段で いふなら ば、 內裏 雛から 遠い 方 

の 席. 卽ち 下の 方の 段の こと。 ① 直る 直 居る の 約 か。 正しく 坐る こと。 ① 去年の 雛 去年 はコ ゾと訓 む。 c: 昨日 は キソ) 

但し、 この場合の 去年 は、 嚴 格に 昨年 を 意味す るので はなく、 單に 昔のと いふ 意で ある。 つまり、 去年の 雛 は 古 雛と いふ 位に 

解したい。 ③ 烏帽子 紙で 作って その上 を 漆で 、塗り 固めた 冠。 位階に 從 つて 形と 塗と に 差別が ある。 例へば、 立 21! 帽子 • 折 

も ふ 

烏帽子. 揉 烏帽子 等。 昔 は 紙で なく、 黑ぃ 絹で 作った とい ふ。 ③紙衣 此處 では 雛に 着せて ある 紙で つくった 着物の 意 T 紙 

衣」 の訓は >  久 原文 庫 本に 「紙き ぬ」 と あり、 靑坡 自筆 本に は 「紙子」 とあって、 定かで ない が、 「古 烏帽子」 と 同じく 五 文字 

に、 カミ ゴロ モと 訓ん でよ いと 思 ふ。 ③ 景物 けしき。 そへ もの。 こ  >1 では 雛人形の 道具 をい ふ。 ③ 下心 徹せず 下心 
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は 心が まへ、 心 の 中に あらかじめ 考 へて ゐる 1W 意。 徹せず は、 それ を 突 通す ことが 出來 ない、 卽ち、 よく 表 はせ ない との 意。 

e 窺 ふ ひそかに る。 のぞく。 但し この場合 は、 「伺 ふ」 とい ふ 文字 を 使用すべき ところ を、 原本で 問 違って ゐ るので あらう。 

伺 ふなら ば、 問 ふの 敬語で、 お尋ね するとい ふこと。 ④信德 京都の 人で ある。 伊藤 氏、 助左衛 門と 解し、 梨 柿^. 竹 杖 子. 

{-kn: の號が ある。 幼時、 载 德に從 ひ、 德の 一 字 を 許されて、 信 德と號 した。 次に、 梅 感を師 としたが、 更に 八 =11 に 就いて、 担 林 

の 徒と 往來 し、 新風に 走った。 後、 芭菊 等と 一 父り、 遂に 蕉門 となった。 色 蒸が 江戸から 害 を 寄せて， 洛の 風^ を 問、 「た 時、 一 n 

の 日 や 門 提げて 行く 杜若」 の 句 を 以て、 これに 答へ たとい ふ。 元祿卞 一年 十月 十三 曰歿。 年 六十 六。 莾雷に は 『桂^』 • 『京 三 

吟』. 『七 百 五十 韻』. 『江 戶三吟 』• 『六 kn 五十 韻』. 『白 重』. 『五の 戯言』 .s-lsffil 姿』. 『胡蝶 判官』 などが ある。 ⑤ S? 忍 た へしの ぶ 

こと。 こら へる こと。  . 

「i 者 一 

この 「振舞 や」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』、 なほ 『去 來發 句集』 等に も 見えて ゐる。 但し、 『猿 ss^ に は 「直る」 が 

「なをる」 となって ゐ る。 

「此 句は予 おも ふ處 ありて 作す」 とい ふの を、 ロ譯の 中には 試みに 「此の.？ は、 ゎたくしの^^-に引きくらべて、 

感 すると ころが ありまし たので 云々」 としてみ た。 が、 鬼 も 角 も 「見て」 作った 句で はなく、 特に 「考 へて」 作 

つた 句で あると、 去來 自身が 言うて ゐる 意味 を 推量 すれば、 古 雛の 振舞に 托して、 暗に は、 燕 門の 多 士^々 たる 

中に、 .ml 分 如き は 古 雛に も相當 すべき ものであるとの 意 を、 織り込ま うとした もので あらう かも 知れぬ。 ち、 

蕪 門の 古老と して、 同門の 人々 から 尊敬され てゐ る去來 自身の 心境 を、 かう した 句に よって、 ^^現してみたぃと 


いふ 處に、 この 句の 意圖 があった とも、 想像し 得る ので ある。 少く とも、 V うい ふ 風に この 文 を解釋 した 方が、 

笆蕉の それに 對 する 批評の 言葉 も、 より 明らかに なると 思 ふ。 

次に、 信德に 就いては、 許 六の 『歷代 滑稽 傳』 中に、 

洛 の信德 は、 古風より 談 林に 移し、 其 後 正風 鉢の 比まで 長生して、 俳諧 を 好めり。 

白蓮 花廬 山の 小 法師が 筆な りけ り 

江 戶三吟 

物の 名の 蛸 や 故鄕の いかのぼり 

句 

梓の 弓に 唐錦 をう つ 

抑 秋^ 紙お ろした てまつ り  ^ 

千 種の 色 や 新 左 衛門判  Y 

臺子釜 瀧の 響 をし かけたり 

にしめ を 引て 歸る 賢人 

とも 見えて ゐる 如く、 信德 は、 古風 (貞德 の 主唱になる 俳 風)、 談林 (宗 因の 主唱になる 俳 風)、 正風 體 (t" 巴蕉 一派. 

の 俳 風、 卽ち 蕉風) と、 次第に 轉 向した 作者で ある。 故に、 蕉 門の 人々 と 交る やうに なつてから も、 未だに、 古 

風 • 談 林の 調子が 仲々 拔け きらなかった。 故に 「信 德が 人の 世 やなるべし」 とい ふやうな 言葉が 使用され たので あ 

らう， - 序でに、 信德の 古風 *談 林 • 蕉風の 各 時代に 於け る 作品 を、 次に 擧げ て參考 としょう。 

先づ、 貞窒 が、 貞門 諸家の 發句 を輯錄 した 『玉 海 集』 中に、 信 德の句 は、 


大淀 のうら 盆 なれ や^ 勢 を どり  信  ^ 

その他、 合せて 四 句 入 集して ゐる。 これらが 信德の 古風 時代の 作品と いひ 得る。 次に、 信 tsn ゆが 編 暴した 『七 

百 五十 韻』 に は、 卷頭 句と して、 

江 戶櫻志 賀の都 は あれに けり  信  德 

が揭 げられ て ある。 これら は 信 德の談 林 時代の 作品と いふべき であらう。 "1^ 後に、 燕 風と なって からの 作 "1 とし 

て は、 適當な ものが 徴 いが、 荷 兮の編 撰になる 『隋 野』 の 中に、 次の 一 句が 兌え てゐ る。 

薄曇りけ だかく 花の 林 かな  信 

さて、 「人の 世 や」 と 置いた 信 德の句 を 探して はみ たが、 これ は 遺憾ながら 未だ 囑 する ことができなかった。 

然し、 其 角の 『雜談 集』 中の 一 節に、 

趣向に か.， はる 人 は、 すべて 發句 成が たし、 風景 をし る 人、 思 出 多し。 此比、 信德が 文に、 此方な ど は 

例の 發句 下手に て、 一句 もえ 中 さすと 卑下な がらに 

名月よ 今宵 生る.^ 子 も あらん  信  德 

いざよ ひの {4! や 人の 世 中と いへ る觀念 か。 是は 今年 就中 腸先斷 と、 白 氏の ギを 悲しみけ る 心に も かな ひ 

て、 信 德が老 の 誠なる べし。 

と 見えて ゐて、 こ- -に 「いざよ ひの 空 や 人の 世 中と いへ る觀 念」 と 記されて あるが、 或は、 か、 る 一； H 紫が 當 時の 

常用 語であった 爲 めに、 この 邊 から 「信 德が 人の 世 やなるべし」 とい ふ 言 紫が 生じた のか も 知れぬ と 推 せられ 


るの， である。 なほ 次の 積翠 園の 評語 を參 看せられ たい _ 

卽ち、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 


21 字皇 かば、 H  llnHn. 

ffi せ 口に 落人て、 振舞 やの 平 話に 只？. K 姿 をい ふに はす」 4 

理^に^ ス  ，，，， よ S 士" てして、 也， 0 風な り。 常の 事 を 常の 詞 にて いひて 餘 

いへ ども、 言葉に それ を あら はして いふ は理 せ-" に L て -.p^f..- 

情に、 無情 迅速の 心有る、 是 今の はいかい なるべし。 


と 見えて ゐる * 


田のへ りの 豆った ひ行螢 かな 万 乎 ① 

もとは 先師の 斧 i りし 凡 兆 か 句な り 猿 讓の時 凡 兆 曰 此句見 i ② 

なし 余へ し 去来 曰 へり 豆 をった ひ 行 螢の光 闇夜の 景色 風姿 ありと い ③ 

立 兆 ゆ i す 先師 It 捨は我 拾 はむ 幸 伊賀の 連中の 句 i に ④ 
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似た る あり 夫 を 直し 此句 となさん とて 終に 万 乎 か 句と 成け り  ® 

S ①万 乎— 此ノ  二字 ナシ。 ® もとは —元ト は。 斧正 ありし I 斧正 有し。 句な り —句 也。 猿簑 —猿み の。 凡 兆 ：1| 兆：！ I。 ③ 

除へ し I の そくへ し。 つた ひ 行— 傳ひ 行。 螢の 光— 蟹 光。 風姿 ありと いふ— 風姿 ありと 乞 ふ。 ④凡兆 ゆるさす— 兆 ゆるさ 

す。 拾 はむ I ひろ はむ。 伊賀の 連中の 句に I いかの 句に。 是に 似た る あり— 似た る 有。 ⑤夫を —其 を。 万 乎 I 此ノ 二.：：^ ナシ。 

EI ① つた ひ 行 I つたい 行。 螢 かな —螢 哉。 万 乎— 此ノ 二字 ナシ。 ③ もとは I 此句初 は。 斧正 ありし I 斧正たり し。 句な り I 

句 也。 撰の 時 —撰のと き。 見る 處— 見る 所。 ③除 へし I 除く へし。 つた ひ 行 —傳ひ 行。 風姿 ありと いふ— 風姿 ありと 乞" 

④凡兆 ゆるさす— 兆 ゆるさす。 拾 はむ— 拾 はん。 伊賀の 連中の 句に I 伊賀の 句に。 是に 似た る あり— 似た る あり。 ® 夫 を I 

其 を。 万 乎 —此ノ 二字 ナク、 { 仝 間 二 「本ノ マ ゝ」 ト 傍註 ガ 附シテ アル。 

IS ① つた ひ 行 I つた ひ 行く。 万 乎— 此ノ 二字 ナ シ。 ② もとは I 此句初 は。 斧 E ありし I 斧正 有し。 猿 籠 I 猿 炎。 凡 兆 ul 兆 

曰。 ③ 除へ し— 除く へし。 へり 豆 I へりの 豆。 つた ひ 行 —傳ひ 行く。 螢の光 I 蟹 光。 風姿 ありと いふ I 風姿 ありと 乞 ふに。 

④凡兆 ゆるさす I 兆 許さす。 兆 もし 捨は —兆 もし 此句 を捨 は。 拾 はむ— 拾 はん。 幸 I 幸 ひ。 伊賀の 連中の 句に— 伊^の 句に。 是 

に 似た る あり I 似た る 有り。 ⑤ 直し— 直して。 

50 ①此 ノ句ノ 頭-一 「③ サル ミノ」 ト アル。 ② もとは— この 句 初 は。 猿簑— 猿み の。 撰の 時— 撰のと き。 兑る處 lE^ る 所。 

® 除 へし— 除く へし。 へり 豆 を —田の へりの 豆。 つた ひ 行 —つた ひゆく。 闇夜の 景色 —閽の 夜の 景色。 風姿 ありと いふ— 風姿 あ 

りと!， ふ。 ④ 兆 —兆。 拾 はむ— 拾 はん。 是に 似た る あり— 是に 似た る あり。 ® 夫 を— 其 を。 _^し|^^して。 此句 I こ 


の 句。 成け り I なりけ り。  - 

II ①此ノ 句 ノ頭ニ 「® 猿 蓑」 ト アル。 ③ もとは— 此句初 は。 撰の 時— 撰のと き。 見る 處— 見る 所。 ③ へり 豆 を— 田のへ 

りの 豆 を。 蟹の 光. I ほたるの 光。 闇夜の 景色— 闇の 夜の 氣色。 風姿 ありと いふ I ありと 也。 ④凡兆 —兆。 兆 もし 捨は —兆 若 


捨は。 我 拾 はむ— 捨 はん。 是に 似た る あり I 似た る あり。 

國② 句な り —句 也。 猿簑— 猿 蓑。 © 除 へ し— 除く へ し < 
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た  44 め  d 

田の へ の 豆った ひ 行 


® 直し —直して。 此句 I この 句。 成け り— なりけ りハ 

④兆 もし 捨は —兆 もし 捨て は。 


ほたる  ぼん  こ 

蟹 かな  万  乎 


ぜんし  ふ せい  ぽんて う く  さるみ のせん W き ぽんて うい  こ  くみ  ミころ  のぞ  きょらいい 

もとは 先師の 斧正 ありし 凡 兆が 句な り。 猿 蓑 撰の 時、 凡 兆 曰 はく、 此の 句 見る 處 なし。 除くべし。 去來曰 はく、 

、 まの  ゆ  ほたる ひかり やみよ  け しき ふうし  ぽんて う  せんし い  てう  す  われ ひろ 

へり 豆 をった ひ 行く 螢の 光、 闇夜の 景色、 風姿 ありと いふ。 凡 兆 ゆるさす。 先師 曰 はく、 兆 もし 捨てば、 我 拾 は 

'さ ひ は ひ い が れん ぢ ゅラ く  これ に  それ なほ こく  つ ひ ばんこ く な 

む。 幸、 伊賀の 連中の 句に、 是に 似た る ぁリ。 夫 を 直し 此の 句と なさん とて、 終に 万 乎が 句と 成りけ. 


-り， 


一口  i 

「田の へりの 豆った ひ 行く 螢 かな 万 乎」 11 この 句 は、 もとは、 師翁 がかう 直して 下さった、 凡 兆の 作で ござ 

いました。 後に、 わたくしどもが 『猿 蓑』 を 撰びました 時に、 凡 兆が T この 句 は、 格別 佳い 作で も ございません 

から 『猿 蓑』 の 中には 入れますまい。」 と 申します ので、 わたくし は、 それに 答へ て 、「田のへ りの 豆を傳 うて 行く 

K 虫の 光、 その 闇夜の 中の 一 情景に は、 雷 ふに 言 はれぬ 風情が あります 。『猿 蓑』 に 入 集したい ものです。」 と、 申し 
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, , -3  一.^ お^きに ならわて 

ました。 I  itl^HHUfi  I 

に人染 される ことにな りました。 

^^y  31  の 人で ある。 i を大坂 II 夫と 稱 した。 籰し 一」 i お 

① ヘリ 緣。 ふち。 i 夏 の季題| ① 万人 乎 衆の 蟹 人 f  I 斧を人れて正 しくす る。 霊へ る。 手 を 人れ る。 

とい セ $11  SITS のァ 1 趣き 11 ④兆 I 

ます。 11 みどころ。 よしと 認める ところ ま 姿す カナ 


g^^^o へりの」 Is  1 である。 但し 、『籠』 に は、 

► た ひ行埜 かな 


K の 畝の 豆つ；，. 

m へり」 よりも 「田の さ の 方が 明らかで ある まふ 

なほこの 句に 就いては、 『花直』 に 次の 如き 記載 カぁ る。 


万 乎 


又、 
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田のへ りの 豆った ひ 行 登 かな 

此句始 は 先師 Qit し 凡 兆が 句 也。 籠 撰の 時 凡 兆 曰、 此句 見る 所な し、 除くべし。 秦曰、 〈り 

豆 をった ひ 光、 闇夜の llt。  a 先師 曰、 兆 もし 捨、 I 拾 はん、 幸 S の 句に 

似た る あり、 それ を 直し 此句 となさん とて、 終に 萬 字が 句と なりけ り。  一 , 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 田のへ りの 云々。 

猿み のに、 田の 畝のと 五 文字 ぁリ。 凡 兆 見る 所な しとい ふ 事、 いまだ 去 來に不 及 所 ぁリ。 されば こそ、 

ばせ を も是を 拾ん とい ふ。 拾 ふから は、 今と るべき の 句た る 事 あきらけ し。 

と 見えて ゐる。 


S 大 としをお もへ は 年の 敵 かな 凡 兆 ① 

もとの 五 文字 戀 すて ふと 置て 予か句 也 信 德曰戀 さくらと 置へ し 花 は ② 

騷 人の 思 ふ 事 切なり 去來曰 物に は相應 あり 古人 花 を 愛して 明る を 待 ③ 

く る 、 を をし み 人 を 山野に 行 迷 へ ともい また 身命 のさた におよ は ④ 


す 樱と毅 か は却而 年の かたき 哉と い へ る處 あさまに なりな む な © 

ほこ、 ろえ す 重て 先師に 語る 先師 曰 そこら は 信 S か 知と ころに あら ® 

^ すと なり 其 後 凡 兆大年 をと 冠す 先師 曰誡此 一 日 千年の かたきな りい ® 

しく も 置た る もの 哉と 大笑し 給け り  ® 

0 ①大 とし I 大歳。 年の 敵 かな— としの 敵 哉。 ③ もとの 五 文字— 元の 五 文字 は。 信德 曰— 去來曰 この ほ 句お 季 なし^ 德曰。 

戀 さくら I 戀樱。 ③思ふ 事— おも ふ 事。 切なり ー 切 也。 ④ をし み— おしみ。 人 を 恨— 人 を うらみ。 行 迷 へ とも— 行 迷 ひ 

侍し-と。 さたに およ はす— さたに 及 はす。 ^5置かは—ぉかは。 かたき 哉 ー 敵 哉。 なりな む —成なん。 なほ 1^。  ® こ、 

ろえ す— 心得す。 知と ころ— しる 處。 ⑦と なり I と 也。 大年！ K 歳。 誠此 一 曰-誠に 是の  一 QO 千年の かたきな り-千年の 

敬な り。 ® 置 たる もの 哉— 置た る 物 かな。 大笑し 給け り— 大笑し 玉 ひけり。 

①大 とし —大 歳。 年の 敵 かな— としの かたき 哉。 ③ もとの 五 文字— 元の 五 文字。 信德 曰— 去來！ n 此^ 句^ 季 なし^ 徳 L 

戀 さくら— 戀櫻。 ® 思 ふ 事— おも ふ 事。 切なり I 切 也。 明る を 待— 明日 を 待。 ④ くる k を —募 日 を。 をし み み。 人 

を 恨— 人 を 恨み。 it 迷へ とも— 惑 ひ 侍れと。 さたに およ はす I 沙汰に 及す。 ® 置か は はは。 かたき 哉— 敵 哉。 とい へる^^ 

—といへ る 所。 あさまに— 淺 間に。 なりな む —なりなん。 なほ I 尙。 ® こ 、ろえ す— 心得す。 重て Is ねて。 先師に る I 

先^に 語る に。 知と ころ— 知る 所。 ® となり— と 也。 大年— 大 歳。 をと 冠す— を 冠。 千年の かたきな り— 千， m の 敵 也。 
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® 置 たる もの 哉 I 置た る 哉。 大笑し 給け り —大笑し 玉 ひけり。  j 

{^ ①大 とし I 大年。 ③ もとの 五 文字— 元の 五 文字。 句 也 I 句な り。 信德 曰— 去 來曰此 發句季 なし 信德 曰。 戀 さくら I 戀櫻。 

置へ し I 置く へし。 ® 思 ふ 事 —思 ふこと。 明る を 待 I 明くる を 待ち。 ④ くる. 1 を I 暮る 、を。 をし み —惜 み。 人 を 恨 1 

人 を 恨み。 迷へ とも— 迷 ひ 侍れと。 いまた I 未た。 さたに およ はす— 沙汰に 及 はす。 ® 却而 I 却て。 かたき 哉 —敵 かな。 と 

い へる 處— と 云へ る 所。 あさまに I 淺 間に。 なりな む I 成りなん。 なほ— 猶。 ® こ& ろえ す I 心得す。 重て I 言-ねて。 知と 一 

ころ— 知る 處。 あらす I 非す。 ⑦ をと 冠す I を 冠す。 誠此 一 日— 誠に 是 一 日。 千年の かたきな り —千年の 敵な り。 ® 置 

たる もの 哉 —置きた る 物 かな。 大笑し 給け り， I 大笑し 給 ひけり。 

園①大 とし I 大歳。 此 ノ句ノ 頭-一 r@」 ト アル。 ③ もとの 五 文字 I 元の 五 文字。 信 德曰 —去 來曰是 ほ 句に 季 なし 信 德曰。 戀 

さくら —戀 櫻。 ③相應 あり —相應 有。 明る を 待 —明日 を 待。 ④ くる & を— 募 を。 をし み —おしみ。 行 迷 へ とも— 惑 ひ 侍 

れと。 さたに およ は.！ 31 沙汰に 及 はす。 ® 置か は— 置 は。 かたき 哉 —敵 哉。 とい へる 處— とい へる 所。 あさまに— 淺 間に。 ， 

なりな む —なりなん。 なほ —隐。 ® こ X ろえ す I 心得す。 重て— 宽- ねて。 知と ころ— 知る 所。 ⑦ となり I と 也。 をと 冠 i 

す— を 冠と す。 誠此 一 日 —邀 に此 一 日。 千年の かたきな り— 千 軍の 敵な り。 ® 置 たる もの 哉— おきた る 物 かな。 大笑し 給け 一 

り- 1 大笑し 給 ひけり。  一 

圈①大 とし —大 歳。 此 ノ句ノ 頭-一 「@」 ト アル。 ② もとの 五 文字— 元の 五 文字。 句 也— 句な り。 信德曰 —去来 曰是ホ 句に 季； 

なし 信德 曰。 戀 さくら I 戀櫻。 ③思ふ 事 I おも ふ 事。 相應 あり —相應 有。 ④ くる &を I 暮を。 をし み— おしみ。 入 を 恨 一 

1 人 を 恨み。 行 迷へ とも I 惑 ひ 侍れと。 さたに およ はす I さたに 及 はす。 ® 置か は— 置 は。 年の かたき 哉 —年の 敵。 とい へ 

る處 I とい へる 所。 あさまに I 淺 間に。 なりな む— 似なん。 なほ I 潜。 ® こ& ろえ. i 3— 、い 得す。 知と ころ— 知る 所。 ⑦ 大 


年 をと 冠す I 大年を 冠と す。 誠 I 塞に。 千年の かたきな り I 千 軍の 敵な り。 .©置 たる もの 哉 —おきた る 物 かな。 大笑 し^け 

り —大笑し 給 ひけり。 

ga@ 切なり I 切 也〕 明る を 待 I 明くる を まち。 ④ くる \ を I 募る \ を。 人 を 恨， -入を 恨み。 ® といへ ろ處— とよ 、- へる 

處。 ® こ  > -ろ えす— こころえす。 知と ころ— 知る ところ。 

犬 としをお もへば 5;^: の g きかな  M て兆フ 

もとの 五 文字、 戀 すて ふと 置きて、 予 がが 也。 信德日 はく. 衝 さくらと I はくべし。 i は 1； ^"の M ふ SS ずに より。 お ： 

ら t い  もの  さう おう  こ じん はな あい  もま  I 

來曰 はく、 物に は相應 あり。 古人 花 を 愛して、 明くる を 待ち、 くる.， を をし み、 2^!を.2み、 11- に".^」！! へど も、 

いまだ 身命の さたに およばす。 櫻と 置かば、 却ってぎ のかた き 11 といへ る 獻 が さまにな りなむ 0 igg なほこ.， ろ 

えす。 靈 ねて 先師に 語る。 先師 日 はく、 そこら は 信德が 知る ところに あらす となり。 , の徵、 0,  ^^^L^^ 

す。 先師 日 はく、 誠に 此の 一 日 千年の かたきな リ。 いしく も， ききたる もの!! と、 お Ij^Jl ひけり。 

一口 1 

「ナ としをお もへば 年の 敵 かな 凡 兆」 II この 句 は、 もとは 上の 五 文字 を 「戀 すて ふ」 と m はいて、 わたくしの 

句で ございました。 それ を兑 まして、 信德 が、 「この 上 五に は 『戀 樱』 と 置いたら いか^で せう。 花 は；？^.^ ことつ 
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て、 この 上 もな く 待ちわびられる ものです から。」 と、 申しました。 わたくし は、 それに 答へ て、 次の やうに 申し 

ました 0 「物に は それに ふさ はしいだ けの 程度と いふ ものが あります。 なるほど 昔から、 人々 は 樱の花 を 愛して、 

冬の 過ぎる の を 待ち、 春の 行く の を 惜しみ、 又は、 花に 思 ひ を 寄せて 人 を 恨み、 山野に 花 を たづね て 行 迷 ひな ど 

しました が、 まだ、 その 花の ために、 命を棄 てたり などした 話 は、 聞 及びません。 上に 『櫻』 とい ふ 文字 を 現 は 

します と、 『戀樱 思へば』 とまで は、 それでもよ ろしいで せう が、 さて 次の 『年の 敵 かな』 と續 きます と、 やはり 

櫻の 花の ために 壽 命が 縮まる とい ふ 意が、 大層 露骨に 表現され てし まひまして、 かへ つて 輕 薄な 句と なると 思 ひ 

ます。」 けれども、 信德 は、 なほ 合點 致しませんで したので、 iS{ に、 師 翁に お尋ね 申しました。 すると 師翁 は、 「そ 

こらの けじめ は、 信德 などに は 諒解で きないと ころで せう。」 と、 仰せられました。 その後、 凡 兆が この 句の 『戀 

すて ふ』 を 改めて、 『大年 を』 と 置きました。 師翁 は、 「全く 大晦日の 一 日が 過ぎる こと は、 千年の 悔を 感じる も 

のです。 『大年 を』 と は、 手際よ く 置いた ものです ねえ。」 と、 御 愉快 さう に 仰せられました。 

i 釋ー 

①大年 大晦日の こと。 ③戀 すて ふ 戀を するとい ふこと はの 意。 ③戀櫻 戀 だの 櫻 だの はの 意。 ® 騒人 詩人。 

③ 切な リ 烈しい。 痛切" ③相應 ふさ はしい こと。 相應 あり は 、ふさ はしい 程度が あるの 意。 ④ 身命の さた 沙汰 は 

評判 .噂ノ 話 等に 解して、 命 をす てた とい ふ蹿 との 意。 ⑤ あさま 輕 薄な こと。 ⑦ いしく も 巧みに も。 美し は 古語。 


この 「大 としを」 の 句の 出典 は、 『去 來抄』 以外に は 未だ 寓冃 せぬ。 

「明る を 待、 くる \ を をし み」 は、 一 日の 中の、 「夜の 明ける の を 待ち、 日の 暮れる の を |H み」 と 解すべき が^ M 

であるが、 こ \ では、 「年の 敵 かな」 に は そぐ はない ので、 一年と して、 「冬の 明ける の を 待ち、 の jo;^ れ るの を 

み」 と 口 譯には 試みて おいた が、 これ は尙 熟慮 を 要すべき ところで ある。 

又、 この 凡 兆の 句に は、 未だ 出典が 發 見出 来ない が、 思 ふに T 戀 すて ふ」 とい ふ 句 も餘り 感心 は出來 ない が、 

されば といって、 「犬 年 を」 と 改めても 、「年」 とい ふ 字が 重出した りして、 やはり さほどの 名.？ とも m 心へ ない ので 

ある。 故に、 この 章の 最後に、 「いしく も 置きた る もの 哉と、 大笑し 給 ひけり」 は、 もっと 諧誠味 を 含ませて 、「そ 

んな ことの 方が、 まあく まし だら うよと、 大笑 ひな さった」 と 解した 方が 妥當， かも 知れない。 

『旅寐 論』 中に T 歳旦 無季の 格と て、 許 六 二 句 あげて 示さる、 無季の 句と 申す 事 侍る や」 とい ふ 問に、 去 米 は 次 

の 如く 答へ てゐ る。 

答 曰、 先師 もた ま，/. \ 無季の 句有レ 之、 然 どもい まだ 押出して 是を 作り 給 はす、 或 時の たま ふ は、 祌紙 • 

釋教 *賀* 哀傷 • 無常 • 述懐 • 離別 .戀* 旅 • 名所 等の 句 は、 無季の 格 有りた きもの 也。 是を 興行 せんと ひ 侍 

れ ども、 暫くお も ふ 所 ありと 云々。 無季の 句と い へる は、 落馬の 卽與 に、 

歩行なら ば 杖つ き 坂 を 落馬 哉  翁 

何となく 芝 吹く 風 も あはれ 也  杉  風 


此の 句 は、 先師の 旅行 を 送りての 吟 なり。 

戀 をして おもへば としの 敵 かな  去  來 

これらの 句な り。 表裏と もに 季を兑 る 所な し。 此の 句の みに かぎらす、 折く の呤 あり。 . 

卽ち、 こ &には 「戀 をして」 とい ふ 上 五に なって 牧 めら れて ある。 

なほ 『篇 突』 の 「歳暮の 格」 の 項に は、 

年の 暮と云 は、 一とせ の暮行 上に か- -り、 大 とし • 除夜 は、 只、 一書： 夜の 上に て 大切 成 日 也。 よく 工夫 

すべし。  • 

と ある C  . 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 }i.J に は、 

〇大 歳 を 云々。 

花に めで 月に かなしむ は、 風雅のう への 本 情 也。 さる を、 樫の 木の 花に かま はぬ 姿 かな、 と 樫の 木を稱 

し、 雲 折/. \ 人 を 休む る 月見 かな、 と 雲の か \ る を 却て 稱し 侍る 心より して 見れば、 信 德が楼 と 置た る 

は、 よのつねの 句意に して、 蕉門 一派の 意地に は あらす。 されば とて、 此の 甸只五 文字の 相違せ るを稱 

して、 誠に 不易の 句と はいふべ からす。 只 一 與 一笑なる べし。 

と 見えて ゐ る。 
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iw 赛， 錢も 用意 顔な り 花の 森 去 來 ① 

- 先師 曰 花の 森と は is なれす 名處 なる にや 古人 も 森の 花と こそ 巾； れ ③ 

詞を 細工して か 、 る 拙き 事 云 へ からすと 也  ® 

E ①賽錢 I 散錢。 用意 顏 なり— 用意 かほ 也。 花の 森— はなの 森。 ②聞 なれす —醋き なれす。 こそ— 社。 © 云へから すと 

也 I いふへ からすと 也し 

E ①賽錢 —散 錢。 用意 顏 なり— 用意 かほな り。 ②聞 なれす I 聞馴 す。 名處— 名所。 こそ— 社。 申 侍れ ー 中 候 il^ れ。 ④拙 

き 事— 拙な き 事。 云へから すと 也— いふへ からすと 也。 

IS ①賽錢 I 散錢。 ②聞 なれす— 聞 馴れす。 名處 なる にや 所なる や。 ©か>-る|斯る。 拙き —拙き こと。 云へから 

すと 也 I 云 ふへから すと なり。 

«~ 力  ^^カ 

EE ①賽錢 —散 錢。 花の 森 —花の 杜 C 此 ノ句ノ 頭-一 「③」 ト アル。 ® 聞 なれ. 一 -I ^馴れす。 名處 なる にや— 名所なる や。 

® 云 へ からすと 也— い ふ へ からすと なり。 

國 G 賽錢— 散錢。 此ノ句 ノ頭ー I  f®」 ト アル。 ③名處 なる にや— 名所なる や。 中 侍れ— 巾 れは。 

i.-^ へ からすと 也— い ふ へ からすと 也リ 
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師 6l はく、 花の 森と は 聞 

、  なり 

事 云 ふべ からすと^。 


m も 船 t 思 i なり 花 のよ 森 ！ よべ h  y  IP 

き なれす。 きなるに や。 pfflL^^O 詞を 細工して 力 4f 


i  V  もり 


H  3  、 

^用謹な り 花の 森 去來」 —師 翁の 仰せに、 「この 句の 下の 五 文字に 『花の 森』 in 

これ は あまり 聞かない 詞 です。 名所の やうに も 聞え ますが、 お前の 作意 はや はり 花の ある 管い ふ h となよ、 のでせ 

う 。それならば、 昔の 人 も 『森の 花』 とい ふ詞を 用ゐて 居ります。 詞の 上に 小細工 を 施して この やう 

い 言 ひ 廻し をして はなり ません。」 と、 申されました。 

^ 錢 |神佛のま し に奉る 錢。 ③名處 名所、 き。 景色が よかったり、 由緒が あったり して、 11 

③ 細工して つくって。 ③ 拙き 事 まづ いこと。 


この 「賽錢 も」 の 句の 出典 は 『去 來發 句集』 である" 但し、 同書に は、 

散錢も 用意 顔な り 森の 花 

と 見えて ゐて、 小異 同が 發 見され る。 なほ、 この 句集 は、 後年 蝶 夢の 手に よって 編 蟇され たもので あるが、 この 

句の 前に は、 

南都の 般若 寺に て 

散 こもる 花や 般若の 帋の間 

又、 後に は、 

花 雪と ちらす ゃ錢の 間の 山 

の兩 句が 見える。 これらの 句と 關聯 して、 「賽錢 も」 の 句 も 同じく 京都 以外の 土地での^ 詠で あらう かと も 想像 さ 

れ るが、 『俳諧 所 名 集』 に は、 「山城」 の 部 中に、 

花 山 しか 谷 ひがし 南北 兩所 也。 

と兒 えて ゐ るが、 或は かやうな 所での 作で あらう かも 知れぬ。 なほこの 句に 使用され て： Q る 「敬 sf」 と は、 「ばら 

錢」 の 意 も あるが、 賽錢と 解して よろし からう。 . 

さて、 この 芭蕉の 意見 を 再 誦する 時、 『騰 野』 所牧 の、 

薄ぐ もり 氣 高き 花の 林 かな  信  德 

とい ふ 句 を 思 ひ 浮べる ことが 出来る or 花の 森」 を不 熟な 成 l^i として 拂 した 笆蕉で あるから に は、 W ゐ 方に 多 小ノの 
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相違 はあって も、 この 「花の 林」 とい ふ詞 も、 あまりよ い 詞とは 思って ゐ なかった であらう 事が 推察され る。 又 

『去 米杪』 中に、 笆蕉の 言葉と して、 「そこら は 信德が 知る ところに あらす」 とい ふやうな 口吻が 傳 へられて ゐる 

事 を、 思 ひ 合せれば、 更に 與味 深き ものが あらう。 

なほ 、『三 冊子』 に は、 

生前 折. のた は むれに、 俳諧い まだ 俵 口 をと かすと も 云 出られし 事 度々 也。 高く こ \ ろ を さとりて 俗 

に歸 るべ しとの 敎 なり。 常に 風雅の 誠 をせ めさと りて、 今な す處 俳諧に 歸る べしと 云る 也。 常 風雅に い 

る もの は、 思 ふ 心の 色、 物と なりて 句 姿定る もの なれば、 取 物 自然にして 子細な し。 心の いろうる はし 

から ざれば 外に 詞を たくむ。 是則 常に 誠 を 勤ざる の 心の 俗 也。 

又 、『行脚の 投』 中の 一節に は、  、 

一 、 山川 舊 跡した しく 尋ね人べ からす。 私の 名 をつ くる ことな かれ。 

とも あり、 叉 『枇杷 園隨 筆』 に 依れば、 芭蕉が 吉 野から 慰 七 宛に 送った 書翰の 中に、 瀧 ，塚* 峙 *坂* 山 等の 名を擧 

げた 後に、 

名 もしらぬ 山 は 書付に もらし 申 候。 

と 記して ゐ る。 

因みに、 名所と 定められて ゐる 森の 名前に は、 先づ 連歌の 時代に は、 『奥義 抄』 に 依れば、 

杜 


いはせ の もり (かみな びの) いくり の もり (いもが いへ に) いはたの もり (やましろの) うき 

たの もり  さく さはの もり  うなての も. CS  (まとり すむ) 

と规 おされ、 俳諧の 時代に 到れば これよりも いくらか 增 加して、 たと へば 『俳諧 所 名壤. 1 に 依れば、 以上の 外に 

かみた し  お ほ あらき  は、 そ  .  かしぷ^- ： 

祌 無の 杜 ft 城) 藤の 杜 (山城) 大 荒木の 森 (山城) 梓の 森 (山城) 雨の 杜 (ms 柏木の 森 

(大和) 山 邊の杜 (大和) 河 W の杜 (河 內) 信 田の 森 (和 泉) 依 羅の杜 (攝  > ポ) の 朴、， 攝 f^) 

g め 手の 杜 Ola:) 神 南の 杜 (攝 津) 生 田の 杜 (攝津 ) 風の 杜 戀の杜 s^so 哀共 森-、， e ち 

月 讀の杜 (供勢) 阿波 手の 森 (尾 張) 木 枯の杜 (駿 河) 古々 井の 杜 s^! の 森、： 武藏) 0 

が 森 (武藏 ) 大我 井の 杜 (武 藏， >  八幡 しらすの 杜 (上 總) 老 曾の 森ぐ 近 江) 柳の 森 (近 江) 卯 

坂の 杜 (越 中) 驚の 杜 (安藝) 雨の 森 (日向) 風の 杜 (犬 隅) 

f^^lf^o  ば。 翠 園の S 來抄 評」 は、 ン 

が 「を 葡. すス- ぐ. -の 章に 翻す K 記載み- 缺 く。 」 


六 月 雪 や 鉢た、 き 名 は^ 之亟 越 人 ① 

去來 u 此頃 伊丹の 句に へ 彌兵衛 と はしれと 憐ゃ 鉢た、 きと 云 あり 越 ③ 

人 か 句 人 化 水い か、 侍らむ 先師：： n.tt とい へ る あたり 一 句働见 えてし © 


— C loo  y 


かも 風姿 ありた 、 しれと 憐 やとい ひくた せる と は 各 別 也され とも 鉢 

敲の 俗体 を もて 趣向 を 立 俗名 を かさり 侍れ は尤 遠慮 有 へ し 又 重て 折 

も あらむ となり 

一校 異ー 

a ②去來 曰 I 猿み の 撰に 去来 曰。 此頃— この 比。 へ— 此ノ 爪印 ナシ。 鉢た. 1 き— 鉢扣。 と 云 あり— と 云 有。 ® 越 人 か 句— 越 

か 句。 侍らむ— 侍らん。 ④ 風姿 あり— 風姿 有。 た \| た &に。 されと も I されと 共に。 © 鉢敲 I 鉢扣。 もて—2^て。 重 

て I 重ての。 ® あらむ となり— 有なん と 也。  S 

1 

G1 ① 鉢た. -き I 鉢 叩。 ②去來 曰— 猿簑 撰の 時。 此頃 —此 ころ。 へ— 此ノ 爪印 ナシ。 しれと 憐ゃ —知れと 憐ゃ。 鉢た. 1 き— 鉢 、 

扣。 と 云 あり— とい ふ あり。 ③ 侍らむ— 侍らん。 働— 働き。 見えて— 見へ て。 ④ 風姿 あり— 風姿 有。 た >-— た k に。 さ 

れ とも— されと。 ® 鉢敲 I 鉢た \ き。 俗体 I 俗 鉢。 もて I 以て。 俗名 を かさり 侍れ は— 俗名 を もって 句 かさり ijtr- は。 有へ 

し I あるへ し。 重て— かさねて は。 ® あらむ となり— ありなん と 也。 

IS ②去來 曰— 猿 蓑 撰の 時去來 曰。 へ —此ノ 爪印 ナシ。 しれと 憐ゃ— 知れと 哀れ や。 鉢た & き— 鉢敲。 と 云 あり— と 云 ふ 句 あり。 

③ 侍らむ I 侍らん。 いへ る あたり I 云 ふあたり。 働— 働き。 しかも I 然も。 ④ た.^ I 徒に。 し， と雞ゃ Ip^^ と憐 や。 ノ 

ひくた せる— 云 下せる。 各 別 也 —各 別な り。 されと も— されと。 ® もて I 以て。 趣向 を 立— 趣向 を 立て。 俗名 を かさり 侍， 

は— 俗名 を 以て 句 を 飾り 侍れ は。 尤 遠慮— 遠慮。 重て— 重ねて。 ® あらむ となり— 有なん となり。 


④ 

® 


<ici> 


EEO ン此ノ 句/頭 二  r@」 ト アル。 ③去^ 曰 I 猿み の 撰の 時。 此頃 I 頃日。 へ— 此ノ 爪印 ナシ。 しれと 憐ゃ —しれと あはれ や 

④^^：らむ—^^りん。 働— 働き。 見えて I 兑 へて。 ④た \ —た、 に。 しれと 憐ゃ I しれと 哀れ や。 ^別 也 I 格別な り。 されと 

も I されと。 ® 鉢敲 I 鉢た ^ き。 俗体 を もて— 俗 鉢 を 以ての。 俗名 を かさり 侍れ は— 俗名 を 以て 句 を 飾り 侍れ は U 有へ し I 

あるへ し。 又 I また。 重て— 重て は。 ® あらむ となり I ありなん となり。 

圏①此 ノ句ノ 頭-一 re>」 ト アル。 ②去來 曰 I 猿簑 撰の 時。 此頃— 頃日。 へ —此ノ 爪印 ナシ。 しれと 憐ゃ —しれと おはれ や。 

③働 I 働き。 ④た &— た、 に。 しれと 憐ゃ I しれと 哀れ や。 各 別 也 I 格別な り。 されと も— されと。 ® 鉢敲， I 鉢た 、 き。 

俗 休 を もて— 俗 鉢 を 以て。 俗名 を かさり 侍れ は I 俗名 を 以て 句 を 飾り 侍れ は。 又 —また。 重て IK て は。 ® あらむ となり— 

ありなん と 也〕  . 

ia® 云 あり I 云 ふ あり。 ® 趣向 を 立— 趣向 を 立て。 有へ し —あるへ し。 重て —黨 ねて。 

つき はい。  な  じんの じょう  ゑつ  じん 

月 Sli や 鉢た.^ き 名 は 甚之丞  越  人 

去來曰 はく、 此の頃 伊丹の 句に、 彌兵衞 と はしれ ど憐ゃ 鉢た &き、 と 云 ふ あり。 越 人が 化、 入 iiii^ いか ビ 侍らむ。 

先師 曰 はく、  H 雪と いへ る あたり、 一句 働き 見えて、 しかも 風姿 あり。 た i -、 しれ ど憐 や、 とい ひく だせる と は 

ぉ，のく!^っな.^- ,  は； 5J- たいき ぞ； たい  しゅかう た  ぞくみ や 5  はべ  もつ ミ a: ん りよ も  ** たか..、 .f. り 

名々 St 也。 され ども 鉢敲の 俗體を もて 趣向 を 立て、 俗名 を かざり 侍れば、 尤も 遠！ g 有るべし。 乂^ ねて 折 も あ 

らむ となり 0 
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la 譯ー  . 

「月 雪 や 鉢た- -き名 は 甚之丞 越 人」 —— わたくし は、 この 越 人の 句に 就きまして、 「この頃、 存 丹の 人の 作に、 

『彌 兵衛と はしれ ど あはれ や 鉢た \ き』 とい ふ 句が ございます。 等 類の 句と 評される おそれ も あるかと 存じます 

から、 いま 『猿 蓑』 に、 この 越 人の 句 を 人れ ますこと は、 差控 へたい と 思 ひます が、 ぃか^.-でござぃませぅ0」と 

申しました。 すると、 師 翁の 仰せに は T この 越 人の 句 は 決して 凡作ではありません。 殊に、 『月 雪 や』 とい ふ 五 文 

字 を 上に 置いた あたり は、 一句と なる までの 苦心の ほど も 見えます し、 それだけ、 また 句に 風情 もあります。 こ 

のと ころ を、 その 伊丹の 人の 句で は、 た あっさり 『しれ ど あはれ や』 と敍 してあります が、 それと これと は、 

各々 別の 趣です。 けれども、 兩句 とも、 鉢た \ きが 俗人で ある こと を 句の 村 料と し、 而も、 その 俗名 を 句 中に 詠 

人れ て ゐる點 は、 全く 似通って ゐ ますから、 いま 越 人の 句 を 『猿 蓑』 に 入れる こと は、 當 然差控 へなければ なり 

ますまい。 いづれ、 そのうちに また 發 表する 機會も あるで せう。」 とのこと で ございました。 

0 釋ー 

①月 雪 や 月 や 雪 やの 意。 これと 似た 用法の 句に、 芭蕉の 「月 雪との さばり けらし 年の 暮」 (續虚 栗)、 去來の 「月 雪の ために も 

したし 門の 松」 (曠野： r 又は 平 砂の 「月 雪 や 隣り の 座に は釋迦 如來」 (續 奇人 談) などが ある。 ① 鉢た > 'き 穴 H 也 忌 (十 一 月 

十三 日 ) から 四十 八 夜の 間、 窣； 也宗の Is  (多く 有髮 妻帶、 常に は 茶签を 製して 賣 る)、 京の 町々 を、 巡って 念佛和 讃を唱 へ、 鐘 を 

打ち， 竹 杖 を 以て 瓢を 叩き、 米 錢を受 くるに は瓢を 以てする。 かくて 日沒 から に 至る まで 修行して 歩く こと。 又、 その 人 を 鉢 

た \ きと 呼ぶ。 ③ 伊丹 攝津 國川邊 郡に あり、 古來 有名な 伊丹 酒の 產 地であった。 元祿 前後 此の 地に 伊丹 風と いふ 俳 風が 起 


り 表現の 磊落と 思想の 新奇と を 特徴と し、 殊に 口語 を自 おに 用ゐ た。 この 派の 人々 に は 鬼 貫 を 始め、 驚勖. 賈助 

S: 退. 靑 入. 後 村. 百 丸 等が 主な 入々 である。 ⑤俗 B 僭^ 又は 肘 形に 對 する 語。^ ならぬ 平 人の r に 揮 向 を 立 句の 

しくみと する こと。 ⑤ 俗名 對 する 語。 在俗の 名。 俗稱. 通稱に 同じ。 © 折 も あらむ よい 搏 おも ある. たらう。 

fly  • 

この 「月 雪 や」 の 句の 出典 は T 去 來杪』 以外に は 未だ 寓ロ せぬ。 或は rm- ねて 折 も あらむ」 とい ふやうな 發 

^！；^の機^がなかったのかも知れぬ。 

仉し T 風俗 文選』 の 中に、 去来の 「鉢扣 の辭」 が あり、 こ、 に は、 「月 nil や 鉢た、 き 名 は」 が、 「鉢扣 =： ャト に..^ 

は」 となって 出て ゐる。 ^&%11#|】.<」に？5ぁ「§それを|のた|に揭げる。 

師走 も 二. 日。 冬 も かぎりなれば、 鉢た \き 聞かむ と、 例の 翁の わたり ましけ る。 こよ ひ は 風 はげし 

び， p: そぼ ふりて、 とみに も 米らねば、 いかに 待 佗び 給 ひなむ といぶ かりお も ひて、 

t: め こ そ 露 似ても 兑 せむ 鉢扣 

と 灰 吹の 竹う ちなら しける。 其聲妙 也。 火宅 を 出で よと ほのめかし ぬれ ど、 辆 あはれ なる ふし，^ の^ 

るべ くも あらす。 かれが 修行 は瓢 1^ をなら し、 鉦 打ちた」 き、 二人 三人 つれても うた ひ、 かけ 介 ひても 

諷 ふつ 其 唱哥は 也の 作 也。 かくて 塞の 中と、 卷 秋の 彼 は、 ！ S 夜 を わかす。 都の 外、 七 所の： 味 をめ 

ぐり ぬ。 無 隊の手 向の た ふとければ、 かの 湖卷 も、 わが 家はづ かしと はいへ り。 常 は 杖の さきに 茶お を 


さし、 大路 小路に 出て、 商 ふ 業 か はり ぬれ ど， さま 同じければ、 た. - かぬ 時 も 鉢扣と ぞ曲翠 は. S. されけ 

—る。 あるひ はさ かやき をす り、 或は 四方に からげ、 法師なら ぬすが たの 衣 引き かけ たれ ど、 それ も墨染 

に は あらす。 お ほく は、 萠 黄に 鷹の 羽 打ちち がへ たる 紋を つけて 着 たれば、 月 雪に 名 は 甚之丞 と 越 人 も 

興じ 侍る。 されば 其 角 法師が 去年の 冬、 ことごとくね 覺 はやら じと 呤じ ける も、 ひとり 聞に やた へ ざり 

けむ。 打と けて 寢 たらむ は、 かへ り 聞む も 口 をし かるべし。 明して 社との 給 ひける。 横雲の 影より，、 か 

ら びた る聲 して 出來れ り。 げに老 ぼれ 足よ はきもの は、 友 どち にも あゆみお くれて、 ひとり 今に やなり 

ぬらん と、 翁の、 へ 長 嘯の 墓 もめぐ るか 鉢た \ きと、 聞え 給 ひける は、 此 あかつきの 事に てぞ 侍りけ る。 

と 1^ え、 錦 江の 『風俗 文選 通釋』 に は、 この 條 下に 次の 如き 說が 見える。 

米 やらぬ 我家 恥 かし 鉢扣  湖  春 

おもしろ やた- - かぬ 時 も 鉢た &き  曲  翠 

鉢扣月 雪に 名 は 甚之丞  越  人 

悉く 寢覺 はやら じ鉢扣  其  角 

諸子の 句斯 くの 如し。 舊說 に、 鉢扣は 其のむ かし、 彌 兵衛、 甚之丞 とい ふ 兄笫の もの あり、 行 ひしと 云 

一 

次に T 彌兵衞 と はしれ ど 哀れ や 鉢扣」 の 句 は、 『俳諧 古 選』 に は、 作者 名 を 素 堂と し 「しれ ど 哀れ や」 を 「聞け 

ど 哀れ や」 として 掲げて あるが (i ；,」 左 si^. る 「。一作)、 この 句の 作者 は 素 堂ではなくて、 伊丹の 蟻 道で ある () それ は、 


^^"れが編んだ嫉近の：：^善集 『鉢扣.| 中に、 

彌兵衞 と はしる 茶 答- =1K、 あは だつ？ ぶの こなた、 阿 彌陀が 5^ を 一 として、 舟 岡 そこそこに、 至る は 七 icS な 

一 り。 夜， 據 しらけて、 一 瓢^り、 あはれ の 數も閒 く にゃあらん。 

ォは 

彌兵衞 鉢 扣の詠 は、 人の くちに 有る こと 久し。 お ほよ そ感は その物に あらす して、 間く 人兑る 人の： W に 

あり。 名钩利 鎖の 人 も 其 法に は よるべし. - 此のし りても 哀れと いへ る はた そ、 在 の蟒近 たるべし。 

などと あり、 且つ、 この 序文の 一節に 素 堂が、 

攝州 5- 丹の 住、 蟒道 子、 すぎに し 五月 中の 三日に 世 を はや ふす ときく は 貰 か。 共 人 を 兑す とい へど も、 

茂へ ぃぞ としり つ. - 哀鉢扣 といへ る 句 を 耳に と i.- ろき て、 半而 をし る 人の ごとし。 今^けば、 ；.； ：： 文. 屮彌 , 

兵衞 なるよし、 され共^3-武にて人のょろこびしは、 茂へ いに て 侍れば、 いまさら 改む るに 忍びす。 

と 記して ゐ るので 明瞭で あらう。 但し、 この 「茂 兵衛」 說 を！； 執す るの も * さて 如 ：！： な もので あらう か。 比：^ の 

『句 兄"：^』 に は、 旣に、 

彌兵衞 と はしれ ど あはれ ゃ鉢敲  蟻  道 

と 出て ゐる。 又、 鉢 叩の 俗名と して は、 彌兵衞 と 之丞 とが 最も 名 を 知られて ゐ たとい ふ 傍設の 一 として は 、『は 

いかい 袋』 に、 

彌兵衞 が 子 つれて 出け り^ 之丞  大江丸 


の 一 句が 見えて ゐる 程で ある. - 

この 「月 雪 や」 の 句に 就いて 論及して ゐ る 書の 中から、 代表的な もの を， _ゾ 、に 列擧 すれば、 『旅寐 論』 に は、 

月 雪 や 鉢た \ き 名 は 甚之丞  越  人 

此句、 猿 蓑 集の 草稿に 撰び 人 侍りけ る を、 ^丹の 集に、 彌 平と はしれ ど 哀れ や 鉢た- -き、 とい ふ 句見當 

りて、 人 集い かに 侍らん と 伺 ひける に、 先師 曰、 そのこ. - ろざす 所 か はりあり。 然 ども 句に おいて 紛は 

し。 遠慮 有べ しと 下知し 給 ヘリ。 

『蕉 門 誹諧 語錄』 に、 

同じ 時、 

月 雪 や 鉢 敲名は 甚之丞  越  人 

此頃 伊丹の 句に、 

彌兵衞 と. はしれ ど あはれ や 鉢 叩 

とい ふ 句 あり。 越 人が 句 人 集いか^ 侍らん。 先師 曰、 月 雪と い へる あたり、 一 句 働き 見えて しかもす が 

た あり。 しれ ど あはれ やと 言下せ ると は 格別な り。 され ど、 鉢 敲の俗 鉢 を 立て 俗名 を 以て 句 かざり 侍れ 

ば、 尤遠盧 有べ し" 

と ある。 而し てこ、 に は 明かに、 『猿 蓑』 の 撰の 時の 事で あると 認めて ある。 試みに、 『猿 蓑』 中の 鉢 叩の 句 を 求む 

れば、  . 
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鉢た- r き憐は 顔に 似ぬ もの か  乙  州 

. 一月 は 我に 米 かせ はちた \ き  丈  JCJ- 

の 二 句が 收 あられて ある. - 越 人の 句 は、 この 時の 候補 句であった と考 ふべき であらう。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 月 雪 や 云々。  - 

冬の 月の 冴 わたりた ると、 雪の 夜の 塞きと、 風流に 見るべき は、 甚之丞 の 名に あり. - の く、  t の^ 

き は、 鉢た X きの 佗しき 其 意味 働 あり。 鉢た & きを 彌兵衞 と は 知れ ど あはれ やと は、 情に^ 人て、 共 風 

流 をつ くせる 所 薄 かるべし。 

と 見え、 なほ 『蓼す り 古義』 に は T 彌兵衞 と は」 の 句を說 いた 後に、 之 丞の鉢 叩 を くれたり など 云說 は、^ も 

知た る 事 也」。 と 記して ある。 


一七 き られ たる 夢 はま、 とか 蚤の 跡  其  角  ① 

去來曰其角は赏に作者にて侍るはっかに蛋のくひっきたる$^^誰かか © 

くはい ひ盡 さん 先師！ n しかり かれは 定 家の 卿な りさしても なきお を ® 


、と/ \.- しくい ひつら ね 侍る ときこえ し評詳 なる に 、たり  ④ 

一校 異ー 

0e きられた る —切れた る。 夢 は I ゆめ は。 蛮の 跡 —のみの あと。 ③實 に— 誠に。 はっかに— わつ かに。 蚤の くひつ きたる 

事 I のみの 喰つ きたる 事。 誰か— たれ か。 ® いひ 盡 さん I 謂つ くさん。 定 家の 卿な り I 定 家の 卿 也。 ④ £J  くしく  I こ 

とくしく。 きこえし— きこへ し。 評詳 なる に. 1 たり— 評詳に 似たり。 

n の きられた る —切られた る。 まと か— 誠 か。 ③實に ー 誠に。 はっかに Iti に。 蛋の くひつ きたる 事— 资の喰 付た る 事 を。 

③ しかり —然 り。 かれは I 彼 は。 定 家の 卿な り— 定 家の 卿 也。 ④と くしく— とく 敷く。 侍る と I 侍と。 評詳 なる に k た 

り I 許 淵に 似たり。 

1^ ① きられた る I 斬られた る。 蔡は —夢 か。 まと か I 誠歟。 ③其角 は— 其 角。 實に— 誠に。 はっかに— 腹に。 蛋 のく ひっき 

たる 事 I 蚤の^ 付た る こと を。 © かくは— 斯く は。 いひ 盡 さん— 云盡 さん。 しかり— 然り。 かれは I 彼 は。 定 家の 卿な り— 

定家 卿な り" ④と くしく I 事々 しく。 いひ つらね I 云 連ね。 きこえし— 聞え し。 評詳 なる に k たり I 評判に 似たり。 

圈① きられた る —切れた る。 まと か I 誠 か。 蚤の 跡— 蜜の あと。 此ノ句 ノ頭ニ 「@」 ト アル。 ②實に I 誠に。 はっかに I わ 

つかに。 爱の くひつ きたる 事— 蚤の 喰 付た る こと を。 ③ かくは— かく。 いひ 盡 さん— 言盡 さん。 かれは— 彼 は。 定 家の 卿な 

り I 定家 卿な り。 さしても なき I さらても なき。 ④さ/ \. しく I こと/ \ 敷。 ，： ひつら ね— 云 つらね。 きこえし I 聞へ し。 

評詳 なる に K たり —評詳 なる に 似たり。 

國① きられた る— 切られた る。 ま、 とか— 誠 か。 蚤の 跡— 蜜の あと。 此ノ句 ノ頭ニ 「©」 ト アル。 ③寶 に— 誠に。 はっかに— 
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わつ かに。 蚤の くひつ きたる 事 I 蚤の 11 付た る 事 を。 ③ かくは —かく。 いひ 盡 さん I 云盡 さん。 かれは— 良 は。 定 家の 卿.. よ 

り— 定家卿 也。 さしても なき— さらても なき。 ④ と.^ \ しく— とく 敷。 いひ つらね I 云 つらね。 きこえし— 閗 へし。 評詳 

なる に k たり— 評詳 なる に 似たり。 

Ig®  、とくしく- 1 ことこと しく  0  . 

鬥.】 . 

きられた る 夢 はまこと か g のま-  , ^ 

去 米 日 はく、 其 角 は實に 作者に て 侍る.^ ゎづ かに のく ひっきた る II、  II かかく はい ひ li さん。 ^^ぼ はく、 し 

力り。 か. れは定 家の 卿な り。 さしても なき 事 を、 こと， <\- しくい ひつら ね；^ ると きこえし g-" つ II" かなる にに た 

り。 

一 きられた る 夢 はまこと か 蚤の 跡 其 角」 — この 其 角の 句 を 見まして、 わたくし は、 「さて/ \ 其 角は拔 がう 

まい ものです ね。 た.^ 爱 にく はれた とい ふだけ の 事 を、 其 角より 外の 人で は、 これ だけの 句に はぎみ つくせます 

まレ 」 と、 申しました。 師翁 は、 わたくしの 言葉 をお 聞きに なって、 「お前の 言 ふ 通りです。 全く 其 角 は定家 卿と 

も 言 ふべき で、 それほど でもない 事 を、 大装裟 に 表現した 句 を 作ります ね o」 と、 仰せに なりました。 このお 一一 目 紫 

は 其 角の 作風 を 評して、 よく 言ひ盡 された ものと B5 はれます。 
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0  i 

② 作者 技巧の たくみな 人。 こ \ では 作る 八と いふ 意 を 更に 轉 じて 解す る。 ③ はつかに 鐘 かに。 ③定家 藤 原 定家は 

俊 成の 子。 道の 達人と して、 又 『新 古今 和歌 集』 『新撰 和歌 集』、 或は 『百 人 一 首』 等の 撰者と して 頗る 有名で ある。 安良 元年 

正 二位に 叙せられ、 世に 京 極中納 言と 稱 せられた。 草堂 を 嵯峨の 小 倉 山に 設けて ゐ たこと も 亦 著名で、 故に かの 『百人一首』 

は 『小 倉 百 人 I 首』 とまで 呼ばれて ゐる 程で ある。 仁 治 二 年 八月 二十日 薨。 年 八十。 詠 集 を 『拾 穗 愚 草』 とい ひ、 日錄を 『明月 

記』 とい ふ。 ③卿 けい。 公卿。 詳しくい へば、 公は攝 政. 關白 • 左大臣. 右大臣 をい ひ、 卿 は 大納言 • 中 納言. 三位 以上の 殿 

上 入、 及び 參議に 限り 四 位まで をい ふ。 ③ さしても なき 事 それほど でもない 事。 ④ ことごとしく 事故 あるら しく。 

たいさう らしく。 大袈 に。 ④詳 なる にに たリ 詳しい に似て ゐる。 卽ち、 言ひ盡 したに 近いと いふ ほどの 意。 

i 者 一 

お tv ろし さ 

この 「きられた る」 の 句の 出典 は 『華 摘 集』 • 『五 元 集』 である。 但し、 『華 摘 集』 に は 「怖 夢 を 3- て」 とい ふ 

前書が あり、 『五 元 集』 に は 、「いきげ さに、 すでん どうと、 うち はなされ たるが、 さめて 後」 とい ふ 前書が 附 せら 

れて ある。 

なほ、 この 章 は 『花實 集』 に は、 次の 如くな つて ゐる。 

きられた る 夢 は 誠 か蛋の 跡.  其  角 

去來 曰、 其 角 は 誠に 作者に て 侍る。 纔に K 虫の 喰 付きた る 事 を、 誰か 斯く は言盡 さん。 先師 曰、 然り. 0 


家 卿 也。 さしても なき 事 を、 こと/ しくい ひつら ね 侍る と 聞え し * 許 淵に 似たり。 

其 角 曰、 凡そ 發句を こ、 ろが ける に、 その 品 あるべし。 時に より 興に 乘 じて、 めづ らしき 題の 句 得たり 

. とも、 外， に 鏡と すべき 好 句なければ、 一句 は 一句 能 句に して、 それ を さして 能 句 持と はいふべ からす。 

唯、 多き 中に も 好ましき は、 花 • 時鳥 *月* 雪なる べし。 是等は 風物の 基源に して、 人々 常に 心に かくる 故 

か數 多く 聞え 侍れ ども、 却て さし 出た る 句 も 見えす、 茶 だ 稀 也。 それが 中に 勝れた る 句い ひ 出 でん は 誠 

に 面. HI かるべし。 或は 鶯-霞 • 柳 *梅* さくら *歸 鳩 • 春雨 *蛙* おぼろ 月 *雛* 行 赤、 或は： 处衣 • 牡丹 *杜 お • 初 

がつ ほ ほたる *涼* 夏の 月 *淸 水 暑、 或は 立秋 • 七夕 *秋 かぜ *砧， 蟲 .鹿* 夜 塞 4.菊* 紅葉 •， 九月 

盡、 或は 時雨 ，霜* 千鳥 • 枯柳 • 冬の 月 • かれ 野 • 火桶 • 紙 衣， 頭巾 • 木が らし • 冬 等なる べし。 是 等に 能 句 侍 

らば、 實に 誹諧の 句 持 成る ベ けん。 たと へば、 雀 蛤と なる、 或は 櫻 魚 *峯 人の 類に て、 いかに 好 句 あれば 

とて、 姿 情の 限 ある 事 なれば、 いひ 課せて 何程の 手柄 あるべき。 され ど、 あながち、 せ ざれと に は あら 

す。 撰 第の 時な どに は、 好みても なを 模様に 入 句すべき 事 也。 是は只 常に 心懸 くべき 趣 を 巾 侍る 也。 

こ、 に、 『其 角 曰』 以下 は、 其 角の 作 句 態度が 窺 ひ 得て、 頗る 與 味が ある 言で あらう と m 心 ふ。 

又、 『三 冊子』 に は、 

師の 曰、 其 角 は 同席に 連る に、 一 座の 舆 にいる 句 をい ひ 出て、 人々 いっとても 感す。 師は 一 座 その 事な 

し。 後に 人の い へ る 句 は ある 事 も 有と 也。 さあるべき 事 也。 云く、 座に よりて 一 庵の 人に とれて 句 を そ 

こな ふ 事 あり。 門人 常に 心得べ し。 其 角 は 生 質と して こ.^ に！ ら すと 也。 
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又い はく、 一とせ 對 面の 始 いひ 出られ 侍る は、 俳諧 能 過たり。 蒼なら ば 二三 目 跡へ 戾 してす べしと 示さ 

れし 也。 面白き 敎也" 

功 者に 病 あり。 師の詞 にも、 俳諧 は 三尺の 童に させよ、 初心の 句 こそ たのもし けれな ど \、 たび. <\ 云 

ひ 出られし も、 皆 功 者の 病 を 示されし 也。 實に 人に 氣を養 ふところす あり、 氣先を ころせば * 句氣 にの 

らす、 先師 も 俳諧 は氣 にの せて すべし と 有。 相槌 あしく 拍子 を そこな ふと もい へり。 氣を そこな ひころ 

す 事 也。 又 ある 時 は 我が 氣を だまして 句 をした る よしともい へり。 みな 氣を すかし 生て 養の 敎也。 門人 

功 者に はまりて、 た 能 句 せんと 私意 を 立て、 分別 門に 口 を閉て 案じ 草 臥る 也。 おのが 習氣を しらす、 

心のお ろかなる 所 也。 

師の いはく、 或 人の 句は艷 をい はんとす るに 依て、 句艷 にあら す、 艷は艷 いふに あらす。 又、 或 人の 句 

はし ほりな し、 じほらん する が 故にし ほりな し。 又、 或 人の 句 は 作に 過て 心の 直 を 失 ふ 也。 心の 咋 はよ 

し、 詞の作 好べ からすと 也。 

『葛の 松原』 に は、 

晋子 も鐵炮 とい ふ 名のい ひ 難しと て、 千々 にこ. T ろ はく だきけ る 也。 おなじ 集 a  。あ 5 動 頃-) に、 品 

か はると いふ 戀の論 は、 微細のと ころ、 かく ぞ心 をと！ >- めけ む。 殊勝の 心 ざし、 いとうら やまし。 晋子 

が 語路お ほむね 酒 に 渡れり、 とい ふ 人 あるに、 宋の泊 宅 編に は、 白 氏が 二 千 八 百 言、 飲酒の 詩 九 百 首 

なりと 答へ 侍る といへ ど、 晋 子が 性、 人に まぎれねば、 樂 天が 飲酒 はな を かぎり 有りと て、 用の 事 かた 


づけ 侍りぬ。  、 

『靑 根が 峯』 に は、  . 

角 や 今 我 今日の 流行に おくる \ とも、 行す へまた そこば くの 風流 をば、 なしいだ しきた らん も、 知る ベ 

からす。 

晋子 がすく 所 は、 曾て この 趣に あらす。 俳諧 は 伊達 風流に して、 作意の 働き 面白き 物と、 すき 出た る 違 

ひなり。 故に 晋 子と 許 子と 符合せ ざると いへ り。 はじめて 眼 を ひらき、 一言に 寄て 筋骨に 石 針す る ごと 

し。 又 問 ふ、 師と晋 子と、 師弟 は いづれ の 所 を 敎へ習 ひ 得たり とい はむ。 答て 曰、 師の風 閑寂 を 好んで 

細し。 晋 子が 風 達 を 好んで ふとし。 此 細き 所師の 流な り、 爱に 符合す といへ り。 これ をかん す。 

晋子其 角が 器き はめて よし。 人のと り はやす る も、 生得、 活景 をお もてに 上手 を あら はせ しゅへ に、 諸 

人の 耳目 を 驚す。 不易 • 流行と もに 得たり。 百年 先の 事 をお もんば かり、 行 過た る 句 あり、 中 以下の 盲 ■ 

誹 は これら を とらす。 愚なる 人の 耳と をき が 故な り。 我 筋 かたの ごとく 得たり と 言へ ども、 未熟の 人 を 

導く たよりに は 遠し。 故に かへ つてせ まき 所 あり。 たと へば 掘りぬ き 井 を 見る がごと し" 水脉 まで は ほ 

りぬ きたりと いへ ども、 五 湖の 廣 きを しらざる に 似たり。 

等の 記載が 見える。 笆蕉の 指導 下に ありながら、 其 角が 師風. と は 相違した 獨自な 作風 を 持って ゐ たこと は、 これ 

らに 依っても 容易に 推察す る ことが 出来る。 なほ、 『誹諧 耳底 記』 に は、 いさ \ か與味 本位の 說 では あるが、 次の 

如く 傳 へて ある， - 


明星 やさ くら 定め ぬ 山 か つら 

と 囀りて、 翁の 耳 を 驚かす といへ ども、 此如 猿が ごとく、 常に 酒に ふけりて たは ひなく、 風雅 は 生得 曲 

を 好む 癖 ある ゆへ、 是を 戒めて、 

物い へ ば 唇 寒し 秋の 風 

と吟 ぜられ たり。 いつの 醉の 紛れに や、 

聲 かれて 猿の 齒 白し 峰の 月 

と 鳴し を 聞て、 又 汝が病 起り たり、 珍ら しき 事 をい はんとて、 遠く もとめて け やけし。 句 は 唯 足 もとに 

ありと て、 

璧鯛 の 齒ぐ きも 寒し 魚 の 店 

と 作りて、 ほそみと いふ 事 を しらす。 

秋の 雲 尾 上の 杉 を はなれたり 

などい ひし ほそみ は、 正風の 丸ぬ けにて、 蕉門 第一 の 作者 なれ ども、 曲 を 好む 病つ のりて、 翁の なきが 

らを 笠に 隱 して、 後 正風 を亂 し、 流行の 水 を 濁す。 

次に T 其 角 は定家 卿な り 云々」 に 就いて、 少しく 言 添へ るなら ば、 新 古今 集 時代が、 技巧的に 或は 修辭 的に、 

最も 進歩した 時代で あると は 言 ひ 得る と 思 ふ。 固より 萬 葉 集 時代に あっても、 旣 に內容 形式と も、 めでたく 姿 整 

うて はゐ るが、 未だ 紀 記の 歌謠 時代の 名殘 があって、 どこか 謠 うて 耳に 聽く 歌と いふ 感じが ある。 それが、 やが 
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て、 作って 目に 讀む ものと しての 存在 を 確立した の は、 新 古今 集 時代で あると 言へ ると 思 ふ。 技巧の みの 極致と 

いふ こと は、 純粹 な文擧 批判から すれば、 それだけで 充分で ない こと は 勿論で は あるが、 鬼 も 角、 かう した 時代 

にまで 推移して ゆく とい ふ 事 は、 和歌の 發達史 から 兑れ ば當然 の變遷 であった かも 知れない。 さて、 この 新 古今 

集 時代 を 代表す る 歌人の 一 人に 定 家が ある。 殊に、 定家 は、 恐らく 後人の 偽作で あらう が 「難題 十 首」 等の 傳へ 

も ある 程. 技巧のう まい 歌人と 見る ことが 常識と なって ゐる。 然し、 芭蕉が 何故 「其 角 は定家 卿な り」 とい ふや 

うな 言葉 を用ゐ たかと いふ 點を、 もう 少し 忖度 すれば、 この 新 古今 集 時代の 代表 歌人と して、 他に 西 行が ゐるこ 

とに も 注意し なければ ならぬ。 笆蕉は 西 行の 作風に 心醉 して ゐ たが、 西 行 を 鑑賞す る こと は、 必然的に それと 同 

時代の 定家を も 研究す る 必要に 迫られた に 違 ひない ので ある。 そして、 西 行 を 好めば 好む ほど、 定家を 所謂 「さ 

しても なき 事 を、 こと-^ しくい ひつら ね 侍る」 とい ふ 風に 感じた に 相違ない と 思 ふ。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、  - 

〇 切られた る 云々。 

定家 卿の、 家隆は 歌よ み 也、 我 は 歌 作り 也と、 のた まひけ ると かや。 

と 見えて ゐ るが、 これ は 『靑极 が峯』 に、 許 六が、 

定家 卿の 論に 曰、 家隆は 歌よ み、 我 は 歌 作り、 寂 蓮 は 逸物 也と いへ り。 

などと あるの を 引用した もので あらう 0 

又、 『笆蕉 葉ぶ ね』 に は、 


きられた る 夢 は 誠か^の 跡  其 

是 作の 重み 也。 趣向 は 誠に 輕し。 誠 かと か X へて、 跡と 坐 語 を 押 付た るに て 重み 出来たり。 - 

と 記して ある。 


角 


一八 をと、 日 は あの 山 越つ 花 さかり  去 來  ① 

是 は猿簑 二三 年 前の 吟 なり 先師 曰此 句い ま 聞 人 有 まし 一 兩年を 侍へ ② 

しとな り 其 後 杜國か 徒と よし野 行脚し 給 ひける 道よりの 文に 或はよ ③ 

し 野 を 花の 山と いひ 或は これ はくと はかりと 聞え しに 魂 を 奪れ 又 ④ 

は 其 角 か 櫻 さため ぬと いひし に 氣色を とられて よし野に 發句 もなか © 

りきた 、 をと \ ひ は あの 山 越 へ つと 日 . ^吟し 行 侍る となり 其 後此句 © 

を かたり 人もう け とりけり いま 一 兩年 はや かるへ しと はいかて か 知 ⑦ 

铪 ひけん 予は 却て 夢にも しら さる 事 ともなり  ® 
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0e をと、 m— おと、 ひ 。越つ— こえつ。 花 さかり I 花 盛。 ③是 は— 此は。 猿簑 —さるみ の。 吟 なり —吟 也。 此句 I この 句" 

一 兩 を 待へ し— 一 兩年を 待つ へし。 ③ となり— と 也。 其 後 —その後。 よし野 行脚— き 野 行脚。 給 ひ I たま ひ。 よし野 を ー 

士 口野 を。 ④ これ はく— 是 はく。  it れ— 菊 はれ。 ® よし野に ー 吉 野に」 發句 —ほ 句。 © た、 —只。. をと、 ひ は I 

一^日 は。 越へ つ I こえつ。 行 侍る となり— 行 侍る のと 也。 其 後— その後。 ⑦此句 を かたり 人 も— 此ほ句 を かたり 入 も。 い 

ま 一 兩年 —今一 兩年。 知 給 ひけん I しり 給 ひけん。 ③予は 却て 夢にも —予は 却て ゆめにも。 _ ^ともなり 1^ なりけ り。 

① をと、 日 I おと、 ひ。 花 さかり— 花盛り。 ②吟 なり —吟 也" いま 開 人 I 今 聞 入。 有 まし I ある まし" ③ となり— と 

也。 よし野 行脚 —吉 野； t 脚。 給 ひ一玉 ひ。 道よりの 文— 道より 文。 よし野 を— 吉野 を。 ④ 花の 山と いひ— 花との みい ひ。 こ 

れ はく— 是 はく。 聞え しに— 聞し に。 1: 梅れ |襄 はれ。 ⑤櫻 さため ぬ— 櫻 さため よ。 よし野に 野に。 ® をと  >-ひ 

は I おと、 ひ は。 越へ つ— 越つ。 日 t 吟し— おとなしく 吟し。 ⑦此句 を かたり 人 も— 此發句 を 人 も。 いま 一 兩年— 今一 11 ハ牛。 

いかて か —いかて。 ® 知 給 ひけん— 知 玉 ひけん。 予は 却て 夢にも— 予は 夢にも。 しら さる 事 ともなり I 知ら さる 事 成け り。 

{^{3 をと、 日— をと、 ひ。 越つ I 越えつ。 花 さかり I 花 盛。 ③猿簑 —猿 蓑。 いま 聞 人 1^ く 人。 一 兩年を 待へ し —一 兩年も 

待つ へし。 ③杜國 か 徒と— 杜國 と。 よし 歸 行脚— 吉野 行脚。 よし野 を —吉野 を。 ④ 花の 山と いひ— 花の 山と 云 ひ。 これ 

はく— ：！！^ はく。 奪れ I 奪 はれ。 ⑤櫻 さため ぬ— 樱 定めよ。 いひし に— 云 ひしに。 とられて 11^ られ。 よし^に I 士：： 齡 に。 

© た、— 只。 越へ つ— 越つ。 日. -吟し 行 侍る— 云 はま ほしく 吟し 行き 侍る。 4^ 句— 此發 句。 6 此句を かたり 人 も— 此せ句 を 

入 も。 うけとり けり I 受；^ けり。 いま 一雨 年— 今一 兩年。 はや かるへ し —HI- かるへ し" ⑧予は 却て 夢にも— 予は にも。 

しら さる 事 ともなり— 知ら さる ことなり。 

間 ① をと、 日 —おと、 ひ。 花 さかり— はな 盛。 此 ノ句ノ 頭-一 「@」 ト アル。 ® 猿變 .ー さるみ の。 いま^ 入 —今 人。 ③ 


よし野 行脚— 芳野行 胸。 よし野 を」 寡 を。 ④ 花の 山と いひ— 花ィさ 云。 これ はく— 是 はく。  i えしに-聞 しに。 奪 

し—鸾 はれ。 又— また。 6溪 さため ぬ— さくら さため ぬ。 いひし に— 云し に。 ® をと、 ひ は —一昨日 は。 越へ つ —こへ 

つ。 日，. 吟し —吟 行。 となり— と 也。 其 後— その後。 ⑦此句 を かたり 人 も —此の 發句を 人 も。 うけとり けり— 受取け り。 い 

ま 一雨 年丄兩 年。 はや かるへ し-早 かるへ し。 いかて か-いかて。 知 給 ひけん I し I ひけん。 ©予 は 却て 夢にも— 予は 

夢 こも。 しら さる 事 ともなり —1 -ら さりけ る 事な り。 

S をと、 日— おと-ひ。 花 さかり I 花 盛。 此ノ句 ノ頭ニ 「き ト アル。 ③ いま 聞 人-今 聞 人。 ③ よし野 行脚 丄 S 行 

脚。 給 ひ I 玉 ひ。 よし野 を 4 野 を。 i の 山と いひ— 花 野と いひ。 これ はく— 是 はく。 と f しに —と 聞し に。 奪れ 

1 奪 まし。 又は— または。 6 櫻 さため ぬ— さくら さため よ。 ④ をと、 ひ は —一昨日 は。 越へ つ— 越えつ。 日.^ 吟し I 吟 

行。 となり— と 也。 其 後— その後。 ⑦此句 を かたり 人 も —この 發句を 人 も 。うけとり けり —受取け り。 いま 一 兩 年— 一 兩 年。 

はや かるへ し— 早 かるへ し。 いかて か— いかて。 知 給 ひけん— しり 給 ひけん。 ③予 は 却て 夢にも I 予は 夢にも。 しら さる 事 

ともなり— しら さりけ る 事な り。 

越つ— 越えつ。 ③ いま 聞 人 I いま 聞く 人。 有 まし— 有る まし。 待へ し— 待つ へし。 ④ 奪れ— 奪 はれ。 ® 越 へつ 

—續】 え つ 。 fs^ しら さる 事 ともなり I しら さる こ と となり。 


1 — 1  £  f  らい 

をと. n は あの 山越えつ 花 ざ かり  去  來 

わ 1- レ  の *0  で JfJ  く 

おは 議 ti ヨ まの f り。 f  のく 句い ま fT 有る まじ。 さ 年 I つべ しとな り。 其の後、 I 
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0 あんぎゃ た **  みち  ふ. 6  る ひ  の， はな， や t  ,  .^.0, ひ  一  f  i  ，こ 

が 徒と、 よし野 行脚し 給 ひける 近よりの 文に、 或はよ し を 花の 山と いひ *It- はこれ は とば かりと^え し 

ヒ まし ひ う *->  た き かく さくら  け しき  の  ほっく 

に、 魂 を 奪 はれ、 又は 其 角が 樱 さだめぬ とい ひしに、 氣色を とられて、 よし野に 發句 もなかり き， - た^、 をと、 

や t こ  ひ ノ ぎん ゆき はべ  そ  のち こ  く  かた  ひミ  いちり やう ねん 

び は あの 山越えつ と、 日々 吟じ行 侍る となり。 其の後、 此の 句 を 語り、 人もう け とりけり。 いま 一: 刚ハゃ はや かる 

べしと は、 いかで か 知 給 ひけん。 予は 却って 夢にも しらざる 事 どもな り。 

「をと」 日 は あの 山越えつ 花 ざ かり 去來」 1 - この 句 は、 元祿 元年の 師 翁の 芳野 紀行よりも 少し 前、 ひ：： 換 へま 

すと、 ns 養』 の 編が 成った ー兀 祿 三年から は、 なほ 二三 年 も 前に、 わたくしの 作りました 句で ございます。 この 句 

が 中：： 米ました 折、 早速、 師 翁に 御覽に 入れました ところ、 「これ は 佳い 句です。 けれども、 八：' はこの.？ に咸ャ 心する 

人 はありますまい。 一 二 年の 後に なって、 必す 評判に な 15- でせ う。」 と、 仰せに なりました ので、 人々 に はこの 句 を 

かどで 

打明けないで 置きました。 それから 後、 師翁は 杜國を 伴 はれ、 「よし野に て樱 兌せ ぅぞ檢 笠」 を 門出の 吟 として、 

^賀 から、 遙々 と吉野 山の 花 を たづね て 行脚 をなさい ました。 この 紀行が、 所謂 芳野 紀行で ございま すが、 この 

行脚の 途中から、 わたくしに 賜 はりました お便りの 中に、 「吉野 山の 花 を、 ぜひ 一句に したいと 思うた のです が、 

かの 評判の 良 經の歌 、『昔 たれ か \ る 櫻の 花 をう ゑて 吉野 を卷の 山と なしけ む』 や、 い M 室の.？、 『これ は と ばか 

り 花の 苦 野 山』 などに、 心 をう ば はれ、 又、 其 角の 句、 『明星 ゃ樱 さだめぬ 山 かつら』 などに、 美しぃ景^^3は：改に 

霄 ひつく されて、 遂に 吉野 では 發句ー つ 作る ことが 出來 ませんで した。 そして、 日た^ 『をと-^ ひ は あの 山 S! 
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えつ 花 ざ かり』 と、 お前が 曾て 作った 句 を 口す さみました。」 と、 ございました。 このお 便り を 頂きまして 後 漸 

くわ t くしに も、 この 句に 自信 を 持つ ことが 出来まして、 人々 にこの 句 を 打明けました ところ、 聞く 者 は 皆よ い 

句 だと 感心して くれました。 然し、 前に、 師 翁が 「一 二 年の 後に なって、 必す 評判になる でせ う」 と、 仰せられ 

たの は、 どうして お判りに なった ので ありまし たらう。 わたくしなどには、 なか く 夢にも 想 ひっかれ ぬ ことで 

ございます。 

① 越つ 「越えつ」 と 書くべき である。 『去 來發 句集』 などに は、 明らかに 「あの 山 こえつ」 となって ゐて疑 ひもな、 力 「越つ」 

では 「越しつ」 とも 訓み 得る。 文法的に 言へば 不完全た る を 免れない。 ③聞人 き、 て。 こ k では 感服して 聞く 人の 意。 

③杜國 尾 張 名 古屋の 人で ある。 坏井 氏、 通稱は 平兵衛 とい ひ、 野 仁 (二人 行脚)、 萬 菊 丸、 又は 岩 菊 丸 〔卯 辰 紀行〕 と號 した U 

越 人よ、 『鵲尾 冠』 に 「其 角. 杜國は 一 双の 作者」 と 讚め てゐ る。 家 は 富んで ゐて、 藩の 米 切手 を拔 つて ゐる內 >  罪に 坐して 追放 

され、 三 河の 保 美の 里に 隱れ てゐ た。 良 享四年 十一 月、 芭蕉 その 閑居 を訪 ひ、 翌五 年吉野 紀行に 伴 ひ、 戲れに 萬 菊 丸と 呼んだ。 

謫^^後の號を野仁、 又は 野人と いふ。 その 歿 年に 就いては、 元祿 三年 二月 廿日、 同年 五月 五日。 或は 五月せ 六日と. 諸說が ある 

が、 一一： 河 國福江 町 隣 江山 潮 昔 寺の 墓碑に は 元 祿三庚 午 二月 廿日と あり、 又 『曠野 後 集』 に は 「杜國 がいら こにしば らく 住 ひして 

ほどなく 身 まかりけ るに、 蛛の いのは かな や 春の M 簾、 荷兮」 の 句が あるに より 二月 廿日 說を 正しい とすべき であらう。 享年 不 

3。  © 杜國が 徒 「徒」 は 「輩」 の 意と すれば、 その 一類の 者の 總稱 になって、 「仲間」 とい ふ ほどの 意と なり、 杜國の 仲間と 

解 さ- ならなくなる。 じ * こ  では 「徒」 に は 幾分 輕ん じた 意 はあって も、 さほど 意味の ある 詞と 見ない 方が、 妥富 であら 


し 野 く"^1|?:21.か$じ：：脏山の ことで、 

III  I^HMUI  Hsu 

元年の ことで、 その 紀行文 力 i の/さ  一 f  一., f  、とま. S リ云々 § 「これ はくと は 力ぶ な」 

^oio  ® 其 角が 櫻 さだめぬ 云々 其 角の 一 ザ，^ 


の 意。 よい 句 だと 思って くれた 


1  J a 『葛の I』 『旅 I』 it^^^ 

この 「を t 曰 は」 0^01 『ま £  f  ^ こ は 『越つ』 が 「こえつ」 i<t 

t  一；  二，^ t- よ 一 と あり 發, f 实』 に^- 1 ン』 

し 、『華 摘 集』 に は 「をと、 日 は」 カー 一 B は」 

れて ある。  ま...、 5^ 勺な もの を 次に 列舉 すれば、 『花實 S に は、 

-」 ーゥ PC*- (て嚙 及して ゐる 書の 中 代 1.^ おな も仄 を- 

この 「をと、 日 は」 の. 1^ に^ レマき 7 

去来 曰、 .  - 一つい 匕 ざ かり 

おと、 ひ は あの 山 越- マ  一 t を 寺べ しと 也 。北ハ 後 、社 まま 

此句、 籠の ニー ii。  I 曰、 IICH^iil 

^^Ifl 或は 募 を 花との みい ひ . ？ルは 


S 
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又は 其 角が 樱 さだめよ とい ひしに 景色 を とられて、 吉 野に 發句 もなかり き。 た^、 一昨日 は あの 山 越つ 

と、 をな じく 吟じ 侍る となり。 其 後、 此ほ句 を 人もう けと りけ リ。 ー兩年 はや かるべし と は、 いかで 知 

給 ひけん。 予は 夢にも しらざる 事 也け リ。 

『旅寐 論』 に は、 

許 六の いへ る 如く 未 來の句 を 嫌 ひ 侍らん は、 初心の 最上 たるべし。 今 許 六、 爱を揚 て 論ぜら る- -に 不レ及 

都て 疑 ふべ し。 去 來* 許 六と 誹諧 を 論す るう ち、 未來の 風の 事 を 記せり。 無事に や 有らん。 然 ども、 許 

. 六 風 體を取 違て 可レ作 ものに 非す、 句々 に 新味 を 探して、 いまだ 人の 行ざる 場 を ふむ 事、 人々 の覺悟 也。 

一.？.^ あたらし みは 申に 不レ 足。 一とせ 先師、 

一昨日 は あの 山 越へ つ 花 ざ かり  去  來 

と 云 句 を 作した る 時、 此句今 は 取 人 も 有 まじ。 猶ニ 三年 も 早 かるべし と 也。 其 後吉野 行脚の 歸に 立より 

給 ひて、 日々 汝が、 あの 山 こへ つ 花 盛、 の.？ を呤 行し 侍りぬ と 語 玉 ふ。 又 深 川に 發句 ども 棒け る 中に、 

世上に 未 無情の 句 一句 もみへ す、 汝 手柄た るべ しと。 如 レ此未 來の句 を 賞し 給 ふ は、 自他の 上に 聞 侍れ ど 

も、 未来の 句 をと がめ 給 ふ 事 終に 不レ 聞。 又 未 來の句 を 起し 來 らん 事 は、 其 人に あらす ば、 かな ふ 問 敷 事 

也。 もし 强て是 を 起し 来らば、 定て其 風 あしからん。 ロ惜 かな、 先師 世に いま さば、 皆 必ー變 して 新風 

流行 せん" 旣に廷 化 在て 六 年、 いまだ 新風 を 起し 來る 人な し。 

『葛の 松原』 に は、 
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おと &ひは あの 山 越へ つ 花 ざ かり  去  來 

此句、 三 四 年 もはや かるべし と、 阿叟も 申され 侍しよ し、 今 は 四と せば かりにも なり ぬらむ。 なつかし 

あ * 

き 君子 も あれ ゃ吁。 

『誹諧 或 問』 に は、 

貞享三 四の 頃 か、 

おと \ ひ は あの 山 越へ つ 花 ざ かり  去  來 

此句三 四 年 もはや かるべし と、 巴蕉 申された ると かや。 されば 此鉢元 ft に 有べき を、 胸中に たく は へら 

れ しが、 され ど その 頃蕉 翁の みおもし ろく 思 はれ、 よし野の 花に も吟 行せられ しか ど、 世に とら ざれば 

かく 申された る 成べ し。  . 

と 見えて ゐる。 

又、 几董の 『新 雑談 集』 に は、 

おのれ 俳諧 はえたり 顔に、 しかも 道に 深から ぬ 人の 集な ど 見 侍る に、 まづ 作者の 名 を 見て、 後に 句の 好 

惡を 論じ 侍る。 か \ る 未練の 爲業は あら じかし。 名利に 惑 ひ、 是非の わき まへ なき 人と いふべ し。 

これ は- とば かり 花の よし野 山  13：  0 

明星 やさ くら 定めぬ 山 かつら  其  角 

をと.^ ひ は あの 山越えつ 花 盛  去  來 


西 上人の 菜に 迷 ひ、 彼の 良 室が これ は，^ と 打ち なぐりた る、 又は 晋 子が 樓 定めぬ とい ひしに 景色 をと 

らォ 吉 野に 句な し。 た i -、 をと X ひ は あの 山越えつ と、 おなじく 吟 行し 侍る と は、 芭蕉 翁の 雜穴尺 也。 

と ある 0 

次に、 芭蕉の 芳野 紀行 中、 關 係の 深いと ころ だけ を、 『笈の 小 文』 から 引用して みる。 

彌生 半ば 過ぐ る 程、 そ.^ ろに うき 立つ 心の 花の 我 を 道 引く 枝 折と なりて、 よしの X 花に おも ひ 立たん と 

づ るに、 かの いらこ 崎に てち ぎり 置きし 人の、 いせに て 出で むかひ、 ともに 旅寐の あはれ を も 見、 且つ 

は 我爲に 童子と なりて、 道の 便りに もな らんと、 自ら； 力 菊 丸と 名 をい ふ、 まことに わらべら しき 名の さ 

ま、 いと 輿 有り。 いで や 門出の たは ぶれ 事 せんと、 笠のう ちに 落 書す。 

乾坤 無住 同行 二人 

よし野に て 櫻 見せ ふ ぞ檜木 笠 

よし野に て 我 も 見せ ふ ぞ櫓木 笠  万 菊 丸 

旅の 具 多き は 道 ざ はりな りと、 物 皆拂ひ 捨て たれ ども、 夜の 料に と、 かみこ 登つ、 合羽 やうの 物、 硯、 

S. 力み、 藥等、 晝笥 なんど 物に 包みて、 後に 背負 ひたれば、 いと ビ すねよ はく 力なき 身の、 跡 ざまに 

ひか ふるやう にて、 道猶す \ ます。 た 物う き 事の み 多し。 

草 臥て 宿 かる 比 や 菊の 1匕 

初 瀨 
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万 

菊 
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春の 夜 や 籠り 人 ゆ かし 堂 の 隅 

足駄 はく^も 見えたり 花の 雨 

葛 城 山 

猶 みたし 花に 明 行 神の 顔 

三輪 多 Is- 瞬 睛 b」J 龍 

雲 後より. S に やすら ふ ^哉 

マ 、 

瀧 門  . 

龍 門の 花や 上戸の 土 魔に せ， ん 

酒の みに 語らん か.^ る 瀧の 花 

西 河 

ほろ/ \- と 山吹ち るか 瀧の 音 

布 留の瀧 は 布 留の宫 より 一 一十 五 丁 山の 奥 也。 

布引の 籠雕細 f 柳の 笠ハ； 卸の 瀧歡 勝 尾 寺へ 越る 道に 有。 

徵カ りきと くや 日々 に 五 里 六 里 

日 は 花に 暮て さびし や あすなら ふ 


扇に て 酒く むかげ やちる 櫻 

笞 淸 水 

春雨の こした にった ふ 淸水哉 

よしの、 花に 三日と まりて、 曙、 黄昏の けしきに むかひ、 有 明の 月の 哀 なる さまな ど、 心に せまり 胸 

にみ ちて、 ある は攝政 公の ながめに うば はれ、 西 行の 枝 折に まよ ひ、 かの 貞室 が是 は/ \ と 打ちな ぐり 

たるに、 われい はん 言葉 もなくて、 いた すらに 口 をと ぢ たる、 いと 口 をし。 おも ひ 立ちた る 風流い かめ 

しく 侍れ ども、 爱に 至りて 無與の 事な り。 

以上で、 杜國を 万 菊 丸と 呼びながら、 賀 から 初 瀨* 葛 城 を 經て吉 野に 到った 道程が 明らかで ある。 そして、 苔淸 (つ 

水に 着く 前に は、 櫻の 題 を 得て 三 句 ものして ゐ ながら、 目的地た る吉 野に 來て は、 更に 一 句 も 得られなかった こ ひ 

とな ど は、 これ を笆蕉 自身の 手記から 發 見して、 一 蜃味ひ 深い ものに 思 はれる。 さて、 こ \ に 「攝政 公の ながめ」 

と は、 前述の 如く 藤 原 良經、 卽ち後 京極攝 政、 前 太 政 大臣の 「昔 たれ かふる 櫻の 花 を」 の 歌 を 指す ので、 この 歌 

は 『新 刺 撰 和歌 集』 に は、 

家に 花の 五十 首の 歌よ ませ 侍りけ る 時 

昔 たれ か \ る 櫻の たね をう ゑて 吉野 を卷 の 山 となし けむ 後 京 極 攝政前 太 政 大臣 

と えて ゐる。 こ i に 「櫻の たね を」 は 一 本に 「樱の 花 を」 と ぁリ、 且つ 下の句の 「吉野 を 春の」 は 「吉野 を 花 

の」 とも 傳 へられて ゐる。 また、 「或は よし野 を 花の 山と いひ 云々」 (『新 雜談 集』 によれば、 「西 上人の 楽に 迷 ひ 


云々) と あるの は 、『新 古今 和歌 壞 J に兑 える 西 行の 歌、 

よしの 山 去年の しをりの 近 かへ てま だ兑ぬ 方の 花 を たづね む 

を 指す ので ある。 

次に 「これ はくとば かり」 の 句 は 『一本 草』 にも 出て ゐる 句で あるが、 焦 E: でも 比較的^ 視 され T 殿 野』 に 

も入柴 し、 共 角 は 『句 兄： に 於て、 「誹諧の 須彌 山なる べし」 とい ひ、 殊に 支 者 は、 『俳諧 十 論』 に 於て、 

中古の 誹諧 師 はお ほく は、 名のみ 書捨 しに、 ひとり 貞室 を稱 せり。 其 句 は 今の 世に 讃 すべし。 

是 は，/ \- とば かり 花の よ し の 山 

いざの ぼれ 嵯峨の 鮎く ひに 都鳥 

誠 や、 此ニ 句の 姿 情 を 得て、 今の 俳諧の 根ざしと いへ る、 爱に 風雅の 私な からん に は、 爱に新 •  おの 別 

を 信すべし。 

等と 稱讃 して ゐる。 後年の 蕉風と 比較 すれば、 殆んど 取る に 足らぬ 俗情の 句で あるに も拘ら す、 此虚 に- tE3 蒸は此 

の 句 を 引合に 出して、 「われい はん 言葉 もなくて、 い たづら に 口 をと ぢ たる、 いと 口 をし」 と 感服して ゐ るの は、 

注意すべき である。 なほ 「其 角が 樱 さだめぬ」 と は 「明星 や」 の 句 を 指す こと は、 前述の通り であるが、 『蒸 翁リ m 

息 i^』 に は、 次の 如き 書翰が 揭 げられ て ある。 

明星 やさ くらさ だめぬ 山 かつら 

と 云 ひし 句、 山中の 美景に け をされ、 古き 哥 どもの 信 を 感ぜし 叙、 明：； 化の 山 かつらに 明殘 るけ しき、 此 
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句の うらやましく 覺ぇ候 也。 . 

ばせ を 

其 角 様 

この 其 角の 句の 出典 は 『五 元 集』 で、 同書に は 「芳野 山ぶ みして」 と 前書が ある。 

なほ 此の 書翰に 就いては、 白露の 『誹 論』 に、 

其 角 生得 酒 を 好み、 日夜 酒を樂 しみ 居られけ る を、 芭蕉 翁 其 角に 向 ひ、 酒 は 百藥の 長と いへ ど、 いたつ 

て 大酒 を 好む とき は、 肺氣を 破る。 利 休が いへ る、 一杯の 酒 は 人 酒 をのむ、 二  K 息の 酒 は 酒々 をのむ、 三 

1^ の 酒 は 酒 人 をのむ といへ る ごとく、 酒 をのむ 事 長 すれば、 終に 我 身 を 酒に K 口る \ なり、 と 禁じ 給 ひけ 

るより、 酒を斷 居け るに、 芭蕉 翁 大和 行脚して 芳野 山に のぼり、 曙の さくら を 詠め、 古詩 古歌な ど を 思 

ひ 出し、 夫より 古人の 連歌 誹發句 を吟じ 出し、 貞 室が これ は/ \ といへ る發 句の 玄妙なる 事 を 感じ、 そ 

の 次 手に、 

明星 やさ くらさ だめぬ 山 かつら  其  角 

此句を 思 ひ 出て、 去年 其 角が 吉 野に てせ し發句 にて、 其 節 はさの み 至て 秀逸と も 思 は ざり しが、 今爱に 

眺望して 佳境に 入た る を 感じ、 是其 角の 酒 を 好める 德 なるべし と、 禁斷 せし 酒 を 免じ、 自今 はもとの 如. 

く 呑 給へ と、 芳 野より 武 江へ 狀を 送られし と 也。  . 

と 見えて ゐ る。 
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次に 「いま 聞 人 ある まじ、 一 兩年を 待つべし」 とい ふこと、 卽ち、 未來 になって 評價の 定まる とい ふやうな 場 

合 も、 稀に はあり 得る かも 知れぬ。 『篇 突』 に は、 

未 來の句 を するとい へば、 未練の もの は 斗 方 もな き 機に おぼえ 侍れ 共、 眼前に しれたり。 たと へば 花の 

句 所望せ し 時、 一 句 案じて 當 前に 出す。 又、 一 句 のぞむ 時、 最前の-案じ 所 を かえて、 奥 を 尋ねて 一 句と 

り 出すべし。 又 所望す る 時、 ひた もの 奥 を 尊て 出さん。 是未來 の 句、 服 前に 知れたり。 世上の 人、 奥 を 

尊ぬ る 事 •  を しらざる 故に、 未 來の句 曾て 兑 えす。 上手の すり 上て、 案じた る 骨折 を しらざる 事 無念 也。 

されば 上手の 句 は、 今日 とらす といへ 共、 四 五 年 も 過 侍れば、 世に 用 ひらる- -事、 是奥を 零て 案じた る 

故 也。 世間の 人 も、 日月の 上り か はるに したが ひ、 我 しらすに 少は 流行す る 故に、 前々 とらざる 句 共、 

面白く 成 もの 也。 上手 は 叉 其 時、 五 年 も 十 年 もさき へ 流行して、 終に 下手の 居る 所に 遊ばす。 故に 一 生 

追つ く 事 かた かるべし。  - 

と あり、 『靑 根が 峯』 に は、  • 

未 來の句 を 案 するとい ふ は、 五 年 も 七 年 も 先の 句 を 案す る 也。 未練の 者 は 斗 方 もな き 事の 様に 思 ひ 侍れ 

ども、 眼前に しれた る 事 也" たと へば 花と 云 題に て發句 所望せ し 時、 案じて 一 句 出る。 又 一 句 望む 時、 

最前 案じた る 所 は 最早 述が たければ、 それより おく を 尊る。 是未來 の 句 眼前に しれたり。 

と 記されて ある。  - 

又、 芭蕉 は r 吉 野に 發句 もなかり き」 と あるが、 これに 就いては 『三 冊子』 に、 


師の いはく、 絕景 にむ かふ 時 は、 うば はれて、 不叶、 物 を 見て取 所 を 心に 留めて 不消、 書寫 して 靜に句 

すべし。 うば はれぬ 心得 も ある 事 也。 そのお も ふ 所し きりに して、 猶 かな はざる 時 は 書う つす 也. - あぐ 

むべ からすと 也。 師、 投 Is にて 句な し。 大切の 事 也。 

と 述べられて ある。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 おと.^ ひ は 云々。 

新勒 撰に、 むかし 誰か &る 櫻の 花 をう へて 芳野を 春の 山と なし けん、 攝政 良經。 是は/ \- とば かり 花の 

よしの 山、 貞室。 明星 ゃ樱 さだめぬ 山 かづら、 其 角。 世にば せ を 一風 を 建た る 如くい へど も、 世 をた め 

ん とする に は あらす。 道 を 好む 事の 深ければ、 人- (-に 先達て 心のう つり 行事 はやし。 元 綠 に 至りて 

も、 他 門 は 良 享の風 調に して 變ぜ す。 其う つり 行事 はやき が ゆへ に、 ばせ を を 先達と す。 心 先 だつ ゆへ 

に、 ー兩年 はやき 事 を 知る なるべし。 

と 見えて ゐ る。 

一九 病應の 夜寒に 落て 旅寐 かな  ① 

海 士の家 は 小 海老に ましる いと 、哉  ③ 


< 1U0  、 


の K チ此 うち 一 句 入 集す へ しとな り 凡 兆 曰 病-鳴 はさる、 となれ と 

ト. 老 二 ましる いと 、 は 句の かけりと あたらしく 誡に 秀逸な りと い 

ふ 去 來曰小 海老の 句 はめつら しとい へ と 其 物 を 案した る は予 か：！ 

にもい てん 病 鳩 は 格 高く 趣 かすかに してい かて か 爱を案 しっけんと 

論し 終に 兩句 ともに 乞て 入 集す 其 後 先師 日 病 鳩 を 小 海老な と、 IS し 

^iuく こ！ S しける やと 笑 ひ 給 ひけり 


© 

© 
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JMe 夜 よさむ。 旅寐 かな— 旅ね 哉。 此ノ句 ノ下ニ 「はせ を」 ト アル。 ②海士 の 家— あまの や。 此 ノ句ノ ドニ 「同」 卜ァ 

ル。 ③猿 變| さるみ の。 此 うち— 此 1^〕 となり I と 也。 凡 兆 曰— 凡 兆 は。 さる CJI さる： e。 ④ ましる— 雜る。 いと、 は 

I いとと は。 と あたらしく— 事 あたらしき。 秀逸な りと いふ I 秀逸 也と 乞。 ® 去來曰 —去來 は。 めつ らし 14 し。 案した る 

時 I 案し とる 時。 @ 同し £J  くに— 同し とく。 論し ける やと— 論し けりと。 給 ひけり I 玉 ひけり。  ， 

II ①落 て— おりて。 旅寐 かな— 旅寐 哉。 此ノ 句ノ下 一一 「笆 蕉」 ト アル。 ②海士 の 家— 白水 郎の 2^。 小 海老— 小 鰕。 いと" 哉 

！ いと、 かな。 此/ 句 ノ下ニ 「はせ を」 ト アル。 ③此 うち —此 tr- となり I と 也。 さるお —さる 事。 ④ さあたら しく ー 

^51^ぁたらしき。 秀逸な りと いふ— 秀逸な りと 乞。 ® 小 海老— 小 鰕。 めつ らし I 珍ら し。 い へと— いへ とも。 其 物 —其 もの。 

案した る 時— 案し 侍る 時。 ® いてん —出ん。 かすかに —幽 に。 ⑦兩 句と もに —兩 句と も。 小 悔老- 小 鰕。 cws しと 
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くに— 同し 如くに。 論し ける やと I 論し けりと。 給 ひけり— 玉 ひけり。 

1^ ①臈— 雁。 落て- —落ちて。 此ノ句 ノ下ニ  r 笆蕉」 ト アル。 ②海士 の 家 —海 土の 屋。 ましる— 交る。 いと、 哉 —いと 、かな。 

此 ノ句ノ 下-一 「同」 ト アル。 ® 猿變 —猿 蓑。 此 うち 1- 此内。 臈 I 雁。 さると I さる 事。 なれと I なれと も。 ④小^ 老 ー 小 

鰕。 ましる— 交る。 句の かけり— 句の 翔り。 £J あたらしく— 事新しき。 秀逸な りと いふ I 秀逸な りと 乞 ふ。 ® 去来 曰— 去来 

は。 小お 老— 小 鰕。 めつ らし— 奇 らし。 いへ と— 雖も。 ® いてん— 出ん。 臈— 雁。 かすかに— 幽に。 案し つけん，— 案し 付ん。 

⑦兩 句と もに- —兩句 共に。 臈— 雁。 ® 同し. a; くに— 同し 事 そと。 論し ける やと— 論し けりと。 給 ひけり— 給 ふ。 

BQG 落て— おちて。 旅寐 かな —旅寐 哉。 此 ノ句ノ 頭-一 「③」 ト アル。 此 ノ句ノ 下-一 「はせ を」 卜 アル。 ③海士 の 家— 白水 郞 

の 家。 小 海老— 小 蝦。 此ノ句 ノ下二 「おなしく」 ト アル。 ③猿簑 —猿み の。 撰の 時— 撰のと き。 此 うち— 此內。 さる £J— さ 

る こと。 ④ さあたら しく— 事 あたらし。 秀逸な りと いふ— 秀逸な りと 云。 © 小 海老一蝦。 めつ らし— 珍ら し。 い へと I 

い へと も。 其 物 I その物。 案した る 時— 案した ると き。 © いてん— 出ん。 かすかに— 幽に。 案し つけん— 案し 思 ひっけん。 

⑦ 乞て— とて。 其 後— 其のち。 小 海老— 小 蝦。 ® 同し £J くに— おなし 如くに。 論し ける やと I 論し けりと。 笑 ひ— わら ひ。 

圜① 落て— おりて。 旅寐 かな —旅寐 哉" 此ノ 句ノ頭 一一 「®」 ト アル。 此ノ句 ノ下二 「はせ を」 ト アル。 ②海士 の 家— 白水 郞 

の屋。 小 海老— 小 蝦。 此ノ 句ノ下 一一 「同し く」 ト アル。 ③此 うち I 此內。 ④ さあたら しく— 事 あたらし。 秀逸な りと い 

ふ —透 逸な りと 云。 ® 小 海老— 蝦。 めつ らし—^ らし。 い へと— い へと も。 案した る 時— 案し 探る 時。 ® いてん— 出ん。 

かすかに —幽 に。 案し つけん I 案し 思 ひっけん。 ⑦兩 句と もに I 兩句 共に とて。 小 海老— 小 蝦。 @ 同し、 とくに— おなし 

ことに。 論し ける やと I 論し けりと。 

EM® となり 1 と 也。 ® 給 ひけり I たま ひけり。 


lis  IJA 

りのお g| におち て旅寐 かな 

,*4^の1豕は小海老にまじるぃとピ毒 

議概の i、  ，i のうち r 句 i すべし となり。 きはく、  r 腐 はさる ことなれ ど、 小 海老に まじる いと ノは、 

く 句の かけり、 ことあたらしく、 ，靈 な-、 とい ふ。 霧 Si はく、 小 I の： S めづ らしと い へど、 ヌのひ 物 を 

ぎた る i は、 ヂが^？にもぃでん。 ■ は 露く、 お P すかに して、 いかで か爱集 じっけん、 と I、 終に、 

g ，もに f て、 i す。 ぎ i、  ^ぼ はく、  i じごと く i じけ る や、 a 

けり 0 

一 

RMMH 

「病 雁の 夜寒に 落ちて 旅寐 かな」 「海 士の家 は 小 海老に まじる いと.^ 哉」 — 『猿 蓑』 の 撰 をいた します 時 師翁 

は 凡 兆と わたくし とに 向 はれて、 「この 二 句の 中から、 どちら か 一句 を 選んで、 染 中に 入れたい と 思 ふが、 お前が 

たは、 どちらの 句の 方が よいと 思 ひます か。」 と、 仰せに なりました。 先づ凡 兆が それにお 答へ して、 「，お 雁の 夜 

装に 落ちて 旅寐 かな』 の 御 句 も、 もとより 御 立派な 御作と 存じます が、 『海 士の家 は 小 海老に まじる いと、 の 

御り は、 句の はたらきに 新しみ がありまして、 實に 結構な 出來榮 えと 思 ひます。 どうか 『小 海老』 の 御 句 を銜フ 
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れ 下さい ませ。 一 と、 申しました。 然し、 わたくし は、 ^^の凡兆の考へに贊成することが出來ませんでした。 それ 

t 「いかにも 『小 逢』 の 御 句 は、 I も 平凡ではありません が、 もし、 その 雲 を 目の前にして ll^huu 

11 ばわず しな どで も 作れ さうな 氣 がいた します。 それに 反して、 『病 雁』 の 御 句 は、 -in 

り、 また 3 ^もき 震で ございます。 もし、 同じ 旅 中の 塞に、 たまく 雁の 菅 きくこと がありまして も 

とても、 わたくし などで は、 かやう に 詠 出いた す こと は出來 ぬと 存じます。 これ は 是非とも 『病 雁』 の 御 句 を 御 

、 ， と t  t  -c>  £ こ IS り ま 4j しでした。 たうとう、 凡 兆と わたくしと 二人で お 

人れ 買き たう ございます。」 と 言 ひ 張りまして 互に 讓 りません て L 力 f  ； 

願 ひしまして、 『襲』 に は、 兩句 とも 入れて 響ました。 その後、 師翁 はわた くしに、 「あの 時 はお 前と 凡 兆と 力 

大 I じ 合った けれど、 ー體、 『病 雁』 の 句 を 『小 海老』 の 句な どと、 同じ 位の 作と 思って ゐ たらしい ね。」 と お 

笑 ひに なりました。 

^1 藝 こなった 雁。 雁 は 秋の 霞。 ① S 秋に なって 夜 は T 奪を覺 える をい ふ。 『御 傘』 に 「秋 也。 夜 さむき- 

iil み. 夜の さむき、 皆 冬 也。」 I。 ① 謹旅路に寢るこ と。 |士1り1擎る人。 

I 陽の、 殊に 竈の 附近に よく 現 はれる 蟲ま、 蠻の 字を當 てたり もす る。 又 背面 編の 如く 曲って ゐる爲 め 俗 I 

ま、 えび こ ほろ ぎと も 云 ふ 。秋の 季題。 ® 句 のかけ y 句の はたらきと いふ 意。 
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「病-船の. 一 の 句の 出典 は 『猿 蓑』、 なほ 『枯 尾花』 『泊 船 集』 『橫 平樂』 等に も 兌え てゐ る. - ^し Tt|i:isa に は、 

堅 田に て 

^鳩の 夜 さむに 落て 旅ね 哉  7" 巴  mi 

と あり、 『枯 尾花』 に は、  ， 

病ム 脇の かた 田に おりて 旅ね 哉  -ぃ巴  mi 

と はえ、 n; つ 『橫 平樂』 に は、 色蕉の 眞蹟の 短冊に よった ものであるが、 それに は、 句 は 『猿 SO と： ：i:SS である 

が、 前書が 「かた ぐに ふしな やみて」 となって ゐる" 次に 「海 士の家 は」 の 句の 出典 も 『t^s《』 、なほ 『：们船^^』 

等に も兒 えて ゐる。 伍し、 S1I 蓑』 では 前の 「病 脇の」 の 句の 次に 並 記されて ある 爲め、 前お 3 は附 されて ない が、 

『リ S 船^』 では この 兩句を 離して 收め、 

堅 田に て 

海 士の屋 は 小 海老に まじる いと^ 哉  炎 

と兑 えて ゐる〕 

「ぃと^-」 と 「こ ほろ ぎ」 と は、 古來 混同され て、 誤った 句 も 多く 殘 つて ゐる。 この 雨 のハ がー の 相" 迚は、 「い 

とビ J は 鳴かす T こ ほろ ぎ」 は 鳴く ことで ある。 巴 蒸の 「海 士の家 は」 の 句 は、 その 點 でも ：.^- しき 「いと ビ」 力 

詠まれて ゐる わけで あるが、 例へば、 次の 如く、 


いと ^鳴く 猫の 竈に 眠る かな  鬼  貫 (句 選) 

磯 際の 波に 鳴き 入る いと ビ哉  惟  然， 韻 塞) 

啼ゃ いと^ 鹽に 埃の 溜る まで  越  人 (猿 蓑) 

精出す や 月の 名 殘を啼 くいと^  正  秀 (菊の 香) 

玉簪 草の 傍に 經 よむ いとに 哉  可 南 女 ハ續猿 io 

卽ち T いと^」 が 鳴く やうに 詠まれて ある。 これら は 昔の 歳時記 類に も 「暮秋の 深夜 聲 高く すめり」 等說 かれ 

て ある 以上 は、 (例へば 『簦壚 輪』 の所說 など) 誤られ 勝な の は、 無理 もない ことで あらう。 但し、 この場合 「い 

と^」 が 地方に よって は、 「こ ほろ ぎ」 の 方言であった かも 知れない し、 又 時代に よって は 「こ ほろ ぎ」 の 別名で 

あつたか も 知れない とい ふ 事 は、 當然 考慮に 入れて おく 必要が あらう と 思 ふ。 

なほ 「病臈 の」 の 句に 就いては、 笆蕉の 書翰のう ちに 次の 如き もの も殘 つて ゐ. る。 (菊 本 氏 所藏) 

昨夜 堅 田より 致， ー歸 帆， 候。 愈 御 無 爲-ー 御 連中 相 替事無 n 御座， 候 哉。 拙者 散 候 風 引候而 蟹の 苦屋に 旅寢を 

伦て 風流 さま-^ の 事共 一一 御座 候。 

病 雁の 夜寒に 落て 旅寐哉 

と 申 候。 京 短 尺 屋へ御 狀被レ 遣可レ 被, 下 候。 明日 上京 致 候 間、 拙者 見合 能 候 は^、 もとめ 候而 人々 にわけ 

可レ申 候。 千 那*尙 白 方に も 大分 入り 申 候。 以上。 

九月 廿 六日  木 曾 塚. <Q 


,  色  0 

茶 ゃ與， 兵衞樣 

.  人々 御中 

又 『旅寐 論』 に は、 

、 

淋敷 ものに 淋しき 物 をむ すび、 めでたき ものに 淋しから ぬ 物 を び、 in 出度 物に めでた からぬ もの を^ 

び、 一句 をよ く^ 尾した る は 作者の 働 也。 古人 も 作の 跡の 晃 得ざる を 以て、 上：： i の 沙汰お。 ^先師の 一;^ 

腦の夜 •  お 一に 落て、 といへ る 句の たぐ ひならん。 

と ある 0 

因みに 『七 部 大鏡』 に は 「病 鳩の， 一 の 句に 就いては、 

^鳩の 夜^に 落て 旅寐 哉， 

愚考、 白 氏長慶 集 曰、 困^8々夫憐病鶴、 精神 不損翅 ^傷。 是^ 雁の 作例 也。 

と 述べられて ある。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 病厂の 云々。 

.枯 尾花に は、 堅 S に をり て旅寐 かな、 と あり。 或 人 曰、 江 州 堅 ffl 本； i 寺院 主 李^が いた はりに、 .：；^ 床の 

吟 なりと. - まこと ゃ不レ 知。 白雲に 羽う ちか はし 飛べき 厂の、 今 は 病みて 下り ：15 る もめ づ らしく、 やに. ぬ 
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べき 虫の いかき やうの ものに 飛 さま 珍ら しき を くらべん に は、 小 蝦の 方 勝るべし。 霜に はかなき 虫 はな 

がらへ、 除に はめで たき 蝦 は 却て 虫よ，^ も 命う しな ひ 侍る、 其哀 なる 心 有りと いへ ども、 病厂の 哀猶ふ 

かし。 其哀を 心の 置 所と する 事 かたし。 

と 見え， なほ、 この 上欄に は、 

白 氏 長慶集 

病中 對病鶴 

0 

0 

0 

と 註 記されて ある。 

一一 0 岩 鼻 や こ  にも ひとり 月の 客  ま  來  ® 

去 來曰酒 堂 は 此句を 月の 猿と す へ しと 申 侍れと 予は 客の 字 勝りなん ② 

と 申 先師 曰 猿と は 何事 そ 汝此句 をい かにお も ひて 作せ る や 去 來曰明 ® 


n: に 山野 を吟ル し：！ S: るに る 頭 亦 一 人の 騷客 を兑 付た ると 中 先 肺；：；：： y  © 

にも ひとり：：：； の 客と 已と 名乘 出た らんこ そいく はくの 風流な 、しめた ④ 

、，：：1 稱の 句と なす へ し 此句は 我 も 珍重して 笈の小 文に， 入け ると な © 

ん予か 趣向 は 一 等く たり 侍りけ り 先師の.； 11 を もて 兑れは 少し^ 者の ⑦ 

感 も^に や 笈の小 文维は 先師 S 撰の 集な り 名 を ^ てい また 寄 を兑す © 

や nHi 半に て 遷化 ましく ける 昔時 申け る は 予か發 句 幾 句 か 入 なし © 

給へ る やと 窺 ふ 先師 曰 我 門人 笈の小 文に 入 句 三 句 持た る もの 希なら ⑩ 

ん汝 過分の さ をい へりと 也  ⑪ 


一校 i 

K ③去來 曰— 先師 上洛の 時去來 曰。 月の 猿と すへ しと 申 侍れと I 月の 猿と 申 侍れと。 客の 字 勝りなん！ お 勝なん。 © と 中 

—と屮 いか k 侍る や。 ④山 |„ ^を吟 歩し I 山野 吟 歩し。 岩 頭 亦 一 人 —岩 頭 又 一 人。 兑付 たると 申 —兑 付たり と 巾。 是 にも— こ 

、にも。 6 名^ 出た らん I 名乘 出らん。 いくはく— 幾 はく  。風流なら め— 風流な らん。 ⑦ となん— となん て^ふろ に 

-in: 稱の 句と なし けれ は 狂者の 様もう かみて はしめ の 句に まされる 事 十倍せ り 誠に 作者 そのこ、 ろ を しら さりけ り。 一 おくたり ii! 

りけ り—： 二三 等 もく たり ^i:: りけん。 意 を もて —意 を 以て。 少し 狂者— 少 狂者。 ② 有に や— 有に や 去來： ：。 ^なり！ ぉ也リ 


g て— き.. て。 ® 草稿— 定て 草稿。 遷. 匕 I 千、 g 。まし  一 / 

rl に 入 ft ⑩我 門个我 か.： 人。 昔？ 此時。 發 句-ほ 句。 人 集なし給 へる 

，岩于 山 鼻。 ミに— 爱に。 ③去來 曰— 先師 上 翁 時 去来 曰の：； まの t  ず 一 をい へりと 也 —奪いへ りと 也。 

勝りなん I 彦れ なん。 lil る tllip  U 眷 すへ If  111  f  。  i 

し。 霞 亦 一 一  人。 MirM!hHU4 ョ iff  一 i 歩 

らん— 名のり 出ん。 いくはく— 幾 はく。 風流なら め， 風 ま 〕。 f も ⑤ ひとり— 燭。 已， おのれ。 案出た 

二 • もく たり 侍りなん。 意を もて— f 以て。 I 入け る1 霄入 ぬる。 ⑦ I 等く たり 侍りけ り， 尙 

始 il 拳 fill? け f 磨 あ 曰^ trlri とな」 if う I 

霧， 轉 ま」 くける| ましぐ けり。 の 臭。 集な り— 霄 いまた I 未。 

ふ。 iff 豪に 。も 着ら k の ret か r 集な さる Tli る や。 I ふ— 伺 I 

g:! 人。 ③去來 甲-先師 ト： 洛の 時！" 客の| りな り。 と fs: へる と 也。 I 

て-, ぎ 一」。 ©山| 吟 歩し Hf し 山 f 吟 歩し  g れり ？ T と 串す 如何 侍る や。 t ひ 

にも。 ⑤ ひと？  I 入。 Bi いくまく：， I  t  一  人。 見 付た ると 申-見 付たり と 申。 是 にも— 爱 

き i も 下り 侍りなん。 意 I」i5;;。  1  ^tp  s 入け る— 謦 入れぬ。 ⑦ 5 くたり 侍りけ り— 

句面に勝る-|せり誠に作者其|^るな.：：^^^||となし見|者の|みて初の 

けり。 1— 此時。 入 集な し 給へ る や， 露に 入り 侍 集 ぃ亭 未た。 ⑨ ましく ける I ましく 

りと 也， 事 を 云へ りと なり，  ， . i1 伺" もの 希な らん— 者 は 稀な らん。 f をい へ 


Brae こゝに —爰 に。 ひとり， I 镯。 此 ノ句ノ 頭-一 「⑥ 一 ト ァリ、 又 欄外 二 ハ 「元 保 i: 年 三日： M: 日記 山^に、 近遙 して 岩 はなや ^；!! にも 

月の 客 ひとり」 ト アル。 ② 去來； HI 先師 上洛の 時去來 曰。 月の 猿と すへ しと 中 ii:! れと— 月の 猿と. s-a: れ と.〕 .^^^の字勝りなん 

！:; ^勝なん。 ® と 中- 1 と 申い か、 侍る や。 猿 —さる。 此句 —この 句。 いかに I いか、。 S 山野 を 吟ルし 1^ して 山野 を 

吟 歩し。 岩 頭 亦 一 入—3^頭に又 一 入。 见付 たると 申 —見 IS たると 巾。 是 にも- にも。 ⑤已 —おのれ。 名乘 出た らん— 名の 

り 出ん。 風^なら め— 風流な らん。 @霄 人け る —害 入ぬ。 ⑦ 一 等く たり 侍りけ り —なを 1 1三^ もく たり 侍りなん。 意 を 

もて— 意 を もつ て。 © 有 にや— あるに や 返て 考 るに 自稱の 句と なし みれ は の やうもう かみて はしめ の 句に まされる^ 十 

倍せ り 誠に 作者 其 心 を 知 さりけ り去夾 曰。 先師.： T 撰 —先師の 肖 撰。 ® 遷化 |、ば 化。 ましく ける I ましく けり。 北 〕 降 —此 

時。 幾 句— 何 句。 人 築な し 給へ る や— 御 築に 入 侍る や。 窺 ふ— 伺 ふ。 我 門人— 我 か 門人。 • 笈の小 文に— 笈小文 に。 もの 

1^ ならん I もの は 稀な らん。 ⑪左 をい へりと 也-事 をい へる となり。 

圏① こ、 に I 爱に。 ひとり— 獨。 此ノ 句ノ頭 -I 「⑥ 元祿 il 年 三月 日記 山野-一 逍遙 シテ 岩鼻ャ 爰ニモ 月/客 ヒ トリ」 ト アル。 

②去來 曰 —先師 上洛のと き 去来 曰。 洒堂— 酒 堂。 月の 猿と すへ しと 申 侍れと— 月の 猿と 中恃れ と。 容の字 勝りなん I 予は W 勝 

なん。 ③と中 —と 中い か、 侍る や。 猿— さる。 いかに— いか &。  © 山野 を 吟ルし I 乘 して 山野 を吟ル し。 お！^ 亦 一人— 

岩 頭に 又 一 人。 見 付た ると 中 I 兑 iS たると 巾。 是 にも I 爱 にも。 ⑤已 —おのれ。 名乘 出た らん— 名のり 出ん。 風流なら め I 

風流な らん。 ® 書 入け る I. 齊人 ぬる。 ⑦ 一等く たり 侍りけ り —^二；：： 等 もく たり a: なん。 ^を もて— 意 を 以て。 ③ お 

にや I 存 にや；^ て考 るに. M 稲の 句と なし；^ れは 狂^の 様もう かみて はしめ の 句に まされる 事 十^せ り 誠に 作お 其 心 を 知 さりけ 

り 去来 曰。 先 .l.H 撰 I 先師の， Mr 撰。 ® 遷化 化。 ましく ける— ましく けり。 昔時 —此 時。 幾 化 I 何 句。 人 ii?^ なし 給へ 

る や —御^に 入 侍る や。 窺 ふ —伺 ふ。 笈の小 文に —笈小 文集に C もの 希な らん 1^ は 稀な らん。 ⑪さ をい へりと 也 I 


〔202：) 


事 をい へる と也リ 

P® 岩 頭 亦 一 人，， 岩 頭 また 一 人。 見 付た ると 申 —見付けた ると ま。 ® 名乘 出た らん— 名のり 出て たらん。 ® 書 入け る— 

書 入れけ る。 ⑧有 にや— あるに や。 

い-は は；^  つき  きゃく  きょ  らい 

岩 鼻 や こ-^ にも ひとり 月の 客  去  來 

ラひ. 吻， -tkl  しゃ. た-"? こ， -く つき i  f はべ  よ きゃく じ まさ  まう  せんし い  さる  £-1 

去來曰 はく 洒堂は 此の 句 を 月の 猿と すべし と 中し 侍れ ど、 予は 客の 字 勝りなん と 巾す。 先師 曰 はく、 袁とは 

ゾ r 、、-  3 な ぶべ >. ゝ --- 、 _  >  3 き， よ f や^  めいげつ さんや ぎん ぼ はべ  がん ミ うまた いちにん さう きゃく み つ 

事 そ。 汝 此の 句 をい かにお も ひて 作せ る や。 去來曰 はく、 明月の 山野 を呤 歩し 侍る に、 岩 頭 亦 一 人の 騒 客 を 見 付 

>  まう- つ せ ，17^1 い  こ， れ  つき きゃく おのれ なの い  -ゃフ りう 

けたる と 中す。 先.^ 曰 はく、 是 にも ひとり 月の 客と、 已と 名乘り 出で たらん こそ、 いくばくの 風流なら め。 た 

じし， ひ く！  -、，  ■ こ， く  われ ちんちょう  おひ こ ぶみ かきい  よ しゅかう  いつ ミぅ  よ、.、 

自稱 の/" となすべし。 此の 句 は、 我 も 珍重して、 笈の小 文に 書 入れけ ると なん。 予が 趣向 は、 一等く だり 俘り け 

せ, ん；^  C  、  ふ  す こ き やう じ や かん あ  おひ こ ぶみ しふ せんし じ さん しふ  "，*  き  ノょ 

り。 先師の 意 を もて 見れば、 少し 狂者の 感も 有る にや。 笈の小 文集 は 先師 自 撰の 集な り。 名 を 聞きて、 いまだ 書 

を 見す。 草稿 半ばに て、 遷化 まし，/ \ ける。 昔時、 申しけ る は、 予が發 句^ I- かん なし 給へ る やと 11 ふ。 Mi 

曰 はく、 我が 門人、 笈の小 文に 入 句 三 句 持ちた る もの 稀な らん。 汝過八 ^ のこと をい ヘリと 也。 

「岩 鼻 や こ.^ にも ひとり 月の 客 去來」 11 「わたくし のこの 句 を 見て、 洒堂は 下 五 文字に 、『月の 客』 と あるの 

は 『月の 猿』 とした 方が よい、 と 評し ましたが、 わたくし はや はり 『月の 客』 の 方が 匿いと 田 5 ひます。 いか V で 


ございませう 0. 一と、 わたくし は、 師翁 にお 尊ね いたしました。 すると、 師翁は 、「この 句 を r=: の tg』 と 改めるな ど 

と は、 飛んでも ない ことです。 ー體、 お". M はこの 句 を どう 考 へて 作った のです かピ七 仰せられました ので、 わた 

くし は、 一. それ は、 八：：：；： 十五夜の 月の よい 晚 のこと で ございました. - わたくし は 山野 を 歩きながら、 を へて W 

りました が、 その 時、 と ある 岩の 端に、 もう 一人、 やはり.？ でも 案じて ゐる やうな 人影 を は附 けました ので、 そ 

のま & 『Isi:^ や こ、 にも ひとり の 客』 と、 詠みました ので ございました。」 と、 屮 しました。 すると、 師ぉの 仰 

せに は、 「さう でした か。 けれども 『こ \ にも ひとり 月の 客』 とい ふの は、 月 を 赏 する 他の 人々 に對 して T こ、 に 

も 一人，：：： 分が 居る ぞ』 とい ふ.？ 意に 解して、 始めて、 幾分の 風流 も 生じて くるわけ です。 どうしても、 この.？ の 

『ひとり』 は、. c 分の 事と しなければ いけません。 さう 解 すれば、 なか./. \ 趣の ある 句になります。 わたくし もこ 

の 句 は 愛誦して 『笈の 小 文』 の 中に 書 人れ ました。」 とのこと で ございました。 師 翁の 御言 葉 をお 伺 ひして みま 丁 

と、 なるほど、 わたくしの 考 へて ゐ ました 趣向 は、 一段 劣って 居りました 次^で ございます。 師 翁の 御 h な兑 をお 

伺 ひしまして、 始めて、 この 句が、 元來 おどけた 氣持を 含んで ゐ ると いふ 事が、 諒解で きたので ございます。 さ 

て、 『笈の 小 文』 とい ふ は、 師 翁が 御 自分で、 自他の 佳句 を 御 採錄に なられた 撰^で ございます。 然し、 その 啦 

だけ は 間 及んで をり ますが、 まだ 實物 は兑 たこと がご ざいません。 しかも、 その- Sii も 未 {.兀 成の ま.. -で、 お 逝り 

になった ので ございます。 祖し、 昔、 こんな 事が ございました。 わたくしが、 「いま 師 翁の 御 ひに なって おいで 

の 『笼の 小 文』 に、 わたくしの 發.？ は、 何 句 人れ て g 、けました のでせ う。」 と、 御 伺 ひ屮 しました ところ、 師翁 は、 

「門 人の 數は 多い が、 その 中で 『笈の 小 文』 の 中に 三：？ 採錄 した 人 は、 殆ん どありません。 去 米よ、 『何：？ T< "れて 
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頂けたら う』 などと、 そんな 尋ね 方 をす るの は、 分に 過ぎます よ。」 と 仰せに なった 事が ございました。 

G 岩 鼻 岩 端の 借 字。 岩の は づれ。 ① 月の 客 月を赏 して * ながめ 入って ゐる 人の 意。 ③洒堂 近江隨 所の 人で ある。 

濱田 氏、 翳 名 を 道 夕と いひ、 洒落 堂 を 略して、 洒 堂と 號 し- 珍 夕、 又は 珍 10 の 別號が ある。 元 祿五年 江戸に 赴き 笆蕉 庵の 客と 

なって 、『i^ 川 集』 を 撰んだ。 後、 大阪に 寓居して 醫を 業と し、 晚 年は薩 所に 住した。 著書に は、 『深 川 集』 の 他に- 俳諧 七 部 集 

の 1 となった 『ひさ ご』、 及び 『市の 庵』 • 『白馬 集』 等が ある。 其 狡 年を詳 にしない。 ③ 明月 名 ！„;。 卽ち 陰. 暦 八月 十五夜の 

月。 但し、 元来の 語意から い へば 、「明月」 は 明らかな 月の 意で あり 、「名月」 は 名の ある 月、 卽ち 十五夜 或は 十三夜 * 又は 立 待 

月、 居 待 月と いふ やうな 呼び名 を 持って ゐる 月の 意で、 二つ は異 つて ゐる 箬 であるが、 後に は 方と も 混同して 「明月」 「名 Ir:」 

共に 八月 十五夜の 月と いふ ことにな つた ものである。 ④吟歩 俳句 をつ くりながら 歩く こと。 ④岩頭 岩の ほとり。 

④騷客 騷人。 詩人。 又は 風流 人の 意 。一 騒」 は 、「さわぐ」 の 意の 他に、 r 愁 へる」 とい ふ 意が あって、 「騷 客」 は卽 ち、 「愁へ をい 

だく 客」 とい ふ 意と なる。 而 して、 「愁へ をいだ く 人」 は、 支那 風な 考へ 方で は 「詩人」 となる ので ある。 ® 自稱の 句 句の 

中の 主格が 作者 自身で ある もの をい ふ。 © 珍重 めづ らしが つて 大切に する こと。 ©笈 の 小 文 笆蕉が 草稿 だけ 作って 

置いた と it へられる 書で、 板 本の 『笈の 小 文』 一名 『芳野 紀行』 と は 別の ものである。 ⑦ 一等く だリ侍 リけリ I 段 劣って 

居りました。 6 狂者の 感 狂氣 じみた 滑稽な 心 持と いふ 程の 意。 ③自 撰の 集 自ら 編纂した 書。 ⑨ 遷化 死去す る 

こと。 但し、 多く は 僧に いふ 語。 © 昔時 「せきじ」 とは訓 まずに 、「むかし」 と訓 む。 ⑩希 稀。 ⑪ 過分 に 過ぎ 

る。 身分 不相應 な こと。 
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この 「3 石 鼻 や」 の 句の 出典 は 『笈 日記』、 なほ 『去 來發 句集』 『三日月 日記』 『浮世の 北』 人形』 r-氹 駕 iyr.i! 

矢 立』 等に も兑 えて ゐる。 徂し、 諸 書に よって、 「岩 鼻 や」 は、 「岩 はなや」 又は 「3 石 端 や」 と あり、 HIS つ 『三： Z 

月 H 記』 に は、 

岩 はなや こ- r にも 月の 客 ひとり  去  來 

と ある 0 

この 「3 お 鼻 や」 の 句に 就いて、 『蕉門 誹諧 語錄』 に は、 次の 如く 祸 げられ て ある。 

岩 端 や 愛に も ひとり 月の 客  去  來 

洒堂は 此句を 月の 猿と 申 侍れ ど、 予は客 まさり なんと 云。 先師 曰、 猿と は 何事 ぞ、 汝 この 句 をい かに m わ 

ひて 作れり や。 予曰、 明月に 乘 じて、 山野 を呤 歩し 侍る に、 一 人の 騒 客を兑 付た ると 巾。 先師：：、 ^^に 

も ひとり 月の、 客、 と名乘 出ん こそ、 幾ば くの 風流な らん。 た^ 自稱の 句と なすべし。 退て おふるに、 n 

稱の 句と なし 見れば、 狂者の 感 もうかみ て、 はじめの 句に まされる 事 十倍せ り。 

次に、 『笈の 小 文』 とこ \ にある が、 後に R 及の 小 文』 とい ふ 書名で 上梓され たもの は、 所謂 苦 野 紀行であって、 

こ、 に說 くが 如き 撰 集で はない。 こ.^ に 言 ふ 『笈の 小 文』 と は、 或は 『續猿 蓑』 でも 指す ので はない かと 想像 さ 

れ るが、 それ も 明かで はない。 但し 、『俳諧 問答』 にも r 師 遷化の のち、 ^門" 力の 句に^ 逸出ざる 事 はいかん」 と 


■C  20(5〕 


いふに 答へ た 形式で、 次の 如き 文章が 見えて ゐる。 

去來 曰、 この 論し ひて 工夫 をつ くす ベから す。 師敎 月々 にと をく、 我意 日々 に 生す。 た^ 秀逸の いで ざ 

るの みに あらす、 かへ つて その 血脈 をう しな ふ もの あらん。 ひとり この 道の みに かぎらす。 又い はく、 

秀 いつ の 事 は、 先師 在世のう ちとい ふと もまれな らん。 また 遷化の のち もな しと は 言 ひがたし とせん 歟。 

しかれ ども 今の 世に あたっても、 秀逸 を さ だむ る 人誰ぞ や。 むかし 先師 凡 兆に つげて 曰、 一 世のう ちに 

秀逸の 句 三 五 あらん 人 は 誹 者 也。 十 句に およばん 人 は 名人な り。 また 先師、 ひと-^ の句の奥意にかな 

ふ もの あつめて、 ゑら ばんと した まふ。 これ を 笈の小 文と 號す とった へたり。 故あって、 予が 名月の 句 

を 入 集す とかたり たまへ り。 予曰、 わが 句 撰に いるべき 句い くばく あり や。 先師の いはく、 なん ぢ 過分 

のこと を 云へ り。 すべて 我 この度の 集に ゑら みいれん 句、 五 句 もちた る もの はまれな り。 これ を 以てお 

も ふに、 まことに 秀逸と いはん は、 世に まれ 成るべし。 およそ、 先師 門 人の.？ を 賞した まふ や、 相當の 

あやま 

赏美 あり、 過分の しゃう 美 あり。 門人 これにお ひて、 あるひ はまよ ひ を 取り、 みづ から 冗り て、 終に お 

のれが 位 を しらざる 人 も 多し。 また 半途より、 みづ からかへ り 見て、 つ \ しむ 人 これ あり。 予 不敏と い 

へど も、 あるひ は 秀逸 名句、 あるひ はこの 句 我 もお よばす、 あるひ は 風雅 汝等 ー兩士 にと V む、 これら 

の 賞詞 感文 すくなし とせす。 しかれ ども、 しりぞいて、 これ を師の 句に た^すと き は、 雲泥の たが ひ あ 

り。 これ を 同門の 句に 合する とき は 群 を はなれす。 なを その 賞の 身に 應ぜ ざる 事 を しれり。 また 秀逸の 

まれなる 事 を 知れ リ。 
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また 『一一； 冊子』 に は、 

師の いはく、 わが 句 ども、 多くの に 書 誤り 多し。 是 をみ づ から 書 本と し、 門人の 志 を 以て ニー 一： 句 ほど 

づっ If 添へ て、 所々 の 歌仙 一 折 宛、 n. ルも、 いがの 門人 を 初と して、 志 を 以て 山むべし。 號を、 ^の 小 

文と せん、 叉 小 文とば かりやすべき。 此號は 或 方に て能兒 侍る に、 太刀と かいふ 畔 i に此事 あり。 化しき 

築の 名と 思ひ留 たる 也。 書號 によろ しきもの など、 常に 見！ a べし。 拙號は あさましき 物 也。 1^ に 心 沿 ひ 

有る 事 也。 

『靑 根が 岑』 に は、 次の 如く 「笼の 小 文庫」 として 記して ゐる。 

一代の 秀逸と いふに も その 人に よるべし。 たと へば、 予が爲 にあら すと て捨 たる 句、 また 予 より はるか 

におと りたる 人の 句に ゅづれ ば、 その 人の 爲には 一 代の f: 逸と 成る に 似たり。 翁の笼の小文^^に§:れた 

る.？、 それ は 一 生 一 代の 禿 逸の 事な り。 

又、 「5S 鼻 や」 の 句に 就いては、 『風俗 文選』 の 「去來 が諫」 の 一 節に、 許 六 は、 

乂 いづれ の 仲秋に や。 へ 3 おはな や こ \ にも ひとり 月の 客、 と吟 じて、 先師の. 耳 を かし、 月 (AiM の t ルー、 

古今の 秀逸に き はまりたり。 

と 記して ゐ る。 

最後に、 精翠 園の 『去 來抄 評』 に は、  • 

OS; はなや 云々。 


はじめの 句に 十倍せ る 事 は、 たと へば 梅樱 などの 形 有 物に 對 して、 こなた は 無心なる に、 梅 櫻より 此方 

の 情 を 起し 侍に 同じ 事に して、 月夜 岩の 上に 腰かけて、 其 月と 岩 岩 あるに 情 を 起して、 我 も 月の 客 也と 

名乘 る、 其 心 高き のみなら す、 先に 置 人 有に て、 此所 二人と 成る、 我と 我 月見の 客 也と 名乘 るに 至りて 

は、 我 一人也。 愛に 其 淋しき 所 至れる は、 彼ば せ をの 吟に、 人 聲ゃ此 道歸る 秋の 暮、 とい ふ 句と、 此， jpj 

や 行人 無しに 秋の 暮、 とい へ る 一 一句 を、 行人な しと 獨 歩した る を 勝れ リ とせる にても おも ふべ し。 

と 見えて ゐる。 

うつく まる 藥の 下の さむさ 哉  丈  艸  ① 

先師 難 波の 病床に 人. -に 夜伽の 句 をす.. めて 曰 今日より 我 か 死後の ③ 

句な り 一 字の 相談 を 加 ふ へ からすと 也 さま/ \ の吟 とも 多く 侍りけ ® 

J.. とた 、此 句の み 丈 艸出來 たりとの たま ふか 、 る 時 はか 、 る 35 こそ ④ 

動 侍らめ 興 を 發し景 を さくる に豈 いとま あらん やと 此時 にて 思 知 侍 ® 

る  フ 
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SI: 通 

si の 下— やくわん の 下。 ②難 波の 病床。 t めて 曰-す 、めて。 今日より 上， n ふ。 6 えり—， "也。 ^ 

く 侍り けれと- S り けれと。 ④此 句の み- 此 一句の み。 のた まふ-の 給 ふ。 ©動 恃ら め-うこ かめ。 S 發 し-興 を 

催し。 さくる に豈 いとま I さくる いとま。 あらん やと— あらしと は。 思 知 侍る I おも ひしり a: りけ る。 

SS 下-謹の 下。 此ノ 二字 ナシ。 ② T めて 曰 IT めて。 我 か 死後-我 死期。 ②句 なり-句 也〕 さまく 

の —樣 くの。 ④た t 只。 此句 のみ- 此 一句の み。 のた まふ-の 玉 ふ。 か、 る時— か、 ると き。 © 勅 はらめ— うこ 力 

め。 興 を發し —興 を 催し。 さくる に豈 いとま— 採る いとま。 あらん やと— あらしと は C 此時 にて I 此時 にこ そ 。思 知恃る —思 ひ 

しり 侍りけ り 0 

恿 うつく まる-蹲る。 藥の 下-謹の 下。 さむさ 哉 i さかな。 ©T めて 曰-働めて。 ③と 也-となり。 さまく 

の —樣々 の。 多く 侍り けれと— 多く 侍れと。 ④ た、— 只。 此句 のみ— 此 一句の み。 のた まふ I 宜ふ。 か、 る 時— るト お。 力 

、る 情- 斯る 情。 ③動 侍らめ |浮 かめ。 興 I し If 催し。 さくる S- いとま I 採る 暇。 あらん やと-あ t と。 此 時に 

て —此時 そ。 思 知 侍る— 思 知り 侍りけ る。 

I 藥の下 —讀の 下。 さむさ 哉 i さかな。 此 ノ句ノ 頭-一 「②」 ト アル。 ②人々 に-人く に。 す、 めて V す、 めて。 

我 か 死後-我- I。  ？ 也-となり。 さまく の— 樣 くの。 ④此 句の み- 此 一句の み。 のた まふ —の 給 ふ。 

it^ ら め-うこ かめ。 興 を發 し— |他 し。 さくる に豈 いとま— 管い とま。 あらん やと-あらしと は。 I にて I 此時 にこ そ。 

思 知 侍る— おも ひしり 侍りけ り。 

圏 i—s。 さむ li かな。 ^7$o 此ノ 句ノ頭 ニ「© ふ アル。 ？、 めて n— す、 めて。 我 力 i- 我 i 
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® さまく の— 樣 くの。 多く 侍り けれと— 多く 侍 けれと。 ④此 句の み —此 一 句の み。 丈艸 —丈 草。 のた まふ— の 玉 ふ。 か 

>1 る 時- 1 か  >1 ると き。 ® 動 侍らめ I うこ かめ。 興を發 し— 與を 催し。 さくる に豈 いとま I 探る いとま。 あらん やと —あらし 

と は。 此時 にて— 此 時に こそ。 思 知 侍る. 131 ひ 知り 侍りけ り。 

國 ① さむさ 哉 —さむさ かな。 ® さま /(\- の— さまく も。 ④出來 たり— たり。 ® 動 侍らめ— 動き 侍らめ。 思 知 侍る 

1 思 ひ 知 侍る。 

うづく まる 藥の 下の さむさ 哉  丈  草 

先師 難 波の 病 床 に、 人々 に 夜伽の 句 をす.^ めて 曰 はく、 今日より 我が 死後の 句な り。 一字の 相談 を 加 ふべ から 

なり  ぎん  お ほ はべ  こ  く  ぢゃ うさう でき  ミき  じ やう 

すと 也。 さま/^ の吟 ども 多く 侍り けれど、 た^ 此の 句の み、 丈 草 出来たり、 とのた まふ。 か. t る 時 はか X る 情 

うご はべ  き やう はつ けい  あ  こ  ミき  おも しり はべ 

こそ 動き 侍らめ。 興 を 發し景 を さぐる に、 豈 にいと まあらん やと、 此の 時に て 思 ひ 知 侍る。 

一口 譯ー 

「うづく まる 藥の 下の さむさ 哉 丈 草」 11 師 翁が、 大阪 の客舍 で、 病に お倒れに なられた 時、 その 事 を 聞 偉へ 

て、 大勢の 門人 達が 馳せ 集りました。 その 折の こと、 師翁 は、 人々 に、 夜伽の 句 を 作る やうに と 仰せられて、 ま 

た 「自分の 死後 は、 お前 達が 句 を 作っても、 わたくし はもう 一字の 相談に も與る わけに ゆかなくなります。 今日 

から、 その 覺 悟で 作って 御覽 なさい 。一との ことで ございました。 各自い ろくの 句 を澤山 作りました 後、 師 翁に 


ぉ丄 せいた します と、 この 丈. だけ、 「これ はよ く出來 た. 一 と、 仰せに なりました，^ ほの 危 S 枕^ ある 

のです から、 そこで 句 を 作る やうに と 命ぜられ ますれば、 n 然、 i の 構 こそ 動くべき であり ませう。 さりげ 

ない 感 M ハを 喚び 起したり、 景趣 A&fei して ゐる暇 はない です。 その 中で、 丈 草の この 發句 は、 たし 力に 傑.. し 

たもの だと、 感じた わけで ございます。 


① うづく まる f 折り f 落して ゐる こと。 ②夜饰 夜中に 1 をす る こと 。咖に は、 (一) 夜の 徒然な どに-側に あって、 話 

の 相手な ど をす る 意と、 (一 n 人の 傍に 侍して、 病の みとりな ど をす る 意と が ある。 モ では 言 ふまで もな く 第：： S とき 丄 

きで ある。 © か 4 時 「先師、 難 波の に、 人々 に 夜伽の 句 をす、 めて 云々」 とい ふ 時。 ④ でる 惰 例へば-うづ 

くまる 藥の 下の f 哉」 とい ふやうな 禱。 ©興を發 し 變を もよ はす。 li ぐる 11 める。 


この 「うづく まる」 の 句の 出典 は 『枯尾 華』、 なほ 『丈 草發句 築』 等に も兑 えて ゐ る。 やし 」 丈れ ぶ" "贝」 にお 

「ばせ を 翁の 病床に 侍りて」 と 前書が ある。  ！ 

r 枯：： ^薪』 は 其 角が した 笆 燕の 臨終 記で あるが、 同書の 中、 この 「うづく まる」 の：^ の 前後 をリ r-. ォ. 《  ^ 

の 如くで ある。 
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十一 日の 夕べ 大阪に 着て、 何 心なく おきなの 行衞、 覺束 なしとば かりに 尊ければ、 かくな やみお はすと 

いふに 胸 さはぎ、 とく かけつけて 病床に う か^ひよ. リ、 いはん かたなき 懷 をのべ、 力なき 聲の詞 を か は 

したり。 是年 ごろの 深 志に 通じて、 住吉の 神の 引 立 給 ふに やと 歡 喜す。 わかの うらに て 祈つ る 事 は、 か 

く 有べ しと も 思 ひ よらす、 蟥 通の 明 神の 物 とがめな きも 有が たく 覺侍 るに、 いと^ 泪 せきあげて うづく 

まり 居る を、 去 來* 支考 がかた はらに まねく ゆへ に、 退いて 妄 味の 心 を やすめけ り。 膝 を ゆるめて 病顏 

をみ るに、 いよ /-\ たのみなくて、 知 死期 も 定めな くしぐ る \ に、 

吹 井より 鶴 を 招かん 時雨 かな  晋  子 

と 祈誓して なぐさめ 申け り。 先 賴む椎 の 木 も あり、 と 聞へ し 幻 住 庵 はう きょに 遠し。 木 曾 殿と 塚 をなら 

ベて、 と 有した はぶれ も、 後の かたり 句に 成ぬ るぞ。 其 きさらぎの 望月の ころ、 と 願へ るに たが はす、 

常に はかなき 句 どもの ある を 前表と 思へば、 今 さらに 臨終の 聞え もな しと しられ 侍り。 露 しるしな き藥 

を あた.^ むる に、 伽の もの ども 寢 もやら で、 灰 書に、 

うづく まる 藥の 下の 塞 さ 哉  丈  艸 

病中の あまりす- T る や 冬 ごもり  去  來 

引 張て ふとんに 塞き 笑ひ聲  惟  然 

しかられて 次の間へ 出る 寒さ 哉  ま _ 考 

おも ひ 寄 夜伽 もした し 冬 ごもり  正  秀 


—— C2in^  


闞とりて茱釵たかする夜伽^^  木  節 

$1子なりみのむし爽ーく^^^1す  乙  州 

蓋し、 これらの.？ がその 時に 出來 たもので、 その 中で、 丈 草の 一 句が、 殊に 色 蒸の にあ づ かった ので あら 

うと i^.- へられる。 

なほ、 この 事に 關 して は、 『旅寐 論』 にも、 

難 波の 病床に 夜伽の 句. おのく 吟 じけ るに 丈 草の.？ のみ (A し 給へ り。 委く 工夫 あるべし。 は枯： li^ 花 

集に 兑 へたり。 

と兑 えて ゐる。 更に 『笈 日記』 を 見る に、 これに は 十 一 日の 條 下に は、 

此暮 相に 晋子、 幸に 來 りて 今夜の 伽に く ははり ける も、 いとち ぎり 深き 事なる べし。 その 夜 も 明る ほど 

に 木 節 を さとして 申されけ る は、 吾生 死 も明暮 にせ まりぬ とお ぼ ゆれば、 もとより 水 の ゆの、 こ 

の藥 かの 藥 とて、 あさましう あがき はつべき にも あらす。 たビ ねが はくば、 老子が藥にて2_取期までの：^1 

をぬ らし 候 半と、 ふかくた のみ をき て、 此後は 左右の 人 を しりぞけて、 不淨を 浴し、 芥を燒 て 後、 安臥 

しても のい はす。 

とのみ で、 この 夜伽の 句の 事に は 何等 觸れ てゐ ない が、 n 巴蕉翁 反古 文』 —— この 書の 成立に 關 して は、 聊か； S 問 

が あるが 11 の屮に は、 次の 如く 記されて ある。 

十 一 日。 朝 また/ \. 時雨す。 おも ひがけな く 東 武の其 角き たる。 是は 東武の 誰彼 M; 伴に て參宫 の 序、 和 


州 *紀 州 を 打め ぐり、 ，M 州より 浪華に 打 人り しが、 はからす も 師の勞 りお はすと 聞つ け、 そこ 此處 とた 

づ ねま はり、 漸 にかけ つけたり。 直に 病床に まゐ りて、 皮 骨 連立し 給 ひたる 鉢 を 見 まゐら せて、 且愁ひ 

且 よろこぶ。 師も 見やりた まひた るまでに て、 唯々 泪ぐ みたま ふ。 其 角 も 首 句な く、 さしう つむ きゐた 

りし を、 丈 艸， 去 來* 支考其 外の 衆、 次の間に 招き、 御 病 性の 始終 を 物が たる。 此夜、 夜す がら 伽して 

おも ひよりし 事 ども 物が たり 居たり しに、 亥のと きごろ より、 師、 夢の さめた る ごとく、 粥 を 望みた ま 

ふ。 人々 嬉し さかぎ りなく、 次 郞兵衞 取 計 ひて、 疾く焚 あげてす \ め まゐら す。 中 かさ 椀に て 快くめ さ 

れ けり。 朔 日より 已 米の 食事な り。 土鍋に 殘 りたる を、 去来 椀に うつし 入て おしいた^き、： 

病中の あまりす \ りて 冬 ごもり  去  來. 

去來 曰、 趣向 を 他に もとめす、 有 あ ふこと を 口す さみて 師を 慰め まゐ らせん。 深く 案じ いらす と 頓に句 

作りた まへ。 惟然は 前夜 正 秀とー 一人に て、 一 つ 蒲圑を ひつば りて 被りし に、 かなたへ ひき、 こなたへ ひ 

きて、 終夜 寐 いら ざり ければ、 はてはしら，^と夜明けるにぞ。 其 を 互に 笑 ひ あ ひて、 

ひつば りて 蒲圑に 塞き わら ひ 哉  惟  然 

おも ひよ る 夜伽 もした し 冬 籠  正  秀 

ー坐是 をき \ て、 いづれ もどつ と 笑 ひければ、 師も笑 ひた まへ り。 人々 嬉し さかぎ りなく、 十日 已來の 

興に ぞ有 ける。 初し ぐれな りければ、 空 とく 晴て 日影 さしい りたる に、 蠅 のお ほく 日 南に 群り ゐ たるに 

人々 11 もて 蠅を さし 取に、 上手 下手 ある を 見 給 ひて、 暫く 興に いりた まひ けれど、 大病 中の ことなれば 
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忽 倦た まひ、 ^に 所に 入た まふ。 支お は、 師の發句を：^^後に  一 $?-せん心願ぁれど、 此 ごろの ，おに 腦 

みたま ふに 兑 あはせ ゐ たりし が、 八 「：：： 機嫌よ きに 乘 じて 中 出 侍らん と、 去 米に 巾たり ければ、 ^^はか 

ね て^の 心中 を 知りたり しゅ ゑ大 にい かり、 小ざかしき事を申さる、もの^^、 帥 は 平生 名 間ら しき. こと 

好み 給 はす。 今日 漸 快き 鉢 を 見 請 はべりて、 人 嬉しと おも ふ 中に、 御 氣に逆 ふこと を閱せ 巾て は、 御 

心を勞 しめ 巾 事 奇怪な り。 此後御 病床ち かくより 給 ふな、 n 十く 其 庵 を 立た まへ と、 ？货 あら、 かに 次の^ 

に 迫 立け り。 支お も、 はからす ものい ひ 出して、 諸子の 聞 前、 面 in をう しな ひしが ノ行々 惟然に 打む か 

ひ、 我に 句 あり、 そこ 書 給へ とい ひて、 

しかられて 次の 問に たつ 裘 かな  支 

さすが 支考 なりければ、 師も ほの 聞 給 ひて、 おかしがり 給 ひけり。 

鬮 とりて 菜 飯た かする 夜伽 哉  木 

子 なりみの むし 装く 鳴盡す  乙 

うづく まる 藥の もとの 塞 さかな  丈 

吹 井より 鶴 を まねかむ 初し ぐれ 

一 々惟然 iiS しければ、 師、 丈 草が 句 を 今一度と のぞみ 給 ひて、 丈 草 出かされた 


角 

い っ^ても さびし 


をり 調たり、 面白し くと、 し はがれし こ ゑ もて 譽給 ひに けり。 いつに か はりし 機嫌の 脱しき を よろこ 

びけ るに、 木 節 一人 愁 をいだ ける 鉢に 見えければ、 北 ハ角其 故 をと ふ。 木 節 云、 "：：^ に 除 中の 設 といへ る あ 
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り。 大病 中絶 食なる に、 俄に 食の す、 むこと ある は惡 症な り。 死期 遠き にあら すと いへ fts。 

これに 由れば 、『笈 日記』 に 於いて、 この 日の 記述が 簡略に なって ゐ るの は、 もし 『笆蕉 翁 反古 文』 を 幾分で も 信 

頼で きる とすれば、 この 日 は 支考が 笆蕉に 叱責 を 受けて ゐる爲 であつ たかとも 思 はれる ので ある。 

なほ、 この 句に 就いては 『誹諧 世說』 にも、 

翁 病中 看病人に 句 を 望む 說。 

芭蕉 翁 難 波の 病床に やみ 疲れ 給 ふ 時、 看病の 人々 に 發句を 望み 給 ひて 曰、 今日より して 二三 子の 句 は、 

我が 死後の 作な りと 思 ふべ し。 故に 一 字の 相談 を 加 ふま じ。 皆々 其 心得に て考 候へ、 との 給 ひける 故、 

人々 打 かたむきて、 粉 骨 をつ くしけ るう ち、 丈 草の 句に、 

うづく まる 藥罐の 下の 寒さ 哉  丈  草 

此句 ばかり 出来たり と 翁の 稱美 ありけ る。 去 來是を 聞て、 誠に か k る 時 は 山海の 珍奇 を 求め チ、 只 あり 

の 所に て 其 誠つ くべき なりと、 こ、 に 風雅の 奥義 を 察して- かへ す- i\ も 丈 草が 作 を うらやみ、 文に も 

あらわし 人に も 語りけ ると ぞ。 蕉 門に 丈 草 • 去來 有事 は、 和歌に 人 丸 • 赤 人 あるが ごとく、 いづれ 上下 

を わきがた き 作者 なれ ども、 かやう に 偏執な く、 互にした しみ 交りた る 事、 道に 堪能の しるし、 只 人の 

およぶ まじき 風流の ふるま ひなるべし。 

と ある 0 

積 翠圃の 『去 來抄 評』 に は、 


〇 うづく まる 云々。 

此 句の 事、 猶枯 尾花、 笈： U 記兑 合すべし。 感す るに あまり あ. 

と兑 えて わる。 


下 京 やきつむ うへの 夜の 雨 凡 兆 

此句 初に 冠な く 先師 を はしめ いろ- -\ と？ ga: りて 此 冠に 極 め^ふ 凡 

兆 あと 答て いまた 落萧す 先師 曰 兆：^ 手から に 此冠を へしお まさる 

もの あら は 我 一 一た ひ 俳諧 をい ふ へ からすと なり 去 來曰此 五 文字の よ 

き、 と は 誰く もしり 侍れと 是外 にある ましと はいかて 知 侍らん 此事 

他 門の 人 聞 侍ら は 腹いた くいく つも 冠 置 へ し 其よ しとお かる、 物 は 

又 こなたに は を かしかりなん とお も ひ 侍る 也 


① 

© 

© 

⑦ 


一 柱 g 

IS ①雪 つむう への— 雪つ む 上の。 夜の 雨— よるの 雨ハ 


③冠 なく— 冠な し。 極め給ふ|:^|^め玉ふ。 ④ 答て いま た^れす I 
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こたへ てい また 落つ かす。 手から I 手柄。 まさる もの— まさる 物。 ④ 二た ひ —  二度。 となり— と 也) © よき CJI よき 

事。 誰— たれ。 是 外に —是の 外に。 いかて 知 侍らん I いかて かしり 侍らん。 ⑦又 こなたに は— また こなたに は。 を かし— お 

かし。  - 

ei ①雪 つむう への— 雪 積む 上の。 ②冠 なく —冠な し。 先師 を はしめ I 先師 を始。 極め 給 ふ— 極 玉 ふ。 ® あと I アト。 答て 

いまた 落： 唐す— いまた 答へ て 落着せ す。 手から I 手柄。 まさる もの— 申さる.. 物。 ④ 二た ひ— 貳度。 となり I と 也。 ⑤ 

よきと I よき 事。. 是 外に —此 外に。 ある ましと は —ある ましく と は。 いかて 知 侍らん I いかて しり 侍らん。 ® 腹いた く I 腹 

痛く。 いくつ も I 幾つ も。 其 I その。 おかる. II 置る- -。 e を かし— おかし。 おも ひ 侍る 也— 思 ひ 侍る 也。 

p ①雪 つむう への— 雪 積む の 上の。 ③冠 なく I 冠な し。 先師 を はしめ I 先師 を 初め。 いろくと —色々 と。 極め 給 ふ I き は 

め 玉 ふ。 @ あと I ァと。 答て いまた 落着す I 答へ て 未た 落 付かす。 手から —手柄。 置へ し —置く へし。 若 I 若し。 まさる も 

の 11^ る もの。 ④ 二た ひ I 再 ひ。 いふへ からす I 云 ふへから す。 よき. AJI- 能き こと。 ® 誰 くも— 誰々 も。 しり 侍れと 

1 知 侍れと。 是外 —此 外。 いかて 知恃 らん— 爭てか 知 侍らん。 ④簡 侍ら は— 聞傳へ は。 腹いた く I 腹痛く。 いくつ も —幾つ 

も。 置へ し— 置かる へし。 よしと おかる X— 能し と 置る  >-。 ⑦又 こなたに は —又 こなたに。 おも ひ 侍る 也 I 思 ひ 侍る。 

関 ①此 ノ句ノ 頭 二 「②」 ト アル。 ②此句 I この 句。 初に— はしめ に。 冠な く— 冠な し。 いろくと— 色く と。 極め 給 ふ— 

き はめ 玉 ふ。 ® あと— アト。 答て いまた 落着 i ?— 答へ とい また 落着す。 手から I 手柄〕 若— もし。 まさる もの— 申ィ さ，， る も 

の。 此ノ 欄外-一 「申た る は. K 書 也 中 さる はィ. K 也」 ト アル。 ④ もの あら は I 物 あら は。 我 I われ。 二た ひ I 二度〕 となり I と 

也" ⑤ よき CJI よき 事。 是外 —この 外。 ある ましと は —ある ましく と は 。いかて 知 侍らん— いかて しり 侍らん。 ©路 侍 

らは I き \ 侍ら は。 腹いた く— 片腹痛く。 置へ し —おくへ し。 おかる x-ffi る >|。 ⑦を かし— おかし。 おも ひ iS: る 也 —思 ひ i 


^るな り。 

十/句 ノ 頭-一 「@」 ト アル。 ③ 初に— はしめ に。 先師 を はしめ I 先師。 いろくと I 色く と。 此： せ 1 この；： ir  め^ 

ふ— き はめ 玉 ふ。 © あと I ァ ト。 |_ ；: てい また 落着す I 答 へ てい また 落着す。 兆汝— 汝。 手から I- 卜捫。 ^1 もし〕 まさる も 

の—.：；：. たる 物。 ④ 二た ひ— 二度。 となり I と 也。 ® よき、 と fl よき 事。 是 外に— この 外に。 ある ましと は 1 ある ましく と 

to ぃかて？^5.>.=.らん—ぃか て^り^らん。 ©^2侍らは||き>-^^^.0は。 腹ぃたく|片^痛く。 おかる >-—m" る > -。 ⑦をか 

し —おかし。 おも ひ 恃る也 I 思 ひ ii!: るな り。 

Ble^ てい. た 着す I 答 へ て，1^^着す。 此〔. ^を 置 へ し— こ の寇を 置く へ し。 ④ となり I と 也。 ss^ へ し —5S  く へ し。 

⑦ぉ. 5- ひ ^i:: る 也-思 ひ恃る 也。 


しも f  ゝ ► な.^  は  ば  は 

下 京 や 雪つ むう への 夜の？^  凡  北 

^ の：^、 1illi,is/、  Si を はじめ、 いろくと： ®s りて、 此の 冠に 極め 給 ふ。 凡 兆、 あと 答へ て、 いまだ^れ 川 

かす。 お i い 曰 はく、 て や ¥^!^がらに.1の1|を置くべし。 若し、 まさる もの あらば、 我、 二た び俳激 をい ふべ から 

すと なり。 おお， ぽ はく、 此の 五 文字の よき こと は、 誰々 もしり 侍れ ど、 是の 外に ある まじと は、 いかで. らん。 

だの « ぎぼの 5 ぼ s.s、 赋 いたく、 いくつ も 冠 置くべし。 其のよ しとお かる-物 は、 又 こなたに は、 を かし か 

K  なり 

りなん とお も ひ^る 也。 


■C  220  > 


「下 京 や 雪つ むう への 夜の 雨 凡 兆」 —— この 凡 兆の 句 は、 初めは、 下の 「雪つ むう への 夜の 雨」 とい ふ 十二 文字 

だけが 出來 て、 上の 五 文字が 案じ 兼ねた ので ございました。 そして、 師翁を はじめ、 皆で、 いろ/ \- の 言葉 を 置 

いて 考 へました 末に、 師 翁が、 この 「下 京 や」 と 定めて 下さった ので ございます。 その 時、 凡 兆 は 「はい」 と 答 

ハ ながら も、 急に は その 妙味 を覺る ことが 出來 ない 様子で ございま したので、 師翁は 重ねて、 「凡 兆よ。 お前 も 何 

とか この 初 五 をつ けて 見なさい。 うまく 出来たら お 手柄です。 もし、 『下 京 や』 よりも 他に、 もっと 錄， 丄た 一.d 文字 

が ある やうならば、 自分 は 今後 二度と 俳諧 はしない つもりです。」 と、 仰せに なりました。 師 翁の、 この 大きな 御 

自信に 滿ちく た 御言 葉 を 伺って、 わたくし は、 「この 五 文字の 勝れて ゐる こと は、 誰に も 明かに 分る ことで せう 

が、 この 外に は ある 害がない、 ある 位なら 二度と 俳諧 はせ ぬとまで、 強く 言 ひ 切る 事が お出来になります の は、 

やはり 師翁 なれば こそと 敬服いた しました。 かやうな こと を、 もし 他 門の 人が 聞きましたならば、 さぞ：^ g な こ 

とに 思うて、 『下 京 や』 以外に いくつ も 置く かも 知れません。 けれども、 その 人々 が 好い として 置く やうな 上 五 

文字 は、 又 わたくしどもから 見れば、 必す笑 ふべき もので ございませ うと 存じます。」 と、 巾し ました。 

①下京 京都 を 上京と 下 京と に M 劃し、 下 京 は四條 以南、 加 茂 川と 桂 川と に闆 まれた 地域で、 その 北東 部 は 略々 今の 市街の 中 

、.=3 部に 當 るが、 當時は 極く 寂しい 地域であった。 © あ 唯。 呼ぶ に應 へる 詞。 ® 他 8C 他流。 蕉門 以外 をい ふ。 當時、 
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芭蕉 を 奉ずる 俳人 は 頗る その 數は 多かった が、 然し 他に、 例へば S: の 人々、 談 林の 人々、 又は 伊丹 派の 人々 等 力あった こと を 

考へ 合せなければ ならぬ。 殊に、 常識的な 考へ 方で は あるが、 .a: の 中心 は 京都で あり、 談 林の 中心 は大阪 であって、 又、 文學 

全般の 中、：^ はこの 京都 大阪を 包含す る 上方であった 當 時に 於いて は、 蒸 門の 勢力 は、 芭蕉が 行脚に 一生 を 逢った 關 係から • 全國 

の 各地に 接頭し、 就中、 江戶. 尾 張. 伊賀 • 近 江 等に は 集 法的な 勢力 を 扶殖し 得た けれども、 未だ 京都、 又は 大阪に 於いて は、 

ま 門な り談 林な りが 蒸 風に 壓 倒し 盡 された と は 言へ ぬ實 情に あった。 特に 作家の 數に 於いて は、 純 粹の蕉 門の 人々 は 未だ 他 門よ 

りも遙 かに 妙かった ので ある。 ④ 腹いた く 片 腹いた くの 意。 小嬉 な、 又は 笑止 千 萬な とい ふこと。 異本に は 「片 腹いた く」 

と ある。 ⑦を かし かリ なん 笑 ふべき もので あらう の 意。 


この 「下 京 や」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』 である。 

この 「下 京 や」 の 句に 關 する 說話 はかなり 著名な もので、 例へば、 西 馬の 『檩注 七 部 集』 などに も、 『猿 蓑』 の 

この 句の 上欄に、 

去 來抄、 翁 を はじめ、 いろくと 置 侍りて、 下 京 やに 極め 玉 ふと あり。 

と 記して ある。 

『靑 根が 峯』 に は、 

五 文字 0 居らざる 句、 人持來 りて 五 文字 を賴 むと いふ 事、 李 由が 句に、 
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比 良より 北 は 雪げ しき 

とい ふ 句に、 久しく 五 文字な し。 予 翁に 尋 侍る 時、 早速 鍵 舟 やとい ふ 五 文字 は； Ji5 へ 給へ り。 此句 門人た 

る 人 しらぬ はなし。 この 時師の 云、 凡 兆が 句に、 

雪つ むう へのよ るの 雨 

とい ふ 句に 五 文字 頼む。 情 を 費して、 案じ 出して 下 京 やとい ふ 五 文字 をす へたり と 語り 給 ふ。 同じ 五 文 

字 を 居へ 給 ふに、 容易に 出る と 出ざる と は、 いかなる 子細 成べ しと 想 ひしに、 愚 返て 發 明す るに、 匿 舟 

とい ふ 五 文字 は 取合 もの 也。 下 京と いふ 五 文字に は、 例の 翁の 血脉を 人れ られ たり。 二つの 五 文字、 同 

じ 事と 思 ふ 人 は、 五 文字 置く 事 は 成る まじき 也。 

『俳諧 寂 衆』 に は、 「名所 をつ かふ 事」 の條 下に、 

五月雨に かくれぬ 物 や 瀬 田の 橋 

木 母 寺に 歌の 會ぁリ 今日の 月  其  角 

下 京 や 雪つ む 上の 夜の 雨  凡  兆 

かくの ごとく 五月雨に 隱 るべき もの \ かくれざる 瀨田 を稱 し、 名月に 歌讀 むべき 所 を 木 母 寺に 定め、 霎 

の 上の 夜の 雨 を 下 京に 定める、 皆 名所 を 遣 ひたる 也。 いさ \ かも 名所に つか はる \事 あるべ からす。 

との 記載が ある。 

なほ 此處に r 此事他 門 の 人 聞 侍らば 云々」 と あるが、 蕉 門と 蕉門 以外の 人々 の 相違 (作風 上の) に 就いては、 『去 


來. 杪」 の 「修行 敎， 一 中に も、  一 

去來 ：！：、 《お 時世 の 作者， 翁の 錄 の.： r ある は 道ば たの 木搽 などの 句體に まよ ひ、 あさましき 句 を 叶 ：3 一 

し、 ほ蕉 流と おぼえた る 族お ほし。 

去 米 zr 他 鬥 と jj^iii 門と 第一 案じ 處に逮 ひ ありと 兌 ゆ。 ^門 は ともに 其れお を吟 す、 他流 は 心中に 巧 

まる-^ と 兌え たり。 たと へば、 

御 蓬 萊夜は うすもの をき せつべし 

元 日の {41 は Jz: きに 出 舟 哉  一 

鴨 川 や 二度め の 網に 鮎 一つ  一 

といへ る 如し。 禁闕 に蓬萊 なし、 洛 陽に 出 舟な し、 鮎 ひとつ は少き is^ にや、 $： 是 細工 せらる-なり。 

$H 蓮 門 の 發句は 一 字 不通の m 夫、 十 歳 以下の 小兒も 時に よりて よき.？ あり。 却て 他 門の 功，？ とい 

へ る 人は覺 束な し。 他流 は 其 流の 功 者なら ざれば、 其 流の よき 句 はなしが たしと 兑 えたり。 

など あり、 『一 一十 五ケ 條』 にも、 

〇 はいかい 二字の 事。 

はいかいの 二字 は 古來に iiji あり、 字書 を 引て、 誹に 非の 昔 也 共、 あるひ は史 記の； を 引て、 俳の 〔ナー 

に定 りたる 共、 i 牙 Si の理は 明かな り。 しかれ 共、 古今 集より！ の 字 を 川 ひ 米たり たれば、 此類は 十" 賁と 

て， # 、を も 其 通りに 5 る 事 も あるな り。 尤、 八_^.ー：ム御抄にも俳諧と？^諧のニ^ぁり、 され 共 我：： 氷に よ、 はハ 
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かいに は 古人な しと 看破した る 眼より、 玄 とも 妙と も 名 は 別に さ だむ ベ けれ 共、 言語に 遊ぶ とい ふ 道理 

をし らば、 我家に は、 いまより は 俳諧の 二字 もし かるべし。 他 門に 對 して 穿鑿す ベから す。 

〇 發句蒙 やうの 事。  . 

發 句は屛 風の 畫と思 ふべ し。 巳が 句 を 作りて 目 を閉、 畫に 準ら へて 見るべし。 死活 をの づ から、 あら は 

る- T ものな り。 此ゅ へに、 はいかい は 姿 を 先にして、 心 を 後に するとな り。 都て、 發句 とても 付 句と て 

も、 目 を閉て 眼前に 見るべし。 心に 思 ひ はかって する は兒ぬ 事の 推量な リ。 目に 見て 附 ると、 心に 量て 

附 ると、 自門他 門の さか ひ、 紙筆の 上に 盡が たし。 諸 集の 附合を 見て 工夫すべし。 

また 『俳諧 或 問』 にも、 

東都の 中に も點 取に て 新ら しとい ふ 事 は、 蕉門 にて 古し。 蕉 門に て 新ら しとい ふ 事は點 取に て 古し。 此 

境 を わき まへ す、 只 新ら しき を 作れば、 俗情 あら はれて、 花に 成 行事、 道に 深切なら す。 蕉 翁の 基 を 知 

るべ し。 

と ある 0 

因みに、 芭蕉の 置いた 「下 京 や」 の 五 文字に 關聯 して、 『談林 十 百韵』 所 收の百 韻 「くつろぐ や」 の卷の 二； 1^ 八 

句 目 短句に、 

上京 下 京し ぐれ ふり 行  ト  尺 

の 句が ある ことが、 者へ 合せられる。 


最後に 積 翠闺の 『去 來抄 評』 に は > 

〇 下 京 や 云々。  . 

下 京 は 上京に 對 する 詞 なり。 上京な らんに は、 雪つ む 上の 小灯煨 とも 作るべし。 下 京に 夜の 雨と は、 人 

Q 一  人 も 不通 淋しき 所、 雪の 上に 雨 さえ 降て、 其感を 起し 侍る 事 深し。 たと へば 下 IS 訪 やと K て、 上の 

諫 訪は小 灯 燈の人 通に、 下の 顾訪の 淋しき とい ふべ けれど、 夫 は现せ i にして 全く 其 所 を^た るに は あら 

す。 是は 王城の 地の 感 より、 京に 此風 色を吟 する 事の、 五月雨に かくれぬ 物ゃ湘 W の梳、 の吟 にもお も 

ひ 八：： すべし。 

と兑 えて ゐる。 


一一 一一 一 猪の 寐に 行かた や 明の n: 去 來 ① 

此句を 窺 ふ 時 先師し はらく 吟 して 鬼 角 をのた ま はす子 思 ひ 誤 は 先師 ③ 

とい へ とも 歸り 待つ 夜 興 引の 意 を 知 玉 はす やとし かくの よしを 屮 ® 

侍れ は 先師 曰 其お もしろ き 所 は 古人 もよ く 知れ はこ そ へ 明ぬ とて ® 
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邊 より 山に 入る しかの あと 吹 送る 荻の 上 風と はよ めり ける 和歌 優美 ® 

のう へ にさへ 斯ま てかけり 作した る を 俳諧 自 ft のう へ にた、 尋常の ® 

氣色を 作 せん は 更に 手柄な かる へ し 一 句お もし ろげ なれ は暫 案し ぬ ⑦ 

れと鬼 角に 詮な かる へ しとな り 其 後お も ふに 此句は 郭公な きつる か ® 

たといへ る 後德大 寺の 歌の 同 案に ていよく 手柄な き、 と を 知れり ® 

一校 異ー 

. E ①寐 に— ねに。 ② しはらく— 暫く。 思 ひ 誤 は— 思 ひ 誤る は。 ③歸り 待つ 夜與 引の 意 を —歸り 待よ こ 引の 景を。 知 玉 は 

す やと I しり 玉 はす やと。 よしを 申 侍れ は— よしを 申。 ④其 おもしろき 所 は— その おもしろき 處は。 よく 知れ はこ そ I よく 

知れ は。 へ— 此ノ 爪印 ナシ。 明ぬ とて— 歸る とて。 ⑤野邊 —野へ。 W に 入る しかの あと 吹途 る— 山へ 入 鹿の 跡 吹お くる。 よ 

めり ける— よめり 。和歌— 和哥。 ® うへ にさへ— 上に さへ。 斯 まて— かく 迄。 自由のう へに— 自由の 上に。 ⑦ 更に 手柄 

なかる へし— 手柄な かるへ し。 おもしろげ なれ は— おもしろ けれ は。 暫 I 暫く。  ® 兎角に— 兎角。 となり I と 也" 郭公— 時 

鳥。 なきつる かたと I 鳴つ るかた と。 ® 後德大 寺の 歌— 後 京 極の 歌。 いよく— 猶。 なきと を 知れり— なき 句 也。 

G1 ① 明の 月 I あけの 月。 ②窺ふ 時 I 伺 ふに。 しはらく— 暫。 のた ま はす I 宣す。 思 ひ 誤 は I 思 ひ 誤る は。 ③歸り 待つ 夜 

興 引の 意 を— 歸り待 夜 こそ 心の 氣色。 よしや 申 侍れ ほ I よしを 申。 ④其 おもしろき 所 は— おもしろき 所 は。 よく 知れ はこ そ 

—能 知れ は。 へ 1 此ノ 爪印 ナシ。 明ぬ とて I 歸る とて。 ® 山に 入る しかの あと 吹， ム-^ る— 山に 人 鹿の あと 吹经 る。 よめり ける 
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—よめり。 和^— 和哥。 ④ うへ にさへ —上に さへ。 斯 まて— かくまて。 た 、—唯。 S 更に 手柄な かるへ し —手柄な 力 

るへ し。 おもしろげ なれ は I おもしろ けれ は。 ® 郭公— 時鳥。 なきつる かたと— 啼 つる 方 をと。 ④後 德大 寺の 瞅 I 後 .3$ 

の 和哥。 いよ/. -— 彌。 なき CJ を 知れり— なき 句 也。 

！ g ①亍 かた— 行く かた。 ④窺ふ 時— 伺 ふ 時。 しはらく— 暫く。 のた ま はす！：：：； はす。 思 ひ 誤 は— 思 ひ 誤れる は。 ® とい 

へ とも— と 雖も。 歸り 待つ 夜 興 引の 意 を— 歸り 侍る 夜與 引の 景色。 知 玉 はす やと —知耠 はす やと。 よしを 巾 れ は- Im を-中す。 

6 其 おもしろき 所 は— 其 き 所 は。 よく 知れ はこ そ— 能く 知れ はこ そ。 へ —此ノ 爪印 ナ シ。 明ぬ とて —歸 ると て。 6 山に 

入る しかの あと 吹 送る— 山に 入る 鹿の 跡吹逡 る。 よめり ける— 詠めれ。 ® う へに さへ— 上に さへ。 斯 まて —斯 くまて。 かけ 

り —翔り。 .u 由のう へに！ y 在のう へに。 た \ —只。 S 氣色 —景色。 作 せん は— 作さん は。 更に 手柄な かるへ し —^柄な か 

るへ し" おもしろげ なれ は [.而 白け なれ は。 HI— 暫く。  ® おも ふに— 思 ふに。 郭公— 時鳥。 なきつる かたと 1^ きつる 方 を 

と。 ® い へる— 云へ る。 後德大 寺の 歌— 後德大 寺の 和歌。 いよく I 愈々。 なきと を 知れり— なき 句な り。 

E ① 行かた I 行方。 此 ノ句ノ 頭-一 「⑩」 ト アル。 ③窺ふ 時 —何 ふに。 思 ひ 誤 は— 思 ひ 誤る は。 ©歸 り 待つ 夜 興 引の 立， を 

—歸り 侍" to 夜 興 引の 意 を。 知 玉 はす やと ー しり 給 はさる 也と。 よしを 申 侍れ は— よしを 巾。 ④其 おもしろ キ-所 は 1:.!-::: き rai 

は。 よく 知丄 はこ そ I よくしれ はこ そ。 f— 此ノ 爪印 ナシ。 © 山に 人る しかの あと 吹 逸る— 山に いる 鹿の 跡 吹： _A る。 よめり 

ける I よめり。 和歌， I 和哥。 ® うへ にさへ— 上に さへ。 斯 まて— かくまて。 自由のう へ に！ ：：！由 の 上に。 た \ —唯。 ⑦ 

更に 手柄な かるへ し I 手柄な かるへ し。 おもしろげ なれ は— おもしろ けれ は。 ©li: く。  ® 其 後 —其のち。 おも ふに— 忍 ふ 

に。 此句 I この 句。 郭公 I 時鳥。 なきつる かたと —啼 つる 方 をと。 ® 後德大 寺の 歌— 後 lli 大ゃ  11- の 和欧。 いよく I 彌。 なき 

さ を 知れり I なき 句 也。 
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圑① 行かた I 行方。 此ノ 句/頭 二 「⑩」 ト アル。 ③窺ふ 時 —伺 ふに。 のた ま はす- 1 定めん と。 思 ひ 誤 は— 思 ひ 誤る は。 

@歸 り 待つ 夜 興 引の 意 を— 歸り 侍る 夜 興行の 意 を。 知 玉 はす やと ー 知り 給 はさる やと。 よしを 申 侍れ は —よしを 申。 ④ 其お 

もしろ き 所 は —面白き 所 は。 よく 知れ はこ そ— しれ はこ そ。 へ 1 此ノ 爪印 ナシ。 ® 山に 入る しかの あと 吹； 送る— 山に 人 鹿の 

跡火途 る。 よめり ける— よみたり。 © うへ にさへ— 上に さへ。 斯 まて— かくまて。 自由のう へに— 自由の 上に。 た \ —唯。 

⑦ こ 手柄な かるへ し j 手柄な かるへ し。 おもしろげ なれ は— おもしろ けれ は。 暫— 暫く。  ® となり I と 也。 郭公 I 時鳥" 

なきつる かたと ー 啼 つる 方 をと。 ⑨ 後德大 寺の 歌— 後德大 寺の 和歌。 いよく —彌。 なきと を 知れり ー なき 句な り。 

詞③ポ 玉 はす やと— 知り 給 はす やと。 よしを 申 侍れ は —よしを 申し 侍れ は。 ④其 おもしろき 所 は —其 おもしろき は。 ⑤ 

和歌— 和哥。  . 

ノ.. 》  ゆ  あけ  つき  き. よ  f や 

i の寐に 行く かた や 明の 月  去  來 

i のが を ふ,、 r 師 しばらく 吟 じて 鬼 角 をのた ま はす。 予、 思 ひ 誤る は、 先師と いへ ども、 歸り 待つ 夜 興 引の 

、 し > 'こま  う はべ  せんし い  そ  ミころ こじん  1^  ：  , 

實を 知ぎ はす やと、 しか，.^ のょしを申し侍れば、 先師 曰 はく、 其の おもしろき 所 は、 古人 もよ く 失れば こそ 

「ずけ ぬと て 邊 より 山に 人る しかの あと. 吹 送る 荻の 上 風」 と はよ めり ける。 和歌 優美のう へに さへ、 斯 くまで 

かけり 很 したる を、 敝 i 自 S ビぅ へに、 た 1 芽 常の 氣色を 作 せん は、 更に 手柄な かるべし。 一句 おもしろげ なれ 

ば、 ^ひ 11 じ ぬれ ど. に II なかるべし となり。 其の後お も ふに、 此の 句 は、 郭公な きつる かた、 とい へ る 後 

德大 寺の 歌の 同 案に て、 いよく 手柄な きこと を 知れり。 
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「猪の 寐に 行く かた や 明の 月 去來」 11 わたくしが、 この 句 を 作りました 時、 師 翁に その 御 批評 をお 願 ひ 申し 

ましたと ころ、 師翁は 善い とも 惡ぃ とも 仰 有って 下さいませんでした。 それで、 わたくし は 思 ひ 誤って、 心の中 

に、 夜 興 引で 獲物 寺って ゐ る やうな ところ は、 師翁 でさへ もま だ 御經驗 がお ありに ならぬ のか しら、 と考 へまし 

たので 「この 句の!^ に は、 はっきり 夜舆 引と は 叙して ありま せんが、 實は、 これ は 夜 興 引の 一 情景 を捉 へた もの 

でございます。」 と、 申し上げて、 なほ、 夜 興 引の 時の おもしろい 有様 を、 あれこれと 御說 明いた しました。 する 

と >  師 翁の 仰せに は 「句 評 を遲ら せて ゐ たの は、 句意が 汲み とれなかった からではありません。 この 句が 夜 興 引 

の 情景で ある こと は、 よく 分って ゐ ました。 そして、 そのお もしろ さは、 昔の 人も旣 によく 氣が附 いて ゐ たれば 

こそ、 『新 古今 集』 に は 『明けぬ とて 野邊 より 山に 人る 鹿の あと 吹 送る 荻の 上 風』 とい ふ 歌 さへ 見えて ゐ ます。 優 

美な 叙 法 を專ら としなければ ならぬ 和歌で さへ も， その 情景 を捉 へて、 かほ どまで 躍動 的な 叙 法 を 用 ひて 成功し 

てゐ るので すから、 まして 濶達 {n! 在な 作法 を 許されて ゐる 俳諧で は、 それと 同じ やうな 視野 を捉 へて、 た V あり 

ふれた、 和歌に も 及ばぬ やうな 景趣を 詠んだ ので は、 何の 手柄 もあります まい。 けれど、 わたくしが 暫く 返事 を 

しないで ゐ たの は、 この 句に は どこかお もしろ さうな 所があった ので、 どうにか 手 を 入れて あげたい と 思って、 

少々 考 へて ゐた爲 めでした。 が、 結局う まく 直す こと は 出来ない やうです。」 とのこと で ございました。 その後、 

わたくし 自身 も、 それならば 何とか 直しても みょうと、 いろ... -\考 へました が、 そのうちに、 この 句 は、 の. 
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名な 「郭公 鳴きつ る 方を眺 むれば た^ 有 明の 月ぞ のこれる」 とい ふ 後 德大寺 實定の 歌と も 同 案で、 いよ/. \ つま 

らぬ句 だとい ふ 事が 分りました。 

0 釋ー 

① 明の 月 明 方の 月。 有 明の 月。 秋の 季語。 ②兔角 をのた ま はず 善い とも 惡ぃ とも 仰 有って 下さらぬ の 意。 ③ 31 リ待 

0 こ& では 猪の 歸りを 待つ こと。 卽ち、 猪の 往來 する 道 はき まって ゐ るので、 猪が 終夜 求 食り 歩いて、 曉方 になって 山の 中の 

臥 處に歸 ると ころ を、 その 途中に 待 伏せて ゐて 獲ら うとす る 場合で ある。 ③夜興 引 ョコ ヒギ。 又ョ コ ゥヒキ とも 訓む。 冬 

夜 獵師が 犬を牽 いて 山中に 分け入り、 獸類を 狩る こと。 もと 畿内 地方の 方言。 ③ しか <\ のよ し これこれの わけ。 ® 

明けぬ とて 野 邊ょリ 山に 云々 この 歌 は 『新 古今 集』 卷 SI  (秋) に收 めら れてゐ て、 作者 は、 左 衞門督 通 光。 前書に は 「和^ 所 

の 歌合に 朝 草花と いふ こと を」 と ある。 但し、 原書に 正しく は 「萩の 下風」 とあって、 これ は 去 來抄の 方の 誤傳 である。 ー體 

「^；^の下風」 「荻の 上 風」 とい ふ 成語 は あるが、 「薪の 上 風」 とい ふ不 熟な 言葉 は、 尠くとも 新 古今 あたりの 歌に は 用 ひられた 

箬 はない ので ある。 一首の 大意 は 「今 は 夜 も 白み そめた ので、 よもすがら 遊び歩いて ゐた萩 野から、 我がす む 山へ 向けて 歸り入 

る 鹿の あと を、 曉の 萩の 下風が ふいて 逢る よ」 とい ふ 事で ある。 因みに、 この 歌 は 原典に も 秋の 部に 收 めら れてゐ て、 夜 興 引 乃 

至 は 猪の、 冬季で あるのと は 季も違 ひ、 且つお のづ から 情景 も異 つて ゐ るが、 こ- < に 類似と して 芭蕉が 指摘した の は、 r 曉 にな 

つ て獸 (鹿. 猪) が 山へ 歸 つて 行く うしろ 姿」 とい ふ點 であらう。 ® かけリ 翔る の變 化した 形。 自由 奔放に、 又は 躍動 的 

にの 意。 ⑧兔 角に. 詮な かるべし どうに も かう にも 仕樣がない であらう。 ® 郭公な きつる かた 「郭公 鳴きつ る 方 を眺む 

れ ばた^ 有 明の 月ぞ のこれる」 の 歌 を さす。 この 歌 は 非常に 有名であって、 これに 取材 をと り、 又は 換骨 したやうな 俳句 だけ 
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でも 卜：： 來相當 の數に 達して ゐる 程で ある。 『百 入 I 首』 の 中に も收 めら れてゐ るが、 典 は 『千載 和耿 集』 卷：： に S. 二，， -ひ 

書に は 一 唸 一郭 公-とい へる 心 をよ み 侍りけ る」 と^えて ゐ る。 ④後 港大寺 i$ 右大 Hi 公 能の ST 大納言に 任せら 

れ. 正 二位に 叙せられ、 或は 大臣に 拜 された が、 建久 元年專 辭し、 專ら 8 の 道 ほら 誤んだ。 S 久ニ 年、 菖 して？ 50 

如 圓と改 む。 この 年、 五十 三 歳で す。 藏霄 和漢 合せて 萬 餘と稱 せられた。 @闻 案 ^じかんが へ。 し 仕立て方。 

fly 

この 「猪の」 の 句の 出典 は 『去 來發 句集』、 なほ 『旅寐 論』 『去來 文』 『桃の 杖』 等に も兑 えて ゐ る。 

この 「猪の」 の.？ に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列舉 すれば、 『去來 文』 に ま- 

先年 下 拙 句に、 

猪の 寢に 行かた や 明の 月 

此氣 しき 面白さに 自 護し、 翁へ 見せ 中 候 所、 我に 翁 暫く 物 を も 中され す 候 ゆ ゑ、 拙，.^ 心に、 のリへ 

よふ 氣し きしられざる やと、 重ねて 其 風情 を咄し 候へば、 翁 中され 候 は、 されば 其； I？ れの き^は、 

古人 も、 

かへ ると て野邊 より 山へ 入る 鹿の あと 吹お くる 萩のう はかぜ 

と 請 候へば、 暫く 俳諧の 手 がら なきやう に 存候ゅ ゑ 案 事 巾 候と 答へ 巾され 候。 中ぐ、 跡 火お くる：.^ の 

上 風と 請た るけ しきに 八：： して は、 明の 月と 申さむ は、 俳諧に 月見た る 場の、 より./ \n をし くと，：：. さし 
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候 ゆ ゑ、 此句 をす て 申 候。 すべ て、 古哥 などと るに は、 一 しほ 風情 も 姿 もせめ 上て 申 度 事に 候。 

と ある。 こ \ に、 引用 歌 を r 获の上 風」 と 記して ゐ るの は、 これ も 亦誤傳 であるが、 「明の 月と 申さむ は 云々」 の 

所說 は、 『去 來抄』 に 於け る ものよりも、 更に 文意が 確かにな ると 思 ふ。 

次に 『旅寐 論』 に は、 「古事 • 古歌 を 取 様、 むかし • 中 比 *當 世の 品々 を あげられたり。 その 中、 當 時の 取 様 は、 

古事 • 古歌 を その 儘 立 置、 少も 借らす、 已が 作意 を 並て 盡す とい ヘリ。 然 らば、 いまの 取 様 は 古事 • 古歌 を 立 置 

て、 此方の 作意 をなら ぶる 事に 侍る や」 なる 問に 答へ た條の 中に、 

答 曰、 許 六の こ X ろ は、 古事 • 古歌 を その ま&立 置きて は、 おもしろから すと 云 事 也。 必 すその ま&立 

置く に は 限らす。 すべて 古事 • 古歌 を 取る に は、 朧 ろに 取る 法 あり。 その ま \ 立 置きても とる 法 あり。 

さま- とる 法 ありと いへ ども、 皆 前 をす りあげて 作す。 此許 六が 已が 作意 を 兼て 盡す 所な り。 され ど 

も 並べての みと 心得 侍らば、 初心の 輩 は、 もし 誤 も 出来らん か。 た^ 一等す りあげて 作す ると 心得ら る 

べし。 尤も 並べ て 云 ふ も、 あしと 云 ふに は 非す。 若し 誤 出来な むと いふ は、 

猪の 寐に 行かた や 明の 月  去  來 

此句、 自贊 して 先師に 捧げけ るに、 歸 ると て野邊 より 山に 人る 鹿の 跡 吹 送る 一秋の 上 風、 と 其 場の 面白き 

事 は、 古人 も 能くし り 玉 ひて、 跡 吹 送る と 迄讀れ たリ。 今、 俳諧の 上に、 只、 寐に 行く かた や 明の 月、 

と 作した らん 分に は、 汝が 手柄 はな かるべし。 

と あるが、 これに 由れば 、「かくまで かけり 作した る を」 の內容 が、 より 明かに なると 思 ふ。 
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なほ r 蕪 門俳辨 Ji 錄 J にも、 

猪の 寐に 行かた や 明の 月  去  ^ 

この 句 を 窺 ふに、 先師 暫く 吟 じて 鬼 角を宣 はす。 予思 ひ".^ りて、 師 といへ ども、 ig る 鹿の： M 色し りた ま 

はす やと、 しか，， ^の よしを 巾。 先師：！、 而 由 き 所 は 古人 もよ くしれば こそ、 歸る とて^ より 山に 人 

る 鹿の あと 吹 をく る 萩の 上 風、 と は 詠り。 和歌 優美の 上に さへ、 かくまで 作りた る を、 s^^n 出の 上に、 

た^ 尊 《s の氣色 作らん は手枘 なかる ベ し。 

と兑 えて ゐる。 

さて これ 等の 諸說を 比較 すれば、 この 引用 歌 は、 『去 來抄』 に 「あけぬ とて」 と あるの が 『去來 文』 r 旅. M<1』 

『蒸 門 誹諧 語錄』 等に は、 「かへ ると て」 と あり、 又、 前者に 「荻の 上 風」 と あるの は、 後- に 「荻の 上 風」 と兑ぇ 

てゐ る。 この 歌の 出典 は 『新 古今 和歌 集』 で、 それに m れば、 

和歌 所 の 歌合に 朝 草花と いふ こと を 

あけぬ とて 野邊 より 山に いる 鹿の 跡 ふき おく る 萩 の 下風 た衛 門お 通.^ 

とあって、 「あけぬ とて」 は 『去 來抄』 が 正しい が、 「荻の 上 風」 或は 「萩の 上 風」 は、 いづれ も 「萩の ド風」 の-説 

である Q 

これ を、 古歌の 作例に 徴 してみ るに、 「荻の 下風」 と 用 ゐた 歌に は、 前祸の ものが ある 位に 過ぎない が、 「获の 上 

^ 」 と 川ゐた 歌に は、 


郁芳 門院の 前栽 合に 荻 をよ める 

物事に 秋の けしき はしる けれど まづ 身に し むは 荻 

百 首の 歌よ み 侍りけ る 時、 月の 歌と てよ み 侍りけ る 

常よりも 身に ぞ しみけ る 秋の 野に 月す む 夜 は-の 荻 

題 しらす 

秋の 夜 はや どかる 月 もつ ゆながら 袖に ふき こ す 荻 

哀 とてと ふ 人の などな かるらむ 物 思 ふ やど の 荻 の 

題 しらす 

今 はた^ 心の ほかにき くもの を しらすが ほ な る 荻 

野 邊の露 は 色 も 無くて や こぼれつ る 袖より 過ぐ る 荻 

建 長 二 年 松 尾の 社の 歌合に、 初秋 露 

あら 玉の 今年 もなかば い たづら に淚 かす そ ふ 荻 の 

千 五百番 歌合に 

うらみよ となれ る 夕の けしき かなたの め ぬ 宿 の 荻 

建 長 二 年 八月 歌合に、 月 前 風 

すむ 月の 影 すさまじく ふくる 夜に いと^ 秋な る 荻 


の 上 風 大藏卿 行 宗 

C- 千載 和歌 集) 


の 上 風 右衛門 督賴實 

广 千載 和歌 集) 


の 上 風 右衛門 督通具 

(新 古今 和歌 集) 

うは 風  西 行 法師 

(新 古今 和歌 集) 


の 上 風 式子內 親王 

(新 古今 和歌 集) 

の 上 風 前 大僧正 慈圓 

(新 古今 和歌 集) 


うは 風  前 中 納言定 家 

广續後 撰 和歌 集) 


の 上 風 後鳥羽院 御製 

广續 古今 和歌 集) 


の 上 風 人道 前 太 政 大臣 

ai 古今 和歌 築) 


荻 風 驚 < 夕 とい へる 心 を 

秋の よの 露より 外の 夢 を だに 結び も ra^ て ぬ 

千 五百番 歌合に 

いろか はる 心の 秋の 時し も あれ 身に し むく 

殘：： ぶの 心 を 

秋淺き 日影に 夏 はの これ ども 暮る ま が 

缝保ニ 年 九月 十三夜、 月 前 秋風と いふ こと を 

月影の 出で 入る 峰 は 松の あらし 更 くれば 野 

題 しらす 

わするな よけ ふ は 昔の 秋まで もこの ゆ ふ ぐ 

江 月と い へ る 心 を 

ほに 出づる 荻の 上 風う ちそよ ぎ 入江 夜 さ む 

千 五百^ 歌合に 

さびし さに 秋の 哀をそ へて けり あれた る 宿 

我がた めの 音づれ とだに 思 は ビゃ人 待つ よ 

千 五百番 歌合に 


荻のう はかぜ 

れの获 の 上 風 

き は 获の上 風 

べに 获の上 風 

れの 荻の 上 風 

にす める 月影 

の 荻の 上 かぜ 

ひの 荻の 上 風 


高 階 宗 成 

(《5拾？？3和耿；.-- 


皇太后 官火火 俊 成 女 

(新 後 携和耿 il^ し 


前大 I： 正 慈 Si 


前 大^正 慈 鍋 


後. に？；^ 院 御製 

广給 千載 和歌^) 


後一 一條 院 御製 


1 一 條 ％  0 岐 

(，；^千^和欲^^) 

つ 千 和 耿^) 
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秋 来れば 身に しむ 物と なりに けり 昨日 も 聞きし 荻 の 上 風 

案 一草 風と 云 ふ 事 を 

霜枯の 音に も 冬 は 知られけ り 秋 を も吿げ じ 荻 の うは か ぜ 

光明 峰 寺 入道 前攝 政の 家の 十 首の 歌に、 曉閜レ 荻 

聞き あ かすな みだの 露 もと^ まらす 老の 寢覺の 荻の 上 風 

文 保 三年 百 首の 歌 奉りけ るに 

音づ る.^ 情ば かり を 待ち えても おのれ 寂 し き 荻 の 上 か ぜ 

ゆ ふべ のみ 身に しむ ものと 思 ひし を寐 覺も悲 し 荻の 上 風 

題 しらす 

露 を こそ はら ひも 果てめ うた- - ねの 夢 を も 誘 ふ 荻 の 上 風 

後 九 條前內 大臣の 家の 歌合に 

さし もや は 身に もしみ ける 秋の 立つ 景色 計り の 荻 の 上 風 

秋の 歌の 中に 

今よりの 長き 夜 さむ をい か せむ ゆ ふ つ げ鳥 の 荻 の 上 風 

建 保 四年閏 六月、 內 裏の 歌合に 

訪 はれし は 昔が たりの 夕暮 にお も ひも 入れぬ 荻 の う は 風 


皇太后 宫大夫 俊 成 女 

广績後 拾遺 和歌 集) 


平唯貞 

广續後 拾 遣 和歌 集) 


從 二位 家隆 

广新 千載 和歌 集) 


後西 園 寺 人道 前 太 政 大臣 

(新 後 拾 遣 和歌 集」 

前 中 納言親 賢 女 

(新 後 拾遺 和歌 集) 


平英時 朝臣 

(新 後拾遗 和歌 集) 


岡屋 人道 前 攝政家 民 部 卿 

(新續 古今 和歌 集) 


J^t  n '爭： ffi- 

新續 古今 和歌 集) 


正三位 知 家 

(新 古今 和歌 集) 


はし どの 

秋の 心なら はじとの み 思 ふ 宿に 暫し なつげ そ 荻の 上 風 

閑居 秋風と いふ 事 を  • 

とふ 人 もな き 1$ からの 寂し さ を 秋ぞと つ ぐる 荻の 上 風 

小夜 中に 友 呼び れ たる 雁が音に うたて 吹き 添 ふ 荻 の 上 風 

秋よ 又 心の ほかの 思 かな 荻のう は 風み ねに 鳴く しか 

秋の 夕暮 

秋 はな ほ 夕まぐれ こそた ビ ならね 荻の 上 風 荻の 下露 


前 大^..^ 慈鎮 

广新投 卜 u 今和耿 m) 


新 6=-^ 門院 

(新 i ^和歌 i;::-, 

紫 式部 


トノ ク寸 


藤 原^ 孝 

(藤 ネ^〕 

等の 如き、 多くの 作例 を 見出す ことが 出來 るので ある。 而 して、 これに 反して 、「荻の ド風ー 或は 「萩の 上 風」 と 

用ゐた 歌詞 は殆ん どなく、 總 ての 場合に 「荻の F 風」 又は 「荻の 上 風」 卽ち、 萩の 5? 八 ：！ に は 下 脈、 获の 八：： に は 

上 風と なって ゐる。 

この 事 は、 俳諧の 作例に 微 しても ：！： 様であって、 例へば 『談林 十 百韵』 所收 の百韵 「くつろぐ や」 の 卷の名 S 

表 十一 一句 目に、 

奉加す. - むる 荻の 上 風  志  斗 

と あり、 『七 柏 集』 中の 藝太 • 舊國 • 魚 文の 三吟 歌仙の 脇に、 


夕 ぐれ 初る 荻のう はかぜ  舊  國 

と あり、 又 『はいかい 袋』 所載の 蒙 太 • 燕 村の 兩吟 歌仙の 第三に、 

くづの 葉に 荻のう は 風 吹 添へ て  蕪  村 

と あり、 又 『晝 網』 に は、 貞 因の 「浦 土の まつ 蟲 まで 聲 そへ て」 の 前 句と して の)、 

寺 町邊に 荻の 上 風 

などの 川 例 を 散見す る ことが 出来る。 

「萩の 下風」 と 用ゐた 俳諧の 作例 は、 未だ 觸 HI しないが、 『去 來發 句集』 に、 

臥所 かや 小 萩に もる i 鹿の角  去  來 

など は、 却って 通 光の 「あけぬ とて」 の 歌を換 骨した ものの やうに 思 はれる。 

なほ 『去 來抄』 の 「同門 評」 に は、 

さびし さや 尻から 見た る 鹿の 形  木  導 

許 六 曰、 此句 はへ 入 鹿の あと 吹 送る 荻の 上 風と いへ る 等 類 也。 去來 曰、 吹 送る の 歌 は 朝 鹿の 山に 歸る氣 

色 をい へり。 これ は 鹿 一 體 のさび しさ をい へり。 趣意 各 別な り. - 等 類なる まじ。 

等の 如き 記載 も ある。 

最後に、 積军 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 猪の 云々。 
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新 古今 秋の 上、 明ぬ とて 野邊 より 山に 入 鹿の 跡. 矿、 おくる 荻の 上 風、 此 歌の^ 柏 たるべし" 共 m ^を；^": 鬥 

に はいふ まじき 故 を、 去來、 妥に のべたり。 さる を 今の 人 去來抄 よみながら、 哥 の^^ を：！ 作す る は 化 

ぞゃ。 

と兑 えて ゐ る。 

一 西 藤の 葉の …… 何々 とやらん 跡 は 忘れたり 尾 張の 人の 句 也  ① 

此句 は蘿の 葉の 谷風に 一 すち 举 まて 裏 吹か へ さる、 と 云 句なる よし ③ 

予 先師に 此句を 語に 先師 曰發 句は斯 の、 とくく まく まて いひつ くす ® 

ものに あらす となり 支考 かたはらに 聞て 大に感 驚し はしめ て發 句と ④ 

いふ 物 を 知 侍る とて 此頃 もの かたり 有け り 予其時 も 等閑に iS なしけ ® 

るに ゃ此事 あとかたもなく うち 忘 侍る こそ 本意な けれ  ® 

一校 S 

EG 蘿の 葉の …… I つたの 紫 …… 。 何々 とやらん 跡 は 忘れたり —此ノ 十二 字 ナシ。 尾 張の 人の 句 也— OS 張の 句。 © -此句 は 1 

ほ 句 は 忘れたり。 蘿の 蒸— つたの 紫。 1 すち II すし。 峯 まて —峯 迄。 ③ 語に— 語る。 發句 は— ほ 句 は。 斯 のとく— かくの 
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如く。  くま/ \- まて— くま//.. 迄。 いひつ くす- 1 謂つ くす。 ④ ものに あら .i 3— 物に あらす。 となり— と 也。 かたはらに— 

傍に。 大に I 大 ひに。 はしめ て— 初て。 發 句と— ほ 句と。 ® 知 侍る とて— しり 侍る と。 此頃 —この 比。 もの かたり 有け り ー 

物語り 有け り。 予— 予は。 其 時 も 等閑に 聞な し— 其 時な を さりに 聞な し。 ④此 事 あとかたもなく— あとかたもなく。 うち 忘 

侍る 、 」 そ 本意な け れ I うち 忘れ 侍る い と 本意な し。 

HI ①蘿の 葉の …… 何々 とやらん 跡 は 忘れたり— 蔦の 紫の 殘らす 動く 秋の 風。 尾 張の 人の 句 也— 荷兮。 ②此 句 は— 此發句 はわ 

すれたり。 蘿の 葉— 蔦の 葉" 一 すち 11 すし。. 峯 まて— 峰 迄。 裏 吹か へさる、— 裏 ふき かへ さる \。 云 句なる よし I 云 句 成よ 

し。 ® 語に— 語る に。 斯 のとく —かくの さく。 いひつ く，！ ？— いひ 盡す。 ④ となり— と 也。 かたはらに— 傍に。 はしめ て 

1 始て。 ® 知 侍る とて— 知り 侍る と。 もの かたり 有け り I 物語り あり。 予— 予は。 其 時 も 等閑に 聞な し— 其 時 もな を さりに 

聞な し。 ④此 事 あとかたもなく— あとかたもなく。 うち 忘 侍る こそ 本意な けれ I 打 わすれ 侍る いと 本意な し。 

II ①蘿の 葉の …… 何々 とやらん 跡 は 忘れたり— 蔦の 葉。 尾 張の 人の 句 也— 尾 張の 句。 ③此句 は— 此發句 は 忘れたり。 蘿の葉 

—蔦の 葉。 一す ち —一筋。 裏 吹かへ さる X— 裏 吹 返さる. -。 ③ 語に —語る に。 斯の tj く— 斯く。  くま/ \ まて— 隅々 迄。 い 

ひつく す— 云盡 す。 ④ ものに あらす I 物に 非す。 かたはらに 1 傍に。 はしめ て— 初めて。 ® いふ 物 I 云 ふ 物。 知 侍る と 

て— 知り 侍る とて。 もの かたり 有け り— 物語 あり。 予 I 予は。 其 時 も 等閑に 聞な し I 其 時 も 等閑に 聞 成し。 ④此 事 あとかた 

もな く— 此事 跡形 もな く。 うち 忘 侍る こそ 本意な けれ— 打 忘れ 侍る 最と 本意な し。 

BE ①蘿の 葉の …… 何々 とやらん 跡 は 忘れたり I つたの 葉の …… 何と やらん 忘れたり。 尾 張の 人の 句 也— 尾 張の 句 也。 此ノ 句ノ頭 

二 「©」 ト アル。 ③此句 は； 此發句 はわ すれたり。 蘿の 葉— 蔦の 紫。 一 すち 11 すし。 峯 まて —峯 迄。 裏 吹か へさる \ と —う 

ら 吹かへ ると。 云 句なる よし— いふ 句 成よ し。 © 語に— 語る に。 斯の. t く I かくの 如く。 いひつ く- J 1 いひ 盡す。 ④も 
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のに あら， 一 物に おらす。 となり I と 也。 かたはらに I 傍に。 感驚 I 感動。 ⑤知 侍る とて I 知り 侍る と。 此頃— 頃 no もの 

かたり 有け り I 物語 あり。 予 I 予は。 其 時 も 等閑に 聞な し— 其 時 もな を さりに き. - なし。 ④此 事 あとかたもなく— あとかた 

もな く。 うち 忘 侍る こそ 本意な けれ I うちわ すれ 侍る いと 本意な し は 霜：：；； A 花實 集に 都て 句 はい ひ 課せ さる は 未練な 

りい ひ 過る は 又 病 ひ 也い つれ も 句と して 見る 所な し 或時此 ころ や 小春 を 室に 歸り花 尺 艸此句 はしめ 上 五 文字 を 山陰 ゃ南邊 やと 

置 わつ らふよ し 花 小春の 理に 落て いひ 過る の 病 ひ 也 下 七 五に て 句意 悉濟 侍れ はた. - こ. -ろ なき 五 文字 を 置へ き 也と 今の かふり 

に定 る。 

圏の 蘿の 蒸の …… 何々 とやらん 跡 は 忘れたり I つたの 葉の …… 何と やらん 忘れたり。 尾 張の 人の 句 也— 尾 張の 句な り。 此 ノ句ノ 

頭-一 「©」 ト アル。 ③此 句 は— 此發句 はわ すれたり。 蘿の 葉— 蔦の 葉。 一す ち —一す し。 峯 まで ISI 迄) 裏 吹かへ さる、 と ー 

裏 吹かへ ると。 云 句なる よし I いふ 句 成よ し。 ③ 語に —語る に。 斯の. AJ  く— かくの く。 いひつ くす I 云盡 す。 もの 

にあら， i -1 物に あらす。 かたはらに I 傍に。 感驚— 感動。 ® いふ 物— いふ もの。 知 侍る とて— しり 侍る と。 此 is^ls- 口。 も 

のかたり 有け り —物語 あり。 予— 予は。 其 時 も 等閑に 聞な し— 其 時 もな を さりに 聞な し。 ④此 事 あとかたもなく —あとかた 

もな く。 うち 忘 侍る こそ. 14 意な けれ— 打 忘れ 侍る いと 本意な し 都て 句 はい ひ 課せ さる は 未練な りい ひ 過る は 又 病むな りい つれ も 

句と して 見る 所な し 或 時 Oj の 頃 や 小春 を 室に 歸花丈 艸此句 初 上 五 文字 を 〈山陰 や f 南邊 やと 置 わつ らふよ し尤小 lil^ の 利に 落 

てい ひ 過る の 病 也 下 七 五に て 句意 悉濟 侍れ はた. <  こ k ろな き 五 文字 を 置へ き 也と 今の 冠に 定 侍る。 

ga ①何々 とやらん I 何と やらん。 ②裏 吹かへ さる. -I 裏 吹き かへ さる- -。 云 句なる よし— 云 ふ 句なる よし。 ® 語に— 語 

るに。 ® いふ 物— いふ もの。 有け り— 有りけ り。 聞な し I 閗き なし。 ® うち 忘 侍る こそ 本意な けれ— うち 忘れ 恃る こそ 

いと 本意な けれ。 
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蘿の 葉の  何々 とやらん、 跡 は 忘れたり。 尾 張の 人の 句 也。 

こ く  つ-こ も ,zz^.t ひミ  み II  う らふ  いく  よ  せんし  こ., く か， た  ^^^^ 

此の 句 は、 藤の 葉の 谷風に 一す ぢ峯 まで 裏 吹き かへ さる \ と 云 ふ 句なる よし。 予、 先師に 此の 句 を るに 先師 

、  まつく  か  しかう  きお ほい 

曰 はく、 發句 は、 斯 くの ごとく、  くま まで、 いひつ くす ものに あらす となり。 支考 かたはらに 聞きて、 大に 

かんき やう  i つく  ちの し  はべ  こ  ごろ  あ-  よそ  ミき なほ ざり き 

感 驚し、 はじめて 發 句と いふ 物 を 知り 侍る とて、 此の頃 ものがたり 有りけ リ。 予、 其の 時 も 等閑に 聞きな しける 

こ  こミ  わす はべ  ほ い 

にや。 此の 事 あとかたもなく、 うち 忘れ 待る こそ、 本意な けれ。 

5 譯ー 

r 蘿の 葉の  何々 とやらん。 跡 は 忘れた リ。 尾 張の 人の 句な リ。」 11 誰でした か、 尾 張の 人の 句で ありまし 

たが、 「つたの 葉の  」 とい ふ、 下の 方 は 忘れました けれども、 ともかく、 その 句意 は、 蔦の 葉が 一面に 茂つ 

てゐる 所へ、 たま- (\ 谷から 吹 上げる 風の ため、 その 風 筋の 通りに 峯の 方まで、 葉が みな 裏が へしに なって 白く 

1:5- えた、 とい ふやうな 句で あつたと 覺 えて ゐ ます。 その 句 を、 わたくしが 師 翁に 御 披露し まして、 御意 見 を 伺 ひ 

ました 時、 師翁は 「發 句と いふ もの は、 かう まで 隅から隅まで、 言盡 してし まふ ものではありません。」 と、 仰せ 

になり ました。 その 時 は、 支考も その 席上に 列な つて ゐ ましたが、 この 師 翁の 御言 葉 を拜聽 して、 大いに 感 する 

ところが あり、 この頃に なって、 わたくしに 申 I ますに は 、「あの 時の 師 翁のお 言葉で、 實は、 わたくし は 始めて 
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^句と いふ もの を、 知る ことが 出來 たのでした OJ と、 述懐いた しました。 然し、 わたくし は、 その 時 も、 あまり 

注意 を拂 はすに 聞いて ゐ ました 爲 めか、 この 事 は、 すっかり 忘れて ゐて、 肝心の、 その 席で 問題に なった 句まで 

^思 ひ 出せな いのは、 まことに 殘 念な ことで ございます。 

PIS  I 

①蘿 秋に なつ て紅雜 する 頃 を. 取つ て 秋の 季題と して ある。 ①尾張 $S3 の 一 國、 修 して IS 州と もい ふ。 今 は-》 -知. 姊 

の 管 ドに屬 する。 尾 張に 住んで ゐた蕉 門 俳 土に は、 露 川. 越 人. 荷サ 野 水. 杜 M. ロ麵. 龜 洞. 舟 泉 五. 鼠^ 伞ド 4 虹. 夕^ 

覽. 左 次. 羽^. 1 笑 等が ある。 『俳諧 七 部 集』 中の 『冬の 日』. 『春の 日』 •『 曠野』 繂は、 尾張媒 門の 人達 を、 Hi とした 撰 鬼で ある。 

® 谷風 谷 問に 吹く 風。 又、 晝問 山腹の 空氣が 熱せられて 稀 蒲に なった 時、 これ を 補 ふために 谷間から 吹 上げる 風。 © くま 

ぐ ま す i.^、。 ④支考 美 濃 北 野の 人で ある。 これに 對 して、 尾 州 犬 山の 人と いひ 广頭陀 物語)、 尾 張 に^れた と 稲す る ハ 名家 

年表〕 說も ある。 各務 氏、 黃雲 山大智 寺の |3 で、 鎮藏 主と 呼んだ。 十九 歳の 時下 山し ぶ 俗して 伊 勢山出 に 赴き、 兑 m と稱 して 

^を樂 として ゐた。 元祿 三年、 凉宽の 導きで 蕉 門に 入った。 獅子 庵 • 東 花坊. 两 花坊. 野 子. 述ニ坊 などの 別號が ある。 杖 

後 諸 州 を；^ 膝し- 蔚 然として 一 家 をな し、 その 一 派 は 美 濃 派 又 獅子 門と 稱 せらる。 俳 論に 畏じ、 天稟の 才 M に せて、 D 說を. 

吹した or.:J5- は 俳諧の 小 技に ありて、 こ X ろは靑 雲の 外にの ぼる」 とい ふ氣慨 で、 •「 正風の 1^ 髓こ、 に殘れ り」 と壯 語した。 mi: 

十哲の 一 人で ある。 享保 十六 年 二月 七日 歿す。 年 六十 七。 故鄕北 野の 黄 雲 山大智 寺に る。 撰 薪 頗る 多く、 『葛の 松 ©』•  iu 

記』.『俳諧十論』.『續五論』.『十論爲辨抄』.『裊曰記』.，華集』.『两華集，【.『櫻山吹』.『そこの花』.『發願文』.『削かけ>^^^朝文鑑』. 

『和漢 文 藻』. 『露 川 責』. 『三日月 日記』. 『阿難 談， H 蓮ニ吟 集』 などが ある。 ④感驚 感じ 驚く。  ^し、 これ は 3^ 本に は 咸 ® 
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と あるが、 一つの 熟語と して は、 「感動」 とあった 方が 穩當 であらう。 ® 等閑に あまり 注意 を拂 はないでの 意。 ® あと 

ぁミ かたけ いぜき 

* た 跡形。 形跡。 ® 本意 ホ ンィを 略して、 ホイと も訓 む。 まことの こ &ろ。 本意な しと は、 殘念 であるの 意。 

i 者 I 

この 「蘿の 葉の」 の 句 は 、『去 來抄』 の 板 本に は、 下の 十二 文字が 不明と なって ゐ るが、 寫 本の 中、 帝 國圖書 館 

本に は、 明かに、 

蔦の 葉の 殘らす 動く 秋の 風  荷  兮 

となって ゐる。 この 句なら ば 出典 は 『酶野 後 集』 又は 『續 猿簑』 である 。『酸 野 後 集』 に は、 

蘿 

蔦の 葉 は 殘らす 風の 動 哉  荷  兮 

と あり、 『績 猿簑』 に は、 

蔦の 葉 や 殘らす 動く 秋の 風  荷  ^ 

と 見えて ゐる。 

. この 「蘿の 葉」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 『花實 集』 に は、 

つたの 葉の  尾 張の 句 

其 角 曰、 此發句 は 忘れた リ。 蔦の 葉の 谷風に 一す ぢ峯 まで 裏 吹かへ さる./ とい ふ a- なるよし。 予 先師に 
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比 句 を 語る に、 先師 曰、 發句 は斯の ごとく、  くま，^ までい ひ盡す ものに あらやと 也。 支考 傍に ほて 大 

に感 驚し、 始て發 句と いふ もの を 知 侍る と、 此頃 もの 語 あり。 予は其 時 も 等閑に 問な しける にや、 あと 

かた もな く 打 忘れ 侍る。 いと 本意な し. - 都而句 はい ひ 課せざる は 未練 也。 いひ 過る は义^ ひなり。 いづ 

れも 句と して 見る 所な し。 或 時、 

此 ごろ や 小春 を窒 にかへ り 花  尺  艸 

此句 はじめ 上 五 文字 を、 山陰 や • 南邊 やと 置ゎづ らふよ し。 尤小 の 利に 落て、 いひ 過る の" おひな り。 

下 七 五に て 句意 悉濟 侍れば、 た こ-^ ろな き 五 文字 を m 吒 へき 也と、 今の かぶりに 定 侍る。 

『蕉門 俳諧 語錄』 に は、 

發句 はわ すれたり、 葛の 葉の 谷風に 一す ぢ峯 まで 裏 吹かへ すと いふ 句なる よし。 先師 曰、 發.？ はかくの 

如く、  くま，^ まで 云盡す 物に 非す となり。 支考 傍に 居て 大きに 感 驚し、 初て 發 句と 云 もの を 知り 侍る 

と 云り。 

と ある 0 

この 章に 問題に されて ゐる こと は、 「發句 はかくの 如く くまぐまで いひつ くす ものに あらす」 とい ふ 事で ある 

が、 これ は 蒸 門 の發句 構成 上、 第一義 的な 作法であって、 『宇陀 法師』 にも、  . 

發句は 言外の 意味 を ふくむ をよ しとす。 脇は發 句に 殘 したる 言外の 意味 を 請て 繼 也。 

と ある 如く、 かくて 句に 餘情を 持たせよ うとす るので ある。 『花實 集』 に は、 


其 角 cr 凡、 句 は 餘情を 元と すべし。 たと へば、 

誰 やらが 姿に 似たり 今朝の 舂  翁 

此句、 衣 通姬と 敷、 小町と 敷、 置たら ば さも あら じ。 誰 やらと 隱 して、 しかも" 春色のう る はしき さま 

を、 美しき 人の すがたに たと へたる 所、 餘情 限りなき をお もぶべし。 誠 一字 二字 すら 大切 也。 况五 文字 

の 違 ひ を や。 仇に 案す まじき 事 也。 

と あるが、 こ- -に 「誰 やらが」 とい ふ 叙 法 を、 餘 情の 點で 認めて ゐ るの は、 ー應は 尤もな 事で はあって も、 それ 

が發 句の 最善と は 言へ たくなる と 思 ふ。 この 後に 享保 度の 俳諧の 墮落を 見た の も、 その 遠因の 一 っは蕉 門に 說く 

餘情 《1 の 曲解に あつたと も考へ 得る のであって、 又 天明に 至り 蕪 村 一派が 印象的な、 直 叙 的な、 凡そ 餘情 主義と 

は 相反す る もので、 俳壇 を 風靡した こと は、 必然的な 反動と しても、 かく あるべき ところな のであった， - 

次に、 なほ 『去 來抄』 の 「同門 評」 の 部に は、 

牽牛 花の 裏 を 見せけ り 風の 秋  許  六 

葛の 葉の 表 見せけ り 今朝の 霜  笆  蕉 

の兩 句に 就いて、 これが 類句で あるか 否かの 意見 を 交へ てゐる 章が ある。 これに 關 して は、 なほ 多くの 言 ふべき 

ことがあって、 それら は、 やがて その 場合に 臨んで 當然 書かなければ ならぬ ので あるが、 た^こ.^ に、 これに 附 

隨 する 議論の 中で、 本章に も 少し 關 係の あると ころ を、 書き 添へ て 置かねば なるまい と 思 ふので ある。 先づ 『旅 

寐論』 の 中には、 
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先師の 葛の 表 を 吟じ給 ふ 句 は、 古人、 葛の 葉の うら を 云 ひたる を 返して、 吟 じたる のみに 非す。 冬の 朝 

の 物 靜に霜 白う 置 わたし、 葛の 葉の 表 折れて、 流石に 洩れた る 風情の 見るべき 所 ある を、 俳句の 眼に に 

らみ 出し 給へ り。 又證 歌に 引る \ 所の 筋も、 姿， 心、 同じ やうに 侍れ ども、 その 風情 を 述る所 各 別 也。 

また 『雅文せ うそ こ』 の 中には、 

葛の 葉の 表兑 せけ り、 此句 は、 一 たび 嵐 雪が 翁に そむきし 事の、 直り 侍る 時に、 幸に 書て 遣 はされ 候 句 

也。 成程 表 見せた る 句 也。 葛の 葉の 枯 3^ て、 うら 見る 昔 も盡き はてた ると いふ 本 情に して、 今朝の 霜の 

置 渡した る を 見れば、 誠に 表 見せけ り、 うら 見る 秋 をう ちわ すれて、 表の けしきの 面白き よ、 と. S. す 句 

也" 先師 發 句の 中 にても 算 へる 句な り。 

と ある。 換言すれば T 葛の 紫に 風が 吹きつけて、 葉 を 裏が へしに した」 とい ふ 事 は、 昔から、 卽ち 和歌の 時代 か 

ら、 葛に 對 する 一 つの 常習的な 觀察 として 定められ てあつた もので、 さう した 和歌から、 尾 張の 句 は 作り出され 

て 失敗し、 芭蕉の 句 は その また 逆を捉 へて 成功して ゐ ると いふ 事になる ので ある。 そこで、 それならば、 昔の 和 

歌に は どんな ものが 殘 つて ゐ るか を 一管す る 順序と なる ので あるが、 先づ、 「葛の 裏 ふく 風」 と 用ゐた 古歌に は、 

人 しれす 忍びけ る こと を 文な どちらす と 聞きけ る 人  . 

に 遣し ける 

いかにせ. む 葛のう らふく 秋風に 下葉の 露の 隱れ なき 身 を 相  校 

(新 古今 和 敬 J^) 

と兑 え、 次に 「葛の 裏 風 一 と^ ゐた 古歌に は、 


郁芳 門院の 前栽 合に よみ 侍りけ る 

獨寐ゃ い と さ びし きさ を 鹿の 朝 ふす 小 野の 葛の うら 風 

和 泉 式部 みちさ だに 忘られて 後程な く敦道 親王に か 

よふと 聞きて 遣し ける 

移ろ はでし ばし 信 太の 森 を 見よ かへ りもぞ する 葛の 裏 風 

つら かりし 心の 秋 もむ かしに て 我 身に 殘る くす の う ら風 

千 五百番 歌合の 歌 

^は猶 葛の うら 風 うらみて もとはす 朽 ち に し 人 ぞ戀 し き 

題 しらす 

身 を 秋 の 末 野 の 原 の 霜 枯に猶 吹き やまぬ くす のうら かぜ 

等が 見え、 更に、 それに 關聯 して T 葛の 下風」 と 用ゐた 古歌に は、 

寶治 元年 十 首の 歌合に、 社頭 祝 

祌 垣の 葛の した 風の どかに て さ こそ 恨 の な き 世な る ら め 

いかにせ む 人の 心の 秋の色 を 恨み じと て もく す の し た 風 

光明 峯寺 入道 前攝 政の 家の 卅 首の 歌の 中に 

恨みても 戀 ひても 露ぞ こぼれけ るし のぶ の 山 の 葛 の 下風 


藤 原顯綱 朝臣 

(新 古今 和歌 集) 


赤 染衛門 

(新 古今 和歌 集) 

(新 後 撰 和歌 集) 


後 京 極 攝政前 太 政 大臣 

(新 千載 和歌 集) 


參 議 經 宣 

广新後 拾遺 和歌 集) 


人道 右大臣 

(續 拾遺 和歌 集) 

前參 議長 成 女 

(玉 葉 和歌 集) 


山 階 人道 左大臣 

(績後 拾遺 和歌 集) 
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正 治 二 年 十月 歌合に、 枯野朝 

野 ベ の 色 は 朝お く 霜に むす ぼ.^ れ 恨に よわる 葛の した 風 刑 部卿宗 1:^ 

(新. 桐.：. い 八， おゆ 堪〕 

等 を 拾 ふこと が出來 る。 但し、 『旅寐 論』 中には r 證 歌」 とい ふ 語 さへ 用ゐら れてゐ るので あるが、 その 所 li 「^ 

歌： J が して どれで あるか は、 管 見の 未だ 及ばぬ ところで ある。 

また 「蘿の 葉の， 一の 句 は、 帝 闽圖書 館 本に のみ は、 明記され てゐ るが、 他の 諸 本に は、 總 ベて 不明瞭と なって ゐ 

るの は 何故で あらう か。 『削 かけの 返事』 に、 「其 秋、 勝 所の 曲翠亭 にて 荷 兮が葛 の^の：？ 評に 付て」 なる 一節が あ 

り、 それに 答へ て 『猪の 早 太』 に は、 

さて 其 秋、 曲翠亭 にて、 荷兮が 蔦の 葉の 句 評と、 一 聞 十 知の やうに 巾 さる、 が、 假令其 比 翁 さやう の咄 

ありと も、 貴 房の 耳へ は 馬に 心經 なるべし。 さだめて 翁の 尙白 などへ 物が たりの 又 聞な らん。  - 

と 記されて ある。 これらに 從 へば、 この 批評 は 曲水 亭に 於いてな された もので あらう。 そして 『削 かけの 返事 J 

の刊 年が 元祿 三年で あるに 徵 して、 曲水 亭 での 會合 は、 恐らく それ 以前で あつたと 思 はれる。 さて、 この 句の 出 

典 は 『驗野 後 集』 であり、 又 同書の 刊 年が 元祿六 年で ある ことから 推察 すれば、 この 「蔑の 紫の」 の：？ は、 板木 

に 現れる 前から、 蕉 門の 人々 の 間に 傳 承され てゐ たの かも 知れない。 然し 又 一方から 考 へれば、 nilsa にある、 

毺風ゃ 蓮 をち からに 花 一つ  不知 讀人 

とい ふ 句が 『曠野 後 集』 に は 「岡 崎 鶴聲」 と 作者 名が 明かに なって ゐる 如く、 どうも 『峻野 後 策』 とい ふ 害 は^ 

門の 人々 にと かく 疏 外に あっか はれた 撰 集で ある。 言 ふまで もな く 『曠野 後 梨』 の 撰者 は 『嘛、 野』 と M じく^ 兮 
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であるが、 荷 兮は晚 年に 至って 芭蕉に 勘當 された とい ふ傳 へさへ も あるから、 それらが いくらか 原因して、 荷兮 

の驟 になる 書 は、 蕉 門の 人々 が 喜ばなかった もの かと も 思へ る。  . 

荷兮は 尾張蕉 門の 先達 者と して、 俳諧の 手腕 も 秀でて はゐ たが、 晚 年に 到って は、 や \ 蕉風 を 離れた 傾き も 見 

える。 然し、 許 六が、 『歷代 滑稽 傳』 に、  _  . 

路通 • 荷 兮， 野 水 • 越 人 • 木 因 は 勘當の 門人な り。 

などと 記して ゐ るの を、 輕卒に 信じて、 芭蕉の 勘當の 門人で あると いふ 先人 主から 論 を 立てる ので あれば、 それ 

は 安 當を缺 くと 思 ふ。 荷兮の 勘， 當說 は、 『宇陀 法師』 に、 

名 ごやの 荷 兮* 越 人、 あら 野に 眼 明た るに 似 たれ ど、 瓢に底 を 入られ、 湖南の 連 衆 は 猿 蓑に 關 をす へら 

れ たる 事、 其 時 糙に其 風 を 得すして 血脉 をつ がぬ 故 也。 何 ぞ糙に 風 を 得ば、 自已に 流行せ す 共、 師 にと 

りつき 流行すべき 事 也。 實は師 の 恩に 依て 名 を顯し 侍れば、 底 を 入らる \ も理 也。 はいかいの 底 をぬ く 

と 言 事 有. - ぬけぬ 作者 日々 ふるく 成 行 也。 先師の 手傳 にて 撰者の 號を 蒙りた る 人、 天晴 作者と 昆 えて 其 

人 何となく ゆかしき に、 師 遷化の 後に 後 集 を 出して 下手の 尾 を 出し、 初心の 人に 嘲らる \。 

と 許 六 は 記して ゐ るが、 之 等から 出發 して、 卽ち、 元 祿六年 板の 『曠野 後 集』 の 不備の 爲 めに 勘當 になった とい 

ふ說 と、 次に 『續 俳 家 奇人 談』 によれば、 「晚 年師 翁の 勘氣を 蒙りし は、 橋 守と いふ 書 を 作れる よりお これり」 と あ 

る 如く、 元 祿十年 板の 『撟守 集』 によって 勘當 された とい ふ說 と、 この 兩說 がその 原因と して 流布され てゐ る。 

然し、 その 『廳野 後 集』 說 が虚說 である こと は、 その後、 元 祿七年 五月に、 芭蕉 は 尾 張に 入って、 舊 交の 人々 に 


對 した 時に も (睦 奥 衞)、 

行，/,^ て 尾 州 荷兮が 宅に 汗 を 入 

世 を 旅に 代 かく 小 田の 行戾り  笆  蕉 

とて、 特に 荷兮の 許に 足 を 止めて、 歌仙の 興行が あった ことに 徵 しても、 容易に 首肯され る 害で ある。 次の 『梳 

守 集』 說に 至って は、 之が 出 板され たの は、 笆蕉が 歿して 四 年後の 元祿十 年で あるから、 寧ろ 滑稽な 憶測に 過ぎ 

ない。 殊に、 勘 當說を 言 ひ 立てた 一 人で ある 支考 が、 後に、 門人 渡邊 狂の 名に 托して 著した 『削 かけの 返事』 の 

中で、 「勘當 と は、 是は 先師 (支 考) の わる 口」 とも 記して ゐ るが、 卽ち、 勘 當說は 自分の 悪口で あつたと. E 白して 

ゐる 言と も 見て 差 支へ ない と 思 ふ。 溫 厚な 色蕉の 性格から 言っても、 勘當說 など は 全然 虚構の tHHS であるに 過ぎ 

ない 害で ある。 

但し、 『靑 根が 峯』 に 於け る、 去 來と許 六との 問答 中に、 去来 は、 

尾 陽の 荷兮 一書 をつ くる。 書中 所々 先師の 句 を あざける と 聞け リ。 我い まだ この 書 を 見す。 かの 荷兮ゃ 

先師 世に ます 內 ひたすら 信仰す" 一とせ 故あって、 野 水 • 凡 兆と 共に 先師に 遠ざかる。 先師 そのうら み 

をす て X、 遷化の 年東武 より みやこ へ 越 給 ふ 道、 名古屋 にいたり て かれが 柴扉 をた \ きて 一 一 一日 親 話し 

給 ふ。 彼 また これ を あがめ 尊ぶ 事舊 日の ごとし。 翁 遷化の 時、 東 武の其 角 二 風雪 • 桃 隣 等、 束 山に 於て 

追悼の 會を爲 す。 かれ 蕉 翁の 門人の 數に加 はりて 着座す。 今 書 を 作りて 翁 を 嘲る、」 最も 憎むべき の だ 

しきもの 也。 かれが 心 操 を かへ りみ るに、 翁 在す 時 は 先師 を賣 りて おのが 浮世の たよりと し、 先師 し 


 C  252  > 


たま ひて は、 また 先師 を賫 りて 初心のと もがら を、 今 は 先師に 勝りたり と 欺き 導かん ためなる べし。 其 

の 難す ると ころ、 誠に 笑 ふ 可き のみ。 我 これが 爲に、 其 僻 耳 を 切って 邪 口 を 裂かん と 欲す。 

と 激越な 口吻 を 示して ゐる。 「我い まだ この 書 を 見す」 とい ひ 乍ら 荷 兮を難 じて ゐ るの は 不可解 だが、 この 「一 

書」 が 何 を 指す もの かも 明瞭で ない。 芭蕉^ 後の 書で ある やうに も 思へ るが、 或は、 『橋 守 集』 なのか も 知れぬ。 

然し、 こ \ に 「一 とせ 故あって、 野 水 • 凡 兆と 共に 先師に 遠ざかる。 先師 そのうら み をす て.^ 云々」 とい ふ點 は、 

『曠野 後 集』 あたり を 指す ことか も 知れぬ。 一 體、 荷兮 は、 『曠野 後 集』 では、 その 序 中に も 「た^いにし へこ そこ 

ひした はるれ」 と 記して、 貞門 古風の 作者 を 尊重し 過ぎ、 師 芭蕉の 作 は 僅に 二 句を收 めた に過ぎないので、 同門 

の 人々 から、 幾分 批難され る 因 を 作った もの かと 思 はれる。 (if の slir〔lslo は、) 

一一 W 下 臥に つかみ わけ はやい とさ くら  ① 

先師 路上に て 語 耠ふ此 頃 其 角 か 集に 此句 ありい かに 思て か 入 集し け ③ 

むと 去來 曰い とさ くらの 十分 に^たる 形容よ くい ひお ふせた るに 侍 ③ 

らすゃ 先師 曰い ひ 課て 何 か ある 予こ \ において 肝に 銘 する 事 あり は ④ 

しめて 發 句になる へ き、 AM 成 ましき 事と を 知れり  © 
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s ① わけ はや— 分 はや。 ②語給 ふ —語り 曰。 句 あり— 句 有。 思て か— 思 ひて か。 人 集し けむと— 人 集し けん。 ③ぃ とさ 

くらの— いと 櫻の。 よくい ひお ふせた ろ— 能 謂お ほせた る。 ④ いひ 課て —謂應 せて。 何 か ある— 何 か 有。 予こ 、に— 此 に。 

おいて— ぉゐ て。 銘 する 事 あり— 銘 する 事 有。 はしめ て —初て。 ©發 句 I ほ 句。 なる へき. t XI 成へ き 事と。 事と を 知れり 

—事 を しれり。 

IS ① わけ はや— 分 はや。 いと さくら I 糸 さくら。 ② 路上に て I 洛上 にて。 語耠ふ I 語て 曰。 思て か —思 ひて。 入 築し けむと 

—入 集し けん。 ③ いと さくらの— 糸 櫻の。 よくい ひお ふせた る —よくい ひ應 せた る。 ④ いひ 課て— いひ 應 せて。 予 こ、 

に— 爱に。 おいて I ぉゐ て。 はしめ て I 初て。 © なる へきと —成へ き 事と。 成 ましき I なる ましき。 ^と を 知れり—^ を 

しれり。 

IS ① わけ はや I 分け はや。 いと さくら— 糸 櫻。 ③語耠 ふ— 語て 曰。 思て か I 思 ひて か。 入集しけむと—人^^^^しけん。 ® 

いと さくらの Ivi^ 櫻。 ^たる— 咲きた る。 よくい ひお ふせた る— よく 云 課せた る。 ④ いひ 課て I 云 課せて。 予 こ-に —予 

に。 おいて I 於て。 銘 する 事 あり— 銘 する こと あり。 はしめ て —初めて。 © なる へき £><| 成る へき 事と。 成 ましき I 成る 

ましき。 事と を 知れり I 事 を 知れり。 

Bra ① いと さくら— いと 櫻。 此 ノ句ノ 頭-一 r 藝 いつを 昔」 ト アル。 又、 此ノ句 ノ下ニ 「巴 風」 ト アル。 ② 路上に て I 洛上 にて。 

語 給 ふ —語て 曰。 此頃— この頃。 思て か —おも ひて。 入 集し けむと I 入 集し けん。 ④ いひ 課て— いひお ふせて。 何 か ある ー 

なに か ある。 予こ >- に I 爱に。 銘 する 事 あり I 銘 する こと あり。 ® なる へき £J>- —成へ き 事と。 成 ましき I なる ましき。 欺 
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と を 知れり I 事 を しれり。 

圏① いと さくら I 糸 櫻。 此 ノ句ノ 頭-一 「⑩ いつを 昔」 ト アル。 又、 此ノ句 ノ下ニ 「巴 風」 ト アル。 ②語給 ふ— 語て 曰。 句 あ 

り— 句 有。 思て か— おも ひて。 入 集し けむと— 入 集し けん。 ® いと さくらの， I 糸 櫻 を。 ④ いひ 課て— いひお ふせて〕 何 

か ある— なに か ある。 予こ& に I 爱に。 おいて— おひて。 銘 する 事 あり ー 銘 すると あり。 ⑤ なる へき CJ>1I- 成へ き 事と。 成 

ましき I なる ましき。 事と を 知れり I 事 を しれり。  - 

IS ③語給 ふ— 語り 給 ふ。 思て か— 思 ひて か。 ③ 咲た る— 咲きた る。 ④ いひ 課て— いひ 課せて。 

i  a 

下 臥に つ かみわけば や いとざくら 

せんし  ろじ やう  かた た *6  こ  ごろき かく しふ こ  く  おら  に ふし ふ  きょらいい 

先師、 路上に て 語り 給 ふ。 此の頃 其 角が 集に 此の 句 あり。 いかに 思うて か 人 集し けむと。 去來曰 はく、 いと ざく 

じふ、， ん さ  けい やう  はべ  せんし い  お ほ  なに  よ  お 

らの 十分に^ きたる 形容、 よくい ひお ほせた るに 侍らす や。 先師 曰 はく、 いひ 課せて 何 か ある。 予、 こ.^ に 於い 

きも めい  こミ  ほっく  了  こミ  し 

て、 肝に 銘 する 事 あり。 はじめて、 發 句になる べき ことと、 成る まじき 事と を 知れり。 

「下 臥に つかみ わけば や 絲樱」 11 師 翁のお 供 をして 歩いて 居ります 時、 師 翁のお 話に 、「このごろ、 其 角の 編ん 

だ 『レっ を 昔 J に、 この 句が 人って ゐ ますが、 其 角 はこの 句 を どう 思うて 入れた のでせ う o」 とのこと で ございま 

したので、 わたくし は それにお 答へ して、 「絲樱 が 十分に^い たす がた を、 この 句 は、 よく； 百 ひつく して あると 3 ゆ 
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ひます。 そこ を、 其 角 も 感心した もので ございませう ノーと、 申しました" すると、 師翁は 「}.:: ひつく したれば と 

て、 そ. - だけで よい.？ と は 言へ ますまい。」 と、 仰せに なりました。 わたくし は、 この 時、 この 一； 品に、 はっと 心 

の 中に 深く 感じた ことが ございました。 そして、 初めて、 發 句になる ことと、 ならぬ ことと に、 相 ハの ある こと 

を 知った ので ございます。 

①下臥 下 陰に 臥す こと。 ①絲櫻 櫻の 一 種。 『菜 草』 に は 「樹 彼岸 櫻と 同じ。 枝 長く 糸の 如くに して 下り 垂る。 花う ろ はじ。 

彼岸 ざ くらより 花 稍お そし。」 と あるが、 植物 學 的に 解 釋 すれば、 イバラ 科に 屬 する 1^2 小 木で ある。 又 謡曲 『黑 塚』 に は、 「絲^ 

色 もさ かりに 咲く 頃 はくる 人 多き」 等の 用例 も 見えて ゐる ® 路上 路の ほとり。 ②其 角が 集 其 化が 編 一;:^ した？ 此 In 

では 『いつを 昔』 を 指す。 ® 形容 すがた。 有樣。 形狀。 ® いひお ほす 言 課す。 はっきり 言ひ盡 して 餘す 所がない。 

この 「下 臥に」 の 句の 出典 は 『いつを 昔』、 なほ 『俳諧 錦^ 緞』 等に も兑 えて^る。 但し、 『いつを #=』 r 俳 化め _錦 

Si 緞』 に は、 これ を 立 句と して 巴 風 • 其 角の 兩吟 (初 裏 以下 は 其灼の 獨吟) の 述句ー 卷が收 めら れて ある" その 

述句は 次の 如くで ある。 

兩呤 おも ひたちけ る 人の、 いとまなくて やみに けれ 


其 巴 

角 同 風 同 角 風 
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ば、 心 ざし ゆるしが たくて、 獨 酌の 興に なしぬ。 

下 臥に つかみ 分ば ゃ糸樱 

犬 もこて ふ も 一日の 友 

橋 造る 小屋の かま へ の 長閑に て 

藪の こなたへ 廻る 駕籠 かき 

菊 は 黄に 只 しめりた る 月の 色 

鼻 かう だ 手 を 亦 秋の 水 

小坊主 に 名 を 案 すれば きり，^ す 

火 打 あつめて 紙子 うれしく 

いざ 嵯峨 へ ざう り 一足 もら ひける 

何 を 目 あてに 此比 の 禪 

なぐさみに 喧嘩 をす るか 渡し守 

杜秤 にか- -りて 重き 身 をす る 

衰 へ も關寺 ゆるす 年 なれ や 

安養 界を鼾 ふるしむ 

板疊階 子の 下の す しきに 


蚊 やり 火た て \  ;g い ぶせ き 

泣 程にから き 花 さくた うがら し 

月の 露なる 白黑の 胡麻 

吹から に 一 遍ど をり 秋の 風 

物 すさまじき 峯人 の 佻 

漸と 米と \ の ゆる くれの 鐘 

ほれ 

又た べ醉て 寐忙た る 顏 

ほと.^ ぎす 點せ がまる -1 片心 

鍵 もたせた る 今の ま ろ う ど 

被 はすに 娘が 常 をみ せ にけ り 

うつり 香せ むる 袖 の 蛇 

惠心佛 法の 力 を 賴む哉 

かばね 

近. な る 屍 ありがた やそ も 

こえ こしの 越の.； ：！ 山山 いく つ 

物 あきな ふ も 水から の 聲 

なほ、 この 「下 臥に」 の 句に 就いて 『蕉門 俳諧 語錄』 に は > 
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ド 臥に つりわけ 見ば や 糸 ざ くら  - 

先師 語 曰、 この頃 其 角が 集に 此句 有。 いかに 思 ひて 入 集し けん。 予曰、 糸 櫻の 十分に 咬た る 形容、 よく 

いひお ほせた るに 侍らす や。 先師 曰、 云お ふせて 何 か 有。 爱に 於て 肝に 銘 する 事 有。 始て發 句に 成べき 

事と 成 間 敷 を しれり.。 

と 見えて ゐ る，^ 

こ、 に、 色蕉の 評言と して、 「いひお ほせて 何 か ある 云々」 と あるが、 これ は、 前述の 「蘿の 葉の」 の 章 (二 

四 ) に r 發句 はかくの ごとく、  くま/^ まで 言 ひつく す ものに あらす 云々」 との 評言と 同様に、 發 句の 餘 情に 關 

r  slra^r り Kno  r 註。 積翠 園の 〔去来 抄評】 はン 

する^^路論てぁる 广 この 章に 閼 する 記載 を 飲く。 」 


一一 六 手 を はなつ 中に 落け り 朧月  去  來 ① 

魯 町に 別る、 時の 句 也 先師 曰 此句惡 しとい ふに は あらす 功 者に てた ③ 

、 いひ まきら かした るな り去來 曰い かさまに さしてな き 事 を 句 上に ® 

て あやつり たる 所 ありし かれと もい また 十分に 解せ す予か 心中に I ④ 

物； & れ とも 句 上に あら はれす と 見 ゆい は ゆる 是は意 到 句 不到也  © 
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s© 別る 、時の 句 也 I 別る、 句 也" 惡 しとい ふに は —惡 きとい ふに は。 ® い ひま きら かした るな り I 謂 まきら された る 也。 

いかさまに— いか 樣に。 {W 所 あり I 處 .|;1?。 しかれと も —しかれと。 心中に I 心中に は。 ® 侍れと も I 侍れと。 いは ゆる 

是は I 是" 

GI ① はなつ— はなす。 ③ 別る & 時の 句 也 —別る \句 也。 惡 しとい ふに は ー あしきと いふに は。 た、— 只。 ③ぃ ひま きら 

かした るな り —いひ まきら された る 也。 句 上に て— 句の 上に て。 ④ しかれと も I 然れ と。 心中に I 心中に は。 ④ iit^ と 

も —侍れと。 句 上に I 句の 上に。 あら はれす— 顯れ す。 いは ゆる 是は I いは ゆる。 

IS ① はなつ— 放す。 落け り— 落ちけ り。 ② 別る \ 時の 句 也 —別る \ 時の 句な り。 惡 しとい ふに は —惡 きと 云 ふ 句に は。 功 者 

—巧者。 た \ —只。 ③ いひ まきら かした るな り— 云 紛ら かした るな り。 いかさまに I いか 樣 にも。 ④ しかれと も— 然れ 

とも。 いまた I 未た。 心中に I 心中に は。 ⑤ 侍れと も— 侍れと。 あら はれ. i .1 顯れ す。 いは ゆる 是は I 所 li。 意 到 句 不到也 

I 意 至て 句 不，； 至な り。 

BS ① はなつ I はなす。 此ノ句 ノ頭ニ  r@」 ト アル。 ② 別る 時の 句 也— 別る k 句な り 。惡 しとい ふに は— あしきと いふに は。 

た >t —只。 © いひ まきら かした るな り I 言 まきら された る 也。 いかさまに I いか 様。 化 上に て —句の 上に て。 @ しかれ 

とも— 然れ とも。 心中に I 心中に は。 ⑤ 侍れと も— 侍れと。 句 上に I 句のう へに は。 あら はれす— 網 はれす。 いは ゆる は 

—いは ゆる。 意到句不到也—意"41^句不至なり。 

圏の はなつ —はなす。 此 ノ句ノ 頭-一 「②」 ト アル。 ② 別る i 時の 句 也 —別る k 句な り。 先^:: 此句惡 しとい ふに は あらす 功 


者に てた. - いひ まきら かした るな り 去来 曰 —先師 曰。 ® いかさまに— いか 樣。 句 上に て— 句の 上に て。 ④ しかれと， も I 

然，！ i とも。 、： ：- 中に ー 心中に は。 ® 侍れと も —侍れと。 句 上に— 句のう へに は。 あら はれ- i -1 顯れ す。 いは ゆる 是は —いは ゆ 

る。 意 到 句 不到也 I 意 至句不 至な り。 

, 異同 ナシ。 

て.  なかお  おぼろ づき  1^ 

手 を はなつ 中に 落ちけ り 朧月  去  來 

ろち やう わか  ミき く なり ぜんし い  こく  あ  力う しゃ  \T  \ 1 - 

魯 町に 別る.. t 時の 句 也" 先師 曰 はく、 此の 句、 悪しと いふに は あらす。 巧者に て、 た^ いひ まきら 力した るな う 

り。 去來曰 はく、 いかさまに、 さしてな き 事 を、 句 上に て あやつり たる 所 あり。 しかれ ども、 いまだ 十 <R に 解せ r、 

X しんちゅう いちもつ はべ  くじ やう  み  これ  い いた  バ，： L た 、 な.^ r- 

す。 予 心中に 一物 侍れ ども、 句 上に あら はれす と 見 ゆ。 いは ゆる 是は、 意 りて 句- ら さる 也 

「手 を はなつ 中に 落ちけ り 朧月 去來」 一 I この 句 は、 わたくしが、 弟の 魯 町と 別れる 時に 作りました 句で ござ 

います。 ところが、 この 句 を御覽 になって、 師翁は 「この 句 は 特に 惡 いとい ふので はありません。 けれども、 お 

前^ 叙 法のう まさで、 た^、 言 ひくる めて しまったと ころがあります。」 と、 仰せに なりました。 わたくし は、 そ 

； にお 答へ して、 次の やうに 申しました 。「なるほど、 この 句に は、 それほど でもない 事 を、 一 句の 上に 言 ひくる 
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めて ゐる 所が ございます。 けれども、 わたくし は、 これで もま だ、 十分に？ H ひつく す ことが 出 來てゐ ない と り 

ますつ わたくしの 心の中に は、 こんな こと を、 言って みたい もの だとい ふ、 一 っの考 へがあった のでした が、 そ 

れを 句の 上に うまく； 現す る ことが、 出来なかった ので ございます。 この 句 は、 いはば 『意 到って 句 到らす』 と 

でも 巾し ませう か、 心 持 だけが 先定 つて ゐて、 それだけ のこと を、 句には^！^现することが出來なかったとぃふ 一 

例で ございます。」 

③魯町 長 崎の 人で ある。 向井 氏、 名 は 元 成 * 諱は兼 丸、 字は叔 明. 又 鳳 梧と 號 した。 元 升の 第三 子で、 去來の € にあたり、 お 

年. 千 子の 兄で ある。 延 g 七 年、 父兄の 後 を 襲うて 長 崎の 聖堂 祭 酒と なり、 又 掌 書 司監を 勤めた。 いは 一 キー 年、^ 船が 邪敎 の？ を 

舶 したの を檢 して、 これ を押收 したる 功に より 〔nr 傣を 受けた。 享保 十二 年 二月 九日 歿す、 年 七十 二。 墓 は 同地^- 山 一" 麵寺 

にある 。『猿 襲』 に は 「 一 夏 入る 山 さばかり や 旅ね ずき」 の 一 句が 入 集して ゐる。 ③功者 事に 巧みな 人、 また 巧みな こと 

上手。 ③ いひ まぎら かす まぎら かす やうに 言 ふ。 誤魔化し 言 ふ。 言 ひくる める。 ® いかさまに なやに も 誠 -» 

2ゃ| 絲を つけ、 陰から 引いて 物 を 動かす。 轉 じて、 陰に ゐて物 を樣. -に 働かせる こと。 © 意 到句不 到 意 到りて く 

到らず。 所. li 心 あまりて 言葉 足らずと いふ こと。 卽 ち. 句に 盛らう とする 内容が 表現 不足の ため、 表面に 现 はれない こと。 後 

出の 「心 餘 りて 詞 たらず」 (三 三) とほ ビ同樣 の 意で ある。 
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この 「手 を はなつ」 の 句の 出典 は 『泊 船 集』、 なほ 『去 來發 句集』 等に も兑 えて ゐる" ^し、 『泊 船 集』 に は、 こ 

の 句に 「弟 町が 故鄕へ かへ る を 送りて」 と 前書が あり、 『去 來發 句集』 に は、 「弟 魯町故 鄕へ歸 りけ るに」 と 前書 

が ある。 

骨肉の 弟が、 長旅に 出かけて ゆく の を 送っての 感慨 を、 一 句と した ものである だけに、 去來 自身が 「意 到 句不到 

也」 と は 言うて ゐ るが、 何となく、 普通の 餞別の 吟とは 相違して ゐる ことが 受取れ る。 なほ 『俳諧 寂 菜』 の 「餞 

別」 の條 下に は、 

膳 所に おもむく 人 を 送る 

獺の 祭 見て 來ょ瀨 田のお く 

翁の 旅立 給 ふ を 送る 二 句 

箱 根 山 時雨 な き 

ころし もや 大井 

友なる 孤屋 をお くる 

雲霞 どこまで 

髮 そりに とて まかる 友 を 送る 

罔兩 たぶ さ 見送る 朝 月夜  ゆ  袋 

0 他 。親疎の 辨へ をお もぶべし。 


日 を 願 ひけり 

の 嵐 佐 屋の霜 


之 

足 


行 も 同じ 事 


去  凉 枳 曾  巴 


來  宽風 良' 風 
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と あり、 績 いて 「留^」 の條 1 ^に は、 

『奇 にて ん卢 に 分る.. T こ 

麥の穂 をち からにつ かむ 別 かな 

旅 だつ 曉 

よく^て 人に 見られよ 宿の 菊 

道に て 翁に 別れ 奉る とて 

行く てた ふれ 臥と も 狭の 露 

九月 朔日旅 だち ける に 

菊の 日と 月見 いづこ の 泊 せん 

越より 歸 るに 

おも ふさ ま ふるま はれけ り 越の 雪 

自他 • 親疎の 辨へ をお も ふべ し。 

と說 いて ある。 

因みに 『炭 俊』 に は、 

洛 よりの 文の はしに 

朧月 一足 づ-. も わかれ かな 
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の. 力 見えて ゐ るので あるが- この 句 も 「手 を はなつ」 の 句と 同じく、 朧月の 下に 別離 を惜む 情を敍 した もので 

あって、 その 點 では 共通して ゐる。 而 して、 句と して 比較 すれば、 「手 を はなつ」 の 句が 「意 到句不 到」 に 反し、 

「朧月 一足 づ. t も」 の 方 は、 印象 も 明瞭で あり、 句と して は、 より 勝れて ゐ ると 思 はれる。 ところで、 兩 句の そ.^ 

ぞれの 出典た る 『泊 船 集』 (元祿 十 一 年刊) と 『炭俵』 (元祿 七 年刊) との 刊行 年代の 關 係から 見るならば、 當然 

「手 を はなつ」 の 句の 方が 後年の 作と 認めなければ ならぬ ので ある けれども、 この 兩句を 比較した のみでの 直觀 

で 論 すれば、 「手 を はなつ」 の 句の 方が、 初 案の 作の やうに 思 はれて ならない。 或は、 やがて 「手 を はなつ」 の 句 

の 出 # 力 『炭俵』 よりも 遡り 得る ものに 發 見され る 機會が あれば、 私の 直 觀說も 裏書され る 結果と なる ので ある 

力 今の所で は單 にか やうな 想像 を爲し 得る に過ぎないの は殘 念な ことで ある。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 手 を はなす 云々。 

旅 を 送る 句な らんに、 とり か はした る 手 を わかれに 放たり と兑 るべき や。 

と 見えて ゐ る。 

一一 七 泥龜ゃ 苗代 水の 畦う つり  史. 邦 ① 

猿簑の 撰に 予 誤て 畦った ひと 書 入たり 先師 曰哇 うつりと 傳 ひと 形容 ③ 
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風流 各 別な り 殊に 畦う つりして^ 啼 なりと もよ めり 肝要のお^ を あ ® 

やまる：^ 擎の 罪の みに あらす 句 を 聞 事の おろそかなる 故な りと てき ④ 

⑤ 

けん あしかり けり 


S おろ 


B ①泥龜 ー;^ かめ。 ③猿簑 の 撰 —さるみ の 撰。 書 入たり— 耆。 ③各 別な り —^別 也" ^啼 なり— もな く 也 

そかなる 故な りと て ー おろそかに 侍る ゆ へ 也と。 きけん I 機嫌 

silf め。 $管 撰-猿 謹。 責 たり-書。 ifi.  Ic 

聞, おろそかなる 故な りと て I おろそかに 恃る ゆへ 也と。 きけん I 機お 

i 猿， 撰— 議撰 し 予 誤て— 誤って。 書 入たり-書 人れ たり。 ，つ？ 畦移 り。 傳 ひと 4 ひとは。 I, つりして 

—i りして。 蛙啼 なり— I くな り。 よめり-詠めり。 あやまる 事— 誤りた る こと。 € 難の-聞く こと。 おろ そ 力なる 

故な りと て— 疎かに 侍る 故な りと て。 きけん I 機 雄。 ® あしかり けり —悪し かりけ り。  I 

S 此 /句/頭-一 「ぎ ト X。 ③謹の 撰-さる みの 撰。 予 誤て 1 予 あやまって。 責 た？. 書。 6^ なり- f 

也。 i なり 18 なり。 あやまる 事-誤る 事。 ©藝 の— I。 おろそかなる 故な りと て-おろそか にず.^ 故な りと。 き 

圏① J 句/頭-一 「き ト アル。 ②議の 撰— 醒撰。 予 誤て， -予 あやまって。 畦った ひと 1 赌 つたり と。 實 たり. *。 


@ 各 別な り 別な り。 畦う つりして—. 畦 移りして. -蛙啼 なり， I 娃鳴也 あやまる 事 —誤る 事。 ④ あらす I あらぬ 。おろ そ 

かなる 故な りと て— おろそかに 侍る 故な りと。 きけん— 機嫌。 

③書 入たり I 書 入れたり。 ® 蛙啼 なり —蛙啼 くな り。 ④聞 事の— 聞く 事の。 

どろ がめ  な は しろ みづ  あぜ  し  f プ 

泥龜ゃ 苗代 水の 畦う つり  史  ^ 

さるみ の ぜん  よ  あや *6  あぜ  かきい  せんし 、_  あぜ  ブた  t  、つ-う ぶう  >  う -, P- ヽ.、 つ 

猿 蓑の 撰に、 予、 誤って 畦づた ひと 書 入れたり。 先師 曰 はく、 畦う つりと、 傳 ひと、 欣 風^、 が々, なり。 

こレ》 » あへ *；  I か はづな  かんえ う け しき  こミ ふで つ ふ  く. さ こ，， - 

殊に 畦う つりして 蛙啼 くな り、 ともよめ り。 肝要の 氣色を あやまる 事、 筆の 罪の みに あらす。 句 を 聞く 事のお 

ゆ ゑ 

ろ そかなる 故な りと て、 きげん あしかりけ リ。 

一口 譯ー 

「泥 龜ゃ 苗代 水の 畦う つり 史邦ー —— 『猿 蓑』 の 撰 をいた して をり ます 時、 わたくし は、 この 句 を 間違って、 下 

の 五 文字 を 「畦 づた ひ」 と、 原稿の 中に 書 入れました。 ところが、 それ を御覽 になって、 師翁 は、 「この 句の 下の 

五 文字 を、 お前 は 『畦づ た ひ』 と 書き ましたが、 『畦う つり』 と 『畦づ た ひ』 とで は、 その 形容と いひ、 風流と い 

ひ、 共に 遠って ゐ ます。 殊に、 昔の 歌に も、 『畦う つりして 蛙 なくなり』 とい ふ 叙 法 もあります。 この やうな 大切 

な 景色 を 11 違 ふとい ふの は、 た 1- 一寸した 書き 間遠 ひと だけで は濟 まされません. - 大體、 お前が 句 をい. r かげん. 


に 聞いて ゐ たから、 こんな ことになる のです 0, 一 と、 仰せに なりまして. 御機嫌がぉ？^7クござぃました。 

①泥龜 すつ ぼんの 別名。 又、 どんが め、 どうがめ、 とちが め、 か はがめ 等と もい ふ。 ^3苗代水 范 代へ そ、 ぐ 水。 W 代 は 

稻の種 を潘 いて、 苗 を 育て 作る 田 をい ふ。 春の 季題。 ① 畦う っリ 一つの 畦から 他の 畦へ 移って； 仃 くこと。 G 史邦 京 

都の 人で ある。 根津 氏、 {們 之 助と 稱し、 知 雨 亭と號 した U 仙 洞 御所に 仕へ たが、 後 浪人して 江戶に 下った。 1 帷子 は 日々 にす さ 

まじ 贍の聲 史邦」 の 句で、 I 巴蕉 及び 岱 水との 三吟が ある。 芭蕉の 二見 文臺 及び 『嵯峨 日記』 の 造 稿 を^ 來 した。 r 猿. お 逆 志抄』 

に は フミ ク 二と 訓ん でゐ るが、 通 說はシ ハウで ある。 一 說に は、 名 古屋の 翳師、 中 村 春 if とも 傳 へて ゐ るが、 別人で あらう。 ， お 

年 は 明かで ない。 撰 著に 『I 巴 蕉庵小 文庫』. 『俳諧 猿 舞師』 が ある。 @ 桂 づたひ 舴を傳 つ て 進んで 行く こと。 ② 風流 

風雅。 此處 では 句の 情趣と いふ 位の 意。 ④ 肝要 必ず 要用な こと 。必要。 ④ 筆の 罪 書き 間違 ひの 罪。 6 おろそか 

に 輕々 しく。 ゆるがせに。 

この 「泥龜 や」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』 である。 但し 、『猿 蓑』 に は、  . 

泥龜ゃ 苗代 水の 畦 づたひ  史  邦 

と、 芭蕉が 反對 したと いふ 形の ま &で兑 えて ゐる。 

この 「泥 龍 や」 の 句に 就いて、 『花 貰 集』 に は、 


去來 曰、  一 

泥龜ゃ 苗代 水の 畦う つり  史  邦  一 

此句、 猿 蓑 撰の 時予 誤て 畦傳 ひと 書。 先師 曰、 畦う つりと つた ひと、 形容， 風流 格別な り。 さに、 畦う 一 

つりして 蛙啼 也、 とも 詠り。 肝要の 氣色を あやまろ 事、 筆の 罪の みに あらす。 句 を 聞 事 おろそかに 侍る 一 

故 也と、 機嫌 惡 かりけ り。  .  - 

と ある。 「畦づ た ひ」 と 「畦う つり」 との 相違 だけが、 かほ どまでに 問題に されて ゐ る點、 その 態度の 嚴重 さは 寧 

ろ 驚嘆すべき ものが ある。 『去 來杪』 の 「修行 敎」 の 中に、 

師の いはく、 下句 • 上句、 ともに 二字 三 字の 間に あり。 また その 二三 字に 甚 ぬかり 落る 句 あり。 骨折べ ： 

き 所 也。  一 

と あるの も、 この こと を 指す ので あらう。  j 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、  一  ，  一 

。泥 龜ゃ 云々。  . 

拾 玉 集に、 鳴子 引 賤が山 田の むら 雀 あぜ づた ひして 立 さはぐ 也。 

と 兌え てゐ る。 この 歌 は 慈鎭の 『拾 玉 集』 の 「堀川 院 題百苜 和歌」 の內に 見える 一首で、 積 翠園は 「賤が 山 田」 一 

と傳 へて ゐ るが、 實際は 「賤が 門 田」 となって ゐる。 或は、 この 歌 を 「畦う つりして 蛙啼 なり」 の證 歌と： nj- 做す 一 

べき かも 知れない が、 この 歌で は 蛙が 喪に、 又 肝要の 「畦う つり」 が 「畦づ た ひ」 になって ゐ るので、 芭蕉の 言 一 


薬と 照合せ ぬ やうに 思 はれる。 「畦う つりして 蛙啼 なり」 と 用 ゐた歌 は、 未だ 囑目 しないが、 唯 『風雅 和歌 藥』 に、 

建 保 四 年 百 首の 御 歌に 

せき かくる 小 田の な はしろ 水澄て あぜ こ す浪 に 蛙 鳴く 也  後鳥羽院 御製 

と M えて ゐる のが、 幾分 關聯が あり はしない かと 推察され、 又 『拾遺 愚 草』 に、  • 

あぜ 傳 ひもり くる 水 も 凍り ゐて刈 田 寂しき 冬の 山陰  民 部 卿定家 

. と あるの も、 考へ 合すべき であらう かと 思 はれる。 

一一 八 したら くに 寐れ は凉 しき 夕 かな  宗 次 ① 

さるみ の 撰の 時 今一 句の 入 集 を 願 ひて 數句吟 し 侍れと 取へ き 句な し ② 

_ 夕 先師の 傍に 侍りけ るに いさくつ ろき 給へ 我 も 臥しなん とお ほせ ® 

られ けれ は 御 ゆるし^ へ したら くに 居れ は凉 しく 侍る と 申 けれ は 先 ④ 

師曰是 こそ 發句 なれと て 今の 句に 作りて 入 集せ させ 給け り  © 

一枝 i  .  , 

寐れ は— 寢れ は。 夕 かな— 夕 哉。 宗ゃ.^|此ノニ字ナシ。 ③今 一句— 一句。 侍れと ー 來れ と。 取へ き 句な し— 取へ きな 
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し。 ® 先師の 傍に 侍りけ るに いさ— 先師の いさ。 臥しなん— 臥なん。 お ほせられ けれ は —の 給に けれ は 〇 も。 . ④申 けれ 

は— 申。 ⑤是 こそ— 是。 發句 なれと て I ほ 句 也と。 作りて —つくりて。 入 集せ させ 給け り I 入 集せ よとの 玉 ひけり。 

ei ①凉 しき— 凉敷。 夕 かな— 夕ァ 哉。 宗次. I 此ノ 二字 ナシ。 ② さるみ の 撰の 時— 猿簑 撰の 時に。 今一 句 ー 一 句。 侍れと —釆 

れと。 取へ き 句な し —とる へきな し。 ③ 先師の 傍に 侍りけ るに いさ- 1 先師い さ。 臥しなん ー 臥なん。 お ほせられ けれ は— 宣 

ふに しも。 ④申 けれ は —申。 ⑤是 こそ— 是。 發句 なれと て— 發句 也〕 入 集せ させ 給け り I 入 集せ よと 宣 ひけり。 

ISS ①寐れ は —ねれ は。 ② さるみ の 撰の 時 I 猿簑 集の 時。 今 一 句— 宗次 一 句。 侍れと —来れと。 取へ き 句な し— 1^ る へき 句な 

し。 ③ 先師の 傍に 侍りけ るに いさ— 先師の いさ。 くつろき 給へ —寬 ろき 給へ。 臥しなん I 臥なん。 お ほせられ けれ は I 宣ふ 

に。 ④御 ゆるし W へ —宗次 御免 し^へ。 したら くに I したら くに。 申 けれ は— 申す。 ©是 こそ I 是 則ち。 發句 なれと て 

—發 句な りと て。 入 集せ させ 給け り— 人 集せ よと 宣 ひけり。 

EISG ノ夕 かな I 夕 部 かな。 此ノ句 ノ頭ニ  r®」 ト アル。 ③ 今一 句 II 句。 願 ひて— ねか ひて。 侍れと —来れと。 取へ き 句な し 

—とる へきな し。 ® 先師の 傍に 侍りけ るに いさ I 先師の いさ。 くつろき 給へ— くつろき 玉へ。 お ほせられ けれ は I の 玉 ふ 折 

しも。 ④ 居れ は —いれ は。 申 けれ は —申。 ® 先師 曰— 先師。 是 こそ— これ。 發句 なれと て —發 句な りと。 入 集せ させ 給 

けり— 入 集せ よと 宣 ひけり。 

圏①此 ノ句ノ 頭-一 「©」 ト アル。 ③ さるみ の 撰の 時— 猿簑 撰のと き。 今一 句— 一句。 願 ひて— ねか ひて。 侍れと— 來れと U 

取へ き 句な し —とる へきな し。 ③ 先師の 傍に 侍りけ るに いさ！ 先師の いさ。 お ほせられ けれ は I 宣 ふりし も。 ④申 けれ 

は— 申。 ® 先師 曰 I 先師。 是 こそ— 是。 發句 なれと て —發 句な りと。 入 集せ させ 給け り —入 集せ よと 宣 ひ攝」 

sa ③取 へき 句な し 1;^ る へき 句な し C ④申 けれ は-, 申し けれ は。 ® 入 集せ させ 給け り， .，.. 入 集せ させ 給 ふとな り。 


is! 
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If  讀 

ね  す， V  ゆ. でへ  *5  9 

じだらくに 寐れば 涼しき 夕 かな  宗  次 

ぜん ミき いまい つく に ふし ふ ねが  すうく ぎん はべ  ミ  ,、  いつせき ぜんし ^-たばら はヾ 

さるみ の 撰の 時、 今 一 句の 入 集 を 願 ひて、 數句吟 じ 侍れ ど、 取るべき 句な し？ 一  夕、 先師の 傍に りけ るに， い 

ざ くつろぎ 給へ、 我 も 臥しなん、 とお ほせられ ければ、 御 ゆるし 候へ、 じだらくに 居れば 涼しく 侍る、 と屮 しけ 

れば、 先師 ぼ はく、 是 こそ 發句 なれと て、 今の 句に 作りて 入 集せ させ 給 ひけり。 

「じだらくに 寐れば 涼しき 夕 かな 宗次」 11 『猿 蓑』 の 撰 をいた して 居りました ST 宗次 は、 た^ 一  句 だけで も 

その 中に 加へ て 頂きたい とて、 數句 詠み ましたが、 『猿 蓑』 の 中に 入れる ほどの 句はありませんでした. - ある：：： の 

夕方の ことでした。 この 宗 次が、 師 翁のお そばに 坐って ゐ ましたと き、 師 翁は宗 次に 向って 、「さあ 膝 をお！^ にな 

さい。 わたくし も、 少し 横にな り ませう。」 と、 仰せられました ので、 宗次は 「では ごめん 下さい。 いやもう、 じ 

だらくに 居れば、 涼しう ございます。」 と、 申しました ところ、 師翁 は、 「じだらくに Hi? れば 涼しい —— です か。 な 

る ほど、 それ こそ 發 句になります よ。」 と、 仰せに なりまして、 その 言藥 にもとづいて、 この 「じだらくに れば 

涼しき 夕 かな」 とぃふ句をぉ作.=^になり、 宗 次の 名で 、『猿 蓑』 の 中に お 加へ になった ので ございます。 


① じだらく しだらない こと。 だらしな いこと c ①宗次 傳 不詳 CI 一. 蕉門諸 生 全 Jt』 などに も 見えない が、 『猿 養』 時代に 芭蕉 

の 直 指 を 受けた 門人の 一人で あらう。 ③ 坂るべき 句 探 用す る ことの 出来る 句 C ③ くつろぐ 手足 を投 出したり、 安 接 

を かいたり して、 ゆったり と 座す る こと。 

， ；考 一 

この 一. じだらくに. 一 の 句の 出典 は 5 蓑』 であるつ (錢 一？ X- の- SKMJlo") 

さて、 この 一 じだらくに」 の 句に 就いては 、『はいかい 袋』 に、 

周 竹 云、 ほ 句に 聞へ がた き 有、 其 心 をと ふべ し： 句のお もてよ. リ 心の よき 趣向 有 も 0 也- ばせ を 翁の 門 

人に、 初心の 人 ありつ 夕す みの 句 を、 いろ/ \ にあん じたれ どよ からす： 翁 曰、 いざ まづ くつろぎ 玉 

へ、 われ も 臥. なむと 宣 ふつ 街 ゆるし 可 レ被レ 下 候： じだらくに おれば す しく 候と： 翁の 云、 今の詞 、 卽 

ほくな りと。 じだらくに 居れば す しき 夕 哉。 宗次ト 有。 

と ある。 この 事 は 結局、 巧 を 弄する ことの 反って 害 ある こと を敎 へた もので、 『去 來抄』 の 一同 門 評」 の 一節に、 

「外の わる 巧 を しられぬ 故、 おの づ からか \ る 句 も 出来る めり、 云々 一 と 野 明 を 賞して ゐる ことと 同じで ある。 

然し、 常に 會話 のま X の 方が 却ってよ い 句になる とい ふ譯 ではなく、 また 賤 しい 言葉 を：？ の 中に 用ゐ るの を勸め 

てゐ るので もない T 葛の 松原』 に、 


古人の 墮き 用る 事、 ；字半 f たやすから す。 いかにお もしろ きとて、 辭 いやし 4 もく だぐ 敷い 

ひ 出たら むは、 貴人 • 公子に 籠 せらる &辨 利の もの.， たぐ ゐ たるべし。 

と あるの も考へ 八；； すべきで ある 0 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 じだらくに 云々。  . 

平生 今日の 上に 句作 ある 事.、 常に 心懸 べき。 

と 見えて ゐる 


靈樹の 奥な つかし や 親の 顔  去 お ® 

はしめ は 面影のお ほろ に ゆかし 魂 祭と いふ 句な り此時 添書に 祭 時 は ③ 

神し ます か 如しと やらむ 靈 棚の 奥な つかしく 覺 侍る よしを 申附 る^ ③ 

師 返事に 靈祭尤 の 意味な から 此分 にて は 古 ひに 落 中へ く^ 註に 靈棚 ④ 

の 奥な つかし やと 侍る を 何とて 句に なさ k る やとお とろ かし 給ひナ ® 

り 

© 
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IS ①靈棚 —玉 棚 u 奥 I おく。 親の 顏 —おやの かほ。 ③ はしめ は —初 は。 魂 祭と いふ 句な り —玉 祭と 云 句 也。 此時 —是 時。 

® 神 います か 如し I 神い ますの 如し。 やらむ— やらん。 靈棚 —玉 棚。 よしを 申 贈る— お を 申。 ④ 先師 返事に I 先師い か 文 

曰。 靈祭— 玉 まつり。 古 ひ— 古び。 落 申へ く I 落へ く。 靈棚 I 玉た な。 ⑤ 侍る を I 侍る は。 なさ \ る やとお とろ かし 給 ひけ 

り— なり 侍らん 下 文字け やけく 置て しかるへ く 侍らん 是則俤 のまと へし 成へ き 也 親の かほと 置 は 句 成へ しと 也 そのお も ふ處和 

かなれ は 下 をけ や： t く 直に 句と なる 事 を しらす ふかく おも ひしつめ 却て 或は 心お もく 詞 さかり 或は 心た しかなら す 是等は 初心 

の 輩の 覺悟 あるへ き 事 也。 

GI の靈 棚— 玉 棚。 奥 —おく。 去來 —此ノ 二字 ナシ。 ® はしめ は —初 は。 魂 祭と いふ 句な り— 玉 祭りと いふ 句 也〕 此時 —この 

時 は。 祭 時 は— 祭る 時に。 ③ やらむ I やらん。 露 棚— 玉 棚。 覺 侍る— 覺へ 侍る。 よしを 申 贈る— よしを 申。 ④ 先師" 返事 

に I 先師 伊賀の 文に 曰。 靈祭 —玉 祭り。 註に I 程に。 霞 棚— 玉 棚。 ® なつかし やと— 懷 しゃと〕 侍る を— 侍る は。 なさ、 る 

やとお とろ かし 給 ひけり— 成り 侍らん 中 文字 和ら かなれ は 下 をけ やけく 親の 顏と置 は 句に 成へ しとな り 其お も ふ 所 直に 句と な 

る 事 を しらす、  1 くお も ひしつめ 却而心 重く 詞 しふり 或は 心 ならす 是等は 初心 輩の 覺悟 ある へき 事 也け やけく 置て しかるへ く 

侍らん 是則 係の まみへ し 成へ き 也"  . 

IS ①靈 棚— 魂 棚。 親の 顔— 親の 貌。 ③ はしめ は— 初 は。 面影のお ほろ に ゆかし I 俤の朧 に 床し C 魂 祭と いふ 句な り —魂 祭と 

云 句な り。 祭 時 は —祭る 時 は。 ® 神 います— 神 在す。 やらむ I やらん。 靈棚— 魂 祭。 覺 侍る I 覺ぇ恃 る。 よしを 申 贈る— 由 

を^す。 ④ 先師 返事に— 先師 伊賀よりの 文に 曰。 靈祭 I 魂 祭。 此分— 此句 C 古 ひ.. f 古み。 落 申へ く— 落ち 可ホ。 註に— 程に。 
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靈棚— 魂 祭。 ⑤ なつかし やと— なつかしと。 なさ \ る やとお とろ かし 給 ひけり I なし 侍ら さらん 下の 五 文字 和ら かな I,- ょド 

をけ やけく 親の 貌と 置か は 句なる へしと なり 其 思 ふ 所 直に 句に 成る 事 を 知らす！^ く 思 沈みて 却て 心 重く 詞漩 りて 心飽 ならす 是 

等 は 初心の 輩の 覺悟 有へ き 事な り。 

圖 ①靈棚 —玉 棚。 奥— おく。 此ノ 句/頭 一一 r®」 ト アル。 ② 面影のお ほろ に ゆかし— 俤 のお ほろ に 床し。 魂 祭と いふ 句な り 

1 玉 祭と いふ 句な り。 祭 時 は —祭る 時 は。 ③ やらむ —やらん。 靈棚 —玉 棚。 覺 侍る— 侍る。 よしを 申 贈る I よしを 申。 

④先. 師- 返事に— 先師 伊賀の 文に 曰。 靈祭— 玉 祭。 古 ひ I 古み。 落 申へ く I 落？ E 中。 註に— 一 靈棚 I 玉 棚。 ® 何とて I なに 

とて。 なさ X る やとお とろ かし 給 ひけり— なさ X る やとお とろ かし 給 ひけり 上 五 文字 和ら かなれ はド をけ や けく 親の 顔と 置か 

は 句になる へしと なり 其 思 ふ 所 直に 句と 成 事 を しらす 深く おも ひ 沈み か へって 心お もく 詞 しふり 或は 心た しかなら す 是等は 初 

心の 輩の 覺悟 j:? へき ことなりけ やけく 置て しかるへ く 侍らん これ 則俤 のま 兒 えし 成へ き 也り 

圜①靈 棚 I 玉 棚。 奥 I おく。 此ノ句 ノ頭二 「®」 ト アル。 ③ はしめ は— 初 は。 面影のお ほろ に ゆかし I 俤 のお ほろ に； おし" 

魂 祭と いふ 句な り I 玉 祭と いふ 句な り。 祭 時 は— 祭る 時 は。 ③神 います か 如し— 神い ます かとし。 やらむ I やらん。 靈棚 ー 

玉 棚。 覺 侍る I 侍る。 よしを ゆ 贈る— よしを 申。 ④ 先師 返事に— 先師 伊賀の 文に 曰。 靈祭尤 の 意味な から— 玉 祭 は 意味な か 

ら。 古 ひ I 古み。 註に I 間。 靈棚 —玉 棚。 @ 何とて I なにと て。 なさ X る やとお とろ かし 給 ひけり— なさ \る やとお とろ か 

し 給 ひけり 上 五 文字 和ら かなれ はド をけ やけく 親の 顏と 置か は 句になる へし. と 也 其お も ふ 所 直に 句と 成 事 を しらす jl^  くお も ひ 

沈み か へ つ て 心お もく 詞 しふり 或は 心た しかなら す 是等は 初心の 輩の 覺悟 有へ き 事な りけ やけく 置て しかるへ く 侍らん 是則悌 

のまと ひし 成へ き や。 

國③ はしめ は- 1 初 は。 ③覺 侍る I 覺ぇ 侍る。 
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たま だな  おく  おや  かほ  *- よ  らい  ^ 

靈 极の奧 なつかし や 親の 顔  去  來  一 

おもかげ  たま まつ"  く  こ  ミき そ へがき  ま つ ミき かみ  ごミ  た *i 

はじめは、 面影のお ぼろに ゆかし 魂 祭、 とい ふ 句な り。 此の 時、 添書に、 祭る 時 は 神い ますが 如しと やらむ。 靄 

だな おく  お ぼ はべ  * でフ おく  せんし へんじ  たま まつ" もつ ミ  いみ  こ  ぶん  ふる  おち ま 0, 

棚の 奥な つかしく 覺ぇ 侍る よしを 申し 贈る。 先師 返事に、 靈祭、 尤もの 意味ながら、 此の 分に て は、 古びに 落 申 

さ ふら ふ ちゅう  たま だな おく  なに  く  た 

すべく 候。 註に、 靈 棚の 奥な つかし や、 と はべる を、 何とて 句に なさざる や、 と おどろかし 給 ひけ リ。  . 

一口  0 

r 靈 棚の 奥な つかし や 親の 顔 去來」 11 この わたくしの 句 は、 初めは 、「面影のお ぼろに ゆかし 魂 祭」 とい ふ甸 

でした。 この 句に 就いて、 師 翁の 御 評 を 頂きたい と 思 ひまして、 師 翁の 御手 許まで 書 送りました とき、 この 句に 一 

添へ て、 「『神 を 祭れば 神 在す が 如し』 と、 『論語』 にも ございま すが、 全く、 靈 棚の 奥な つかしく 覺 えた ことで ご 一 

ざいます o」 とい ふこと を、 書いて 差 上げました。 すると、 師 翁からの 御 返事に は、 「『面影の』 とい ふ 句 は、 魂 祭 

の 時の 實感を 一句と した ものと 見え、 憲に 尤もな わけであります が、 このま.^ では、 昔の 人が 言 ひふる した も Q 

と、 あまり 替り がありません。 ところで、 お前 は、 この 句の 添書に、 『靈 棚の 奥な つかし や』 と 記して ゐ ますが、 

これ は實 にうまい 言葉ではありません か。 何故、 これ を 句に しなかった のです か。」 と、 言うて 下さいました。 一 

一 

1 i  i 
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棚 棚に 同じ。 孟闞 盆の 時 飲食 果物 を 供へ て 先祖の tie 靈を まつる 飾り棚。 秋の 季語。 ③ 面影 おもざし。 顔つき。 

③ おぼろに ぼんやりと。 ③ ゆかし 奥ゆかし いこと。 何となくし たはし いこと。 @ 魂 祭 盂^盆 <|3 。防-勝 七月 十四日 

から 十六 日までの 間、 佛 前に 棚 を 設け、 種々 の 供物 を 供へ て 祖先の 靈を； i る こと。 秋の 季題。 ③添甚 句に 添へ て 一!^ 加へ た 

文。 前書で はない。 ④ 古び 古色。 古風な 趣味 色彩。 ④ 此處 では 添書 をい ふ。 

i 者 一 

この 「靈 棚の」 の.？ の 出典 は 『韻 塞』、 なほ 『去 來發 句集』 等に も兒 えて ゐる。 但し、 『額 塞』 に は、 「追悼」 と 前 

書が あり、 「靈 棚の」 は 「玉 棚の」 と ある。 

この 「靈 棚の」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的なものを次に列擧すれば、『花實^^』 に は、 

去來 IT 

魂 棚のお くな つかしき 親の 顏 

此句始 は、 面影のお ぼろに ゆかし 玉 祭、 とい ふ 句な り。 此時 添書に、 祭る 時は祌 いますが ごとしと やら 

ん、 靈 棚の 奥な つかしく 覺ぇ 侍る よしを 中す。 先師 伊賀の 文に 曰、 玉 祭尤の 意味ながら、 此分 にて は 古 

びに 落 申べ く 候 ほどに、 玉 棚の 懷 しゃと 侍る は、 何とて 句に なり 侍らん。 下 五 文字 和ら かなれば、 ドを 

け やけく 親の 白ハと 置ば 句に 成べ しと 也。 其 思 ふ 所、 直に 句と なる 事 を しらす、 深く おも ひ しづみ、 却而 

こ \ ろ 重く、 詞 しぶ.^、 或は 心た しかなら す。 是等は 初心の 蒙の 覺悟 あるべき 事な り。 


『燕 門 俳諧 語錄』 に は、 

魂 棚の 奥な つかし や 親の 顔 

はじめは、 你の鹏 に 床し 魂 祭、 とい ふ 句な り。 此 時の 添書に、 祭る 時は祌 いますが 如しと やらん、 魂 棚 

の 奥な つかしと 覺ぇ 侍る よしを 申。 先師 伊賀の 文に、 魂 祭尤の 意味ながら、 この 分に て は 古びに 落 申べ 

く 候 程に、 玉 棚の 懷 しゃと 侍る は、 何とて 句に 成 侍らん。 上の 文字 や はら かなれば、 下 をけ やけく、 親 

の 顔と 置ば 句に 成べ しとな り." 其 思 ふ 所 直に 句と なる 事 を 知らす、 深く 思 ひ 沈みて、 かへ りて 心 重く、 

訶 しぶ p、 或は 心た しかなら す。 是らは 初心の 輩覺悟 有べき 事な り。 け やけく m51 く、 然 べし。 これ 卽ち 

俤 のみえ しなる ベ し。 

また 『はいかい 袋』 に は、 

去來 の、 おもかげの 朧に ゆかした ままつ り、 翁 其 心 をと ふ。 答に 祭る とき は 神 在す がごと しと やらん、 

玉 棚のお くな つかしく 覺 侍る、 と 申。 翁 云、 しからば 其 心すぐ によろ し。 玉 棚のお くな つかし や 親の か 

ほ、 と^^！し、 七 文字な つかし や、 として、 下 をけ やけく、 親の かほ、 としてよ ろし かるべし と。 都て 其 

おも ふ 所す ぐに 句になる 處を しらす。 ふかくお も ひ しづみ、 かへ つて 心 重く、 詞 しぶる 也と、 敎玉 ひし 

と 承る。 世上 大か たかくの ごとし。 早く 心 をう ち ひらき、 師に敎 をう ける がよ しと. & されし. - 

との 記載が ある。 

去 米の 添書に T 祭る 時 は 云々」 と あるの は、 蓋し、 『論語』 八 撥 第三に、 


ニハシ スガ ルニ ハヲシ  スガ  ク  レ ベー フ I-  ントた カラ 

祭 如， 在。 祭レ 神 如，， 神 在？ 子 曰、 吾不 レ與レ 祭、 如， 不， 祭。 

と あるの を 引用した もので あらう。 此の 『論語』 の 意 は、 孔子が 祭 紀に誠 敬をレ ^ された こと を 記した ので ある。 

仍し、 この 『論語』 の 言葉 を、 その ま.. r 句に したと 思 はれる ものに は、 却って 『俳 北. i 古 wjdj に、 

ま ざ /、 と 在す が 如し 魂 まつり  季. 吟 

の 一 句が あるが、 去來は 或は この 句の 影響で、 「祭る 時は祌 いますが 如しと やらん」 と 記した のか も， 5, 丄 ない。 

次に、 この やで 問題に なって ゐ るの は、 句の 古びと いふ ことで ある T 去：^ 抄』 の 「修行 敎！ の 巾に も、 

去來 曰、 風 は 千變萬 化すと いへ ども、 句體、 新しく *淸 く *輕 く かなる く • はく .ra たる • 和 

なる • 剛 なる • 解た る • なつかしく • 速なる、 如此 はよ し。 鈍く •  ^れる • 弱く • ず： く •  く • したる ヽメ 

9 

く  •  ^たる • 堅く  ，騷 しく  • 古き、 かくの 如き は惡 し。 但し、 堅き と 鈍なる.？ に は、 t: 恶 あるべし。 • 门 

との  一 S. が あるが、 古びに 落る とい ふこと は、 句作 上 最も 誡 めなければ ならぬ ことであった。 卽ち、 古人の^^ 

を 嘗める 如き 內容 表現 は、 極力 これ を 避けて、 新しみ、 卽ち、 淸 新なる. M: 容 表現 を 要求して ゐ るので ある o『〈.l^ 陀 

法師』 に は、 この ことに 關 して、 次の 如く 記されて ある。 

あたらし みと 云 事、 末々 の 門人 迄き X 習 ひて 申 侍れ ど、 に 知た る 人な し。 新 敷と 云 は 趣， ：！ にお" あた 

らしみ と 云 は 句作り にお。 每度 あたらしき 趣向 は 稀なる 故、 句作り にて あたらしみ を 付て 云 一;^ 也。 火. 必- 

事 なれ ど、 末々 の 門 人う ろた へ 侍る 故に 出レ 侍る。 惣別流 義と云 も $1 句作り の 事 也。 定〔， ^の 流 た^^行 の 

流、 3= てに は 句作の か はり 也。 心 は 梅に IT 古今 か はらす。 たと へば 精進と： K 事 新 敷い は^、 


精進日 はま づ ふるいから 上るな り 

精進日 も 添て むすこに 代 を 渡し 

など 云 は、 新しき 趣向 也。 あたらし みと 云 は、 

祖父 祖母の 精進 は 間に まびかれて 

と 云 をい ふべ し。 

と あり、 又 『靑 根が 峯』 に は、 

世上に 新しき ものと、 今めかしき 物と 取 違へ 侍る。 あたらし きもの は、 成程 昔より 有來 て、 人々 の見殘 

しとり 殘 したる 物 也。 晋 子が 衣が へ に、 

越後 屋 にきぬ さ •  く 音 ゃ衣更 

とい ふ 句 あり。 もちろん、 句作り 等 はよ くと り はやしたり といへ ども、 此 1? 晋子 などせ ぬ 句 也。 かやう 

の 今めかし きもの を 取 出し、 發 句に する 事、 以の 外の いたり 也。 與に乘 じてい ひ 捨の卷 などに はさ も 有 

ベ し。 晋子は 江戸の 宗匠、 蕉 門の 高弟な り。 末々 の 弟子 この 句 を 見て. あたらし きとい ふ は、 か 様の 事 

と あやまり、 證句 にせん 事うた が ひ 有べ からす。 當 歳旦に も、 二 朱 判 五 わりまし などい ふ 事 見えた リ * 

此ま どひ 也。 ひら 句 は 興に 乘 じて、 予も ある 時、 

海 手より 夜 はほんの りと 明か \ り 

越後 屋 見せる 松 坂の 馬士 
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とい ふ 句 也。 江戸の 越後 屋、 京の 越後 屋 おかしから す。 松 坂の 越後 屋と こそ、 はいかいと は 申 もの 也。 

初雪 やい つ 大佛の 柱 だて 

翁、 これ 大佛 殿の 建立 は 今めかしき やう なれ ども、 斯 ふるき 事 萬 里の 相違 あり。 はつ 雪に 拔々 よきと り 

あわせもの、 初 字の つよみ、 名人の こつす いなり。 

と ある。 なほ 『續五 論』 の 中から 「新 古 論」 を 次に 引用して おく。 

俳諧に 新 古 あり。 古 は 守 武* 宗鑑 より 貞德 *貞 室のと もがら にいた る。 その後 は 難 波の 梅花 翁 ありて、 

しばらく 胸 次の 理屈 を はなれた るに 似 たれ ど、 しかも 言語の 實 なし。 先師、 よのつね 俳諧に 古人な しと 

たげ き 申されし は、 むかしの 俳諧に 誰を師 としまな ふべ き 風流な しとお も へ るなる ベ し。 詩 は杜甫 • 李 

白が 腸 を さぐりて、 東 坡* 山 谷が 風騷を まなび、 歌 は 人 丸 • 赤 人の こ.^ ろ をった へて、 定家 • 貫 之の 風 

雅 をした ふ。 宗祇 • 宗 長は述 歌に まこと ある やつれ 人と こそき く なれ。 その 詩 哥* 連 俳に 風情 • 風 姿の 

ふたつ あり。 是は 華實の ふたつに 似て、 いさ.^ かたが ひも あるべ し。 是を 世上の 人に たと は^、 辨舌ロ 

才の人 赤裸に て玄關 にかし こまりた らん は、 なにの 使者が つとまり 侍らん。 緩 羅錦繡 を 身に まと ひたる 

人の 耳う とく 舌み じかき は、 風姿 ありて 風情な きたと へなる べし。 されば いにしの 俳諧 は 風情 ありて 風 

姿な し。 それ も 風情の みならば 慈 鎭* 西 行の 歌の まことに も かな ひ 侍らん に、 風情 ゎづ かに 動き ぬれば 

理 とな..^、 その 理き はまりて 後 を 屈と いふ。 た^ 風情 變 化の 理屈の みあり て、 をの づ から 風情の 實 うす 

く、 風姿 はき はめて その 論な し。 ある 人、 我 も 古風の 俳諧 は 名人た るに、 今 は 得せすな どい へる が、 い 
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にし へ の雜談 俚語 を まなびて、 いかで 詩 哥の本 情に いたらん。 新 古の さか ひ を しらぬ 人の いひなる ベ し。. 

されば、 古今 集に 俳諧の 名 は 現れ たれ ど、 萬 葉の 時已 にこの 鉢 あり。 然れ ども、 風情 はたに 風情 をつ く 

し、 風姿 はた 風姿 をつ くす。 姿 情た ま，/ \ あ ひ あへ る もの も、 し ゐて姿 情 を 調へ たるに は あらす。 是 

は 古代の 人の ありさま なれば ならし。 詩歌 • 連 俳に かくの 如き 變化 あり。 その 變化は 誰が なせる とに は 

あらね ど、 卷の 花と 秋の 木 葉と おつる もの \ と^む まじき 自然の 理 なリ。 その 理の 中に ありて、 か 

しこき 人 は 詩歌 • 連 俳の 祖師と もい はれ 給へ る。 されば 寒暖 を 本 情と して、 花と さき 葉と 落る は 春秋の 

姿 也。 何 か 風情 ありて 風姿な からん や。 古風の 俳諧に 姿な しとい ふ は、 遠き 人々 は 論す ベから す。 

夕 だち や 細 首 中に 大 井川 

是中比 何人の 句ぞ や。 水から くり を 見る 様に て、 今の 俳諧と いへ ど此 眼前 を さらす。 しかれ ども この 句 

に 新 古 あり。 今の 俳諧なら ば、 五 文字に 五月雨と 置べ し。 夕立の 姿 は 水の あかば しりて、 たったと なが 

れ たれば、 見渡しの さまい そがし。 五月雨の 姿 は 薄 にごりて 漫々 と 引た \ へ たれば、 細 首の 浮 わたりた 

る さま 殊によ し。 そのたぐ ひ は 姿 を しらす。 た^ 夕 だち は 太刀に て 首 をき ると いふ 理屈に 落た る 故なる 

ベ し。 姿 情の さか ひ はさる 事な らん か。 

五 畿內に 降 白雪 やつめ た 食 

山/ \- に 裾 わけす る や 富 士の雪 

坊が 童たり し 時 雪の 詩つ くりて、 ある 和尙に 見せ 侍りし に、 此ニ句 をた とへ ものにして 敎洽 ひし を * 夢 
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の やうに おぼえ 侍る が、 今 はありが たき 事なる べし， - 五 幾內の は 理屈 をい ひて.？？ < を しら や、 ぉヒ の- 5-1? 

はた^ 理を いひて 姿 あり。 理と 屈との さか ひは此 ほどに や 侍らん. - 

.  中 //^ に 雪より う へ はい ざしら す 見 ゆるば かり も 一：： 问き山 かな 

山 /\ の 高 ね をった ひきて ふじのす そ 野に か、 る しら 雪 

始は姿 情の ま&に いひ 出し、 次 は 姿 情の 现 をい ふ。 いづれ も 高き 處を いふなるべし。 ">! を 風雅の 现 とや 

巾 侍らん。 俳諧 は 無分训 のと ころに ありて 理屈な しとの みいへば、 吾 門に も あやまり たる 人 ありて、 跟 

前に さえぎり たる 物 を 口に まかせて いひち らし * 切 字 • てにをはの if 化^も なく、 附句 はっき もっかす、 

1 字 半 言 も、 こ- -ろ にお かざれば、 人に へつら ひなし とい はれて、 肌^_;5 一  枚に世：^をふみゃぶりたるな 

ど、 是を 野鐵炮 とい ふ 風雅の 罪ン 人なる べし。 されば 門人の 放埒より 師の名 をはづ かしむ る 事 は、 むか 

し 今の 鑑 なるべし。 

若衆に 供の なき こそ 不審 なれ 

國に 古風の 殘る鍋 し ま 

前 句に かくい ひかけ たらん に、 理屈な しとて その 理を いは ざれば 埒 なむ。 されば とて この i 右 衆、 逢が た 

き 人 をし のぶと か、 又は 討 はたすべき けしきと か附 たらん は、 それ は 世 il の现屈 也。 ^^^衆の供っれぬは 

古代の 様な りと兒 なした る、 是 風雅の 理と いふべ し。 

行水の あがり を 人に あ ふ がれて 
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た 一  馬場に 癖 をし る 馬 

かやう に附 たらん、 世間の 理屈 也。 あっさに 行水 するとな らば、 鞠に あそび 木 をう へ かへ たる もお なじ 

附句 ならん や。 一句の 全 鉢 を 見る 事な し。 行水に あ ふが る \ と いふ は、 公家 長者の たぐ ひなるべし。 千 

人が 千 人 あ ふが る \ といへ ど、 あ ふが る&は 武士の 本意に は あらす。 此前 句に は、 歌合に まけて 不機嫌 

なるな ど附 たらば、 あ ふぎ ゐる 妾の 何 心なき さま.. f でお も ひ やられ 侍らん。 この 句 を あ ふが せて とい ひ 

かえたら ば、 さは 又 機嫌よ きさま なるべし。 風雅の 理. 世間の 理 とて、 二に なし 侍る は、 本 情に かな ふ 

とかな はざる との さか ひ 也。 理は 不盡の 妙と て、 鷺 をから すと いはむ もい ひなすべし。 それ は 天地の 本 

情に あらす。 かくいへば 理屈の 論に 似 たれ ど、 風情のう ごくと 動ざる とを此 所に さだめた るな り。 た 

新 古の さか ひ をし る は、 姿 情の ふたつ をし るべき なる 也。 

苗代 を 見て ゐる 森の 烏 哉 

西華坊 一 とせ この 句 をお も ひよ せ 侍しに、 始は 脇に 見て ゐ ると いふ 七 文字な りしに、 一 句の さまお も は 

しからす。 百 練の 後、 森の 一 字 を 得て、 からすの 風姿 さだまり たれば、 はじめて、 發 句と はお も はれ 侍 

る。 是は 尾府に 有し 時の 呤也。 その 頃 伊勢に ある 人の、 おなじ 春の 苗代 を 一字 もた がへ す、 かくい ひ 侍 

ると きけば、 我 はな ど 森の 一字に 骨 をり たる ぞと、 風雅に うらめしき 心 も ありし か。 

塞る 夜に 鉢 の出來 たる 千鳥 哉 

是は 何が し 僧の 句 也。 人 も ほめ、 みづ から もい み じと おもへ るよ し。 西 華坊に 見せ 申されし を、 この 句 


よから すと いふ。 されば 冬の 夜の さえわたり たるに、 何の 鉢 はな けれど、 千 c:! の寐さ のみ 鉢な らんと： 

たるまな こ は、 よのつねの 趣意に も あらね ど、 この 句に 風情 ありて 風姿な し。 千 c;! を 鉢と 兌た る は、 わ 

たくしの 作なる べし。 千鳥 たっとき けば、 まづ聲 のお も ひ やられ、 鶴啼 わたると い へば、 その すがたの 

おも はる \ よ。 草木 も鳥獸 も、 とる 所 をの/ \- ことならん。 

寒梅と いふ こ \ ろ を . 

雪 霜の 骨と なりて や 梅の 華 

是は西 華坊が 千鳥 を あらそ ひたる 時の 句 也。 是 さらに 寒の 字の 鉢 をい ふなり。 水仙 を 仙： C "といへ る？ t あ 

り。 是は 肌と もい ふべ けれど、 皮肉 は あた & かみある を いやがりて、 古人 もこの さか ひに 眼 をく ばりた 

るな り。 かの 千鳥に いへ る 鉢の 字 は 殊に すこやか ならす。 されば 梅の 華の 疲て するどに、 世の あた- -か 

みなき を 骨と いひな せる が 天地の 本 情に して、 かつ 風姿 もと.^ の ひたりと いふべ し。 ある 人 夜：^ i にあつ 

まりて、 幾人 も火爐 にあたり たると いふ 事 を、 菊の花 の^たる やうに といへ るが、 あの人 は 風雅 も 心得 

ぬ 人の よき 事い へる かな ど、 うらやまし がりし ぞ。 されば 火缝 にあた る は 情 也、 菊の 華と いふ は 姿 也。 

かりそめの 咄 だに 姿 情 ははなる まじき 事 也。 かくい ふ 姿 は 事物の 姿な り。 又 一句の 姿と いふ is^ も あるべ 

し。 今や ひくらん 望月の 駒と 云 歌の 姿 を 葛の 松原に も 論じ 侍しが、 此 たぐ ひ は あまた あらめ ど、 歌の 

をよ くしらねば、 おぼつかなき 事の みぞお ほかる。 

此 一幸 はお ほく 姿 情 を 論じ たれ ど、 姿 情に 新 古 ある 故、 新 古の 二字 を もて この 論に 名 づけた るな り。 


最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 玉 棚の 云々。 

係と いひ、 おぼろと いひ、 詞 いろどり たるに、 心 もまた 是を 風雅と 人の きこえ をお も ふのへ つらい ある 

は 何故に 今日の 詞を もって 心に おも ふ 事 を すぐさまに いはざる や。 人 皆う つくしく いまん とし、 詞こ 

一作 あらんと する が ゆへ に、 心の 作 をう しな ふ。 され ど 此迷ひ は、 前に ある 畦う つりと いふ 詞 はやさし 

く、 畦 づたひ は 今日の 詞 にも あれば、 是雅 なる 所 をば せ を もとりて、 うつりと する がよ しとい ふ 事よ と 

おも ひ あやまる も あらん か。 按す るに、 傳 ひとい ふ は 一 つの 畦 をった ひ 行 也。 あぜう つりと いふ 時は此 

方の 畦よりか なた 畦へ をよ ぎて うつる 姿なる べし。 其 姿 一 つ を、 つた ふより は 一段と 其 姿に 見所 ある、 

爱 を以、 ばせ をのう つりと 極し 事可レ 察。 雅語 故にう っリ とい ふ 方 を とれる に は あら じ。 

と 見えて ゐる。  . 


夕す、 み疝氣 おこして 歸 けり  去 來  ① 

予 か初學 の時發 句の 仕 やう 窺け るに 先師 曰 發句は 句つ よく 俳 意た し ② 

かに 作す へ しとな り 試に 此句 を賦 して 窺 けれ は又是 にても 大笑し 給 ③ 


ひけり  © 

IM ① 夕す >, み —夕凉 み。 歸 けり— かへ りけ り。 ③發 句の 仕 やう— ほ 句の 仕 やう。 發句は —ほ 句 は。 俳^た しかに— 排意 たし 

かに。 ® となり I と 也。 試に— こ. -ろ 見に。 窺 けれ は— 窺 ひ ぬれ は。 ひ —玉 ひ。 「是 にても」 ト 「大芡 し^ひけ り」 ト/ 

問 二 「あらす とて 師も」 ト 書キ、 ソレヲ 抹殺 シタ 跡ガ アル。 

01 ① 夕す、 み— 夕凉 み。 歸 けり I 歸り けり。 ②發 句の 仕 やう— ほ 句の 仕 やう を。 窺け るに— 何 ひける に。 句 つよく I つよ 

く。 俳 意た しかに— 作意 糙に。 となり— と 也。 ③ 試に— 誠に。 窺 けれ は —伺 ひ ぬれ は。 是 にても 大笑し^ ひけり I 是 にても 

なしと 大笑 ひし 玉 ひけり。 

IS の 夕す、 み —夕凉 み。 おこして —起して。 歸 けり —歸 りけ り。 ②發 句の 仕 やう —發 句の 仕様 を。 窺け るに—：^ ひける に。 

句つ よく —强 く。 俳 意た しかに I 作意 に。 ③ 試に I 試みに。 窺 けれ は —伺 ひ ぬれ は。 是 にても 大笑し^ ひけり にても 

なしと 大笑し 給 ひけり。 

ES ①歸 けり— 歸り けり。 此 ノ句ノ 頭-一 「®」 ト アル。 ③發 句の 仕 やう— 發 句の 仕 やう を。 窥け るに 1:^ ひける に" 俳总 たし 

かに— 作意た しかに。 ③窺 けれ は —伺 けれ は。 是 にても 大笑し 給 ひけり— 是 にても なしと 大笑し 給 ひけり。 

讕① 夕す \ み I 夕 一 似み。 疝氣— 舰氣。 歸 けり— 歸り けり。 此 ノ句ノ 頭-一 「®」 トァ ル。 ③初舉 の 時 —初^の 時に。 發 句の 化 

やう —發 句の 仕 やう を。 窺け るに— 何 ひける に。 ③ 試に— {是 に。 窺 けれ は —何 けれ は。 是 にても 大笑し 給 ひけり I";.! にても 

なしと 大笑 ひし 給へ り。 
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①歸 けり —歸 りけ り。 ② 窺け るに— 窺 ひける に。 ③窺 けれ は I 窺 ひけれ は。 是 にても 大笑し 給 ひけり— 是 にても 大笑 

ひし 給 ひけり。  ： 

ゆ ふ，  でんき  ，  かへ  きょらい  * 

夕 す^み 疝氣 おこして 歸り けり  去  來 

予が 初擧の 時、 發 句の 仕 やう 窺 ひける に、 先師 曰 はく、 發句 は、 句强 く、 俳 意た しかに 作すべし となり。 k みに 一 

此の 句を賦 して 窺 ひければ、 又是 にても 大笑 ひし 給 ひけり。  . 一 

P 1 0  一 

「夕 す^み 疝氣 おこして 歸り けり 去來」 11 わたくしが まだ 俳諧 を學び 始めた ばかりの 頃、 發 句の 作り かた. y 

師翁 にお 尋ねいた します と、 師翁 は、 「發句 は、 句の 調子 を强 く、 意味 あ ひが はっきり 現れる やうに 作らな けれ 

一 

なりません。」 と、 敎 へて 下さいました。 それで、 その やうに と 心がけて、 試みに この 「夕 す^み」 の 句 を 作り ま 一 

して、 御 評 をお 願 ひいた します と、 「先 ほどの 言葉 を、 こんなに 風に 解して はこ まります よ。」 と、 仰せられて、 ま 

たこの 句で も 大笑 ひなさい ました。  - 

0 1 0  一 

①タ <9f 夕方の 納涼。 夏の 季語。 ① 氣 大小^ 又は 腰部な どの 痛む 病氣。 ® 初學 學び 初めの こと。 ②徘意 俳 一 


 ( 2S9  〕  


諧 的な 內容 C 优意 たしかに 云々 とま-せ^こま- こと/. に、 つ 

前 句 や I とし 一」 乍： ：  うつりと 力 f とか 又はに ほひと かの 仕 立方 は あるに しても、 1 

f 句 を ぼ提 として 作られる ものである。 せに その 構想 こま 屬き 々こ ^5I:IJ し  ぐ < 

句 i て 一 句 立て- I 一  句 寒 零て ゐ" "；" 句の—：：：："" の i。 然る i 附 

慮 i たもので ある。 I  ilh  iilf なけれ はなお-会. 

fly 

この 「夕す.^ み」 の 句の 出典 は 『去 來發 句集』 である。 

「靈 たしかに 云々」 とい ふ 事に 就いては、 『去 來抄』 の 「業 敎」 の 中に も、 

倉 給 ふに、 H  f き il を 入る 

物に は あらす ，.ゃは手 づ よく 雲た しかに 作るべし と也ノ 兆に は、 一句 わづ かに 卜 まなり、 一字 

も おろそかに 置く ベ からす。 俳諧 もさす がに 和歌の 一 體 なり、 句に しをりの 有 やう こ乍ミ しと よ 1:- 

是は 後者の 疆とロ W によりて なり。 あしく 心 得る 蒙 迷 ふべき すぢ なり。 同,^ の 中に も、 こ 、譽 

との 記載が ある. - 

竊孝 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 夕 す^み 云 々o 


I 


此句 俳諧の 發句 とて、 言 出すべき 事に も あらやと は、 今の 人尤 知る 所 也。 しかる を 去 來此句 を 出した る 

は、 如レ此 うち ひらめに 句 はする 物と いふ を 知らせん がた めか。 しかれ 共 ー體の 趣向の、 又此所 にても な 

き 事 を、 ばせ を は 笑 ひたる なるべし。 是 全く 雅語 • 緣 語 • 比喩 をむ ねとせ す、 有の ま \ にい ふべき 敎を 

知らせん がた めなる べし。 同じ 事ながら、 覺 悟して 風 引に 出る 雪見 かな 杉 風 是は風 客の 心 有りて、 

只凉 みに 疝氣 おこした ると は 格別 也。 

と 見えて ゐる。 但し、 こ \ に 「疝 氣」 とい ふ 語は發 句の 取 村と ならぬ との 論 を 述べて ゐ るが、 『五 元 集』 にも、 

夏の 夜は寢 ぬに 疝氣の 起り けり  其  角 

の 句 も 見え. 「疝 氣」 とい ふ 語の み ゆ ゑに、 芭蕉が 大笑し 給うた と斷 する の は 如何 かと 思 はれる。 

殊に、 俳諧に は 俗語 を 用ゐる こと を 許し、 例へば 『宇陀 法師』 に は、 

一とせ 先師い せ 山 田に て 俳諧 ありし に、 祌樂 堂と 云 ふ 句せられ ける に、 山 田 人、 神 樂堂を 難 じ 申しけ る 

時、 俳諧 は 平 話 を 用 ゆ。 常に 神樂 堂と いひなら はし 侍れば、 深き 事 はしらす と 答へ 給へ り。 山 田の 氣情 

をよ く 察した る 返答 成るべし。 其の後 此事を 尋ねた る 人 有り。 師云 はく、 唯一 の祌 道に は祌樂 殿、 兩部 

に は祌樂 堂と 云 ふ。 只 はいかいに は 祌樂殿 を かしから すと 申されけ り。 . 

と あるが、 か. -る 見解から しても、 この場合 は 「tg 氣」 とい ふ 語 だけが、 この 「夕す ぐみ」 の 句の 缺點 ではな か 

つた 害で あると 思 ふ。 
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一一 一一 つかみあ ふ 子と ものた け や 麥，： la  游  力  ① 

凡 兆 曰 是麥畠 は 麻， M とも ふれん か 去 來曰麥 麻に なりても よもき にな ③ 

りても くるし からすと 論す 先師 曰 又 ふれる ふれぬ の 論 かし かまし 無 © 

用な りと 制し 給け り 見る 人 察せよ  ® 

L 校 —I S 

_s ①っ かみあ ふ— つかみ 逢 ふ。 游カ —此ノ 二字 ナシ。 ③麻 畠と も I 麻 はたけと も。 ふれん か I ふらん。 麥 麻に なりても— 麥 

は 麻に 成ても。 ③又 ふれる ふれぬ の 論— 又 ふる ふらぬ の 論。 ④ 無用な りと 制し 耠 けり I と 制し^ ひけり。 

GI ① つかみあ ふ— つかみ 逢 ふ。 子と も —子供。 游カ I 此ノ 二字 ナシ。 ③麻 畠と も —麻 はたけに も。 ふれん か —ふれん。 ^麻 

にな りても I 麥 麻に 成ても。 よも きになりても— 蓬に 成ても。 ③ くるし I 苦し。 又 ふれる ふれぬ の 論— 又 ふる ふれぬ の 論" 

④ 無^なりと 制し 給け り— 無用と 制し 玉 ふ 也。 察せよ I 察よ。 

子と も —子供。 たけ. I 丈。 游カ— 此ノ 二字 ナ シ。 ③是 —此。 ふれん か —ふれん。 麥 麻に なりても— 麥は. 1 に 成りても。 

よも きになりても I 蓬に 成りても。 ③ くるし I 苦し。 又 ふれる ふれぬ の 論— 又 ふる ふれぬ との 論。 かし かまし —かしまし。 

④ 無用な りと 制し 給け り —無用と 制し 給 ふ。 
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園 © 子 とも— 子供。 麥畠 —麥 はたけ。 游カ— 游 刀。 此 ノ句ノ 頭- lr©」 ト ァリ、 又、 欄外 二 「觸 動ノ 論」 ト アル。 ③是 —此。 

麥帛 ま— 麥 g は。 麻 畠と も I 麻 はたけに も。 よも きになりても— 蓬に 成ても。 ③又 ふれる ふれぬ の 論— ふれ ふれぬ の 論。 

④ 用な りと 制し 給け り— 無用 也と 制し 給 ひけり。 

國① 子と も I 子供。 麥皇 —黎 畑。 游カ —游 刀。 此ノ 句/頭- 「觸 動ノ論 ©」 ト アル。 @是| 此。 麥皇 は— 麥畑 は。 麻 畠と も 

—午 叫 またけ にも。 よも きになりても I 此ノ八 字 ナシ。 ® くるし からすと 論す I 苦しから す 論す。 又ふれるふれぬの論—ふ，^;: 

ふれぬ との 論。 かし かまし —かしまし。 ④ 無用な りと 制し 給け り 1 無用な りと 制し 給 ひけり。 

gS ④ 無用な りと 制し 給け り I 無用な りと 制し 給 ひけり。 

一二- --H  rtn" 一 

こ  むぎ ば たげ  お  たう 

つかみあ ふ 子どもの たけ ゃ麥畠  游  刀 

で ふんて う、  これ むぎ ボ たけ あさば たけ  きょらいい  むぎ あさ  »  ■  >  1 \  、  >  K 

^-兆 6i はく、 是、 麥 は麻自 S とも ふれん か。 去來曰 はく、 麥、 麻に なりても よも きになりても くるし 力ら す 

と II す。 Mi ぽ はく、 又 ふれる， ふれぬ の 論、 かしが まし、 無用な り、 と 肌し 給 ひけり。 見る 人 察せよ。 

一 a 1 1 

「つかみあ ふ 子どもの たけ ゃ麥島 游刀」 11 凡 兆が この 句 を 評して、 「この 句の 下の 五 文字の 『麥 蟲』 と あるの 

は、 『麻 畠』 とも 置換へ る ことが 出來 ませう。」 と、 申しました。 わたくし は、 それに 答へ て、 「この 句の 『麥 ，1 と あ 

ります の は、 實は 『麻』 でも 『蓬』 でも、 一向 差 支へ ない ことなの です。」 と、 論じました。 それ をお 聞きに なつ 
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て、 師翁は T 又しても、 ふれる ふれぬ とい ふ 謹が 始 つた やうです が、 うるさい ことです ね.， 然し、 こ  >  り 

去來 のい ふやう に、 さう いふ i 立て は 無用な ことです。」 と、 お：^ めに なりました。 鍵が か， ふせられた，. r 

葉の 御 爲^ は、 この 文 を 證む人 はよ ろしく 推察して 下さい。  "1 

U 惠、 き" r 下し、 翌年の 夏に 至つ 一」 f が、 その ff とって 謹と し 一」 ある。 故に、 ！ .  00i 

u^, 夏 il る。 S 刀 近 江 膳 所の 人で t 。能 太夫で、 謹， 號 した 續 一門 人 こ ぽケ放 卜 

ill  ，をしても さある 義 游刀」 の 句が ある 。姓氏 筆？ 明かに しない。 游 力と あるの よ 誤 r 

の LfT- ② ふれる ft? は、 句の 文字 を I へる ことが 出來る こと。 卽ち、 動く とい ふ 位の I。  nf 

ヌ ti である。 ③ょ I 蓬。 春の 季題。 @ かしが まし 意し。 やかましい。 「かしまし」 とお じ。 

める。 いましめる。 

この 「つかみあ ふ」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』、 なほ 『嵯峨 日記』 にも 兌え てゐ る。 

さて、 この 「つかみあ ふ」 の 句に 就いて 『蕉門 俳諧 語錄』 に は、 

つ 力み あ ふ 子 共の たけ ゃ麥 ばた け 

凡 兆 難 じて 曰、 この 麥畑は I にも ふれん. 予曰、 簾に なりても、 變 成ても くるしから すと 論す。 


先師 曰、 又 ふる ふれぬ の 論 かしましき、 無用な り、 と 制し 給 ふなり。 見る 人 察せよ。  一 

と ある。 此處に 「ふれる ふれぬ」 とい ふ ことがあ るが、 これ は 「動く 動かぬ」 とい ふ 議論と、 ほ^ 同 稿の もので あ 

る。 この 事に 關 して は、 なほ 『去 來杪』 の 「同門 評」 に、  -  一 

唐黍に かげろ ふ 軒ゃ靈 まつり  洒  堂 

洒堂 曰、 路 通いへ る は、 唐泰は 粟に も 稗に も觸 るべ し、 發 句と なしが たしと 也。 去來 曰、 路通 いまだ 句 

一 

の 花實を しらざる 故 也。 此句は 軒の 草葉に 火影の もれた る、 賤が靈 祭を賦 したる 也。 一句の 實こ \ にあ 一 

り。 其 草葉 は、 唐黍 にても 粟 稗 にても、 其 場に 叶た る 物 を 用うべし。 是は 一 句の 花 也。 實は靈 祭に て 動 一 

ベから す。 動けば 外の 句 也。 花 はいくつ も 有るべし。 其內雅 なる を 撰び 用 ふの み。  一 

と あるの が 誠に 明瞭で ある。 卽 ち花實 のうち * 實は 一句の 主眼で あり、 花 は 實の添 物と しての 表現で ある。 故に； 

例へば 「つかみあ ふ」 の 句に 於いて は 「つかみあ ふ 子供の 丈」 が 一 句の 實 であり、 「麥 畑」 が この 句の 花で ある。 一 

花 は 幾ら も あらう が、 その 中から 最も 適切た 花 を 選び 得た 時に 「花實 兼備」 と 評される ので ある。 而 して 實 がし 

つかりして ゐ ないで 他の物と 換へ 得る のが 一 動く」 とい ふこと であり、 花が 適切でなくて 他に よりよ き 物が ある 一 

場合が 「ふれる」 とい ふこと である。 なほ 此の 「動く」 「ふれる」 に關 する 議論 は 『篇 突』 に、  一 

萩 • 桔梗 • 女郎花 • 尾花の 類、 花の 姿 は 異なれ 共、 志の 趣 所 大方 似 たれば、 句に のべ て 荻 を 桔梗に しらげ 

直し、 薄 を 萩に 曲 安し。 よく さか ひを辨 じて 例の 取合 肝要な らん。  一 

と ある。 「動く」 「ふ. e る」 とい ふこと は、 その 句が 存在の 意義 を 失 ふとい ふこと であって、 前述した 「等 類」 の 一 


問題と は、 又い さ- -か相 遠す る。 「等 類」 の 場合 は、 一 面 「動く」 とも 「ふれる」 とも 兌ら れ 乍ら. それ は- f 句 共 

に、 他の 句 さへ 無ければ、 存在し 得る もの を 言 ふので ある T 俳諧 雪 おろし』 に は、 

風 ひかぬ 人の 日頃 や あじろ 守  紀  逸 

此句 うごきて 發 句に ならす。 風 ひかぬ 人の 日頃 や 寒 念佛、 鉢た k き、 夜航ハ ：^、 ともなるべし. - されば、 

月 • 雪 ニ化* 時鳥 は 更なり、 四時の 降 もの 迚も、 其 風姿々々 備 りて、 風 は 眠く、 夏の 雨 は 嬉しく、 秋 

の 雨 は あは た^しく、 時雨 は 淋し。 その あは た^しき も 淋しき も、 時候のお こな はる、 にして、 已 が 

情 は それにう つるな らん を、 爱 にい ふ紀 逸が 句 は、 風 ひかぬ 日頃と おのれが を 先にして、 網 代 守の 風 

姿 をい はす。 よって 此難 あり。 姿 情の 論 は、 東花坊 などの |?S 集に S. を ふる はれ たれば、 八， -见 いふ まじけ ？ 

れど、 聊か 動く とうごかぬ の 境を證 句を以 しらせ 可レ申 候。  r、 

我家 は 酒に 賫て や 網 代 守 

今少し 年寄み たし 鉢た &き 

彌兵衞 と は 知れ ど哀ゃ 寒念佛 

我 笠に 月夜 忘る. -夜與 哉 

何れも 寒夜の 用 ひ ある ものながら、 一 つ ひとつに、 すが たかはり てう ごく 事な し。 

と あるが、 これ を 反駁して 『藝 すり 古義』 に は、 

彌兵衞 と はしれ ど哀ゃ . 淡 一 念 ^ 


彌兵衞 と はの 句 は、 鉢た &き 也。 寒念怫 としても ふれぬ にや。 難 者の 耳の ふれた るな り。 ふれ 動き、 胸 

中に しかと 居 はりあら ば、 夢に 覺違 ふべき やうな し。 甚之丞 の 鉢 叩 を くれたり など 云說は 誰も 知た る 事 

也。 (略) 翁の 又 喧しの ふれ 動きの 論 やと 申れ ける にて、 大 かた 心得 知べき 事 也。 

と 見え、 なほ それに 答へ て 『遲八 刻』 に は、 

ふの み 込なる 御坊の 御 答 や (略)。 翁の やかましの ふれ *ぅ ごくの 論. やと 申されけ るに て、 大 かた 心得し る 

べき 事 也と は、 御坊が 例の めつぼう かい 也。 翁の 詞は、 つかみあ ふ 子供の たけ ゃ麥 ばた け， とい ふ 句に 

つきて、 去 來* 凡 兆 を 制し 給ふ詞 也。 いかで 初擧の 人に、 ふれ • ふれぬ の 論な うして 佳境に いらん や。 

むかし 或 人 嵐 雪の 門に 人て、 發 句のう ごく  * うごかぬ の 境 を敎給 ふの 折から、 かたはらに 氷 花 ありけ る 

が、 先生の 高論よ しとい へど も、 中々 貴公の 耳に は 落 申 まじ。 某た とへ をと りて、 題のう ごく • 動かぬ 

を 解べ し。 先 雷電の 謠に、 折 ふし 本尊の 御前に、 柘榴を 手 向 置た る を、 おつ 取て 嚼 くだき、 妻戸に はつ 

と、 吐かけ 給へば、 ざくろた ちまち 火焰と 成て 扉に はっと ぞ燃 上る。 此 時の 菓子、 瓜 • 柿 *桃， 梨 子の 類 

ひ. にても、 中々 火焰と はなら す。 是 うごかざる 所 也と。 入門の 人、 お ほいに 悟入す。 此氷 花が 頓智、 今 

も 賞す る 所 也。 何ぞ 昔より、 ふれ • うごく の 論な しとい はんや。 

と 論じて ゐる。 さて、 句の 花實 とい ふ 事に 關 して は 『續五 論』 の 中の 「華實 論」 に 詳述され て あるから、 次に 引 

用して おく。 

詩歌と いふ は 道 也。 道に 華賈 あるべ し。 實は 道の みちに して、 人の はなるべからざる 道 をい ふ 也。 華 は 


■  C296)  


道の 文章に して、 のこ &ろを もや はらげ ぬべ し。 怫は 四十 九 年の 世情に たどり、 老子 は 五 千 余-一一：：： の 世 

話に しられ 給へ る魯 夫子、 なほち かく 嗡へ をと ると ぞいへ りけ る。 みつの 近と. もに 文字に 出た る、 世に 

いふ 近の 風雅なる なり。 五常と いひ 五戒と いふ、 惡を さり 善に よるの 外な し。 さりと てよ そへ いは ざに 

ば、 人の 心 や はらぎ なし。 世に 人の 人を戀 せんに も、 ？！？^をぉもふとばかりきかせたらんは、 人 もな ど あ 

はれと はお も ひたらん。 木 曾路の 橋の かけて わ すられす、 沖の 石の かはく ひま もな きた もとに わびて、 

あだなる 紙筆の あやに もこ.^ ろうごき せらる.， r を、 是が 買に 華なければ あらす、 とい ふたと ヽ にも あら 

んか。 詩は關 唯に や はらぎ、 哥は八 雲の 色/ \ によみ ひろ ごり て、 古人の 托物比 M ハと かいふなる に、 

文章 あるの はじめと ぞ なれり ける。 詩に 連句 あり、 歌に 速哥 ありて、 詩哥連 俳の 四の 近と はわ かれた る 

ぞ。 しかるに 俳諧と いふ は、 和歌に 對 しての 名なる べし。 心の 俳諧 をい ふに は あら じ。 歌 は屮品 以上 を 

もて あそび、 俳諧 は それ 以下 をの こさす。 是を たと へば、 僧と 俗と 一 座に ありて、 けは^菜の風..^」_と 

どまり たるが、 俗 は 魚 鳥の 美 をし り、 野菜の 風味 を もの こさ るが ごとし。 俳諧な ど 以上の 風流な から 

ん。 さる を 俳諧と いへば、 肥 もち 田に しほる 賤の男 • 賤の女 もい ふやう に おぼえた らんが、 ：： に はい ひ 

もしつべし、 いかで 心の くま を あきらめ 侍らん。 言 薬 やさし けれど、 心 いつはり たる 人 あり、 、： ：- にいつ 

はらね ど、 言葉 にげなき ひと あり。 とい ふ も かくい ふ も、 言 薬ば かりの もの なれば、 心の をき 虑 風雅な 

らんこ そ、 風雅の 人と はいふ なれ。 くだかけ と は 庭 鳥 をい ひ、 ふかみぐ さと は 牡丹 をい ふ。 いづれ かい 

つ はり、 いづれ かま ことならん。 されば とて 地藏の あたまに 藝摺小 木 も、 唐が らしの 秋に 逢 ひて 紅葉す 
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るな どレ： S む も、 いふ 時 はお かし けれど、 言語の 實 なしと もい はれぬべし。 今の 世の 俳諧師 は、 繁 花の 

^に點 者の 額う ちて、 野 郞* 傾城の 本 寺の やうに おも はれ 侍る は、 世俗の 諺に あそぶ ゆへ なるべし。 さ 

りと て、 世情に うとき 人 は、 蛙の 土中に 冬籠りた る やうに て、 それ も 物の 理 なかるべし。 この さか ひ は 

二十 年の 腸 を さくべき 俳諧の 工夫 地 也。 をのれ が 心 は、 女色 • 美 看の たのしみに をき て、 口に 風雅の さ 

び をい はんとお もへ る、 心 •  口の ふたつ あらば いひ もい はれぬべし。 風雅 は 本 さびしき もの 也。 女色 • 

美 看 は 最上の たのしみ 也。 たのしき に 居て は、 淋しき をた のしみ がた く、 さびしき に 居て は、 たのしき 

をた のしみ やすしと いふ 所 を、 心に おも ひて つしたら ばハ 終りに そみ 終りに 喰ら ふと も、 いかで^ 雅 Q 

さびな らん。 年 わかければ さびな しな どい ふ 人 は、 

俳諧の そ も 心より 出る ものと いふ を しら， _3 に 也。 

におし むべき は 今の 世の 俳諧 也。 言葉 を かざり 面に こびて、 あの人 は 殊勝の 人な り、 俳諧 も 上手な りと 

世の 人に いはれ たらん は、 世の中の ねばり あまみと て、 西 華坊が 身に とりて はう とましき 事の 第一 也。 

世に 自慢と いふ 事の 侍る は、 その 道に あきらか ならぬ 人の 事な り。 をのれ よしと おも ふ は、 人の そしり 

て も くるしから す、 をのれ あし-. と 思 ふ は、 人の ほめても うれしから す。 よき は 天地より よく、 あしき 

は 天地より あし。 天地の 本 情 をし らんに、 何の 自慢 か あるべき。 この あたり は 俳諧の 一 場 也。 されば 此 

論 は 心 を實に をき て、 言 紫 を 華に あそぶべき、 華 實相應 の 風雅の たつき とや 申 侍らん。 

と 見えて ゐる。 句の 華實 とい ふこと が、 古来 句作 上 最も 關心 を拂 はれた 點の 一 であった こと は 言 ふまで もない。 

なほ 「見る 人 察せよ」 に 就いて 婆 心 を 添 へれば、 この 「つかみあ ふ」 の 句 は、 一句の 實が 確かで、 「麥 M 一とい 
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ふ 花 も 相當な ものであるのに、 實の鑑 (れ シ後 にして、 花の^^れ議をゃかましくするとぃふ態度を、 t 巴然 がい ましめ 

たものと 解す ベ きで あらう 。- 

- 因みに、 この 句 は r 嵯峨 日記』 に は、 廿日の 條 下に、 

北^ 哦 の祭兑 むと 羽 紅： ^來 る" 

去來 京より 来る。 途中の 吟 とて 語る。 

つかみあ ふ 子 共の ゃ麥嶷 

と 兌え、 誰の 句 ともなく、 寧ろ 去来の 作 かの やうに 記されて あるた め、 『去 來發句 築』 の 中に も、 去來の 作と 認め 

てこの 句を收 め、 且つ T 七 部第大 鏡』 等に は、 

太 節 ST 峻哦 日記に 廿日 顷峻峨 のまつ り 見む と、 羽 紅尼來 る。 去來 途中の 吟 とて かたる、 不.^ なり。 游 

刀に ゆづる やい なや。 

の 如き 記載が ある。 また 『芭蕉 新卷』 に は、 この 句 を 笆蕉の 作と 誤って ゐる。 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 つかみ 合 云々。  . 

ふれう ごくの 論 は、 ばせ を 以前の 俳諧に 專 いふ 事に て、 其 他 他 e: の 人ば せ をの 門 に 人 ざれば、 以前より 

ふれう ごくの 論 心に たへ す。 しかる 故に、 此句 にも 其 論 あり。 今の 俳諧 をい ふ もの、 此論を 兌る といへ 

共、 沾德 *麥 林 等が 風 翁より 入た る 者 は I 各 ふれう ごくの 論 をい ふ。 其 ふれぬ とい ふ は、 撫子 には子の 
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事 をい ひ、 女郎花に は 女の 事 を むすびて、 緣語 秀句に て是を ふれぬ とい ふ。 皆 言語の あやにて、 心頭の 

事に ぁづ からす。 是 ばせ を • 去 來の心 を 知らざる 故なる ベ し。 服に 感じて 言 出る 句に、 ふれる • ふれぬ 

の 論に て、 其 句 をい はす 成 侍らば、 其感 する の 意 をい ひ 出る 事 あた はじ。 

と 兌え てゐ る。 

一一 三 いそ かしゃ 沖の しくれ の 眞帆片 帆  去 來 ① 

去來曰 猿簑は 新風の 始 なり 時雨 は此 集の 美 目なる に 此句仕 そこな ひ ② 

侍る た 、  <  有 明ゃ片 帆に うけて 一 時雨と いは 、 いそ かしゃよりも 句 ® 

の はりよく 心の ね はりす くな からん ttj 帆 も そのうちに こもり てん 先 ④ 

師曰 沖の 時雨と いふ も 又 一 ふしに てよ しされと 句 ははる かにお とり © 

侍る となり  ® 

②猿變 I 猿み の。 始 なり-— 始〕 ® へ —此ノ 爪印 ナシ。 いそ かしゃよりも 句の はりよく ー いそ かしゃ も 眞帆も その 內に こも 
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りて 句の はしりよ く。 ④心 のね はりす くな からん 眞帆も そのうちに こもり てん I 心の ね はりす くな からん。 ® とたり I 

と 也〕  • 

G1 ① しくれ I 時雨。 ③猿變 I 猿み の。 始 なり— 始。 美 目なる に —欠 n なる に。 此句仕 そこな ひ a: る— 此句： a 很ひ i^; る。 

③た 唯。 へ 1 此ノ 爪印 ナ シ。 いそ かしゃよりも 句の はりよく I いそ かしゃ も 眞帆も 其う ちに こもりて 句の はしりよ く。 

④心 のね はりす くな からん 眞帆も そのうちに こもり てん— 心の ね はりす くな からん。 ⑤ー ふしに てよ し II ふし あるよ し" 

おとり 侍る— 劣恃 る" ® となり —也リ 

IS ①ぃ そかし I 忙 かし" しくれ I 時雨。 ③始 なり I 初め。 美 目なる に I 鼻 Hr なる に。 此句仕 そこな ひ a: る I 仕 損 ひ a: る。 

③た >tl 只。 へ I 此ノ 爪印 ナシ。 うけて— 受けて。 とい は \| とせ は。 いそ かしゃよりも 句の はりよく I 忙 かしゃ も：^ 帆 も 其，^ 

に 籠りて 句の 走り 能く。 ④心 のね はりす くな からん 眞帆も そのうちに こもり てん I 心の ね はり 少な からん。 © いふ も I 

云 ふ も。 一 ふしに てよ し— 一 ふし 有て よし。 はるかに I 遙 かに。 おとり 侍る I 劣恃 る。 

B0 ①し くれ— 時雨。 此ノ句 ノ頭ニ  r®」 ト ァリ、 又- 欄外 二 「心の ね はり」 ト アル。 ③猿繞 —さるみ の。 始 なり I はしめ 也" 

美 目なる に I 美 目 成に。 此句仕 そこな ひ 侍る I 此句仕 損 ひ 侍る。 ©た>-— 只。 へ I 此ノ 爪印 ナシ。 ④ そのうちに— 其.^ 

に。 © おとり 侍る— をと り 侍る。 

圏① しくれ I 時雨。 此 ノ句ノ 頭-一 「心の ねばり @ 心の ねばり」 ト アル。 ③猿簧 I 猿 蓑。 始 なり I はしめ 也〕 此句仕 そこな ひ 

侍る— 此句仕 損 ひ 侍る。 ③た. II 只。 へ I 此ノ 爪印 ナシ。 ④ そのうちに— 其 内に。 ⑤ おとり 侍る— おとる。 © 

となり I と 也。 

②猿變 I 猿 蓑。 美 目なる に I 美 目 也し かるに。 
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d  ，一  I 

おき  ほ かた ほ  きょ  らい 

いそがし や 沖の しぐれの 眞帆片 帆  去  來  へ 

去來曰 はく、 猿 蓑 は 新風の 始 なり。 時雨 は 此の 集の 美 目なる に、 此の 句 仕 そこな ひ 侍る。 た^、 「有 明ゃ片 帆に 

けて 一 時雨」 とい はば、 いそがし やよりも、 句の はりよく、 心の ねばりす くな からん。 眞 W も そのうちに こもり 

ぜんし い  おき し ぐれ  *i たひミ  <  はべ 

てん。 先師 曰 はく、 沖の 時雨と いふ も、 又 一 ふしに てよ し。 され ど、 句 ははる かにお とり 侍る となり。  一 

一口 譯ー 

「いそがし や 沖の 時雨の 眞帆： ！：： 帆 去來」 11 この 句に 就いて、 わたくし は、 「これ は 『猿 蓑』 に 入った 句で あ 1 

ますが、 『猿 蓑』 は、 わが 蕉 門の 撰 集の 中で も、 師 翁の 大 行脚 以来の、 最も 圓 熟された 風 調 を 基と して ある 撰 集 

であり ますし、 また 時雨と いふ 題目 は >  この 集の 卷 頭に 据 ゑら れた 最も 高雅な 題目であります のに、 折角、 その 一 

撰に 人りながら も- この 句 は、 いま 思へば、 作り損じて ゐ ますの が、 {是 に 遺憾の 極みで ございます。 たぐ 『有 明 

ゃ片 帆に うけて 一 時雨』 と 言 ひましたなら、 『いそがし や』 とい ふより、 句 調 も 緊密に なり、 一一 一一 L 過ぎの 言葉に 對す 

る 心の 執着 も 減じ、 句の 調子が 自然にな り ませう。 そして 、『片 帆』 と 言つ た^けで 、『眞 帆』 の 意味 も、 その 中に 一 

含まれて ゐる ことにな り ませう どと、 申しました。 すると、 師翁 は、 「『沖の 時雨』 と 言った の も、 亦 一 寸 趣が あ 

つて、 面白い と 思 ひます. - けれども、 句と して は、 お前の 再案の 『有 明 や』 と 比較し ますと、 逸 かに 劣って ゐま 
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す。」 と、 巾 さ. d ました 0 


e-K 眞帆は 順風に かけた 帆。 片 s 對。 i 帆，， 二方に 倾 けて 風 を ふくませ たもの。 B 化 

^ は i 日』 『春の 日』 SS  ！ を lii 産した 時 で 1 

ills ベ I で、 ml な i は -ihn  U 

X ひける。 ！ 諧 すでに 一 變す。 我と もがら， I ひ、 

〔さ み"：！ ま gl。 ②此 集の昏 u?-?ryn 

{.?|」 の产ロ を据， ^たこと によって、 g 寸ナ L  、  /：.^ ヰ <,<  し 

- - H、.i ォぇもの でぁるカ、 そ， r> こ寶、 一し： y、l,  二  $  二 £  ,,,,、  -5  、 

m 「時雨」 の 句 を ずらり と 並べて あ I、 「時 i.:,; 1  角？ I ま史 2 白 食 I 乙 

口と、 、ま。 r-s-  3-  コー 一 ま 7  b て 团： S ま 实の美 目な り」 と 言った ので ある oijjj^u よ、 ^  'fi 

！? 明 有 明の 月。 in 月の 十五 曰 應) 以後にぁる こと。 ④； の；： リ\ の" 

U I 如く 「I しり」 と 1、 一句の も っ學 の I とい 倉 II ならぬ。 句 【ru 

の： ほと iil 夕まぐれ」 I にも 「書、 iff いふに て景 rjl> 1" 

を もと 乙る はこ X ろ 0  nr まク、 ム クン、。， . ：  [ if./ 4^^  .=* ぅハに S, ィ 

りて ゐる所\ 、不要 M^SI^I  ある 要するに、 句作に 當 つて i に對 する 心の I から、 I なくて.， S 足 

I.  £s 語 を y< する その 執着心の こと。 卽ち、 こ 乂でま 「片 帆」 とだけ で、、 5. 「一？^,  L  . 

足しない 類で ある。 ® 一 みし - f1 ^  .  、、  ^  片釈」 とズ けて、、 所 を 「6: 帆パ 帆」 と 言 はねば、 滿 

@ 一  ふ. J 1 寸趣カ あると いふ ほどの f。 


§ 者 一 


この 「いそがし や」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』、 なほ 『去 來發 句集』 等に も 見えて ゐる。 

さて、 この 「いそがし や」 の 句に 就いて、 『花實 集』 に は、  . 

去 米 曰、  - 

いそがし や 沖の しぐれの 眞帆片 帆 

猿 蓑 は 新風の 始、 時雨 は此 集の 美 目なる に、 此句、 仕 損 ひ 侍る。 只、 ^明 ゃォ 帆に うけて 一 時雨、 とい 

は^、 いそが しゃも 眞^ も その 中に こもりて、 句の はしりよ く、 心の ねばりす くな からん。 先師 曰、 沖 

のし ぐれと いふ も 又 一 ふし 有 かし。 され ど、 句 ははる かに をと り 侍る 也。 

と ある 0 

次に、 所謂 「この 集の 美 目」 たる 『猿 蓑』 卷 頭の 時雨の 句 を、 左に 褐げ てお く。 

初し ぐれ 猿 も 小 蓑 を ほしげ 也，  笆  蕉 

あれ 聞け と 時雨 來る 夜の 鐘の 聲  其  角 

時雨き や 並 び か ねたる S ぶ ね 


魚 

幾人 かし ぐれ かけぬ く 勢 岡の 橋 

るし ぐれ 哉 


鐽 持の 猶 振りた つ 

廣澤 やひと り し ぐ 


僧 

H3  U! レ 


る. - 沼太郎 


笆 

史 


草 

邦 
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舟人に ぬかれて 乘 りし 時雨 かた 

$ ^賀の 境に 入りて 

なつかし ゃ奈 良の 隣の 一 時雨 

しぐ る ゃ黑 木つ む 屋の窓 あかり 

馬 かりて 竹 田 の 里 や 行く しぐれ 

だまされし 星 の 光 や 小夜 時雨 

新田に 稗殼 煙る しぐれ 哉 

いそがし や 沖の 時雨の 眞帆片 帆 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 いそがし や 云々。 

眞帆 にかけ、 又 其 船の 行方に よりて 片 帆に かける、 其い そがし とお もへ ると は 船中の 働の.？ にて、 風^^が_ 

に は あらす。 有 明の 月 あるに、 片 帆に かけて 行 舟に、 時雨の 風 色 殊更に 感 ぁリ。 沖の 時雨と、 共 場 を {A 

めた る 風 色な きにし も あらね ど、 全く こなたより、 有 明月に 片 帆の 風 色 等 は 及ざる 事 は、 其 舟の 姿 を：：^ 

て 知るべし。 若、 有 明 や 沖の 時雨の 露帆片 帆、 とい ふ 共、 此方より 見た る 所に は 成 侍れ ど、 ル帆 のみい 

ひて、 ！ la パ 帆其內 にある との 評、 可 レ感〕 

と兑 えて ゐる。  一 


大 f& 


5=3  pi 


曾 

昌 

去 


紅 

來 
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一一 一一 一一 兄弟の 顏見 あはす や ほと、 きす  去  來  ① 

去 來曰此 句 は 五月 廿 八日 曾 我 兄弟の 互に 顏 見合け る 頃 子規な ともう ② 

ち啼 けむ かしむ かし 光源氏の 村雨の 軒端に た、 すみ 給 ひし を 紫 式部 ® 

かお も ひやり たる 趣 を かりて 作す 先師 曰 曾 我との はらと は 聞な から ④ . 

一 句い またい ひお ほせす 其 角 か 評 も 同前な りと 深 川より 評し 給 ふ 許 ® 

六 曰此句 は心餘 りて 詞 たらす 去來 曰心餘 りて 詞 たらす とい はん はは ® 

、 かり ありた いひお ほせぬ とも 評す へ し 丈艸曰 今の 作者 はさ かし ⑦ 

く かけ 廻り ぬれ は 是等は 合 點の內 なる へ しと 共に 笑け り  ® 

^ 1 1 

S ①顏 I かほ。 見 あはす や I 見る やみや。 ほと. - きす— 時鳥。 ④此 句— 是句。 廿 八日— 廿八 日夜。 顏 見合け る 頃！ 3 ハ 見合け 

る 比。 子規 I 時鳥〕 ③ うち 啼 けむ かし— うちな きけん かしと。 むかし 光源氏の— 源氏の。 た X すみ— たたす ひ。 紫 式部 か. ー 

紫式ァ か。 ④趣 を— おもむき を。 かりて 作す. I かりて 一 句 を 作せ り。 との はらと は 聞な から— との 原の 事と はき >1 なから。 
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® いひお ほせす I 謂お ほせす。 評し 4i ふ —評。 ④詞 たらす とい はん は —詞 不足と いはん は。 は、 かり あり— は k かり 

⑦ いひお ほせぬ とも 評すへ し— 謂不應 也) ③ なる へし— 成へ し。 笑け り —笑 ひけり。 

Ei® 兑 あはす や —見る やみや。 ほと>^きす—郭公。 ③廿 八日 14= 八日の 夜。 冗に. |冗 に始。 顏见 八：： ける 八 M ける S -。 

子規 I ほと  >. きす。 ③ うち 啼 けむ かし I うろ 鳴 けんかし と。 むかし 光源氏の 村雨の 軒端に た  >  すみ^ ひし を— 此ノ  二十 一字 

ナシ。 紫 式部 か —紫 式部の。 ④趣 を— おもわく を。 かりて 作す— かりて 一 句 を 作せ り。 先師： I— 先^い はく。 との はらと は 

^なから— 殿原と は 聞な から。 © いひお ほせ ，一 ？ I いひ 應 せす。 其 角 か 評— 其 角 評。 同前な り— 12 前 也" ， ぼ し^ふ I 評し 玉 ふ。 

④詞 たらす I さ 葉たら す。 は \ かり あり— は 、かり 有。 ⑦た \ —誰〕 いひお ほせぬ とも 評すへ し— いひ 腿せ さるな り。 さか 

しく— さは かしく。  ® かけ 廻り ぬれ は— かけり 廻 ぬれと。 なる へ し —成 へ し。 共に —偽に。 笑け り— 笑 ひけり。 

1^ ①見 あはす や I 見る 閽ゃ。 ②廿 八日 I 介 八日の 夜。 兄弟の— 兄弟。 顏 見合け る 頃 —顔 を 見合け る： s„;。 子規 I 時 ③ 

うち 啼け むかし— 鳴き けんかし と。 むかし 光源氏の I 昔 光源氏の。 た \ すみ— 佇み。 ④ おも ひやり たる— 想像た る。 かりて 

作す— 借て 一 句 を 作せ り。 との はらと は K なから— 殿原と は^えな から。 ⑤ いまた I 未た。 いひお ほせす I 云 せす。 

④詞 たらす I 詞 足らす。 詞 たらす とい はん は —語 足らす と 云 はん は。 は \ かり あり— 揮 あり。 ⑦た. 1— 只。 いひお ほせぬ と 

も 評すへ し —云 課せ さるな り。 さかし く —騷 がしく。  ® かけ 廻り ぬれ は— 馳 廻り ぬれ は。 笑け り— 笑 ひけり。 

EE ①此ノ 句 ノ頭ニ  r 嚳」 トァリ 、又、 欄外 二 「云 を ほせぬ 句」 ト アル。 ②此句 I この 句。 廿八 dl サ八 ロ兩 の閱の 夜。；：： 一 に 

—たか ひに。 子規— 時鳥" ® うち 啼け むかし— うち 啼 けんかし。 むかし 光源氏の I 昔 光源氏の。 村 ill むら.：！。  ひし |玉 

ひし。 ④ おも ひやり たる— 思 ひやり た 6。 趣 を I おもわく を。 かりて 作す— かりて 一 句 を 作す。 との はらと は なから— 殿 

原と はき こ へな から。 ® いひお ほせす I 云お ふせす。 ④此 句 I この 句。 餘 りて I あまりて。 詞 たら. 一 -I こと はたらす。 
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詞 たらす とい はん は —詞 足らす とい はん は。 は  かり あり— 憚 あり。 ⑦た 只。 いひお ほせぬ とも 評すへ し I 云お ふせぬ 

とも 評すへ し。 今の— いまの。 さかし く I さは かしく。 ③是等 は 合 點 の內— これ は合點 のうち。 笑け り— 笑 ひけり。 

圜①此 ノ句ノ 頭 一一 r® 云 ひお ほせぬ 句」 ト アル。 ②此 句— この 句。 廿 八日— 廿 八日 雨の 闇の 夜。 顏 見合け る 頃— 顏 見合せ る 

頃。 子規— 時鳥。 ③ うち 啼 けむ かし— うち 啼 けんかし。 むかし 光源氏の— 昔 光源氏の。 村雨— むら 雨。 ④ おも ひやり た 

る— 思 ひやり たる。 趣 を I おもわく を。 作す 先師 曰 曾 我との はらと は 聞な から I, 此ノ 十七 字 ナシ。 ⑤ いひお ほせす I 云お ふ 

せす。 評し 給 ふ I 評し 玉 ふ。 ©此 句 —この 句。 餘 りて— あまりて。 詞 たらす. I 言葉たら す。 詞 たらす とい はん は— 詞 たらす 

とい ふ は。 は. - かり あり I 憚 あり。 ⑦た X— 唯。 いひお ほせぬ とも 評すへ し I 云お ふせと も 評すへ し。 丈艸— 丈 草。 今の 1 

いまの。 さかし く I さは かしく。 ③是 等 は 合 點の內 —合 點 のうち。 笑け り— 笑 ひけり。 

國③ うち 啼け むかし— うち 鳴きけ むかし。 ⑧笑 けり I 笑 ひけり。 

額 1 

き やう だい  かほ み  きょ  らい 

兄弟の 顔 見 あはす や ほと- - ぎす  去  來 

きょらいい  こ く ごぐ わつ に じふ^ ちにち モ がき やう だい たが ひ かほみ あは .  ころ ほミ * ぎす  な 

去來曰 はく、 此の 句 は 五月 二十 八日、 曾 我 兄弟の 互に 顔 見合せ ける 頃、 子規な どもう ち啼 きけ むかし。 むかし、 

ひかろ げんじ むらさめ のきば  た むらさきし きぶ  おちむ き  さく  せんし い  モ が 

光源氏の 村雨の 軒端に た. Mr み 給 ひし を、 紫 式部が おも ひやり たる 趣 を かりて 作す。 先師 曰 はく、 曾 我のと 

きこ  いっく  き かく ひやう どうぜん  ふかが ば  ひやう たま  きょろ くい  こ 

のばらと は 聞え ながら、 一 句い まだい ひお ほせす。 其 角が 評 も 同前な りと、 深 川より 評し 給 ふ。 許 六日 はく、 此 

の 句 は心餘 りて 詞 たらす。 去來曰 はく、 心餘 りて 詞 たらす とい はん は、 ：^i- かり あり。 た^、 いひお ほせぬ とも 

n，- フ  V- やう さう い  い *4 さくしゃ  ま t5  こ， ti ら  が てん うち  ミも .っら 

評すべし。 丈 草 曰 はく、 今の 作者 はさ かしく かけ 廻り ぬれば、 是等は 合 點の內 なるべし と、 共に 笑 ひけ リ。 ； 


I 兄^^の新見ぁはすゃほと.^ぎす 去來」 11 わたくし は、 この 句に 就いて 、「この.？ は、 五 バニ 十八 日に、 竹 我 

兄^が 本懷を 遂げ、 ほっとして 互に 顔 を 見合せ た 時、 時^：！なども鳴ぃてゐたでぁらぅとぃふ！^：^色を想像しまして 

それに、 昔、 光源氏の s;^ が、 雨上りの 軒端に 足 をと にめ られ て、 時 a の^く- 3： を 聞いて ゐられ た心屮 を、 紫 式部 

が 推し はかった 景趣を 借りて、 作りました 句で 御座います。」 と、 書 添へ まして 師 翁の 許へ お送りいた しました。 

すると、 深 川の 色蕉 庵からの 御 返事に、 師翁 はこの 句 を 評して 「お前の 句が、 酋我 兄. のこと を 詠んだ もので あ 

らうと だけ は 分り ましたが、 この 句の 表現で は、 まだその事を充分に言盡すことが^來てゐません.- 共^^も！！：じ 

様な 批評 をして ゐ ます。」 とのこと で ございました。 許 六 は、 この 句を兒 て、 「この 句で は、 あなたが 詠まう として 

ゐる所 は 分る のです が、 その 內容 が複雜 すぎて 表現が 不足な やうであります。」 と、 申しました。 わたくし は、 「そ 

れは 少し わたくし を 賞め 過ぎて ゐ ますよ。 やはり 師翁も 仰せられた やうに、 これ だけで は、 わたくしのお II さへ 

も、 明瞭に なって ゐな いと 評すべき であり ませう G」 と、 答へ ました。 すると、 丈 草 は、 この こと を M いて T 許 六 

の やうな、 今どきの 作者 は、 利口に 頭が かけ 廻ります から、 たと へ、 師翁ゃ 其^が、 これで は 竹 我 兄お の 事と m4 

へない とい ふ ほどの.？ でも * すぐ、 なるほど これ は 曾 我 兄弟の 事 だな と 思 ひ 付いて しま ふので、 そんな こと は、 

とっくに 合點 した 上で、 あと 一目った ものな のでせ う o」 と、 中し ました。 この 丈 草の 言 ひ 方が を かしかった ので、 

共に 笑 ひ 合うた ことで ございます。 
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1 月 一 建久 pig- 曾 我 I:, 父の fg つたので ある。 SB に 降る 雨 を 「虎が 雨」 と 

弟 U 泰尋 II. ひ， 弟 i とい ふ。 父 iiil された 時. ah 

U1 をした y 時 u_ ^達した。 時に 祐成 は 二十 二-時 致 は 二十。 祐成は 仁 I ぎ i れ， 時 致 は i 丸の ため.. に 

らォた ③ 光源氏 『源氏物語』 の 主人公で ある。 何時の 時代で あつたか、 帝,, 卸，.,， g ど ーォこ I.,  一  ，  ¥ 

、  fecM^t- マ ま-, K 力 f# の銜靜 a を 身に 集めて 桐壺に ft む： 吏お ン 

、御攀 I けた、 とい 慮し で、 その拳が 疆 f  i 秦、 ii 人らしい 風流な 塞 ^、^：; 美：^ 

リる|響」とが、|!なっ！。養|査、光駕の子、賺が|でぁる涯 リ" 

しきり 降る雨。 ③ 軒端 軒の はし。 軒に 近い 所。 輕 ずむ g 。立ち どまって ゐる こと。 

名 は 未詳。 初めは 藤 式部と 稱 せられた。 唐 享年と も I が あるが 未詳で ある， 爲 時の 女で、 幼少より 聰明で あり、 長 J;l 

si し 一直んだ が、 間もなく 死別して、 膚 i へた。 震 ii 女 疆の大 作とビ て" て"； U 

J『1f 画 画』. 『曰 匿 重 磨殘っ てゐ I 草子』 ill ん"、 

大 I と^ M ら れてゐ る。 ④趣擊 。け は ひ。 ④ とのばら 醫。 露の 人々 とい ふ 意から、 Ptlt1hl、 

い 士で 知行 譽 石で ある。 森 川 氏、 名 は 百 仲、 字 は 羽官、 I 金平、 MH^ 

：、 0. I、 橫層画 ある。 初 iii 、後、 薩 年の 弟子と な i 

來 m 蕉門 十哲の 一人に 數 へられて ゐる。 彼の 裏傳に 「予俳 諧を 好む こと、 千 人 こ 過ぎたり。 二十；、 
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年賽夜 俳諧に 眼 を さらす。 初 舉の時 は、 季吟 老人の 流に 手引せられ て、 中頃 談 林の 風 起って、^ に 風 を、 「つし • 京師 W 屮氏 《：85.： 

法師の 門人と 成て、 挑諧 する 事 七 八 年、 晝夜寢 食 を へ- れて、 一 日に 三百 韻. 五 百 韻 を 吐出す。 その 頃 出る？ 菜に 確て、 ： •  人ドの 

^ 誹諧お そらく は 掌中に 握りた る 樣ぉぼ ゆ。 中略。 その後 轉變 して、 自暴自棄の 眼 出来、 我 句 もお かしから ず、 他：？^ S 収り難 

し。 所 他人の 涎 をね ぶら むより はと、 やめて 亂 舞に 遊ぶ こと 四 五 年な り。 然り とい へど も • 元來 lif  く 好める 泣 なれば、 終に 忘 

れ 難くて、 折節 は 他の 句を尋 ぬるに、 この頃の 一 天下、 桃靑を 翁と 稱 して、 いよく 名人の 號を 四海に 布く と 沙汰し けり。 中略。 

願 はく は 一 度對 面して、 俳諧の 新風 を， g きたしと 云々」 (俳諧 問答， - と 記して ゐる。 畫 にも 文に も 巧みであった or 俳 家奇入 の 

傳 へろ 所に 依れば、 許 六 は 晩年に なって、 觀瘡 になった とい ふが、 兎に角 宿痫に 倒れる に 至った。 正德五 年 八月 廿 六日 歿、 年 六 

十。 同地 長 潤 寺に る。 著書に は：： 李 由と 共著の 形式になる もの 多く)、 『韵 塞』 • 『篇 突』 • 『宇咜 法師』 •『 俳諧 問答』 .r 歴代^^;^』 • 

『風俗 文選』 •ITH- 風彥 根體』 • 『十三 歌仙』 •『 和訓 三體 詩』 などが ある。 ® 心餘 リて詞 たらず 紀 W 之が 『.HK,i;^^』 の 序に 於い 

て、 在 原 業 平の 歌 を 評して、 「其の 心 あまりて 詞 たらず、 しぼめる 花の 色なくて 香の これる がごと し」 と 言った 言雜が あるが、 そ 

の 後し ば，^ 詩歌. 俳諧の 批評に 用 ゐられ たので ある。 言 はう とする 内容が 豐富 すぎて、 一句の 中に 盛 切れず、 ^現； 小足に， S つ 

てゐる 意で ある。 前 出の 「意 到句不 到」 〔二 六) とほ ヾ 同様の 意で ある。 © はばか リ さしひか へる こと。 ⑦さ. かしく 

利口に。 こざかしく。 ③ 合點 ガテ ン とも ガッテ ン とも 謂む。 うな づ くこと) 承知す る こと。 外に、 俳諧の 點.： ^の 時の 術！，" i 

として は、 二人 以上の 判者の 點 を 加へ る こと を もい ふ。  . 

g 考ー 

この 「兄^^-の，一 の 句の 出典 は 『韻 塞』、 なほ 『去 來發 句集』 『排諧 曾 我』 『旅寐 論』 等に も：； 5^ えて ゐる。 仍し 115 
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塞』 『去 來發 句集』 に は、 

兄弟 か顔兑 合す や 蜀魂  去  來 

と あり、 『跡 諧曾 我』 『旅寐 論』 に は、 

兄弟の 顏 見る やみや 蜀魂  去  來 

と 見え、 且つ 『誹諧 曾 我』 に は 「白雪 此句味 をし るに、 彼廿 八日の 夜の くらさ はくら し、 明 松 さしあげ つく-^ 

と 見 あはした る 時に や」 と 添書が ある. - 

この 「兄弟の」 の 句に 就いて 論及して ゐる 書の 中から、 代表的な もの を 次に 列擧 すれば、 『花實 集』 に は、 

. 去来 曰、 

兄弟の 顏 見る 簡ゃ ほと & ぎす 

此句は 五月 廿 八日の 夜、 曾 我 兄弟の 生涯に 始 見合け る 頃、 ほと \ ぎすな どもう ろ啼 けんかし と、 紫 式 

部が おも ひやり たるお も はく を かりて 一 句 を 作せ り。 先師 曰、 曾 我 殿原と は 聞ながら、 一 句 未い ひ應せ 

す。 其 角 評 も 同前な りと、 深 川より 評し 給 ふ。 許 六日、 此句は 心 あまりて 詞 たらす。 去来 曰、 心餘 りて 

詞 たらす とい はん は、 は かり 有、 唯い ひ應 せざる 也。 丈艸 曰、 今の 作者 は、 さはが しく かけり 廻りぬ 

れど、 是等 は合點 のうちなる べしと 倶に笑 ひけり。 

『旅寐 論』 に は、 

兄弟の 顏 見る 闇 や ほと- 1 ぎす  去  來 
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我 郭公の 句 も、 曾 我の 句と は 聞ながら、 今少 足らす と、 先師 も 評し 玉 ひぬ。 

と 見えて ゐる。 この 「兄弟の」 の 句が 『源氏物語』 の 中の 如何なる 趣 を 借りた かとい ふこと を 確かにす る こと は 

容易で ない が、 或は 次の 如き 「花 散る MJ の 趣 を 指す のか も 知れぬ と 思 ふ。 

人 しれぬ 御心づ からの 物お も はし さは、 いっとな きこと なめれ ど、 かくお ほかた の 世に つけて さへ、 わ 

づら はしう おぼしみ だる- T ことのみ まされば、 もの 心 ぼ そく、 世 中な ベて いと はしう しなら る &に、 

さすがなる ことお ほかり。 れいけい でんと きこえし は、 みやた ちお はせ す、 院 かくれさせ 給 ひての ち、 

いよ.^ 哀 なる 御 ありさま を、 た^この 大將 殿の 御 こ \ ろに もて かくされて、 すぐし 給なる べし。 御お 

とうとの 三の うちわたり にて、 はかなく ほのめき 給し なごり、 例の 御 こ.^ ろ なれば、 さすがに わす 

れも はて 給 はす、 わざと も X てな し 給 はぬ に、 ひとの 御 こ X ろ をのみ つくし はて 給べ かめる を も、 此比 

のこる ことなく、 おぼしみ だる- 1 世の あはれ のく さはいに は、 おも ひ 出た まふに、 しのびが たくて、 さ 

みだれの {4|、 めづ らしう はれた る 雲 まに、 わたり 給。 なにば かりの 御よ そ ひなく、 うち やつして 御前な 

ども ことにな く、 しのびた まへ り。 なか 川の ほどお はする に、 さ- - やかなる 家の 木 だち などよ しばめ る 

に、 よくなる こと を、 あづまに しらべて かき あはせ、 にぎ は \ しく ひきなら すなり。 II： み、 とまりて、 

かど ぢ かなる 所 なれば、 すこし さし 出て みいれ 給へば、 お ほきなる かつらの 木の を ひ かぜに、 まつりの 

ころお ぼしい でられて、 そこ はかと なくけ は ひお かしき を、 た ひとめみ 給し やどり 也と、 おも ひいで 

給 ふに、 た ならす ほどへ にけ る を、 お ぼめ かしく やとつ \ まし けれど、 すぎが てに やすら ひ 給。 おり 


しも ほと」 ぎすな きて わたる、 もよ ほしき こえが ほ なれば、 御 車 をし かへ させ 給て、 例の これみつ をい 

れ給 ふ。 

をち か へり えぞ 忍ばれぬ 時鳥 ほのかたら ひし 宿の かき ね に 

しん 殿と おぼしき 屋の、 西の つまに 人々 ゐ たり。 さき-^ もき.^ しるこ ゑな りければ、 こはづ くりけ し 

きとり て、 御せ うそ こ 聞 ゆ。 わか やかなる けしき ども あまたして、 お ぼめ くなる べし。 

ほと \ ぎす こと & ふこ ゑ は それ なれ ど あなお ぼっかな さみだれの {4j 

ことさらに たどる とみれば、 よし/ \ -、 うへ しかき ねもとて いづる を * 人 しれぬ 心に はねた う も あはれ 

にも 思け り、 さもつ- T むべき こと ぞ かし。 こと はりに も あれば、 さすがな り、 かやう のき はに、 つくし 

の 五節 こそ、 らう たげ なりし はやと、 まづ おぼし いづ。 いかなるに つけても、 御 こ.^ ろの いとまな くと 

し 月 を へても くるしげ なり。 なを かう やうに みし あたりの なさけ は、 すぐした ま はぬ にし も、 なか^^ 

あまたの 人の ものお も ひぐ さなり。 さて かの ほいのと ころ は、 おぼし やりつ る もしる く、 人め なく しづ 

かにて、 おはす る 有様 をみ 給 もい と哀 なり。 まづ 女御の 御 かたに て、 むかしの 御 ものがたり などき こえ 

たま ふに、 夜 ふけに けり、 廿日の 月 さし いづる ほどに、 いと V 木 だかき かげ ども、 こぐらう みえ わたり 

て、 ちかき たちばなの かほり、 なつかし くに ほひて、 女御の 御け は ひ、 ねび にたれ ど、 あくまで ようい 

あり、 あて にら うたげな り。 すぐれて はなやかなる 御覺 えこ そな かりし かど、 むつまじうな つかしき に 

は、 覺 したりし もの をな ど、 思 出き こえ 給 ふに つけても、 むかしのこと かきつらねお ぼされ て、 うちな 


き 仏； To ほと、 ぎす ありつる かきねの にや、 おなじ こ ゑに うち. なく. - したひきにけるょとぉばさる、3^も 

えんな りかし. - いかにし りて かな ど， しのびやかに うちす し 給。 

たち 花の か をな つかしみ ほと \ ぎす はなちる m を たづね てぞ とぶ 

いにしへの わすれが たき なぐさめに は、 まづ まいり はべりぬ ベ かりけ り。 こよな うこ そまぎ る、 こと も 

かす そふ こと も 侍 けれ。 お ほかた の 世に したが ふ もの なれば、 むかしがたり も かきく づ すべき 人す くな 

うなり ゆく を、 ましてい かに、 つれ/^ もまぎ る k ことなく、 お ぼ さるらん ときこえ 給 ふに、 いと さら 

なる 世 なれ ど、 物 をい と哀 とお ぼしつ ^けたる、 御け しきの あさからぬ も、 人の 御 さま がらに や. - お ほ 

く 哀ぞそ ひに ける。 

『源氏物語』 に 限らす、 王朝 時代の 諸文學 作品 を、 俳諧の 中に 移入す る こと は、 一 つの 俳 諮 手 と兑 做されて ゐ 

た。 『去 來杪』 の 「修行 敎」 の 中に も、 

浪化 曰、 今の 排諧 物語 等 を 用 ふる 事い かに。 去来 曰、 同じく は ー卷に 一一 一句 あらま ほし。 の 巾に、 

待 人い りし 小 御門の 鍵 

も、 門 守の 翁 也。 此集 撰む 時、 物が たり 等の 句 すくなし とて、 綜結 ふの 句 を 作して 人れ 給へ り。 

との 記載が あり、 又 『宇陀 法師』 の 「物語の ことば」 の條 下に も、 

水無月 や 友 待 雪の 不二 嵐  李  山 

爐^ に 這 出 給へ きり ，<\ - す  許  六 
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正月 や 先 づきよ き 物 あら 筵  朱  迪 

源氏 若茱卷 に、 友 まつ 雪の、 ほのかに 殘れる 上に、 打ちり そふ {4! を 詠め 給へ り、 と 有。 紅葉 賀に、 源氏 

源內 侍が 方へ 忍ぶ 給 ふ 時、 屏風の かげに かくれ 給 ふ を、 頭の 中 將の詞 に、 壁の 中の きり-^ す 這 出 給へ 

と 云々。 淸少納 言 枕 双紙に、 淸き物 か はらけ といへ り。 正月の 五 文字に 力 あるべし。 

四 五月のう 波 さ 波 や ほと.^ ぎす  許  六 

無名 抄に、 筑 紫の はて 國に は、 四月 • 五月に 大波た つ。 四月 をう 波と いひ、 五月 を さ 波と 云。 いと 與ぁ 

る 事と 云々。 

と ある 0 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 兄弟の 云々。 

丈艸 がいへ る 如く、 元 祿の昔 さえ 曾 我 兄弟と 聞た るに、 今 は 猶更是 を 聞かぬ 人 は あら じ。 しかれ 共、 か 

くい ひても きこ ゆと、 段々 に 句 をい ふ 事 行 過て、 旣に寶 永の 末に 至りて は、 今 聞て はき こえざる 句 多く 

成 侍る にや。 しかれば 此句 を、 ばせ を • 其 角が いひお ふせざる と 評せし を 察して、 元祿の 句の きこえ 安 

き 方に ならぶべし。 

と 見えて ゐる。 
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0 につと 朝日に むか ふ撗雲 

靑 みたる 松より 花のへ 陕こ ほれ  去 來 

先に は へす つ へりと 花見の 客 をし まひけ りと 付恃 るか 先師の 颜 つき 

を かしから され は 又 前 を 乞て 此句 を附 なほす 先師 曰い かに 忍 ふて 附 

直し 侍る や 予曰朝 雲の のと かに 機嫌よ かりし を 見て 初に 附 侍れと 能 

見る に此朝 雲の きれいなる けしきい ふ はかりな しこれ をの かして は 

詮な かるへ しと 思ひ附 直し 侍る とい へ り 先師 曰 やはり 初の，？ なら は 

三十 棒なる へ し猶陰 高き を 直す へ しとて 今の 五 文字に はなり けり 


① 

③ 

© 

® 

⑦ 

® 


一校 異ー 

03 むか ふ —迎 ふ。 橫雲 ー よこ 雲。 此 ノ句ノ 頭-一 「前 句」 ト アル。 @ 先に は— 初に。 へ —此/ 爪印 ナシ。 しま ひけり I しま 

いけり。 付 侍る か— 付 侍る 付な から。 顔つき I かほつ き。 ④を かしから され は— おかし からす。 又 前 を 乞て— 又 前 を 乞 ふて。 

此 句を附 なほす—.：^ 句 を 付 直す。 思 ふて— おも ひて。 附 直し 侍る や— 付 直し 侍る や。 ⑤予 曰 I 去來 s。 のと かに—" お^に。 
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{w 朝 雲の— 朝の。 けしき —氣 色。 これ を— 此を。 ® と 思ひ附 直し 侍る といへ り I とお も ひかへ しっけ 直し 侍る。 ③猶 I 

なを。 直す へしと て— 直す へしと。 五 文字に はなり けり I 五 文字に 成け り。 

Hi ③ 先に は I 初に。 此ノ 爪印 ナシ。 しま ひけり I 仕 廻け り。 付 侍る か I 附 侍る 付な から。 ④を かしから され は I おかし 

からす。 此 句を附 なほ， i -— 此 句を附 直す。 思 ふて— おも ひて。 附 直し 侍る や —付 直し 侍る や。 ⑤予 曰 —去來 曰。 のと かに I 

長閑に。 附 侍れと I 付 侍れと。 © 朝 雲の— 朝の。 きれい I 寄麗。 けしき I 氣色。 これ を— 是を。 のかして は I 迸して は。 

⑦と 思ひ附 直し 侍る とい へり I と 思 ひかへ し 直し 侍る。 ® 三十 棒 —三十 捧。 直す へしと て I 直す へしと。 五 文字に はなり け 

り I 五 文字に 成に けり。 

IS ① 朝日— 旭。 ③ 先に は —先に。 へ —此ノ 爪印 ナ シ。 すつ へりと I すっかりと。 しま ひけり I 仕 廻け り。 付 侍る か I 附 侍る 

附 なから。 顏 つき I 顔 付〕 ④を かしから され は— おかし からす。 又 前 を 乞て— 前 句 を 乞て。 此 句を附 なほす —附 直す。 思 ふ 

て— 思 ひて。 ⑤予 曰— 去来 曰。 のと かに— 長閑に。 能 見る に I 能く 見る に。 ® 朝 雲の— 朝の。 きれい I 奇麗〕 けしき— 

氣色" いふ はかり— 云 ふ はかり。 これ を —是 を。 のかして は— 遁 して は。 ⑦と 思ひ附 直し 侍る といへ り— と 思 返し 直し 侍る 

と 申す。 やはり —矢張り。 初の 句 —初めの 句。 ③陰 高き— 影 高き。 直す へしと て —直す へしと。 五 文字に はなり けり I 五 文 

字に 成に けり。 

GE ①此ノ 句 ノ頭ニ 「@」ト アル。 ③ しま ひけり— 仕舞け り。 付 侍る か —附 侍る か。 ④を かしから され は —笑し からされ 

は。 又 前 を 乞て— また 前 を能考 て。 此 句を附 なほす— 此 句を附 直す。 思 ふて— 思 ひて。 附 直し 侍る や —付 直し 侍る にや。 ⑤ 

予 曰，— 予レ 曰。 朝 雲— あさ 雲。 のと かに— 長閑に。 機嫌よ かりし I きけん 能り し。 初に— はしめ て。 附 侍れと I 付 侍れと" 能 見 

るに I よく 見る に。 ® けしき— 氣色。 いふ はかり— 云 はかり。 ⑦附 直し— 付 直し。 初の 句 —はしめ の 句。 直す へ 


しとて— なをす へしと て。 今の —いまの。 

圏①此 ノ句ノ 頭- 1 「@」 ト アル。 ③ しま ひけり I 仕舞け り。 付恃 るか— 附侍 るか。 ④を かしから され は I 笑し からされ 

は。 又 前 を 乞て I また 前 を能考 て。 此 句を附 なほ- i ?| 此句を 付 度す。 思 ふて— 思 ひて。 附直し^！るゃ—付^^し^：ろゃ。 € 刺 

, 雲 —あさ 雲。 のと かに— 長^に。 機嫌よ かりし- 1 きけん 能り し。 初に— はしめ て。 附 侍れと— 付 侍れと。 ® きれい —きれり。 

けしき— 氣色。 いふ はかり— 云 はかり。 ⑦附 直し I 付 直し。 ® 五 文字に はなり けり— 五 文字に はなし^へ り。 

^® 咲 こ ほ れ I 咲き こ ほれ。 ④又前 を 乞 て —又 前 を 乞う て 。 思 ふ て —思 ひ て 。 

あ 5  ひ  よこ  ぐ も 

につと 朝日に むか ふ 横雲 

あ を  ♦* つ  はな  さ  よ  らい 

靑 みたる 松より 花の^き こぼれ  去  來 

さき  はなみ  きゃく  つけ はべ  ぜんし  かほ  ま た t へ こ  こ 

先に は 「すつ ぺ りと 花見の 客 をし まひけ り」 と、 付 侍る が、 先師の 顔つき を かしから ざれば、 又 前 を 乞うて、 此の 

句を附 けな ほす。 先師 ぼ はく、 いかに 思うて 附 直し 侍る や。 予 ぽ はく、 朝 雲の のどかに 機嫌よ かりし を 兌て、 初 

めに 附 侍れ ど、 能く 見る に、 此の 朝 雲の きれいなる けしき、 いふば かりなし。 これ をのが して は、 は なかるべし 

と 思 ひ、 附 直し 侍る、 といへ り。 先師 Si はく、 やはり 初めの 句なら ば 三十 棒なる べし。 尙、 陰 高き を^す べしと 

て、 ゲの五 文字に はなり けり。 


「につと 朝日に むか ふ 横雲」 「靑 みたる 松より 花の 咬き こぼれ 去來」 —— この、 わたくしの 附句 は、 初めは、 

「すつ ぺ りと 花見の 客 をし まひけ り」 と、 作って みたので ございま したが、 師翁は それ を 耳に なさって、 さも 面 

白くない と 仰せに なり さうな、 お 顔色 をなさい ましたので、 もう 一度、 前 句 を 乞 ひう けて 今度 は、 「陰 高き 松よ. ON 

花の 咬き こぼれ」 と附け 直しました。 さう しましたら、 師翁は T 何と 考 へて、 附け 直した のです か。」 とお 尋ねに 

なりました ので、 わたくし は、 「前 句の、 朝 雲の 長閑に 心地よ ぃ點 だけ を捉 へて、 初めは 『すつ ぺ りと』 の 附句を 

いたし ましたが、 よく  sir へて 見ます と、 この 前 句 は、 朝日に 向ふ橫 雲の 麗 はしい 景色が たと へやう もない 點を主 

眼と した 作であります ので、 この 點を 見逃して はならぬ と 思 ひまして、 附 直した ので ございます。」 と、 申し まし 

た。 すると、 師翁 は、 「よく 分って くれ ましたね。 やはり 始めの 句で したら、 一 叱り 叱らなければ ならぬ と 思って 

ゐ ましたよ。 なほ、 附 直した 句の 『蔭 高き』 と あるの は、 『靑 みたる』 と 直した 方が い \ で せう。」 と、 仰せられ ま 

して、 今の 五 文字に 結着いた したので ございます。 

i 釋ー 

① につと に ゆつ と。 突然に あら はれ 出る さま。 ①携 窶 棚引いて ゐる 雲。 ③す 0 ペリと すつ ベり。 さつば りと。 す 

つかり。 ③ 付ける 附句を 作る こと。 連句 一 卷 のうち 發句 以外 はすべ て 前 句 を 受けて 作った 附句 である。 ④前。 前 句。 

連句に あって、 附句 をつ ける 直ぐ 前の 句〕 ④乞ふ 願 ふ。 望む。 求む。 もら ふ。 ⑤ のどかに のんびりと。 ⑦ 詮な 

し 甲斐がない。 ⑧ 一一 一十 棒 禪 家で いふ 覺醒の 三十 棒の 意。 卽ち 禪 家の 宗匠 學人を 警醒す る 語で、 俗 刑の ルー 〔杖に 擬 する も 
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の。 但し 常に 罰 棒の 場合の みで はなく、 褒 腿の 二 意 を 含む。 『禪林 類 集 棒喝』 に 「德山 示：， 衆 云。 道道。 也-二十 棒。 小 也 

三十 棒 ごと ある 如く、 棒は德 山に 初る とする のが 通說 である。 なほ 同書に は、 「睦 州兑 -1 肘來- 云」 ：：^ 成. 公案 放-一 汝： 一一 十 ？」 等と 

あり、 『碧嚴 m 1 則 fiE に 「好 レ與 二三 十 棒？」 等と 見えて ゐる。 但し、 この 禪 家の 三十 棒 も 俗 刑の 三十 搾 又は 三卜敲 i 上 然無關 

係の 物で もな ささう である。 敲は德 川 時代 庶民に 課した 刑罰の 一 。傳馬 町の 牢尾の 表門の 前に 筵 や. 敷き、 罪人 を 裸に して 此處に 

据ゑ、 下男 四 入 罪 入の 手足 を 押へ、 打 役 は 棒 を 以て 罪人の 背部 又は 臂部 を敲 き、 打 役 维頭は その 一;^ 數を讀 み， 罪人 失心の！^ に は 

藥を與 へた。 五十 敲. 百敲 等の 別が あった。 然し、 此處 では、 叱責と いふ？ おの 意味で ある。 なほ 明 和 八 年に 『誹 三十 棒』 とい 

ふ 書が 出 板され て あるが、 この 內容 は、 江戶 座と 雪 門と が 『俳諧 雪お ろし』 『蓼す り 古義』 『遲八 刻』 『俳諧  一 若』 等に よつ 

て 論 爭を續 けたの を 傍から 批判した ものである。 更に 『去 來抄』 の 「同門 評」 中、 赤 入の 句の 章に も 三十 碎の使 川 例が ある。 

■ 者 一 

この 「につと 朝日に」 及び 「靑 みたる」 の 句の 出典 は 『となみ 山』 で、 冋寄 所収の 歌仙 「おに」 の 卷の名 ほ 

二.？！；：： 及び 三 句 目に 相當 する が、 文字に は 小異 同が ある。 その 歌仙 は 次の 如くで ある。 

鶯に 朝日 さす 也竹閤 

禮者 うすらぐ 泰の 靜 

やぶ 人 の 見やげ 似合に こしら へ 

又 時の 間に わる う なる 
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薪 蒼 參し月 平此右 

み宮       のく；^  のの 

い 過 四 に 來 聖 給"^ 靑 點 

たと       ぶら  宿  手 

づ开         つて  仕 な m  ふ 

町る い 「J] 靈き  田 を 力 ^ の 

人 松と へ を 夜 をる うわけ 捩 
もの  力、 棚 

とよ 朝ば、 のさ^ね めて ひ 
春  ら 

に P ほ り 日 盜 カ1 に は せ を りい やし 

V                                           出  だ 

し 共つ 花に もす ゥ よ 梅て 敷て て 《^ 

■                                        る  る ひ 

た の迎ゅ 去と  を 馬た 夕 通 

の  ほ                     相 に 

き 長 n;^ ふる 年お m 矢る 立る 1 

稽 ョ                              も P  1 义 

よ I 木] こよし の "^で が 行 の 鮎  > 

士は  ふ 
の 口な ぼ こけ 傍せ ぉ见食 水力、 のの な 

中 能 りれ 雲り 蒙て 屈る 1^ 場ぜ i 卞文 り 


來 雜 化 來 ぉ《 化 來 R^] 化 同 來 同 ズ(^   M 化 同 


 r?>24) 一 


この 「につと 朝 曰に」 及び 「靑 みたる」 の 句に 就いて- 『花 霞』 に は > 

につと 朝日に むか ふ 横雲  去 來 

靑 み 1" J を" け" Ml る。 附 ながら 先 |っ| かしから す。 I 

"：" " る" rr けしき. ふば かりなし。 I がして I かるべし と：： H 

.^^Hhllil  II 直すべし と、 今の五 養 

なりに けり。 

.^111  if  ii ベ 11 が、 11 

の 「修行 敎」 の 中に も、 次の 如き 記載が ある。  . たと へよ I ありと も、 位 

牡 年 曰-句の 位と はいかなる 事に や。 案 曰 前 句の 位き て附事 

應ぜ ざれば のらす。 先師の 戀の句 を あげてい は""、 

上 置の 干茱 きざむ もう はの そら 

^に 出ね 日 は 內でこ ひする  ！こ 3 

t  VI、 町人の 下女 こも あらす、 宿屋 • 問屋 の 下女な りと 見て、 位 を 定めた る 

前 句 は 人の 妻に も あらす 武 ik  • 
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もの 也。 

細き 目に 花見る 人の 頓 はれて 

役者 もやう の 袖の たき も の 

前 句の さま、 今やう の 女と 兒ゅ。 

尼になる べき 宵の きぬ 

月影に 鎧と やらん 見す かして 

しかろ ベ き 

前 句 いかにも 可 然もの \ ふの 妻と 見 ゆ。 

ふすま つかんで 洗 ふ あぶら 手 

懸 乞に 戀 のこ X ろ を 持たせた や 

前 句 町家の こしもと などい ふべき か。 是を もて 他 はな すら へ て しらる ベ し。 

去來 曰、 蕉 門の 附句は 前 句の 情 を 引 來るを 嫌 ふ。 たビ前 句は是 いかなる 場、 いかなる 人と、 其 事 其 位 を 

よく 見定め、 前 句 を つきはなして 附く べし。 

更に 『三 冊子』 に は、 

師の 曰、 付と いふ 筋 は、 句、 響、 悌、 移り、 推量な ど \ 形 なきより 起る 所 也。 こ \ ろ通ぜ ざれば 及びが 

たき 所な り。 

とも 記されて ある。 


積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 につと 朝日 云々。 

すつ ぺ りと 客 を 仕 廻 ふたる と は、 情の みに 落て 姿な し。 此句陰 高き 松より 花の 咬 こぼれと、 はじめ 句作 

り ありし を、 其 雅語 を 面白し として 句作す る は、 其 木の 高さ は 勿論ながら、 前 句へ うつり 面白から す。 

靑 みたる と は、 朝日の あかき にう つり を 見るべし。 歌に も 陰 高き と あり。 其 高き は 横雲 を 見 上た ると、 

其 理論に わたる 鞏 は 論す るに たらす。 

と 見えて ゐる。 

0 梅にす、めの^;^の百なり  去 來 ① 

是は 歳旦の 脇な り 先師 深 川に て 聞て 曰 此梅は 二月の 氣色 なり 去来い ② 

かにお も ひ 誤て 歳旦の 脇に は用ゐ ける となむ  ③ 

一校 昼 

E ③是は ー 此は。 脇な り— わき 也〕 深 川に て 1 深 川に。 氣色 なり— 氣色 也。 © おも ひ 誤て— おも ひ 誤りて。 用ゐ ける となむ 

—用ゐ ける となん。 
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d のす \ め —雀。 ②脇 なり ー 脇 也) 川に て I 深 川に。 氣色 なり— 氣色 也" ③ おも ひ 誤て— 思 ひ 誤りて。 W ゐ ける とな 

む— 用 ひける と 也。 

5 ^のす \ め I 雀 C ③！^ 川に て I 深 川に C 此梅 —この 梅。 二  H:l 如月。 氣 色な り— 景色な り。 ③ おも ひ 誤て— 思 ひ 誤りて C 

ffl ゐ ける となむ— 用 ひける やとな り。  * 

Era ①す、 め —雀。 此 ノ句ノ 頭-一 「©」 ト アル。 © おも ひ 誤て I 思 ひ 誤りて。 用ゐ ける となむ I 川 ひける となん。 

圏①す \ め —崔。 百な り —留 なり。 此ノ 句/頭 二 「©」 ト アル。 ® おも ひ 誤て— 思 ひ 誤りて。 用ゐ ける となむ I 川 ひける と 

なん。 

S3 ② 聞て —聞い て。 ③ おも ひ 誤て— おも ひ 誤つ て C 

lit-?  ilft 

.7 の  えだ  ひゃく  きょらい 

梅に す^めの 枝の 百な り  去  米 

これ さに たん わき  せんし ふかが は きい  こ うめ に. わつ け しき  きょらい  あや ^^f^'^^ わ 

是は 歳旦の 脇な り。 先師 深 川に て 聞きて 曰 はく、 此の 梅 は 二月の 氣色 なり。 去來 いかにお も ひ りて ^ヌ の， W 

ちち 

に は用ゐ ける となむ。 

一口 譯ー 

「梅に すに めの 枝の 百な り 去來」 11 この.？ は 歳 日 一の 發 句に、 わたくしが 附 けて みました 脇の 句で ございます。 

師翁 は、 深 川の 笆蕉」 拖で、 この わたくしの 脇 をお 聞きに なって 、「この 梅の 句 は、 ニバの：^：^^^！です。 ^=ーの？，バ句の 


■  〈  o2o  J*  ■ ' 


脇に は、 やはり 歳旦ら しい 景物 を 用ゐた 方が よいのに、 どうして 去來 ほどの ものが * 思 ひ 誤って、 この 梅の 句 を 

歳旦の 發 句の 脇に などした のでせ う。」 と、 仰せられ たとい ふこと でございます。 

① 百な リ なりものが 數 多く 密集して 枝に 生ずる こと。 此處 では、 雀が 多く 群って 梅の 枝に とまって ゐる ことの 形容で ある。 

②膝 連句に あって、 發句 につけた 第二 句 目の 句、 卽ち七 七の 短句 をい ふ。 『誹諧 名目 抄』 に は、 「師 曰、 散 樂の脇 を するとい ふ 

事、 元來 連歌の 脇より 出た る 名目な り。 然ば脇 句は發 句への あしら ひ 第 一 なる 事、 是 にて覺 悟すべし. - 脇 本陣 • 脇 圧屋. すま ふ 

の關脇 等、 みな 同意な り。」 と ある。 「脇 句」 ともい ふが 「脇」 とい ふ 方が 正しい。 . ②此梅 は 二月 云々 梅 は 正月の 季題で ある 

けれども、 此の 梅の 句 は 正月の 叙景ら しく は 見えない との 意"  . 

i  11 0  、 

この 「梅に す V めの」 の 句の 出典 は、 『去 來杪』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 

さて、 この 「梅に す^めの」 の 句に 就いて 『旅寐 論』 に は、 

我と し 比、 歳旦 三 ッ物を 作と い へど も 其 所 を しらす。 又、 先師 も 汝が三 ッ物其 格に あらす と、 とがめ 給 

ふ 事な し。 其 中、 發句 はわ すれぬ。 脇 は、 

梅に 雀の 枝の 百な り  去  來 


先師 深 川に て 此句を 評して、 これ 二月の 氣色 也。 去來 はいか^お も ひ あやまり 侍 やと、 のた まひけ る 

となん。 

と ある 0 

この 章で は、 附 句の 中の 脇が 問題に なって ゐ るので あるが、 速 句の 脇の 作法に 關 して は、 『三 冊子』 に 次の 如く 

詳述され て ある。 

師の句 を 以て 其 筋の あらまし をい は 、 

あ れ/ \- て 末 は 海 行 野 分かな 

鶴の かしら を あぐる 粟の 德 

篤の 羽 も かい つくろ ひぬ 初し ぐれ 

一 吹 風の 木の葉 しづ ま る 

此脇ー 一は * 前後 付 一 體の句 也。 鶴の 句 は、 野 分 冷 じく あれ、 漸く おさまりて 後 をい ふ 句な り。 IS なる 體 

を 脇と す。 木の はの 句 は、 ほ 句の 前 をい ふ 句 也。 脇に 一 あらし 落 薬を亂 し、 納 りて 後の.： のけし きと：： ル 

込て、 發.？ の 前の 事 をい ふ 也。 ともに けしき.？ 也。 

寒菊の 隣 も あり やい け 大根 

冬 さし 籠る 北 窓 の 煤 

此脇、 同じ 家の 事 を 直に 付た る 也。 內と 外の 様子 也。 煤の 字 有て.？ とす。 
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しるべ して 見せば やみの &田植 うた 

笠 あらためん 不 破の 五月雨 

此脇、 名所 を 以て 付た る 句 也。 心 は 不破を 越る 風流 を 句と したる 也。 

秋の 暮行 先く の苫屋 かな 

荻に ねよう か 萩に 寐 ようか 

此脇、 發 句の 心の 末 を 直に 付た る 句な り。 

菜種 干す 筵の 端 や 夕凉み 

螢^ 行ぁぢ さいの はな 

此脇、 發 句の 位 を 見し めて 事 もな く 付る 句 也。 同前 栽 其 あたりの 似合 數物を 寄。 

霜 寒き 旅寐に 蚊屋 を 着せ 巾 

古人 かやう の 夜の 木が らし 

此脇、 1^ のさび しき 夜、 古へ かやう の 夜 あるべし とい ふ 句 也。 付 心 は その 旅寐心 高く て、 心 を 以て 付 

たる 句 也。  、 

おくそこ もな く て 冬 木 の枬哉 

小春に 首の 動く みの む し 

この 脇、 あた \ かなる 日の みの虫な り。 あるじの 貌に、 客悅 のい ろを兑 せた る はたらき を 付た る 句 也。 
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.i^ 中 は 物の.：？ ひ や？ の 月 

あっし と 門々 の 聲 

此脇、 句ひゃ*^2-のバ、 と^を 兌 込て、 極暑 を顯 して 兑 込の 心 を 照 す。 

い ろ -, (- の 名 もま ぎら はし 卷の草 

うたれ て 蝶 の 目 を さましぬ る 

此脇 は、 まぎら はしと いふ 心の 句に、 しきりに 蝶の ちり 亂る k 様 思 ひ 人て、 けしき を 付た る 句 也。 

折/. \ ゃ雨戶 にさ はる 荻 の 聲 

は な す 所に おらぬ 松む し 

この 脇、 發 句の 位 を 思 ひしめ て、 よろしく 事 もな く 付た る 句 也。  - 

又、 同じく 『三 冊子』 に は、 

ほ 句に 三月に 渡る 景物 出る 時 は、 わきに て當 季を定 むべ し。 是は 連歌の 習 也。 俳に も 北ハ心 § ぬひ 也 U 師の 

いはく、 ほ 句に、 神祇 * 釋敎其 外 一事 ある 時 は、 應 じて 脇すべし。 たと へ 請に 出さす とも 心に は あるべ 

し。 但水 祝な どの 季ー 通りに して 云 句 は、 脇に 戀 なくても あるべし。 た^ほ 句に 依べ し。 對付 *逮 付 • 

うち 添 ひ留の 類、 むかしより： K 置 所 也。 師： ir 第一 ほ 句 をう けて つりあ ひ^にう ち 添て 付る よし. - 句屮 

に 作 を 好む 事 あるべし. - § 出り は 文字す はり (几すべし。 かな 留め，； y 然 にある 心 口 決 あり。 ^ー應 對介體 

の 心と おも ふべ し。 作者、.： J 得べき は、 先 ほ 句 出る とよく 聞し めさせる 事兑 えす とも、 作者より： なを あ 


ら はす やうに 挨 1^ して、 よく 聞 ふせて 脇すべし。 心と^ かざれば、 無禮 にして 無 下 成 事 也。 たと へば，；？ ね 

哥のほ 句 は 聯句の 唱句 也。 脇は對 也" 此格を 以て 文字 留也。 詩 聯句に 習て 韵と いふ 也。 

とも 記されて ある。 その他、 『二十 五箇 條』 に は、 

脇 はしつ かりと、 韵 字に て留と いふ は、 まづは 初心への 敎 なり。 定の 字に かなへ むがた め 也。 

『山中 問答』 に は、 

脇の 句は發 句と 一 體の 物な り。 別に 趣向 *奇 語 を もとむ ベから す。 た^ 發 句の 余情 をい ひ あら はして、 

發 句の 光 を か.. - ぐる 也。 脇に 五つの 附方 あれ ども、 これみ な附 やうの 差別に して、 外に 趣向 を觉 るに あ 

らす。 

『宇陀 法師』 に は、 

脇に 五つの 仕 やう 有。 其 外 ひとから み ，對 付 • 拾 ひ 付 • 大小の 脇な ど 云 事 有。 當流 用捨 多し" 發 句の 季 

三月に 渡る 物 ある 時、 脇の 句に て 其 月 を 定る事 連 哥の式 也。 

と ある 0 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 梅に 雀の 云々。 

元日 や 晴て崔 の 物語り、 と 嵐 雪が 發句 あり。 然ば、 此句 難すべき にあら す。 さる を 此句を 二月の 景色と 

て 嫌 ふ 式、 脇は發 句に 實に のがれぬ やうに 作るべき の敎と 知るべし。 發句は 元日に 雀の 集りて 啼 べき 事 


ともお も はれ ざり ける に、 元日に はや 春と て、 二：：：： 顷 の ごとく、 很の あつまりて 居る よと、 其感 を：^ 雪 

が 起し 侍る。 Q^^^^ 此 處が發 句の 魂に して、 脇と は 格別の さた 也。 

と 兌え てゐ る。 

一一 一六 船に わつ らふ 西 國の馬  彥 根の 句 也  ① 

許 六 こ 、ろみの 點を 乞け る時此 句に 長 を かけたり 先師 曰い ま はか 、 ③ 

る 手帳ら しき 句 はきら ひ 侍る 是等は 手帳な り 長 ある へ からす 重て 上 ③ 

京の 時 此句何 ゆ ゑに 手帳に 侍る や 先師 曰 船の 中に て 馬の ffi ふ はい © 

ふ へ し 西國の 馬と まて はよ くこ しら へ たる 物な りと なむ  ⑤ 

E ①船— 舟" わつ らふ— 煩 ふ。 馬 I むま。 彥 根の 句 也 —彥 根の 句。 ② こ- - ろみの if— こ X ろ兑の IT 乞け る —乞 ひける。 此 

句に— 此：？ を。 先師 曰 —先師に 窺 ふに 先師 曰。 か X る 手帳 I 手帳。 ③句 はきら ひ 侍る— 句 も 嫌 ひ 侍る。 是等は 手帳な り. Irl^ 

等の 句 手帳 也〕 あるへ からす— あるへ からすと 也。 重て— 曾て。 ④ 上京の 時 I 上京の 時 問 曰。 此句何 ゆ ゑに I 此句 いかなる 

處。 いふへ し —謂 ふ へ し。 © よく— 能。 物な りと なむ— 物 也と なん。 
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GI ① わつ らふ— 頃 ふ。 彥 根の 句 也— 齊 根の 句。 ③ こ- - ろみの 點— 試に 點。 かけたり I かけけ り。 先. S 曰— 先 に 伺- -に先 肺 一 

曰。 、 まま—，^ま。 か., る 手帳— 手帳。 ③句 はきら ひ 侍る— 句 も 嫌 ひ 侍る。 是等は 手帳な り I 是 等の 句 手帳 也) ある へ から 一 

す— あるへ からすと 也" 重て— 曾て。 ④ 上京の 時 I 上京の 時 問 曰。 此句何 ゆ ゑに— 此句 いかなる 所。 手帳に 侍る や I 手帳に 一 

侍る. 5ip 船— 舟。 ® 西國の 馬と まて は— 西國 とまて は。 よく  — 能" 物な りと なむ I もの 也と なむ。  1 

园① 船— 舟。 わつ らふ— 煩 ふ。 彥 根の 句 也 —彥 根の 句。 ③許六 —許 六に。 こ \ ろみの 點— 試みに 點。 乞け る —乞 ひける。 か 

于 たり— 掛 たり。 いま は I 今 は。 か \ る 手帳 I 手帳" ® 句 はきら ひ 侍る I 句 も 嫌 ひ 侍る。 あるへ からす I あるへ からすと な 一 

り。 ④ 上京の 時 —上京の 時 問て 曰。 此句何 ゆ ゑに— いかなる 所。 船 I 舟。 馬の 煩 ふ 事 は— 馬 煩 ふと は。 いふへ し —云 ふへ し Q 

® 两國の 馬と まて は— 西國の 馬と 迄 は。 よく— 能く。 こしら へたる— 捲へ たる。 物な りと なむ I ものな りと なり。 

BQS わ つら • ふ I わ つろ ふ。 彥 根の 句 也 —彥 根の 句な り。 此 ノ句ノ 頭-一 「©」 ト アル。 ③こ \ ろみの 點— 試の 點。 此 句に I 此ー 

句 を， - 先師 曰 —先師に 伺 ふに 先師 曰。 いま は —今 は。 ③ あるへ からす —有へから す。 ④ 上京の 時 —上京のと き 問 ふて 曰。 

此句何 ゆ ゑに一この 句 何 かゆ へ に。 ® 物 なりと なむ I 物な りと なん。  ： 

鬭① 國— 1 國。 彥 根の 句 也 —彥 根の 句な り。 此ノ 句ノ頭 一一 「@」 ト アル。 ②こ& ろみの 點— 試の 點。 此 句に —此句 を。 

師曰 —先師に 伺 ふに 先師 曰。 いま は I 今 は。 ③ 手帳ら しき I 手 張らし き。 是等は 手帳な り— 是等は 手 張 也) あるへ からす— 

有へから す。 ④ 上京の 時 —上京のと き 問 ふて 曰。 此句何 ゆ ゑに— 此句何 か 故に。 手帳に 侍る や— 手 張に 侍る や。 ® 物な 

りと なむ— 物な りと なん。  - 

gas 貪て— 重ねて。  」 


rTJ^  麵 

ふね  さい ごく  ラ ひこ ね くな り 

船に ゎづ らふ 西 國の馬  彥 根の 句 也 

許 六、 こ k ろみの 點を乞 ひける 時、 此の 句に 長ね かけたり。 先師， Sn はく、 いま はか、 る 手帳ら しき：？ はきら ひ 

こ xi ら  てち やう  ちゃう  かさ  じ やうき やう ミき こ  く なに  てち やう はべ  ぜん、 し い  ふね なか 

る。 是等は 手帳な り、 長 あるべ からす。 重ねて 上 京 の 時、 此の 句 何 ゆ ゑに 手帳に 侍る や。 先 帥： n はく、 船の 中 

にて 馬の 烦ふ事 はいふべ し。 西國の 馬とまで は、 よくこ しらへ たる 物な りと なむ。 

一口 譯ー 

「船に ゎづ らふ 西 园 の 馬 彥 根の 句 也」 —— 許 六が 試みに 此の 句の 點を乞 はれました 時に、 乃れ た 句と m やった の 

で ございませう。 この 句に 長點 をつ けました。 すると、 師翁は それ をお 聞きに なられて、 Ri "はこれ でもよ かった 

かも 知れません が、 近 ごろ は、 この 句の やうな、 巧 を 弄した 句は赏 める 人が くな りました。 それ は、 ク £ 然 のこ 

とでせ う。 この 句な ど は、 言 ふまで もな く 手帳の 句です。 これに、 長點 など を附 けて はいけ ません。」 と、 仰せに 

なられました。 わたくしに は、 その 時、 この 句が 手帳で あると いふお 言葉が、 よく 分りませんで したので、 帥 翁 

が、 次に 御上 京に なられた 時に T この 句 は、 どうして 手帳の：？ なので ございま すか。」 と、 お 伺 ひいた します と， 

師翁 は、 「船の 中で 馬が 烦 ふとい ふ 事まで は、 句に する こと も出來 ませう。 けれども、 それ を 『1:1: のお』 とまで 

言 ふの は、 よく/ \ こしら へ 過ぎた ものと、 言 はなければ なりますまい o」 と、 仰せられました。 
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1 1 i 

①ホづ らふ 惱み 苦しむ。 病氣 にか. -る。 ①西國 我國 部の 稱。 その 範圍は 明確で ない。 もとは 九州の 稱 であった らしい 

が、 屢々 中 國- 四國を 含んでも 用ゐ られ、 時には、 三關 2? 東の 諸 國に對 して * 三關 以西の 諸 國の義 にも 用 ゐられ た。 西國 三十 111. 

所と いふ やうな 場合 は 其の 例で ある。 ①彥根 近 江 犬 上 郡の 小 都市。 舊 井伊 氏 三十 五 萬 石の 城下で、 有名な 彥 根城が ある。 

彥 根に ゐた藉 門の 人達に は、 許 六 を 始めと して、 K キ 由. 木 導. 汶村. 朱 独. 毛轨. 程 己. 吾 仲 等が あり、 大津. 瞎所 等に ゐた 湖南の 逋 

衆に 對 して、 湖東の 連 衆と も 呼ばれた。 彥 根の 句と は、 かう した 人々 のうちの 作との 意" ②點 品評。 評 ir ③長 長 

點。 點の 中には 平 點. 長點. 珍重 點 などが あるが、 長 點 は 佳句に 對 してつけ る 點 の 意。 なほ、 長 を かける と は、 長 點 を その 句に つ 

ける ことで あるが、 句の 上に 點印 をつ ける ために、 これ を かける と 言 ひなら はして ゐる" ③ 手帳 當 時の 評語で、 巧 を 弄し 

て 云 ひ 過き た 嫌 ある 句 を 云 ふ。 

この 「船に ゎづ らふ」 の 句の 出典 は、 刊本 では 『去 來抄』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 但し、 彥根龍 潭寺所 藏の寫 本 

『許 六 句集』 に據れ ば、 同書 所收の 連句 中、 馬 佛* 許 六 *米1 山 • 木 導の 四吟 歌仙 「笠 椴に」 の 卷の初 襄六句 目に 

相當 して ゐる。 參 考の爲 め、 その 歌仙 一 卷を 揭げれ ば、 次の 如くで ある。 

市 中 
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裏へ 這 入れば くらき 赛 の 日 

彼岸から 民の 仕事の いそがしく 

汁 かけて 出す 馬 士の食 

風 吹に 桐油の 繼め ばら，/ \ と 

1 間 臺に干 鯛 一 箱 

のぼり 

竹 寶の嬸 節句 を 心がけ 

植 田の 苗の 袖付る ころ 

初 旅の 我慢 を 跡に 笑れ て 

抱て かふち に 印 とらす る 

き ぬ に ふすまの 歌の 返歌な く 

酒 打 かけて しめす 袖口 

川 御座 を晝 から 下す 後 の 月 

畸 落し 込む 水 かれの 置 

初 瀨山堂 を 見 付て 秋の 風 

油 草 集て 番々 に 持 

急 雨 圑の舟 を 打な がし 


 C339)  


千販 して^く 乞食の 軒  怫 

尊人ル 並木の 花の 奥 は 寺  ^ 

藤 も カづ らも 力 

る 立 石  忸 

卽ち、 これに 依って 、「舟に 短 ふ」 の 句 は、 許 六が 一座して ゐる述 句に 於いての 附 句であって、 その 作-.^ は 木 SKB 

本に 木 道と あるの は 略字) であった 事 を 明かに なし 得た ので ある。  . 

さて、 この 章で は 「長 點」 とい ふ 事が 問題に されて ゐ るが、 「長 點」 と は 言 ふまで もな く、 「：4. 點」 に對. r る 一.. S で 

ある。 ぉ蕉 が、 『笆蕉 門人 古人 眞蹟』 の 中に 於いて、 探 丸 • 拙 許 • 式 之の 三吟 歌仙に、 點： f." を附 した もの を はるに、 

その 奥 書に は、 

二十 五點 

,r 長 七 

〇 四 

武陽 色蕉庵 桃靑画 

近 比 感心 仕 候。 

と ある。 こ. -に r 內長 七」 と あるの は、 點を かけた 二十 五 句の 中に、 一::^ 點 の：？ が 七 句 あるとの ^である" 

『點印 論』 に 依れば、 

哥の點 は 八 分と かや。 詩に 圈批楚 滿の四 點^。 、圈 也。 一句 プ〉 ナの感 也。 批は圈 を 越 もの 也。 一 點の如 

■r- はえ 

くに 長く 引く 句の 章 を 褒美す。 楚 は長點 也" たと へば 三 五 夜中 新月 .2、  丁：： r も かたきん" を、 楚の ごとく 
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. 立 のびたる 姿に たと へたり。 滿は七 言 四句滿 足せる を 以て、 二十 八 字 こと， <\ く 一 、を點 じて 義を 分た 

り。 俗に 四 點八點 と 云 は、 その 判 談の詞 に爲レ 持と 同じ 事な り。 たと へば 圈ー 、 の 文字に て、 詩の 章 面白 

く 成 ゆへ 批點を 倍し、 批の 章に 楚の位 を 倍 階して、 をの づ から 滿 りと 褒美した る、 一詩の 八點 にむ かふ 

心 を 以て、 もの 事に けぢ めな きこと を、 四 點八點 を とらぬ とい ふ 也。 此事、 梵千 長老に 承りて、 俳諧に 

倍 點を用 ゆる 事 を はじめ 侍る。 それより して、 家々 の點 形、 物 數奇か はる，， ^に 風流 をつ くされたり。 

ことしより 花 影上擁 干の 字、 新月 色の 字、 囘 雪の 二字に 改め 侍る も、 此道、 雪月花の 三 を專ら にか^や か 

すわ ざ なれば 也。 雁 字 は 雲上に 翔る 句の ひ^きに 應 する もの か。 屯 字 は その 屯 をと る 也。 句に 群 をな 

すの 趣の み 也。 十哥 仙に 於て は、 二字 已 上の 評義、 これ 其 勝 劣 を 論ぜざる の 皆 也。 

と 見え、 また 『俳諧 十 論』 の 「法式の 論」 の 一 節にば、 

判者の 心得と いふ は、 宗匠の ー體 別名ながら、 釋 門に 佛と 菩薩との ごとき、 三十 ニ應の 自在 を 得て、 世 

法 を あっか ふに 分別 あらん。 されば 詩 哥の勝 劣 は、 昔より 莉 子の 射に なら ひて、 連 俳 は 赌物を あらそ ふ 

時 も あれば、 道 を 損する も 判者に あり、 道 を 益す る も 判者に あり。 况ゃ百 韵の點 式に は 長 點の法 あり、 

圈點の 格 あ.^。 秀逸の 印 は 例の 危 ければ、 點も 無點も 判者の 變と いふべ し。 第一 に 判者の 心得 は、 俳諧 

一道の 點と いふ 事 を しるべし。 本より 其卷 にむ かふ 時 は、 宗匠の 附合を 聞に 殊 ならす。 指 合 は 筆者の 役 

なれ ど、 目にあた る 時は斷 るべ し。 さて 一 道の 點と いふ は、 判者の 心の 好 所 を 捨て、 例に 當句 のよ しあ 

しにな づ ます、 附 合の はこびの 會釋と 見えば、 たと へ 心に いらす とも、 ー點加 ふる は 勸懲の 法な り. - い 


でよ そ 一 本の 筆 を 動かして、 一 國 一 城の 人 をな びけ、 西へ も柬へ もむ かすべき に、 其 人 は 判？ <; の 1^ を ま 

なべば、 判者 は 其^に 化粧 をつ けて、 は其黨 の相詞 となりな む。 

, 『輕隨 筆』 に は、 

むかしの 長點 は、 卷屮の 秀逸と する 也. - その. 後 風流う つりて、 趣 ある 句 をお として、 拔^ と はせ す、 沾 

德 いはく、 發句 *脇* 第三まで は、 主客 功 者の する こと あれば、 さはる ことなくば、 t:^ 三まで：：^ 點 然るべ 

しとな り。 近来 は、 發 句より 表 八 句、 大 かたぬ しなき 句に て、 咏 藻した、 めけ る。 沽 iil のこと もい たづ 

らに 成りたり。 

『隨 齋諧 話』 に は、 

來風 體抄に 曰、 點に 長點 とて 二つ 引 事い かなる 事ぞと 試しに、 まづ共 A 俊の 悅 ：= 鈔に、 點のぉ さあ まり 

. おびた ビ しく 長く 引 事、 ロ傳 なきが いたす 處也。 長點 一 寸ー 一三 分に 過ぐ ベから す。 や 點は七 八 分 乃至 一 

寸 なるべし と 書たり。 また 備 州に、 宗 紙の 點の卷 あり。 點の 長短ば かり あり、 二つ 引し 點は なかり しな 

り。 またい つの ころ か、 烏 丸资慶 卿へ ある 人 歌の 點を 乞し に、 點の 長短の み 1?- て、 奥 寄に、 歌の 勝 あは 

點の 長短 を 以て 定 むべ し、 と あそばし たるな り。 かれ 是 おも ふに、 長と はなが き 也。 一分 二分の あらそ 

ひも、 たび 定めが たき 事 なれば、 二つ 引て 長の しるしと する なるべし。 

などと 兑 えて ゐる。 更に 「長 點」 (點 印) に關 する 記載と して は 『去 來杪』 の 「同門 評」 屮に、 

あさが ほに §w うちし く 男 哉  風  毛 
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魯町 曰、 此句或 人の 長點 也、 いか^。 去來 曰、 發句 とい はばい はれん のみ。 

とも あり、 『三 冊子』 に は、 

或 二三 子、 俳諧に しほ こりて、 歌仙 二三 卷 老翁に 點を乞 ふ。 師是 をう けす。 ！w 三の 後 その 人に 對 してい 

はく、 皆 秀作 也。 しかれ ども、 我お も ふ 所に 非す、 しゐ てと らんと せば、 是 彼の 內、 此 二三 やり 句と 拾 

られし 物 や 取 侍らん と 也。 その 人猶思 ひやます して、 終に 老師の 門に 入と なり。  . 

等が 見え、 『誹諧 世說』 に は、 この ことに 關 する 逸話が 見える。 卽ち、 「或 人 其 角に 卷の點 を 乞 f*」 に、 次の 如く w 

て ゐる。 

ある 人 其 角が 方へ 點 取の 一 卷を遣 はすに、 其卷甚 初心に して、 よき 點 すべきに も あらす。 其 角 その 卷を 

一 べん さら と 見て、 使に 返して いふ やう、 此卷は あまり 初心の 事 なれば、 我が 附墨 を勞 する に 及ば 

す、 連中の 先輩に 點を 乞べ しと 云り。 使 も 是非な く其卷 をう け 取、 さて 點料も 返した びてん やと 云け る 

に、 其 角が 云、 點料は 見 貧に おさめ 置な りと て、 返さ ざり ける とぞ。 され ど 其 角が 平常 風流なる 事 を 人 

皆 知りけ る ゆへ、 か \ る 事 をな せど も、 誰あって 貪れり とい ふ 人 もな く、 もとより 風雅に 私な き 其 角、 

何 を 以て 小錢を むさぼらん や。 今の 宗匠 顏 する 者の 内に、 其德 もな く 其 志 もい やし ふして、 みだりに 

古人の 洒落に 擬 せんとす る もの も あり。 甚 しきもの は、 風雅 を寶 物にして 短冊に 慣を 定め、 點 料に 甲乙 

を定 むる に 至る。 悲しき 哉。 其 角が ごとき は 其 志あって 其德 あり。 故に 貪る も 又 風流な り。 二三 子よ く 

戒めつ \ しみて、 無欲 無^の 風雅 人と 成るべし。 穴 賢、 塵 俗にお とりた る 誹諧 資 となる 事な かれ" いに 
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しへ 良 德 老人の 速 中、 老人の 高點 すくなき 事 を かこちた るに、 老人、 

三 終の 糸より 細き 誹 諧に 

點 とろ と いふ ぞ おかしき 

と 申されけ る を、 述 中の 返しに、 

三 殺の 糸より 細き 誹諧に 

點 ちんと ろと い ふぞ おかしき 

と 云 かへ して 笑 ひたりと ぞ。 か \ る 事 は 只お かしきた とへの みに いひ 出して、 さらに <.n: りと おも ふ 人な 

し。 是 天より おも はする ところに して、 平生の きょければ なり。 いにしへ より；！^ 諧を もて：！ を 糊す る も 

の、 點料を 受る事 は、 則 儒師の 朿修、 佛 家の 布施に 同じく、 是 なくて なん ぞ 口腹 を 助けん や。 故にむ か 

しの 隱者 桑門たり とも、 外の 業な く、 誹諧の み を もて 今日の 業と する もの- r、 料 を { ル めて 點を す も、 

又 風流 家の 一律な り。 

更に、 この 「船に ゎづ らふ」 の 句 は、 所謂 旅 鉢の 句で ある。 『俳諧 手 挑 灯』 に は、 旅 鉢の 詞 として、 

門出 餞別 乘掛 輕尻 蒲團張 駄貸 木 貸 跡附 本陣 旅 歴 出 女 

駄荷 泊 女 宿 取 川留 

と 規{儿 して あるが、 單に、 これ だけの 語彙の みに、 制^される 必要 はない。 なほ 『續五 論』 の 「旅 論」 を、 次に 

投引 して^く。 


旅 は 風雅の やつれ なれば、 旅の 情 見る 事 かた からん。 たま/ \ 風雅に やつれた る 人 もお のれが 觀相 にの 

み 落人て、 一句の 姿 しづむ にち かし。 吾 翁の、 ひよ ろ/ \と こけて 露け し、 といへ る も、 足縱 横に ふむ 

で^ 達の 大木 戶を 越る と ある も、 その 人 をお もへば みなた ふとし。 世 はたの しむべく、 世 はかなし むべ 

しとし りたら ば、 あるいは あらく、 あるいは こまかに、 どんすの 夜着に 逢 ひて は、 年 わすれの 酒に よ ひ 

ふし、 一 枚の 薦を 身に まきても、 花の 春 をい は ひ ありく、 是を 世に ある 自在 人と いふなる ベ し。 旅 はま 

づぅ きものと お ぼ へ て、 おもしろき は その 日の 德と おも ふべ し。 

されば 俳諧に * 旅の 附句 ばかりに は かぎらね ど、 まづ 旅と いふ 字の 見 ゆれば、 た^ 馬 • 駕籠 • わたし 場の 

船とば かりお も ひよりて、 丸 藥* 干 薑の附 合 も 耳に ありて おかしから す。 煎 豆 *麥 焦 は 順禮の 時の 附合 

とお ぼ ゆらん。 さる は 旅と いふ 一字に つけて、 その外の 寒暖 風雨 すら 貴賤 貧富の さか ひ を 見さ だめす。 

何 を 何に 附 たりと も、 山川 草木の すべて 旅に あらざる 物な し。 され ど附 べき 處に 附れ ば、 物の 名に 古し 

あたらしと いふ 事 は ある まじ。 名所 舊跡 などい へば、 松の木 を GI に するとい ふ附 句の、 行 先の！：/ \- に 

いひ わたりた る は、 いかなる 冥加の 松の木に か あらんと おかしがり しか。 21 とい ひ 松と いふ 名の 古しと 

いふに は あらす。 この 故に、 旅の 句と 戀の 句と は、 中に ありて 骨折るべき 事 也。 

初 旅に 先 雨の 降る ふ 仕 合 

は つ 旅 に みな 見る 事のお もしろ く 

初 旅と きけば、 むすこ か、 むすめと おも ひ よらる \ に、 始の初 旅 は、 住屋の むすこな どの 參宫 する にぞ 
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ありけ る。 この 泊より 雨に ふられて、 速の 人 も あまた 侍る が、 柿の 薬 人形の ように E に 穴 あけて、 首 さ 

し 出した る 人 も あるに、 さる は 草鞋に かゆる 時 わるし とて、 金柑の： S の やうに S 此 ながら 身に まき 廻した 

る 人 も 侍り。 手. S 御座 は 損の た.^ ぬ 物と て、 行末 負 ひ ありく も 心なが し。 され どこの むす 子 は i;; むらさ 

きの 一 字の ゆかり や あるらん、 手 習 師匠に 合羽 かされて、 この 時 か k りたり とうちき ぬれ ど、 終日の： g 

に、 うは の ゆかた もし ぼる ばかりなる、 雨の 日の ふ 仕 合と、 前.？ を兑 さだめて、 

初 旅に 先 雨の 降 不仕合 

若衆の さがる 髮の 結ぶ り 

かくいへば、 前髮の 笠に おされた る ありさままで、 など 前 句の 意 哝を附 落し 侍らん。 次に 出立た る 初 旅 

のさ ま は、 みな 見る 事 をお もしろ がれば、 ね よげ の 草の はづ かしき 顷には あらで、 廿 もや & 過；；；： たる 女 

の 情と 見るべし。 しからば、 人の なさけ 世の あはれ も、 おも ひわくべき 年の ほど、 兌て、 

はつ 旅に みな 見る 事 の お も し ろ く 

男戀 しう 城で としょる 

かくいへば、 ひたぶ る おもしろき は、 ひたぶ る氣 のつ まりた る 事 あるべし と、 ー} 一：： 外の 余情 も兑 わたりた 

る は、 城の 一 字 骨折なる ベ し。 

土橋に か&る 馬の 鈴お と 

富 士を眞 向に 乘て行 馬 
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旅に かごの 句 は あまた ありながら、 一 句の 姿と 情に て附句 まちくな らん。 か- -る旅 鉢の あらんに、 

^打， 畑 打 • 村 はづれ • 宿 はづれ とい ひたらん に、 つかぬ 句 は ある まじ けれど、 始の馬 は 土橋に か，^ る 

といへ るいき ほひ を 見れば、 我 門 を 出て 十 町に は 過ぬ 馬 也。 た^今 あの 土橋に か \ りたり と 見送りて、 

土橋に か- -る 馬の 鈴お と 

機嫌よ ふ 旅に た.^ する 親心  - 

かくいへば、 出入の 姥も そこの 門に 立 まじりて、 寺 のぼりの 頃の 稚 名まで いひ ふらし、 今の ゆ.^ しさ を 

も ほむる なるべし。 次の 馬は眞 向に 乘て 行と いさみたれば、 心に うれしき 事 あらん，^ -見 さだめて、 

富 士を眞 向に 乘て 行む ま 

元服に なを 奉公 の おもしろく 

かくいへば、 御物 あがりの 一江 戶に千 石と おも ひとりた る は、 うかめ 過て 行す ゑお ぼっかな し。 是は富 

士と いふより 見定 たる 旅の 情なる ベ し。 

風呂敷 を片 よせて 置 窓の 下 

たびね はさむ き 老僧 の 咳 

かく 附 侍しに、 風呂敷の 句ぬ し、 片の字 さし 合て 侍り、 搏 ると 直し 侍らん と 云。 しからば 附 句の 心 もた 

が ひぬべし。 

風呂敷 を 捲て 置 窓の 下 


異見 を すれば 小便に たつ 

始の 片寄て とい へば、 一 一三 日 も 旅に ある 句 也。 後の 描て とい ふ 時 は、 をのれ が "おに ありて、 明：：： た、 ん 

とい ふ 今^なる べし. - しか又片寄て5!^-とは、 W 心ぶ かき ギ寄 也。 称て 置と は 手 ま はし はやき i:; 人 か 

く 老若の さか ひまで も あるべし。 親 ご.^ ろの くど/ \ 敷、 矢 橋の 船に はの るな、 芝お の 巾 i.;^. 寐 所の 

の 置 どころ まで、 まして 色町の わる づ かひな ど、 たら/ \ の異兑 しか」 りたれば、 むすこ は 親；： よりか 

しこし と 聞な ぐり て、 小便に 立 ふりして 友達の 方へ 暇 乞に 行たり と兑 て、 二 句の さか ひ 分明なる べし。 

されば 旅 *戀 の 二 鉢ば かり、 あるが 中に 附 わきがた きもの 也。 よのつねの 附句 といへ ど、 この さか ひ あ 

る まじき 也。 世に 俳諧す る 人の け ふ もい ひ、 あす もい へば、 おなじ 事ば かりい ふやう にお もへ ど、 それ 

はさし あたりた る 氣變を しらぬ 人の いひなる べし。 たと へば • 明 くれ あそびに 來る 人に、 お出 か、 あが 

り 給へ とい はむ に、 いふ 人の 顔つき *聲 のす み にごりに て、 あがれと おも ふ 時 も 有、 あがるな とお も ふ 

時 も あるべし。 いふ 人 もい はる.^ 人 も か はらす、 詞も おなじ ことばな るに、 得失 是非の たが ひ ある は、 

是 さしあたり たる 氣變 也。 しかる を、 あがれと いふ は、 いつも あがりて、 たばこ 吸 ふ とのみ おぼえた 

る 人 は、 俳諧の みに は あら じ、 仕官 • 商買 の 道に も 心 もとな し。 まして 附句 など は、 夕べい ひたる を 

今 { 竹乂 いふと も. 一字 ー點 のた が はぬ S は あら じ。 よしたが はすと も、 八/, 竹の： S 變 によるべし。 旅と い 

へばなら 茶 樂と おも ひ、 戀 とい へば 紅 皿 • おしろいと 覺 なら ひたる は、 祌樂 人形の； W 吹 やうに、 ^ 

は 鼻の あたりに も 押 あてつべし。 世の 曾 葉 を 濱の眞 砂に たと へたる は、 つきせ ぬ 風雅なる べし。 その 砂 


ひ 47：). 


の數に は" 五色の たが ひ はな けれど、 おなじ 事の ひとつ.，— わかれた る 也. -道は 一一 一一！： 薬 を もて 意 を やぶる 

ベから すと いふ は、 意の 新 古 を 論ぜす、 文章 は 意 を もて ことば を やぶる ベから すと いふ は、 意の 新 古 を 

論じた るな り。 道に あきらか ならん 人の、 なに か 言 薬に まど ひ あらん。 

お 寺から 目下に 城 も 見 ゆる 也 

笠し きながら たばこ 吸ゐる 

されば、 よのつねの 附句 といへ ど、 かく 附 たらん は、 宫も寺 も、 山 類 も水邊 も、 おなじ 事な らん や。 た 

とへ、 豆腐 • こんにゃくと 思 ひよ せたり とも、 寺から はとい ふ 五 文字に なりて、 おの 字の 風情 は附 落し 

侍らん。 

お 寺から 目下. に 城 も 見 ゆるな り 

夜着の 馳走に 逢し 久六 

かくいへば、 城下の 寺の 富貴 を、 久 六が ほめ なぐりた る ありさま、 おの 字ば かりならん や、 様の 字な を 

あるべ し. - 

隱 居に は 灯 も とぼさす に 宵 まど ひ 

垣 の 干葉の 風にから つく 

かく 附 たらん は、 木陰の 社家 • 在 鄕寺 などい はむ も、 おなじ 附句 ならん や。 たと へ 行水 • 夕食と 附 たり 

とも、 灯 も とぼさす とい ふ處 は^ I し诗 らん。 
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隱 居に は 灯 も とぼさ やに 宵 まど ひ 

先度 の 餅 は 何に なった ぞ 

かくいへば、 本屋の 女房の 下部 共 相手に して、 隱居を そしり ゐる ありさま 迄お も ひやら る。 さる は 世に 

ありふれたる 情なる ベ し。 

されば とて、 附句 は、 〔：^ さいかむ、 寒さい かむ と、 前 句 を 料理して 附 たらん は、 土圭の 中のから くり を 

見る やうに て、 むづ かしき 糸の むす ぼれ も 侍らん。 明 くれ 枕の 上の 工夫 を その 座に あたりて いはんに、 

よき も あしき も、 その 情に いたりて しるべき 事 也。 

最後に、 積军 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 船に ゎづ らふ 云々。 

今 嫌 ふと は、 貞享の 頃まで は、 此 趣向 一句に たしか 成處を はたらき 侍る。 元 fS に は、 船 の 中に て Hit の W 

ふと 作るべし。 是 句に ゆるみ ありて、 心に 西國 方の 大名の B1 と 聞へ し、 是を餘 情と もい ふ。 前 句へ 付て 

は西國 ときこえ 待れ ど、 其 船に 煩 ふ 馬 を 東國の 馬と も、 渡し船の 俄烦ひ 共、 又附 句より 變 化して 行かれ 

る やうに 句に ゆるみ ある、 其 ゆるみより 一 卷の はこびよ ろし。 是元 祿 の專 とする 所、 他 n に 一 句のお お 

曲節 を 好む と は、 格別なる を 知るべし。 

と 見えて ゐる。 
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一一 一七 弓 張の 角 さし 出す 月の 雲  去 來 ① 

去 來問曰 此句も 手帳なる へ き や 先師 曰 手帳なら す 雲 も 角 も 弓 張 月 も ② 

いはね は 一 句き こえす  © 

「校 異ー  . 

IS 異同 ナ シ。 

II ③去來 問 曰 I 去來 曰。 雲 も 角 も 弓 張 月 も —雲 も 弓 張 月 も。 ® 一  句き こえす —聞 へ す。 

IS ②去來 問 曰 —去來 曰。 雲 も 角 も 弓 張 月 も —雲 も 角 も 弓 張 も。 ③ いはね は —云 はね は。 一 句き こえす I 一  句 聞え す。 

①此 ノ句ノ 頭-一 r@」 ト アル。 ③ 一句き こえす II 句 K えす。 

圜①此 ノ句ノ 頭 一一 「@」 ト アル。 ②此句 も 手帳 I 此句も 手 張。 曰 手帳— 曰 手 張。 © 1 句き こえす I 一  句 聞え す。 

13 異同 ナシ。 

ゆ ふ  はり  つの  いだ  つき  くも  きょ  らい 

弓 張の 角 さし 出す 月の 雲  去  來 
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去來 問うて 日 はく、 此の 句 も 手帳なる べき や。 先師 日 はく、 手^なら t  Kl も^も^ も、 いはねば Y 化き こ 

えす。  . 


「弓 張の 角 さし 出す 月の 雲 去來 J 11 わたくし はこの 句 を 作って はみ ました もの.，、 多少 不安で ございました 

ので、 師 翁に、 「この 句 も 手帳で ございませ うか。」 と、 お 伺 ひいた します と、 師翁は 「いや、 この 句 は u:,^ では あ 

りません。 雲 も 角 も 弓 張 月 も、 みな 必要な 言葉で、 言 はなければ、 一句の 景 趣が 通じません。 一一 n はで もの こと ま 

で を 句の 上に 並べ て、 徒に 巧 を 弄した ものと 同一 に はでき ません よ o」 と、 仰せに なりました。 

①弓張 弓 張 月。 弓形 をな して ゐる 月、 卽ち 弦月。 半月。 弓 張の 角と は、 弓 張 月の 一 端が 雲から 出た 所 を、 に兑 立てた もの。 

fly  . 

この 「弓 張の」 の 句の 出典 は 、『去 來抄』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 

なほ、 この 「弓 張の」 の 句 は、 恐らく 月の 定 座の.？ であらう と 思 ふが、 速 句に 於いて は、 ：：：： 乂は 花のお 麼の 句 

の 作者 は、 一座 中の 先輩 或は 上手に 囑 すべき 定めに なって ゐ たもので ある o『isJ の 松- 小』 に は、 こ. ^て關 して、 次 


の 如き 記載が ある。 

さりぬべき 人/ \- の會 にも、 句の 所 を あらそ ひ、 月 花の 座 をね らふ 事、 いかに あさまし や。 人 その 位に 

あらまし かば、 などお のれが 心に も 叶ざる べき や。 物 はかなら すお くれよ と、 古風の 老子 も 申され 待り 

し を、 か， -る 事、 風雅の 上の みに も かぎら じ。 

因みに 蓑』 中の 速 句の 中から、 月の 定 座の 句に、 それ-^ の 前 句 を 添へ て、 次に 列擧 してみ る。 


ま 


靑 


さ 


こ 


たぬき を おどす 條 張の 

いら 戶に蔦 這 か.^ る 宵の 

春も盧 同が 男 居 なり に 

さし 木つ きたる 月の 朧 

おも ひ 切た る 死ぐ る ひ 見 

夭 に 有 明月の 朝 ぼら 

僧 や \ さむく 寺に か へ る 

る 引の 猿と 世を經 る^の 

てんじゃう まもりい つか 色づ 

そ -/.\- と 草鞋 を 作る 月 夜 さ 

あぶらかす りて 宵寢す る 


弓 

力 

し 


史 

I 巴 

凡 


邦 

ま 

リ 

氧 

來 

.Tts 


(ず！ の 羽の 卷) 


飞司 


(同一 


(市中の 卷) 


(同 


一 C  oD^  )- 


新 

金 


r;; 敷なら したる 月 かげに 

轉と 人に よばる \ 身の やす さ 

あつ 風呂す きの 宵 /\ の 月 

何お も ひ 草 狼の な く 


夕 


片 


ヒ 

ル 


こ 


の 

る 

月 


守 

の 


る 

聲 


の 月 


見 る 


野 

一 巴 

凡 


素 

凡 


フ 

リ 

水 


(灰汁 袖の 卷. ) 


(同一 


男 


(梅サ^？^の卷) 


月夜 岡の 萱 ねの 御 

しとぎ 祝うて 下さ れ 

隅に 虫齒 か.^ え て 

雀 か たよる 百舌鳥 

に 手 を あた- r むる 

夏 も かなめ をく- 1 

醤油ね させて しば し 

翠阖の 『去 米抄 評』 に は、  • 

〇 弓 張の 云々。  • 

去 來が問 は、 馬の 船に て 煩 ふ は 西國の 船路 なれば、 是定 たる 事 也。 其 定 たる 事 をい ふ を 手帳と いへ るに 

やとお も ひて、 此弓張 月 は 角の 有 物故、 其 角の 雲より 出る は定 たる 事故、 是も 手帳に やと 問た るなる ベ 

し。 ばせ をの 手帳なら すと 答し は、 發句は 其 姿の 服 前 をい へば、 弓 張 月の 少し 斗 雷 より 出た る、 そ 0- 
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わ づか成 處を見 付て、 感じて 言 出せる、 其 姿 を とれば、 手帳に あらす。 有べき 事の 中に 見お て 句に する 

と、 又 誰々 も 常 見に 見る 事との 境 あり。 上手 はよ き 事を兒 付、 下手 は あしき 事 を 見 付る、 此物好 を よ 

しと も あしと もい ふが、 發 句なる べき か。 

と 見えて ゐる。 

參 

一一 一八 丁稚 か 擔ふ水 こ ほしけ り  凡 „^  ① 

一 5- は 糞な り 凡 兆 曰 尿 糞の 事 も 申 へ きか 先師 曰 嫌 へ からす されと 百韵 ② 

とい ふと も 一 一句に 過 へ からす 一 句なくて もよ からむ 凡 兆 水に 改む  ® 

0 ①丁. Ml て つ ち。 擔ふ— 荷 ふ。 ②初は I 初めは。 事 も I 事。 百韵 I 百 韻。 ③過 へ からす I 過く へ 力ら す よから む I 

よからん。 此ノ 章ニ績 ィテ、 次 ノー 章ガ アル。 「妻 呼 雉子の 身 を ほそうす る 去来 初 は 雉子のう ろた へて なく 也 先師 曰 去來か 

く はかりの 事 を しらす や 凡 句に は 姿と いふ 物 有 同し 事 を かくい へ は 物お と 也」 

III ① 丁稚-てつち。 擔ふ —荷 ふ。 ②事 も— 事。 嫌へから す— 嫌 ふへから す。 百韵— 百 韻。 ® なくても I なくと も。 よか 

らむ —能 からん。 兆— 兆。 此ノ 章ニ續 ィテ、 次ノ 一 章ガ アル。 「妻 呼 ふ 雉子の 身 を 細 ふす る 去来 初 は 雉子のう ろた へて 啼 


也 先師 H 去來 かく 斗の 事 を しらす や 凡 句 は 姿と いふ 物 あり 同し 事 を かく 姿と はなる 物 をと 也 

IS ①擔ふ I 荷 ふ。 こ ほしけ り— こ ほしたり。 ③她 へからす— 她 ふへから す。 百韵 —百 韻。 ③ いふと も —云 ふと も。 過へ 

からす— 過く へからす。 よから む I 能 からん。 此ノ章 一一 續ィ テ、 次ノ 一 章ガ アル。 「妻 呼 ふ 維の # を 細、 つす る 去來 初 は 維の 

うろた へ て 鳴くな り 先師 曰 去來浙 ばかりの こと を 知らす や 凡そ 句に は 姿と 云 ふ 物 有り IS し 事 も 浙ぅ云 へ は 姿と は 成る ものと な 

り」。  • 

lug ① 丁稚— てつち。 擔ふ— 荷 ふ。 こ ほしけ り I こ ほしたり。 此ノ句 ノ頭ニ  r® さるみ の」 ト アル。 ②糞 なり —爽 也〕 嫌へ か 

ら す—^ ふへから す。 百韵 —百 員。 ③ 過へから す— 不可 過。 よから む— よからん。 改 む— あらたむ" 此ノ 章ニ續 ィテ、 次ノ 

一章 ガ アル。 「® 妻よ ふ 雉子の 身 を 細う する 去來 初 は 雉子のう ろた へて なく 也 先師：： 去來 かく 斗の こと を. 9 らすゃ 凡 句 は 姿 

と い ふ もの あり 同し 事 を 成て 姿と はなる 物 をと なり」" 

團 ① 丁稚 I てつち。 擔ふ I 荷 ふ。 こ ほしけ り I こ ほしたり。 此ノ句 ノ頭ー 1® 猿 蓑」 卜 アル。 ③ 嫌へから す I 嫌 ふへから す。 

百韵— Kn 員。 ® 過へから す I 不可 過。 改む— あらたむ。 此ノ章 一一 續ィ テ、 次ノ 一  章ガ アル 。一 1®}=^ よふ 維子の. せ を 細 ふす る 

去來 初 は 維子のう ろた へて 鳴 先師 曰去來 かくは かりの 事 を しらす や 凡 句 は 姿と いふ もの あり 同 し を 成して 姿と はなろ 物 を 

となり」。 

へ からす— 嫌 ふ へ からす。 ® 過 へ からす I 過く へ からす。 

P 讒 

でつ ち  にな  みづ 

丁稚が 擔ふ水 こぼ しけり 


ぽん  てう 

凡  兆 
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初す め は I り。 凡 兆 曰 はく、 星の i も， べき か。 i ふべ tt され ど、 ひ 百 IT とい ふと も？.  一く 习 

に 過ぐ ベ からす、 一 句なくて もよ からむ。 0  ^に^;^。 

「丁稚 I ふ 水 こぼしけ り 凡 兆」 —初めは この 凡 兆の 句 は 「丁稚が 檐ふ g こぼしけ り」 とい ふ？ ございま 

した。 けれども、 凡 兆が、 師 翁に r 證尿 などの 事 も、 ー卷の 中に 言 出して、 よろしい もので ございませ うか。」 と 

お 伺 ひいた します と、 師翁 は、 「それ は 言うても 差 支へ ありま せんが、 百 韻で さへ も、 尿 を 詠んだ 句が 二 句 以上 

も あれば、 目立ち 過ぎて いけません。 又 かう した こと は、 百 韻の 中に 厂 さなくても でものです。」 と、 IL 

ました。 その眷 管 伺って、 百 韻で さへ も その 位の ことならば、 まして 歌仙の 中の 一句と して は 少し 種 かで な 

いと、 凡 兆も考 へ たので せう。 みづ から、 この 句の 「ぎ を 「水」 に 改めた ので ござ いました。 . 

① 丁稚 職人 又は 商 入が 年期 を 定めて 使 ひ 育てる 幼年 者 をい ふ。 ②百韵 百 句で i 滿尾 する 連句の 太 式で ある。 蕉門 にあ 

つて. - 比較的 百韵 よりも 歌仙 i 土ハ 句で 一 卷鐘 する もの) の 方が、 多く 試みられ たが、 蒲 門 si にあって は * 連句 とい へ 

ば、 S 力 普通であった。 そして、 多くの 連句 作法 書に 規定され た 去 嫌の 法則な ども ，百韵を 規準と して 定められて ある。 なほ 

F 韵の 內容 は、 初 表 八 句、 初 裏 十四 句、 二の 表 十四 句- 二の 裏 十四 句、 一二の 表 十四 句 • 三の 裏 十四 句、 S の 表 十四 句. 塞の 
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裏 八 句で ある 《 


i 1 1 

この 「丁稚 か擔 ふ」 の 句の 出典 は 『猿 蓑』 で、 同書 所收の 歌仙 「市中 は」 の 卷の名 殘_| ^叫：？ H! に 相 (：E する が、 

「水 こ ほしけ り」 は 「水 こ ほしたり」 と 見えて ゐる。 その 歌仙 は 、『猿 蓑』 中で も ti^ 一  の 作お と、 古米 S せられて 

ゐる もので、 次の 如くで ある。 

中 は 物のに ほひ や 夏の 月  凡  兆 

あっしく と 門/ \ の聲  0 

番 草取り も rai^ さす 穗に 出て  去  來 

灰う ちた.，， くうる め 一枚  兆 

筋 は 銀 も 見 しらす 不自 .5 さよ  燕 

たビ どひ やうし に 長き 脇 指  來 

村に 蛙 こ はがる 夕まぐれ  兆 

藤の 芽と りに 行燈 ゆりけ す  蒸 

心のお こり は 花の つぼむ 時  來 

能 登の 七 尾の 冬 は 住う き  兆  ， 


市 

道 


魚の 骨し はぶる 迄の 老を 見て  蒸 

待 人人し 小 御門の 鎰  來 

立 か X り 屏風 を 倒す 女子 共  .  兆 

湯殿 は 竹の 贅子 佗しき  蕉 

茴 香の 實を吹 落す タ嵐  來 

僧 や. 4 さむく 寺に かへ るか  兆 

さる 引の 猿と 世を經 る^の 月  蕉 

年に 一斗の 地 子 はかる 也  來 

みづ たまり 

五六， 本 生木つ けたる 满  兆 

足袋 ふみよ ごす 黑ぼ この 道  蒸 

追た て- - 早き 御馬の 刀 持  來 

でっちが 荷 ふ 水 こぼしたり  兆 

戶 障子 もむ しろが こ ひの 賫 屋敷 
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その ま. 

•D  、i 

ゆ 力 

草庵に 


にころ、 び 落た る 升 

みて 蓋の あはぬ 半 

暫く 居て は 打 やぶ 


0 


さ 


な 


いのち 

ま ,<\ - に 口  ^ 

浮世の 


嬉しき 撰 集の さ 

か はりた る戀 をし 

衆 は $1 小町な 


た 

り 


ぐ み 


手 

但し、 由 誓 S 

わ 


げ 

り 


來 

來 

有 

來 


に故ぞ 粥す、 るに も 

御留 主と なれば 廣き 板 

の ひらに 虱 這 はする 花の か 

かすみう ごかぬ 晝の ねむた 

：藏の 『猿 蓑 草稿』 に は、 この 句 は、 

つばが こ ゑ を 打 こぼしけ 

と 見えて ゐ るとの 事で ある。 こ- 1 に 「生」 と あるの は 「加 生」 の 略、 加 生 は 凡 兆の 別號 である。 

卽ち、 鋒な どの.？ はー卷 のうちに 何箇 所 も 出て は あまりに 21 立ち 過ぎる から、 せめて  一 位に.^, めよ とのな 

i- なのであって、 全然 連句に 用ゐ てはいけ ぬと いふ 意味で はない。 t い 巴蕉が 一 應 して ゐる 速.？ (歌仙) の 中に も、 

例へば 『別 座 舗』 所牧の 「紫陽花 や」 の 卷の名 殘裏ニ 句 目に は、 


生 


獎汲 むに ほひ 隣 さうな り  子  珊 

と 見え、 又、 『雪 まろげ』 所牧の 「星 今宵」 の卷の 名殘表 一 句 目に は、 

魏を引 雪 車 もお かしき 雪の 上  芭  蕉 

の 句 さへ 散見す るので ある。 『葛の 松原』 に、 

古人の 語意 を 用る 事、 一字 牛 一一 一 II： もた やすから す、 いかにお もしろ きとて、 辭 いやしく 姿 もく だ-^ 敷い 

ひ 出たら むは、 賁人 • 公子に 寵 せらる- -辨 利の もの \ たぐ ゐ なるべし。 

と あるの も、 この 意味の 言葉と 見做し 得よう。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、. 

〇 でっち か 荷 ふ 云 々o 

凡 兆に かぎらす、 風雅と いへば 上品に きれいなる 事の み、 やさしく 作る 事と 心得た る 輩 多し。 何事 もい 

と はざる 俳諧の 活計、 可レ 察。  . 

と昆 えて tQ る 0  〈註。 積 S か 園の 「去 來抄 評〕 に は、 この 章の 次に 一 

さ ミズ ^  ^  よぶ 維子の 云々」 の 章に 闕 する 記載が ある. 0 

一一 一九 ほんと ぬけた る 池の 蓮の 實  ® 

^花に かき 出す 椽 のかた ふきて  色 蕉  ® 
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此前句 出る 來 曰か 、 る 前 句 をの かす へ からすと て數刻 案し たれ © 

と $1 くな し 先師に 附句を 所望し けれ は斯 こそ 附 4g へれ  © 

pis  . 

S ①前句 I 前" ほんと I ぼんと。 ③ I 巴 蒸 —はせ を。 ③ 出る 時 —出け る 時〕 のかす へからす とて 數刻 案し たれ と^くな 

し —のか さすつ けんに はいか >f と。 e 先師に —先師の。 附句— 付 句。 斯 こそ 附^ へれ— かく 付^ ふなり。 

EIG 前 句 I 此ノ  二字 ナシ。 ほんと— ぼんと。 ② かき 出す— 花 出す。 ぉ^^|はせを" 出ろ 時 —出け ろ 時。 去來： ：—.^ 來。 

のかす へからす とて 數刻 案し たれと 皆- \ な し—^ さす 付ん に はいか k と。 。先師に —先師の。 斯 こそ 附給 へれ— 浙付玉 ふ 

也" 

前 句 —此ノ 二字 ナシ。 ほんと —ぼんと。 ぬけた る —拔 けたる。 ②かき 出す一かきたす。 かた ふきて— Ig きて。 K^l は 

せ を。 ® 出る 時 I 出け る 時。 か る— 斯る。 のかす へからす とて 數刻 案し たれと 皆くな し —週 さす 附んに はいか、 と。 

{ ^先. 師に— 先師の。 斯 こそ 附給 へれ— 斯 く附耠 ふ。  . 

圏① 前 句 —此ノ 二字 ナシ。 此ノ句 ノ頭ニ 「@」 ト アル。 ② かた ふきて— かたむきて。 卞： J 藤 I はせ を。 ③ 出る 時 —出け る 

時。 前 句 をの かすへ からす— 前 句^す へからす。 S 皆- -— 皆 i。 附句 —附" 浙 こそ 附給 へれ— かく こそ 付^へ れリ 

闘①前 句— 此ノ 二字 ナシ。 此 ノ句ノ 頭-一 「©」 ト アル。 ③ かた ふきて —かたむきで。 ^-! I^il はせ を。 € 出る 時 ける 

時。 前 句 をの かすへ からす —前 句 を 逃す へからす。 ④附句 —附。 斯 こそ 附給 へれ I かく こそ 付^ へれ。 

國 異同 ナシ。 


ぼんと ぬけた る 池 の 蓮 の、 實 

く  11 にかき 出す 緣 のかた ぶきて  色  蕉 

，： k の fi^ にづ る嚼、 ¥i ぼ はく、 か- - る^が をのが すべから すと て、 數刻 案じ たれ ども、 皆々 なし。 先師に 附句 

を 所望し ければ、 かく こそ 附給 へれ。 

一口 譯ー 

「ぼんと ぬけた る 池の 蓮の 實」 「咬く 花に かき 出す 緣 のかた ぶきて 芭蕉」 — この 「ぼんと ぬけた る」 とい ふ 

前 句が 出ました 時、 わたくし は、 この やうな 秀れた 前 句を附 けの がして は殘 念で あると 思 ひまして、 何とかして 

この 前 句に うまく 附 くやうな 秀れた 句 を 作りたい ものと、 しばらくの 間、 考へ續 けました。 一座の 連 衆 も、 皆 わ 

たくしと 同じ やうに 句 案に 耽り ましたが、 誰に もい & 句が 出來 ませんで した。 それで、 最後に、 師 翁に 附句 をお 

願 ひいた しました ところ、 この やうに お作りに なって 下さいました。 

G 蓮の 蓮 は 夏の 季題で あるが、 その 實の 飛ぶ の は 秋の 季題と なって ゐる。 所で この 秋の 句に 對 して、 次の 咲 花卽ち 春の 附句 
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を治定 する こと は、 季 移り も甚 しく， 殊に 情. i に 緊密な 關聯 がない。 次の 咲 花 は 或は 誤錄 かと も 思 はれる。 6 かき 出す ゆ』 

ぎ 出す。 ③數 刻 刻 は 一 晝 夜の 百 分の 一、 一日 を 十二時と し、 晝 夜の 長短に よって， 一時に 仲 縮の 差が あるが、 平均 一時 は 

八 刻 三分の 一 に當 る。 春分 及び 秋分 は 晝夜各 五十 刻。 冬至 は晝 四十 刻、 夜 六十 刻。 夏至 は晝 六十 刻、 夜 i: 十 刻で ある。 似し、 刻 

は 一 時の 三分の 一 を 意味して、 巳の 上刻、 申の 下 刻 等と 使用す る 場合 も あり、 又 一 時の 四 分の 一 を 意味して、 ：：： 盛 を ほどこした 

漏刻 も 昔 はあった。 此 處に數 刻と は、 その やうな 嚴 重な 穿鑿 は 必要と せず、 唯醬 くと いふ 程の 意で ある。 6 所 W が^^みねが 

ふこと。 註文す る こと。 

この 「ぼんと ぬけた る」 及び r 唤く 花に」 の 句の 出典 は、 『去 來抄』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 

こ.^ に 「ぼんと ぬけた る」 の 句に 對 して、 門人の 人々 が 數刻考 へたが、 遂によ ぃ附 句が 出來 す、 -Hi^i に 所望し 

たと 傳 へられて あるが、 『三 冊子』 に、 

發句は 門人に も 作者 あり。 附合は 老呤の ほねと いひ 給 ひける と、 或 俳 書に あり。 

と あり、 また 『宇陀 法師』 に は、 

先師 常に 語て 云、 發句は 門人の 中、 予にを とらぬ 句す る 人 多し。 俳諧に おいて は 老翁が 骨 髓と屮 されけ 

る 事 毎度 也。 

とも 見えて ゐる 如く、 笆蕉の 連句での 手腕 は、 發 句よりも 數等 勝れ、 且つ 自信が あったら しい。 『三 冊子』 に 「或 

俳 書」 と は 恐らく 此の 『宇陀 法師』 等 を 指す ので も あらう が、 此の こと は、 なほ^ 齊 に傳 へられて ある。 
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一 また 『行脚の 投』 の 一 節に、 

人の もとめな きに、 己が 句 をいだ すべから す。 望 を そむく もしから や。 

と あるの も、 この 際考へ 合すべき であらう。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、... 

〇 ぼんと ぬけた る 云々。 

蓮の 實 ぬける は 秋季 也。 そこへ 花を附 るに むづ かしく、 又 花嫁 • 花 心の 類 ひより、 此 蓮の 實 のぬ けたる 

. に、 座禪 のさと りと も、 又は 身のお とろへ たる 觀相 も、 付けば 付くべし。 され ど 夫 等の 附 心の 深く 一ん W 

重ければ、 所に もよ るべ し。 爱 にお ゐて は、 此句 は、 蓮 池 は 秋の 頃ぬ けたる 蓮の 實の の 池の 岸な どに 

■ 有る、 さる を れば そこに 花 も 唆て、 そとへ 凉み臺 様の 物 片付^た る を、 二人して かき 出せば 足な ど ゆ 

がみて 有る、 其 さま 見る 心地 せらる。 たと へば、 しのばす の 池の ほとりの 如し。 

と 見えて ゐる。 

E0  くろみ て 高き 樫 木の 森  © 

咬 花に 小き 門 を 出つ 入つ  苞  蕉  ③ 

比 前 句 出け る 待 去 來曰前 句 全 鉢 樫 木の 森の 事 をい へり その 氣色を 失 ® 


はす 花 を附る 事む つかし かる へ しと 先師の 附句を 乞け れは斯 付て 见 ④ 

せ 給ぬ  © 

IM の此ノ 句/頭-一 「前」 ト アル。 ②笆蕉 I はせ を" ® 前 句全牀 I 前 句 全 休。 if 木の 森 —樫の 森。 失 はす— 失な はす。 

{5 附る事 I 付けん 事。 附句を —付 句 を。 斯 付て I かく 付て。 ® 見せ 給ぬ I 見せた まひけ り。 

ES ① くろみ て —黑 みて。 樫 木の 森 I 樫の 木の 森。 ③ 小き 門— 小サき 門。 連— はせ を。 ③前 句全牀 —前 句 全 休。 if 木の 

森 —樫の 森。 その 氣色 I 其氣 色。 e 附る事 —付 外 はん 事。 ® 見せ 給ぬ I 見せ 玉 ひけり。 

！^の くろみ て —黑 みて。 樫 末の 森 —かしの 木の 森。 ® 色 花 一 —はせ を. - 6 樫 木の 森— 樫の 森。 い へり— 云へ り。 その (颯色 

I 其 景色。 6 附る寫 I 附候 はん 事。 乞 けれ は —乞 ひけれ は。 渐 付て— 斯く附 て。 ® 見せ 給ぬ I 兑せ給 ふ。 

B0 の 樫 木の 森 —徑の 木の 杜。 此ノ 句ノ頭 一一 「㊃」 ト ァリ、 又 * 欄外に 一 樫の 木に 花」 ト アル。 ③ 小き 門 —小さき 門。 

はせ を。 ® 前 句全牀 —前 鉢。 樫 木の 森 —樫の 木の 杜。 失 はす I うしな はす。 ④附る 事 I 付る 事。 附句を —付 句 を。 浙付 

て I かく 付て。 ® 見せ 給ぬ I 見せ 給 ひぬ。 

圏①樫 木の 森 I 樫の 木の 森。 此ノ 句ノ頭 一一 「©」 ト アル。 ③ 小き 門 —小さき 門。 ^蕉 I はせ を。 ②出 ける 時 I 出け る。 

前 句 全 鉢 —前 鉢。 その 氣色— その 氣色。 失 はす— うしな はす。 ④附る 事 I 付る 事。 附句を —付合。 斯 付て— かく 付て。 

€ 見せ 給ぬ I 見せ 給 ひぬ。 


② 小き 門 —小さき 門。 © その 氣色 —その 色 レ氣。 ④乞 けれ は —乞 ひけれ は。 斯 付て— 斯 付け て- 

せ 給 ひぬ。 


® 見せ 給ぬ I 見 


^  讀 


、ろみ て 高き 徑の 

はな  ち ひさ  もん  で 

花に 小き 門 を 出つ 


木の 森 

人り つ  芭 


蕉 


一 へ- 


け  しき ラ， 


- I  ミき きょらいい  まへ く ぜんたい かし き もり こミ  け しき .フ しな K な つ  こミ 

此の 前 句 出で ける 時、 去 米 曰 はく、 前 句 全體、 樫の 木の 森の 事 をい 7。 その 氣色を 失 はす、 花を附 くる 事む づ 

かし かるべし と、 先師の 附句を 乞 ひければ、 斯く 付けて 見せ 給 ひぬ。 


P 1 1 

「くろみ て 高き 樫の 木の 森」 ri- く 花に 小き 門 を 出つ 入りつ 芭蕉」 11 この 「くろみ て 高き」 とい ふ 句が 花の 定 

座の 前に 出ました 時、 わたくし は、 「この 前 句 は、 全體が 樫の 木の 森の 事を敘 してあります。 その 情景 を 失 はない 

で、 次に 花の 句を附 ける 事 はむ づ かしい ことで ございませう。」 と、 申しました。 そして、 わたくしどもの 手に は 

負べ ませんで したから、 師 翁に 附句 をお 願 ひいた します と、 この 通り 附 けて お見せに なりました。 


I 
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②花 俳諧に 於いて、 花の 定座は 月の 定座 と共に 重要視され たもので ある 0 歌仙に 於いて は、 花の 定 ば t= 通 初- に 一句：：：：. S 

殘の裏 五 句 目の 二 個所で あるが、 實 際に は それよりも 引上げて 作る 場合 も ある C ④花を 附る專 むづ かし 云々 迎. S- へ-」 よ- な 

物 力 ニ句績 いたりす る こと を 嫌って、 なるべく 1 卷が變 化 多い やうに 作る ので あるが、 此の 場合に は、 前 句に 樫 木の 森と いって 

あるので、 これに、 なほ 植物の 花を附 ける こと は、 避けなければ いけない 場合に なって ゐる。 さて、 此の 句の 出典に 徴 すると、 

實際は 「月 花に 小き 門 を 出つ 入りつ」 であるが、 新 樣に實 景の花 以外の もの を 作らなければ ならぬ ので ある。 

この 「くろみ て 高き」 及び 「へ^^花に」 の 句の 出典 は 『市の 庵』 で、 同書 所牧の 歌仙 「柳が,」 の卷の 初： 2^ 十 句 

口 及び 十 一 句 目に 相當 する が、 「咬 花に」 は 「月 花に」 と 見えて ゐる 0 その 歌仙 は、 くで ちる。 

閏 五月 廿 一 一日 

落柿舍 亂呤. 
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迎を たのむ 明日の 別 端 

薄雪の 一遍 庭に 降 渡り 

御前 はしん と 次 の 田樂 

追 込の 網 を 辰の ならす 音 

隣の 明屋 あらし 吹 也 

葬禮の あとで 經 よむ 道心 坊 

手拭 脫で おろす 牛 の 荷 

川 ひとつ 渡て 寒き 有 明 に 

岩に のせた る 田 上 の 庵 

正月 もい にやれば 淋し 廿日 過 

種 漬に來 ると.^ の 名代 

^花の 片 へら 殘ス しほ 鰹 

彼岸 を かけて お 隙 さ & やく 

白粉 を ぬれ ども 下地く ろ ぃ顏 

役者 もやう の 衣 の 薰 

なほ、 この 歌仙 は 『落 柿舍 日記』 にも 收 めら れて ある。 
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因みに、 此の 章 も 前の 章と 同じく、 花の 定 座の 前に 難句が 出て、 次 を附け 惱んだ 例で あるが、 『猿 蓑』 中の 連句 

の 中から， 花の 定 座の 句に 夫々 の 前 句 を 添へ て、 次に 列 降し みる。  . 


苔 


道 


手 


1 匕 

T ィ. 


さ 

な 力 

た - 


{4- 


！匕 

T ィ 


す 

畤 


し 木つ き たる 月の 朧夜 

ら 花に 並ぶ る 手水 鉢 

らの 雲の まだ 赤 き 

構鞦 つく る 窓 の 

藤の 芽と りに 行燈 ゆりけ 

心のお こり は 花の つぼむ 

御留 主と な れ ば 廣き板 

の ひらに 風 這 はする 花の 

何 を 見る にも 露ば か り な 

とちる 身 は 西 念が 衣 着 

しょろ -/\, 水に 藺の そよ ぐらん 

糸樱腹 一ば いに へお、 にけ り 

汐 さだまらぬ 外の 海づら 

!S の 柄に 立す がりた る 花の 暮 


り 


て 


凡 

芭 

去 


蕉 (富の 羽の 卷) 

兆 (同  ) 

來 (市 中の 卷) 

蕉 (同  ) 

水 

蒸 (灰汁 桶の 卷) 

來 (同 ) 

來 (梅 若 茱の卷 > 


うす 雪 か&る 竹の 割 下駄  史  邦 

花に また ことしの つれ も おらす  野  水 (E  ) 

ゾ ©翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 黑 みて 高き 云々。 

前 句 を 聞、 服 をふさぎ 考兑れ ば、 樫の 木の 森に 堺 あり、 門！^ り、 共 門 は 表 門 にも あらす、 ちいさき US- 

り、 それ を 人が 出つ 人つ の姿兑 へる • 夫れ を 何故と 兑れ ば、 # ^花 故と、 是琳 門は附 にて、 共 鬥 を 人の 出 

つ 入つ とい ふ は、 花の むすび なるべし。 是 先き に堺を 案じて、 後に 咬 花と S たるに や. - e-に支考が^^節 

を 後に 人れ るの 作と もい ふべ きか。 

と晃 えて ゐる。 但し、 こ \ に 「支考 が 季節 を 後に 人れ る 云々」 と あるの は、 『^の 松-ゆ』 に、 

月 花に かぎらす、 春秋の 季を 結ばむ に、 その 季を さきに 工夫せば、 あたらしき 趣向な かるべし. - 唯、 平 

生の 心に て、 當季は 後に く はへ たるが よしと 承し 也。 曲水、 歳旦の 三に は、 

お 葛籠に 花の 端綱の すゑ 振りて 

とい ふ は、 葛籠より 趣向 は 起り て、 花 は 末 後の 一 決なら し。 cL! 獸 木の 川 をい ひっ^け たる、 お ほく は 

あさまし。 

との 記載 を 指す ので ある。 


〈371). 


 て 372) —— 


S 綾の 寐 まきに うつる 日の 影  S 

なくく も 小き 草鞋 もとめ かね  去 來 ③ 

先師 曰よ き 上臈の 旅なる へしと そ予 これ をき、 て 頓に此 を 句 付 4^ り ③ 

ける 好 春 曰 上臈の 旅と き、 て 言下に 句 出たり 蕉 門の 徒の 修練 格別 也 ④ 

と感す  ® 

一校 異 I 

iseg 寐 II あやのね まき。 此ノ句 ノ頭ニ 「前」 ト アル。 i 鞋— わらち。 I 師曰— 此前句 出て 座中 暫く 付 あく 

みたり 先師 曰。 よき I 能。 なる へしと そ —なる へし。 予 これ をき X て頓に —やかて。 此 句を附 侍りけ る I 此句を 付. ④上葛 

—上人。 蕉 門の 徒の 修練 —襟 門の 徒 修練。 格別 也と 感す— 各 別 也。 

の寐 まき II 寐卷。 ②な くく も-泣く も。 小き —小サ き。 草鞋 I わらち。 もとめ かね I 求め かね。 ® 先師 

曰 —前 句 出て 座中 暫附 あくみたり 先師 曰。 よき— 能。 なる へしと そ ー なる へしと。 予 これ をき X て頓に I 頓て。 此 句を附 侍りけ 

る —此 句を附 て。 ④ 上臈 I 上 入。 き \ て Is て。 蕉 門の 徒の 修練 ハ 門の 徒の 修鍊。 格別 也と 感す —各 別 也. り 

I なくく も-泣 ^ 。 小き I ちいさき。 もとめ かね I 求め かね。 ③ 先師 曰 11 出 一」 擧 暫く 附 あくみたり 先師 曰。 よ 
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き— 能き。 予 これ をき 丄」 頓に— 去來 これ を 聞て やかて。 此 句を附 侍りけ る， I 此 句を附 る。 ^5き>-て—？1て。 花； 門の；：^ の修 

練— 蕉 門の 徒 修練。 格別 也と 感す —格別な り。 

葡① 錄の寐 まき— あやの 寐卷。 此ノ 句ノ頭 一一 「⑩」 ト ァリ、 又、 欄外-一 「上臈の 旅」 ト アル。 e なくく も I 泣く も。 小 

き I 小さき。 草鞋 I わらち。 もとめ かね— 求め かね。 ③ 先師： HI 此前句 出て m: 中 暫く 附 あくみたり 先. 師： ：。 よき I 能〕 予こ 

れ をき. -て頓 に— 予是を 聞て。 e 格^ 也と 感す I 格別な りと 感す。 

圏3 終の 寐 まき— あやの 寐 まき。 此ノ句 ノ頭ニ 「上臈 ノ 粧⑩」 トァ ル。 ④ なくく も-泣く も。 小き-小さき。 革鞋 I わら 

ち。 もとめ かね— 求め かね。 @ 先師 曰— 此前句 出て 座中し はらく 附句 あくみけ り 先師 曰" よき— 能。 予 これ をき X て^に I 

予是を 聞て。 ④き >1 て liw て〕 格別 也と 感す— 格別な りと 感す。 

国 ③ 小き I 小さき。 ④ 出たり— 出て たり。 

一一- き 

綾の 寐 まきに うつ る 日 の 影 

ち ひさ  わら ぢ  きょ  らい 

な く  ./(\ も 小き 草鞋 もとめ かね  去  來 

先師 曰 はく、 よき 上臈の 旅なる べしと ぞ。 予 これ をき k て、 頓に 此の 句を附 侍りけ る。 好 i^In はく、 上 脱の 旅と 

げんか  <  い  せう もん ま  しラ れんかく べつな り かん 

き &て、 言下に.？ 出で た. 《N。 蕉 門の 徒の 修練 格別 也と 感す。 

P 1 0  ^  - 
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rv, ノー  「なく くもいき 草ヒ. ^もとめ かね 去來」 11 この 「綾の 寐 まきに」 とい ふ 前 や 力 

よろしいで せう。」 と- 仰せられ ましたが- この |葉を 伺 ふや 否や- すぐに わたくし は も 

ものと t たらよ ろ 1 てせ 」 ける ことが 出来ました。 折から- その 席に は、 S が 居 合 

のせ r た rhr 句 Mhpg 裏き て、 11! 感じ 

さてく 湾 の 方 さお 手な みは- 格別な もので ございます。」 と囊 いたしました。 

a^i 出し I。  si  0101  © な，. くも 泣き. f。  I 髮 

び 綾 3^ 樣を し ナきぁ r0  -,>,p、  ，tivo^^。  こ 急に。 直ぐに。 

は 三 ii 。又  一 i 二 liil ま。 轉 じて 稱！ 人 8, 季 xli 

I 坂 上 氏-後 I 氏に 改めた。 本姓 は 中？ S と稱し 、向陽 堂 .1 軒と 號 した 1^ 

1 县、 年 五十 九。 11 して i 門に 於け る  一 I  ^ 

i し S 句の 作品な ども 殘 つて ゐる。 ④言 下に 墓の 終る か 終らぬ かの 時に。 ④ F  ^u.  P 

て敎 I ける ことの 意。 ® 修練 修め 練る こと 。みがきき たへ る こと。 ④格别 とり &別ぁ 
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この 「綾の 寐 まきに」 及び 「なく/、 も」 の 句の 出典 は 『物の 親』 で、 同書に r 芭蒸翁 15^ 仙 一 卷は、 ひと^ 山 

樱 とい へる 菜に いづると い へど も、 今 は 只 名のみ 殘 りて」 傳 はらぬ 爲め^ 錄 した 次第 を 記して ある。 而 して、 ：！： 

J 曰 所牧の 歌仙 「半日 は」 の 卷の名 殘裏ニ 句 目 及び 三 句 目に 相當 する が、 r 寐 まきに うつる」 は 「寐卷 に.：？ ふ」 と 

見えて ゐる。 (「.g』g5ftMll さあに， r6) その 歌仙 は、 次の 如くで ある。 

上御靈 にて  . 

半日 は 神 を 友に やとし 
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野中に 捨る錢 の 有た け  •  ^ 

月 細く 小雨に ぬる \ 石地藏  邦 

世 は 成， 第い も 燒て喻 ふ  兆 

一秋 を 子に 薄 を 妻に 家 建て  ^s^i 

あやの 寐卷に 句 ふ 日の 影  石 

泣/... も 小き 草鞋 求 かね  來 

たばこの 形の 風に うごけ る  哉 

眞 向に 花 表 を 見込 花 ざ かり  桃 

霞に あへ る 鷹の 羽 遣 ひ  邦 

この 「緩の 寐 まきに」 及び 「なく も」 の 句に 就いて、 『花實 菜』 に は、 

綾の 寐 まきに うつ る 日 の 影 

泣く も 小き 艸鞋 求め かね  去  來 


此前句 出て 座中 暫く 附 あぐみたり。 先師 曰、 能 上 藤の 旅なる べし。 頓而此 句附。 好恭！ ：、 上人の 旅と M 

て 言下に 句 出たり。 蕉 門の 徒 修練 格別 也。 

と ある. - 

こ&に 「蕉 門の 徒の 修練」 とい ふ ことがあ るが、 『去 來杪』 の 「修行 敎」 の 中には、 隨 所に 所 IS 「蕉！ ： の 徒の 修 
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練」 に關 する 記述 を 見出し 得る ので、 例へば、 その 中には、 次の 如き もの も ある. - 

去來 曰、 俳諧の 修行者 は、 おのが 好みた る 風の 先達の 句 を 一す ぢに 尊み 舉 びて、 一句々々 に不， 港 をお こ 

し、 難 を 構 ふべ からす。 若し 解が たき 句 あらば、 いかさま 故 あらんと 工夫し、 或は 功 者に 尋 明むべし。 

我が 俳諧の 上達す るに したが ひ、 人の 句 も 聞る もの 也。 初めより 一 句々 々を とがめが ちなる 作者 は、 吟 

味のう ちに 月日 かさなりて、 終に 功の 成た る を 見す。 先師 曰、 今の 俳諧 は 日頃に 工夫 をつ けて、 席に の 

き ささ 

ぞん では 氣鋒を 以て 吐べ し、 心頭に 落す ベから すと 也。 -支考 曰、 むかしの 俳諧 は 如 來禪の ごとし、 今の 

はいかい は 祖師 禪の 如し。 捺着 すれば 卽ち轉 す。 

凡そ 修行 は 我が 得た る處を やした ひ、 いまだえざる 處を學 ばビ、 次第にす \ みなん。 おのれ 繙に 得た る 

所に なづ みて、 他の 勝りた る を うらやま すば、 功 をな す 事 終に あるべ からす。 

また 『花實 集』 に は、  • 

去來 曰、 人 各 才智 ありて 修行い まだ 足 はすと も、 句 も 附合も 能し、 人々 是を ほむれば、 我 も 能な すぞと 

おも ひとりて、 心に ひとつ 關を 居れば、 それより 長く 風雅の 逆路に おもむくべし、 おそるべきの 一筋 也。 

たと へ 心 は 古人 を耻 すと おも ふと も、 修行に ぉゐ て何ぞ 及ぶべき 所 あらん。 されば 此 道の 習 ひとして、 

心 は 高う 遊ぶ とも、 業に お ゐては 我眼當 とすべき 人 をた よりて、 渠は 上手、 是は 及ぶべく も あらす とお 

も ひて 精出しな ば、 一際 其 人より 上達すべき 事 疑 ひなし。 人の そしる も是 ならす、 我よ しとお も ふ も 非 

ならす、 唯 修行の 道 を 心得る と 心得 逮 ふるとに あり。 
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彼 俳諧の 修行 地 は、 淺 きょり 深き に 入、 深き より 淺き にも どるべし と は、 先師 も教 澄れ したり。 

などと も 見えて ゐる。 更に 『俳諧 十 論』 中 「修行 地. 一 の 一 節に は， の 如く 記されて ある。 

そ も 俳諧の 修行と は 其 道 を あと へ 房る 事 也。 (略) 修行 地 の 次第と いふ は、 十 年；^ く 時 は 北 ハ 事を兑 つくし、 

. 十 年 還る 時 は 其理を 知つ くす。 理と 事と は 道の 馬車に して、 此 ふたつ を 得た る 時に、 廿ハ 牛の 功 をつ みた 

る 俳諧の 上手と はいふべき 也。 爱に 俳諧の 知と 不知と を 論ぜば、 廿 年の 下手 は 論に も 及ばす、 廿ハ+ の 上 

手と 百日の 下手と 其 場 はおな じ 麓に あそびて、 馬と いへば 大名と おも ひ、 といへば 公 {| とお もへ ど、 

俳諧 は 其 日の 摸 様に よりて、 或は 打 越の はこびに か はり、 或は 四 折の 附 八：： にち が ひて、 tl 々と附 八：： の變 

化 あらんに、 上手 は しづ まりて 其理を さばき、 下手 は あはて、 其 事に まど ふ。 彼 は十ハ 牛の 始 に：：^ て， 共 

道の 物理に あきらかなら ぬと、 是は十 年の 始 にかへ りて、 其 道の 物理に くらから ぬと、 明 1= のさ かひ は 

遙に ちがへ ども、 口にい ふ 所 は あ ひち かし。 愛に、 上手の 下手に 似て、 下手の 上手に 似ざる 事 を 知る ベ 

し。 是等は 我家の 訓言 にして、 唐に は 手 短に 不肖と いへ り。 かくは 俳諧の 俗談 平 話に て、 くも る も 

おなじ 道规 なる に、 戾 りて 故 M の 俳諧に あそばざる や。 一字に 媚 たる 人の 來 らんに は、 鯢の： 如に 柊 木 を 

さして、 堅く 我 門に は 入べ からす。 

伍し、 この 論 は 『嵐亭 俳 話』 に は、 

十 年の 學問を 跡へ もどりて 俳諧せ よと は、. 支 考みづ からの 發 明ながら、 龍 頭 蛇： の 傳ま& あるに や。 

などと 評されて はゐ るが、 然し r 蕉 門の 徒の 修行」 とい ふ 事に 關 して、 相 常 现 解の ある 首 說 として^くべき も 0> 
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であらう Q 

最後に、 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、 

〇 あやのね まきに 云々。 

光る 源氏な どの わかれと 見る は よのつね にして、 上臈の 旅と 見る は當 流の 働なる ベ し。 

と 見えて ゐる J 

3  一一  二つに われし 雲の 秋風  正 秀 ① 

中 連子 中 きりあく る 月影に  去 ， 來  ② 

正 秀亭の 第三な り はしめ に へ 竹 格子 影 もま はらに 月 澄て と 付 侍け る ® 

を 先師 かくは 斧正し 給け り 其 夜と もに 曲 翠亭に 宿す 先師 曰 今夜 初て ④ 

正秀亭 に會す 珍客 なれ は 發句は 我なる へ しと 兼て 覺 悟す へ き 事 也 其 ® 

上發 句と 乞 は 、好惡 を ゑら はす 速く 出す へ き 事 也 一 夜の ほと 幾 はく  ® 

. か ある 汝か發 句に 時 を うつさ は 今宵の 會 むなし からむ 餘り 不興の い ⑦ 

たり なれ は 我 か 發句を 出す へ しとて 其 夜 は 先師の 發句 なりし 正秀忽 ® 
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脇 を 赋すニ つ にわる 、 と はけし き 雲の 氣 色なる を かくの ひやかなる ® 

第三 附る 事前 句の けしき を 探らす 未練の 事な りと 夜す からい かり 給 @ 

- ひける 去 來曰其 時に へ 月影に 手のひら たつる 山兒 えてと 申 一 句 り ® 

ける をた、 月の 殊更に さやけ き處 いはんと のみな つみて 位 を わすれ ® 

^ る と 申き 先師 曰 其 句 を 出さ はいく はくの ましな らん 比- i 乂 のへい^;.^ の ⑬ 

恥 を 一 度す 、かん 事 を 思 ふ へ しと 也  ® 

E ① われし I はれし。 秋風 —^風と やらん なり。 此ノ句 ノ頭ニ 「前」 ト アル。 ® 中速 子 I 中 れんし。 きりあく る Is あくる。 

月影に I 月 かけに。 ③ 第三な り— 第三 也) はしめ に I 初 は。 へ I 此ノ 爪印 ナシ。 影 もま はら— 影 も。 付 a: ける を I 付ける 

を。 な 先師 かくは 斧正し 耠 けり —かく 先師の 斧正し 玉へ る 也〕 ともに— 共に。 て— 初。 ⑥發 n:?— ま.：； 0  て 1.*^=。 

<5 發 句と 乞 は X— ほ 句と 乞 は X。 好惡を I 秀拙 を。 ゑら はす I 撰 はす。 速く— 平 く。  6 發句 —ほ 句。 むなしから む —むなし 

からん。 餘 り不與 のいたり なれ は— 無 風雅の 至 也餘り 不興に 侍る 故。 ⑨我か 發句を I 我 ほ 句 を。 出す へしと て 其 夜 は 先師の 

發句 なりし— いたせり。 ③脇を —わき を。 雲の 氣 色なる を— 签の氣 色 成 を。 かくの ひやかなる I かくの ひやか 成レ ⑩は 

る 事 I 付る 事。 探らす I さくらす。 未鍊の 事な り I 未練の 事な り。 耠 ひける I たま ひける。 .{g 其 時に 、時。 へ. I 此/ R 印 
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ナシ。 たつる— 立る。 {g 處 いはんと —處 をい はんと。 ⑬ 申き— 申。 ⑭恥を I はち を" 思 ふ—. おも ふ" 

G1 ① 秋風— 秋風と やらん。 ③中 連子— 中 れんし。 きりあく る— 切 あくる。 ® 第三な り— 第三 也〕 はしめ に —初 は。 へ I 

此ノ 爪印 ナシ。 影 もま はらに I 陰 もし。 付 侍け る を I 附 ける を。 © 先師 かくは 斧正し 給 はり— 先師 斧正し 玉へ る 也。 ともに 

—共に。 初て— 初めて。 @ 正 秀亭— 正秀 の亭。 發句 —ほ 句り 兼て— 慰て。 ④發 句 I ほ 句。 好惡を —秀拙 を。 ゑら はす I. 

撰ます。 速く I 早く。 幾 はく か ある— いくはく か ある。 € 發 句— ほ 句。 むなし からむ —むなしからん。 餘り 不興の いたりな 

れは— 無 風雅の 至な り餘り 不與に 侍る ゆへ。 ® 我 か發句 を— 我 ほ 句 を。 出す へしと て 其 夜 は 先師の 發句 なりし— 致せり。 

⑨ 雲の 氣 色なる を— { 人 &の氣 色 成 を。 ⑩ けしき —氣 色〕 未練の 事な り— 未練の 事 也) いかり— しかり。 @ 給 ひける— 給 ひ 

けり。 其 時に— 其 時。 へ— 此ノ 爪印 ナシ。 たつる I 立る。 見えて I 見へ て〕 ⑬た \ —唯。 殊更に I 殊に。 處 いはんと— 所 を 

言 はんと。 ® 申き I 申。 いくはく のまし I いくはく の 滑し。 ⑭恥を —恥。 一度す >t かん II 度 雪かん〕 と 也— となり。 

IS ③中 連 子— 中 機 子。 きりあく る— 切 あくる。 ③ はしめ に —初 は。 へ —此ノ 爪印 ナシ。 影 もま はらに I 影 も； t らに。 付 侍け 

る を —付 侍る を。 ④ 先師 かくは 斧正し 給け り —先師の 斧正し 給へ るな り。 ともに—. 共に。 今夜— 今^。 ⑤事也 —ことな 

り。 ® 好惡を —秀拙 を。 ゑら は-!. -1 撰 はす。 速く I 早く。 事 也 —ことなり。 幾 はく か ある I 幾許 か ある。 ⑦ うつさ は ー 

移さ は。 むなし からむ |{/& しからん。 餘り 不興の いたり なれ は— 無 風雅の 至な り餘り 無與に 侍る 故) CW 我 か；^ 句 を— 我發句 

を。 出す へしと て 其 夜 は 先師の 發句 なりし I 出せり。 忽 I 忽ち。 ® わる XI 割る X。 はけし き— 烈し ざ。 雲の 氣 色なる を ー 

空の 氣 色なる を。 かくの ひやかなる I 斯く延 やかなる。 ⑩附る 事 I 付る こと。 けしき —氣 色。 未練の 事な り —未練の ことな 

り。 夜す から I 終夜。 いかり— 呵り。 @ 其 時に— 其 時。 へ —此ノ 爪印 ナシ。 たつる— 立る。 中 一句 I 申す 句〕 ©た\1 

只。 處 いはんと I 頃 を 云 はんと。 なつみて— 耽み て。 わすれ— 忘れ。 @ 申き！ 甲す。 いくはく のまし I 幾許の 增〕 ⑭と； 


也 I となり。 

閱 ① 二つに I ふたつに 。秋風— 秋風と やらん 也。 此 ノ句ノ 頭- 1 r ⑩」 トァリ 、又. 欄外 二 「はけし き 前 句」 ト アル。 ②巾 t3 

子— 中 れんし。 きりあく る— 切 あくる。 ③ 第三な り —第三 也。 はしめ に —初に。 付恃 ける を —付 a: りけ る を。 e 先師 か 

く は 斧正し 給け り I 先師 かくは 斧正し 給 ひけり。 其 夜 I その 夜。 ともに I 共に。 初て— はしめ て。 ® 兼て— かねて。 ^也— 

事な り。 ©發 句と 乞 は XI 發句乞 は. -。 好惡を I 好惡。 速く— 早く。 幾 はく か ある. I いくはく か 右。 ⑦ うつさ は I 移さ 

は。 むなし からむ —むなしからん。 餘 り不與 のいたり なれ は— 無 風雅の 至りな り 餘り無 興の 至り なれ は。 S 我 か！^ 句 を —我 

發句 を。 © 雲の氣 色なる を l{T^ のけし きなる を。 ⑩附る 事 I 付る 事。 探ら- i ？ I さくらす。 未練の^ I 未練の こと。 

@ 給 ひける— 給 ひけり。 其 時に— 其と き。 たつる —立る。 見えて I 見へ て。 @た>|| 唯。 處 いはんと I 所 をい はんと。 わす 

れ I 忘れ。 ® いくはく のまし I 幾 はく 滑し。 ⑭ 一度す. - かん II 度に 雪かん。 と 也 I となり。 

國① 二つに —ふたつに。 秋風— 秋^と やらん 也。 此 ノ句ノ 頭-一 r ⑩動 しき 前 句」 ト アル。 ② 中速 子-中 れんし。 きりあく る 

1 切 あくる。 ③ はしめ に —初に。 格子 I 格子。 付 侍け る を— 付恃る を。 ④ 先師 かくは 斧正し： ^けり— 先^ かくは 斧：.^ し 

給 ひけり。 其 夜 —そのうへ。 ともに I 共に。 ® 兼て— かねて。 事 也— さなり。 ④好惡 を— 好惡。 速く— はやく。 ホ也 I 

i り。 幾 はく か ある— いくはく か ある。 ⑦ うつさ は— 移さ は。 むなし からむ— むなしからん。 餘り 不興の いたり なれ は I 

無風 流の 至りな り 餘り無 興の 至り なれ は。 ® 我 か發句 を— 我發句 を。 ® わる- <| 破る >1。 雲の 氣 色なる を |{.^ の ；？^ 色な 

ろ を。 ⑩附る 事 —付る 事。 けしき —氣 色。 探らす I さくらす。 未練の 事な り— 未練の 事な り。 給 ひける 1^ ひけり。 其 

時に— 其 時。 たつる— 立る。 見えて— みへ て。 @た>1|. 唯。 處— 所。 わすれ— 忘れ。 ⑬ いくはく のまし I いくはく^し。 

® 一度す & かん— 一度に 雪かん。 


連ん  一 s、 
~ 'た 

子 じ 
J つ 

中^  , 
に 

き わ 
り れ 

あ 

し 

ぐ 

る ^ち 

月？ の 

影^ 秋 5 

に 風 さ 


去？ 正 5 
m 秀 k 


i3 ①雲 の— 雪の。 ® 月 澄て— 月 澄みて。 付 侍け る を —付 侍りけ る を。 ④ 先師 かくは 斧正し 給け り —先師 かくは； 斧正し 給 

ひけり。 其 夜 —その 夜。 ® 兼て— かねて。 ⑦餘り 不興の いたり なれ は— 餘り 不與の 至り なれ は。 ③忽— 忽ち。 

⑩附る 事— 附 くる 事。 未鍊の 事な り— 未 鉢の 事な り。 ⑬出 さは— いたさ は。 

ぶ- 

中 

せいしうて. い だいさん  たけが うし かげ  つきす  つけ はべ  せんし  ふ せい たま  t 

正 秀亭の 第三な り。 はじめに、 「竹 格子 影 もま ばらに 月 澄みて」 と；^ 待り ける を、 先師 かくは 斧正し 給 ひけり。 其 

よ  きょくす ゐ てい しゅく  ぜんし い  こんや ば じ  でい しうて い くわい  ち A: きゃく  ほっく われ  かね かく 

の 夜、 ともに 曲 翠亭に 宿す。 先師 曰 はく、 今夜 初めて 正 秀亭に <|L す。 珍客 なれば、 發句は 我なる べしと、 翁て 覺 

悟すべき 事 也。 其の上、 發 句と 乞 はば、 好惡を ゑら ばす、 速く 出すべき 事 也。 .1 夜の ほど 幾 ばくか ある。 汝 がお i 

く  パーき  こ よ ひ くわい  あま ふきやう  わ  ほっく いだ  そ  よ んし 

句に 時 を うつさ ぱ、 今 齊の會 むなし からむ。 餘り 不興の いたり なれば、 我が 發句を 出すべし とて、 其の 夜 は 先師 

の發 句な りし。 正秀、 忽ち 脇を賦 す。 二つに わるる と、 はげしき 雲の 氣 色なる を、 かく のびやかなる 第三 附 くる 

こヒ * 二く  さぐ  み れん こミ  よ  に 04  きょらいい  そ  ミき  つきかげ て 

事、 前 句の けしき を 探らす、 未練の 事な りと、 夜す がらい かり 給 ひける。 去來曰 はく、 其の 時に、 「月影に 手の ひ 

やまみ  まう いっく はべ  つき こ ミさら  ミころ  くらる  よべ 

ら たつる 山 見えて」 と 申す 一 句 侍りけ る を、 た i -、 月の 殊更に さやけ き處 いはんと のみな づ みて、 位 を わすれ 寺 

まう  ぜんし い  そく  い-た  こ  たび ぜ ぜ  ょぢ  ひミ たび  こミ ：VJ も 

ると. 1. しき。 先^日 はく、 其の 句 を 出さば、 いくばく のまし ならん。 此の度の 膳 所の 恥 を、 一度す.^ がん 事 を 思 

-.r 、へしと 也 0 


「二つに われし 雲の 秋風 正秀」 「中 連子 中 きりあく る 月影に 去來」 ！ この 「中 一?3 子」 の 句 は、^ 所の 正，^ 

の 家で、 わたくしどもが 歌仙 を卷 きました 時、 その 第三と して^め られた 句で ございます。 初め、 わたくし は、 

「竹 格子 影 もま ばらに 月 澄みて」 と 付け ましたが、 それ を、 師 翁が、 この やうに おい 吐し になって 下さった もので 

ございます。 その 夜 は、 正秀の 家からの ぉ歸 りに、 師翁 は、 正秀の 甥に 常る. m 翠の 家に お 立 寄りに たり、 こ、 で 

お 泊り になり ましたので、 わたくし も そのお 供 をして、 共に 曲翠の に 一 夜 を 明し ました。 その 時、 師翁 は、 わ 

たくしに、 「お前 は、 今夜 初めて 正秀の 家での 俳 席に 加った のです が、 さう すれば、 發句は 客、 脇 は 亭主との {ル め 

であり ますから、 その 夜の 發句 は、 當然、 初めて 客と なった 自分が 所望され るで あらう と、 前から 心 構へ して S 

かなければ ならぬ ところでした。 そして、 いよ/ \ -發句 をと 望まれた 時には、 好い 惡 いは 問 はす、 なるべく n 十く 

出す のが 禮 儀です。 その 位の こと は 知って ゐる 害です のに、 今夜 はお 前が 發句を 所望され た 時、 何故、 あんなに 

ぐづ， 4L\- して ゐ たのです か。 ー晚の 中に、 歌仙 一 卷を卷 上げよう とする のに は、 ぐづ/ ^して ゐる^ ^はあり ま 

せん。 お前が 發句を 作る の を、 51 で 待って、 徒に 時間 をつ ぶして しまうたならば、 今夜の 會はー 卷滿： する こと 

なく、 空しく 中途で 終った ことで せう。 餘り興 ざめ も： g しいので、 わたくしが 發句を 出し ませう ふ 一； n うて、 取敢 

へす お前の 代り をして 上げた のです。 そして、 その 夜の 發句 は、 わたくしが 作り、 すぐ t 敬いて、 その 夜の 亭主 正 

秀が 『二つに われし』 とい ふ 脇を附 けました。 次の 第三 は、 お前が 附 けたので したが、 前 句が 『二つに われし』 

と 言って、 激しい 雲の 情景で あるに も拘ら す、 お前の 作った 句 は 『竹 格子 影 もま ばらに H 澄みて P などと * いか 
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にも、 のんびり とした 句でした が- この やうな 句 を 作るな どと は、 前 句の 情景 を 少しも 探って ゐな いもので そ 

の 手際の 未熟な こと は、 いつもの お前と も 出 心 はれない ほどでした。 もっとく 一生懸命に ならなければ いけ ませ 

ん o」 と 仰せに なりまして、 その 夜 は 夜通しお 叱りに なりました" わたくし は、 何とも 申し やう も ございません TtN 

第でした が、 た^、 「實 は. あの 時には、 『月影に 手のひら たつる 山兑 えて』 とい ふ 一句 を 作りました のでした が 

どうも 面白くな いと 思 はれまし たので、 その 句の 中の、 月の 光の、 殊更に 淸々 しい 所 だけ を 詠まう とい ふ 考に拘 

ノて、 tE> ^の 間に か、 前 句と 並べて みて、 少しも 附味 のない やうな 句 を 作って しまったので ございます。 甚だ 

不面目な 仕儀 をいた し、 申し 譯も、 ざいませんでした。」 と. 巾し ました. - 師翁 は、 わたくしの 辯 解 をお 間き 下さ 

つてから T すると、 『月影に』 とい ふ 句が 浮び、 それ を 直さう として、 あんな 下手な 句 を 作った とい ふので すね。 

反って- その 『月影に』 とい ふ 句 を、 その ま. -で 出した 方が、 まだ いくらか ましだった でせ う。 まあく これ か 

らは、 よくく 注意して、 今度の 膳 所 正秀亭 での 恥 を、 次に はす.^ ぐつ もりで、 しっかり やって 下さ レ 」 と、 仰 

せ 下さいました。 

①正秀 近 江 膳 所 本 多 家の 藩士、 物 頭 役であった。 水田 氏、 利 右衛門と 稱し、 曲翠の 叔父に 當る。 元祿 初年 祝 融の災 に 逢 ひ、 「藏 

曉 けて さはる ものな き 月見 哉」 と吟 じ、 笆蕉 その 風懷 を稱揚 してから. 蕉 門に 參じ、 竹靑堂 • 竹節堂 の號が ある。 訓讀 して マサ 

ヒデと もい ふ。 享保八 年ん 月 三 曰歿、 年 六十 七。 龍 ヶ岡の 丈 草の 墓の 隣に 葬った。 § 馬 集』 • 『粟 雀』 などの 著書が ある。 妻 は 


： 387： 


しげ 女と いひ、 また 風雅に 遊んだ。 ②中 連子 連子 (櫬 子) は 窓に 竪に 並べて；^ 付けた 木 又は 竹。 これに 對 して 縱 横に 糾ん 

だもの を 格子と いふ。 中 連子 は 中型の 述 十で、 茶室で は * 客の 座 す 後 §i に、 この 中 述子を 用ゐる ことが 多い。 ③ 正秀享 ： 止 

,秀 の 家。 ③竹 格子 竹で 作った 格子。 ④曲翠 近江瞎所の人でぁる。 _^，沼1^, 外記とぃひ、 ^^、"王本多氏に仕へた。 一に 

水. 馬 指 堂と 號 した。 I 巴 燕 は その 剛 を 愛して- 風雅の 三等 を 論じた 書を與 へて 論す 處 があった。 蝶 夢が これ を：^" 解し， 『俳諧 

三等 文』 と题 した 刊 本が 世に 行 はれて ゐる。 芭蕉 を 幻 住 庵に 住 はせ たりして 盡す 所が 多かった。 n 位^ 我^ 太夫の 奸を^ み、 之 

15- 刺殺して 後，： した。 時に 享保ニ 年 七月 二十日。 享年 不詳。 妻 は 落飾して 奥州に 隠れ， 破^お といった。 ⑥ 珍客 ^多-」 

來 ない 珍しい 客 入。 ® 覺. 悟 心に 待ち まう ける こと。 心 構へ する こと。 ® 好惡 よい 惡ぃ。 6 幾 一れ どれ 位。 何 i^。 

⑦ 不興 與 醒めな こと。 ⑨ のびやか のびく した。 のんびり とした。 ⑩未 1^ 未練。 習練の 足らぬ にと。 {§: 夜す 

がら 終夜。 夜 ど ほし。 {§} さやけ し はっきり として ゐる。 淸々 しい。 ⑩なづ む 拘^す る。 @ 位 ^句に あって 

發句 以外 は 前 あつ ての 附 句で あるから • 前 句と 照應 して 最も 適切な 附 味の もの を治定 する 必要が ある。 故に 附 化に は ： 句々 々 

その 句でなくて はならぬ とい ふ 位置が ある。 此處 では， 前の 「二つに われし 雲の 秋風」 とい ふ 句に 緒く ものと しての 位？ は を 忘^ 

したの 意。 ® 勝 所 近 江 琵.； ^IH: 湖に 臨み、 もと 本 多 氏の 城下であった。 今 は大、 难 市の 一 部に 歸 して ゐる。 所に ゐ たお 門 俳人 

に は、 洒堂 翠 .H- 秃 A 房- 游 刀. 野徑. 探 志- m¥ 怒 誰. 及 肩. 据道 .遞 謹 女. 素變女 等が ある。 『俳諧 七 部^』 の 一 である 

『ひさ ご』 は-この P" 所の 連 衆の 作品 を 主と した 撰 集で ある。 ⑭す  >  ぐ 水で 穢を洗 ふこと。 恥 をす- - ぐと は、 一度 けた 

恥 を 取 返す の 意。 
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この 「二つに われし」 及び 「中 連子」 の 句の 出典 は、 『去 來杪』 以外に は 未だ 寓目せ ぬ。 

但し、 笆蕉が 正秀亭 での 興行の 時の 發.？ として は、 『笈 日記』 に、 

正秀亭 初會與 行の 時 

月し ろ や 膝に 手 を 置 宵の 宿  翁 

一秋 しらけた る ひじり 行燈  正  秀 

と 見えて ゐ るが、 恐らく は、 この 次の 機 食に 笆蕉が 正 秀亭を 訪れた 時の 吟詠が、 本章に 取扱 はれて ゐ るので も あ 

らうが、 或は 去 米の 失態から 一 卷滿 尾せ すに 終リ、 fn 書に も狄 めら れ なかった ので あらう か。 

この 「二つに われし」 及び 「中 連子」 の 句に 就いて、 『花實 集』 に は、 

去來 曰、 正秀 亭の會 に、 

ふたつに われし 雲の 秋風  正  秀 

ゆれん し 中 切 あぐる 月影に  去  來 

此附句 第三 也。 初 は、 竹 格子 影 も 露け く 月 澄て、 と附 侍る を、 かく 先師の 斧正し 給へ る 也。 其 夜と もに 

曲 翠亭に 宿す。 先師 曰、 今夜 始て 正秀 亭に會 す、 珍客 なれば、 ほ 句 は 我なる べしと 兼、 て覺 悟すべき 事な 

り。 其 上 ほ 句と 乞 は^ 秀拙を 撰 や、 はやく 出すべき なり。 一 夜の ほどい くばく か ある、 汝發 句に 時 をう 

つ さば、 今日の 會 むなしからん、 無 風雅の 至な り。 あまり 不興に 侍る 故 我 ほ 句 を 致せり。 fi| 秀忽 脇を賦 

す。 ふたつに わる X と烈敷 空の 氣色成 を、 かく のびやかなる 第三 附る 事、 前 句の 氣色を 探らす、 未練の 
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事 也と、 夜す がら 呵り給 ひけり。 その 時 * 月影に 手のひら 立る 山 見えて、 と 巾 一句 侍りけ る を、 唯バの 

殊に さやけ き 所 を 中さん とのみ なづ み、 位 を わすれ 侍る と 巾。 先師 HT 其.？ を 出さば、 いくばく の^な 

らん。 此度賠 所の 恥 一 度 雪がん 事 をお も ふべ しと 也。 

と ある 0 

この 隶に は、 先づ速 句の 第三の 作法が 問題に なって ゐ るので あるが、 それに 關 して は、 『二十 五简條 j の 中の 

「第三に 手 爾葉之 事」 の 項に、  ， 

t め 三の 留 りに 文字のお りたる 事 は、 一句の 様、 發.？ の やう なれ 共、 下のと まらぬ 所に て、 次の 句へ 及す 

べき 爲 なり。 此现 をし る 時 は、 にの 字ての 字に も かぎらす としるべし， - され 共、 此句は 第一 一； の 様 成と、 

百 句の 屮 にても 撰び SZ す ほどに 第三の 樣を しら ざれば * やはり 定 りたる？ E りし かるべし， - ^に勻 字 W に 

傳受 ありと て、 あるひ ははつ 樱、 あるひ は 郭公た ど 押 字 •. か&へ 字の 沙汰 ある は、 しらぬ 人の 推量な り。 

かう ろ ぎ もま だ 定らぬ 鳴 所 

いづれ の 時 か、 我も此 第三 ありし が、 一 坐 を いましめて 他聞 を 免 さす、 發 句と 平 句な どの さか ひ、 此^ 

三の 韻字 にても しるべし。 され ど 尊 常の 切りに て 事欠く まじき 事 也。 

と あり、 また 『宇陀 法師』 に、 

第三の 句、 第 一 難儀の 場所 也。 上手の 入る と 云 は 第三 也。 發 句の 打 越、 脇の：？ に はなれて 付 を、 上 P の 

手際と は 云 也。 しかも 第三の ふり を 持て、 留 りに 去 嫌 あれば 第一 の 難所 也。 一 卷の出 來*不 出 米.. 脇^ 


三より 極る 也。  . . 

と ある 0  . 

次に 「發句 は 客の 位、 脇 は 亭主の 位」 とい ふこと が 論ぜられて あるが、 これに 就いては、 『二十 五 茵條』 に、 

發句は 客の 位に して、 脇 は 亭主の 位 なれば、 巳が 心 を 負ても 發 句に 云 殘 したる 草木 山川の 一字 二字の 風 

情 を 加へ て、 客の 餘情 をつ くすべき なり。 

と 見え、 『三 冊子』 に は、 

脇 は 亭主の なす 事む かしょり 云。 しかれ ども 首尾に も よるべし。 客 ほ 句と て、 むかし は必、 客より 挨拶 

第一 に ほ 句 をな す。 脇 も 答る ごとくに うけて 挨桜を 付 侍る 也。 師の いはく、 脇、 亭主の 句 を 云 ふ 所、 則 

挨拶 也。 雪月花の 事の み 云た る 句 にても、 あいさつの 心地との 敎也。 

又い はく、 人の 方に 行に、 發句 心に 持 行事 ぁリ。 趣向、 季 のとり 合 障りな き 事を考 べし。 句作り はの こ 

すべし。 孕 句 出た る は 出る 品うる はしから すと 也。 

等の 記載が ある。 更に 前章に 於いても 『俳諧 十 論』 の 「修行 地」 の 一 節 を 引用した が、 次に も、 その 中の 他の 一 

節 を 褐げて 置く。 

むかしより 儒 怫の學 者 も 修行 は 先へ 行事 かと 覺 えて、 爱を さがし かしこ を 導れ ど、 くらがり 峠を越え か 

ねて、 ある は 虛勞の 現 人となり、 ある はな まさとり の媚 人と なる。 まして 俳諧の 虛 闘なる、 曠野に 駒 を 

取 はなして、 こなぎ • さい たづ まの 名 を だに 知らす。 芝生の かくれの 花 はい ざ、 心の 手綱の かへ すかた 
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なからん。 誠 ゃ漢の 人情に て 5： 呂波 をなら ひ、 丘 乙： U をお ぼえ ぬれば * 庭^ は よし二：： ：！： ぎりに て、 -:y と 

て 文選の 坂に か.^ れば、 古文 眞資 は礒の 波の 沖に 鷗 のうかれ 心より、 三 線 も ひきたし 茶の „f も おぼえた 

し、 さて- (\- いそがしき 心の の 其 手 もった なく、 人 をた のみて 藝も しかと ay えす。 ；^, -ゃ 俳諧 は 我な が 

ちに、 和哥 所の 式 もさ だまらす、 m 村 家の 投 もまた ざれば、 諸國に をのが 近 をつ くりて、 にも ゆき^ 

にも ゆき、 書籍 目錄を 枕と し、 寐る にも 起る にも 行 過て、 廿年 工夫の 俳諧 をき けば、 史 記の 俳， とい ふ 

物に は あらで、 世に いふ 唐人の 寐 言なる べし。 そ もい へ 儒 佛の證 文に も、 囘 は^なる がごと しと も. 

了 同 未 悟と も 聞え たる は、 學で 先へ ゆけ とに は あらす。 其 道 を あとへ li^ れ とのい ひ 也， - あな かしこ、 S 

き 人々 は、 始に五 七の 字數 をなら ひて、 發 句の 切 字も附 合の 八 鉢 も、 さし 合 はかくの ごとく、 去 きら ひ 

はかくの ごとくと、 例の 師を えらびて 其 故を學 べし。 さて 俳諧の 世 法なる を しれば * 俳 ii はつねの 夜咄 

を、 五 七 五 七々 の 句に つくりて、 我 もい ふなれば 人 もい ひ、 きの ふ もすな り、 あす もす なれば、 ：c 日の 

功 をへ ざれ ども、 廿年 工夫の 俳諧よりも 今様の 變化 ははな やかな らん。 爱に老 俳の 若 俳 をね ため ども、 

例の 修行の ふみた が ひより、 親 仁 はこびた る 下手に して、 息子 は あどけなき 下手と いはむ。 縦に 世 法の 

悄愛 はありながら、 いづれ も 俳諧の 虛實を しらねば、 例の 道理と 理屈と に まど ひて、 どちらも 下手 は 下 

手な りと S わ ふべ し。 いざと よ、 我 e: の 俳諧師 は、 學 びて 十ハ 牛の 功 をつ みなば、. 其 場に 俳諧の 眼 を ひらき 

て、 媚るは 人情の 病な りと や。 俳諧 は 平生の 詞 にあり て、 外に は 五倫の 人 を なぐさめ、 に は 七 の 我 

を や はらげ て、 誠に 今日の 世 法な りし をと、 5^ の 松の 風に も 涼しく、 卜 年 の^を あとへ 一： えれば >  ^に w.:: 


おりて 見 置た る をのが 故 M の 道筋 なれば、 野 山の 風姿 も、 花鳥の 風情 も、 麥蒔 • 田植 のし わざまで、 春 

は 夜雨の 晴 わたりて 橋の 出 買のお かし さも、 秋 は 夕日の さし 入て 店の 煮 買の さびし さも、 宮 古の 遊女 は 

緞子に ほこりて. 痞 おさす る も 心に くげに、 田舍の 冶郞は 蓬生に しのびて 嬉ふ るふ も 物 あはれ なる J 武 

士の朝 起 も 大工の 齊寐 も、 世界に ありと ある 事 は、 呰々 をのが しりた る 事に て、 何 か は 俳諧の むづ かし 

かるべき. - 愛を游 心和說 とも 詼諧 聶嚅 とも、 ほめ 置し もろこし 人の 滑稽 を- 我家の 俳諧に 傳 へたり。 し 

かるに、 其 道 を あとへ は 11^ ら すして、 尙も行 さき を まよ ひ ありけば、 山の あなたに 宗匠の 追剝 ありて..、 

發 句に は 切 字の 子細 を ほのめかし、 第三に は韵 字の， 祕傳を かまへ、 古今の 三 鳥の 傳受 とやらん- 戶をさ 

しこめて さ. -ゃ きま はれば、 おろかなる 人 は 信心 をお こして、 果は 金銀 をも剝 とられな む。 言語 道斷な 

げか はしき 沙汰 也。 

最後に、 積翠 園の 『去来 抄評』 に は、 

〇 二つに われし 云々。 

竹 格子 影 もま ばらに 月 澄て、 とい ふ も、 月を兑 る 姿に は あれ 共、 影 もま ばらにと あれば、 竹 格子の 疊か 

壁なん どへ うつりた る 聞へ も ありて、 只う ち 聞 所、 內の 事に て、 見 上た る 姿う とし。 中 れんじ を 中 切 あ 

くる は、 限の 字の 心に て、 今 物 もって 切り あけた るに は あらす。 あくる は 開きた るの 心なるべし。 其 中 

れんじより i や： を 見た る 風 色 故に、 雲の 二つに われし { や-を 見る によし。 しかれ 共、 月影に 手のひら 立る 山 

見へ てと、 其 雲の 見 ゆる 向の 方を附 侍れば、 見る 所の 此方の 中 れんじ 窓より いかほど か 勝り 侍るべし。 
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是 等に 此方 を 付る と、 向 方を附 るの 意味 を 知るべし。 

と 見えて ゐ る。 


0 一一 一  分 なしに 戀を しか、 る  去  來  ① 

淺茅 生に おもしろ けっく 伏 見 脇  芭  蕉  ③ 

先師 京より 野坡 方へ の 文に 此句を 書 出し 此邊の 作者い また 此廿味 を © 

はなれす そこ もと 隨分輕 み をと り 失 ふ へ からすと 也  ® 


一校 異ー 

戀を —戀 に。 ②伏見 脇 I 伏兑 わき。 芭蕉— 先師。 ③ 京より I 都 c^。 野 波 方への 文に— 姆坡 か、 た への 文に。 此句 I 此 

の 句。 街 出し— かき 出し。 此 甘味— こ  >- の 甘味。 e 隨分 I- す い ふん。 

KI ①戀を —戀 に。 ②淺茅 生に —淺 茅に。 伏兑 脇— 伏兑 わき。 芭蕉— はせ を。 ③京 より I 都より。 野坡 方への 文に— 野 マ i 

か 方への 贈り 文に。 e そこ もと I 其 元。 とり 失 ふ —取 失 ふ。 と 也 I となり。 

IS ①戀を I 戀に。 ②伏見 脇— 伏兑 舟。 芭蕉— 先師。 ® 京より —都より。 野坡 方への 文— 歸坡か 方へ 贈る 文。 此せ味 1 此 

甘み。 ④ はなれす— 離れす。 そこ もと I 其 許 にても。 とり 失 ふ—；^ 失 ふ。 と 也 —となり。 
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一口 1  ：  , 

「分^な しに 戀を しか. -る 去来」 「淺茅 生に おもしろげ つく 伏 見 脇 色蕉」 11 師 翁が 京に おいでになられた 

頃、 、江戶 の野坡 へお 遣 はしに なられた お 手紙の 中に、 この 句 をお 書きに なられて、 「近 ごろ、 かう した 附句を 作り 

ました。 この 邊の 作者 は、 まだ かう いふ ザ みのある 附味を 好んで ゐ ますので、 自分 も不滿 ながら、 つ ひこん.^ 附 

句 をした のです。 けれども、 もし、 お前が たと 一 座で あったら、 {H 分 もこん な 句は附 けないで、 もっと あっさり 


此ノ句 ノ頭ニ ⑩」 ト アル。 S 伏 見 脇 —伏！^ わき。 サ巴蕉 I はせ を。 ® 京より I 都より。 野坡 方への 文に— 野 坡か方 

への 贈 文に。 此 甘味— この 甘味。 ④そ こもと— 其 許。 輕み— かるみ。 とり 失 ふ I 取 失 ふ。 と 也— となり。 

圏①戀 を— 戀ぉ。 しか \ る —しかくる。 此ノ 句/頭-一 「⑩」 ト アル。 ® 伏 見 脇— 伏 ：！：！^ わき。 芭菊 —はせ を。 ③ 京より i 

都より。 膝坡 方への 文に— 野 波 か 方への 贈 文に。 此 甘味一この 甘味。 ④そ こもと j 其 許。 輕み —かるみ。 とり 失 ふ-— 取 失 ふ。 

罔④と 也— 也。 


ぜんし  き やう  や は 力た  こ  く  かきいだ  こ  あたり さくしゃ  こ  あまみ  _^ 

先師、 京より 野坡 方への 文に、 此の 句 を 書 出し、 此の 邊の 作者、 いまだ 此の 甘味 を はなれす。 そこ もと 隨分輕 み 

をと り 失 ふべ から やと 也。 


と 附け 流して みた ことで せう。 それにしても、 お前 は、 折： E:、 あの 1! みの 調子 を 失 はない やうに なさい o」 とい 

ふこと を、 お 書 添へ に なられました。 

g: 分別 かんがへ。 わき まへ。 ③淺茅 生 淺茅の生ひ茂った^?。 蓬！！ー ^.|5^^どとぃふーー；ー：1ひ方に2じ。 ② おもしろげ つ 

く おもしろげ に 着く の 略。 ②伏見 山城 京都の 南に 當り、 今 は 京都市の 一 をな して ゐる。 淀川 は：^ を- ^；;: 川よ 5： を 流 L 

南に は M 掠 池が ある。 昔は大阪.京都の往來は河船！.^多く依ったが、 伏兑は その 船 着 場で ある。 伏兑 脇と は 伏兑の そばの 意。 

® 京 京都。 芭蒲は 京都で は- 幡峨の 落柿舍 に、 最も 多く 滞在して ゐ たと 3( はれる が、 或は 此の 落 柿 <iC を 言 ふので あらう。 

③野坡 越 前 福 井の 人で ある。 志 田 氏 (炭俵に 志 太 氏)、 本姓 は武田 (又 竹 田)、 通稱 は. 屮 次郎. 後彌 助と いひ、 麻卞 if  (^ir: 庵/ 

高津 翁、 紗 帽子、 秋草 庵. 半醉 堂. 三日 庵. か. -し 庵の 諸號が ある。 江戸に 出て 越後 展の 手代 を 勤めた。 花； 門に 入って、 世に お 

門 十 の 一 に數 へられて ゐる。 特に、 附合の輕みを以て名をs^^」。 利 牛. 孤屋 と共に 『炭 il^ リ を 撰し、 後大阪 に搏木 針-を 起し. 

近 江の 無名 庵 を 高 律に 移し. .H! ら高津 の 翁と 稱 した。 又數 九州に 遊び、 IS 地方に 門 紫が 頗る 多かった orsL 「に と あるの 

は その 初號 である。 元 文 三年 一月 三日 歿、 年 七十 八。 大阪小 橋 町 IK 寺に^る。 著書に は. 『炭 iK の 外に、 3. の fa. 「. 『木 I： ハ 仆』. 

『杉 丸太』. 『枯野 塚』. 『初蟬 集』 などが あな。 ③ 甘味 甘ったるい 附味。 ④そ こもと 其 許。^ 方。 隨分 •  せ分扣 

應。 轉 じて、 せい，.^ せっかく 等の 意。 ④輕み 『猿 蓑』 の 後、 『炭俵』 などに 現れた 蒲 門 後期の 俳 風。 野 坡が附 介の 輕み 

を 以て 名 を 得た こと は、 前述の通り である。 
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この 「分別な しに」 及び r 淺茅 生に」 の 句の 出典 は 『砂 川 集』 で、 同書 所收の 歌仙 「牛 流す」 の 卷の名 殘表十 

句 目 及び 十 一 句 目に 相當 する が、 「淺茅 生に」 は 「蓬生に」 と 見えて ゐる。 その 歌仙 は、 次の 如くで ある。 

元 祿七後 五 月 下旬 洛參會 時 • 

落 怖 舍卽興 

牛 流す 村 の さはぎ や 五月 

ふき 切栴澶 の 

に晝ね をし 合 

じり も ふる きわき ざ 

の 海鼠の 下る 

て は 田の 中の み 

よ 竹 はらの 間に 

月に 十五 はい あ 

朝から さむき 拾が 

雁より 鴨 の はやう 來て 居る  野  明 

込て 松 山 廣き有 明に  考 


月 

秋 


す 村 

を 薬 

の 筵 

かも こ 

に 苞 

お り 
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お 齋 は 

もや、 今 
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竹 明 然蒸來 竹お 然明考 來竹然 ？， て M 


分別な しに 戀を 

蓬生に おもし ろげ つ 

かげん をせ- r る淺 

出來て 來る靑 の下染 

なに を けら /\- わ ら 

吸物で 座敷の 客 を 

肥 後の 相場 を 又 

幾 口 か 花見の 連に さ 

ひ ぐせ になり しまる 


仕 か&る 

く 伏 見 脇 

づけの 桶 

氣に 入て 

ふ 力み ゆ ひ 

立せ たる 

聞て こい 

そ はれて 


來 

然 


の あめかぜ  明 

伍し、 『砂 川 集』 と 同じく 元 綠 十 一 年の 板 行になる 『繚^ 磯 海』 にも、 この 歌仙 は牧 めら れて あるが、 兩霄の 間に 

文字の 小異 同が あり、 殊に 「分別な しに」 の 句 は、 『續有 磯 海』 に は、 

分別な しに 戀に仕 か i る  來 

と 見えて ゐる。  . 

この 章に は 「輕 み」 とい ふ 事が 問題に なって ゐ るので あるが、 それに 關 して は、 『三 冊子』 中に、 

木の もとは 汁 も 鰭 もさくら 哉 

この 句の 時、 師の いはく、 花見の 句の か X り を 少し 得て、 かるみ をした リと 也。 


： noa  、 


との 記載が ある。 页 にこれ を 詳述した もの は 『^蕉 葉ぶ ね』 に 於け る 次の 議論で あらう." 

輕み 重みと いふ こと、 是を も當世 心得 途ひ、 ものまね、 おとしばなしの かる：： などい ふと： Z じ 事に 思へ 

- る 人 多き かな。 その 逮 へる 品 さま/ ありと 兌 ゆる ぞ J 

一 に 曰、 沉案 もせす して 卽 坐に、 目に 遮る ま \ を さっとい ひ 出す を 輕 みとお もへ る も あるが、 "；^ は 

輕み にあら す、 安み なり。 

二に いはく， いやしき 言葉 を 用 ひ、 俗 中に 引落し、 うっかりと 言 を 輕 みとお もへ る も あるが、 "；：^ は 

かるみ にあら すして.、 うき 拍子な り。 

三に いはく、 意 幽玄に して 急に 聞 取が たき 句。 

四に 曰、 深く 案じて ェみ にい ひのべた る 句。 

是を 軍： みとこ. -ろ へたる も あるかな。 右の ごとく 思 ひ逮る isf 亦少 からす 問 ゆ。 それ 艰み： ii みと は权 

元 口中の 事に あらす、 心のう ち 也。 尤、 作の 輕，重、 手爾 葉の 輕* 童 も あれ ど、 畢党 は：：： 儿 もこ k ろ 

より 出る 枝 紫な り。 第一 は 趣向に ある 也。 たと へば 野中に！：：：： が 捨て あると 兌 出して 句に 作る、 "1=^ 趣 

向の 輕み 也。 女郎花の 文字に なづ みて、 草枕に 一 夜 契た しとい ふ、 是 重みの 趣， M なり。 更にい やみ 

也。 猶、 越 人が 萌 黄の 歸の 句、 翁の 論の ごとし. - (略) 

長 松が 親の 名で 來る 御慶 哉  野  坡 

是 古人、 輕 みの 格に 引たり。 是は 作の 輕み 也。 こ \ ろ は 左の み輕 からす。 


•r  402  ") 


まじき ゆへ ありて 也。 世に いふ 姆 *娘 • 女房 • 後家 のた ぐ ひ、 野郎 • 傾城の 文字 を戀と はさ だむ ベから 

す。 それ もこ- T ろの 戀 あらば、 百年の つくも 髮も、 わりな きおも かげに はたちぬべし。 女、 戀 ならば 男 

も戀 也。 むすめ 戀 ならば むすこ も戀 ならん。 娵 • 娘を戀 とさ だめた る は、 男の さだめた る戀 なるべし。 

をん な國の 風雅なら ば、 さは 又 さ だむ まじき を、 人 は あさ ぢが 宿に 立し のび、 雲井の 余所 をお も ひやり 

て、 さながらい ひもし、 いはす もな りて、 物の あはれ も是 より やお ぼ ゆらん と、 をし はかる 情 もい とふ 

かし。 しかる をお やに しらせ、 仲人の いひし ろ ひて、 樽 着に さ めかれた る、 何の やる かたなき 戀 にか 

あらむ。 

されば 戀の附 句と いへば、 文 か 夢 か、 おも ふぞ、 うらむ るぞ とつけ たらん に、 つかぬ 事 は ある まじ。 こ 

のさ かひ を 見さ だめが たければ、 吾 門に は 戀の句 を 筋骨と おもへ るかし。 戀の事 は 一座の 宗匠に まかす 

べしと、 先師 も 遣誡. & されし。 

月 華に むかし 小袖の 袖せば く 

つねの なさけ を 出が はりに 泣 

この 附句戀 にあら す。 年の ほど 四十ば かりなる 女房の 主の 氣に 入、 我も氣 にいり て、 家に 久しき ものな 

りしが、 國 所に 見捨が たき 事い ひわたりて、 いとまと りたる にぞ 有け る。 この 句に 戀を つくれば、 前 句 も 

戀の なさけに ならん。 しからば 人の 句の 意味 を やぶる にち かし。 た^ 文字に まよ ふ 事 ある まじき 事 也。 

八朔 も 九日 も 酒の さたば かり 


朝 寐夕寐 に 年寄の 妻 

この 附句戀 也。 節供 • 節 日 は 着 かざりて、 あそばむ とお もへ る 浮世 ご- -ろ あらんに、 洒 はさた ばかりに 

て、 朝 寐* 夕寐の 淋し さ、 心 ゆかぬ 處 あれば、 此 つま は 年若き 後妻な ど 兌るべし。 此 句に. 1 をつ け ざれ 

ば、 "： ル乂 人の.？ の 意哝を 破に ちかし。 されば 戀に僧 あり、 俗 あり、 年 わかく、 老 たる も あるべし。 さる 

は 上中下の しな を さだめ ざら む や。 いつはり 人 • まめ 人の さか ひまで も. 一句の いひ はなした る： 一 n 葉の 

あやに は 兌 ゆらん かし。 か X る氣 變は戀 にも かぎら じ。 

燈 籠に 人 を 見 そめた る戀 

冠き て 稚 • き 袖の 露 な み だ 

この さま 何人 ぞゃ。 とうろに 人 を 見 初る と あれば、 あどな き 所 ありて、 高 家の 公逮 など 见る べし. - しか 

らば、 夕霧の ij;^ の 雲井の 腐 をお も ひそみた る、 おもかげ も かよ ひ 侍らん. - しかれ ども、 おさなき 袖の；；^ 

とば かり：？ をつ くり 侍れば、 はしたなき 賤案 一の、 た- - かれても 泣 やうに 侍れば、 冠き てと しづめ たる は 

句法 也。 

忍ぶ 夜の 月影 さむき 投 頭巾 

山の 若衆が 里で 戀 する 

この さま 何人 ぞゃ。 頭巾 投 たる 人 は あまた 有ながら、 僧に も あらす、 男に も あらす、 ま づは寺 お 衆と 兑 

るべ し。 山と いへば 日 枝 • 横 川の 山 法師の おもわれ 人 也。 是 をお 寺 若衆と 句作り たれば、 3f まだ 十四 五 


ぐ 403  〕 —— 


•r  402  y 


まじき ゆへ ありて 也。 世に いふ 娜 *娘* 女房 • 後家 のた ぐ ひ、 野 郞* 傾城の 文字 を戀と はさ だむ ベから 

す。 それ もこ & ろの 戀 あらば、 百年の つくも 髮も、 わりな きおも かげに はたちぬべし。 女、 戀 ならば 男 

も戀 也。 むすめ 戀 ならば むすこ も戀 ならん。 娵 • 娘を戀 とさ だめた る は、 男の さだめた る戀 なるべし。 

をん な國 の風雜 ならば、 さは 又 さ だむ まじき を、 人 は あさ ぢが 宿に 立し のび、 雲井の 余所 をお も ひやり 

て、 さながらい ひもし、 いはす もな りて、 物の あはれ も是 より やお ぼ ゆらん と、 をし はかる 情 もい とふ 

かし。 しかる をお やに しらせ、 仲人の いひし ろ ひて、 樽 看に さ^め かれた る、 何の やる かたなき 戀 にか 

あらむ 0 

されば 戀の附 句と いへば、 文 か 夢 か、 おも ふぞ、 うらむ るぞ とつけ たらん に、 つかぬ 事 は ある まじ。 こ 

のさ かひ を 見さ だめが たければ、 吾 門に は 戀の句 を 筋骨と おも へ るかし。 戀の事 は 一 座の 宗匠に まかす 

べしと、 先師 も 遺誡 申されし。 

月 華に むかし 小袖の 袖せば く 

つねの なさけ を 出が はりに 泣 

この 附句戀 にあら す。 年の ほど 四十ば かりなる 女房の 主の 氣に 人、 我も氣 にいり て、 家に 久しき ものな 

りしが、 國 所に 見捨が たき 事い ひわたりて、 いとまと りたる にぞ 有け る。 この 句に 戀を つくれば、 前 句 も 

戀の なさけに ならん。 しからば 人の 句の 意味 を やぶる にち かし。 た^ 文字に まよ ふ 事 ある まじき 事 也。 

八朔 も. f< 日 も 酒の さたば かり 


朝 寐夕寐 に 年寄の 妻 

この 附句戀 也， - 節供 • 節 日 は 着 かざりて、 あそばむ とお もへ る 浮世 ご- -ろ あらんに、 洒 はさた ばかりに 

て、 朝 寐. 夕寐の 淋し さ、 心 ゆかぬ 處 あれば、 此 つま は 年若き 後妻な ど U るべ し。 此 句に. 1 をつ け ざれ 

ば、 ：：： 儿乂 人の 句の 意味 を 破に ちかし， - されば 戀に僧 あり、 俗 あり、 年 わかく、 老 たる も あるべし。 さる 

は 上中下の しな を さだめ ざら む や。 いつはり 人 • まめ 人の さか ひまで も、 一.？ のい ひ はなした る.；；.！： 葉の 

あやに は 兌 ゆらん かし。 か X る氣 變は戀 にも かぎら じ。 

燈 籠に 人を兑 そめた る戀 

冠き て 稚 • き 袖の露な みだ  g 

この さま 何人 ぞゃ。 とうろに 人 を 見 初る と あれば、 あどな き 所 ありて、 高 家の 公 Si など： るべ し。 しか  c 

らば、 夕霧 の^の 雲井の 腦を おも ひそみた る、 おもかげ も かよ ひ 侍らん." しかれ ども、 おさなき 袖の； 

とば かり：？ をつ くり 侍れば、 はしたなき 賤 意の、 た- - かれても 泣 やうに 侍れば、 冠き てと しづめ たる は 

句法 也。 

忍ぶ 夜の 月影 さむき 投 頭巾 

山の 若衆が 里で 戀 する 

この さま 何人 ぞゃ。 頭巾 投 たる 人 は あまた 有ながら、 惯 にも あらす、 にも あらす、 ま づは寺 お 衆と 兑 

るべ し。 山と いへば 日 枝 • 横 川の 山 法師の おもわれ 人 也。 是 をお 寺 若衆と 句作り たれば、 ハ小 まだ 十四 五 


にして、 . 顔に 肉 黍な し。 山 衆と い へば、 廿に ちかき うら 枯の髮 かたち もお も ひ やられて、 投 頭巾の さ 

ま、 よ づきて いとお かし。 

時なら ぬけ は ひに 行燈 とぼす らん . 

うそに ほれた る 人 もまち っ& 

是 あだし 人の 戀也。 この 女 年に も あらぬ 化粧な どに 傍 聚 中に もに くまれ、 をのれ が 心のう は氣 より、 人 

のた のむ まじき 心 も 得しら で、 うそに ほれた る 人 もまち なら ひたる は. なにがし をん なの、 おいが ほに 

おしろい ぬりて、 森の 下草に かこちた る ありさま にも かよ ひ 侍らん。  , 

なり もなら す もい ふて 見る 戀 

無筆に はい. かにう まれて 美しき 

是 かりそめの 戀也。 世に 髮 かたちい ときよら に、 顔の ^£3 もうす べにた ちて、 錢頭 とかい ふなる むまげ な 

るか ほ あり。 かなら す あほうの うき 名た ちて、 た にこやか 人と、 人に いはる \ なるべし。 何の 手 わざ 

にも 心った なくて、 御用 木な どい へる 世話の 侍る は、 聲も よくて 歌うた ひたる 時の 事なる べし. - しから 

ばお も ひしみた る戀路 のた どり もなからん。 されば、 なり もなら す もね て かたら はむ とよみた る 歌 は、 

人 をな だめて ふかき 心 をい はむ となるべし。 此 句に 云て 兑 ると あれば， た^かり そめの 戀と はしらる。 

さばかり の 文字の たが ひに て、 哥の 心の かくひる がへ りたる にゃあらん。 

野郞戀 
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むかしばなしに 野郞 泣す る 

き ぬ，^ は 宵の 躍の 范 おきて 

傾城 論 

湯漬の 膳に なみだ こ ぼ る i 

傾城の 人 まつ ふり を かくし 合 

馬士戀 

うは 置の 干 菜き ざむ もう はの {4! 

馬 に 出 ぬ 日 は 內で戀 する 

浮 草のお も はす も あ ひ あへ る、 あだなる 野 郞 • 傾城の 枕 だに、 何な きー仪 ごと を かさね たれば、 はじめの 

いつはり たる 言葉 も、 いつしか 袖 ぬらすべき 泪 とも、 時雨と も 降 か はりた る は、 誰が まことよ りと いひ 

けん 歌の心 も、 この あたり なるべし。 いやしき 馬 かたの 戀 といへ ど、 上 S の ほし 菜に 手 をと ビ むる とい 

へば、 針 を と^めて 語る とい へる 宫 女の あり 様に も、 心の 花 はな どお とり 侍らん。 かくの ごとき は、 戀 

の 本 情 を 見て、 戀の 風雅 をつ けたり とい ふべき か。 

と あり、 又 『俳諧 寂 菜』 に は、 

戀の 句の 事、 言葉 を もて 戀 とせす。 一句の 戀、 二 句の 間の 戀を もて 戀 とす。 他 n に は 女 ザ 娘の たぐ ひ 

皆戀 なりと す。 戀 にあら すと いふに は あらね ど、 一 句の 意、 二 句の w、 戀 なき 時は戀 とせす。 
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とも 記されて ある。 

最後に 積翠 園の 『去 來抄 評』 に は 

. 〇 分別な しに 云々 


〇 分 U がな しに ヨス  - ネ、』 I5t ハづ おどと おも ふこ、 伏 見 脇に して 旅 商 ひな ど 

I^Hn^Hnu.^ 養養譽 也。 I 

> う/きこ、 おお 114^44- と 置た る は かの ^茅き のづ^  グヒ 

:a、#々41 又ハ かほ ども あるへ きに 读茅 せと， に  、さ』 一-.」、 AV  > 

か il しき- とよめ る 戀に藝 あれば と、 f 嬉しと t ふ はせ 味に して S とはレ ふへ 力 

らす。 戴 享體を とる まじき の 證文也 


と 見えて ゐる" 


0 赤 人の 名 はっかれ たり はつ 霞，， 史气り 邦 ^ 

、、し こり UPOK 高く 意味す くな 力ら す 

.&币曰中の七文字ょくぉカ^たり>^^んロ ゲ J，  ffc-- 

Jl , 一 -CP  rt  rr 

Ry   — き、。， 1 L こり。 逢 js り R 高く ー ほ 句 長 高く。 すくな からす- 


0S 先師 曰— 先師 文 曰 „ 


中の 七 文字 1 中の 七 字。 よくお かれたり-能お かれたり。 發 句の 善 
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すくな からすと 也。 

HI ① はつ 霞 —初 霞。 ② よくお かれたり I 能 置れ たり。 發 句の 長 高く— ほ 句た け 高く。 すくな からす —すくなから すと.^〕 

isg: はつ 霞 —初 霞。 ② 先師 曰 —先師の 文に 曰。 よくお かれたり— 能く 置かれたり。 發 句の 長 高く— 發句丈 高く。 すくなから 

す —少なから す。 

圖ん此 ノ句ノ 頭-一 「®」 ト アル。 ③ 先師 曰 I 先師 文に 曰。 中の 七 文字— 中 七 文字。 よくお かれたり. I よく £ はれたり。 發 句の 

長 高く I 發句 たけ 高く。 すくな からす —すくな からすと 也。 

圏①此 ノ句ノ 頭-一 「®」 ト アル。 ③ 先師 曰— 先師 文に 曰。 中の 七 文字— 中 七 文字。 よくお かれたり I よく れ たり。 發 句の 

長 高く— 發句 たけ 高く。 すくな からす —すくな からすと なり。 

词異 ci: ナシ。 

^.  >  ：  がすみ  し- 

^^の^はつ かれたり はつ 霞  史 

Mi い 曰 はく、  の^ぎ； I ナ よくお かれたり。 發 句の 長 高く、 意味す くな からす。 

「5 1 II 

「赤 人の 名 はっかれ たり はつ 雷 史邦」 11 師翁 は、 この 句 を御覽 になり まして、 「中の 七 文字の 『名 はっかれ た 

り- がよく！ _ ^かれて あります。 發 句の 氣品も 高く、 また、 そこに 含まれて ゐる 意味 も豐 かであります。」 と がせ 


になり ました c 

0 釋ー 

①赤人 山 部 氏、 藤！^ 朝から 奈良 朝に かけて 活躍した 當 時の 代表的 歌人で. 現存せ る 作品 はすべ て 『萬 葉 集』 に 出て ゐる。 長歌 

十三 首. 短歌 三十 八 首。 純客觀 的な 自然 詩人で ある。 『古今 集』 の 序文に も 「人 丸 は 赤 入が かみに 立た む 事 難く- 赤 人 は 入 丸が 

しもに 立た む 事 難くな む ありけ る」 と ある 通り- 後世、 柿. K 入 腐と 拉ん で- 我が 國のニ 歌聖と いはれ てゐ る。 赤 人の 短歌の 中で 

は、 「田 子の 浦 ゆうち 出て 見れば 眞 白く ぞ不盡 の 高嶺に 雪 はふり ける」 「かっし かの 眞 間の 人 江に うちな びく 玉藻 刈りけ む 手兒名 

し 思 ほ ゆ」 「若の 浦に 潮み ちくれば 潟 をな み 廣邊を さして 鶴 鳴キ. わたる」 などが、 殊に 人口に 蹐灾 して ゐる。 ③ 中の 七 文 ii+ 

1 句 (發 句. 長 句) の 中の 七 字。 中 七と もい ひ 、上 五 • 下 五に 對 してい ふ。 ②長 高く 氣 品の 高い こと。 高雅。 和歌 連歌の 用 

語 を 踏襲した 言葉で ある。 

§ 者 一 

この 「赤 人の」 の 句の 出典 は 『薦 獅子 集』 で、 「桃花 坊に をむ かへ て」 と 前書が ある。 なほ 『彼此 集』 『眞木 

柱』 『笆 蕉盥』 等に も 見えて ゐ るが、 いづれ も 前書 はない。 

なほ 『去 米抄』 の 「修行 敎」 の 中には、 この 句に 去 來の附 句 を 添へ て、 「うつり」 の 例と して ある。 卽ち、 

先師 曰、.. 發句は 昔より 様々 替り 侍れ ど、 附句 は三變 にと まれり。 むかし は附 物を專 とす。 中頃 は、 い；^ 

を專 とす。 今 は 移. り、 響き、 爾保 比、 位 を 以て 附 くる をよ しとす。 


牡 年 曰、 いかなる 事 を 響き、 句 ひ、 移りと いへ るに や。 

去來 曰、 支考等 あらまし を 書 出せり。 是を 手に とりた る ごとくに はい ひがたし J いま 先師の 評 を あげて 

, さとさん." 他 はおして しらるべし。 

赤 人の 名 はっかれ けり はつ 霞.  史  邦 

爲 もさへ づる 合點 なるべし  去  來 

先師 曰、 うつりと いひ、 .53- ひとい ひ、 實は 去. キ中 三十 棒 をう けられた る しるしな りと 悅び^ ひけり。 ^ 

にお もへば、 ひとい ふ も 移と いふ も、 ゎづ かに 句作の あやにして * のる とのらぬ との 境 たれば、 冷暖 

自 知の 時なら では 悟し 叫ら むる 事 ある まじ。 此句 もし、 赤 人の 名 もお もしろ や、 と あらば、 も鹎 るけ 

しきな りけ り、 とも 作るべき を、 名 はっかれ たり、 といへ るより、 介點 なるべし、 と、 和う つり；；；： くと 

ころ、 味 ひ兑ら るべ し. - 響 はうて ば ひ くが ごとし。 たと へば、 

くれ 緣に銀 か はらけ を 打く だき 

身 細き 太刀の そる かた を は， よ 

先 は、 此句を 引いて 敎る とて、 右の 手に て 土器 を 打ちつ け、 左の 手に て 太刀に そり かくる 一〕 壯似 をして： お 

り 給 ひける。 一句々々 に 趣の か はる 事 なれば、 言語に 識 しがた きと ころ 破 せらろ べし。 

と兑 えて ゐる。 なほ、 この 說は、 『花實 集』 にも、 大同小異で 收 めら れてゐ るが、 同 寄に は、 「名 はっかれ けり は 

つ 誘」 が、 「名に つかれけ り 初 かすみ」 と ある。 
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また、 この 章に は、 「發 句の 長 高く」 とい ふ 語が あるが、 『宇陀 法師』 にも、 

百？ g の卷頭 なれば、 たけ 高き 句 第一 也。 平 句に のびたる 句 あれば、 發句見 をと さる- -也。 發句は 大將の 

位なくて は卷 頭に た.^ す。 平 句 は 士卒の 働きなくて は 鈍に してぬ るし、 其 用に た& す。. 

とあって、 「長 高き 句」 は 「のびたる 句」 の對 として 用ゐて ある。 

「初 霞」 は 初めて 棚引く 霞 をい ふこと は、 いふ 迄 もない ことで あるが、 か.^ る 類の 「初」 の 字に 就いては、 『篇 

突』 に、 

您 じて 初霜 • 初雪 等の 初の 字、 大事の 一 字 也。 

と 出て ゐ る。 

積翠 園の 『去 來抄 評』 に は、  . • 

〇 赤 人の 名 は 云々。 

山に うちむ かへば、 初 霞に 元朝の 日の 赤々 とうつ りたる 風 色より、 山邊 とい ふに 赤 人とまで 名に つかれ 

たる、 いかにも 此 春色のお もしろ ければ と、 昔の 人 をお も ひ 出た る、 其 中 七字感 する の 言語の きこえ を 

可レ 察。 然共史 邦 は 京の 人 也。 俳諧 は 京に は 合 はぬ 其 所に 侍れば、 此句 位の 所 をば せを稱 美した る、 是 

亦可レ 察に や。 

と 見えて ゐ る。  - . 
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穿 駒牽の 木 曾 やい つ ら ん 三日の 月 


- 今や 引らん 望月の 駒と い へ る を ふり か へ てま" や 出らん 胥 の，.^ と ③ 

I へ り 先師 曰 此句は 算用 を 合せた る 句な りと あさけ り 4" へ り  ® 

a  i ん I 越 ゆらん。 ふり かへ 下ふりか えて。 出らん I いつ t  ！ 」_ 。：—  , 

たる I さん 用よ ぐ 合せた る。  ノ  レ /  ^も- 1 この 句。 川 を < "せ 

Kie 駒牽 I 駒曳。 いつらん —出らん。 ③ 引ら，〕 fsl らん。 、 、ゝ 

る 。句な？ 句 也. あさけ り 給へ り— 嘲り 越らん xf  XI ③ g を 合せた る た 

S いまん I 出つ らん。 i 个牽 らん。 いへ る ii 。まへ て- f て。 出 t ムっ _ つ， 

へり— 云へ り。 此句は 算用 11  。あさけ り， り I 嘲り 給へ り。  f  二  uub/  "つえ P 

i 甲贊。 いつらん， 出らん。 此ノ 句き ii。  f ん I ひ ③， いへ り If  J さ 

たる— お ^ をよ く 合せた る。 あさ ナり洽 へり —胡り，、 n 、り。  / 厂.. へり  ーf^り ，， ^を 八—， せ 

一一〃 ，  i  " り 

房 iT 駒曳。 いつらん I 出らん。 此ノ 句ノ頭 二レ。  . . 

用 |<〔せ たる。 あさけ 4 へ？ 朝え" へ.，。  f り 力へ 下" り 力え て。 m 

國② らん， I ひくらん. - 出ら し， （出 つら ソ。 
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こま ひきき そ  .  r  )  ^  ^ 

駒 牽の木 曾 や いづらん 三日の 月  來 

おや^く らん STG^ の^、 といへ る を ふり かへ て、 木 曾 ゃ出づ らん 三 力 日の 月、 といへ り" 先師 日 はく、 此の 句は算 

用 を 合せた る 句な りと， あざけり 給へ り。 

g 譯ー .  - 

「駒 牽の木 曾 や いづらん 三日の 月 去來」 1 この 句 は、 古歌に 「今や 引く らん 望月の 駒」 とあります の を 借り 

てきて、 中の 言^ を 置換へ、 「木 曾 ゃ出づ らん 三日の 月」 と 作って みたので ございます。 所が、 この 句 を御覽 にな 

まき 

つて、 師翁は 、「これ は、 駒牽の 式が 八月の 十六 日です から、 それに 間に合 ふやう に、 馬が 木 曾の 牧を牽 き 出され 

るの は、 丁度 三日月の 頃 だら うと、 その 日 數を考 へ 合せて 作った 句です。 實景 にあたっての 句なら ば、 また 評し 

やう もあります が、 これで は、 た^ 日數の 計算 をした とい ふだけ のこと で、 少しも 感服で きません ね。」 と、 仰せ 

られ て、 お 笑 ひに なりながら、 おたしなめ 下さいました。 

g: 駒 華 昔 八月に 諸國の 牧場から 馬 を 京都へ 獻 じた 式で、 元は 十五 日で あつたが、 來崔 院御國 忌に 依って， その後 は 十六 日に 

改め ゐた 由が、 『江 次第』 に 見えて ゐる。 『公事 根源』 に は >  「公卿 以下 次第 御馬 を 給る。 馬の 差， 繩を とりて 御前に す &み、 一 拜 


. --^f.  /ま らせ^ ふ。」 と ある。 マ： ^を f つ 牧^ は， 

H.£€ 反のお 、有 濃 m 月の 牧、 桐 原の 牧 武藏移 父の 牧 ii  よ 、人 .3, 二 丁よ 丄1 る ものと は 全然 別の わ 

r か U  c_ え：： i^#v3Qts 部に 兑ぇ るお け 八.^ I, ィ ス 

まれ、 露 觀に も、 秋の 舊 として |ぁる に 出御 あらせられて、 III 

毒、 SI  (省， 又は I 一十 八 曰 拿 岐 蘇と あいた。 If 

§i 等 を御|ば される ことで ある。 h^^^ll  If  11 又 

I から 南 I 延び II 谷で、 III 

Bill  II  I.^H!  I  fis 

- 「 .反り^^のー銜.Kこか，げみぇてぃまゃn^くらtsT-月ひg」  Id  A  0 

② 今や 引らん 云々 「き 坂の I】 す I 力  ま 母 年 二十 八 ffi^ ク壬 めであった き？ 1 入- 

： ヒ】、 ま廷ニ f. き 飼育す る 牧場が あった 而て f  f  I  ili  --Klu-^ 

名で こ k に ュ F,.r 廷 I グー .  、 も提朔 天. ぼの 御 時まで 行 はれた。 それ は 『建武 年中 〈わ^』 I  -  ノ； - 

て、 11 が絕 えて 後 も it 力り は ^1.^1. 此の ー兩 I し I る。 11$. 

濃の |、| の靈 以下？ あれ ども；^ uu;:;^ の のが 特に？？ ゐる。 ！ ... 

ず」 との i が ある。 古歌に も、 蒙の 歌の 中て は 冒の き 


て。 ③ 算用 計算". 


py  ^  1!^  『浮世の 北』 『露 木 柱』 等に も.. ル えて ゐス， 

この 「駒牽の」 の 句 i は 『！』、な ほ ^HH^§ 等に、 次の 如！ ー。 

「今や 引く らん 望月の 駒」 の S 『拾 ま|』『| き f 』r ？』 


延 喜の 御 時 月次の 御释 風に (P ぽき SI;;) 

あ ふ 坂の 關の淸 水に かげみえ てい まや 引 くらむ 望月の 駒  貫  之 

この 歌詞 を その ま& 踏襲した 俳諧 作品の 一 例と して は 『毛 吹 草』 に、 

しんこ 馬 も 今や ひくらん 望月 夜  弘  永 

の 句が 見出される。 

『葛の 松原』 に は、 

風雅 は 一句の したつる 所、 風流なる べし。 たと へ 意 は 害すべく とも * 詞は 破る ベから す。 いまや ひくら 

む 望月の 駒と 讀 める は、 まさしく そのたぐ ひなる にや。 八 r の 人 この間 を さとらす、 飽 まで 姿の くだけぬ 

る を さへ、 一句の 意味 淺 からすと いふ。 あさまし。 

との 記載が ある。 

さて、 この 貫 之の 歌の 外に 「望月の 駒」 と 用 ゐた例 を、 散晃 する ま.^ に列擧 すれば、 次の 如くで ある。 

延 喜の 御 時、 御馬 を 遣 はして 早く まゐ るべき 由お ほ 

せっか はしたり ければ、 卽ち參 りて、 お ほせ ごとう 

けた ま はれる 人に つか はしける。 (f_/「^lff;ftuw ぴ f 

りけ るに 駒 ひきの 御馬 を 造 はし り けれ は」 ミ あり、 〔素性 法.！. 集〕 に は 「延 

喜 の 御 時に 御馬 fiS! li して 只今 石山に 祭， - るべき よし 仰せ ご 7、 あ る に參り て」 .~J 

あり、 又 【古今 和歌 六ン 

!w】 に は前睿 がない。 J 


望月の 駒より 迎く 出で つれば たどる/、 ぞ山 はこえ つ る 

碎 風の 綺 に駒迎 したる 所 をよ み 侍りけ る (lf【】？fs?- 

前 * が 「八月 相 坂 > - 

に 駒迎」 -、」 ある。」 

望月の 駒 ひく 時 は 逢坂の 木の 下 やみ もみえ ゃぞ ありけ る 

八月 駒む か へ をよ める 

ィ すぎの むらだち 

逢坂の 關の杉 むら ひく ほど は をぶ ちに み ゆる 望月 の こま 


ィ すぎの むらだち 

駒 迎の心 をよ める _ 


東路を はるかに 出づる もち 月の 駒に こよ ひや 逢坂の せき 

後白河 院栖霞 寺に おはし ましけ るに、 駒 引の ひき わ 

けの 使に て參 りけ るに 

嵯峨の 山 千世の ふるみち 跡と めて 又 露わく る 望 づきの 駒 

文治 六 年 女御 入 內の碎 風に、 駒 迎の所 

あづまよ りけ ふ 相 坂の 山 こえて 都に い づ る もち 月 の こ ま 

逢坂の 關 たち 出 づる影 見れば こよ ひぞ秋 の も ちづ き の 駒 

年 をへ て 雲のう へに てみ し 秋の かげ も戀 しき 望月の こま 

承久 三年 八月 駒 引 上 卿に 參 りて 侍りけ る 時、 前中納 


素性 法師 

(， 後^ 和歌^) 


惠慶 法師 

(後 拾 tw^^^) 


良遍 法師 

(後 拾 和歌^) 


源 仲 

(金 1 ^和歌^) 


定 家 朝 ，臣 

(新 さ 今 和歌^) 


後 京 極 攝政前 太政大 HI 

(新： g 撰 和 耿^) 

c.^ 後 撰 和 耿染) 


っ.^^^^3和欲^) 
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言^ 家、 參議 にて 參 りて 侍りけ るに、 殿上の 硯 にて 

ひ あ ふぎの つまに 書きつ けて. 出で ける 車に つか は 

しける 

こモ 

引更 へて け ふ はみ る 社 悲し けれ さや はま たれし 望月 の ，^ 

返 し . 

物 ごとに こぞの 面影 ひき かへ ておのれ つ れ なき 望月の 駒 

堀 河 院の百 首の 歌に、 駒迎 

あ ふさ かの 闘の 村 杉 葉 を しげみ 絶え間 に 見 ゆ る 望月 の 駒 

後 宇多院の 七夕の 七 百 首の 歌に、 駒迎を 

今 も かも 絶せ ぬ 物 か 年 ごとの 秋の なかばの もちづき の こま 

駒牽の 駒と てよ ませ 給 ひける 

むかし 見し 雲居 はと ほくへ だ つれ ど 面影ち か き 望月 の 駒 

信 濃の 國に すみ 侍りし 頃、 駒 迎の心 を 

都へ といそぐ をき けば 秋 をへ て 雲居に 待ちし 望月の こま 

望月の 駒 すら 年に 引かる.^ を 我す ぐし く る 秋ぞ悲 しき 


常 磐 井 入道 前 太 政太臣 

(玉 葉 和歌 集) 


前 中 納言定 家 

(玉 葉 和歌 集) 


隨巾納 霄！： 信 

广綾 後拾遗 和歌 集) 


權中納 一一 一一 c 公雄 

(風 和歌 集) 


花園 院 御製 

(新 千載 和歌 集) 


中 務卿宗 良 親王 

(新 葉 和歌 集〕 

曾 漏 好. 5 あ 

(曾 丹 集 J 


壬  壬 

二 降 二 降 


あ、 
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望月の 駒の あなたに 見 ゆる 哉 引 並べ たる 影に や 有 

望 月 の 駒 引 越 ゆ る 山 見れば 覺 束な くも 飽かす ぞ 有りけ る 

ひごの 少將、 扇に 大 井川に 馬 ひやした る を 書きて よ 

ませ 給へ るに 

望月の 駒 引立て \ 冷 しける みや は 桂の 渡りな るら む 

こま ひき 

望 n の 駒 引渡す 影 見れば 覺 束なくて 見え す. ぞ 有け り 

少將 にて 駒迎に 本院の 女御の 御前 を曳 かせて 御前に 

參る人 々ゐ たる 所に よりて 

望 n の 駒 引渡る 秋の 夜 は 光 さやけ きものに ぞ有 ける 

望月の 駒 ひく 袖 も 打し めり さよ ふけに けり 相 坂の 關 

古今の 一 句 を こめて 秋の 歌よ み 侍りし に 

相 坂の 關の淸 水に 引きと めて 暫し水 か へ 望月の こま 

六 百 五十 九潘  . 

相 坂の せきの 岩角 引きつれて 影 をなら ぶる 望月の 駒 


人 迅大納 1"::^^ 卿 

广入 近大納 tn^sx^) 

贯  之 

. G-u 々和歌 六帖) 


安 法 法師 

(安 法 法 0  mw 


片  ^ 

($- 勢 B 


家 


左 具 親 

厂千 五百^ 欺 合) 


又 あれより 

秋の 夜の 望月の 駒 引く 迄 は 都に いか^さ のみす むべ 

か へ し 

なほ も 唯 都に ぞ すめ もち 月の 駒に 心 をげ に 男む ま 

逢坂の 關の淸 水に うつりき て 影に かげ ある 望月の 

駒迎、 內府 にて 

逢坂の 關 もる 祌 にこと X はむ 幾よ か 見つ る 望月の 

同じき 月の 十六 日に 女の 許へ 

忍び づま獨 にも あらす 望月の 駒 いづ 方に 心 ひくら 

また、 望月と 同じく 信 濃に あった 桐 原の 牧の駒 を 「桐 原の 駒」 と 用 ゐた例 を、 

少將に 侍りけ る 時 こまむ かへ に まかりて (|"〔も古/； 細 

この 前 害な く、 又 r 大貳 高遠」 ン 

を ！， 藤 1^ 高遠」 */」 ある。 に 

逢坂 の 關 の 岩 かど ふみならし 山 出ち 出づる きりはらの 

夕暮の 月より さき に關 こえて 木の 下 くらき きりはらの 

關駒迎 を 

逢坂 ゃ淸 水に 移る 影 もみす 關路 へだつ る きりはら のこ i 


き 


で 


幕  下 

(拾 玉 和歌 集) 


ま 

慈 


(拾 玉^ 歌集) 

眞 

(拾 玉 和歌 集) 


中納 一一 一一 〔雅兼 卿 

C. 中 納言雅 兼 卿 集) 


む 中 納言雅 兼 卿 

C. 中 納言雅 兼 卿 集〕 

次に 擧げれ ば、 


大 貳 高 遠 

(拾 遣 和歌 集) 

正三位 知 家 

(緩 拾 遣和耿 集) 


源義將 朝臣 

广新績 古今 和歌 集ソ 


. ^に r 桐 原の 駒」 と 川ゐた 俳諧の 例と して は T 七 柏 築』 所收の 歌仙 「雲絕 て」 の 卷の初 裘六句 E に、 

けふ牽 わけの 桐 原の 駒  雨  后 

の 一 句 を擧げ 得る。  i 

最後に、 積， 園の 『去 來抄 評』 に は、  一 

〇 駒曳の 云々。 

逢坂の 關の淸 水に 影昆 えて 今や ひくらん 望月の 駒と よめる を、 ふりかえて かく 作る は、 增山 井に、 信 濃 一 

の牧 の駒牽 は、 昔 は 十五 日、 近代 はト 六日 也と 兑 えたれば、 木种 より 京 迄の 近の 日 數を考 へて、 一：；：： ！パ 

に 木 f を 出る と、 是等川 を 合する の 句 也。 すべて か \ る算川 合の.？ はこの むま じき 敎也。 

鲁  一 

と 見えて ゐる。 


出自 去 來は肥 前 長 崎の 人、 向井 氏、 幼名 は慶 千代、 後、 兼 時、 又義 焉、 通稱 は： や 次郞、 後、 治郞. ^犬と いひ、 m 

亭、 落柿舍 等と も號 した。 慶 安四 年、 向井 元 升の 次男と して 生れた T 落 姉 舍去來 先生 事實』 Ggll^fm) によ 

れば、 まづ胃 頭に、 

向井 義焉子 元 淵 先生 は 予が伯 公な り。 諱は兼 時、 字 は 平 次郞、 號 は去來 な. 0,。 父 は 向井 觀 水子 元 升 先生、 

母 は久米 氏の 女な り。 人となり 好んで 文學 武備 を 善くし、 幼に して 屢々 前筑 福！： にあり て 叔父 久米諸 左 

衞 門の 家に 養 はる。 武術 を 擧び騎 を 能くす。 國主大 に 先生の 才 藝を奇 とし、 來地を以て招かんと欲す" 

固辭して仕を^：^-めす、 萍身隱 逸して 笆蕉 翁の 門に 遊び、 國雅 俳諧に ェ なり。 (ItJ は) 

と 記されて ある。 

父母 この 父 元 升 は、 儒學 .IK 文 學* 本草擧 等に 秀で、 長 崎に あって は 正 保 四 年に 聖堂 を趙 て、 その 祭洒を 住めて 

ゐ たが、 萬 治 元年に は 上洛して Gfcl® 醫を 業と した。 延寶五 年歿、 年 六十 九。 洛東鈴 聲山眞 如 堂に 葬る。 その 

墓碑銘 は當 代の 大儒 貝 原 ハ發， 軒の 撰 文に 成った ものであるが、 その 一 節に、 

先生 姓 は 藤 原、 氏 は 向井、 名 は 元 升、 字は以 順。 慶長 十四 年 二月 二  H 肥 前 州： t 崎 郡 酒 村に 生る。 其 先 は 

豫守京 畿の人 也。 (略) 先生 廿ニ 歳、 始めて 書 を 讀み昕 夕 倦ます。 遂に 醫と爲 り、 俗に 從 ひて 難 髮し、 

名 を玄松 宇、 素 栢と稱 す。 此時長 崎に 師友の 從 ふべき 無く、 獨學 刻苦して 日夜 精 研す" 故に 其の 進む 所 

日に 超 詣し闓 鄕の擧 者 皆 先生に 師事し、 講を 聞く 者 常に 堂に 滿っ。 心 を 方 伎に 用 ひる こと 深し。 故に 共 


の 術 漸く 世に 行 はれ 西裔に 僻在す と雖 も、 隣國の 諸侯 使を邀 して 招聘す る者絕 えす。 肥 州 平 戸牧 君 松 浦 

一 

氏鎭 信、 其の 術 を 信じ 先生 を 招きて 釆地 三百 石を與 へんと 欲す。. 辭す るに 多病 を 以てして 就かす。 筑前 一 

君 黑田忠 之、 招きて 其の 病 を 治せし めて 效 有り。 國君 大いに 悅び七 百 石 を 以て 先生の 釆 邑と爲 し、 且つ 一 

朝廷に 奏して 爵位 を 昇進せ しめんと 欲す。 先生 親の 老いた る を 以て 應ぜ す。 四十 六 歳、 其の 估 恃を失 ひ 一 

哀悼 切なり。 萬 治 元年に 至リ、 先生 五十 歳、 妻子 を携 へて 京師に 入り 家居す。 (き 其の 術 益々 盛に 行 は 一 

る。 八條 金剛 壽院宫 の 病 篤く して、 衆 醫術窮 する や、 後水尾 太 上皇の 詔に 依リ、 藥を獻 じて 驗 有り。 太 一 

上皇 大いに 感じ 給 ひ、 御^ 建 一 一握 • 如意 一 秉* 蘆 杖 一 蜜 を 賜 ふ。 人咸 以て 榮と爲 す。 皇子 後宮 及び 公卿 大夫 

病 有れば、 勅 を 奉じて 治す る こと だ 多し。 四方の 諸侯 招聘して 治 を 求む る 者 亦 Si からす。 名 |&籍_.^.1 都 ： 

鄙に 震 鳩す。 醫を學 ぶ 者 以て 景 慕し、 常世の 良 醫を稱 する、 必す 先生 を 以て 巨擘と 爲す。 (I むは)  一 

以て、 その 爲人を 知り 得よう。 且つ、 以上 は 多く 名醫 としての 元 升 を 記して あるが、 この 他、 國書 漢籍に も 明る 

く、 當代 有數の 逸材であった。 母 は久米 氏、 去来が 一時 久米 諸左衞 I： に 養 はれて ゐ たが、 これ は 母方の 叔父と い 一 

ふ關 係に. E る ものである。 天 和 二年^、 元 升と 同じく 3 具 如 堂に 葬る。 卽ち、 去來は 二十 七 歳に して 父 を 失 ひ、 三 一 

十一 一歳に して 母に 別れた ことになる。  . 

兄弟 去 來には 九 人の 兄弟が あった。 兄 元 端 はやが て 父の 業を嗣 いで 典藥に 進み、 法 印に 叙せられ、 签毒院 の 號：， 

を 賜った 人、 又靈 軒と も號 し、 芭蕉の 「幻 住 庵 記」 の 後書 を も 記して ゐる。 父 元 升の^ 後 は 「兄に 仕 ふる * 極め 


て恭 愛」 であった と傳 へられる.^ 姊赛は 年 世。 次が 去來。 去 米の 下に は、 お 妹 それ， <\. 三人が あった 

が、 三人の 中、 三 ei^ 成 元は 長 崎に^つ て 聖堂 祭 酒と なった 人、 又^ 町と も號 し、 去 米と 共に-. HJi^i に 師事した。 

四 利 文 は 母方の 久米 氏を繼 いで 七 郞左衞 門 となった 入， 號は牡 年。 五 兼、 之 は、 天 和ニハ 牛、 比 的お ハ 卜で. はし 

てゐ る。 又、 妹 三人の 中、 二 女 佐 世 は 宇 野 氏に 嫁し、 一一； 女 は 元 一： 儿ハ+ に^した 千代で、 淸水 氏に 嫁した 人， これ 

が 『伊勢 紀行』 に 現 はれて ゐる 女流 俳人 千 子で ある。 『崎 野』 に、 

ぃもぅとの追ー^^：！に 

手のう へに かなしく 消 る^かな  去  來 

の 句が 見えて ゐ るの は、 この 千 子 (千代) に對 する 迫 £5: の 作であった。 四女の八^5;:は^^世。 

人物 想へば、 去 來は實 に文學 的に 多幸な 家に 育った 譯 であるが、 去來 自身、 初めは 武藝に 大いに 熱心であった 

らしく 、『^怖 先生 行狀』 に 依れば、 

はじめ 紫 陽に 在て ひとへ に 武事 を 11^ し、 弓馬の 故事 をき はめ、 御 術 は大坪 式部 大輪！！^ が 嫡流： S 山 某 

にき. -、 和 は 笠 原 氏の！： になら ひ、 劍術は 安部の 何某に 學び、 共に其大^,ビ.)をさとす。 は W 州 一流の 奥 

をき はむ。 北 (後 洛に歸 て、 又 薄 S 某の 門に あそぶ 事 年 あり。 八重垣の 祌法 および 玉 法 障の n を傳受 す。 

ひもろ ぎ 

かつ 摘. お 傳來祌 道の 秘奥， 三種の神器 五 科 十 種 神籬祌 a 風水 IS 坂 千 滿土金 等の，？^ 傳を 相承す。 かねて， ぬ 

力 あれば、 古今の 人物 を 論じ、 忠義 純 確なる もの はみ づ から 撰で 監 とせり。 


と傳 へられて ある 。「甲 州 一流の 奥 をき はむ」 とい ふの は、 どの 程度までの 事 か は 明かで ない が、 兎も角も 非凡な 

腕前であった かも 知れない 「『落 姉 舍去來 先生 事實』 の 中の 一 節に、 

先生 考の 喪に 在り、 日に 墳墓 を拜 謁す。 聖護院 村 中の 一 農夫. 献 を 耕し、 il らす猛 猪の 炮を 負うて 走り 

來り、 牙 を 以て 農夫に 觸る. 1 に 行き 遇 ふ。 喪中に 在りと 雖も、 其の 危害、 之 を 見る に 忍びす、 頓に刀 を 

拔き 飛びて 猛猪を 刺殺す。 農夫 乍ち 危難 を 免る。 村人 擧げて 之 を 驚嘆す。 其の 仁 勇 も亦此 くの 如し。 

と 見え、 これ は 『去 來發 句集』 の 序 中に， も 「沈勇に して 猛猪を 刺す」 と あるが、 少く ともこの 位の こと は 爲し得 

る だけの 武に 達した 人で はあった らしい。 然し、 許 六の 『去 來諫』 GIfIg) に、 

武を 業と し、 若 かりし より 洛に 居す。 弓矢 を 捨て 十五 年と 吟 じたる は、 十五 年 先の 事 也。 合せて 三十 年 フ 

來の大 隱士、 和名 これ を 浪人と はいふ 也け り。  C 

と ある 如く、 やがて 武人と しての 望み は 全然 捨て \し まった。 この 三十 年を歿 年から 逆算 すれば、 去來は 二十 三 

四 歳の 時には、 旣に、 所謂 「弓矢 を 捨て- -」 ゐ たこと になる。 が、 この 「弓矢 を 捨て」 たとい ふの は、 致仕 を 願 

つたと いふ ことで は あらう が、 然し、 何故に 中年に して 去來は 弓矢 を 捨てた ので あらう。 その 當時は 父母 も 健在 

であった し、 また 笆蕉 にも 面接して ゐ ない 時で あるのに、 一朝に して 翻然と 弓矢 を 捨て X、 風月に 遊び 匕. Tt を 愛 

する 隱 逸の 生活に 人った とい ふの は、 そこに 何 か 然るべき 理. 3 が あら.：.' と 思 はれる ので あるが、 今 は 明かで な 

い。 丈 草が 潘 川に 宛てた 書簡 Gifil 隨) 中に、 去 來の爲 人 を 記して、 

長 崎の 唐人 哥 所望いた し 申 候。 甲 頭巾 影 を かしく 壁に うつり、 夜着 蒲圑 のない をと り？ t て，、 火缝 にて、 は 


なし 明し、 さきに 書付 候 詩 を 一 ッ むりに まげ 出し 候。 隨 分かた や (？碰 を) も乂 おかしみ の 通す る にて 御 

座 候。 句 もまた 何やら 吐 候へ しが 忘れ 巾 候。 にや/ \ 風 詠た えす、 やさしき 事と ほめ 仕舞に いたし^。 

したが 此人 も、 昔 は 具足 を寶て 傾城に か \ り 候と て、 其 角な ども 犬 ほめの よし、 自 ゆに も 笑 巾 候。 

と 記して ゐ るが T 昔 は 具足 を寶て 傾城に か&り 候」 とい ふやうな 時代が あつたと すれば、 それが1:^矢を^^てた1 

因を爲 した もの かも 知れない と 思 はれる。 『續虛 栗』 に は、 

遊女と き は 身 まかりけ る をいた みて 久しく あ ひしれ 

りけ る 人に 申 侍る 

露烟 この 世の 外の 身う け 哉  去  來 

の 句が 見える が、 これに 因っても 去 來が柳 暗 花 明の 巷 をよ く 知って ゐ たこと が 分る ので ある。 然し、 それ は 去來 

の 全生涯 を 通じての ことで もな く、 又 固より それが 去來の 生活の 全部で もなかった。 否、 寧ろ は 朴ぃ只 諒、 ^；ふ愛誠 

意の 人と 評すべき であって、 『落 柿 先生 行狀』 の 中に、 

先生 もとより 官 仕の 途 をた ち、 退ても つばら 兄に 仕る き はめて 恭愛、 其 家事 を 治め、 tM: 外の かぎり わか 

ち、 財 用の 節 を 制し、 使 令 を 給す る。 おの/ \- その 役に たへ ざる ものな し。 誠意 懇切 其勞を ゆるべ す、 

人の かたしと する 處、 みづ から 處 する 裕 如な り。 いはん や、 その子 弟 • 宗族 • 朋友の^ にある を や。 

と あるの を、 更に 傾 ii すべきで あらう と W わ ふ。 


妻子 『落 柿 舍去來 先生 事實』 に は、 

去來 先生、 長 崎又洛 陽に 來往 す。 崎に 来りて は S 上の 千載 亭に 止宿して 風月 ケ^ぶ。 (千載 亭は m 上 寺の 

傍に 在り。 昔時、 久米 氏の 別業 也) 洛に歸 りて は 聖護院 村に 寓居し、 一 妾 (名 は 良從) 有り。 一 一女 S 

美 • 多 美) を 生み、 ^！：：嫁す。 

この 「一 妾 二 女」 とい ふ 事 は、 諸說ー 致して ゐ る。 然も 、『蕉 門 諸 生 全傳』 に は • 

妾の 名 在 命 尼、 五條 坂 遊女な り。 鎧を賣 りて うけ 出す 丈 草が 狀 あり。 士朗隨 筆に 出づ。 

として、 この 「一 妾」 は 五條 坂の 遊女で、 特に 「 具足 を賣て 傾城に か. -り候 」 の 相手で あると 斷定 して ある。 去 

來には 正妻がなかった が、 その 原因 も、 一 つ は、 武人と して、 或は 父兄に 對 しての 遠慮から、 落籍した 遊女 をす 

ぐ 正妻と する ことが 出來 すに ゐた かも 知れぬ と 思 はれて くる。 所が、 卯 七の 『波 鳥 集』 の 名 寄の 部に は、 去 米の 

次に 「同 妻」 として 「可 南」 の 名が 見え、 『土 大根』 にも、 

行 春のう しろ 姿 や 藤 の 花  去來妻 か  な 

となって ゐる。 この 事實 は、 去 來には 正妻に 可 南 女が ぁリ、 妾に 貞從 • 在 命 尼の 二人が あった やうに も 受取れ る 

ので あるが、 實際 は. こ \ に 二； 人ら しく 見える 名前 は、 同 一 人の 異名 及び 誤傳 なので ある。 卽ち、 「在 命 尼」 とい 

ふの は、 原 松の 論に、 

去 來妾在 命、 尼と なりて 今 下 長者 町 油 小路 西へ 人 町に 住す き) 

と あるの を讀み 誤り、 「在 命」 が 「存命して ゐる」 の 意で あるの を、 その 名と 誤傳 した ものである。 又 可 南 女 は 『有 


磯 海』 に は、 

岡^ 村に 住 侍りけ る ころ 

うしな はで 落穩 をた くや 大師 講  可  南 

等の 如く T 渡 鳥 集』 を初めとして去來g:^後に上梓されたものには、 特に 「去來 妻」 或は 「去來 〔至」 と！：^ 寄が あつ 

て も、 それ 以前の 書に は 曾て 妻と 見えて ゐ ない。 卽ち、 この 事實 から、 可 南 女 こそ は 去來の "安であって、 去 米 

後 は 表 向に 正妻と 名吿り 得る やうな 狀態 になった ので あらう と 判 儿 される ので ある。 そして、 い ：！： 從と いふの は 恐 

らく は 可 南 女の 死後の 法號 で、 やはり 元 仲の 記した 如く、 ー妾說 が安當 とすべき なので あらう。 これ は、 . ^米の 

追善 集た る 『誰 身の 秋』 に その 悼 句と して、  > 

その 事此 ことお も ひ 出る かぎり はな かりけ るが、 過  C 

つる 名月の 夜 は 病の 床に 有ながら、 とかく もの 語り 

もな し 給 ひぬ るに、 今 はか.. -る なげきと なりて、 う 

き 世の 月 を かこつば かり 悲し かりけ る 

ふして 見し 面影 かへ せ 後の 月  可 南 尼 は  松 

と ある 「可 南 尼 負 松」 (gfilo に徵 しても 明かで ある。 この 可 南 女 は、 去來 歿後 は 去來の 兄. 兀^の.^ なる， M 井 冗 

桂の 扶持 を 受けて、 後 洛北嵯 峨に舍 を 營んで 住して ゐ たと 傳 へられる。 可 南 女 は、 去 米の 感化から か、 俳 諮 のた 

しなみ があった らしく、 その 作品 も 諸 書に 散見す る。 然し、 


去來 死後、 傳書 共、 支 考に賫 る。 乾 金 拾 五雨。 (if^l) 

の 如き 不德な (不德 とい ふ 言葉 は 可 南 女よりも 支考の 方が 多く 負 ふべき であらう が) 所業 を傳 へられて ゐ るの は 

遺憾な 事で ある。 

さて、 登 美 • 多 美の 雨女 は、 去來の 追善 集た る 『誰 身の 秋』 に は、 

さや 豆 を 手. 向て 悲し 後の 月  娘 

正月の 一 一日に 墓まい りして 

雪 汁に 裾 を そめけ り 墓の 前  娘 

の 句 を それ，， ^手 向と して ゐる。 兩句 共に さほど 初心と も 思 はれぬ 程の 作で は あるが、 同書 以外に はこの 兩 女が 

俳諧 作品 を發 表して ゐる 資料 を 未だ 寓目して ゐ ない。 去 來自舉 の r 囘家 休」 の 詩 幅 (雄 11 月) に、 


と 


た 


み 


み 
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崎陽 舉思堂 諸 iff; 子 机 右 

と あるが、 これに 從 へば、 長女 五 歳の 時に 次女 は 三 歳で、 ニ歳逮 ひの 姉妹であった 事 は 分る ので あるが、 この^ 

- 稿の 識語なる 十月が、 ra^ して. 何年に 相當 して ゐ るかが 不明で ある 爲 めに、 この；！ 妹の ハ牛齡 を 知る たよりに はなら 

ぬのが 遺憾で ある。 然し、 許 六 は 『去 來諌』 の 一 節に、 去來の 臨終 を 叙して、 

心の中 さへ 思 ひやり ぬ。 現の 境 も 千々 の 思 ひを碎 き、 娘の 生 ひさき、 其の 子の 母の 行末、 いかに 東な 

く 見 つらん。 あ. t 悲しい 哉。 

と 記した に從 へば、 去来の 殁 年頃 は、 二 女と も 未だ 成人して ゐ なかった と は 想像され るので ある。 而 して、 明 和 

七 年に、 元 仲 は 『落 怖 舍去來 先生 事實』 の 中には、 この 二 女が 旣に 嫁いで 了った と 明記して ゐ るが、 その後の rm 

息 は 明かで ない。 

落柿舍 去來 はやが て洛西 蝶峨に 別墅を 設け、 これ を 「落 柿舍」 と稱 し、 こ.^ に隱栖 して、 ら 俳お _ に 遊んだ。 

嵯峨に 小屋 作りて 折 ふしの 休息 仕 候 なれば 

月の こよ ひ 我 通人の 藁う たん  去  來 

の 句が 見えて ゐる。 なほ 『落 姉舍 記』 本 ig) に は、 自ら 次の 如く 記して ゐる。 

嵯峨に ひとつの ふる 家 侍る. - その ほとりに 柿の 木 四十 本 あり。 五と せ 六と せ經 ぬれ ど、 このみ も 持 米ら 


す、 代 かゆる わざ もき かねば、 もし 風雨に 落されな ば、 王祥が 志に もはぢ よ、 若鳶 烏に とられな ば、 天 

の 帝の めぐみに も \れ なむと、 屋敷 もる 人 を 常 は いどみの & しりけ り。 ことし 八月の 末、 かしこに いた 

りぬ。 折 ふし みやこより 商人の 米り、 立 木に かい 求めむ と 一 貫 文 さし 出し 悅 びか へりぬ。 猶 そこにと^ 

まりけ るに、 ころ，/ \- と 屋根 はしる 音、 ひし/. \ と 庭に つぶる- 1 聲、 よすがら 落 もやます。 明れば 商人 

の 見舞 來り、 枬っく-^と打詠め、 我む かふ 髮の 頃より、 .01 髮生 るまで、 此事を 業と し 侍れ ど、 かくば 

かり 落ぬ る 柿 を 見す。 きの ふの 價か へし くれたび てむ やと 佗ぶ。 いと 便なければ ゆるし やりぬ。 此 者の 

かへ りに、 友 どち の 許へ 消息 送る とて、 みづ から 落 柿 舍の去 來と書 はじめけ り。 

柿ぬ しゃ 木す ゑ はち かき あらし 山 

これで 庵號 の， S 來も 明かで ある。 この 落 柿舍に は、 後に 笆燕を 初め、 其 角， 嵐 雪-桃 隣 • 凡 兆 等、 蕉 I： の 人々 が 多く 

訪れる ことになるの である。 この 落 怖舍に 訪れた 人々 の 吟詠 は、 『落 怖舍 日記』 に 多 數拾錄 されて あるが、 いま そ 

の 中から、 主なる 人の 作 を 一章 づっ 再錄 すれば、 次の 如くで ある。 

柚の 花に むかし をし のぶ 料理の 間  笆  蕉 

千鳥な く 鴨 川 こえて 鉢た- -き  其  角 

今少し 年寄 見た し はち 叩  嵐  雪 

瓢單は 手 作なる べし 鉢敲  桃  隣 

水仙の 花の みだれ や 藪 やしき  惟  然 


尸 

つ 、 

Tip 

ゲ r 
1 J 

ナ 

ド平 

た 

/ し 

ハ 

— ^ 

の 

治 

卞 

レン 

や 

ロ寸 

ネ 
J 

小 

や 

戴 

スゝ 

雨 

む 

に 

蟠 

何 

ラ 

ん 

屋 

曰 

道 

凝 

所 

つ 

luru 

根 

和 

の 

へ 

の 

ジ 

ア- 
ナ 

の 

も 

ふ 

し 

n  K 

し 

あ 

ち 

な 

さ 

/、、 
\ 

雨 

て 

力、 

か 

し 

れ 

ら 

が、 

の 

き 

や 

て 

あ 

ぬ 

CD 

に 

村 

X 

か 

ま 

た 

m 

休 

し 

客 

峩 

り 

力、 

ベ 

ぐ 

る 

な 

山 

し 

れ 

殿 

素 

羽 

玄 

浪 

曲 

4rr 

nn 

め 

， 

WL 

■V/J 

柿 

タ、 

V* 

祖 

ィ匕 

ち 

JL 

― y- 
i し 

ん 

m 

レ 

ャ 

Jp 
\ 

の 

る 

の 

の 

の 

ピ 

わ 

猪 

屋 

―， 卜 
ィ匕 

た 

麥 

ち 

と 

や 

に 

ふ 

チ P 

に 

ら 

喿 

h 
V 

A 

八 

讲 

と 

り 

の 

隙 

ぬ 

に 

し 

の 

に 

鹿 

む 

木 

住 

ち 

は 

い 

ま 

の 

な 

カュ 

寒 

へ 

た 

子 

居 

る 

ば 

す 

さ 

が 

の 

や 
石 

草 

や 
な 

る 

力 S 

ま 

菊 

根 

月 

ら 

竹 

よ 

m 

じ 

の 

の 

か 

か 

す 

の 

ひ 

の 

り 

庵 

一， に- 

ィ匕 

な 

な 

抑 

枝 

m 

氷 

如 

李 

昌 

先 

卯 

曾 

支 

町 行 紅 梅 川 化 翠固行 由 房 白 放 七 良 -：?5- 


た 

巨 

北 

し 

柿 

妓 

な 

菊 

秋 

羽 

秋 

此 

淸 

瘦 

木 

を 

嵯 

ぐ 

陰 

王 

一 

つ 

の 

風 

拍 

お 

中 

瀧 

が 

さ 

む 

峩 

る 

や 

寺 

葉 

か 

香 

に 

子 

の 

の 

ら 

や 

め 

) へ 

い 

や 

の 

ち 

し 

む 

> 

し 

ふ 

て 

し 

や 

り 

J 

そ 

し 

ど 

曰 

木 

マ 

作 

に 

角 

梟 

を 

里 

と 

か 

と 

桐 

の 

む 

禾ロ 

は 

そ 

り 

か 

す 

ラ 

木 

る 

あ 

成 

に 

ろ 

聲 

茶 

ぐ 

ら 

た 

ぐ 

て 

む 

ち 

つ 

ら 

な 

に 

/ 

れ 

ベ 

け 

ら 

畑 

る 

づ 

ふ 

す 

啼 

む 

や 

屋 

さ 

ぬ 

ぶ 

あ 

や 

は 

れ 

ほ 

れ 

ま 

や 

か 

女 

す 

の 

網 

歟 

雪 

や 

し 

は 

雉 

す 

柿 

と 

の 

す 

鹿 

秋 

こ 

柿 

軒 

や 

鹿 

の 

窓 

の 

の 

と 

せ 

子 

の 

四 

の 

留 

の 

明 

や 

の 

ラ 

し 

屋 

け 

の 

の 

は 

ぎ 

の 

疊 

聲 

主 

聲 

れ 

雨 

へ 

竹 

敷 

り 

聲 

色 

な 

す 

梅 

半 

閑 野 丈 凡 風 吾 土 史芙乙 正 洒此野 千 素 
夕 明 草 兆 國仲芳 邦 雀 州 秀堂筋 坡那民 


狐火の しらけて 過 やそば の 花  荒  0 

名月に もたれて 廻る 柱 かな ，  野  直 

.  諸 角に 月いた ビ きて 出 鹿 かな  來  几 

井の 底に 娃を もどす 釣瓶 かな  は  な 

然し、 去來の 終： $：! の 家 は、 この 落柿舍 ではなかった。 『笈 日記』 に、 

ザが 姉舍 

放す かと 問る k 家 や 冬 ご も り  去  來 

の 句が 見えて ゐる。 恐らく  n 济柿舍 記」 にも 「古家」 と ある； りで、 その 古家の ために 往 むに 適した くな つた 

めで あらう が、 やがて この 落 柿舍を 離れて、 洛！^ 架 護院の 家に 移り 住んだ のであった、 『去 米 先生 行狀 J にも、 

济帥舍 は S 峨に 在、 先生 寓居の 處 なり。 柱 歳、 S2I 桃 背 此處に 米て 此舍の 記 を述し (ft;3?fll,gif^ 

よりこの かた、 此舍を さして 落 柿 舍と號 く。 此故に|1友ょんで|^^柳先生と稱す。 去 米 は 俳 

に 載る 所の 名 也。 後、 洛柬架 護院 にう つり、 幽窓のう ちに かげ を ひそむ といへ ども、 ^のけ は ひ はお 山 

の 風景に あら はれ、 月 は 加 茂 川の 淸 きながれ にう つり、 時.：：！ の 折に ふれ 五月雨の 窓 をう つ •§::、 夕の 嵐、 

あしたの 雪、 g 然に 先生 幽居の 意に かな ひ、 山水の たのしび を 枕と して 終お の 地と はなり ぬ。 

と ある。 而 して 『- t 巴 蕉庵小 文 t 旭』 に は、 

^立より 二葉に しげる 柿の 實と申 侍りし は、 いつの 
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年に や 有け む。 彼 落柿舍 もうち こぼす よし、 發 句に  . 

聞え たり。 

やがて 散る 柿の 紅葉 も寢 間の 跡  去  來 

と ある 如く、 去來 存命中に 旣 にこの 家 は取壞 してし まった のであった。 然し、 後に なって、 落 柿舍の 遺跡 ！$ 與の 

氣運 おこり、 現存の 落怖舍 が、 重厚 等の 盡カ によって 建立され たので ある。 『落 柿舍 日記』 の 重厚の 序 中に、 

. むかし 嵯峨 に去來 先生の 別業 落柿舍 あり。 芭蕉 翁 もつ ねに 行 通 ひ 給 ひて、 嵯峨 日記 を 書 給 ふと ぞ。 され 

ど 多くの 年月 を經 て、 所の 人 だに 其 跡 を しらすな りに き。 さし も此 地に 定家 卿の 時雨の 亭、 去 來の落 柿 

舍と 風流の すきものに しられた る 古跡の、 かたなく なりけ る を 歎く 事华 久し。 予 もとより 去來 先生に し  つ 

たしき ゆかり あれば、 かの 迹 -冉 興の 思ひ頻 にして、 過し 明 和の はじめ 菊亭 殿に 參 りて、 ことの 序 そのよ  Z 

し 申 上け るに、 いにしへ をした ふ 心 を 哀れと 聞し 召 上 給 ひて、 御 庭の 御 腰掛 一宇 を 下し 賜 ひ、 また、 む 

かし 柿 舍に額 を 賜 ひける、 故內府 公の 舊例を 思 召 出 給 ひて、 落 柿 舍の三 字 を染挈 し 下されけ る。 こふ 

に 北 嵯峩小 倉 山の 麓、 山 本 村に 弘源 寺の 跡と いふ 所 あり。 嵐 山に むかひ 野々 宫に 隣て、 しかも 柿の 古木 

數株今 も ありて、 稱は ちかき あらし 山、 の吟 の、 その 景 致に まぎるべく もなければ、 やがて かの 賜 ひけ 

る 一宇 を 移し 御 額 を かけ、 傍に 石 を 建て、 あらし 山の 發句 をえ りて その 世の 面影 をう つす。 

と あるに よって、 その 再建の 次第 も 明かで あるが、 それと 同時に、 現存の 落柿舍 が、 その 位置 も 昔の 所ではな か 

つたと いふ 事 を 知り 得る ので ある。 


俳歷 さて、 去來 が^ 蕉と師 おの 關 係が； S ばれる やうに なった の は、 初めは 其^ を 通しての ことであった。 共^ 

は良享 元年の 夏 京阪に 遊んだ. - かの^ 鶴の 大矢數 の 際に、 その後 役 をつ とめた 時で ある。 この 旅 中に、 去 米と 

交る 機會を 得た に^ 遠ない と H め はれる の は、 『$: 勢 紀行』 の^;^ 一の 跌 中に、 

其灼 ひと \ せ 都の 空に 旅寢 せし s^、 向井 氏去來 のぬ し睦 じき 契り 冇て、 ：泗飲み茶に；^11る折々、 にき おき 

1;! き 淡き 心の 水の 淺 きょり 深き を傳 へ て、 將に 一 掬して 百 川の 哝を 知れるな るべ し。 

と あるに 微 しても 知り 得る。 こ、 に 「ひと、 せ」 と あるの は、 當然、 臾享 元^の ことと m  (はれる C であるが、 い U 

享元ハ 牛に 其 角が 上洛して、 忽ち 「睦 じき 契り 1^ て」 とい ふ 交遊 關 係が 化 じたと 兑 るの は、 餘り 突然 過ぎる ことで つ 

あるから、 これ は 恐らく、 それ 以前より、 去來 は； 乃至 江戶の 一門の 人々 と 交渉が あった ものと 推お される の ご 

である。 然し、 また 一方から、 この 『伊勢 紀行』 の 践文を 吟味して 見れば、 こ k に沌ら されて ある 一の nf に 

は、 未だ-い 巴蕉と 去來と は.. m 接して ゐな いとい ふこと と、 面接 はして ゐ. ない けれども、 旣に花 一門に S 依して ゐ たと 

いふ こと を も 想定し 得る ので ある。 卽ち、 -tHj 蒸が 去來に 宛てた 害 翰 (〔& ii 息) に、 

月 を わび、 身 を 佗、 つたなき を わびて、 わぶ とこた へんと すれ ど、 問 ふ 人 もな し。 ^わびくて、 

わびて すめ. 月 佗 齋 が な ら 茶 哥 

と. E. 候。 已上。 

九月 十九 日  ばせ を 


去來. 樣 

と あるが、 この 句が 『武藏 曲』 に、 殆んど 同様の 前書で 見えて ゐる爲 め、 この 書翰 は 1K 和 年代の ものとの 推定が 

行 はれて ゐる。 これ は、 去來の 芭蕉 人 門 を 天 和 年代に 溯らせ 得る 資料の 一 として、 絕對 的の もので はない が、 見 

逃し 難い もので あらう。 而 して、 貞享 三年の 其 角の 『歳旦 帖』 に は、 n 十く も 去来の 句が 人 集し、 同 四 年の 『續虛 

栗』 に は、 千 子と も. 人 集して ゐる。 其 角との 交り は 殊に 親しかった らしい。 所で、 問題になる の は、 去來が 

f 巴^ C. 始めて 面接した の は 何時で あらう かとい ふ點 である。 これに 關 して 『芭蕉 庵 春秋』 に は、 貞享四 年、 色 燕 • 

其 角 • 嵐 雪 • 去來 の四吟 歌仙 「初 雲雀」 興行の 時と いふ 說を 立てて ゐる。 卽 ち. 

久方 や こなれ くと 初 雲雀  去  來 

を發 句と する- t 巴 蒸 • 其 角 • 嵐 雪と 去來 との 四吟 歌仙 を 興行した 時に、 芭蕉と 一座した もので、 この 與行 は、 寅享四 

年の 春で あらう との 推定で ある。 但し、 その 歌仙が 良享四 年の 春と しても、 それならば、 去来 は して その 年に 

江戶へ 下った もの か、 或は 前年の 冬邊 りに 出て、 江戸で 越年した もの か、 その 間の 消息 を 未だ 明確に する 事 は 出 

來 ない。 芭蕉に 初めて 面接した 時が、 恐らく 良享三 • 四 年で あると すれば、 その 年代 は、 他の 門 A に 比して 餘り 

n 十い とはいへ ない。 然し、 なほ 且つ 去 來が蕉 門の 高弟に 推される ことが 出來 たとい ふの は、 偏へ に 去來の 精進に よ 

る ことで は あるが、 試みに 考 へて みれば、 他の 門人が 多く は 他流から 蕉 門に 轉 向した 人で あり、 或は、 色 蕉の初 

期 (古風 時代 > 中期 (談林 時代) に、 その 門下と なった 人で ある 事に 比すれば、 去來は ^蒸の いは^ 後期の 純蕉 

風と なって からの 膝下に ついた ので、 門下と して は 撮も惠 まれた 年代に 人 e: したと も 言 ふべき である。 そして、 
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又、 他の 多くの 人が、 生活に 追 はれ 乍ら この 近に いそしんだ 人で あり、 或は、 一 方に 俳^ 以外の 俗^^ 的^ 望つ * 持つ 

てゐた 人であった 事に ir へれば、 去來は 父兄の 批 護の 下に 生活に は 殆んど 心配な く、  n: つ 武人と しての 希^ を て 

て、 只赞俳lliにl^-心して生：此を送りi^たのでぁるから、 赏 に^まれた 境 であった と.；：！； ふべき でも ある。 そして 

ゆって 元 綠四华 の 『g -峨 日記』 の 時には、 旣に 親しく w-i^i と 膝 を 交 へ^る 迄にな つて ゐる。 乂、 その a: はす ^姉<—：： 

去來 の 名i^は^ に高く  、杉 風に 比して！ s:!: 三十 一 一； ケ ^ の俳,"^行(^^.4句 き)とま で 稱せ られる に*^^.- つてん た、」 而し 

てこの^ 柳舍 にあって、 nls《』 の 編 撰と いふ 一大事 業が、 その 時， 突 事に 成し 了せられ たので ある。 仉し、 これ 

は 凡 兆が 協力し、 又^ 蒸の 嚴 格なる 監修が あって、 始めて 成就した ものである こと は-;: ：; ふまで もない。 神 <-:: 制 

札の 屮の ^一條、 「我家の 俳諧に 遊ぶべし、 ^の现 ^をい ふべ からす」 と は、 去來が^^;門の"；2^^^してのぉ々たる 

識兑 と、 卜 二分の C 信と が窥ひ 得られる と 思 ふ。 なほ、 w-i^; が 去 來に苑 てた 寄 翰 な) に は、 

近：：： 芳^：;;: 脚 存立 候 IT 金子 二 歩 御 かし：^, 給 候。 ぉしっけぉひ沏返S:H^ 巾 候、。 され ど 我等^に 攸へ 

ば、 S なす 歸も攸 U 以上。 

ばせ を 

去來様 

と， ひ 一通が 兑ぇ てゐ るが、 これに よれば、 ^^^と去米との關係は、 か V る 察も虛 心に 披 派し 八！： へる at の. さで 

あった^と、 また 去來 が、 ^も 江- レに 於け る 杉 M の 如くに、 の 後 拨-ォ としての 立 にあつ た^と を 知り る 

ので ある。 


宂 fi 七 年、 芭蕉の 病 篤し と 聞く や、 去來は 急いで その 病床に 馳 せっけた のであった T 有 磯 海』 に、 

色 焦 翁の 難 波に て やみ 給ぬ とき \ て、 伏 見より 夜 舟 

さし 下す 

舟に ねて 荷物の 問 や 冬 ごもり  去  來 

の 句が 見える の は、 その 時の 感慨で ある 「『花屋 日記』 によれば、 十月 三 曰の 條に、 

夜半 過、 去來來 る。 二日 朝の 狀、 三日の 朝 屈く 3 その 座より すぐに 打 立ち、 伏 見に 出で し は 巳の 時な り 

し。 それより 船に うち 乘り、 八 軒屋に 著き し は 亥の 時な りしと。 すぐに 御」 お 床に まゐ りたり しに、 師も 

うれし さ 胸に 迫り、 暫時 はもの ものた ま は ざり しが、 諸國に 因み し 人々 は >  われ を 親の 如く 3 心 ひた まふ 

に、 われ 老 ぼれ て， やさしき こと もなければ、 子の 如く 思 ふこ ともなく、 殊更 汝は 骨肉 を 分けし 思 ひ あ 

れば、 三日 兑 ざれば 千日の 思 ひせり。 然るに、 今度 か X る 遠 境に て、 難治の 菜 薪の 患に 揺り、 界 會 ある 

まじく 思 ひ 居たり しに、 相 見る ことの うれし さよと て、 狭 を しぼりた まへば、 去來 もしば し は 嗚咽せ し 

が、 暫くして いふ、 僕 世務に 暇なければ、 させる 實 意も盡 さに るに、 か \ る 御 懇意の 御言 を 蒙る こと、 

生 をへ だっと も 忘却 つかまつらす と、 數 行の 泪に 咽ぶ。 

と 見えて ゐる. - また 芭蕉の 終焉 記た る 『枯 尾花』 に は、 「賀會 祈禱の 句」 として、 

風の 空 見な をす や 鶴の 聲  去- • 來 

と あり 、「露 しるしな き藥を あた- -む るに、 伽の もの ども 寢も やらで、 灰 書に」 との 文の 後に、 
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病中の あまりす \ るゃ夂 A ごもり  去  來 

等の 句が 兑 えて ゐ るが、 た^この 二 句の みからで も、 その 病床に あって、 去 米が いかに 心 を 傷めて、 快癒 を 祈つ 

, たかを 想像す る ことが 屮：： 來 よう。 然し、 か- -る 門 人達の 手厚い S 護と 祈願と も その 效 しく、  -!に^^^ーはその卜パ卜 

二日に は 遂に 永眠した のであった。 『枯 尾花』 に は、 

十二 日の 巾の 刻ば かりに、 死 節うる はしく 腿れ る を 期と して、 物 打 かけ、 夜 ひそかにお！^ に 人て、 あき 

人の 用意の やうに こしら へ、 川 舟に かきの せ、 去 來- 乙 州. 丈艸. 支考. 惟然. 正， 木 節 • -れ舟 Afl い：：：： が 子) 

次 郞兵衞 *予 ともに 十 人、 苦 もる，、 袖 塞き 旅ね こそ あれ、 たびね こそ あれと ためしな き资緣 を つぶや 

き、 坐 禪 *稱 名 ひとり， <\ 'に、 ^ごろ 日 比の たのもしき 詞、 むつまじき 敎を かたみにして、 ll^li の 光 を 

うしな ひつる に、 思 ひしの ベる 人の 名のみ 慕へ る 昔語り を 今 さらにし つ。 

と 見えて ゐる or 俳諧の 光 をう しな ふ」 との 悲痛なる 感慨 は、 殊に 去來 等に とって は、 その 時の ：5^ も切實 なる 

であった らうと 思 はれる。 かくて、 義仲 寺に 葬送して、 懇ろな 追 t! の 法要 を 行 ひ、 去 來も手 向の.？ として、 

忘れ 得ぬ も 十 夜の 泪 かな  去  來 

の 一 句 を ものした のであった。 

ゅ巴蕉 後、 蕉 1： の 諸 土が 各自の 勢力 を 張る ことにの み 汲々 として、 次第に 赌 風の 33； 〔髓を 忘れつ」 あつたが、 去 

來に とって は、 か X る 現耿を 見る に 忍びなかった に 違 ひない。 「翁な くな り^ひて、 むなしく 叫と せの ^：;^ 秋 をつ も 

り」 とい ふ顷、 其 角に 一書 を呈 して， gjil) 、その 俳 風の 墮 T 洛を いまし むる 所が あつたの は、 去來 として 常然 のこと 
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であった とも 言へ る 。但し、 これに 對 して 其 角 は 明答 を 避けた 爲 めに、 反って、 この 一書 を 中心 問題と して、 去 

来と 許 六との 問に 俳 論の 應酬が 行 はれた。 許 六の 「贈 落 柿 舍去來 書」、 去來の 「答 許 子 問 難辨， 一、 許 六の 「再 呈落柿 

舍書」 (lf】il) がそれ である。 然し、 その 際 去来が 許 六に 答へ た 文中に、 

予が性 もと 柔弱に して、 敵に 當 るの 器に あらす。 曾て 十月 (；！ ^1! ュ；^ 賺) の はじめより、 心虚勞 ゑき を 兼、 病 

す。 今日 藥に おこたらす。 向 來猶弓 を 引、 矛 を 振の 力な けん。 (II® 

と 記して ゐ るし、 又 更に 之に 答へ て 許 六 は- 

先生 例の 物ぐ さき 隠逸 を 先と し 給 ふ 事 をな げく。 予が 如きの 男士 はいふに 及ばす。 關羽 • 張 飛が 大勇 あれ 

ども、 將 器なければ 荊 州に て 犬 死す。 千 兵 得 安く、 先生の ごとき ー將は 得難き と、 和漢の ことぐ さに も 

見えたり。 蕭何夏 侵 嬰と ひとしき 家の 宰相 あらば、 元帥 印 を 贈りて、 第二 世の 宗派 をお こさん。 惜 むべ 

/  io  f 冉呈 落ン 

L  (  1柿 舍書」 

とも 述べて ゐる。 去來 は、 一 つに は 病體の 理由から、 又 一 つに は 芭蕉 残 後の 蕉 門の 人々 の 動向の 遺憾な の を、 自 

分の 手 一 つで は 元に 引戾す ことの 困難で あるの を自覺 したから でも あらう が、 最早、 蕉門俳 擅の 矢 表に 立って 活 

躍す る こと を、 斷 念した のであった 。『去 來杪』 の 末尾に も、 

今年 素 堂 子洛の 人に 傳 へて 曰。 蕉 翁の 遣 風 夭 下に 滿 ちて 漸く 變 すべき 時 至れり。 吾子 志 を 同じう して、 

我と 呤會 して 一 つの 新風 を 興行 せんとな リ。 去來 答へ て 云 ふ。 先生の 言 忝く 悅び はべる C 予も豫 て 此の 

思 ひなき にも あらす。 幸に 先生 を後稱 とし、 一 一三の 新風 を 起さば、 恐く は 一 度 天 下の 人 を 驚かさん。 然 
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れ ども、 世の 波、 老の 波、 日々 打ち 审： なり、 今 は 風雅に 遊ぶべき 遣 もなければ、 た，. -ぉ り 多く W 心 ひ は 

べるのみ と 申す。 素 堂 子 は 先師の 古 友に して、 博覽 賢才の 人な りければ、 世に 俳名 一 31 し。 近來 此の^ 打 

ち 荒み たま ふといへ ども、 またい かなる 風流 を 吐き出 だされん もの をと、 いと 木" おなき 事な り。 

と 見えて ゐる。 これ も、 その 頃の 心境 を 洩らした もので あらう。 そして、 いよ/ \- 閑寂 を 愛しつ \、  is ^一風の 純 境 

を 守って、 その 病 勝ちの 晚年を 送った のであった" 寶永 元年 九月 十日、 聖護院 の {si 小：： にて ST 時に ハ牛 五十 i:^!!^ 

(is ほ？ 東 山神樂 岡の 北鈴聲 山の 眞如堂 内 覺圓院 の 先塋の 地に 葬られた。 

編著 去來は その 編著が 頗る 少ぃ。 然も 『猿 蓑』 以外 は 『花 貰 集』 『去 來杪』 『去來 文』 『旅寐 論』 『^1=^ 紀行』 の 

いづれ もが、 總 ベて 去來の 歿後、 後人の 手に 依って 出版され てゐ るが、 この 點な ども、 去來 の^ 實な 性行 を如赏 

に 物語って ゐる ものに 外なら ない。 然し、 『猿 蓑』 の 編者で あつたと いふ  一 is^ は、 去來に 他の 幾 十の 編著が ある こ 

とに も 優って、 特舉 すべき もので あらう。 『猿 蓑』 は 『廣 (：^ 書籍 SI 錄 大全』 又は 『誹諧 寄 節：：：： 錄』 に は 「去 來^」 

となって ゐ るが、 序跋 によって 見ても、 これ は 凡 兆との 協力になる ものである。 而 して、 一： 儿綠四 ギに梓 行され、 

發句 では、 ^蒸の 「奥の 細道」 行脚 中の 作品 を 中心とする 四十 二 句 を 初めと して、 全！： 的の 作者の 屮 から、 いづ 

れも 最高の 標準で 佳句が 精選され、 速 句で は、 T い 巴蕉の 最も 圓 熟した 時代の 手腕 を 十分に 發顿 した 歌仙 叫^が 収錄 

されて ある。 其^ は、 その」 ii: 中に 「この 道のお もて 起すべき 時 なれ や」 と 記して ゐ るが、 實に 『猿 蓑』 こそ は、 ^ 

蒸が 風雅の 道に 透徹した 時代、 燕 e: の 最も 華々 しい 時代 を 代表す る 撰 雄であって、 許 六の In の 如く、 これ は 俳 化- i 
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の 古今 集と もい ふべき ものである。 (林 くせ は f ねき お r ま 還〕 その他、 浪 化の 『街 磯 海』 r となみ 山』、 卯 七の 『渡 鳥集』 

等に は、 去來の 助力 は徵 くなかった と 思 はれる。 これ は單 なる 假定 に過ぎない 事で は あるが、 その 晩年に は、 俗 

世の 煩 はし さから 逃れて、 た^ 一人 念々 として、 亡 師の遣 敎を書 綴って ゐ たに 相違な く、 その 時の 所産の 一が 『去 

來杪』 であった と 思 はれる ので ある。 (「な 去 ほ 來詳抄 In く」 ■J&JJglic) 

門 流 去來 は、 かく 篤實 な、 名譽 心の 淡い 人であった 爲 めに、 門下 を 多く 養成して 自己の 俳統を 世に 誇らう とす 

る やうな 點が 少しもなかった。 許 六が、 「集 作りて 善惡の 沙汰に およぶ" 當時 撰者の 手柄な り。 この の壤 は、 あ 

て 字 • てにをはの 相違 • か なづ かひの あやまり、 かぞ ふるに いとまな し。 しらぬ 他 門 より 論ぜば、 高弟 去來 公の 

あやまりと、 沙汰し 侍らん もむ ベな らん か」 と 云った に對 して、 去來は 次の 如く 答へ てゐ る。 

これな にと いふ 事ぞ。 今 諸方 撰 集、 そのった なきもの、 予が罪 を 得ん こと、 近年 群 書のお こる や、 われ 

これ を しらす。 た、. -浪化 集の み、 ゆへ 有て これ をた すく。 もし 浪化 集に あやまる 所 多くば、 是予が 罪の 

がれが たし" その他 は 我ぁづ からす。 又蕉 門の 高 客、 國々 所々 に 珍ら しからす。 世人なん ぞ罪 を予ー 人 

に責ん や。 我 京師に 在と い へど も、 惣て諸 生の 事に ぁづ からす。 た^ 嵯峨 の爲有 • 野 明、 長 崎の 町 • 卯 

七 • 牡 年の み、 故 ありて 予 これ を 教訓す。 其 余は予 がぁづ かるべからざる 所な り。 (lis 

こ- -に は、 自ら、 去來 門下と して、 僅かに 爲有 • 野 明 *魯 町 • 卯 七 .牡 年の 五 人に 過ぎない と 明記して ゐ るので ある 

が、 この 中、 ^町 • 牡 年の 雨 人 は 前述した 如く、 去 來の實 弟で ある. - 卯 七 は 養 S 氏で 『和漢 文 操』 によれば 去來の 


從 弟で、 長 崎に 住して ゐた T 枭曰記 J に は 「牡 年 *魯 町 はせ 肉の^ にして、 卯 七 ，素行 は その ゆかりの 人に てぞぉ 

はしける」 とも あるから、 卯 七 は 素行と 共に、 從" おの 關 係であった と 信すべき であらう  >  又、 一族の 入々 であつ 

て、 且つ 去來の 感化に より 俳諧 をた しなんだ と 思 はれる 人に、 m 上ノ尼 (叔母) 、風！： (甥) 等の 名 も 4 わげ 得る。 

かく 數へ て くれば、 去來 のい は 門下と 目され る 人々 は、 多く は その 一 族の 人々 であって、 然らざる^^；は、 僅に 

前 揭の峻 峨の野 明， 爲有、 及び、 京の 仙 洞 御所に 勤めて ゐた野 重 位た ものであった らしい。 さて、 去來の 指導 下に 

あった これ 等の 人々 の 作品 を 一 句づっ 次に 祸げ て-澄 かう。 

月影に うごく 夏 木 や 葉の 

1 夏 人る 山 さばかり や 旅ね 


光 

す 


いせに まう でけ る 時 

葉月 や 矢 橋 

どん 栗の ころ 

三 熊 野へ 詣 ける 時 

^火 や こ 、お 

誰 とても 健 

おもた さや わ 

芋 ほりに 男 は 


に 渡る 人と 

び 合たり 窪 た 


め 


さ 


ん 


そろし き 八 鬼 尾 谷 

ならば 雪の たび 

ろ ふて 力む 稻 にな ひ 

やりぬ むら 時雨 


可 


女 (炭 5 

町 (猿 & 


千 

m 上 

P 

素 


子 S き 

たや (^碟 海) 

m  (似 お 

七 S  & 

行 S  S) 
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明る 夜 を とらで 仕舞 ふや 下手 相撲  野  明 (有 磯 海) 

瀧つ ぼに 命 打 こむ 小 あゆ 哉  爲  有 (炭 依) 

大比叙 や はこぶ 野菜の 露し げし  野  童 (-ぉ _ 一お) 

なほ、 この 外に も 例へば 『渡 鳥 集』 に 見える 多くの 人々 の 中には、 去來の 指導 下に あつたと 兑 做し 得る 人々 が 多 

いので あるが、 それにしても、 笆蕉の 高弟の 一人と して、 其 角 等に 比較 すれば、 その 門下の 人数が 非常に 微かった 

とい ふこと は事實 である。 これ は、 浪 化が 笆蕉に 入門した 時の 事情な どから 想像 すれば、 或は、 ある 程度 以上の 

力量 を そな へる に 至った 人に 對 して は、 もはや 去来が 自己の 門下と はして 置かす に、 直接に- ー巴 蒸に 向けて 敎をハ 乙 

ふやう にさせ、 去來 自身 は その 仲介 役 をつ とめて ゐ たと 思 はれる 節が あるが、 去来の 門下の 人 數が徴 かった のに 

は、 か \ る 理由が あつたの ではない かと も 思 はれる ので ある。 

追善 去 來の死 は、 蕉 門の 人々 の 誰もに 惜 まれた。 これ は去來 生前の 德 望の 如何に 篤かった か を 裏書きす る もの 

である。 支考は 「落 柿 先生 挽歌」 SI 数) なる、 次の 如き 一 文を發 表して ゐる。 

ことし はいかなる 年 なれば、 かく ぁぢ きな き 人 をのみ 兑 るらん。 去年の神無月は浪化の！！^；にゎかれて、 

霜の 光に 名 をした ひ、 粟津の 丈艸 は、 此 きさらぎの 願 ひに みちて、 花の 陰に 歸り給 ひぬ。 卯月の はじめ 

は、 落 柿 舍に日 をく らし、 其 事 彼 事 語り合て、 是 よりたれ が 身の上 を や、 烏 も啼ら むと、 はかなみ いひ 

しが、 去來 はい はる- - 人の 數に 入て、 かくい ふ 我ば かり 殘り 居た らん。 沖の 船の 友 を 失 ひて、 老の 波の 
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よる かたなき 心地 ぞ せらる. - なき 人の 此 ごろお ほき 世 やさら にと、 むかしの 人の なげかれ しも、 かく あ 

ぢ きな きをり なるべし。 人は廿 ばかり 三十 も 過る まで は、 をのれ が 友達 も、 同じ 心の すこやかに おも ひ 

たちて、 たま- (\ なき 人の 上 を 見ても、 あはれ と はお も ひけめ、 おどろく ほどの 悲し さに は あらす。 よ 

そ ぢも過 行 ほどより は、 幾と せの 交 を かさねて、 その 人なら ねば 此事 はしらす、 あはで は： i しう、 见ざ 

らん はいかに と、 文に もい ひか はす ほどに、 け ふ は 其 人 も なくなりて、 世は拔はかなきもの^^と、 こと 

しはじめて しらる 也。 誠に 此 人よ。 風雅 は武 門 より 出れば、 かたき 所に や はらみ ありて、 先師 も それ を 

ゆるし 給へ りしが、 我 はや はらぎ たる 所に かたみ あらん をと、 逢 時 はた はぶれ てい ひもし つ。 まして i^i 

門の 高弟に して、 吾輩の 先生なる を や。 何に か此人 をお しま ざらん。 我の みかくお しむに や、 あやし。 

其 歌 _-曰 さ 

家 は 聖護院 の 森に かくれて、 寒き 梟の 聲に 驚き、 

名 は 落 柿舍の 梢に 殘 りて、 空しき 秋の色 を 恨む。 

世 ははたい かならん。 我 はたかく ならん。 

窓の あらしに 燈を まもり、 

軒の しづくに 影 をした ふ。 

おしむべし。 ァ、。 かなしむべし。 ァ、 0 

柿の 木 も あれ 行 猿の なみだに は、 夜 こそ ねられね。 人 も 歎ら む。 の 山の 山 あらし。 世に あらしと は 山 


ぞ しる。 嵯哦 野に 人の さがな ご、 ろ や。 

傲岸 不邏、 他に 屈する こと をし なかった 支考 でさへ もが、 かくの 如き 哀悼の 辭を 綴って ゐる こと は、 特に 注目す 

べき ことで あらう と 思 はれる。 去来 歿して 翌年、 吾 仲 は その 追善 集 『誰 身の 秋』 を 撰んだ が、 その 中に 見える 諸 

家の 追悼 吟の 中から、 四 五の 人々 の 手 向の 句 を 次に 褐げ てお かう。 (gl 樣 。すべ) 

• 枯に けり 芭蕉 を擧ぶ 葉廣草 

何と 巾き の ふ の 菊 をけ さ の 霜 

志 賀越ゃ 都の 秋 を啼烏 

丈 草 は枯て 去來は 時雨 かな 

是非ともに あはで 悲し や 秋の 風 

而 して、 馬 才人 (吾 仲) の 準になる 次の 如き 「落 神 先生 墓誌」 と 題す る 一 文 も 見えて ゐる。 

落 柿 先生の 遣 骸は洛 東の 眞如 堂に 葬れり。 その 形 は 馬 鬣 封に して、 碑石に 向井 元 淵 之 墓と あり。 葬视の 

式 は 儒家の 禮に 類せ る ものなる べし。 堂の 東南の 隅に 親族 先 亡の 墓 をなら ベたり。 け ふ は 神無月 十日な 

れば とて、 速 衆 積善の まこと をお も ひ、 五花 一香の 手 向をぞ なしけ る。 されば 歸り 花の いづこに か り 


素 

李 


許 


匕 


堂 

六 

枝 


咬 けん、 歸 らば 又も 來 なんに、 去來 とい ふ 名のな つかしく、 今 も わする まじき 人 也け. 


： 茶 花 • 茶の 


1 匕 

T ィ 


は、 二種 一物に して、 風雅の ほそき 一 筋 を わき まふる たより、 水仙の 白き は 雜 におく る、 操 ありて 


先生が 武門の まこと をした へり。 また 塞 菊の 時に へ 出た る その 菊 は、 終焉の 月の 名に して、 十日の菊と 


■C  28  ) 


いふ 事 をお もへば、 過去帳の 名 こそ 忘る まじ けれ。 彼 も ゆかしく これ もな つかしき 手 向の 袖の 淚な るべ 

し。 一とせ 先生 この 眞如 堂に^ 養の 事 侍りて、  - 

凉し さは 野 山に み つ る 念怫哉 

と 1  つじ 殘し 給へ る も、 まことに 契り ふかき 此 地なる べしと、 おの- (- この 人の を ぞい ひ 出け る。 

なほ、 『誰 身の 秋』 と 同年に、 同じく 去來の 一 周忌 追善の ために、 卯 七 は、 

俤ゃ菊 も 名に ちる 日 は 十日  卯  七 

の 追^ 吟を手 向けて、 この 句に 因み 追善 集 『十日 菊』 を 撰んだ。 又七囘 忌に は 素： 1^^ の 撰になる 追善 |-(||)、 十三 

囘 忌に は 不 雄の 撰になる 追善 集 『菊の 杖』 が 梓 行され たので ある. -  . 

因みに、 京都 眞如 堂內に 於け る 向井 家の 墓地に は、 去来の 墓碑 は 現在 は 見出し 得ない。 のへ  1?^? ケ」 は〕 然 

し、 長 崎の 片淵 町春德 寺に は、 ^蕉の 碑に 並んで 去来の 遣顫を 祭った 塔が 说： して ゐる。 その 塔に 刻され た 文. Y 

は、 次の 如くで ある。 

恭祭落 怖 舍去來 翁之靈 

享和癸 亥 九月 十日 一 百年 忌 建 石 記 之 

敬 修追薦 一 座 千 句集 艸焚 香埋 

結社 十 名 

Ei- 程 赤 城 敬 書 


なほ 長 崎の 郊外、 日兑 t- に は、 . 

1;;^ が 手 もま じるな るべ し 花 薄 

の 句 碑、 所謂 「薄 塚」 が 現存して ゐる。 これ は、 句 碑の 裏面に、 

天明 四 甲 辰年 三月 吉旦 發起玉 淵 

崎陽 蕉門 末流 某 等 謹 建 

と 見えて ゐる。 


去 


來 


石工 正廣 


作風 去来の 作風に 就いては、 『靑 根が 峯』 中の 「同門 評判」 の 筆 始めに、 許 六 は、 

第一 先生の 風雅 を 論ぜば、 その 器す ぐれて よし。 花實 をい は 花 は三ッ にして 實 は七ッ なり。 天性 正し 

くう まれつ きた まふに よりて、 難 じて 言 は -、 とり はやしす こしかけたり。 故に 不易 體の句 は 多け- 丄ど 

も. 流行の 句 はすくな し。 たと へて 言 ふとき は、 衣冠 束 帶の正 敷 人、 遊女 町に たてる がごと し。 殿上 ま 

じわりに ぉゐて は、 一 人の 人と も稱 すべし。 遊女町のとりはゃし少しかけた.^^,。 師說の 月 雪 を 經給ふ 故 

に、 天晴 中華 門人の 第 一 とは稱 す。 

水う み の 水增 りけ り 五月雨 

風の 地に も 落さぬ 時雨 かな 

杜 宇 鳴 や 雲雀の 十 文 字 


― ( 30  ) 


( 31 ) ~ . 


など 言へ る 一代の 秀逸の 句い くら も あり o 師の 句たり とも、 なか/ \ 上に 立が たし 0 一人 もうら やまぬ 

もの はなし。 

と 叙して ゐる。 こ. -に 引用して ある 發 句の 中で、 後の 二 章に 就いては、 この 許 六の 所說 を、 その ま、 無條 件で は 

受取り 兼ねる と 思 ふが、 蓋し、 去 來の俳 風 を 評して、 よく 盡し 得たり とい ふべき であらう。 又 r 去 來諫』 の 巾の， 

一節に は、 

先師 蒸 翁に ま兑 えて、 風雅の 名高ぶ り、 京師に かまへ て、 諸子の かしら に^す。 南两 の：： 姒を 押へ、 ：5^^ 

の 風 を 護す。 天下 蕉 門の 高弟と 稱 して、 あら 野の 時、 正風 體 のまな こ を ひらきて、 

5^  の 水 まさりけ り 五月  1^  . 

とか や。 猿 蓑の 選 を 蒙りて、 不易 流行の 卷を わかち、 後-;! の 新風に のぞみても、 終に 幽玄の 細み を わす 

れ す。 

木が らしの 地に も 落さぬ 時雨 かな 

ほと. - ぎす 啼ゃ雲 俊の 十文字 

，ご は 申け り。 又 いづれ の仲烁 にや。 

岩 はなや こ- r にも ひとり 月の 容 

と^じて、 先師の 耳 を 驚かし、 月 賞^の 第一 、 古今の 秀逸に はき はまりたり。 すべて 一代 秀逸 は、 一； g 

句 もてる 人 さへ 稀なる べし。 此ぉ のこ は、 已に數 句に 及べり。 


とも 見えて ゐる。 これ 等 は 聊か 過褒の 嫌 ひがない でもない が、 評し 得て 遠から ざる ものと 言 ふべき であらう。 な 

ほ 支考は 『口 狀』 の 中に 「杉 風 • 去 來は實 情を寫 し」 とい ひ、 風 之 は 『排諧 耳底 記』 中に 「嵐 山 あらし 吹 柿の 木に 

鳴 鳥 こそ、 正風 をた がえ すして、 しかも 秀逸 すくなから す」 とも 記して ゐる。 

なほ 去来 は遲吟 であった らしく、 『去 來抄』 の 「先師 評」 に は r 發 句と 乞 は^ 好惡を ゑら ばす 速く 出すべき 事 也。 

一夜の ほど 幾 ばくか ある 云々」 (i^l さと- t 巴 蒸に 叱責され たとの 傳へも あるが、 反對に 「同門 評」 の 中には、 次の 

如き 事 も傳へ ら れてゐ て、 その 遲呤も 故な く 難 ぜられ ぬ こと を 知り 得る ので ある。 

朝顔に 蔡 打ち 敷く 男 かな  風  毛 

^町 曰。 此の 句、 或 人の 長點 なり、 いか i -。 去來 曰。 發 句と いは^い はれん のみ。 牡-牛 曰。 先師の、  フ 

蓐 にわれ はめし く ふ 男 かな  ひ 

と は、 いかなる 處に^ 拙 あり や。 去来 曰。 先師の 句 は、 其 角が 藝喻 ふ^とい へる にて、 飽くまで 巧みた 

る 句の 答な リ。 句 上に 事な し、 答 ふる 處に趣 あり。 風 毛が 句 は、 前後 表裏 一 の 見るべき ところな し. - 斯 

くの 如き 句 は、 口 を 開けば 出る ものな り。 試みに 作りて 見ん、 何なりと 題 を 出されよ。 魯町、 則ち 露の 

句 を 乞 ふ。 

露 落ちて 襟 こそば ゆき 木陰 かな 

また 菊の 題に て、 

菊へ いて 家 根の かざり ゃ山藝 


(« 氏 A 利 中) 


と 十 題 十：？、 言下に 賦 したり。 若し 孕 句の 疑 も あらん、 一 題に 十 句 せんとい ふ， - 則ち 砧の を 

出 だす。  ♦ 

娘より 嫁の 音 is- き砧 かな 

乘 掛 の 眠り を さ ます かな 

とい ふ を はじめ、 十 句摯を 措かす。 予は蕉 門遲吟 第一 の 名 ありて すら 斯 くの 如し， - 況ん や^に も 出で た 

る 先師の 句 なれば、 格別の こと ありと 知らるべし. - 

なほ、 作品 を 以て 實例を 示す としょう。 まづ 連句で は T 猿 蓑』 中の 名作た る 凡 兆 二 巴 雈マ 去 來 の三吟 歌仙 「市 b.」 

の卷 の初裹 六.？ 目まで を 左に 祸げ る。 

市中 は 物のに ほひ や 夏の 月  凡  兆 

あっしく と 門，/,^ の聲  芭  燕 

二番 草 取 も さす 穗に 出て  去  來 

^5^ぅちた.-tくぅるめー枚  1  ヒ 


 .r  fj.i ヽ  


此筋は 銀も兑 しらす 不自由 さよ  ゆ 巴 

た どひょう しに 長き 脇 指  去 

村に 蛙 こ はがる 夕まぐれ  凡 

藤の _i 才 とりに 行燈 ゆりけ す  笆 

心のお こり は 花の つぼむ 時  去 

能 登 の 七 尾の 冬 は 住う き  凡 

の 骨し わぶ る 迄の 老を 見て  笆 

待 人人し 小 御門の 鎰  去 

この 雅樸醇 美なる 風韻 を 見よ。 一句 毎の 附 について、 所謂、 移 *響， 句の 巧緻 は 言 ふまで もない 

遊戯の 域から 飛躍して、 完全に 文 舉の領 に 入った これらの 作品 を 見よ. - 此處に 到って、 ^蕉の 目標と した 所まで 

蕉 門の 俳諧 は 到り 得た と考 へ てよ からう かと 思 ふ。 

次に、 發句五 章の み を 選出して 置く。 初めの 一 句 は 『曠野』、 終りの 一 句 は 『炭 俊』、 他 は 『猿 


草 

魚 


來 

蕉 - 

そ， s£ よりも、 


0 へな ほ 詳しく は 

附録 一 一 「去來 


發 句集」 を參 S ノ 

せられ- fi い 0  V 


秋風 やしら 木 の 弓 に 弦 はらん 

鉢た- -き來 ぬ 夜と なれば 朧 なり 

振 舞 • や 下座に なをる 去年の 雛 


然^1火ゃ吹とばされて1^のゃみ 

花守 や 白き かしら を 突 あは せ 

なほ 『去 來抄』 等に よって、 例へば 不易 流行の 說、 蕉 門 と 他 門の 辨、 又は、 移 *響， 匂の 解、 寂 の 論 等 を 初めと 

して、 その^：十越な俳論を窺ひ得、 更に 『本朝 文選』 等に よって、 例へば 鉢叩辭 等の 如き、 その！^妙な俳文を^ひ 

得る こと は 言 ふまで もない。 實に、 名實 共に 蕉 門の 一 流 作家であった ことが E 心 はれる ので ある。 

附言 末 稿 は、 髑に 改造 社發 行の 『續 俳句 講 中に I 去來 評傳」 として 執筆せ しもの を. 今间本 窗の附 1 たるべく、 

滑 補訂 正した ものである。 然し、 結局 は附錄 としての 目的に 添 ふべ く- 予の 私見 はなるべく ャ：^ 控 へて、 §5- に 通 

說を 紹介した に過ぎない。 

又 本稿の 揷畫に は、 去来の 肖像の 一例と して、 『芭蕉 堂 歌仙 阖』 (明 和 七 年刊の 『施主 名錄發 句集』 の 上卷の 改題 

後 刷 本 かと 思 はれる) 所收の もの を 採り、 未發 表の 眞蹟の 一 例と して * 中 澤利八 氏 所蔵の 短 册とを 選んだ〕 前 

者 は 肖像 中の 秀逸と 認めた からで あり- 後者 はこの 短册と 同じ 句が 『落 柿舍 日記』 中に も、 横. ぉ複 刻され てゐ 

るから、 容易に 比較な し 得る 便 を 思うた からで ある。 

去來 の眞蹟 は、 年來， 微力 を盡 して 集め、 つ は その 所在 を 確め つ X あるた め、 や X 多くの に 接し てゐ 

るが、 それ 等 は 他日 まとめて 發 表すべく 用意 を 持つ てゐ る。 

幸に して 本稿が 機緣 ともなり、 去 來評傳 中の 幾多の 疑問に 關し、 先輩 諸 雅の御 教示に 與るを ST 又 去來の ほ駿 

に 就いて、 所藏家 各位の 御 芳情に 接する を^るならば、 予の 喜び 之に 過ぐ る はない。 (昭和 十 年 二！ ：！： 記) 


I 去來發 句集 附錄 第一 一 


1、 本 集 は 安井 小洒 氏の 快諾 を 忝う して、 同氏 編 『一 ^門 名家 句集』 第 六 輯去來 の 部 

を增補 改編せ しもの なリ。 

一、 本 集 は 安永 三年 板の 『去 來發 句集』 の 分類に 準じて、 四季 別の 形式 を 採用せ し 

ものな り。 但し 歳旦 は 卷季に 含む。  j 

一、 本 集に 於け る發句 は、 總 ベて 刊 本に 據り、 且つ 出典の 文字に 從ふを 以て 原則と 

せり。 何し 判 讀の便 を 思 ひ、 新たに？ 询點を 施す ことと なせり。 

1、 本 集に 於け る發 句の 排列 は、 『蕉門 名家 句集』 に 於け る 形式 を路 襲し、 大體 それ 

ぞれの 出典の 刊年 順と なせる ものな り。 

一、 本 集に は假 りに 各 句 上に 番號 を附 したり。 之 は脚驻 と照應 せし むべき 爲め のみ 

の 1^ 宜 上の 手段に して、 他意 ある ことなし— 
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讓 りの 太刀 はか 
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みる 人の 長 
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ごくと も兒 えで 畑う つ 麓 か 

くす ベり 骨お る译 のか はづ 

そぶ とも ゆく とも し ら ぬ 燕 か 

樱 よし野 深し や 夕 ざ く 

のお かしがる らん 雉の ひ 

昨 は あの 山 越 つ 
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角 歳 n 一帖 
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つ を 昔 
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1 『3?^r架J^松t^s^-jlへょ來發：？m』 

所收。 以上 三 に は 「^^や」 が.，： 兀 

日 や」 と あ rv。 又 『^來 设 句^， つ に 

は 「太刀 はかん」 が 「太刀 W ん」 と 

あるり 

一一 『去 來發句 m:』 所收。 一!??:-- に は 「一 

^は」 が 「 一 畔は」 と ある。 

$^ 『去 來發 句^』 所收。 

六 『其 袋』 『去 來發 句^』 所^。 以上 

兩普に は 「麓 かな」 が 「ef- かな」 と 

ある。 

セ 『水ぐ る ま』 『去 來發 句^』 所收。 

『去來發句^^0 に は おる 1;^ の」 が 

「骨折 岸の」 と ある。 

やや  一 0 『去 來發句 雄』 所收。 

二 『1^ぉの松13』」。去來發句^』1-.^來 

杪』 f 旅. M 論』 『去來 俳諧. 評判』 所收。 

『^：;? の 松原』 に は 「 一 咋は」 が 「おと 

、ひ は」 とぁり『去*?§^句^』 『旅 

論』 『去來 俳諧； t 判』 に は 「 一 昨日 は」 

と あり、 また 『去 來抄』 に は 「をと 

、日 は」 と ある 0 

111 『去 來發 句^』 所收。 同せ に は 前 

害の 末 ：！^ 「候し^り て」 が 「攸し 侍 

リて」 と あり、 また 「山路 獵 人る」 

が 「山路 分 入る」 と ある。 

ニー 一  『よ 來發 句^』 所收。 


上 藤の 山莊に ましく ける に 候し 奉りて 

一-梅が 香 や 山路 獵 人る 犬の まね £  蓑 

三 ひとり 寢も能 宿と ら ん初 子 日 (同 

四 鉢た- - きこぬ よと なれば 脆な り (同 

S うき 友に かまれて ねこ の 空な が め (同 

K 振舞 や 下座に なをる 去年の 雛 (同 

七 知人に あは じくと 花見 か な (同 

八 みのむしの さがり はじめ つ 藤の 花 (北 の 山 

九歸 ると て あ つまる 應ょ 海の 端 (已 が 光 

〇 山 藤の もと の ゆがみ を 机 か な (同 

一万 歳 や 左右に ひらいて 松の 陰 (梓  原 

一一ち り 籠る 花や 般若の 紙の 間 (同 

三 花守 や 白き かしら を つ き 合 せ (薦 獅子 集 

S 一  筵ち る や 日 かげの 赤 椿 (同 

W 花に きて あれで も あらぬ 謠 哉 (彼 此 集 

i ハ春ゃ 祝 ふ 丹 波の 鹿も歸 とて (炭  俵 


S 『！ 1 お 本 柱』 『去 來發 句集』 所收。 

『よとぎの 詞』 『去 來發 句集，， ， 所 

『去 來發 句集』 『去 來抄』 所收リ 

『節分^!111 『去 來發句 築』 所收リ 

『去 來發 句集』 に は 「知人に にが 「知 

る 人に」 と ある 0 

一九 『去 來發句 第』 所收" 同書に は 

「泡の 端」 が 「海の はた」 と ある。 

一 10 『去 來發句 築』 『落 怖舍 日記』 所 

收。 『去 來發 句集 J に は 「問， お」 と 前 

書が ある。 

ニー  『續 -i^ 錢』 /去 來發 句集』 所收。 

二 一一  『泊 船 集』 『去 來發 句集』 所敉。 

『去 來發 句集』 に は 「南都の 般港 寺に 

て」 と 前書が ある。 また 『風俗 文選 

犬 註解』 にも 「南都 般若 寺に て」 と 

前書して 收 めら れて ある。 

一 一ー|| 『炭俵』 『餅 黄鳥』 『名月 集』 『去 

來發 句集』 『去 來抄』 所收 。『名月 集』 

に は 「つき 合せ」 が 「さし 合せ」 と 

あるり 

ー| 四 『流川集』『曉山^^L【『去來發句集』 

所敉。 以上 三 嘗には 「ちる や 日 かげ 

の」 が 「ちる や 日 うらの」 と ある 0 

一一 六 『去 來發 句集』 『落 柿舍 日記』 所 

敉。 『去 來發 句集』 に は 「蝶哦 にて あ 


洛 よりの 文の はしに 

月 一足 づ 

や 雀よ 

柳 や 覆 

歸鄕の 人に 戯れ 侍る 

8 獨活蕨 何も 


二 七 1 

二八 驚 

二 九 靑. 


i 匕 

T ィ 


i 祌 

S 瘦 

1 二 五 五 


け 

ひ 


も 

一 了 

,ィ 

nan 


わかれ か な (同 

えだ 移 り (藤 

るいと 其， 


おこさす 旅の 殿 (名 月 


便 


向 去來老 たる 叔母 を 伴 ひて 卷の 末より 夏 かけて 

西 11 順 禮の志 あり 先い せに 參宫 して 


いせじ 

ヨ 1 商人の そら 

問の 山 

雪と ちら 

奉納の 心 を 

風の 彌 

はて \ 香 

六本より. 


ね ゆたか やい せの 赛 (浪化 上人 日記 


す や 


の あ ひの 山 (同 


生 も ふかし 門の 竹 (同 

にさく 梅の 思 ひか な (有 

てし だる i 柳 か .^(同 


る 曙に」 と 前 *ir か ある。 

一石 『去 來發句 雄 J 所收。 问？„^!には前 

書が 「？ W よ" の 文の 返しに」 と ある。 

一一 八 丄一 九 『去 來發句 第』 所收。 

一一 一一 『住し：： 物： i 『初！ ir.^ 來發句 ％』 

所收。 以上 三卞； に は 前 卞：： がない。 『浪 

化 上人 日記』 に は. 兀？ t 八^の 部に 见 

え、 同じ時の旅屮吟と思はれる句が 

綺ぃて七^::rw^K!てゐるc 卽ち 、「花 

と」 (三 二) の 句、 「祌 風の」 (三 三) 

の 句 T 笈づ るに」 (一 1 七) の 句 、「美 

澄 かけて」 (一一 八) の 句、 「让 かへ 

よ」 (一 一九) の 句、 「順^も」 (1 二 

〇) の 句、 の 日に」 (ニニ) の 

句が それで ある。 - 

一二 一一  『一 23lilw 麼小 文ポ』 『去 來？^ 句^』 

所收。 以上 雨^に は 前^がない。 へ： お 

化 上人 日記』 に は 元 祿 八：.^ の 部に： 

え、 r 商人の」 (三 一 ) の 句に^い て：^ 

載され て ある。 

憂 『喪の名殘』1-去來發句^^^所敉リ 

以上兩|^には前_?^か r 參 {：>：： の 折水納 

の 心 を」 と ある。 また 『喪の 名^』 

に は 「彌^ も ふかし」 が 「彌生 を ふ 

かし」 と あり、 『去 來發句 鬼』 に は 

「彌生 はふ かし」 と ある。 『浪化 上人 

日記」 に は 一. 几 綠八ギ の 部に え、 「花 


<  5  > 


1 二 六 


1 匕 


1 二 七 石 

11 一八 舂 

ョ九 呼 

S ふ 

ち の 

™!  二 陽 

！ 芳 

四 四 ^ 

S 靑 

K 花 

£ 七 竹 


見に もた ..f せ 

翁 の 身 ま かり たま ひ しあ ノ 

塔 もはや 吾 

風に ふき 出さ 

出しに 來ては 

呂丸 追悼 

み き やす 雪 も 

三月 三日^の 诲邊に 遊て 

ぼり 帆の 淡路 

炎 や 足 も 

野 山 又ち 

ゃ內の もな 

柳の た X い 

を 待 日數に 

原 ゃニ疋 


と 

け 


ぬ 組の 犬の 

te, 年の 卷義仲 iS へ」 詣， て . 


聲ハ有 機 海 


つく ゃ卷の 

れ け 

う か 


り 


す 


水 

や 


雨 (後 の 旅 

の 胡 魔 (芭菊 庵 小文寐 

妻 (同 


猫 の 


名殘ゃ 野邊の 供 (同 


れ ぬ 


塞 


1匕 


は な 

に つ 

方 に 

ば 野 か 

て あそぶ 戶 びら か な (同 - 

よごす ころも か な (同 

あれ 込ね この 戀 (喪 の名殘 


戾 

ら 


千 

來 


哉 (同 

籠 (韻 

り (同 

る (初 


假 -1 西 行の 詞， 難 11 頼 政の 詠， 


雪と」 (三 二) の 句に 續 いて 記載され 

て ある 0 

0 『梅 樱』 『去 來發 句集』 所收。 

If 1SI 一 HiK 『去 來發 句集』 所收。 

|ー| 九 『去 來發 句集』 所收。 同書 に は 

「猫の 妻」 が 「猫の 戀」 と ある。 

no 『去 來發 句集』 所收。 

四 一 『續 猿簑』 『梅の 草紙』 『去 來發句 

集』 所收。 以上 三 書に は前誉 がな い。 

0 二 『去 來發 句集』 所收。 

暨 『橫 平樂』 『去 來發 句集』 所收。 

四 i 『去 來發 句集』 『落 柿舍 日記』 所 

收。 

0 『浮世の 北』 『去 來發 句集』 所敉。 

以上 兩 書に は r 戶 びら かな」 が 「板 

戶 かな」 と ある。 

0 『浮世の 北』 『四 幅對』 『去 來發句 

集』 所收。 

四 七 『記念 題』 『去 來發 句集』 所收リ 

EI 八 『梅 櫻』 『去 來發 句集』 所收。 『梅 

櫻』 に は 前書がない。 

E 九 『去 來發 句集』 『落 怖舍 日記』 所 

收。 

§ 『去 來發 句集』 所收。 

S 『皮 籠摺』 『去 來發 句集』 『去來 

杪』 所收。 『皮 籠摺』 『去 來抄』 に は 前 

書が なく、 『去 來發 句集』 『去 來抄』 


C  C  > 


うとき も 人 は 折に こそ よれ 使は來 たり 馬に 鞍 をけ 


「 - 供 

四 九 藪 

W1 ー兀 

五 二 若 

W 三 小 

g 死 

S 木 

K 六 手 

五セ 瀧 

HA 手 

W 九 な 


ぶれ も 

の 根 や あ 

のな く 

落 柿 舍歲旦 

日 は 土つ 

茱 摘 ミ 

初 瀬 や 


折 

け 


力 


い 匕 

T ィ 


にこ そ よれ 初 

て ゆり 出す 茶 摘 

そこに 樂寐か 


うたる 

物 やら 

にくれ 


う 

ゆ 


も 

さ 


せ 

吞 


い 匕 


は 


の 


TV. 


い 

の 


猶子 守壽 十六 歲 の 卷身ま かりけ るに 

顔のお ぼろ /\- と 

の 空の 天狗 も 今 

弟魯 町が 故鄕へ かへ る を 送りて 

を はなつ 中に 落け りお ぼろ 

壺も ひしげ と 雉の ほろ-, 

1 ぱい ゆすの かるた や 躑^ 

枯の殘 多 さや はなの 


樱 (菊 の 

歌 (同 

な (鳥 の 


未" 


0 


す(元^t戊，一!^;歳：：：ーl^ 

俊 (績 有 機 

袋 (同 


ろ (同 

友 (泊 

月 (同 

哉 (續 

山 (淡 

中 (後 


船 第 


0 

島 


れ 


に は 「元日 は」 が 「元日 や」 と ある。 

0 『泊 船 $i^,「 『4^ 來發句 m.JI  收" 

0 『旅 袋，〕 來發句 ^J^J 所収べ 去 

來發句 m.』 に は 「山 深く 分 入りて」 

と 前^が ある。 

0 『去 來發句 m』 『去 來抄、 所收 U 

『去 來發 句^』 に は 前^が 科 町 

故鄕 へ歸リ ける に」 と あ り、 『去 來杪』 

に は 前^がない。 

W 七 .UK 『去來 ^句 m』 所收。 

究 『去 來發 句^』 所收。 同 に は 

「殘多 さや」 が 「殘リ 多 さよ」 と あ 

る 0 

六 0 『朿華 築』 『去 來發 句^ , 所收。 

『來罪 集』 に は ^花に」 が 「花に 

出て」 と ある。 

一 〈一 『旅 袋』 『去來發句$^^^ 所收。 

0 『菊の^^』」『波^11』『^$£『去 

來發句 第』 所收。 前 は 『菊の^』 

に はなく、 『渡 ci 堪』 に は rm 上 尼の 

前 翁の 花见に まねかれて /『^^菊』 

に は 「£上の：：^^の^^に花=5-にまねか 

れ侍リ し 時， Ar 去 來發句 $ ？^』 に は rm 

上の 尼へ 花 に まねかれて」 と ある。 

また 『菊の^3』 に は 「海 を 兌た：；：： つ 

きも 出さず 花の，」 と ぁリ、 『渡 

^』 に は 「海 を る HI つき も 出ず 花 


<  ' ) — 


。 姑、 


花に うき 世の 人 や 神せ i 


に 


入 人 は 柳 


力 


り (け ふの 昔 

な (誹 諧曾我 


六 二 ラ 


の 氣 

長 崎 立春 

幼 ころ 此浦を 出 四十の 後 春 をむ か へて みやこ を古鄕 

となす 

ぶすな にあ ま へ て旅ぞ 花の 春 (小 弓 俳諧 集 

長 崎に て  " 

を 見た目つ き 

のし さよ 闇 の 

て も 

0 


六 ill 0 

六 四 た 

六 W けなり ではい ふ 

六 六 小袖 ほす 尼 な 

翁 塚 記の 內 

六 七 篤の 朝日 ま 

六  <<  蓬萊 にかけ て 

S 老の 身に 靑み 

七 0 田の 畔ゃ虹 


も 出す 花の 雲ハ靑 む し 

あげくの 朧 月 (同 • 

け ふ は 花の は る (菊 の 

かしゃ 窓の 花 (射 水 


ろ 


道 


つ 音 や 谷の 底 (そ この 花 

かざる ゃ老の 袖 (同 

、は ゆる 若菜 か な (返 鳥 狩 

を， t ねて 啼 ：iK 志 律 屋敷 


の 空」、 『續 寒菊』 に は 「海 を 見た目 

付 さへ せず 花の 雲」、 『去 來發 句集』 

に は 「海 を 見る目つ きも 出ず 花の 雲」 

と ある 0 

六 i 『俳諧 金昆 羅會』 『去 來發 句集』 

所收。 

六 W 『艸之 道』 『去 來發 句集』 『蓑蟲 庵 

小 集』 所收。 以上 三 書に は 「いふて 

もけ ふ は」 が 「逢 はじい ふても」 -v 

ある。 また 『去 來發 句集』 に は 「け 

なりで は」 が 「褻 形で は」 と ある。 

0 『去 來發 句集』 所收。 

六セ 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 前 

書がない。 

一 〈八 『蝶す がた』 『去 來發 句集』 所收。 

K 九 『初 便』 所收。 

七 0 『草 t 刈 笛』 『痲 生』 『去 來發 句集』 

所收。 以上 三 書に は 「虹 を 負ね て」 

が 「虹 を 背 まふて」 と ある。 

七 一一 『續 山彥』 『去 來發 句集』 所收。 

『續 山彥』 に は 「海より 募し」 が 「海 

より る」 と あり、 『去 來發 句集』 に 

は 「海より 幕て」 と ある。 

0 『三日 歌仙』 『白扇 集』 『去 來發句 

集』 所收。 以上 三 書に は 「寒 か へ り」 

が 「冴 かへ り」 と ある。 『白扇 集』 に 

は 「祌 鳴ル や」 が 「神 鳴り や」 と ある。 


■C  8  ) 一 


^ な 句 ^ 


七 1 行 

七 二 高 

七三 

七 四 

七 5  一二 

七 i ハ 0 
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八 0 な 
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汐ゃ 海より 暮 

鳴" や 1 むら 雨 

の 又 鳴まい か 

月と 文に かく の 

風 叩が 卷の氣 色 兑んと 舟 さし 寄け るに 乘て 

か 人の 眞 似る か 梅 

丈 艸禪師 追悼 (3 

き 名聞 春 や 三と せの 生 

に 今 眼 入け り志賀 

稚 きもの を 愛して 

月 を 出して 見せう か 

にも 應 かも 應 と 柳 

/\ で 人を賺 せる 柳 

南 窓 一片 ^と 云 題に 

かた や こなれ と 初 


力 


へ 


の 


力 


ロカ 

の . 
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力 


な (三 

花 (小 

り (同 

雪 (夜 

な (渡 


が 崎 (同 


れ (幻 

浦 (白 

餅 S 

な (星 

な (芭 


河 小町 

枇 子 


話 


〈I： 

燕 


狂 

0 


の 庵 

扇 第 


望 

きる 


雲 雀 (梅 の 草紙 


S 『去 來發 句^』 所收。 同せ に は 

「^の」 が 「黄 IS の」 と ある。 

セ五 『去 來發 句集』 收。 

セ六 『去 來發句 所收」 问 害に は 前 

書が 「風 扣 が；^ の：" w<^n^ んと 舟に <^ 

て 出け るに 一 と ぁ る 、」 

セ^- 、去 來發 句^』 所收。 2^ に は 前 

嘗が 「丈！：^ を 哭す凡 十た やの 笑 は 11 一た や 

の 恨に化しその恨は百3^の悲を小：ず 

^しみても^ 名殘 おしく 此 一 句を\.^ 

,2 て來 しかた 行す ゑ を 一??,i リ る の 

み」 とぁリ 、「なき 名 iw」 が 「なきノ^^ 

きく」 と ある。 また ； r 風俗 文,』 巾 

の「丈艸^^」の文巾にも兑ぇてゐる。 

七 八 『去 來發 句^』 所收」 に は 

「湖上の 花」 と前？^がぁる。 また 『風 

俗文 選 犬 註解』 にも 「湖上 花」 と 前 

喾 して 記載され て ある。 

セ九 『サ巴 ffiii』 所收。 同番に は 前^が 

「いとけ なきもの を 愛して」 と ある。 

『去 來發 句^』 所收。 仉し、 この 

；は 「なにも 應 かも 應^, ^と 柳 か 

(八 〇) の. W 案 か。 

『.i^ 來發句 m.』 所收。 zi: せに は 

「散 も 川お^ な" 森の 花」 と ある。 


八 三 賽錢も 用意 顏 なり 花の 森 (去 來 抄 

S 切 かぶの 芽 立 を 見れば さくら 哉 (去 來 文 

£ 春 や 今 水に 影 ゆ く 鳥 と 雲 (よ とぎの 飼 

A ぶ 長さき のな がき も訪 はん 雲 霞 (同 

うぐ ひ す の 音 づ よに なりぬ 二三 日 (去 來發 句集 

化 山 雀 の 高音になる も 別 か な (同 

聖護院 むら 寓居 

S 家 こぼつ 土のに ほひ ゃ朧 月 (た わらの 口 
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夏 之 


其 角の 母の 悼 

.S 蚊 遣に はな さ 

九 1 たま に 三 

木 律へ まかりて 

九 二 山 m の 蚊 は 

九 三 旅寐 して 香 わ 

.§ 更る夜 を 隣 に 

.S 鎧 着て つかれ 

九 六 ゆ ふが ほや 名 

九し， の 時より 

九 <  」w  しさよ 白 


で 

曰 


ろ 

なら 

效 

た 


香 

め 


た 

さ 


む 


の 

ん 


五 

ひ 


み 

土 


を^した る 


.1 匕 

T ィ 


み 

遣 


力 

の 

しるし 弓の 

雨ながら 入日 


哉 (續 

哉 (同 

り (同 

哉 (同 

な (同 

干 (同 

形 S 

竹 (曠 


虛 栗 


九 Q 『.^來發句^』所收。 ：！；卞：：には前 

^が 「其 5^ の^の に」 と ある。 

九 丁 九 一一ん ーー| 『去 來發 句染， 1: 所收。 

九 四 『去來發句$^^11 所收。 2せには 

r 效ふサ み かな」 が 「なろ ふ納〕 -w^」 

と ある 0 

九 五 『去 來發 句^』 所收。 に は 

「つかれた めさん」 が 「疲 ためさん」 

と ある 0 

九 六 『：• や 1}= 人 一 句』 『去 來< ^句^』 

九せ 『去 來發 句^』 所收。 r^k: に は 

「武士の 子の 生長 をい はふて」 と 前 

甞が ある。 

九 八 『去 來發 句^』 所收。 ：：！： 小：： に は 

「，u 雨ながら」 が r タ 立ながら」 と 

ある 0 

九九 『雜談 根が SJ-JJWIWH^ 耿 

仙^』 『去 來發 句^』 所收。 また 『風 

俗文 選』 中の 許 六の 「.^來？.^」 の 文 

屮 にも ある。  - 

10〕 『去 來發 句^』 所收。 ：！： ひ：： に は 

前 害が 「妹 千 子 身 まか リけ るに」 と 

あるり 

101 『い つ を 北口』 に は、 「小 "利 講拜み 

侍リ しに 十 如 dj;- の 心 をお も ひよ せて 

この 心に 叶べき を^ ひ 出 侍る」 と 前 


九九 p 

loo 手 

1〇 一 弓 

一 〇 二  、.！} 

一 〇 三 た 


1 OW つ 

1〇 五 百 

一 0 ーハ 整 

1 〇 七 夕 

一 〇 八 鶴 

Ig 石 


の 水 まさ 

いもうとの 追善に 

のうへ にか 

になる 笋 

な- l&y 代官 

け Q 子 や 


り 


け 


り 五月 雨 (曠 


野 


消 る^か 

のそだち 

ほと X ぎ 

に 惡 太 


な し - 

は 

殿 や 

自田 隣 

大和 紀 のさ かひ はてなし 坂に て 往来の 順禮 をと^ 

めて 奉加す \ めければ 料 足つ.^ みたる 紙の はしに 書 

つけ 侍る 

^-  くり も はてなし 坂 や 五月 

姓 も麥に 取つ く 茶 摘 

膳 所 曲水 之樓 にて 

火 や 吹とば され て^の や 

ぐれ ゃ阢 並びた る 雲 の み 

も はらく 時 か 水 幾な 

垢に 猶 くひ 入 や 淵 の 


な (同 

哉 (い 

す (猿 

郞 (同 


雨 (同 

哥 (同 

み (同 

ね (同 

く (同 

Imi ぐ sS 


つ を 昔 

蓑 


談 集 


書して、 相性 體 力作 緣 果報の 九 文 

字 に 相應す る 各 家の 吟九章 が收 め ら 

れ てあつて、 こ の鲁 は、 その 中の 「因」 

の 字の 下に 記されて ある。 

IC 二 『去 來發 句集』 所收。 

iciii 『京 羽 二  m』 『！ 木 柱』 『去 來發 

句集』 所收。 『京 羽二重』 に は 「中畏 

者 町 堀川 まへ 入、 去來」 として、 こ 

の 句を敉 めて ある。 因みに、 內松 

三 郞氏藏 の去來 自書 • 護に は、 この 句 

に 「落 柿舍 にて」 と 前書が ぁリ、 且 

つ 「畠 隣に」 が 「畠 隣の」 と ある。 

100 『蘇 木 柱』 f 去來發 句集』 所收。 

『眞木 柱』 に は 前書が なく、 『去 來發句 

集』 に は 前書の 末尾 「書つ け 侍る」 が 

「書付け る」 と ある。 

10 五 『去 來發 句集 所敉。 同書に は 

r 卷の 部」 中に 收め られて ある。 

1C 六 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書がない。 

一 0 セ 『色 杉 原』 『卯 辰 集』 『去 來發句 

集』 所收。 『色 杉 原』 に は 「夕 ぐれ や」 

が 「夕 山 や」 と ある。 

10 八 『幻 住 庵 記』 に附錄 して ある 「几 

右 日記」 の 中に 收 めら れて ある。 

10 九 『去来 發：？ 集』 所收。 

110 『後れ a』 『去 來發 句集』 所收。 
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舟丄 


乘リ のー濱 留守 ぞ けしの 花 S 粟 合 

公な くや 雲 後と 十 文 字 (巳 が 光 

曲水 子に いざな はれて 勢 W の^ 見に まかりけ るに 夕 

の ほどな がれに つ^きて 下りぬ ると かたれば 辆舟を 

さし 下して 

火 ゃ黑^^ の S 兒が 嶋 (同 

うくる あっさ 哉 (薦 獅子 

^た-. かん 閱の 門 (炭  俊 

のう へ の ざこ くら ベ (同 

出 也 W ざ か な (市 0 庵 


C 止 

錄の 二葉に 

うのはなの 絶 

-T  しさ や 浮 =^ 


ml 賫 も聲自 

泊瀨 にて 

笈づ るに 卯 の 

みのに 入て 

美 濃 かけて 眞 

靑 野が 原人 見の 松 

住 かへ よ 人 


雪寐 しはつせ 山 (浪化 上人 日記 

桑も兑 えす 暑サ 哉 (同 

見の 松の © の 聲 (同 


一二 『..：^ 根が？ f 』『 ぶ来發 句^』 『よ 

來文』 所收。 IP.? 根が^.: に は 「^雀 

と」 が "雲^の」 と あ"、 『去 來义』 

に は 「雲^も」 と ある。 また 『膩俗 

文^』 中の 許 六の 「去来^;.^」 の 文中 

にも 「"尝 ^の」 として ある。 

ニニ 『去 來發句 m』 所收。 同ぜに は 

前 ま £ の 末尾 「下りぬ ると かたれば」 

が 「下リぬと|^1れば」 と ある。 

二 II 一  『名 『お W 、〔庵 小 义^』 『.^ 

來發句$^^^ 所收。 

二 ：- 『鹿の .11-』 『名 『ぶ 來發 句 

0: 『.^來 抄』 所收" 『名： に は 

「ii の！：」 が 「ii の 梅， - と ある。 

11= 『名 H:%』 『.^來發：？^』 所收。 

『名 ncffiu に は 「す  >  しさ や が 「泣 

風 や」 と ある。 

11 六 『去來發句^，コ 所收。 ！！：^^には 

二. が 難 波に お を 移せし g -」 と 前 

霄が ある。 

I1V 『初^』 『术 お^ J 『淡路^ J  r 宰 

陀 本』 『. ^來錢 句^ „「 所收" 初 娜』 

に は 前？； T かなく、 『ぶん 右 『宰陀 お 

本』 に は 「顧^のと き」、 『淡路 CWJ に 

は 「wt 一のと き 初 瀬に てし、 『ぶ 來^ 

化^』 に は 「»^ の ころ」 と ある。 

また 『初 SJ に は 「笈づ るに 卯の やひ 


1 二。 順 

1ニ1 夏 


ご：ーニ 水， 


1 二  SI  0 

一 i— 葉 


順 禮日を 重ねて 谷 汲に 札 打 納めて はや 門前なる 茶店  . 一 

に 精進お ちけ る を 

禮も仕 ま ふや 襟に 蘇の 飯 (浪化 上人 日記 一 

美 濃 あ ふみ の旅寐 物語 の 茶屋 にして  一 

の 日に ねものがたり や 棒 枕 (同-  一 

元祿七 年久しく 絕 たりけ る 祭のお こな はれけ るを拜 

て  一 

0 に 葵 こ ぼる- -句 ひか な (有 機 海 一 

札な く や 懸 浪 し. たる 岩-の 上 (同  一 

紀の藤 代 を 通け る 比 此處に 三 良 重 家の 末 今に ありと  ，ー 

聞お よび ぬれば 道より 少山ぞ ひに 尋入 侍しに 門の つ 

いぢ 押 廻し 飼た る liiit みがきた る 矢の 根た て かざりて  i 

いみ じき もの. -ふ也 又 庭に いにしへ の弓懸 松と て 古 

木な ど 侍りけ り  ； 

代 や こ ひしき 門ンに 立す ^ み (同  一 

•  一 

ヽれを こけ 出て 瓜の 暑さ 哉 (同 


力 


寒し 」 が 「卯の 雪に 負摺 さむし」 と 

あり、 『末 若葉』 に は r 笈 弦に 卯 花 さ 

むし」、 『淡路島』 『宰陀 稿本』 『去來 

發 句集』 に は 「卯の花に 笈弦 さむし」 

と ある。 几つ 以上 五書に は 「はっせ 

山」 が 「初瀨 山」 と ある。 『浪化 上人 

日記』 に は 元祿八 年の 部に 見え、 「神 

風の」 a 一一 三) の 句に 續 いて 記載され 

て ある 0 

1K 『笈 日記』 『初 蝉』 『猿 舞師』 『去 

來發 句集』 所收。 『笈 日記』 に は 前書が 

「此夏 囘國の 時み のにて 申 侍る」 と 

あり、 『初 蝉』 に は 「順禮 の 時に」、 『猿 

舞^』 に は 「所々 順醴 して 美 濃の 國 

に 至る」、 『去 來發句 第』 に は 「美 濃 

の國熊 坂が 人 見の 松に て」 との 前書 

の ある 句に 繽 いて ゐる爲 め 「同じ 國 

にて」 と ある。 また 『笈 日記』 に は 

「美 濃 かけて」 が 「"& かけて」 と あ 

り、 『去 來發句 第』 に は 「眞桑 も 見え 

ず」 が r 眞桑 もみ へぬ」 と ある。 な 

ほ 『猿 舞師』 に は 左 註に 「右の 句笼 

日記に 書 あやまり 侍る よし 史子 申さ 

れ ける ま >- 此 次 手と なしぬ」 と 見え 

てゐ る。 『浪化 上人 日記』 に は 元祿八 

年の 部に 見え、 「笈づ るに」 (一一 七) 

の 句に 續 いて 記載され て ある。 
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ニー 六 滞 

二！ 七 み 

1 -X 兄 

一 二 九 兑 

1 16 暮 

11  一二 こ 

ニー 三 町 

i 新 

1 1 二 四 よ 

1 i 五 

I 三 六 わ 

づ 一七 夏 

1 1-X 一 


の 子の 巾着な ぶる 涼み か 

な 月の 竹の子 うれし 竹 生 

弟が 顏 見合す ゃ蜀 

物の 火に はぐれた る 歩行 鵜 

待 や 藪の ひかべ の 雲の 

熊 野の あたし かとい ふ處に 初音 をき X て  . 


あ 

內 

あ 


た 


野 

は 


ちの 身 も 

筋 は 祭 

足に 聞 や 

し 野に て 

雲 鳥の 峙 にて 

月 雨に し 

みの . ^國人 見の 松に て 

る あ つく 吹 や 

豆の 二葉 や 

聲は 闇の つ 


しかに きく 郭 

たり 夕 涼 

の ほと &ぎ 

れぅ もの か郭 


な (笈 日 記 

島 (芭 庵 小 文 It 


哉 (同 

茶 (同 

公 (初 

み (同 

す (浮 世 の 

公 (菊 の 


人み の 松の か 

麥の株 か へ 

ぶ て. や 郭 


ぜ (同 

し (績 有 機 

公 (同 


塞 


匕 

香 


づ むゃ紀 の八庄 司 (鳥 の 道 


一一 九 『末 若葉』 『^來 ^句^』 ^ao 

『末 若葉』 に は 前杳が 「みのに 人て」 

と ぁリ、 IT 去 來發句 雄』 に は前卞 たかな 

く、 前 句に 「美 浪の^ 能！ 坂が 入 1:5- の 

松に て」 と 前セ； T か ある。 『浪化 上 入日 

記』 に は元祿 八 年の 部に ：：^ え 、「关« 

かけて 1(1 一 八) の 句に^い て 記載 

されて ある 0 

1  一一 0 『そ こ の 花 jr 去來發 句^』 所收。 

『そこの 花』 に は 前^が 「ハ 介仉 にて」 

と ぁリ、 『去 來發句 is£ に は r ハ介汲 

寺に て」 と ある 。『浪 化 上人 CH 記』 に 

は 元 祿八华 の 部に 兑ぇ、 「住 か へ よ」 

(一 一 九) の 句に いて 記載され て あ 

る 0 

一一 一一 『浪化 上人 日記』 に は 元 八 年 

の 部に 見え 、「順 禮も」 (一 二 〇) の 句 

に いて 記載され て ある。 

一一 一一 一 『去 來發句 ％』 所收。 1： 省に は 

前 害の 末尾 「！^^：て」 が 「；！^；：して」 と 

ある。 

1ー1ー| 一  『去 來發 句^』 所收ノ 

三 四 『梅 かぐみ』 f 去來？ ^句^ J 所收。 

『梅 か み』 に は 前 がな く、 添薔 

に 「古人 i 條 w<r: 紀路隨 ^の は；： 扮は 

降 子の 所 特 ま にものせ よと す  >- めに 

て」 と ある。 『ぶ 來發句 iii^J に は 前 k い 


— ( I'r) ) 


リ 前 三 三 


1 111 九 

IBS 

1 四 1 

一 四 二 

1 WL 三 

Iwr 六 

1 WI 七 

1 WL 八 

1四 九 


逗 

立 


涼 


ラ 


あ 


熊 野に 詣 ける 比 八 鬼 尾 谷と いふ 處に ふりこめられて 

留の まどに 落る や 栗の 花 (續 有 磯 海 

と.. -ぎ すきの ふ 一 聲けふ 三 聲 (記 念 題 

雲の 間 や 山 出 し の 子 規 (泊 ，船 集 

みだれの 尻 をく- f るゃ稻 びか り (同 

ろ /.\ の 作と なり 鳧麥の 跡 (同 . 

も 木 も 眼に ひかる あつさか な (同 

ありく 人 に まぎれて す ^- みか な (續 猿 變 

洛東 の眞如 堂に して 善 光寺 如來 開帳の 時 

しく も 野 山に み つる 念怫 哉 (同 

かれ 出て 山 がへ する かほと- -ぎ す (け ふの 昔 

の 葉の はたらき ゃ杜 若 (旅  袋 

の 花 も 海の かざり ゃ淺間 山 (靑 むしろ 

け くれの { 仝 鳴 ひらけ 時 鳥 (艸 之 道 

つくしへ まかりけ ると き 伏 見の 舟 中より 都に 侍る 子  ， 

どもの かた を歸 りみ て 


中、 「紀の 藤 代」 が 「紀^の 藤 代」、 

「道よ リ 少山ぞ ひに」 の 八 字な く、 

「門の つ いぢ」 が 「門 築地」、 「みが 

きたる」 が 「みがき 立た る」、 「もの 

k ふ」 が 「武士」、 「弓！ i: 松と て 古木な 

ど 侍りけ り」 が 「弓掛 松と て 古木 今 

も ぁリ」 と ある 0 

一一 一 五 『去 來發 句集』 『落 梳舍 日記』 所 

收。 『落 柿舍 日， 記』 に は 「孺翁 落柿舍 

に 偶 居し ゐ給 ひける ころ」 と 前書が 

ある。 

三ゃ 一一 一七 『去 來發 句集』 所收。 

三 八 『誹諧 曾 我』 『旅寐 論』 『去 來發 

句集』 『去 來杪』 所收。 『誹諧 曾 我』 

『旅寐 論』 に は 「兄弟の 額 見る やみ 

や 蜀魂」、 『去 來杪』 に は 「兄弟の 顔 

見 あはす や 時鳥」 と ある。 また 『誹 

諧曾 我』 に は 左 註に 「白雪 此句味 を 

しるに 彼 二十 八日の 夜の くらさ はく 

らし 明 松 さしあげ つく？ と 見 あは 

したる 時に や」 と ある。 

や 一一 ー|0 『去 來發 句集』 所收。 

I 『去 來發 句集』 所敉" 同書に は 

書が 「熊 野 にあた しかと いふ 所 あ 

初音 をき >| て」 と ある。 

一 ||ー|| 『去 來發 句集』 所收。 

1 量 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 
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51 夕立の 0 も か 

一？ 熊 野路に 知 

一 五！ II 百出ても み 

1 五 S ひかり あ ふ 二 


i ら 

人 も 

な 中 

つの. 3 


す留 主の 

ちぬ 桐の 

間也麥 0 

の 茂り か 


や- -受 太刀 や ほと.. f ぎ 

六 玉 川 之 記 

K 中 山 本と い へる 所のお ほく 竹の 森 松 むらの 少な か 

ら ねば 玉 川 もむ つに は 限る まじき をた e もてはやす 

人の めでたく 侍れば 名 もと もに 閒 ゆるな りされば 人 

は 所に よりて なつかしく 處は人 を 待て 顯る べし 又 玉 

といへ る も ゆ へ あり わきみ 百 丸 子： =5:^ をし り 給 ふや 

先 井手の 玉 川 は 殊に 山吹の ゆ、 亂れて 花に は 黄玉 薬に 

は靑 玉と 置 添 ふ 露の 玉 川 也 

次 は 卯の花の さよ 更て待 人 ありと 時 it の蜀の 園より 

津 の！： まで 飛 來る玉 川 也 

三に むさし の 女の手 づ くりや さらす 細 布 さらく と 


空 (金 羅會 

花 (そ この 花 


蝶 (き 

た (枕 

す (波 


れ 


0.  m 


「两 山へ まかる とて」 と 前^が ある。 

0 『；^ 山 H -、 『心 ひとつ/ 『. ^来 鼓 

所收。 u-.^ 來發 句^；! に は 「あ 

はれう ものか^ 公」 が rf ^れつ 物 か 

ほと >~ ぎす」 と ある。 

0 『去來^句^*』 所收。 に は 

前.^; T か rfij とリの 峠に て」 と ぁリ、 

「八 _i ^司」 が 「八莊 司」 と ある。 

0 『去來 所收。 に は 

前せ おが 「类 1^ の W 熊 坂が 人 =^ の 松に 

て」 と ある 0 

In 『後れ 她』 『去 來發句 染，〕 所收。 

『後れ 馳』 に は 「け ふ 三 1^」 が ，八， 

朝 三 躍』 と ある。 

131  二 1  一二 in 『..^來發句^』 所收リ 

0 『よとぎの JI』 『去來發句^^^所 

父 0 

0 『. ^來發 句^』 『よ 來杪』 所收。 

『去 來發 句^』 に は 前^が 「？ ^れんお 

如；>^にて^^:光寺如來11^の時： と あ 

る 。『去 來杪』 に は 前せ；： がな く、：， 流し 

くも」 が r 谅 しさの」 と ある。 

IB 七 『^-if 集』 『去 來發 句^』 所收。 

一四 八 『"|-の^3』 『^苹^$-』 『称ポ之波 

那』 『波 烏^』 『. ^來 < ^句 染』 所收。 

『渡 鳥 集』 に は 「先 放が 別 野 ご と^ 

書が ある。 


淸く 流る、 砂 玉 川 也 

野路の 玉 河 は 春の 氣色 にや \ か はり 获の 錦に 浪こ へ 

て 色 ある 月の 玉 川 也  ... 

其 五の 川 は 淺瀬も 見えぬ 汐 風に 打 あげら る- - 水玉 川  . 

也 

終り は 高 野の 奥に て 旅人の もしゃ 忘れて 汲べき かと 

墨の 袂 にいと われし 衣の うらの 玉 川 也 

人 ありて 我が 言 をた しかなら すと いは 5,- さも あるべ 

きものと 後に は 思 ひしり 侍らん かし したしく 此所 

/\ を 見め ぐり 給 ふ 事の うらやましくて 

1W 六 六 玉 川た かの- -外は 淸水か や (寒 菊隨筆 

長 崎へ 赴く 道中 

-2 世 を 海 に 高 飛した— る 水 鶴 

.5A 靑柴を 蚊屋に もつ る や 矢 瀬 小 

1W 九 つかみあ ふ 子供の たけ ゃ麥ば た 

二ハ 0 夕す^-み疝氣起して5^.^^け 


哉 (芭 

原 (芋 

け (峰 

り (去 


蕉 S 凰 

が し ら 


峨 日 記 

东 杪 


一 E 九 『金 羅集』 『枕 かけ』 『.R 扇 集』 

『去 來發 句集』 所敉。 『金 昆羅 集』 『去， 

來發 句集』 に は 「伊勢に て」 と 前書 

が ぁリ、 『白扇 集 1 に は 「いせの あさ 

まに て」 と 前書が ある。 また 以上 四 

書に は 「淺間 山」 は 「朝 熊 山」 と あ 

る 0 

S 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「空 鳴 ひらけ」 が 「空 啼ひ け」 と 

ある。 

S 『渡 鳥 集』 『去 來發 句集』 所收。 

『渡 鳥 集』 に は 前書が 「築 紫に 下り 

ける 比 伏 見の 舟 中」 と ぁリ、 『去 來發 

句集』 に は 「伏 見の 舟 中より 都の 方 

を ながめて」 と ある。 

Iml 一  『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「知人 もちぬ」 が 「しる 人 もちぬ」 

と ある 0 

s's 『去 來發 句集』 所收。 

Iml ハ 『去 來發 句集』 『芭燕 句 選 拾遺』 

所收。 『去 來發 句集』 に は 前書が 「六 

玉 川の 記 あり」 と ぁリ、 「たかの、 外 

は」 が 「高 野. -外 は」 と ある 。『芭蕉 

句 選 拾 造』 に は 前書 中に 左の 如き 異 

同が ある T 聞 ゆるな リ」 は 「きこ ゆ 

なリ」 、「卯の花の」 は 「花 垣の」 、「飛 

來る」 は 「啼て 飛来る」、 「細 布」 は 
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ヌー 張 が さ に 雨 も いと はす ほと- -ぎ す (よ とぎの 詞 

ニハニ 戀 のために あらす 蚊に やる ひ ざ がし ら (同 

一 さ 1- じだらくに 寐れば 涼しき 夕 か な (去 來發句 築 

從 兄弟の 筑 紫より 上りけ るに 

一六 a むかし 思へ 1 ッ 畑の ふり 茄 子 (同 


「調 布」 、「我 首 をた しかなら ずと」 は 

一 或は 我が 一一. n たしかなら ずと」。 乂、 

『^菊 隨錄』 に は 左の 如き 六」！^ つか 添 

へ 、りれ て ある 。「此 玉 川の 記 は 町 先 

の もとに 久し く 残 さ れ侍 りし を こ 

ひ 求 て 资 赞 に ^：! し ぬ ま さ に ^ 怖 先 生 

の 述作 也」。 

1 五八 『去來發句^*』 所收。 ：：！； せに は 

r ホ を 蚊帳に も 釣 や 八瀬大 13」 と 

ある。 

IW 九 『去來發句^*』 『去 來抄』 所收。 

但し、 『去 來抄』 に は 作者 名が r 游刀」 

と 見えて ゐ る。 

一六 0 『去來發句^^01 所收。 

i 『猿 蓑』 『去 來抄』 所收。 以ヒ 兩書 

に は 作者 名 を r 宗次」 と し て收 めて あ 

る。 去來の 作と する の は 誤で ある。 
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秋 之 部 


遊女と き は 身 まかりけ る をいた みて 久しく あ ひしれ 

りけ る 人に 申 侍る 

ニハ W 露烟此 世の 外の 身う け 

一六. パ 躍 子よ あす は 畠の 艸ぬ 

一六 七た れ/ \- も 東む くらん 月 

嵯峨に 小屋 作りて 折 ふしの 休息 仕 候 なれば 

二 ハ<  月の こよ ひ 我 里人の 藁う 

1 六 九 盲 よ り 啞 の か は ゆき 月 

一. S 長き 夜 も 旅く たびれ に ねられけ 

1 七 1 名月 や 海 も お も はす 山 も 見 

一七 二 秋風 やしら きの 弓に 弦 はら 


力 

見 


ん (同 

昏 (同 

ん (同 

哉 (同 

り (同 

す (曠 

ん (同 


虚 栗 


一六 五 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「遊女 常 盤 身 まかりけ る をい 

たみて 相し れリ ける 人に. a. 侍る」 と 

あり、 「露 烟」 が 「露け ぶリ」 と ある。 

I 六 六 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「躍 子よ あす は」 が 「踊 子よ 翌は」 

と ある 0 

一六 セ 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「たれく も」 が 「誰く も」 と あ 

リ、 「月の 1$;」 が 「月の くれ L と ある。 

1K< 『去 來發 句集』 『落 柳舍 日記』 所 

收 一 落柿舍 日記』 に は 前書がない。 

一六 九 『去 來發 句集』 『去 來抄』 所 收.。 

I 七 0 『去. 來發 句集』 所敉。 『^勢 紀行 

草稿』 に は、 去來を 消して 千 子の 句 

として ある 0 

1セ| 『いつを 昔』 『去 來發句 第』 所收。 

『い つ を 昔』 に は 「海 もお も はず 山 

も 見ず 一 が 「山 も 田、』 はず 海 も ず」 

と ある 0 

IV 二 『去 來發 句集』 所收。 

一七 ー_| 『去 來發 句集』 所收。 『花つ み』 

に は 「鼠 說」 と 題す る 去來の 文章 を 

收め、 その 末尾に この 句 を 揚げ、 次 

に 「いつをむ かしの ねう びくつく.. つ 

く 承りて 法師 ばらに 申しった へ たれ 

ば 相 レ鼠テ をし へ ありが たく 侍る ほ 
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句 ,«n-  ^  -t=  -t= 
ず i! し 九 "tr 六 

ti=J  >i、 一 


M 說 (§  j 

1 七三 面 扶持 を へ つるか 粟の 鼠 共 (花 つ み 

甲 陽軍鑑 をよ む 

ーセ四 あらそば の 信 濃の 武士 はまぶ しか な (同 

一. S 月す むゃ窒 の や だ 船是ー つ (江 0 子 

1 七 六う き 人 を 又く どき みん 秋の く れ (其  袋 

一七 七 はつ 露 や 猪の 臥 芝の 起 あが り S  蓑 

一七 八 みやこ にも 住ま じりけ り 相撲 取 (同 

つくしよりか へりけ るに ひみと いふ 山に て 卯 七に 別 

一七. がても まじる 成 ベ し はな 薄 (同 

一 .<0 月見 せん 伏， 見の 城の 抬 郭 (同 

仲秋の 望 猶子 を 送葬して 

1 仝 か- -る 夜の 月 も 見に けり 野邊 送 (同 

1 八 二 一  戶ゃ衣 もやぶ る& こまむ か へ (同 

自題 落怖舍  . 


どに  一 _p!w 句の けちえんに とて 此^ 

にかき 次ぎ 侍るな リ」 との 附記が オ 

る。『4^來發句^^iM に は 「！ 1^ の^」 と 

前？ t が ぁリ、 また 「粟の 共」 が 「g- 

の鼠=^ハ」 と ある。 

一七 3 『其 袋』 『去 來發句 i^』 所收。 以 

上兩セ n に は 前番が r:1^E-R:-^^」 と 

ある。 また 『去 來發 句^』 に は 「あ 

ら そばの」 が 「あらお 麥の」 と ある。 

『破曉^*』 『.^來^.!?^^-.： 所收。 

ズ 『去 來發 句^』 所 枚。 

『3 は； 木杠』 『.^^來發：？^5^』 所收。 

«』 には前^^がなく、 『ぶ 來？^ 

には前^^か 「ひみと いふ 山に 

て 卯 七に 別る 、とて」 と ある。 

KCH 八 =01 『去 來發句 m』 所 枚 U 

1八ー|| 『去來發句雄』 『^^姉〈.-:1:.記.：所 

收。 『_ 怖-; ム H 記』 に はよ 來の 3 ひ. W を 

摸お 複 刻して あって、 その 前れ； に は 

「题_條 姉 4::」 と ある。 また 『風：^ 文 

選』 に は  一^ W 小；： 記」 と题 する 上來 

の 文お f の 末 i:^ に、 この 句が 保げ て あ 

る 0 

S 『巳が 光』 『句兄^?』 『去 來？^ 句 

m』 所收。 

一八 m 『巳が 光』 『去 來？^ 句 $*』 所收。 

以上 兩^ に は 前 がない。 
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1 八 一二 柿 

1 八 四 淺 

一八 ョ 打 

1 八 六 馬 

ズ七 名 

一え 秋 

一 八 九 X 

一九 G 駒 


一九 一 秋 

一九 一一 木 

1 九 三 稻 


ぬし や 梢 は 

茅 生や まく 

數十里 を 一 日に 過て 

た \  く 駒の 

の 子の かけ 

月ゃ緣 とり 

の 日の かり そ 

なに は津 にて 

の 穂に 箸 

牽の木 曾 


ちかき あらし 

り 手お ろす 虫の 


か し 

違 け 

ま は 

めな が 


らゃ 天の 

り はまの 

す租 のか 

ら みだれけ 


ラ 

や 


つかた や 客の 

出らん みかの 

雲津 川に て 船よ ぶ 人 多 かり けれどむ かふに さしとめ 

て 見む かす 

風に 耳の 垢 とれ 渡し 

人，/ 峨の宿 をと はれけ るに 

の 本に 圓座取 卷け小 練 

に ゆられて 月 も 一 ころ 


山 (猿 

聲 (西 

川 (同 

月 (北 

ら (祧 

膳 (炭 

月 (句 


蓑 


守 (藤 

年 (同 

ぴ (名 


の 


の 

野 後 


兄 


山 

ji ーミ 

弟 


實 


0 


S 『炭俵』 『名 Hr 集』 『三日 ほ 日記』 

『去 來發 句集』 『落 柿舍 日記』 所收。 

一八 八 『熱 田 三 歌仙』 『去 來發 句集』 所 

收。 

一八 九 『去 來發 句集』 所收〕 

1 九 0 『其 便』 『浮世の 北』 『蘇 木 柱』 

『去 來發 句集』 『去 來杪』 所收。 

一九 一 『$ ^勢 紀行』 『去 來發 句集』 所 

敉。 『去 來發 句集』 に は 前書がない。 

一九二 『去 來發 句集』 所牧。 同書に は 

前書が なく、 また 「小 練 年」 が 「木 

練 どし」 と ある。 

S 『笈 日記』 『三日月 日記』 『浮世 

の 北』 『柴の ほまれ』 『i- 入 形』 『芭 花：： 

盥』 『鴨 矢 立』 『去 來發 句集』 『去來 

杪』 所收。 『三日月 日記』 に は 「山野 

に迫遙 して」 と 前書が あり、 他の 八 

書に は 前書がない。 また 『三日月 日 

記』 に は 「岩 はなや こ >- にも 月の 客 

ひとり」 と あり、 他の 八 書に は 「岩 

はなや こ乂 にも ひとり 月の. J ！^」 と あ 

る。 且つ 『風俗 文選』 中の 許 六の 「去 

來諫」 の 文中に も 『笈 日記』 と 同形 

式で 收 めら れて ある。 『浪化 上人 日 

記』 に は 元祿八 年の 部に 见ぇ 、「夏の 

日に」 ハ ニニ) の 句に 續 いて 記載 さ 

れて ある。 
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舊 年よりの 作 

1 九 S 又 ひとり こ k にも ある や 月の 客 (浪化 上人 日記 

同廿 一 日の 便 來る酬 書來る 于蘭盆に 古 翁の 事 思 ひ 出 

て 

一九 W  mi 人 も 一 門な みや 魂 まつ り (同 

名月の 夜 は 世 波い そが はしくて 聖護院 の 邊へ出 行 夜 

深て 歸り 侍る まことに 人の 月見る 夜却而 野外より 家 

路に 歸る淺 ましく 世 を 渡り ぬる 物 哉と 鴨 川に てた  j 


一九 六 鴨 

一九 七 早 

一九 八 1^ 

1 九九 臥 

二  c〇 明 


は むれの 巾捨 

川 や 月 

稻干ゃ 人 

もりとな 

處 かや 小 

月 や {!: へ 


見 の 客に 行 あた り (同 

兑ぇ 初る 山の あ し (有 

く て 酒の む ほしむ か へ (同 

获 にもる- - 鹿の 角 (同 

の 称 やで かさる (同 

あり そ 海 集 撰た まひけ る 時 入 句 ども 書 あつめ まいら 

せけ るに そへ て 祝す 


機 


S 『i^;^1f 海， 「所 收。 ：I1;A に は 「故 

翁の 讯を 祭りて」 と ilw が ある ペ： W 

化 上人 日記』 に は 元 八た やの 部に^ 

え T はなす かと 1( 三 1 七) の 句に^ 

いて 記截 されて ある。 

1 九 六 『芭 庵 小文^』 『4^ 來發 句^』 

所收。 以上 兩 せに は 前ポ： が 「，波に 

た よ ひ て 日 is^ の 比！：^ ょリ" W に W 

ると て」 と ある 。『浪 化 上人 Hr:^』 に は 

元綠八 年の 部に 见ぇ、 「爪 人 も， X 一九 

五) の 句に 給いて 記載され て ある。 

S 『去 來發 句^』 『-济 ：W<T" 日記』 所 

收。 

一九 八 『去 來發句 第』 所收。 

1 九九 『去 來發句 ffi^』 所收。 『^礎 海』 

に は 「秋日 游小 介-山、 1^;^^^」 と 

前書して 家の 吟 を 並べ て ある 巾 

に收 めら れて ある。 

一一 00 『去 來發 句染』 所收。 ：！ せに は 

「名月 やむ かひ の； WMii さる 、 」 と あ 

る 0 

|ー01 『去 來發 句^』 所收。 に は 

「驚の 子 や」 が r 梵の见 や」 と ある。 

一一 0 二 『- ^來發 句^』 所收。 问^^には 

「木 11 に 付た リ」 が 「木の 叫に =^ 

付けり」 と ある。 

ニ0|_| 『； お 『よ 來發 句集』 所收。 
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二 〇1 p 

二 。二 啼 

二  0  一二 寐 


一 -ー OHL や 

二 OKI ^ 

二 〇 七 こ 

二 CX 夜 

"1。 九 怖 

二 10  Q 


の 子 や 野 分に ふとる 有 そ 

鹿 を 椎の木 に 見 付た 

道具の かたく やうき 玉 

芽 立より 一 一葉に しげる 柿の 實と申 侍りし はいつ の 年 

にや 有け む 彼 落柿舍 もうち こぼす よし 發 句に 聞え た 

り 

がて 散る 柿の 紅 薬も寐 間の 


嵐 繭 追惊 

貫の つ 

棚の 奥 

け ざまに 

あらし や 

落 神 舍感偶 

買 や 見れ 

リ ながら 


な 

馬 


海 (有 機 海 

り (笈 曰 記 

祭(芭^;^"庵 小 文"： t 


る ぎ墟 けり 苔の 露 (同 


つかし や 親め 顔 (韻 

うと 抱 ゆる 西瓜 哉 (初 

に ふきとる しかの 聲 (同 

ぬいた る眞桑 賣 (同 

草 はませ て 月見 哉 (同 


塞 


『去 來發 句集』 に は 「妻に おくれた 

る 人の 許に て」 と 前書が ある。 

S 『去來發句集』『落^|!舍日記』 所 

收。 以上 兩 書に は 前書が 「芽 立より 

二葉に しげる 柿の 實と丈 草 申されし 

もい つの 顷 にや 有け ん彼 落钸舍 もう 

ち こぼつ よし」 と ある。 

110 五 『去 來發 句集』 所 收.。 同書に は 

「つるぎ 埋 けり」 が r 劍 うめけ り」 と 

ある。 

110 六 『去 來發 句集』 『去 來杪』 所收。 

以上 兩 書に は 前書がない。 

S 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「ほうと 抱 ゆる」 が 「ほうと 抱つ く」 

と ある 0 

二 0 八 『淡路島』 『去 來發 句集』 所敉。 

lie 九 『去 來發 句集』 『_ 济柿舍 日記』 所 

收.。 

1110. 一二 一 『去 來發 句集』 所收。 

二三 『贵 根が 5^』 『去 來發 句集』 『去 

來抄』 所收。 

ニー 一一 一 『荒 小 田』 『去 來發 句壤』 所收。 

『荒 小 m』 に は 前書が なく、 「腰が た 

な」 が 「竹刀」 と ある。 また 『去來 

發 句集』 に は 「聞 まひと」 が "聞 ま 

つ と 」 と あ る 0 

ニー 六 『去 來發 句集』 所敉。 同 甞には 
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二 1 1 

ニー  二 

ニニ 二 

二 一  四 

二 1 五 

二 一 六 

二 1 七 
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夜 

尻 


二； 八 七 

ニー 九 ラ 

ニニ 〇 兌 

ニニ 一  貴 


さ 

な 

な 


力 

で 


ほ 

ま 


や 

こ 

落 


夜は雜 のばく ち 宿 (菊 の 香 


まぜて 行 やみよ 


力 


な (同 


ふ 

力 

馬 


か 案山子の 腰が た な (鳥 の 逍 

ら 格の 音 や 浦の 秋 (續 有 硪 海 

の 


下る や 瀬々 

の 傾城と か 

さするな 花す 


鮎 (同 

枕 (同 

き (記 


や た 


星 


i が 

待顏ゃ 


舟 


小 〈おにて 七夕の ひる 

夕 をよ けて 

七夕 は 黑崎沙 明に て 

ちつけ に 

長さき 盆會に 

し 人 も 令 

同所 顾訪大 明 神に まう で- r  一 

さ を 京で かたる もす は .0  AM 


は 孫子 や 


の 宿 (同 


參 り (同 


念 題 


り (泊 ^ 集 


「長 崎 丸 山に て」 と 前^が ある。 なほ 

『i ぶ 日記』 に は 「後 赋」 と 題す る 文 

^;?-の末：^に、『風5^文^』 に は 「後. 时 

山陚」 と题 する 文 $;， の 末； に^め、 り 

れて ある。 

III 七 『後れ 馳』 『きれく』 

句 SI 所收マ 『後れ 馳』 『去 來發 句^』 

に は ns^ おさす るな」 が rHij とばす 

るな」 と ある 0 

二 一 八 『去 來發句 第』 所收。 『^船^』 

に はん 1^」 に 「た、 は 漁.^ の 女 舟 躍 は 

雨 乞な り」 と ある。 『去 來發 句^』 に 

は 前 が 「筑 前の 峪 にて 明；：： は此 

邊リ のた x ども 沖に 出て 雨； .乙 の 加し 

侍る とい ふ を て」 と あ"、 ん- はに 

は 「た^とは此^^！^にて漁父の^娘の 

事 也け ふ は. V- H 七日 の^に ぞ 侍りけ 

る」 と ある 0 

=1 九 『去 來發 句染』 『筑紫 は』 所收。 

『去 來發 句^』 に は 前^が 「F.,? 崎 砂 

明 一 ：}- にて」 と ぁリ、 cii-^-m や」 が， Ei- 

まつ 颜ゃ」 と ある 。『筑 紫：：：：』 に は 前 

書が 「黑 崎」 と ある。 

II 『射 水 川』 『^ni?^』 r 去來發 句 

集』 所收。 『射 水 川』 に は 前 k たか 「：：^ 

崎に て」、 『去 來發 句^』 に は r ハゃ經 

て 長^に M りけ るに」 と ぁリ、 『-; 
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m 上と いふ 山家に て 

一三 一一 山家に て 魚 喰 

ニニ 三 樫の 木の 色 も 

E 上の 名月 

ニニ S 名 月 や， た が 

-三 W 松^ や 人に 

崎陽に 旅寝の 比 

ニニ 六 故 鄕も今 は 

-三七 氣遣 ふて 

長 崎に て 

浦人 を寐せ て 

一三 丸 手 討した 下 か 

ニー 二 〇 そくさいの 數 

長 崎 不休亭 菊 見 

il はつ 霜 ゃ名乘 

備 中國吉 備津宮 奉納 


ふ 

力 


海 
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上 

る 

笑 


に 早 

る や 

せ ま 

る \ 


寢 


i 


る 月 

ふ 西 


る 

鼻 


や 

や 


夜 

凤 


の 

の 


の 


力 

力 


空 (同 

心 (同 

先 (け 

鳥 (同 

勺、 导 


の 昔 


諧曾我 


な (同 

な (小 弓 俳諧 集 


にと はれむ 嗟 蛾の 柿 (鬼 曰 記 


く は&る 菊ば た け (蓑 一 


笠 


集』 に は 前書が なく、 「人 長 崎 記」 の 

文中に 見えて ゐる。 また 『射 水 川』 

に は 「今 は 孫子 や」 が 「孫子に なリ 

し」、 『渡 鳥 集』 に は 「孫子に なりて」 

『去 來發 句集』 に は 「孫子と なりて」 

と ある 0 

一一 111 『渡 鳥 集』 『桑 日記』 『去 來發句 

集』 所收。 『渡 鳥 集』 に は 前書が なく 

「入 長 峙記」 の 文中に 收 めら れてぁ 

る。 『梟 日記』 にも 前書がない。 『去來 

發 句集』 に は 前書が 「長 崎 誠 訪の社 

に て 前書 あり」 と ある。 

一一 一一 一 I 『去 來發 句集』 所敉。 同書に は 

前書が 「田 上に て」 と ある。 また 『泊 

船 集』 に は 「是は 漁村の かよ ひ路 也」 

と 左 註が ある。 

I 一一 一 II 一  『冬 紅葉』 『蓑 笠』 『去 來發 句集』 

所收。 『冬 紅葉』 『去 來發 句集』 に は 

rss 護お にて」 と 前書が ある。 また 

『冬杠 葉』 に は 「椎の 木の 色 もさめ 

けり 秋の 空」 と あり、 『蓑 笠』 に は 

「椎の 木の 色 もさむ る や 秋の 空」、 『去 

來發 句集』 に は r 徑の 木の 色 もさめ 

る や 秋の 空」 と ある。 

一一 Is 『け ふの 昔』 『渡 鳥 集』 『砂 川』 

『去 來發 句集』 所敉。 『け ふの 昔』 に 

は 前書が なく、 『渡 鳥 集』 に は 前書が 
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二三 三 


二三 wt  ^ 


二三お け 

二三 六 ^ 

二三 七 .2 

二-; 八 い 

ニー 一； 九 一, 

二  £〇 名 


き 風 や 鬼 とりひしぐ 吉備の 

園 木の 宿に て 小姬の まだらぶ しうた ふ をき &て 

かげ に 裾を染 たよ 沛の 

いつくしまに て 

汐の岩 ほに 立 や 鹿 の 

長月 末つ くしょり のぼりけ る 道 あきの ひろし ま を 通 

ける に 人/ \ と めら れ けれども 故鄕に 心い そぎせ 

られ ての がれ 出る あかつき 一 夜の 宿に かきと^め 侍 

る 

ふ翌 となり ていそが しわたり 

し も 交る わたり 

入來る 星む か 


陰 


や 通 

陰 や 烏 

ざよ ひや 

福 岡に て 

岡 や 千 

月 や 三 


賀 

年 


に 

ぶ 


る 


{丛 の 


あ 


ら も 

に 如 S, 


山 (啻 むしろ 

秋 (同 

聲 (同 


鳥 (同 

鳥 (菊 

え (同 


の 泣 


が 嶽 (金 羅會 


「長 崎より E 上 山に 旅 しける 比 

卯 七 素行に；^ れて」 と ある。 また 『砂 

川』 に は 前せ？ がな く、 左：_^』に 「此句 

卯 七よりの 文 に见ぇ た り！！ がき ある 

よししれ ず」 と ある。 『去 來發 句^』 

に は 前^が 「お^よ リ E 上に 旅. 赇ぅ 

つし ける 時」 とぁリ 、「たがみ にせ ま 

る」 が 「たが 身に せまる」 と ある。 

Ills 『去 來發 句^』 所收。 

一 111 六 『-兆 c; ？^』 『去 來發句 所收。 

『渡 雄』 に は 前せ； I がな く、 「入.4^5 

記」 の文中に敉められてぁる。『.^^來 

發句 $111 に は 前 I ヒか 「畏^に 旅 の 

ころ』 と ある。 

S 『旅 袋』 『去 來發 句^』 所收。 以 

上兩 とも 「波る 灘ゃ」 が 「わたる 

灘女 や」 と ある 『旅 袋』 に は 「1.1$ 

にて 探題」 と 前^が ある 。『去 來發句 

蘿』 に は 前 句に 「筑； iS の^に て」 と 前 

書が あるお め、 「问！.：^ 崎に て」 と 前^ 

が ある。 

一 一ー| 八 『花の 雲』 『渡 雄』 『笈 の^』 

『去 來發句 所收。 『渡 ひ！^』 に は 

前 セ；： が 「素行 ーひ」 と ぁリ、 『^ の^』 

に は 前 k ハか なく、 『.^ 來發 句^』 に は 

「長峪 素； 打 一 ひ」 と ある。 

ニニ 九 『花： ：=^^』 所收。 
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二  ai 十五夜の 月の ひらき や 

一一 S  二 黑ぃ 身に 照 こむ 旅の 月 

筑前 多に て 

二 四ーーー 菊の 香に もまれ て ねば や 

宰府 奉納 

lis 幾 秋の 白 毛 も 神の ひか 

悼風國 

一一 WW 朝夕に 語ら ふ も 

七月 朔曰難 波 津に船 待して 

11 ハ 比 に 直 る やけ 

宰府 にて 

二  S 七 松 杉 もお が め と 晴 る 

1 き 八 名月 やさす がに 夜 

一一 S 小男 鹿 や 岩 に 踏 張 

筑前直 方に て 

秋 や 花に ふくる 


ふ の 雲 ち ぎ 


の 
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姿 


二  3〇 Id 


前 後 (金 昆羅會 

見 哉 (そ この 花 

濱 庇 (同 

タ 哉 (同 

露 (同  • 

れ (き れ く 

の 雲 (蝶 すがた 

に て (玉 まつり 

の 透キ (白 馬 築 

旅 衣 (初  便 


0 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「長 崎に て 支考に 逢て 京の 事な どた 

づ ねられて」 と 前書が あり、 また 「そ 

くさい の」 が 「息才 の 」 と ある。 

ニー 一 111 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「吉 備津宮 奉納」 と ある。 

一一 一一 一 ||ー  『小枇 子』 『折つ k じ』 『去 來發 

句集』 所收。 『小枇 子』 に は 前書が 「藺 

木 C. て ト姬の まだらぶ しと い へ る を 

うた ふ を 聞て」 と ある。 また 『折つ 

k じ』 に は 前書が 「その 木に 泊り け 

る 夜し なと い へ る 小姬の まだらぶ し 

うた ひける を 聞て」 と あり T 据を染 

たよ」 が 「裾 は染 たよ」 と ある。 

-1 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前？ 一  1L が 「伊都 岐島 にて」 と ぁリ、 「滿 

汐の」 が 「み つ 潮の」 と ある。 

0 『折つ &じ』 『去 來發 句集』 所 

敉 。『折つ  >, じ』 に は 前書が なく T け 

ふ翌 となりて」 が 「今日明日の 秋 も」 

と ある。 『去 來發 句集』 に は 前蒈中 「人 

くと めら れ けれども」 が 「人く 

とらへ けれども」 と ある。 

lull 六 『去 來發 句集』 所收。 

0 『渡 鳥 集』 『去 來發句 ま』 所牧。 

以上 兩蒈に は 「山陰 や」 が 「山 本 や」 

と ある。 また 『渡 鳥 集』 に は 「立山 


28  ) 


-51 馬の 子の 濱 かけ 蒯 
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il 五 Eil の 濱月を 抱て 旅寐 

長月 廿日 あまり の 旅行なら ん廣 しまの 人/ \- のせち 

にと^め. E. されし を わりた く 立 出る とて 

, ご ろと な り ていそが しわたり 

まの 上 を 渡り 

に 成時猶 さび 


二 五三 

1: 五 四 

二 五 五 


る 月夜 ^(柳 0 紙 

旅 寐 ^？ぉ m 拂 
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た 


辛 


らし あ 

I がね の^ 

先 放 を あくの 浦に 訪 

一一 まハ 八月 や 潮の さ 

牡年亭 にて 

15 七 海 山 を 冯 E 化 へ 

5A 天河 大事に 

一一 W 九 日和見る 窓 に 

殺 生 石 

二 六 0  0  ^  ^  \ 


はぎの 山 かづ 

の 月見 
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は 


後 

ち 


ひ 

力 


月 

か る 

し 月 


力 

の 


鳥 (草 

鳥 (渡 

し (同 

ら (同 

哉 (同 

な (土 

慕 a 


0 


大 

山 


笛 


极 

彥 


ぬ 薄 生 け り 石 の 隈(七 《^〈 跡 


下 答 町が もとにて. r 『去 來發 句^』 

に は 「$,w 町が 許に て」 と 前 W が ある。 

一一 一一 K 『艸 之^』 『^はし』 『.f- 來發句 

集』 所收。 

i 『.}^來發句^； ：筑紫 U: 所^。 

『去 來發 句^』 に は，； i 代；： が 「筑 =^1 の 

网 にて」 と ぁリ、 「福 岡 や 千 も あら 

はに- す、 き」 と ある。 また 『筑紫 

只』 には前^？^か 「福！：」 と ぁリ、 「布 

久！：ゃ千^；^も荒^；も-陀-驢」 と ある。 

ー10| 『きれく』 『よ 來發 句^』 所 

收 。『きれく』 に は 「H の ひらき や」 

が 「月 の^や」 と ある。 

lllll.llglll 『. ^來發 句 ％』 所收。 

-i 『去 來發 句^』 『. ^來抄 J1 所收。 

『去 來杪』 に は 前？ r か 「大宰 府^ 納」 

と ぁリ、 「幾 秋の も」 が 「幾た 牛の 

,:r 突 や」 と ある。 

S 『去 來發句 ％』 所收。 

110 八 『^入 形』 所收， - Zi: せに は 「^ 

にて」 が 「たか、 りに て」 と ある。 

靈 .i. 星 『ょ來设句^^-： 所收リ 

二 五六 『去 來發 句^』 所收。 ：1k: に は 

前書-か 「先 訪を あく の^に：^ ふ」 と 

あり、 「潮の さはぎ の」 が 「潮の さは 

ぎ を」 と ある。 

『去 來發 句^.: 所^。 
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二 六 一 

二 六 二 

二 六 三 

二 六 四 

二 六 五 

二 六 六 

二 六 \ - 

二 六 八 

二 六 九 

二 七 〇 

二 七 1 
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一 了 

\ィ 


露 

一で/ 

0 


周 防の 德山を 過る とて 

支考 は當季 あらざる よし 

もふく 蓄麥 しら 妙に 

筑 前の 相撲 取に 褒美 とらす とて 

風 や 西に 名 を 得 

らく の^たけ あまる す 

畑 や 千と せの 秋の 

老 さら ぼひた る 行脚 をいた はられて 

灯に 飛ぶ や 油覃の き 


if 一心 Q 山 (白 扇 蘿 


かな 


し 金 碗 (芭 

,.1 きか な (同 

種 茄 子 (雪 


ならぶ はや 初秋の 日數 

奥の 細道の 奥 書の 末に 

つ 干つ 旅 やつ もりて 袖 

の寐に 行かた や 明 

落て 襟 こそば ゆき 木 

^て 屋根の かざり や 

掛の眠 を さます きぬ 


力 

陰 

た 


す Q 木 

な (折 


想 闭凰 

薺 

の ほまれ 

つ  >- じ 


露 (蝶 夢 本奧の 細道 

月 (去 來 杪 

哉 (同 

畑 (同 

哉 (同 


以上 兩 書に は 前書がない。 

llm 九 『去 來發 句集』 所收。 

B 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「周 防に て」 と あり、 「德 山の 

養麥 白た へや 綿 もふく」 と 見えて ゐ 

る 0 

二 《1 『雪 薺 集』 に は 「是は 田 上の 尼 

の 千載 亭の記 を 述られ し 句なる を 今 

記 文を峪 しぬ」 と 左 註が ある。 

-1 『丈 草發句 第』 に 「行 燈に飛 や 

袂 のきり 》^ す」 の 句が あるの を考 

慮に 人るべき である。 

二 六 六 『去 來發 句集』 『芭 翁 俳諧 集』 

所收。 低し、 『葛の 松原』 に 「野 童」 

の 作と して rffi ならぶ はや 初秋の 朝 

曰かな」 の 句が あるの を 考慮に 入る 

ベ きで ある 0 

S 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が r 芭 の 奥の 細道 を拜 して 

その 書 寫の奧 に 書付け る」 と ある。 

また 『風俗 文選 犬 註解』 にも 同様の 

前書で 收 めら れて ある。 

二 六 八 『去 來發句 第』 『旅寐 論』 『去來 

文』 『桃の 杖』 所 收.。 

ニ究 『去 來發句 第』 所收。 同書に は 

「襟 こ そば ゆき」 が 「尻 こ そば ゆき」 

と ある 0 
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二 七 二 

二 七三 

二 七 N 

二 七， 41 

二 七 六 

二  A3 七 

二 七 八 

二 七 九 

二八 〇 

二八 一 

二八 二 

二八  一一！ 

二八 四 


奥 

秋 


今 

芋 


より 嫁の 

山 や 五 

はま づ 目に 

きの 水淡路 

ちかくる 月に 

川 や 屋根 

厕もこ X ろ 

の n よくと 

ぎり ゃ處の 

た X  くひ 

ふし は いづ 

より は 棘 

沈 ふ 人より 


音よ はき 砧か 

聲績く 鹿の 

たつ 菊の つぼみ 

島根 を かこ ひけ 

なみだ ぞ須 磨の あ 

に 石お く 秋の 

ま.^ なりに ほの 

れ 霧の 谷 ふか 

ものに 雨と は 

きに よわる 砧か 

れの虫 もっか まつ 

もから す 花 


二八 五 


リ 先に JJf 離 とら 

老て祌 職 かふむ りたる 人を賀 して 

も實も 晚稻に 多し 神の 

唐人の 枕と て故鄕 にて 人の くれけ るに 


な (同 

聲 (旅 寐 m 

哉 (同 

り (よ とぎの 詞 

き (同 

風 (伊 勢 紀行 

海 (同 

し (同 

ん (同 

な (同 

る (同 

薄 (同 

ん (同 

秋 (去 來發 句^ 


二 七 0.11 七 一 『去來發句^^^ 所收。 

二 七 二 『.^來發句^,「 所收。 ：Ik^ に は 

「嫁のへ ュ：： よはき」 が マお よ" よはき」 

と ある C 

S 『去來發句^^-』」^价勢紀行„「所收。 

『^勢 紀行』 に は 「^の^」 が 「^ 

をき く」 と ある。 

『去來 t 乂 句^』 所收。 ； ^に：： に は 

「II 女 一 ひに て先師の^^！ども巾出ける 

序に」 と 前 f ねが ある。 
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-5 ハ 囉 へど もま づ此秋 はより 枕 (去 來發 句集 

^たる in を あら はば や 秋 の 水 (俳 倦 遺墨 


冬 之 部 


二 八<  雲 

二  5 ハ牛 

二 九 〇 御 

二 九 1 桁 


よ り 

の 夜 

祌 樂 

の 火 


も 先 

や 人 

や 火 

に 


にこ ぼる \ 

に 手足の 

を 燒衞士 に 

親子 足さ 


李 下が 妻の みまかり しをいた みて 

一一 九 一一 ねられす やかた へ ひえ ゆ 

十月 九日 嵯峨 遊吟  . 

ひろさ は 

ニ九ョ . 池の つら 雲の 氷る や 

臨 川 寺 

一一 九四 ^の 地 迄 落さぬ し 


しぐれ 哉 S 

十ば か り (同 

あやから ん (纜 

す ね 哉， 曠 

く 北お ろ し (同 


虚 栗 

の IS 

0 


あたご 山 (いつを 


ぐ れ 


力 


な (同 


二八 八 .||八 九. |§.| 一九 I 『去来？^ 句染； 所 

一一 さ I 『去 來發 句集』 所敉。 に は 

「李 下がせ の 身 まかれる に」 

と ある C 

S 來發 句^』 所收。 ：！k: に は 

00,^ 「一澤」 と ぁリ、 「池の つ、 り」 

が 「池の 面」、 「あたご 山」 が 「愛お 

山」 と ある-." 

§ 『おの 松 ls』 『£w^iitj 花』 『に =极 

が 5<^』 『桃の 杖』 『去 來？^ 句^』 『. ^來 

抄』 所收。 以上六^^"には前せがなぃ。 

また 『.^1:极が5^』 以下 g;:^; に は 「地 

迄 落さぬ」 が 「地に も 一 J£ さぬ」 と あ 

り、 几つ 『風俗 文選』 中の 許 六の 「.^ 

來^^」 の 文中に も 「地に も， 格さぬ」 

として ある 0 

0 『去來發句^^^ 所收。 z^k; に は 

前甞 がな く、 また ： 木 間 のぞかん」 

が 「木の 問^ん I： と ある。 

一一 九 六 『俳^ 錦^ 1^』 『. ^來發 句％, 「所 

收。 『俳^錦純|^』には前^?;;が ，*K 

の 入口に 俳諧に 力なき かたく 入べ 

からず とおた る も」 と ある。 『よ 來？ I- 

句 に は前喾 がな く、 また 「十^ 

年」 が 「十五 年」 と ある。 

§ 『俳 ゆ^ 纖縱. Er^ 來發 句^ J- め 
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二 九 2 


一！ 九 六 0 


二 九 八 IV 

二 九九 い 

一一 一 8 尾 

一一； 01 あ 

1110  二 ひ 

i  二 ラ 

一二 〇w  く 

11  一 0 五 1 


大井里 

枯 の 木 間 のぞかん， 賣 屋敷 (いつを 昔 

镇 みなしぐ りの 撰びに もれ 侍りし に 首尾 年 ありて 此 

集の 人足に く は- -り 侍る 

啼ゃ 弓矢 を 捨て 十餘 年 (同 

鉢た &き 聞に とて 翁の やどり 中され しに はちた \ き 

まいら ざり ければ 

こせ まねても みせん 鉢 扣 (同 

の ふるき 瓢軍 みせよ 鉢た.^ き (同 

そがし や 沖の 時雨の 眞帆片 帆 (猿  蓑 

頭の こ-^ ろ もとな き 海鼠 

ら礒ゃ はしり 馴 たる 友 

つかけ て 行 や 雪 吹の てし まご 

す 壁の 一 重 は 何かとし の 


れ て 行年 の まう け や 伊勢く ま 

かいつ くろ ひ  ， 

の 羽 も 刷ぬ は つ し ぐ. 


哉 (同 

衞 (同 

ざ (同 

宿 〔同 

の (同 

—れ， (JI, 


柿舍 日記』 所收. 。『俳諧 錦 繍緞』 に は 

前書が. 「鉢た、 き 聞に とて 翁の やど 

り S 'されし に まいら ざり ければ」 と 

ぁリ、 『去 來發 句集』 に は 前書がない。 

また 『風俗 文選』 中の 去来の 「鉢扣 

辭」 の 文中に も ある。 

一！ 九 八 『眞木 柱』 『去 來發 句集』 所收。 

『去 來發 句集』 に は 「瓢 軍」 が 「II 

單」 と ある。 共に 「瓢箪」 の 誤で あ 

る 0 

一一 九九 『去 來發 句集』 『去 來杪』 所收。 

但し、 『去 來杪』 に はこの 句 を 改めて 

「有 明ゃ片 帆に うけて 一 時雨」 とする 

說が ある。 

ISO 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「海鼠 哉」 が 「生 海鼠 かな」 と ある。 

II 一 CI 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

「友 衞」 が 「友 千鳥」 と ある。 

ー§ 『蘇 木 柱』 『去 來發 句集』 所收。 

『去 來發 句集』 に は 「てし まご ざ」 が 

「覺嶋 御座」 と ある。 

|| 『去 來發 句集』 所 收.。 

3 『眞木 柱』 『去 來發 句集』 所收。 

<1 『去 來發 句集』 所收。 

へ 『去 來發 句集』 『一字 幽蘭 集』 所 

〕 

ル 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 
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一一- o 六 初雪 や 羅紗 の 

18 七 嫁 人の 歩で 

まつ もとにて 

HOA 初雪 や 四 五 

3 九 年の 夜ゃ鯽 

1 ニー  0 はきち ぎる 

三て- 暖簾 や 雪 吹 

111 1 二  #5  /\ といへ 

S  -  H 雪 雲 や 鬼 

^蕉翁 病中 祈 禱の句 

- - 0  R の 空 見 な 

1  一二 五 病中の あまり 

傷亡師 終焉 

一-三 ハ 忘れ 得ぬ 空 

1 一一 一七 はなす かと 問 


羽織に 

吹 る . 


の し 


め 

力 


鞘 (西 

な (同 


雲 


里へ だて- -ひら の 嶽 (俳 諧勸進 帳 


や 鱗 や 三 の 

八疊 敷の 寒さ 

わたす 旅籠 

ど敲 くや 雪の 

も 肱 を 出す ベ 

をす や 鶴の 

す V る や 冬 ごも 

も 十 夜の 泪か 

はる ， ^家 も 冬 籠 


膳 (已 

哉 (薦 

町 (流 

門 (句 

聲 (枯 

り (同 


力 


兄 

の 


光 

弟 

赏 


尾 花 


な (同 

り (^^ 化 上人 日記 


時なら ぬ 冬 籠 の 句 を 思 ひ 出て 


： ^や」 が 「^や^ゃ」 と ある。 

一-一一 一 ^^Hm.^  『.^^^:?isu 所^。 

^錦 雜緞』 『.：一?日記，-『ねなし^,17宰 

陀 本』 『去 來發 句^』 『よ 來抄』 所 

收。 『翁 t:f』 に は 「應 くと」 が 「あ 

ふ，， （\ と」 と ある 。また 『俳^?ぬ(叔？^木』 

に は 「い へ ど敲 くや」 が 「いふに 扣く 

や」 と ある 0 

一一 一一 ||ー  『去 來發句 i^』 所收。 1!1： 卞 n に は 

rr.® や 5- も 肱 を」 が 「^やや 见も 

腕 を」 と ある。 

||ー一 四 『浪化 上人 日記』 『去 來發 ：？m』 

所收。 『i^ 化 上人 日記』 に は. > -祿七 3^ 

の部の去來^^！翰中にぁる。 また 『去 

來發句 雄』 に は 前 讲が 「、水め の ii^ 巾 祈 

禱の 句」 と ある。 

II 一一 五 『浪化上人日記』 『去來發句^^£ 

所收。 『浪化 上人 曰 記』 に は 元 綠七¥ 

の 部の ょ來？ ^ 翰屮 にある。 また 『ぶ 

來發句 築』 に は 「翁の：^ 中」 との 

書が ぁリ、 n- つ rig 中の」 が 「，：： 粥 

の 」 と ある 0 

III 一六 『木が、 しし』 r.^ 來發句 所收レ 

||ー一 七 『笼曰 『初 ®』m 若 i£」 上 

來發句$^0 『^棉 <f::Hli』 所收。 『笈 

日記』 に は 「^称 合」 と 前 か あり 
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三  一 

一 11 1 九 


一一 三 0 


三 一 1 1 

1 一三 二 

三 二三 

11 三 四 

三 1_2 


墨染に 眉の 毛 長し 冬 籠 り (浪化 上人 日記 

しぐ る や もみの 小袖 を 吹かへ し (有 機 泡 

芭蕉 翁の 七日く もうつ り 行 あはれ さ猶 無名 庵に 偶 

居して こ \ ち さへ すぐれす 去來が もとへ 巾つ か はし  . 

ける 

朝 霜 や 茶 湯の 後の くすり 鍋 丈艸 

か へ し  .Kv. 

朝 霜 ゃ人參 つんで 墓まい 

芭蕉 翁の 難 波に て やみ 給ぬ とき て 伏 見より 夜 舟 さ 

し 下す 

の 間 や 冬 

嬉し はち 


舟 


風 

行 


り (同 


にね て 荷物 

人の 馳走に 

賀刀奈 美 山 撰 集 

ゃ劎を 

どきに さし 

か X り容 に 


ご 

た 


も 


り (同 

き (と なみ 山 


ふ 


山 (同 


あ ふ 村の しぐれ 哉 (芭燕 庵 小 文 it 

成け りえび す 00  塞 


『初！ i』 に は 「落 钸舍へ 遣し ける 文 

のかへ りに」、 『末お 葉』 に は 「落 柿 

舍へ つか はす 文の か ヘリに」、 『去來 

發 句集』 に は 「其 角へ か へ し」 と 前 

書が ある。 『浪化 上人 日記」 に は元祿 

八年の部に^^,  r 义 ひと リ」 ( 一 九 

& の 句に 續 いて 記載され て ある。 

八 『菊の 香』 『去 來發 句集』 所收。 

上兩 書に は 前書が な い。 『浪化 上人 

日記』 に は 元 綠 八 年の 部に 見え、 「鴨 

川 や」 ( 一 九 六) の 句に 績 いて 記載 さ 

れて ある。 

一 111 九 『去 來發 句集』 『去 來抄』 所 收.。 

I 一一  110 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「丈 草の 許より 芭-; JT; 翁の 七日 

くとう つ り 行 あはれ さ 無名 庵に 

偶 lig して 心地 さ へ すぐれず と て 朝 霜 

や 茶 湯の 後の 藥鍋 といへ るかへ し」 

と ある 0 

ー|||11 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「翁の 1^ 洽ふを IS て 伏 見よ リ 

夜 舟 さし 下す」 と ある。 

Hi 一一 ー| 『去 來發 句集』 『落 柿舍 日記』 所 

收。 『去 來發句 築』 に は 「十錢 を 投じ 

て 百 聲の瓢 を 聞し む」 と 前書が ある。 

ー_ー零| 差 iw.l 美 『去 來發句 1^0 所 

收。 
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行 年 に 疊 の i 


や 尻の 形 (同 


三 二.^ 

1 一三 八 

三 二 九 

一二三 1 

1 二三 二 

1 一一 三 三 

三 三 四 

一二 一 一一 五 

三 三 i ハ 

三 Hi 七 


馬 

夕 


夢 

介 


訪 


道 ゃ惹を はなれて 霸の屋 

Eii に ひらつ く礒 のかれ 葉 か 

も の- 1 上に ちょぼ - しぐれ か 

笆蕉翁 三囘忌 

三度 は 袖の しぐれ 

戶 から 塞し かまの 


ラ 

い 


も 

め 


つ 

に 


病 


む 

も 


し 


烏 帽 

は ぐ 

牛 の 

雪 の 

り む 


子の 上 や 初し ぐ 

や 年の市の を 

尾 程の 便り か 

つもる や 小の 乂 

きがたき 寒さ 

人前の 火 缝. 


大雪の 降け ると し 

i< 九 直に 見な れ 


根 (初 

た (同 

な (浮 世 の 


匕 


哉 (喪 の名殘 

前 (同 

れ S 奧 衞 

と (梅  櫻 

な (元祿 戊. M 歳且牒 

Ms  突 

哉 (同 

^(同 


ぬ 雪の あっさ 哉 (續 有機 泡 


S 『！^他の北』『.^来發：？^^^1所^。 

『-な 世の 北』 に は 前 が 丈バ， を 

とぶら ふ」 と ぁリ、 『 よ 來發句 m』 に 

は 「訪^ 丈 j=f」 と ある。 

|ー||； 八 『折つ  >- じ』 『去 來發 句^.! 所收。 

『折つ、 じ』 に は 「丈 艸の ei まれけ 

る 湖南の 山家 を ひて W 侍る」 と， 如 

書が ある。 

一一 一一 一九 『よ 來發 句^』 所收。 

IIIHIQ 『去 來發 句^』 所收。 ：！^^には 

前^が 「翁 三 M おに 義仲 寺に て」 と 

ある。 

|||ー||1 『.^^來發句0』 所收。 ：！：^^には 

「かまの 前」 が 「^の 前」 と ある。 

ー晝 『去 來發 句^』 所收。 

i 『ひ！ の 泣』 『去 來發句 i*』 所收。 

111 『篇突』 『：^船^?-』『後れ酏』：^？^ 

拂』 『.i^ 來發 句^』 所收。 

III 憂 『^^礎 海』 『. 似 舞師』 『け ふ の 

北 =1』 『去 來發 句^』 所收。 

憂 六 『總ぉ 碟沲』 『i^ 船^』 『； g 舞い s』 

『け ふ の 北：：！』 『ひポ 日記 jj 『花の 小 1〕 i 

の 魔』 『去來發句$^-』 所收。 r.^ 來^ 

句 に は 「掘 川 を： i りて」 ふ-前 卞：： 

が ある。 

|寒 『51 有機 海』 『：^ 船^』 『^別 維 

敷』 『ょ來發句$^-』 所牧。 『： お^ 磯^』 
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一一 ニニ 九 

一二 四 〇 

一二 四 一 

一 S  二 

1  一一 21 三 

三 四 四 


五 

1 二 四 六 

II 一四 七 

1 二 四 八 

三 四 九 


老 

山 


と 

山 


武者と 

がらの 里 

しぐれし 

月 や 日 

旅 中 歳暮 

しなみ の 

畑に 靑 


匕 曰 

力 

ぐ 


やさ i れむ玉 

せぎ する しぐれ か 

れ てあかし 辻 行 

せに しけて 冬 


草 

老 


く^りて 行 や 足の 

み 殘 して 冬が ま 

除 風 子の 撰 集 をい ゎゐほ 句まい らせんと おも ふに 靑 

むしろ はこと しの わら を もって をり 出せる ものな り 

と 人の 申ければ かなら す 冬季なる べしと さたし はべ 

りて 

庵に 一の たから ゃ靑 

ふれば 常 盤 御前の いとおし 

樂のロ もと 寒し 御佛 

物に 年 とらす る や 牡丹 

め やる 奥のと ろ &ゃ比 良の 


Iffiv  -I 一  ぽ 

な (泊 

灯 (け 


念 題 

ふ の 昔 

諧 曾 _ 我 


下 (小 弓 俳諧 集 

へ (靑 むしろ 


筵 (同 

き (菊 

名 (歸 

土 (草 

雪 (そ 


の 道 

こ の 花 


に は 「病中吟」 と 前書が あり、 『泊 船 

集』 に は 「持 1^ にこ もりけ る 比」 と 

ぁリ、 また 兩 書に は 「一人前の」 が 

「 一 人前す る」 と ある。 『續別 靡 敷』 

に は 「介 病 も 一 人前の」 が 「介 „辆 を 

一 人前す る」 と ある。 『去 來發 句集』 

に は 「介 IS も」 が 「看 IS も」 と ある。 

登 八 『泊 船 集』 『續別 座敷』 『去 來發 

句集』 所收。 以上 三 書に は 前書が な 

ヽ 0 

レ 

曼九 『去 來發 句集』 所收。 

一一 110 『去 來發 句集』 所 收.。 同書に は 

「山 がらの」 が 「山 霜の」 と ある。 

|_ 一四 一 『續別 座敷』 『旅 袋』 『去 來發句 

集』 所收。 『續別 座敷』 『旅 袋』 に は 

「辻 行灯」 が 「辻 燈籠」 と ある。 『去 

來發 句集』 に は 「しぐれて あかし」 

が 「しぐれて 明し」 と ある。 

III 四 二 『旅 袋』 『去 來發 句集』 所收。 以 

上 雨 書に は 「卯 七亭」 と 前書が ぁリ 

また 「日 ませに しけて」 が 「日 ませ 

にしけ く」 と ある。 

一 |1四|| 一  『靑 むしろ』 『艸之 道』 『きれぎ 

れ』 『去 來發 句集』 所收。 『靑 むしろ』 

『艸之 道』 に は 前眷が 「長 崎の うら 

に 旅ね せし 年」 と ぁリ、 『去 來發句 築』 

に は 「長 崎の 51 に 旅寐し て」 と ある。 
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so 盜 人に 負 

ョ五 1 綺の 中に 居- 

一一： 五： ^など" 

i 三 布 子！ 15 て 

HHH 整 垣の どち 

iHI 朝 霜 の 花 

木 曾 塚に て 

li 六 is 馬に ま 

悼浪化 

i 七 その 時 や 空 

宿 丈艸庵 

ョ 五八 さむき よ や 

i 九 眞夜牛 や 

1-1 KC 腸 鴨 や 又 

土 大根 槃を賀 して 一 


と も 

や 

； は. 


ら 

も 


た 

う 


いはむ 鳆の 錢 (同 

家の 雪げ し き (き れ 

重し 初 時 雨 (蝶 す い 

しき 顔ゃ祌 送 8 表 

に啼ぞ みそ さ ゐ (a-  0 

奥 あり 茶の 木 原 (同 


泣 よ 

花 ふ 

も ひつ 

缝 際 

ち あ 


る 


る 


ベ の 


雪 (白 

上 (渡 


迄 


け 


月 の 

て 


力 


げ (同 

送 (麻 


た 


や 祌 無 月 (幾 人 水、 王 

れば 山の 


陀羅尼 


烏 m 


生 


『きれく ji に は 前れ；： がな く、 「とし 

なみ の」 が 「としなみ も」 と ある。 

また 『風俗 文選 犬 に は 「とし 

なみの」 が 「水 の」 として 枚め、 し 

れて あるが、 これ は "みか。 

li 『波 『.^來發句^^-』 所收。 

『波 CL!ffif』 に は rmlsi 院は峪 ^の： M 

巳に 有 入江み ぎリに 廻り 小 .：5^,^； に 

横 た ふ 吟 4=5- 支 が お 麥 に ま た れ水 か は 

リ けん 山 w と IS へ し は 秋の 比に ゃ來 

リ けん 其た 牛のお 殘 IE まんと 人く に 

誘れ て」 と 前^が ある。 また 以上-ゆ 

窬 とも 「山 畑に」 は 「山.；： a や」 と あ 

る 0 

ーー靈 『去 來發句 雄』 所收。 せに は 

前窬屮 「わ、 り を もって をリ 出せる も 

のな り」 は 「^を もて 織 出た る 物な 

リ」 と ある C 

ー| 興 『きれく』 『ぬれ t 右^』 『去來 

發 ：？$iO 所收。 『きれく』 に は 「伏 

常， 赇 ごと 前セパ か ぁリ、 「 いとおしき」 

が 「いとし さよ」 と ある。 『ぬれお J^lul 

に は 「雪 ふれば」 が 「* おの 日 は」 と 

ある。 また 『^來^句^^^』 に は 「：ボ 

誊を讅 て」 と 前せ が ぁリ、 「いとおし 

き」 が rc^tH しき」 と ある。 

一 111 七 『去 來發 句^』 所收。 
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一二 六 1 

11 一六 二 

nil パ三 

1 二 六 四 

11 一六 五 

三 六 六 

三 六 七 

一二 六 八 

1 二 六 九 

三 七 〇 


月 

雪 


1ー1七 1 種 


花 の 

賣 て 伯 

暮 ぬ 

をして 

を經て 

の.； ：！ 力 

人 の 

杉に す 

錢 を 

くる 乂  — 

枯野 塚， 

や 飛ぶ 千 


世 

我 

お 

落 


帶 


と 

に 


上手 や 大根 主 (土大 

道き る 時雨 か な (續 ■ 山 

似合 ひし 松 買 ん (松 铹 

へばと しの 敵 か な (旅 寐 

來し 嵯峨の 木の葉 哉 (よ とぎの 

た 脚 もなかり け り (去 來 發 句 

通らす 雪 の 朝 (同 

上た る みぞれ 哉 (同 

て 拂ふ落 薬 哉 (同 

も 立す 鉢た.. - き (同 


彥 

論 

一 Ilia 

.1 一一 IV- 

0 


里の 外の 枯野づ か (筑 紫 貝 


ー0 九 『去 來發句 第』 所收。 同書に は 

r 奧 のとろ k や」 が 「奥のと ろく や」 

と ある 0 

憂 0 『去 來發句 第』 所收。 同書に は 

「負と もい はむ」 が 「おひと もい は 

ん」 と ある 0 

曼 一 『藁人形』 『類枇 子』 『渡 鳥 集』 

『去 來發 句集』 所收。 『渡 鳥 集』 に は 

「晝の 中に 居て 見る 雪の 山家 哉」、 『去 

來發 句集』 に は 「總の 中に 居て 見る 

雪の 山路 かな」 と ある。 

|i;W 二 『渡 鳥 集』 『去 來發 句集』 所收。 

『渡 鳥 集』 に は rffi は fi し」 が 「あ 

たま ぞ 寒き」 と あり、 『去 來發 句集』 

に は 「天窓 は 塞き」 と ある。 

ー|暨 『小批 子』 『去 來發 句集』 所收。 

|ー1 『夢の 名殘』 所收。 

憂 六 『去 來發 句集』 所收。 同書に は 

前書が 「木 曾 墳に參 りて」 と ある。 

iilM 七 『白扇 集』 『去 來發 句集』 所收。 

『白扇 集』 に は 前書が 「浪化 善」 

と ある 0 

曼 八 『土 大根』 『も の い へ ば』 『去 來發 

句集』 所收。 『土 大根』 に は 前書が 「丈 

艸 庵に 宿して」 と ぁリ、 『も のい へば』 

に は 「丈 艸 庵を訪 ふ」 と ある- 『去來 

發 句集』 に は 前書が 「懐 僧 丈 草」 と 
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あり 、「おも ひ つくれば」 が 「おも ひ 

つ 1^ ける」 と ある。 また 『風俗 文選』 

中の 「丈艸 詠」 の 文中に も、 『枇杷 阈 

隨筆』 中の 丈艸 書翰の 中に も兑 えて 

ゐる。 

曼 九 『渡 鳥 集』 に 「南」 と 前 害が あ 

るの は、 「 一 折出來 ぬれば 物-つち 喰 ひ 

咄 しし こリて あと つ けんと も 謂 は 

ず 例の 卯 七 火 5i の 方位 を 分ち て 又 題 

を 探らし む それが 中に 主の 灰つ くろ 

ひ 先 放が あたり かねた る もお かし 松 

の 上に 眠たる 猫 を か はらせて 小 僭が 

句と なし 各く 其 趣を賦 す」 と あつ 

て、 これに 續ぃ てま 西南 北上 中 5?： の 

七 題に よ リ各家 の 吟詠 を 記載し た 中 

の 一 章で あるに よる。 『去 來發 句集』 

に は 前書が なく、 また 「3M 夜 牛 や」 

が r3M 夜中 や」 と ある。 

一一 一六 二 『去 來發句 第』 所收。 

Is 一一  『松 筋 集』 は 二 柳 庵 三 四 坊の明 

和七廣 {a; の 歳 1 帳で ある。 その 中に 

貞享三丙^3;刊 『其 IW: 歳 且帖』 の 一部 

を杪錄 した ものが ぁリ、 この 句 は そ 

の 中の 一 句で ある 。然し 原典た る 『其 

角 歳旦 帖』 に は、 この 句が えて ゐ 

ないから、 或は 常時 他に 異 根の もの 

が 行 はれて ゐ たか、 又は 編者の 獨斷 


で 加へ たもの か 評 かで ない。 

B 『去 來抄』 に 「凡 兆」 の 作 「大 

としをお もへば 年の 敵 かな」 の 句に 

就いて 「もとの 五 文字 戀 すて ふとお 

て 予が化 也：. ム々」 との； が ある。 

八 『幽覷 集』 『金 蘭 集』 『WJW 一 袖^ 

紙』 『俳諧 一 葉 i*』 所收。 

I 一： 七 Q 『風俗 文選 犬 註解』 所收。 
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